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発刊 に あたっ て 


本 書 は 。 富士 通 の 8 ビッ トペ パー ソナ ルコ ンピュータ FM-7 シリ ー ズ を 対象 と し て , 本 体 な ら び 
に 周辺 機器 の 内 部 構造 か ら 活用 の 方 法 ま で を 解説 し て いま す . 本 書 の 執筆 に あたっ て は , 次 の 点 
が 考慮 され て いま す . 


FM-7 シリ ー ズ (FM-7・FM-NEW7・FM-77・FM77AV) の 4 種類 に 対応 する よう に 心掛け て 
いま す が , 特に 最新 の FM77AV を 中 心 に し て 記述 し て いま す . FM-7・FM-NEW7・FIM-77 に 
対し て の 記述 に あたっ て は , “FE-BASIC V3.0 で は ?, パ サブ プ モ ニタ ROM タイ プ C で は ", ある い 
は FM-7 で は ” と いう 記述 に よっ て 区 別 き され て いま す . 

FM-77L4 で は 。 漢字 機能 を 強化 し た F-BASIC V3.5 も 動作 し ます が , この V3.5 に つい て は 
考慮 し て お り ま せん の で 了 予め 御 了 承 く だ さい 、. 


人 マシ ン 語 プロ グラ ム は 富士 通 の アプ ソリ ュー ト ア セン プラ で 作成 され て いま す . 本 文中 の サン 
プル プロ グラ ム の 入力 に あたっ て の 注意 事項 を , 付録 の 「 プ ログ ラム の 入力 」 に まとめ まし だ た の 
で 是非 ご 参照 くだ さい . 

な お , マシ ン 語 プロ グラ ム の ソー スリ スト は , メデ ィ ア サー ビス に お いて 提供 し て いま す . 貞 
味 の あ る 方 は , 門 非 メデ ィ ア サー ビス を 御 利用 くだ さい . 


は じ め に 


パソ ツ コ ン も , 一 時 期 の 熱狂 的 な プー ム が 去る と 共に 社会 に 定着 し て , ワー プロ 等 の OA 機器 あ 
る い は ゲー ム な ど に 利用 され て 私 達 の 身近 な 存在 と な っ て いま す . ビジ ネス ユー ス で は 16 ビッ ト 
機 が 主流 に な り ま し た が , パー ソナ ル な コン ピュ ー タ と し て は まだ 8 ビッ ト 機 が 大 き な 部 分 を 占 
の め て いま す . 特に ファ ミリ ー コ ンピュータ の 普及 に は 目 を 見 は ら さ れ ま す . そし て この ファ ミコ 
ンプ ブーム に より , ゲー ム 中 心 の 従来 の 8 ビッ ト 機 は 大 き な 転 換 を 人 迫 ら れ て いる と いっ て いい で し 
ま チ 。 “ 

この よう な 状況 の な か で FM77AV は , FM 音源 標準 サポ ー ト , 4096 色 同 時 発色 と いう AV( オ 
ー デ ィ オ ・ ビ ジュ アル ) 機 能 を 前 面 に 押し だ し て 発売 され まし た . テレ ビ 画 面 の アー タ を パソ コン 
に 取り 込む せこ と の で きる ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 を 含め て , 従来 の ゲー ム パ ソコ ン と は 一 味 異 な っ 
だ 方 向 づ けが な され て いる よう で す . 

FM-7 に 対し て FM-NEW7, FM-77 は 小幅 な 改良 に と ど め られ て いま し た が , この FM77AV 
の 仕様 は 大 幅 に 変更 され て いま す . そこ で FM77AV の ユー ザー が その 機能 を 十 二 分 に 引き 出し . 
より 有効 に 使う た め に は , 本 体 の 内 部 や 周辺 機器 に つい て 詳し く 知 る こと が ポイ ント に な っ て き 
に 

そこ で 本 書 で は , FM77AV の 新 機能 を 中 心 に と りあ げ , FM-7 シリ ー ズ の 卒 体 は も ちろ ん , プ 
リン タ , ディ スク ユニ ッ ト に 至る まで , 内 部 解析 情報 や 活用 の ノウ ハウ を 実践 に 役立つ ょ うに ま 
こめ て いま す . また すぐ に 使え る 便利 な プロ グラ ム も 豊富 に 紹介 し て いま す . 

也 ら れ だ ペー ジ の 中 で , 充分 意 を 尽 す こと は で きま せん が , 読者 の 方 々 自ら の 内 容 補 完 に より . 
FM-7 シリ ー ズ に 対す る 理解 を より 深め て いた だ きた い と 存じ し ます. FM-7 シリ ー ズ を 使い こ な 
す た め の 座右 の 書 と し て 利用 いた だ けれ ば 幸い で す . 

な お 本 書 の 執筆 は , 阪井 末 幸 , 高橋 峠 生 , 梅 野 香織 が 共同 で 行ない まし た . 

本 書 を 執筆 する に あたり , 富士 通 株 式 会 社殿 , 富士 通 OA 株 式 会 社 典 よ り ハ ー ド ウェ ア 及 び ソ 
フト ワ ェ ア を 人 快く 提供 し て いた だ きま し た こと を 深謝 いた し ます . 特に 富士 通 プ ラ ザ 梅 田 の 方 々 
の 協力 に は , 心から お 礼 申 し あげ ます . 「 

まだ 編集 を 担当 し て いた だ いた 株 式 会 社 ビ ー・ エ ヌ ・ エ ヌ と 株 式 会 社 レ シス テム ソフ ト の スタ ッ 
フ の 方 々 に は 大 変 な お 世話 に な り ま し た . この 場 を 借り て お 礼 申 し あげ ます . 


1986 年 8 月 著者 
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第 15 章 ハー ドウ ェ ア 回 踏 図 (FM プ ノノ AV 回 踏 図 ) 
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メモ リマ ヤッ プ 


1-1 メイ ン シ ス テム の メモ リマ ッ プ 
FM-7 お よび FM77AV の メイ ン シ ス テム の メモ リマ ッ プ を , 図 1-1, 図 1-2 に 示し ます . 


$0000 


RAM 空 間 
(64KB) 


$8000 


F-BASIC V3.0 
ROM 


$FBFF 
$FFFF 


図 1-1 FM-7 の メモ リマ ッ プ 


物理 アド レス 
$00000 


RAM 空 間 
(64KB) 


$ ゃ 10000 $0000 


サ プ CPU 空 間 
(64KB) 


ダイ レク ト 
アク セス 時 サ プ CPU 空 間 


$FFFF 


$20000 


拡張 RAM 空 間 
(64KB) 
CPU アド レス 


$0000 $ ゃ 30000 


$36000 
$38000 
$3FBFF 


CPU 空間 
(64KB) 


本 間 


(64KB) F-BASIC V3.0 
ROM 


図 1-2 FM77AV の メモ リマ ッ プ 
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FM77AV で は , 4096 色 同 時 発色 。FM 音源 サポ ー ト 等 に より 増大 し た CPU 空間 を , 8 ピット 
CPU に て 管理 する た め , ふた つの 新しい メモ リ 管 理 手法 を 導入 し て いま す . 


① MMR (Memory Manegement Register) に よる メモ リ ・ マ ッ ピ ング 機能 
②TWR(Text Window Register) に よる テキ スト ・ ウ ィ ン ド ツウ 機能 


メモ リ ・ マ ッ ピ ング 機能 と は , 64KB の CPU 空間 を 4KB 単位 に 分 割 し 。 その メモ リ 単 位 ご と 
に それ ぞ れ を , 最大 256KB に も お よぶ 巨大 な 実 メモ リ 空 間 に マ ッ ピ ング させ る こと で す . そし て 
この マッ ピン グ を つか さ ど る MMR の 値 を 変え る こと に より , 8 ビッ ト CPU6809 が 256KB の す 
べ て の 実 メモ リ 空 間 を 動 的 に 利用 で きる よう に な っ て いま す ( 図 1-3). 


$00001 
$ ゃ 1000 
$2000 


レジ スタ 15 


CPU 空間 MMR 実 メ モリ 空間 
(64KB) (最大 256KB) 


$F000 


図 1-3 メモ リマ ッ ピ ング 機能 


一 方 。 テ キス ト ・ ウ ィ ン ド ツウ 機能 は , 主として F-BASIC V3.3 が , BASIC テ キス ト を 党 理 す 
る た め に 使用 し ます . BASIC テキ スト は , 中 間 言 語 に 変換 され テキ スト 領域 ($ 07C00 一 $0EEFFFE) 
に 格納 され ます . そし て 必要 な BASIC テ キス ト だ けが , ウィ ンド ウ 領 域 (CPU 空間 の $7CO0 
ー $ 7FFFE ) に うつ し だ され て , F-BASIC に 利用 され る わけ で す . こ の 機能 に より F-BASIC VS. 
3 で は , 64KB の CPU 空間 内 に テキ スト 領域 を 置く 必要 が な く な り , 16 ビッ ト 機 な み の 大 き な 
BASIC の フリ ー エ リア を 実現 し て いま す ( 図 1-4). 
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$07C00 


(1024 バ イト ) 


に 


テキ スト 領域 (29KB) 


$0EFFF 


RAM 空 間 
TWR (64KB) 


|132FFF "ウィン ドウ 領域 (1KB) 


CPU 空間 
(64KB) 


図 1-4 テキ スト ウィ ンド ウ 機 能 


1-1-1 異 RAM 

FM-7 お よび , FM77AV の FE-BASIC V3.0 の 動作 時 に は , RAM 空間 (64KB) の 半分 近く が , 
BASIC KROM と 重なっ て いる た だ た め 使 用 され て いま せん . この BASIC ROM と 重なっ て 使用 され 
て い ぃ いない RAM 空間 ($ 8000- $FBFF) を , 裏 RAM と 称し て いま す ( 図 1 -5). 


CPU 空間 (64KB) 


$8000 $8000 


F-BASIC V3.0 
ROM 


暴 RAM 


$FBFF $FBFF 


RAM 


図 1-5 F-BASIC V3.0 動 作 時 の CPU 空間 
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FE-BASIC V3.3 は 。 シ ステ ム 起 動 時 に シス テム ディ スク より 読み 込ま れ , RAM 空間 , 標準 空 
問 に 展開 され ん ます. その た め , F-BASIC V3.3 の ROM は 存在 し て いま せん . そし て , BASIC が 
標準 空間 に 展開 され る の で , 裏 RAM も 存在 し て いま せん . 

この 裏 RAM は , F-BASIC 動作 中 に は , CPU 空間 か ら 完 全 に 切り 離さ れん て いま す . それ で , 
BASIC テキ スト を NEW し て も , ある い は , リセ ッ ト ス イッ チ を 押し た と き で さえ くも, 裏 RAM 
の 内 容 は 消去 され ませ ん . も ちろ ん , 電源 を 切っ た 場合 に は , 消去 され て し まい ます . 

BASIC ROM と 裏 RAM の 切り 替え は , メイ ン シ ス テム I/O レジ スタ ($FDOF) を リー ドブ ラ 
イト する こと で で きま す . $FEDOF を ライ ト す れ ば RAM モー ド が 選択 され , CPU 空間 の $8000 
ー $FBEF に RAM が 設定 され , F-BASIC V3.0 は 切り 離さ れん ます . また $FDOF を リー ド す れ 
ば , ROM モー ド が 選択 され , F-BASIC V3.0 ROM が CPU 空間 に 組み 込ま れ , F-BASIC が 動 
作 し ます ( 図 1-6). 


<RAM モ ー ド > <ROM モ ー ド > 
CPU 空間 (64KB) CPU 空間 (64KB) 


$8000 


F-BASIC V3.0 
ROM 


裏 RAM 


図 1-6 ROM モ ー ド と RAM モ ー ド トド 


それ で は 。 裏 RAM を 実際 に アク セス し て み ま し ょ う . BASIC の POKE 文 に て $FDOF を ラフ ライ 
ト し て ,。 RAM モー ド に し て み ま す . 書き 込む 値 は , 何で あっ て も か まい ませ ん . 


POKE &HFDOF, 1 』 


いか が で すか . 暴走 し て し まい まし た ね . これ は , CPU 空間 か ら BASIC ROM が 功 り 次 され 
て し まっ て , POKE 文 実 行 後 の 処 理 が お か し く な っ て し まっ た た めで す . 

これ は 。 機械 語 モ ニタ の M コマ ンド で $FDOF の 内 容 を 変更 し て も 同じ で す ( 機 械 語 モ ニタ は , 
BASIC ROM の $ABF4~- $ AD53 に あり ます ). 

これ で は 。 裏 RAM へ の アク セス を 確認 で きま せん . そこ で , マシ ン 語 の 裏 RAM リー ドン ノラ 
イト ルー チン を 作成 し て み ま し た . 簡単 な プロ グラ ム で すか ら , 機械 語 モ ニタ で 直接 入力 すれ ば 
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ょ いで し ょ う ( リ スト 1-1). 
$5000 番地 を 実行 する と , $ 5100 番地 の 内 容 を 裏 RAM の $8000 番地 に 書き 込み ます . $5002 
番地 を 実行 する と , 裏 RAM の $8000 番地 の 内 容 を $ 5101 番地 に 書き 込み ます (リス ト 1-2). 
リセ モ セット スイ ッ チ を 押し て みて , 裏 RAM の 内 容 が 消さ れ な いこ と も , 確認 し て みて くだ さい . 
リセ モット スイ ッ チ を 押す と , 裏 RAM リー ドン ライ トル ー チ ン は 消さ きれ て し まい ます の で ., も う 
一 度 桂 NAM リー ドン プラ イト ルー チン を 入力 し 直す 必要 が あり ます . 


リス ト 1-1 埋 RAM リー ドン ライ トル ー チ ン 


U0100 求 束 赤玉 炒 示 玉 ボ 玉 玉 玉 玉水 玉 玉 求 玉 氷 玉水 洲 未 玉 来 玉 玉 未 ボ 

00110 いい ウフ 2RRM READ/MRTITE 氷 

00120 しい て LTST 1-1 ) vV る 3.0 水 

001 30 玉 氷 玉 未 氷 求 玉 玉 涼 玉 玉 求 来 氷 水玉 求 氷 求 求 氷 涼 玉 涼 氷 玉 ボ ボ 

00140 UP 1 _NUGEN 

O00150 5000 RG $5000 

00170 5000 20 02 5004 ENTRY BRAa MRTUR 

U0180 5002 20 0D S01 1 BRR READU 

00200 5004 B7 FUDOF MRTUR STA $FDOF ウフ RAM SELEC ! 
U0210 5007 B6 5100 LDa $5100 

00220 5008 B7 8000 ST $8000 

00230Q0 500D B6 FDOF LDR $FDOF BASIC-RUM _ SELECT 
00240 5S010 39 RTS 

00260 5011 B7 FUUF READU STA $FDOF ウフ RAM SELEC1 
00270 5014 B6 DO LDA $8000 

00280 5017 Br7 NO っ 「 和 $5101 

00290 SO01aA B6 FUDOF LDA $ ゃ FODOF BRSTC-RUM SELECT 
00300 501D 39 RTS 

00320 S000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGTN ADDR=S000 
PRUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


PUKE &H5100,123 


Re ad ツ ソ 
EXEC 


Rea ロ dy 


&HSO000 


PRINT PEEK(&H5101) 


0 


ea ロッ 


EXEC &HS5002 


Re8a0y 
PRINI 
1 2 3 


Rea ロ ソ 


PEEK(&H5101 ) 


RDDR=5010 


リス ト 1-2 裏 RAM リー ドン ライ トル ー チ ン 実 行 
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1 -1-2 RAM 空間 

この 領域 に は . シス テム 起動 時 , システム ディ スク より 読み 込ま れ た F-BASIC V3.3 の 非常 駐 
モジ ュー ル が 展開 され て いま す ( 図 1-7). 

この 非常 駐 モ ジュ ー ル は , MMR 経由 で, CPU 空間 の 非常 駐 マ ッ ピ ング 領域 ($8000 
ー $ 8FFF) に マッ ピン グ さ れ , アク モス され ます . た だ し , FM 音源 用 非常 駐 モ ジェ ュー ル だ けけ は , 
CPU 空間 の $D000- $DEFEF に マッ ピン グ さ れ て , アク セス され ます . 

また テキ スト 領域 ($ 07C00- $ 0EFFF) に は , BASIC の テキ スト が , 中 間 コ ー ド に 変換 され て 
格納 され ます . この テキ スト 領域 へ の アク セス は , TWR 経由 に て 行なわ れ て いま す . 


RAM 空 間 (64KB) CPU 空間 (64KB) 


ーー に し ーー 
$01000 
非常 駐 8 
ー LIL 
$06000 
非常 駐 3 


AA 非常 駐 2 ウィ ンド ウ 領 域 ん 
$07C00 還 E 剖 笠 モジ ュー ル $8000 


TWR マッ ピン グ 和 領域 
$9000 


BASIC V3.3 
常 往 モジ ュー ル 領 域 


テキ スト 領域 


FM 音源 用 非常 駐 
マッ ピン グ 領 域 


FO00 N 
非常 駐 | 
了 (FM 音源 用 ) 


IO レジ スタ 等 き FFFE 


図 1-7 RAM 空 間 の メモ リマ ッ プ 


それ で は テキ スト 領域 の 内 容 を の ぞい て み ま し ょ うま す リ セッ ト を 押し て , F-BASIC V3.3 
を 起動 し て くだ さい (リス ト 1-3-A). 
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リス ト 1-3-A テキ スト 領域 の ダン プ 


エー〕 ヨ † モ シキ シシ ウ キ モ キャ キャ ポキ ヤキ ww ヶ 5 エミ ET テテ EE モ E エ E モ EE モエ TETETETE 

mon 

※d /CUU 

CUU 00 00 00 00 00 00 00 00 

7C08 00 00 00 00 00 00 00 00 

7C10 00 00 00 00 00 00 00 00 

7C18 00 00 00 00 00 00 00 00 

7C20 00 00 00 00 00 00 00 00 

7C268 U0 00 00 OO0 00 00 00 00 


7C30 00 00 00 00 00 00 00 00 
7C38 00 00 00 00 00 00 00 00 


ウィ ンド ウ 領 域 ($ 7C00 一 $ 7FFF) の 値 は , すべ て 00 に な っ て いま す . それ で は , 何 か BASIC 
の テキ スト を 入力 し て み ま し ょ う . そし て も う 一 度 , ウィ ンド ウ 領 域 の 値 を 確認 し て くだ さい ( リ 


リス ト 1-3-B テキ スト 領域 の ダン プ 


ウィ ンド ウ 儲 域 の 値 が , 変化 し て いま すね . これ が , いま 入力 し た テキ スト の 中 間 コ ー ド で す . 
中 間 コ ー ド の 意味 は , 第 2 章 を 参照 し て くだ さい . 

それ で は , ちょ っ と , この 中 間 コ ー ド を 変え て み ま し ょ う . 先程 入力 し た BASIC の テキ スト が 
変化 し て し まい ます (リス ト 1-4). 


リス ト 1-4 テキ スト 領域 の 変更 


PUKE &H7CO6,&H42 


Re 3 ロ dy ッ 
に LN | 


10 日 = } 
Ra ロッ 


Ei 
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ここ で 注意 すべ き 点 は , ウィ ンド ウ 領 域 に 見 えて いる メモ リ が , RAM 空間 の テキ スト 他 域 その 
も の だ と いう こと で す . テキ スト 領域 の 内 容 を ウィ ン ドウ 領域 に コピ ー し て いる の で は な い の で 
す . だ か ら 。 ウィン ドウ 領域 の 内 容 を 機械 語 モ ニタ に て 変更 し た と き , BASIC の テキ スト が 変化 
42 Gr 

それ で は , テキ スト ・ ウ ィ ン ド ツウ 機能 を 使わ な くし たら, ウィン ドウ 領域 は どう な る の で し ょ 
う . テキ スト ・ ウ ィ ン ド ウツ 機能 を 無効 に する に は , メイ ン シス テム 1/O レジ スタ ($FD93) の ビッ 
ト 6 を, オフ に し ます (リス ト 1-5). 


リス ト 1-5 テキ スト ・ ウ ィ ン ド ウツ ウ 機能 の 無効 


Ru 


PUKE _&HFD ウ 93, &HBF 


Ready 
MUN 


*D7COUO 


7CO00 00 4E 45 58 54 20 77 6 
ィ 7C08 74 68 6F 75 74 20 46 4F 
7C10 52 00 53 79 6E 74 61 78 
7C18 20 65 72 72 6F 72 00 52 
ィ 7C20 45 54 55 52 4E 20 77 6 
7C28 74 68 6F 75 74 20 47 4F 
7C30 53 55 42 00 4F 75 74 20 
7C38 6eF 66 20 64 61 74 61 00 


氷 
EE 


リス ト 1-6 メッ セー ジテ ー プ ブル 


RE 


?7C00 00 4E 245 58 54 20 77 69 74 686F 75 74 20 46 4F NEXT withaut FH 
7C10 52 00 53 79 6eE 74 61 78 20 65 72 72 6F 72 00 52Z R Syntax error R 
7C20 4554 555S24E20776974686eF 7?7574 20 47 94F ETURN without GU 
7C30 らく 3 5G 42 00 4F 75 74 20 ecF 66 20 @64 61 74 61 00 SUB Uut of datag 

7C40 _ 49 eCeCe65e6e76e1 6C2066 7?756E63746526F 6eE TLLegaL funC†t1ion 
7CSO _ 20 63 61 6C 6eC 00 4F 76 65 72 66 6C 6F 77 00 4F CaLL verftLow 
7C60 7574206F66206D656D6eF72 7 0055S6E 64 ut 0n† memory Und 
7C70 eSeee9eE656@4206CG69e6eEG5S206E7/56D 6Z ETined Line numb 
7CB0 65 72 00 5375 62 7363 72697074 20 6F 75 74 er SubsSCript Out 
ィ 7C20 20 6eF 66 20 72 61 6E 67 65 00 44 75 70 6C 6 623 Of range DuptLic 
7CAO _ 61 74 65 20 64 65 66 69 6E 6 の 9 74 69 6F 6E OO 44 ate definition D 
7CBU _ 629 76 697369c6FeE206279207657?726F OO ivis1on by zer0o 

7CCO 49 6eC 6eC 65S 67 61 6C 20 64 @69 72 65 63 74 00 54 TLLegaL direct T 
7CDO 79706520606%9736D 61 74 63 68 00 4F ?75 74 ype miSmgatch ut 
7CEO 20 eF ee 20 73 74 72 69 6E 67 20 73 70 61 63 65 0f Str1ngG SDaC@ 
7CFO _ 00 53 74 72 69 6eE67 20 74 6F 6F 20 6C 6F 6E 6 Str1ng 人 て 00 し Lan9 
7000 00 53 74 72 69 eE6720666GF 72 60D ?75 6C 61 20 Str1ng OrmuLa 

7D10 74 6eF eeF 20 6 6F 6D 70 6eC 65 78 00 43 61 6E 27/ to0 COmpLex C じ an 
ZD20 74 20 6 う 36eF 6e6E 74 6 の 9 6eE 75 65 00 55 6E 6@64 65 66 t Cannt1nue Undgsf 
7D30 6e96eE6SG6e42 20757365722066 ?75 6eE 63 74 6 1ned uSEr funC†1 
7D40 6eF eE 00 4E 6F 20 52 45 53 55 40 45 0O0 5Z 45 ら ぅ on No RESUME RES 
7DS0 55 42D 45 20 77 69 74686eF7574 2065 7/2 72 6F UME withOut errQ 
7D60 72 00 55 6eE 70 72 696E 74 61 6@62 6C 65 20 65 2 " Unpr1ntabLe er 
7D70 72 ceF 72 00 4D 69 7373696eE67 206F 70 65 7/2 OrP M1SSing 0ODer 
7D80. 61 eE 64 OO 46 4F G2 20 7?7 69 74 @68 6F ?75 74 20 and FUR _ ゆ M1t て thOut 

7D20 4E 4.5 5 ら 58 54 00 7 48 49 4C 45 20 77 69 74 68 6F NEXT _MHTILE w1tho 
7DA0 7574 205657 4945 4E 44 00 57 45 4E 44 20 77 6 74 ut MEND _ MEND wtt 


1-1 メイ ン シ ス テム の メモ リマ ッ プ 


お か し な 値 が な らん で いま す が , アス キー コー ド に 変換 する と は っ きり し ます . ここ は , F- 
BASIC の メッ セー ジテ ー ブ ル に な っ て いる の で す ( リ スト 1-6). 

F-BASIC で は , メッ セー ジ が 必要 に な る と , テキ スト ・ ウ ィ ン ド ウツ ウ 機能 を 無効 に し て ,. この メ 
ッ セ ー ジ テー ブル を 参照 し て いま す . 

それ で は , この メッ セー ジテ ー ブ ル の 内 容 を 書き か えて み ま し ょ う ( リ スト 1-7). 


リス ト 1-7 メッ セー ジテ ー プ ブル の 変更 


$=" マ チカ リッ テル ヨ "+CHR$ て 0) :PUKE &HFD93. gHBF :FDR T=0 TU 8:PUKE &H7C12+1.ASCCMTD$ て a 
$,T+ 1 1 ) ) :NEXT:PUKE &HFD9 る 3。&HFF 


Ready 
10 BBBBB 
R . 


マナ カリ ッ テ ル ヨ 1n ロ 10 
Read ッ 


間 有 了 有 ヵ 有 有 ぺ 有 ぺ ZZ テ 2 テ 8 ま 8 る す て すれ すれ @#@&9&9g9g つ gg 


1-1-3 サブ CPU 空間 

メイ ン CPU が, サブ シス テム を 直接 に アク セス する ダイ レク ト ア クセ スモ ー ド の と き .。 サ プ 
CPU 空間 が 割り 当て られ る 領域 で す . ダイ レク ト ア クセ スモ ー ド で な いと き に は , この 空間 は 存 
在 し ませ ん . 

グイ レク ト ア クセ スモ ー ド に する に は , サブ CPU を HALT し ます . 

ダイ レク ト ア クセ スモ ー ド 時 に は , サブ シス テム の 64KB の 全 メ モリ 領域 を 。 メイ ン シ ス テム 
ょ り 直 接 ア クセ ス で きま す . アク セス に は , MMR を 通し て , メイ ン CPU 空間 に マッ ピン グ し て 
行ない ます . 

メイ ン CPU は, ダイ レク ト ア クセ ス に より , 次 の こと が で きる よう に な り ま す . 


① VRAM の リー ドン ライ ト 

② サブ システム TI/O レジ スタ の リー ドン ノラ イト 
③ コン ソー ル RAM の リー ドン ライ ト 

④ キャ ラク タ ROM の リー ド 


グイ レク ト ア クセ ス の サン プル プロ グラ ム を , リスト 1-8 に 示し ます . これ は , INSILED ラ 
ンプ を 点灯 , 消灯 する も の で す . EXEC 層 H5000 で ラ ンプ 点灯 , EXEC 層 H5002 で ラン プ 消 灯 
し ます . た だ し , これ は ラン プ の 点灯 , 消灯 だ け で , INSERT モー ド は 変化 し ませ ん . 


第 1 曹 メモ リマ ッ プ 


リス ト 1-8 ダイ レク ト ア クセ ス 


IE 


00001 る も る も すもも も も る も も. も も を も を も る も も を も る も を ③《 る 、 
0001 1 し ITNS LED UN/UFF 氷 
0002 1 ホホ 〈 LIST 1-8 〉) V3.3 し 
00031 る でも も も も も も も も も すす も 《 すもも も も る も すもも 9《.9《 る る 
0004 1 UPT NUGEN 

00051 5000 UIRG $5000 

0006 1 ホ 

00071 5000 20 02 SO004 ENTRY BR ITNSUN 

00081 5002 20 1 7 501B BRR TNSUFF 

0009 1 いい 

00101 5004 BD 5032 TINSUHN  JSR SUBHLT SUB HALT 
001 1 1 し DIRECT ACCESS UK 
00121 5007 86 1D LDR 村 $1D MMR SET 
00131 5009 B7 FD8D ST 内 $FD8D 

00141 500C 7F D410 CLR $D410 ロン ソリ エン サリ フン DISSABLE 
00151 SO0O0F B6 D40D LDR $D40D TNS LED UN 
00161 5012 86 3D LDR 村 $ う 3D MMR _RECUVER 
00171 5014 BZ/ FD8D ST $FU8D 

00181 5017 BD 5044 JSR SUBMUV SUB MUVE 
00191 GS501 39 RTS 

00201 素 

00211 501B BD 5032 ITNSUFF JSR SUBHL T 

00221 501E 86 1D LDR 村 $1D 

00231 5020 BZ/ FD8D ST $FD8D 

00241 5023 7F D410 CLR $D410 

00251 5026 B/ D40D STA $D40D INS LED UFF 
00261 5029 86 うろ D LDA る うじ 

00271 502B BZ/ FD8D ST FR $FD8D 

00281 502E BD 5044 JSR SUBMUV 

00291 5031 39 RTS ゝ 

00301 い 

00311 5032 B6 FD05 SUBHLT LDR $FDO05 

00321 5035 2B FB 5032 BMT SUBHL 「 

00331 5037 18 S0 URCC 村 $50 

00341 5039 86 80 LDR 村 $80 

00351 503B B/ FD05 ST 内 $FD05 

00361 503E B6 FD05 LDRA $FDO05 

00371 5041 28 FB に 10 1 コ BPL ※ー ス 

00381 5043 39 RTS 

00391 5044 F6 FC80 SUBMUV LDB $FC80 

00401 5047 CR 80 URB 4$80 

00411 5049 F7 FC80 STB $FC80 

00421 504C 4F CLRAR 

00431 5S504D BZ/ FDO05 ST $FD05 

00441 5050 1C ロロ F RNDCC 4$RF 

00451 5052 う 9 RTS 

00461 S000 END ENTRT 

TUTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S000 


PRUGRAM END RDDR=S5052 
PRUGRAM ENTRY ADDR=S000 


Rm 


1-1-4 拡張 RAM 空間 
オプ ショ ン の 拡張 RAM カー ド 用 の 領域 で す . それ で , 拡張 RAM カー ド が 装着 され て いな い 
と 意味 が あり ませ ん . この 領域 を アク セス する と き に は , MMR 経由 で 行ない ます ( 図 1-8). 


ン 0 の 


1-1 メイ ン シ ス テム の メモ リマ ッ プ 


$ ゃ 20000 


] 「 $21000 拡張 
RAM 空 間 
CPU 空間 (64KB) 


"(標準 空間 
$ ゃ 37000 


$3FFFF 


図 1-8 拡張 RAM 空 間 の アク セス 


それ で は , MMR を 設定 し て この 拡張 RAM を アク セス し て み ま す . MMR を 設定 する に は , 
メイ ン シ ス テム 1/O レジ スタ ( $FD80- $ EFD8F) に 値 を セッ ト し ます . 


POKE &HFD86, &H20 


これ に よっ て , 拡張 RAM 空間 の $ 20000- $20FFF の 領域 が , CPU 空間 の $ 6000 $ 6FFF 
の 領域 に マッ ピン グ さ れ ま す . た と えば メイ ン CPU が , $ 6000 番地 に 書き 込む と , それ は , 拡張 
RAM 空間 の $ 20000 番地 に 書き 込ま れ ます . 

F-BASIC V3.3 に は , 裏 RAM が あり ませ ん . し か し この 拡張 RAM 空間 を 使え ば , 裏 RAM 
以上 に 便利 な 使い 方 が で きま す . な ぜ な ら ば ,F-BASIC V3.0 で の 裏 RAM は BASIC の PEEK. 
POKE 文 で 直接 アク セス で きま せん . し か し この 拡張 RAM 空間 は , MMR を 正しく 設定 すれ ば , 
BASIC の PEEK, POKE 文 で 直接 アク セス で きる か ら で す . また , この 拡張 RAM の 内 容 は 。 斉 
RAM と 同様 に RESET スイ ッ チ に よっ て 内 容 が 消さ ん る こと は あり ませ ん . 


1-1-5 標準 空間 

シス テム 起動 時 お よび , リセ モット 時 の CPU 空間 で す . F-BASIC V3.0 で は 。 こ の 空間 の み を 
使用 し ます ( 図 1-9). 

F-BASIC V3.3 起動 時 に は , イニ シェ エー タ ROM が 切り 離さ れ , F-BASIC V3.3 の 党 及 モジ 
ュー ル が 展開 され ます ( 図 1 -10)、. 

MMKR モー ド 時 , この 標準 空間 に つい て も , 他 の 空間 と 同様 に 再 配置 する こと が で きま す . た 
だ し $3FC00 一 $3FFFF の 領域 は 。 MMR の 値 に か か わら ず , 常時 CPU 空間 の $FC00 
ー $FFFF に 対応 する 常駐 領域 で す . 

_$7C00 一 $ 7FFF の ウィ ンド ウ 領 域 に は , テキ スト ・ ウ ィ ン ド ウツ ウ 機能 の た め 。 RAM 空間 の テキ 
スト 領域 の 内 容 が うつ し だ され て いま す . それ で , メッ セー ジテ ー ブ ル を アク セス する に は , テ 
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CPU アド レス 物理 アド レス 
$0000 | ( | $30000 
56000| ニー こ ェ ー タ ROM $36000 
(8KB) 
$8000 記 ] $38000 
| $3Fco0 
$3FD00 
$FC00 I プ 0 領域 
$FFFF | 
ーー ss3FEo0 
$3FFFF 
図 1-9 シス テム 起動 時 お よび リセ ッ ト 時 の メモ リマ ッ プ 
RAM 空 間 (64KB) 
$04000 
$05000 
標準 空間 (64KB) CPU 空間 (64KB) 
530909 | BASIC RAM 領 域 |。 
$30800 | 
$1000 
$2000 


。 ウィン ドウ 領域 | 7C00 


$8000 


537C00 | メッ セー ジテ ー ブ ル | 


$38000 5 
非常 駐 1 


$ ゃ 39000 


BASIC V3.3 


芝生 モジ ュー ル 


3FFFF IO レジ スタ 等 


図 1-10 F-BASIC V3.3 超 動 時 の メモ リマ ッ プ 


ング 


1-2 イニ シ エ ー タ ROM 
キス ト ・ ウ ィ ン ド ツウ 機能 を 無効 に し ます (RAM 空間 の 項 。 参照 ). 


F-BASIC V3.3 が 非常 駐 モ ジュール 1 一 9 を アク セス する と き に は , MMR( $ FD88) の 値 を 設 
定 し て CPU 空間 の $ 8000- $ 8FEE に うつ し だ し て 使用 し て いま す . 


1-2 イニ シ エ ー タ ROM 


FM77AV の シス テム 起動 時 お よび , リセ ッ ト 時 に は 。 図 1-11 に 示す よう に イニ シェ エー タ 
ROM が , CPU 空間 の $6000- $ 7EFFEF に 割り 当て られ ます . 


$6000 
約 $6200 


$6C001| 


音色 デー タ 
77 エ ント リ 
( 1 エン トリ は 34 バ イト ) 


"| 音色 デー タリ ザー プ 
ゃ 7800 BASIC BOOT 
$7A00 1 320kB DOS BOOT 


$7C00 " 
ゃ /FFF 「 
図 1-11 イニ シ エ ー タ ROM の メモ リマ ッ プ 


ンス テム 起動 時 お よび , リセ ッ ト 時 に は , イニ シェ エータ ROM に よっ て シス テム 初期 化 処 理 が 
な され ます . 


① FM 音源 。 ア ナ ロ グ パレ ッ ト な どの ハー ドウ ェ ア リ ソ ー ス の 初期 設定 
② サブ シス テム の モー ド 設 定 

③ メ モリ 配置 の 決定 

《④⑥ ブー ト プ ロ グラ ム の 展開 

⑤ シス テム プロ グラ ム へ の 制御 の 移行 


そし て F-BASIC が 起動 し た と き に は , イニ シェ エータ ROM は ディ セー ブル され , $0000 
ー $7FFF の 儲 域 は RAM に な り ま す . 

イニ シ エ ー タ ROM に は , FM 音源 の 音色 デー タ も 入っ て お り , F-BASIC V3.3 が 音色 デー タ 
を 取り 出す と き に は , イニ シェ エー タ ROM が アク セス され ます . 

それ で は , イニ シェ エー タ ROM の 音色 デー タ の 内 容 を 見 て みる こと に し まし ょ う ( 図 1-12). 
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第 1 曹 メモ リマ ッ プ 


WRTPRM に よる 
ビッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0 スロ ッ ト 書き 込み デー タ 
0 | 1 〇 
2 De Tune MULTIlple 2 〇 
3 4 〇 
4 ーー 生 ュ ー 
5 TL 3 EE 
6 Total Level 2 ーー 
7 4 ー 
8 1 〇 
9 3 AR 3 O 
10 Scale Attack Rate 2 〇 
11 4 〇 
12 | 〇 
13 DR 3 〇 
貞昌 計 ' 5 
15 4 〇 
16 1 〇 
17 SR 3 〇 
18 Sustain Rate 2 〇 
19 4 〇 
20 1 〇 
Z1 SL RR | 3 〇 
22 Sustain Level Release Rate 2 〇 
23 4 〇 


4 | - | Fesdgsek 


の ) 
(の 
LA 
いり 

( 〇 
び ) 

[ 


図 1-12 音色 デー タ の 形式 


ィ ニ シェ エー タ ROM を 有効 に する に は , $FD10 の ビッ ト 1 を ^0′ に し ます . し か し , イニ シ 
ェ ー タ ROM の アド レス が F-BASIC の スタ ッ ク エ リア と 重なっ て いま す の で , 不用 意 に イニ シ 
ェ ー タ ROM を 有効 に する と 鞭 走 し て し まい ます . そこ で , CLEAR 文 で スタ ッ ク エ リア を $5000 
に 設定 し て か ら , $FD10 の 値 を 変え て み ま す (リス ト 1-9). 


ンプ 


1-3 サブ シス テム の メモ リマ ヤップ 


リス ト 1-9 FM 音源 音色 デー タ 


CLERR _.&HS5000 : 
※D6CO0O 


6CO0O 
6C08 
6C10 
6 し 18 
6C20 
6CZ8 
6C30 
6 し うぅ 8 
※ 


PUKE &HFD10.0:MOUN 


1-3 サブ シス テム の メモ リマ ッ プ 


FM77AV の サブ プ ブシ ステ ム の メモ リマ ッ プ を , 図 1-13, 図 1-14, 図 1-15 に 示し ます . 図 1- 
13 が ,。 FM-7 互換 の サブ プシ ステ ム の メモ リマ ッ プ で す . 


$0000 
B 
(16KB) 
$4000 
R 
M 
(16KB) 9 
$8000 
$D380 
G 
共有 RAM 
(16KB) 有 
$D400 
$C000 I プ 0 
$D500 
コン ソー ル RAM 
DS ワー ク RAM 
hctlilicliltititititit 
キャ ラク タ ROM 
(カタ カナ ) 
$E000 
タイ プ C 
サ プ モ ニタ 
ROM 
$FFFF 


図 1-13 F-BASIC V3.0 の メモ リマ ッ プ 
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00 図 1-14 F-BASIC V3.3 8 色 モ ー ド の メモ リマ ッ プ 


$4000 


$8000 1 


$D380 

| $D400 

ゃ CO00『[ $D500 
$D380 ヒ 1 $D7FF 


$D800 B ー | .。 ニ ーー ー 6 1 ーー 上 
キャ ラク タ ROM | キャ ラク タ ROM ー 
(カタ カナ ) “ (ひら が な ) サ プ モ ニタ ROM1 
$E000 ニー トー ハハ べべ ハハ べべ " | 
タイ プ A タイ プ B “ タイ プ C 
| | | サ プ モ ニタ ROM3 | 


サ プ モ ニタ ROM3 | サブ プ モ ニタ ROM 


$FFFF 


$A000 


$0000 
B3 
〔 (8KB) 
$2000 図 1-15 F-BASIC V3.3 4096 色 モー ド の メモ リマ ッ プ 
B2 
(8KB) 
$4000 | 
“ R3 
“ (8KB) 
$6000 | 
| R2 
ー」 (8KB) " $D380 
$8000 ヒーーーーーー 一 、 共有 FRAM 
| G3 ( $D400 
」 SKB 
| ' ' | キア 0 


G2 1 、 $D500 
(8KB) 
CO000 | 
| ワー ク RAM 
コン ソー ル RAM | 
$D800 ビニ ーーーーーーーーーーーー ヤ ーー て ーー ーー プー サー ビーーーーーーーーーーーーー ヤ ーー 


キャ ラク タ ROM 
| (カタ カナ ) 


サ プ モ ニタ ROM2 | 


| キャ ラク タ ROM 
(ひら が な か) 


タイ プ A | 
| サブ プ モ ニタ ROM3 | 


| サ プ モ ニタ ROM1 


タイ プ C 
サ プ モ ニタ ROM 


$ ゃ E000 


“ タイ プ B 
| サ プ モ ニタ ROM3 | 
$FFFF! ーー 


グ 6 


1-3 サブ プ ブシ ステ ム の メモ リマ ッ プ 


1 -3-1 サブ プ モ ニタ ROM の 選択 

FM77AV サブ システム の サブ プ モ ニタ ROM に は , タイ プ A, タイ プ B, タ イプ C の 3 種類 が あ 
り , グラ フィ ッ ク モ ー ド に 応じ て 切り 替え て 使わ れ ます . 

F-BASIC V3.0 で 起動 する と , タイ プ C(FM-7 互換 ) の サブ モニ タ ROM が 選択 きれ ます . そ 
し て , F-BASIC V3.3 で 起動 する と , タイ プ A が 選択 され , SCREEN @ 命 令 に て ,。 タイ プ B に 
切り 替え る こと が で きま す . 


SCREEN@ 0 = …… タイ ブ A(@8 色 2 画面 モー ド ) 
SCREEN@ 1 …… タイ プ B(4096 色 モ ー ド ) 


この サフ モニ タ KROM の 選択 は , メイ ン シ ス テム 1I/O レジ スタ ( $FD12 と $FD13) の 値 を . 
1-16 の よう に 設定 する こと に よっ て 行なわ れ ま す . 


. " $FD13 $FD12 
ET 4 
「 ビ ピット 1 ビッ ト 6 
タイ プ C 、 
。 画 
男 | 


sm 還 ] 9 | 1| o 
4o95g| : 還 | 1 | 9 | 1 


図 1-16 サ プ モ ニタ ROM の 選択 


1/0 レジ スタ の 設定 は , F-BASIC の バー ジョ ン と は 無関係 に 行なう こと が で きま す . で すか 
ら ,F-BASIC V3.3 で , タイ プ C(FM-7 互換 ) の サブ プ モ ニタ ROM を 動作 きせ る こと が で きま す . 

で は , 確認 し て み ま し ょ う . まず F-BASIC V3.3 を 起動 し て , リ スト 1-10 の よう に 入力 し て 。, 
その 結果 を 記憶 し て くだ さい . その 後 で , リス ト 1-11 を 実行 し て みて くだ さい . 

結 林 が 四 い ます ね . 後者 で は , タイ プ C の サブ モニ タ ROM が 動作 し て いる た め , 8 色 2 画面 の 
切り 共 え が で き な い か ら で す . 他 に も V3.3 の グラ フィ ッ ク 拡 張 機能 が どう な る か , た めし て みて 
くだ さい . 


リス ト 1-10 V3.3 で タイ プ A を 動作 


SCREENG 0O 


Ready 
SCREEN 。」,1,1 


Ready 
LINE (0.0〉)-(20、20) PSET , 1 ,BF 


Rea ロ dy 
SCREEN .,.0.0 


く e8d ソ 


グ / 
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リス ト 1-11 V3.3 で タイ プ C を 動作 


SCREENG 0 


Re ad ロッ 
PUKE &HFD13.0 


Re8a ロ dy 
SCREEN ,,」,」 


Read ツア 
し INE 〈0.0)-〈20.20) .PSET 1.BF 


Rea ロ ッ 
SCREEN ,.,0,.0 


Ready 


tmtR ヤ R サ レシ 565 シ 5 レ 551 ウ ws$ ラ WO きき 


し か し . これ は あま り 意 味 の あ る こと で は な いで し ょ う . な ぜ な ら ば ,。V3.3 は V3.0 の 機能 拡 
足 パ バー ジョ ン で , V3.0 で で き て V3.3 で で き な く な っ た 機能 は な いか ら で す . し か し , FM-7 上 
で 開発 し た サブ シス テム の プロ グラ ム を , F-BASIC V3.3 で 動作 させ た いと き に は , 有効 な の か 
も し れ ま せん . 


1 -3-2 キャ ラク タ ROM の 選択 

FM77AV で は , キャ ラク タ ROM と し て , カタ カナ と ひら が な の 2 種類 を 持っ て いま す . 2 の し 
て 。 FE-BASIC V3.3 で は , カタ カナ と ひら が な を , CONSOLE 文 に て 切り 替え て 使う こと が で き 
ます . 


CONSOLE 了 Ne 標準 (カタ カナ , グラ フィ ッ ク ) モ ー ド 
CONSOLE 0 MD ひら が な (ひら が な , グフ フィ ッ ク ) モード 
この 切り 替え は , サブ シス テム I/O レジ スタ ($D430) の ビッ ト 0, ビッ ト 1 に よっ て 行なわ れ 
ます . 


図 1-17 キャ ラク タ ROM の 選択 


マシ ン 語 で の 設定 に は , ダイ レク ト ア クセ ス で 行う か , サブ シ ステ ム に SELECT DISPLAY 
MODE コマ ンド を 送る か し ます . 


ン ざ 


1-3 サブ プシ ステ ム の メモ リマ ッ プ 


1 -3-3 VRAM の ペー ジ 切 り 替 え 


(1 ) ペー ジ 切 り 替 え 

FM77AV で は , 48KB の VRAM を 2 枚 持っ て いて , ペー ジ 切 り 替 えん に よっ て それ ぞ れ を 独立 
に アク セス し ます . 

CRT 画面 に 表示 され る ペー ジ を ディ スプ レイ ペー ジ , CPU か ら ア クセ ス さ れる ペー ジ を アク 
ティ ブ ペ ー ジ と いい ます . FM77AV8 色 2 画面 モー ド ( サ ブ モ ニタ ROM タイ プ A 選 択 ) の と き に 
は , ディ スプ レイ ペー ジ , アク ティ ブ ペ ー ジ を 独立 し て 選択 で きま す . そし て , アク ティ ブ ペ ー 
ジ に 指定 され て いな い ペ ー ジ の 内 容 は , すべ て の グラ フィ ッ ク コ マン ド 処 理 に お ぃ て 影響 る され ま 
せん . 

し か し , 4096 色 モ ー ド (サブ モニ タ ROM タイ プ B 選 択 ) の と き に は , 1 ペー ジ し か な い の で , 
ディ スプ レイ ペー ジ , アク ティ ブ ペ ー ジ の 指定 は 意味 を 持ち ませ ん . 

これ は 見 方 を 変え た る と , タイ プ A の サブモニタ ROM は , VRAM の バン ク 切 り 替 え を せ ず に 処 
理 す る の に 対し て , タイ プ B の サブ プ モ ニタ ROM は , VRAM の バン ク 切 り 替 え を し な が ら 処 理 し 
て いる と いう こと で す . 


BASIC で は , SCREEN 文 に て アク ティ ブ プペ ー ジ , ディ スプ レイ ペー ジ を 指定 し ます . 
SCREEN ,J.0  …… アク ティ ブ プペ ー ジ に ペー ジ 0 を 選択 
SCREEN 1 - …… アゲ アクティブ ペ ー ジ に ペー ジ 1 を 選択 
SCREEN 。JJ.0 …… ディ スプ レイ ペー ジ に ペー ジ 0 を 選択 
SCREEN 1 …… ディ スプ レイ ペー ジ に ペー ジ 1 を 選択 


ゲ アクティブ ペー ジ に ペー ジ 0, ディ スプ レイ ペー ジ に ペー ジ 1 を 選択 し た と し ます . する と , 以 
後 画面 へ の 表示 が 行なわ れ な く な り ま す . し か し , ペー ジ 0 に は 確か に 書き 込ま れ て いま す . そ 
れ が , ディ スプ レイ 画面 に 表示 きれ な く な っ た だ け な の で す . で すか ら , ディ スプ レイ ペー ジ に 
ペー ジ 0 を 選択 する と , 書き 込ん だ 内 容 が 表示 され ます (リス ト 1-12). 


リス ト 1-12 ペー ジ 功 り 替 え 


SCREENg 0:SCREEN ,,0.1:LINE (0.0〉-(50,50) .PSET. 7,BF : SCREEN ,,、,O 


Read ソ 
SCREEN ,,,1 
Ra ロッ 
S し REEN ,,.,0O 
Re ad ッ 


2 


ディ スフレ イペ ー ジ と アク ティ ブ ペ ー ジ の 指定 は , 通常 は 同じ し に し ます . し か し 。 異な る 指定 
を する こと に より , お も し ろ い 描画 を 行なう こと が で きま す . 


ン ヴ の 
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だ たとえ ば, ペー ジ 0 の 図形 を 見 せ て いる 間 に , ペー ジ 1 に 描画 を 行ない ます . そし て , 指 画 が 
終わ っ た ら ペ ー ジ 1 を ディ スプ レイ ペー ジ に し ます . これ に より , 描画 の 途中 を 見 せな いで , つ 
ぎ つ ぎ に 図形 を 表示 する こと が で きま す . 

し か し , この ペー ジ 切 り 替 え で は , 2 ペー ジ の 画面 の 重ね 合わ せ 表 示 は で きま せん . 

この ペー ジ 切 り 替 を を マシ ン 語 で 行なう に は , サブ シス テム 1/O レジ スタ ($D430) を 設定 し ま 
す . この 設定 に は , ダイ レク ト ア クセ ス で 行なう か , サ ブシ ステ ム の SELECT DISPLAY MODE 
コマ ンド を 利用 し ます ( 図 1-18). 


$D430 


し キャ ラク タ ROM 選 択 
00 : カタ カナ 
0 1 : ひら が な 
アク ティ プ ブ ベ ペー ジ 
0 : ペー ジ 0 
1 : ペー ジ 1 
ディ スプ レイ ベー ジ 
0 : ペー ジ 0 
1 : ペー ジ 1 


図 1-18 ペー ジ 切 替え 


( 2 ) マル チ ベ ペー ジ 
FM-7 シリ ー ズ で は , VRAM の R( レ ッ ド ), G( グ リー ン ), B( ブ ルー)3 要素 へ の アク セス 方 法 
を , それ ぞ れ 独立 に 指定 で きま す . 


SCREEN[ ア クティ ブ VRAM コー ド ] [, ディ スプ レイ VRAM コー ド 」 


アク ティ ブ VRAM コー ド は , CPU か ら の 画面 上 へ の 動作 に 対し て , RGB の どの VRAM が ア 
クセ ス 可 能 か を 指定 する も の で す ( 図 1-19). 


みみ 2 1 0 ビッ ト ーー 

還 還 O 還 思 導 な 2277T7ZZZ2 
ーー 
eeeag 
テー | 」」」 | ovwwgz ク 2 


図 1-19 アク ティ ブ VRAM コ ー ド トド 


ヴ ぴ 


1- う 3 サブ シス テム の メモ リマ ッ プ 
7 クティ ブ VRAM コー ド を 指定 する と, 以後 の ステ ー ト メン ト に お ける パレ ッ トコ ー ド に , 注 
意 し な けれ ば な り ま せん . た と ぇ ば, 


SCREEN 2 
LINE (0, 0) - (50, 50), PSETL, 7, BF 


を 実行 する と , 白 の パレ ッ ト を 指定 し た に も か か わら ず , R( レ ッ ド ) の VRAM の み が ア クセ ス 
され , 赤い ボッ クス が 描か れ て し まい ます . そし て ,。 ア クティ ブ VRAM コー ド を 元 に 戻し て も 。, 
赤い ボッ クス の まま で す . 


SCREEN 7 


一 方 。、 デ ィ ス プレ イ VRAM コー ド は , RGB の どの VRAM を 画面 に 表示 する か を , 指定 し ま 
す ( 図 1 -20). 


意 


どの VRAM も 表示 し な い 


[ R と G の み を 合成 し て 表示 
1 1 1 すべ て の VRAM を 表示 上 


較 1-20 ディ スプ レイ VRAM コー ド 


アゲ アクティブ VRAM コー ド と ディ スプ レイ VRAM コー ド の 違い に つい て , よく 理解 し て お く 
こと が 必要 で す . 


SCREEN 7, 2 
LINE (0, 0) - (50, 50), PSET, 7, BF 


を 実行 する と , 赤い ボッ クス が 描か れ ま す . これ は , アク ティ ブ VRAM コー ド の 例 と 同じ で す 
が , ここ で ディ スプ レイ VRAM コー ド を 元 に 戻す と . 白い ボッ クス に 変化 し て し まい ます . 


SCREEN 7, 7 


ディ スプ レイ VRAM コー ド , アク ティ ブ VRAM コー ド を 。, マン ン 計 で 設定 する に は , メイ ン 
ンス テム 1/O レジ スタ ($FD37) に 値 を 設定 し ます ( 図 1-21). 


ヴ 7 
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7 6 5 4 3 2 1 0 
$FD37 >QTI 和 TI H 
| アク ティ ブ VRAM B 


1 : アク セス 禁止 
0 : アク セス 可 


アク ティ プ ブ VRAM R 
1 ・ ア クセ ス 禁 止 
0 : アク セス 可 


アク ティ プ ブ VRAM G 
1 : アク セス 禁止 
0 : アク セス 可 


ディ スプ レイ VRAM B 
1 : 表示 禁止 
0 : 表示 

ディ スプ レイ VRAM R 
1 : 表示 禁止 
0 : 表示 

ディ スプ レイ VRAM G 
1 : 表示 禁止 

図 1-21 マル チ ペ ー ジ レジ スタ ($FD37 ) 0 : 表示 


FM77AV8 色 2 画面 モー ド で は は , マル チ ペ ー ジ と ペー ジ 切 り 替 え の 指 定 を 独立 に で き ます . で 
すか ら 。 た と える ば, 


SCREEN 2。,, 1 
を 指定 する と , VRAM の R1 の み が ア クセ ス 可 と な り ま す . そし て 。, 
SCREEN ,4..0| 


を 指定 する と 。 VRAM の G0 の 内 容 の み が 表 示さ れ ま す . つま り , 6 画面 を 独立 に 扱う こと が 
可能 で す ( 図 1-22). 


ペー ジ 0 ペー ジ 1 
$0000 ビデ 


$4000 | 


R1 


RO 
(16KB) 


VRAM 


(16KB) 


$8000F 


G1 
(16KB) 


GO 
(16KB) 


$C000 


図 1-22 8 色 2 画 面 モ ー ド の VRAM 


$FFFFI 


ヴ グ 


1-5 メモ リモ ー ド (DOS/BASIC) 


FM77AV4096 色 モー ド で マル チ ペ ー ジ を 指定 する と , (B0, B1, B2, B3), (R0, R1, R2, R3) 
(GO,G1, G2, G3) の 3 つの VRAM 領域 に 対し て , 作用 し ます . そし て その 場合 , 16 色 3 画面 と し 
て の 扱い が 可能 と な り ま す ( 図 1-23). 


$0000 
$2000 
$4000 
$6000 VRAM 


$8000 


$A000 


$C000 


$FFFF 


図 1-23 4096 色 モー ド の VRAM 


1-4 共有 RAM 


メイ ン シ ス テム の $FC80- $FCFF の 128 バイ ト と , サブ シス テム の $D380- $D3FEF の 128 
バイ ト は , メイ ン CPU と サ プ CPU で 共有 する メモ リ 領 域 で , 共有 TRAM と 呼ば れ ま す . 

だ と えば , メイ ン CPU に て $FC80 番地 に $AA と いう デー タ を 書き 込め ば , サブ CPU が . 
$D380 番地 を アク セス する こと に よっ て , 同じ し $AA と いう デー タ を 読み 込む こと が 可能 で す . 

だ た だし, メイン CPU と サブ CPU が , 同時 に 共有 RAM に アク セス する こと は で きず 。, 必ず ど 
ちら か 一 方 の み し か アク セス で きま せん . 

共有 RAM へ の アク セス は , 第 4 章 で 説明 し ます . 


1-5 メモ リモ ー ド (DOS/BASIC) 


FM-7 シリ ー ズ で は , シス テム 起動 時 の モー ド と し て , BASIC モー ド と DOS モー ド の 2 種類 
を 選択 し て 使用 する よう に な っ て いま す . 動作 させ た い ソ フト ウェ ア の 種類 に よっ て どちら か を 
枯 ぶ わけ で す が , この 項 で は , それ ぞ れ の モー ド で シス テム を 起動 し た 場合 の 内 部 処理 に つい て 
説明 し ます . 
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6809CPU は , RESET が か か る と RESET ベク トル ($FFEFE, $ FEFFF) の 示す アド レス ヘ へ ジャ 
ンプ し ます . FM-7 シリ ー ズ で は , この アド レス が $FE00 と な っ て お り , BOOT ROM の 先頭 か 
ら 実 行 が 始ま る よう に な っ て いま す . そし て , この BOOT ROM が , モー ドス イッ チ の 選択 に よ 
っ て それ ぞ れ 専用 の も の に 切り 替わる わけ で す . 

FM77AV で は ,。 $FE00 が 実行 され る 前 に も う 1 ステ ッ プ 処理 が 入り ます . まず, RESET さ 
れる と , イ ニシ ェ エータ ROM に ジャ ンプ し て , FM 音源 や アナ ログ パレ ッ ト 等 の イニ シャ ライ ズ が 
行なわ れ ま す . そし て ,。 FM77AV に は BOOT ROM が 存在 し な い の で , イニ シェ エー タ ROM の 
中 の BOOT ROM と 同じ 内 容 の も の を $FE00 番地 以降 に 転送 し て , $FE00 番地 に ジャ ンプ す 
る の で す . 

BOOT ROM が BASIC 用 の 場合 の 主 な 動作 は , 次 の よう に な り ま す . 


① BREAK キー が 押さ きれ て いる か チェ ッ ク し て , 押 され て いれ ば ホッ トス ター ト の 処理 を する . 

② ディ スク が 接続 きれ て いる か チェ ッ ク し , 接続 きれ て いれ ば , ドラ イブ 0, トラ ッ ク 0, で 
クタ 1 の 内 容 (IPL) を $ 100 番地 以降 に 読み 込み ます . 

③ RS-232C 等 の イン ター フェ ー ス を イニ シャ ライ ズ し ます . 


ここ で , IPL が 正常 に 読め た 場合 に は , その 先頭 で ある $ 100 番地 に ジャ ンプ し ます . ディ スク 
が 接続 きれ て いな か っ た り , IPL の 読み 込み に 失敗 し た 場合 は , ROM BASIC が 起動 され ます . 

DOS モー ド の 場合 , ドラ イブ 0, トラ ッ ク 0 , セク タ 1 お よび 2 の 内 容 (PL) が , $ 300 番地 以 
降 に 読み 込ま れ ま す . そし て , IPL が 正常 に 読み 込ま れる と , $300 番地 の IPL に ジャ ンプ し ま 
す . IPL の 読み 込み に 失敗 し た と き は 「 ピ ー」 と いう ブザー 音 が 鳴っ て と まっ て し まい ます . 

IPL で は 。 動作 きせ た い プ ログ ラム を 読み 込ん で , その プロ グラ ム に 制御 を わた し ます . だ と 
ぇ えば, F-BASIC V3.0 の IPL の 動作 は 次 の よう に な り ま す . 


① トラ ッ ク 0, セク タ 3 の ID セク タ を 読ん で , F-BASIC で 使え を る も の か チェ ッ ク し ます . 

② の トラ ッ ク 0, セク タ 15, 16 の DISK BASIC イ ニシ ャ ライ ズル ー チ ン を , $6E00 番地 以降 
に 読み 込み ます . 

③ トラ ッ ク 0 , セク タ 17-32 の DISK コー ド を , $7000 番地 以降 に 読み 込み ます . 

④ すべて うま く 読 め た 場合 は ,  X メ レジスタ に イニ シャ ライ ズル ー チ ン の 先頭 アド レス 
($ 6E00), A レジ スタ に 0 以外 の 値 を セッ ト し て , BASIC の コー ルド スタ ー ト ( $ 848B) に 
ジャ ンプ し ます . 読み 込み に 失敗 し た と き は A レジ スタ に 0 が セッ ト さ れ , コー ルド スタ ー 
ト に ジャ ンプ し ます (ROM BASIC が 起動 され ます ). 


それ で は 最後 に , DOS モー ド で F-BASIC V3.0 を 起動 する IPL の サン プル プロ グラ ム を 載せ 
て お きま す この 場合 ,IPL の 中 で 強制 的 に ROM モー ド に し て し まう こと も 可能 で す (F-BASIC 
V3.0 L2.0 で は 実際 に そう な っ て いる ). し か し この プロ グラ ム で は , ROM BASIC を 含め て す 
べ て の BASIC 本 体 を RAM へ 読み 込む よう に し まし た . 


と / 
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FR 
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6 ヨコ z と C8 ?S 6GG Gd 0d ヨ 4 ん 【 1 ヨ ヨ 3 り ヨ Oc ? ヶ 6 GZ g0 [ S3] 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 040G 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヨ 305 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 000G 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0J06 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 08065 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0U05 
4 々 と 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 ec 0q 9Z @g0 0605 
えッ 92 50 2 ヨタ 0 9 Z0 9Z%0429 0O 98988 90 9u {0O 9 20 0805 
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dO 0 B6 』 コ 【 Q』 9@J 0 0O』 4 4d 38 Zs 80 00 00 00 00 0S05 
6 邊 | 00 00 00 80 QA 00 00 {0 Z0 』 』> 00 UO0 0 00 {0 0Z06 
8 {0O 0O 00 0 00 り 90 ZOO 00 00 』0 00 00 ヨ 9 00 UO ヶ Z 0【05 
04 0Z 00 00 {0 00 ヨコ 0 0S 00 60 U 』 6 ヨ 39 40 0 ヨコ g 0005 
L 5 コ ] ゴ + ヨゴ + + J+ 日 + 『+ 6+ G+ /+ の ⑦+ G+ ヶ + と + 選 + {+ O+ こ 【@ マ 
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加入 z(N +10 入 ) ams noA arY 
0 INIYSQ ⑧ 
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い マ EZ 
>! 斬 一 衝 そ と と さそ と の 005A OISVd-H “うと 測 ネ と と (( と と ー テ の SOSAS ① 
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も イータ ザ せ S 重 29 と と くべ スイ V と ター エン と ンー と エイ つて あ う 
購 一 テー で ネネ 志 慎 の とく スイ こす を 1 キタ HH$ 20 JO うつ っ 吾 愛 表 の スモ ー ス 4/ の っ 


ゴー を 填 [ …… 80 コ ヨゴ $ * 
1 と と 性 選 キ 【 …… GO ゴゴ $ * 
て てすと (人 ((…… と 0 ヨゴ $ * 
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第 1 章 メモ リマ ッ プ 


以上 で 完了 で す . リセット し て 起動 し て み ま し ょ う . MODE スイ ッ チ が DOS で も , ある い は , 
BASIC で も 。 RAM に 展開 され た F-BASIC V3.0 が 起動 し ます . な お , この IPL プロ グラ ム で 
は ID セク タ の チェ ッ ク は 行なっ て いま せん . 


1-6 裏 RAM 活用 


F-BASIC V3.0 の 動作 時 に は , RAM(64KB) の 半分 近く が, BASIC ROM と 重なっ て いる た 
め 使用 され て いま せん . そこ で , 通常 は 未 利 用 な この 裏 RAM を マシ ン 語 ル ー チ ン や デー タ 等 の 
一 時 格納 場所 と し て 有効 活用 する た め の 4 つの ユー ティ リティ を 作成 し まし だ . 


① 裏 RAM へ POKE (リス ト 1-14-1) 
② 裏 RAM を PEEK (リス ト 1-14-2) 
③ 裏 RAM を SAVEM (リス ト 1-14-3) 
④ 裏 RAM へ LOADM (リス ト 1-14-4) 


これ ら の プロ グラ ム は すべ て ポジ ショ ン イ ン デ ィ ペ ン デ ント に 作ら れ て いま すか ら , 適当 な ア 
ドレ ス に ロー ド し て 使用 し て くだ さい . 使用 方 法 は 次 の と お り で す . 


① POKE 

EXEC ロー ドア ドレ ス 書き 込み アド レス , 書き 込み デー タ 
② PEEK 

DEFUSR = ロー ドア ドレ ス 

変数 = USR( 読 み 出 し アド レス ) 


③ SAVEM 
EXEC ロ ー ド アド レス ファ イル 名 , セ ー プ 開始 アド レス , 終了 アド レス , 実行 開始 アド レス 
④ LOADM 


EXEC ロー ドア ドレ ス ファ イル 名 [, [オフ モット] [LR]1 


リス ト 1-14-1 裏 RAM へ POKE 


?100 : BD 99 F9 1 50 F7 FD OF E7 84 F5FD OF 1C F 32 : 2Z し 
?110 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 0OO 
?120 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : OO 
?130 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : OO 
?140 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
?150 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 000000000000 00 : OO 
7160 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 000000000000 00 : OO 
?170 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 000000000000 ジ OO 
?180 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 GO 00 00 00 : 00 
?7190 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 (9 00 00 00 : 00 
71A0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 GO0 00 00 00 : OO 
?1B0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 000000 00 : 00 
。 「 


26 


1-6 裏 RAM 活 用 


71CUO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
71D0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
1EU : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
71FO : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : ジ 00 
Lcs」 : BD 29 F@9 1 50 F7 FD OF E7 84 F5 FD OF 1C aF 39 : 2C 


SRVEM "し 1-ー14-1M TU &H7100,&H710F .&H7100 


リス ト 1-14-2 裏 RAM を PEEK 


7O000 : BD ?8 05 1 50 B7 FODO OF E6 84 B5 FD OF 1C AaF 7E FD 
7O010 : ?7 4C 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 E3 
7020 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7030 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7040 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7O50 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7060 : OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7070 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7080 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7020 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
YORO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
70B0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OCO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7O0D0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7O0EO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OFO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
Lcs」 : 54 E6 05 1 50 B7 FO OF E6 84 BS FD OF 1C AF TE EO 


SRVEM "し 1-14-2M"。&H7000,&H701 1 , &H7000 


リス ト 1-14-3 裏 RAM を SAVE 


RUR : +0 +] + す 2 + す る +4 +55 +6 + ィ 7 +8 +@ の + +B + ヒ +D +E +F  : [cs] 


7000 : BD CC 37 BD CD FO BOD CD FO aC 62 25 56 BD CD FO : B7 
7010 : 2?D D8 BD 9F 5C C6 11 D7 BF 7F 02 DC 7F 02 0D4 86 : D2 
70Z0 : 02 B7 02 DB BOD CE DF 4F BOD DO 8E EC 62 3 64 C る 82 
7030 : 00 01 1F 02 BD CD FC EC 64 BD CD FC AE 64 1 50 FR 
7040 : BZ FD OF 6 80 B5 FO OF BD DO 8E 31 SF 26 F1 1C 68 
7O050 : 8F 86 FF BOD DO 8E 4F 5F BD CD FC 35 36 BD CD FC 74 
7060 /E CE 4B 7E %6 63 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 UE 
7070 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7080 : 00 0O0 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7090 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OA0 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OB0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OCO : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7ODO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OE0 : OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OFO : OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LcsJ : 40 6D 6E 1A 8 の F7F5 4D 4 55 349 4F Ga ^a9 DD Aa1 EF 


SRVEM "し 1ー14-ー3M"、&H7000.&H7065 , &H7000 


EE 


ヴ / 


c72 
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00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 0Q04 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0J04 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 0804 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0904 
りん 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 89 ヨコ) : 060。 
と 9 コ 。 OU Z6 ヨコ ん 【 Z0O ヨコ 6 ヨ 39 ヨコ 0 Oz 6S {0 9Z ヨ ヨ @0 080。 
コ > Q。 ヶ 3 dd > Z0 dd 【 コ Z0O sd?2 0d Qd 9 0d 08 : 040。 
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シゴ 2 ヨコ /Z0d Qd 05 り t 0 コ 【 【 オ Z0 dB9 0d Q8 60 ヨコ 【 050。 
げ コ 2 00 QBd /Z 0 Qd5 ヶ 9Z 00 Z0 J コ 8 0 Z0 ヨ 8 J0 ヨ J : 0504 
42% dg dd { 9 2』 2 ヨ / 0 4Z Z0 【8 20 2 9 ヨ 3 Z0 : Oz04 
マル / 9 ヨ 33 CO 4d <O0 28 Z9 9 %?6Z6 Qd Z5 99 Z6 6 QB : 08@04 
タロ 30 2Z 89d 6 t』Z0 dd Z096 Qd ?0 42Z 2Z 【8 26 66 0【04 
ち J 0Q ヨ 0Z 4Z @qd Q6 ZZ 2 QB ヨ ヨ Z0 ヨコ 【 ゴ Z0 Qa コ 5 ヨタ : 0004 
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F-BAS| じ の 内 部 構造 


FM77AV に は F-BASIC V3.0 と V3.3 の 2 つの BASIC が サポ ー ト され て いま す . この 意 で 
は , プ メモ リ 構 成 が 単純 で 理解 し や すい V3.0 を 中 心 に , その 内 部 構造 を 説明 し て いき た いと 思い ま 
す . 


2-1 メモ リマ ッ プ 


F-BASIC V3.0( デ ィ ス クモ ー ド ) の メモ リマ ッ プ は , 図 2-1 の よう に な っ て いま す . ユー ザー 
可 域 は 。 どこ か ら ど こま で が 何と は っ きり 決め られ て いる わけ で は な く . 場合 に よっ て 変化 し ま 
す . その た め に 各々 の 現在 の 領域 を 示す ポイ ンタ が , ワー クエ リア の 中 に あっ て 。 そ の ポイ ンタ 
の 値 を 参照 する こと に より 各 領 域 の 範囲 を 知る こと が で きる よう に な っ て いま す . それ ぞ れ の ポ 
イン タ の アド レス も 図 2-1 に 示し ます . 


BASIC ワー クエ リア 


テキ スト 領域 
BASIC の 0 
語 が 格納 され る 
単純 変数 領域 
配列 変数 領域 


スタ ッ ク 領 域 
ユー ザー マシ ン 語 領域 
DISK コ ー ド 領域 
F-BASIC V3.0 
コー ド 領 域 

(ROM) 


2-| F-BASIC V3.O0 メ モリ マッ プ 


ボ ポイ ンタ アド レス 


$0000 


$078F 


| NYC 


($71D6 ,$71D7 ) 
($0033,$0034) 


($0035,$0036) 
($003B .$003C) 
($003D,$003E ) 


($00AF ,$00B0) 
($003F , $0040) 
($0041,.$0042) 
($0045,.$0046) 
($059D,$059E ) 


$ ゃ /1D6 
$8000 


組 運 層 V 


$ ゃ FC00 


ルン / 


第 2 章 F-BASIC の 内 部 醒 人 造 


これ ら の ポイ ンタ の うち 。 フ ァイル バッ ファ の 先頭 ,」 テキ スト 領域 の 先頭 , ユー ザー 倒 域 の 最 
後 は リセ ッ ト 時 に 決め られ ます . また 文字 領域 の 最後 , スタ ッ ク エ リア の 最後 は , CLEAR 文 に よ 
っ て 変更 で きま す . 単純 変数 領域 の 先頭 , 配列 変数 領域 の 先頭 , 変数 用 フリ ー エ リア の 先頭 , 文 
字 用 フリ ー エ リア の 最後 は , プロ グラ ム の 実行 時 に ダイ ナミ ッ ク に 変化 し ます . 

た と え ぇ えば, CLEAR 1000, 入 H54FF と する と 文字 領域 の 最後 は $54 ド FE 上, スタッ ク 領域 の 最 入 
は $54FE-1001=$5115 と な り ま す . 実際 に モニ タ で 見 て み ま し ょ う ( リ スト 2-1). 

リス ト 2-1 メモ リマ ッ プ 


人 


CLEAR 1000.&H54FF 


Rea ロ dy 
MOUN 


*DO045 


0045 FF FF 00 00 00 00 
004D 00 00 03 49 00 00 0B F8 
0055 00 00 00 05 47 00 00 00 
OO0SD 00 00 00 4D 00 00 00 00 
0065 00 00 00 00 00 00 00 00 
006D 00 00 00 00 00 00 00 87 
0075 00 00 45 00 00 00 00 00 
007D 00 07 8O S9 00 00 64 00 
※DOOURF 

008F [51 15| 00 00 00 00 00 03 
0087 49 00 00 

OO0BF 00 00 00 00 28 00 00 00 
OOC?7 00 00 00 00 00 00 OE 0OE 
OOCF 00 28 00 0C Da 26 02 0C 
OO0D7 D9 Be 0< 42 7E C ィ 7 e0O 7E 
OODF F1 7D 00 03 E8 00 00 00 
OOE? 00 00 00 00 00 00 00 00 


2-2 メモ リマ ッ プ の 変化 


( 1 ) テキ スト 領域 
テキ スト 領域 は ファ イル バッ ファ の 直後 に お か れ , BASIC プロ グラ ム の 大 き さ に よっ て 変化 
し ます . 


(2 ) 変数 領域 
単純 変数 領域 は 。 テキ スト 領域 の 直後 に お か れ ま す . それ で 単純 変数 領域 の 先頭 を 示す ポイ ン 
タ ($0035,$0036) は 、 BASIC テキ スト 領域 の 最後 せ 1 の アド レス を 示し て いま す . 単純 変数 領域 
は 。 新 た な 単純 変数 や ユー ザー 関数 (DEF FN に て 宣言 され る ) が 使用 きれ る と 大 きく な り ま す 、. 
配列 変数 領域 は , 単純 変数 領域 の 直後 に お か れ , DIM 文 に て 新た な 配列 変数 が 宣言 され る と 大 
きく な り ま す . そし て ERASE 文 に て 配列 変数 が 消去 され る と 小さ く な り ま す . 配列 変数 が 単純 


人 


2-2 メモ リマ ッ プ の 変化 


変数 の 直後 に お か れる た め , 大 き な 配 列 変数 を 宣言 し て いる プロ グラ ム を 実行 する と 思い が け な 
い 大 き な ロ ス が 生じ る 可能 性 が あり ます . それ は 新しい 単純 変数 を 使用 する ご と に , 配列 変数 領 
域 の 移し か え が 起 きる か ら で す . これ は , 文字 領域 の が ガベージ コレクション より 大 き な ロ ス と な 
る こと が あり ます . それ を 防ぐ に は 、 大 き な 配 列 変数 を 宣言 する 前 に すべ て の 単純 変数 を 使用 し 
て お く よ う に すれ ば いい で し ょ う . 

プロ グラ スム 実行 中 の 変数 領域 の 変化 を , 図 2-2 に 示し ます . 


プロ グラ ム 実 行 前 や フリ ー エ リア 


ee 
es 
eo EK 
に eo 


愛 外 を いく つか 使っ た 7 キム 単純 変数 _ 配列 変数 フリ ー エ リア 
新しい 単純 変数 を 使っ た 7 鞍 全 [| 単純 変数 配列 変数 フリ ー エ リア 


配列 を ERASE し た 7 和佐 | 単純 変数 配列 変数 フリ ー エ リア 


図 2-2 変数 宮 域 の 変化 


(3 ) 文字 領域 

ブフ ログラム 実行 中 の 文字 領域 の 変化 を , 図 2-3 に 示し ます . 文字 列 は 文字 領域 の 後 の ア ドレ ス 
か ら 順 に 格納 され て いき ます . この と き 同 文字 変数 に 新しい 文字 列 を 代入 する と , 吉 い 文字 列 
は その まま で 新た な 文字 領域 を 増やし て そこ に 新しい 文字 列 を 書き 込み ます . その た め 文 字 領域 
内 に は , も う 使 われ て いな い ゴ ミ と な っ た 文字 列 が た まっ て いき ます . 

そし て 文字 領域 が 増え て フリ ー エ リア が な く な っ た と き , これ ら の ゴミ を 処分 し 新しい 文字 列 
の ため の エリ ア を つく り ま す . ゴミ の 部 分 を 消し て , 使用 中 の 文字 列 ど だ け を 後 か ら 順 番 に つめ て 
ぃ いく わけ で す . これ を ガベージ コレ クシ ョ ン と 呼び ます . 多く の 文字 列 を 使っ た プロ グラ ム を 実 
行 し て いる と , し ば らく 実行 が 止ま っ て し まう こと が あり ます が , それ は ガベージ コレ クシ ョ ン 


スタ ッ ク 領 域 "| スタ ッ ク 領 域 "| スタ ッ ク 領 域 
昌一 工 ! 
時 夫 半 ER 二 全 Ei 


リー エリ ア 


文字 領域 


新しく 文字 列 を 使っ た 同じ 文字 変数 に ガベージ コレ クシ ョ 
新しく 代入 し た ン が 行なわ れ た 


図 2-3 文字 宮 域 の 変化 
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が 行なわ れ て いる た めで す . 

な お , FRE 関数 を 実行 し て も ガベージ コレ クシ ョ ン が 行なわ れ ま す . それ で 文字 領域 の フリ ー 
エリ ア の 大 き さ を 見 て , 適時 FRE 関数 を 実行 すれ ば , 起こ っ て は 困る と き に が ベー ジコ レク ショ 
ン が 起こ る の を 防ぐ こと が で きま す 。 文字 領域 の フリ ー エ リア の 大 き さ は , ($00AF, $00BO07 と 
($0041,$0042) の 2 つの ポイ ンタ の 値 の 差 を 見 れ ば わか り ま す . 


2-3 プロ グラ ム の 格納 状態 
BASIC プロ グラ ム は テキ スト 領域 の 先頭 を 示す ポイ ンタ ($0033,$0034) に 記さ れ た アド レス 


を 先頭 と し て , 行 番号 順に 格納 され て いま す . それ ぞ れ の 行 は , 図 2-4 の よう な 形式 に な っ て い 
ます 。 


プロ グラ ム テ キス ト 


リン クボ ポイ ンタ 
(2 バイト) 


(2 バイト) ( 1 バイ ト ) 


次 の 行 が 格納 され プロ グラ ム し BASIC プ ログ ラム が 行 の 終わ り を 
て いる 先頭 番地 を の 行 番号 中 間 言 語 に 変換 され た 示し ます . 
示し ます . 形式 で 入っ て いま す . 


図 2-4 行 の 格納 形式 


プロ グラ ム の 最後 の 行 番号 の デー タ で は , リン ク ポ イン タ の 値 が $0000 と な っ て いて 後に 続く 
行 が な いこ と を 示し ます . 

それ で は BASIC の テキ スト が , 実際 に どの よう に 格納 され て いる か を 見 て みる こと に し まし 
ょ う , 例 と し て リス ト 2-2 の プロ グラ ム を 使い ます . 


リス ト 2-2 サン プル 


100 FUR 1=0 TO 20 STEP 5 
110 PRINT T.SQR(1) 
120 NEXT 


ER 


テキ スト 領域 の 先頭 アド レス は , ポイ ンタ ($0033,$0034) の 値 を 見 れ ば わか り ま す . リス ト 2- 
3 に 実際 に 格納 され て いる BASIC プロ グラ ム の 様子 を 示し ます . 何 が 何だ か わか ら な い 数 字 が 
並ん で いま す が , その 意味 は 図 2-5 の と お り で す . 2-4 と あわ せ て 理解 し て くだ さい . 


2-3 プロ グラ ム の 格納 状態 


リス ト 2-3 プロ グラ ム の 格納 状態 


MUN 
*※DO003 る 3 


0033 10B Fg|0C 28 00 00 00 00 
003B OC 28 0C 

0043 71 D る 3 71 D4 FF FF 00 00 
004B 00 00 00 00 00 00 00 00 
0053 0B F8 00 00 00 05 45 00 
005B 00 00 00 00 00 40 00 00 
0063 03 FD 00 00 00 00 00 F9 
006B 00 00 03 3F 00 00 00 00 


0BF? 
0CO01 
0C09 
0C1 1 
0C19 


DBFA 1」| リン クボ ポイ ンタ 0C12 20| リ ンク ボイン タ DC21 2g| リン クボ ポイ ンタ 
DBrC 64 | 行 番号 (=100) DC 1 goE | 行 番 号 (=110) 0G23 7a | 行 番号 (=120 
0BFD 81] FOR の 中 間 コ ー ド 0C15 20] スペ ー ス 0C24 82] NEXT の 中 間 コ ー ド 
0BFE 20] スペ ー ス 0C16 B9] PRINT の 中 間 コ ー ド 0C25 00] 行 の 終わ り 
0BFF 49] | 0C17 20] スペ ー ス 

0C00 E6] = の 中 間 コ ー ド 0C18 49] | 

0C01 ね 整数 型 定数 を 示す 0C19 2C] , 

0C02 01」 中 間 コ ー ド 0C1A SQR の 中 間 コ ー ド | 
0C03 00] 0 0C1B 85 0C26 00 

0C04 20] スペ ー ス 0C1C 28] ( | 0C27 や 1 
0C05 CD] TO の 中 間 コ ー ド 0C1D 49] | 

0C06 20] スペ ー ス 0C1E 29] ) 

0C07 邊 整数 型 定数 を 示す 0C1F 00」 行 の 終わ り 

0C08 01」 中 間 コ ー ド 

0C09 14] 20 


0COA 20」 スペ ー ス 

0C0B D8.」 STEP の 中 間 コ ー ド 
0C0C 20」 スペ ー ス 

0C0D 4 整数 型 定数 を 示す 
0COE 01」 中 間 コ ー ド 
0COF 05|1 5 

0C10 00」 行 の 終わ り 


図 225 サン プル プロ グラ ム の 格納 形式 


と 
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2-4 中 間 言 語 


前 節 で は 。 BASIC プロ グラ ム の テキ スト が 短縮 され た 形式 で 格納 され て いる こと を み ま し た . 
これ は 。 BASIC の キー ワー ド (FOR, PRINT な ど ) が 1 バイ ト か 2 バイト の 中 間 言 語 で 表 さ れ て 
いる か ら で す . それ で は , F-BASIC で どの よう な 中 間 言 語 が 使わ れ て いる か を 見 て いく こと に 
ます . 


ご 


= と 導 中 間 コ ー ド | キー ワー ド | 中 間 コ ー ド 中 間 コ ー ド | キー ワー ド 


| Ao 
| *A1 | UNLIST 


も う 
OO 


$82 NEX「 


葉 だ 才 
LNEW 

LeT 

| %A2 LPT 

583 区 ご 革 LOCATE | LCRcLE 


| sco |N 

| sc2 |P 

| WC3 | clRcuE 

se lmm | swe ee lewer | 


$85 | READ CONSOLE SYMBOL 
$86 | LET | *sA6 PSET | sce GCURSOR 


で もう 


十 
69 品 
Oo ロ 
トー | 〇 

U 


《2⑫ | の 
Co | Oo 
OO | ヽ JM 
っ つり 
(em 
間 
の | ぢ 
と | と 
OO | ヽ JM 
つ 
| る 
ココ | 
っ ら | の 
「m 
づ の | ゴ 
69 
〇 の 
て ud 
いり 
ー 
選 


sa lr | 
$8A ka $AA | SAVE 
下 


Oo 
〇 
の 
ア 
〇 
に 
IM 
づつ 
C) 
「m 


FTse |: 
sr lse | 
slmw |s 
sai nor | 
sz |wee | 
ss |oeem | 
。 lerw |] s 
ss |oewe | 
oe logeeo | see luwe | soelwmu 


つ 
ML 

と 
引 
ョ ー 

提 

[nm 
> っ く 
m 
〇 


記 
plo 
FTsm | seloew 
lm | ser 

| smo lu 
攻 加 中 se | sri |umm 


$F 2 SOUND 
$F3 PLAY 


$9 7 


$98 HARDC 


ss9 |mmww | ss lm 
rt lr | sew lm 
5 gm | ims lusr 
e eswe | * 
5 [ao | 。 
se smee | s 
ssr |w 


もう 
ソ 
アア 


表 2-6A 中 間 言 語 一 覧 表 (1 バ イト コー ド ) 


NN 


中 間 コ ー ド 
$264F 
$2648 
$FE01 
$FE02 
$FE04 
$FE08 
$FEF2 


$FF8E 


&O( 8 進 定数 ) 


Ge | srrao | Ac 


単 精度 型 定数 
倍 精 度 型 定数 
INT 
ABS 
FRE 
POS 
SOR 
LOG 
上 XP 
N 


の 
ー 
ン っ リ 
の 


もう 
TI 
m 
OO 
TI 
ビ 


ノ -4 中 間 言 H 


中 問 コ ー ド キー ワー トド 


CSRLIN 
$FFAC | cv 


srres |ews 
| srres ea 
| srres lm 
| srree |wes 
| srre7 |imm 
| sees ]om 
| srres liee 


ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーー 一 


ーー アー ンー ーー ーー ーー ーー 一 ーーー 


も う 
T 
本 
い 〇 
ーー 
『TI 
〇 


| srree lisw 
| srrsp |mews 
| srree wm 
| srrer |wemw 
| srro |sesw 
| sen |aeom 
| srraz | ws 


ーー ニー ニーーーーー 


$FFA3 STRINGS$ 
$FFA4 


表 2-6B 中 間 言 語 一 覧 表 (2 バ イト コー ド ) 


隊 
時 gm 


図 2 -7 定数 の 中 間 言 語 


ぞ 


いひ] 
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数 値 定 数 の 中 間 言 語 は , 数 値 の 前 に 「$FEXX」 を つけ た 形 と な り ま す . 「XX」 は 数 値 型 を 示す 
隊 須子 で, 表 債 アー ク の メモ リ の 大 きき レイト 痕 ) を 示 し て いま す 。 文字 定数 と 8 進 定数 。16 人 
定数 は , アス キー コー ド で その まま の 形 で 格納 され ます . また BASIC テキ スト の 行 番号 (GOTO 
文 な ど で 使用 きれ る ) は , 行 番号 の 前 に 「$FEF2」 を つけ た 符号 な し 2 バイ ト 整 数 (0 一 65535) で 示 
され ます . 定数 の 中 間 言 語 の 形式 を 図 2-7 に 示し ます . そし て F-BASIC の 中 間 言 語 の 一 覧 表 を , 
2-6A, 図 2-6B に 示し ます . 


2-5 変数 の 格納 状態 


2-5-1 単純 変数 

単純 変数 領域 は 。 テキ スト 領域 の 後に 作ら れ ま す . この 領域 は , 単純 変数 領域 先頭 ポイ ンタ 
($0035,$0036) で 示さ れる アド レス か ら 配 列 変数 領域 先頭 ポイ ンタ ($003B,$003C) で 示さ れる ア 
ドレ ス の ひと つ 前 まで で す . 

プロ グラ ム 中 で 変数 が 使わ れる と , その 変数 の 型 に 応じ た 形式 で 使わ れ た 順番 に 登録 され て い 
きま す . 変数 の 値 の 参照 は この 領域 の 先頭 か ら 順 に 行なわ れ て いき ます の で , 頻繁 に 使う 変数 を 
早め に 定義 し て お く と 実行 速度 を あげ る こと が で きま す . 各 変 数 は , その 型 に よっ て 図 2-8 の よ 
う な 形式 で 登録 され ます . 


( 1 バイ ト ) (n 填 1 バイト ) A、。 (2 バイ ト ) 
mel し = ms ][mlwsl 
( 1 バイ ト ) (n 十 1 バイ ト ) (4 バイト ) 


( 1 バイ ト ) (n 十 1 バイ ト ) (8 バイ ト ) 


(1 バイ 呈 誠 (n 十 1 バイ 靖 還 - 舞 上 - 刺 A、 (3 バイ ーー 


ュー ザー 隊 
(1 バイ ト ) (n 土 1 バイト) ( 2 バイト) 
,4.8, 3 


( 注 ) 4 は VARPTR で 示さ れる 実 部 ア ドレ ス 


図 2-8 単純 変数 の 格納 形式 


1 バイ ト 目 の 上 位 4 ビッ ト は 各 デ ー タ の 型 を 示す と 同時 に 数 値 デ ー タ の バイ ト 数 を も 示し て い 
ます そし て 下位 4 ビッ ト に は , 変数 名 (関数 名 ) の 長き ミー1 が セッ ト さ れ ま す . で すか ら こ の ふた だ 
つの 値 に 演算 を 施す こと に より , 次 の 単純 変数 の アド レス を 求め る こと が で きる よう に な っ て い 
ます . 
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変数 名 の 長 さ が 4 ビッ ト で 表わさ きれ て いる た め , 変 数 名 と し て 格納 され る の は 最大 16 文字 と な 
リ ま す . BASIC の 変数 名 の 識別 され る 最大 長 が 16 で ある と いう 制約 は 。 この た め な の で す . 

また ユー ザー 関数 の 関数 名 で は , 最初 の 文字 の 最上 位 ビ ッ ト が オン と な っ て いて 他 の 単純 変数 
の 変数 名 と 区 別 さ れ て いま す . そし て 式 の アド レス に は , ユー ザー 関数 が 定義 され て いる BASIC 
テキ スト の アド レス が 格納 され ます . 

それ で は 実際 の 例 で 確か め て み ま し ょ う . 次 の プロ グラ ム を 実行 し た 後 , 各 ポ イン タ お よび 単 
純 変 数 領域 の 内 容 を 見 て み ま す (リス ト 2-4). ちょ っ と わか り に くい で すね . それ で は 各 変 数 ご 
と に 説明 し ます ( 図 2-9). 


リス ト 2-4 単純 変数 領域 


100 A%=1234 

110 BCD%=-1234 

120 EFG!=1 .2345 

130 HIJH=1 .234567890123456 提 
140 KLM$= "1234567890" 


RUN 
Rea ロ dy 
MUN 


*D0035 IT の 単純 変数 領域 
開始 アド レス 
0035 00 00 00 00|0C_75………- 配列 変数 領域 
003D OC ?75 70 D4 ?1 D3 開始 アド レス 
0045 ?1 D4 FF FF 00 8C 00 00 
004D 0OC 4D 03 3D 00 00 0B F8 
0055 00 00 03 OC 72 0C 72 00 
005D 00 00 0OC 4D 00 00 0OC ?75 
0065 00 00 00 00 0OC eE 00 00 
006D 05 78 00 00 00 00 00 8e 


UCS50 
0C58 
0C60 
0C68 
0C70 
0C78 
0C80 
0C88 


gg 


・A%6 三 1234 


(変数 名 の 長 さ 1 ) 
変数 の 型 (整数 型 ) 


・BCD6 ミ テー1234 


(変数 名 の 長 さ ー 1 ) 
変数 の 型 (整数 型 ) 


人 
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・EFG! 三 1.2345 


0C5A 「42!、 「45 46 47!: '81 1E 04 18: 
中 し 1.2345 
変数 名 (=*EFG^) 
(変数 名 の 長 さ ー 1 
変数 の 型 ( 単 精度 型 ) 


・HJ キ 1.234567890123456 半 


0C62 :82::48 49 4A:i81 1E 06 52 14 62 CF C1: 


(変数 名 の 長 さ ー 1 ) 
変数 の 型 ( 倍 精 度 型 ) 


・KLM$ ニ ~1234567890" 


0C6E 132. 「 4B 4C 4D: 0A 0C 42: 


L スト リン グ ・ デ ィ スク リブ タ 
変数 名 (^KLM”) [文字 列 の 長 さ =10 
(変数 名 の 長 さ ー 1 ) | 文字 列 の 格納 アド レス =$0C42] 
変数 の 型 ( 文 字 型 ) 


較 2-9 変数 ご と の 例 


2-5-2 配列 変数 

配列 変数 領域 は 。 単純 変数 領域 の 後に 作ら れ ま す . この 領域 は , 配列 変数 領域 先頭 ボイン タ 
($003B, $003C) で 示さ れる アド レス か ら フ リー エリ ア 先 頭 ポ イン タ ($003D,$003E) で 示さ れる 
アド レス の 1 つ 前 まで で す . 

こ も 単純 変数 領域 と 同じ よう に, DIM 文 で 配列 変数 を 宣言 する と その 順番 で 登録 され ます . 

ERASE 文 を 実行 する と , その 配列 変数 が 消さ きれ て う し ろ に ある 領域 が 前 に 移動 し て きま す . 

想 列 変数 の 格納 形式 は , 各 配 列 に つい て 図 2-10 の よう に な り ま す . それ で は 整数 型 配列 変数 と 
文字 型 配列 変数 に つい て , 実際 に 見 て みる こと に し ます (リス ト 2-5, リス ト 2-6). 


上 導 エ 天 (2 バイ ト ) ( 1 バイト) (次 数 X 2 パ バイト) も 
2, 4, 8, 3 4,8 バ イト 単純 変数 参照 


要素 の 順番 は DIM A(2, 3, 4) の 場合 ,。 次 の よう に な る . 


A(0,.0,0) 
A(1.0,0) 
A(2.0,0) 
A(0.,.1,0) に 
7 C 外 の 宣言 と に な る 
A(1.1.0) ( 注 ) 配列 宣言 逆順 に な 
A(1.3,4) 
A(2,3,4) 


図 2-10 配列 変数 の 格納 形式 


ど イ 。1 


2-5 変数 の 格納 状 台 


100 DIM %〈3.2) リス ト 2-5 配列 変数 領域 ( 1 ) 


110 FUR I=O0 TOU 3 

1 20 FUR JsO TU 2 
1 30 R% て 上 エ 。J) う = エ +J 
_140 NEXT J 

150 NEXT I 

RUN 


Ready 
MOUN 


*DO03B OK 配列 変数 領域 
開始 アド レス 


003B OC 65]oc 86 70 8 71 D4 
0043 7 D4 FF FF 00 %6 
004B 00 00 0 56 03 3D 00 00 
0053 OB F8 00 00 01 0OC 5B 0C 
005B SB 79 04 00 0OC 4D 00 00 
0063 0C 65 00 00 00 00 0C SF 変数 名 の 長 さ ー1 
006B 00 00 00 変数 名 A?) 


0073 00 86 以降 の 使用 メモ リ 
※DO0C65 次 数 

配列 数 
0Ce5 [2D| oO 3 朋 [9 0O_08 03 配列 数 


0C6D 04|00 00 00 0 

0C75 03 00:01 00: 02 00 03 0 
OC?7D 04 00:02 00:03 00 04 00 
0C85 05 00:00 00:00 00 00 00 
0C8D 00:00:00 00:00 00 00 00 
0C95 00:00:00 00:00 00 00 00 
の 00: 00 : 00 00 : 00 00 00 00 


変数 の 型 (整数 型 ) 


要素 A 96(1.0) : 
要素 A %(0.0) 要素 A % (3.2) 


5 Bi 5 ーー ーー ーー リス ト 2-6 配列 変数 領域 ( 2 ) 


110 FUR IT=O0 TO 3 
120 FUR J=O TOU 2 


1 30 ABC$〈1.,J)="ABC' 
140 NEXT J 
150 NEXT 1 
RUN 
RE ad アソ 
MON 
883 配列 変数 領域 
NN 開始 アド レス 
0038 [oc_egl oc 2 70 8 71 D4 
0043 D4 FF FF 00 96 


004B 00 00 SC 03 3D 00 00 
0053 0B F8 00 00 01 0C 61 0OC 
005B 61 79 04 00 0C 40D 00 00 
0063 0C 6B 0O0 00 00 00 0C 65 
006B 9 の 変数 名 の 長 さ ー1 
007 る ェ ー 変数 名 (ABC?) 

*※DO0C6B re メモ リ 


0CeB |3Z iD0_28 0 2 い 0 2|(6G 一 本 多数 
ooeooeoeeeoooee 要素 ABC$ (0, 0) の スト リン グ 


0C83 0OC 031OE 26 03 06 OC 本 03 DC か 7 

0C8B 03 0C:46 03 OC 46 05 OC 

0C93 46 03:OC 46 030C 46.00 生 
OcC9B 00 00:00 00 00 00 00 00 ーッ トー 
OcA3 00 00:00 00 00 00 00 00 


配列 数 


変数 の 型 (文字 型 ) 


の 
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2-6 文字 列 エリ ア 


文字 列 エ リア に は , 文字 変数 の 実際 の 文字 列 が 格納 され て いま す . この 領域 は , 文字 領域 先頭 
ポイ ンタ ($0045, $0046) で 示さ れる アド レス か ら フ リー エリ ア 先 頭 ポ イン タ ($0041, $0042) で 示 
され る アド レス の 1 つ 後 まで で , 逆 向き に 登録 され て いき ます . 

文字 列 エ リア の 格納 形式 は , 図 2-11 の よう に な り ま す . 文字 列 エ リア に は , 文字 列 の は ほか に そ 
の 文字 列 を 指し て いる 変数 テー ブル の アド レス (文字 変数 の VARPTR で 示さ れる 実行 アド レ 
ス ) も 格納 され て いま す . そし て 使用 済み の ゴミ と な っ た 文字 列 に は , この アド レス に ゴミ の 文字 
列 の 長き が 入り , ガベージ コレ クシ ョ ン を 容易 に で きる よう に 工夫 され て いま す . また BASIC テ 
キス ト 中 で A$= ニ \AB? の 様 に 文字 定数 が 使わ れ た 場合 に は , "AB? は 文字 列 エ リア に 格納 され ま 
せん . そし て 単純 変数 テー ブル 中 の 格納 アド レス に は , BASIC テキ スト 中 の “AB” アド レス が 
直接 格納 され ます . 


(2 バイ ト ) 


人 PIE 


テキ スト 領域 中 


図 2-11 文字 列 エ リア の 格納 形式 


それ で は 例 と し て 次 の プロ グラ ム を 実行 し ます . 


100 A$= “ABC* 
110 B$=A$ 十 “D* 


この プロ グラ ム 実 行 後 の 文 字 列 エ リア は , 図 2-12A の よう に な り ま す . A$ の 文字 列 は BASIC 
テキ スト 中 の 文字 列 を 直接 使う た め , 文字 列 エ リア に は と られ ませ ん . 


ら ひ 


2-6 文字 列 エ リア 


($0041 , $0042) ($0045 , $0046) 
ー> $FFFF 


$0000 < 一 


A  B  C  D : 登 録 ア ドレ ス 


B$ の ディ スク リプ タ | 4 格納 アド レス | 


図 2-12A 文字 列 エ リア の 様子 (1) 


ここ で ダイ レク トモ ー ド で B$= \12345? 回 を 実行 する と. 較 2-12B の よう に な り ま す . 最 
初 に B$ 代 入 さ れ た ABCD は . メモ リ 上 か ら 消 され ず に その まま 残っ て いる の で す . 


($0041 , $0042) 


($0045 , $0046) 
$ ゃ 0000 < 


ー> $FFFF 


B C Disooiso4 


B$ の ディ スク リプ タ 


5 格納 アド レス | 


図 2-12B 文字 列 エ リア の 様子 (2) 


ここ で ガベージ コレ クシ ョ ン を 行なっ て み ま し ょ う . PRINT FRKECA") 癌 を 実行 する と , 
<-12C と の よう に な り ま す . 現在 使用 中 の ヾ 12345? が 文字 列 エ リア の 後に つめ られ , ポイ ンタ 
($⑧0041,$0042) が 示し て いる アド レス も 移動 し て い ます . 


($0041 , $0042) $($0045 , $0046) 
ーー* $FFFF 


$0000 < 一 


5 : 登録 アド レス | 


BS$ の ディ スク リプ タ | 5 格納 アド レス 


図 2-12C 文字 列 エ リア の 様子 (3) 
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2-7 F-BASIC V3.3 の 変更 点 


前 節 ま で F-BASIC V3.0 の 内 部 構造 に つい て 説明 し て きま し た . そこ で ここ で は は , F-BASIC 
V3.3 と V3.0 の 内 部 構造 の 相違 点 に つい て 考え て みた いと 思い ます . 


( 1) メモ リマ ッ プ 
F-BASIC V3.3 の メモ リマ ッ プ を , 2-13 に 示し ます . 


標準 空間 8 RAM 空 間 
(物理 アド レス $30000) ボイン タ ・ ア ドレ ス (物理 アド レス $00000) 


$0000 
BASIC ワ ー ク エリ ア 


| 文字 領域 


スタ ッ ク 領 域 
| ユー ザー マシ ン 語 領域 | 
ki ン 1 


$0000 


($0035,$0036) 
($003B, $003C) F-BASIC V3.3 

($003D, $003E) | 非常 駐 コ ー ド 領域 
$8000 て $8FFF に 
マッ ピン グ さ れ て 使用 
され る 


($0041 $0042) 
($01E1,$01E2) 


紅 導 一 キー ロ 


($00AF, $00B0) 


($0045,$0046 
($059D, $059E 
$7C00 

| テキ スト 領域 

ウィ ンド ウ 領 域 に 

マッ ピン グ さ れ て 


使用 され る 


MA SF000 BASIC 領 域 


か 
ピン グ さ れ て 使用 され る 


図 2-13 V3.3 の メモ リマ ッ プ 


V3.0 の メモ リマ ッ プ と 比較 し た と き , 大 き な 相 違 点 が 3 つ あ り ま す . 


①TF-BASIC コー ド 領 域 が , 常駐 領域 と 非常 駐 領域 と に 分 離し だ . 
-・② テ キス ト 領 域 が RAM 空間 に 移さ れ , テキ ス トウ ィ ン ド ウツ 機能 に よっ て 利用 され る よう に な 
2 の 7 


③ スタ ッ ク 領 域 と 文字 領域 の 位置 関係 が 逆転 し だ た. 


V3.3 の 非常 駐 コ ー ド 領域 は 4KB ご と に モジ ュー ル 化 され て いて , MMR 機能 に よっ て $6000 
ー$8FFF また は , $D000$DFFF に メモ リマ ッ ピ ング され て 使用 きれ ます . MMR 機能 に つい て 
は , 「13-6 メモ リ 管 理 」 を 参照 くだ さい . 

非常 駐 コ ー ド 領域 の 各 モ ジュ ー ル の 機能 は , 図 2-14 の よう に な っ て いま す . 


っ グ 
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アド レス 


$38000 
非常 駐 1 9 シス テム イニ シャ ライ ズ 処 理 , カセ ッ ト フ ァイル 処理 
$38FFF 
$00000 
| 非常 駐 9 音楽 演奏 処理 | 
$00FFF 
$01000 
非常 駐 8 テキ スト 処理 , 音声 合 声 処理 , デジ タイ ズ 処 理 . クロ ッ ク 処 理 
$01FFF 
$02000 
非常 駐 7 プリ ンタ 処理 , デー タ 入 力 処 理 
_ $02FFF 


$03000 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 処 理 , ジョ イス ティ ッ ク 処 理 
$03FFF 


$04000 
非常 駐 5 数 値 関数 処理 . モニ タコ マン ド 処 理 
$04FFF 


$05000 
| 非常 駐 4 ハー ドコ ピー 処理 


$05FFF 
$06000 

グラ フィ ッ ク 処 理 
$06FFF | 


$07000 


非常 駐 2 / VRAM 制御 処理 
$07BFF 


$0F600 
非常 駐 | FM 音源 処理 
$0FFFF 


図 2-14 非常 時 モ ジュ ー ル の 機能 


\ せ 
3 
時 
〇 ゝ 


非常 駐 3 


V3.3 の テキ スト 領 域 は , FM77AV で 新しく 設け られ た RAM 空間 に 移さ れ ま し た . BASIC イ 
ンタ ー プ ブ リタ が この テキ スト 領域 を アク セス する に は , テキ スト ウィ ンド ツウ 機 能 に よっ て ウィ ン 
ドウ 領域 ⑮7C00-$7FFF) に メモ リマ ッ ピン グ し て 使用 し ます . テキ スト ウィ ンド ツウ 機能 に つい 
て は , 「13-6 メモ リ 管 理 」 を 参照 くだ さい . 

V3.3 で は スタ ッ ク 領 域 と 文字 領域 の 位置 関係 が 逆転 し て し まい まし た . この た め V3.0 で は 
CLEAR 文 で 文字 領域 の 大 き さ を 指定 で きた の に 対し て , V3.3 で は スタ ッ ク 領 域 の 大 き さ を 指定 
する よう に な り ま し た . 


( 2 ) プロ グラ ム の 格納 状態 

テキ スト の リン クボ ポインタ の 値 が , 次 の 行 が 格納 され て いる 先頭 アド レス で は な く て ,。 次 の 行 
が 格納 され て いる 相対 アド レス (テキ スト 領域 の 先頭 を 0 と する ) に 変更 きれ て いま す . これ は テ 
キス トウ ィ ン ド ウ 機 能 の 採用 に より , 絶対 アド レス より 相対 アド レス の 方 が 処理 し や すく な っ た 
だ め と 思わ れ ま す . 


り ざ ヴ 
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まだ た テキ スト の 格納 状態 を 示す 各種 ポイ ンタ の 値 も , 相対 アド レス が 使用 され る よう に な っ て 
いま す ( 図 2-15). 


ポイ ンタ 
($0033,$0034) 


中 間 テ キス ト 領 域 


($05D2,$05D3) 


($05E4,$05E5) 


図 2-15 テキ スト 領域 の ポイ ンタ 


中 間 コ ー ド | "キー ワー ド | 中 間 コー ド キー ワー ド 
Ft |] wmne | srrms 


$ ゃ FFBA KTYPE 


ol 
se | tor | srrm | mw 

| sers | weww 

mg 


もう | も 3 
TI 
( 〇 | O 


こと / 
TI 
ーー 


OUT 
CALL 


KLEFT 
KRIGHTS 
srrsr | sm 

EE CHC 間 上 ETn 
EE THiviI 還 還 7 
E 還 CI 

還 還 Ci 
還 還 Ciir7 
還 還 Crr 
| | 
還っ 


$FB 


| srrez 


$FFCS8 STICK 
$ ゃ 「FFC9 STR!G 


| *sFFcA SIMPOSE 


$ ゃ FFCB PALETIE 
ゃ FFCC BGM 
$ ゃ FFCD VOICE 


図 2-16 V3.3 追 加 の 中 間 コ ー ド 一 覧 


っ ぞ 


2-8 マシ ン 語 領域 の 確保 


(3 ) 中 間 言 語 

V3.3 で は 多く の 命令 が 追加 され て いま す . また V3.5 に お いて 拡張 され て いた 命令 も 使用 する 
こと は で きま せん が , V3.3 の 中 間 言 語 に は 反映 され て いま す . V3.3 に お いて 拡張 され た 中 間 言 
語 の 一 覧 表 を , 図 2-16 に 示し ます . 


(4 ) 変数 

識 引 可能 な 変数 名 の 長 さ が 40 文字 に 拡張 され た た め , 変数 名 の 長 さ の セッ ト さ れる 領域 が 1 バ 
イト と られ る よう に な り ま し た . 図 2-17 に V3.3 に お ける 変数 の 格納 形式 を 示し ます . 

また だ V3.0 で は 文字 変数 に 文字 定数 を 代入 する 場合 , 文字 変数 の スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ に 
テキ スト 中 の 文字 定数 の アド レス が 格納 され まし た . し か し V3.3 で は テキ スト ウィ ンド ツウ 機能 
が 採用 され た た め , 必ず 文字 領域 に 文字 列 が と られ る よう に な っ て いま す . 


ee | に し =s* [ヒラ 


(1 バイト) (1 バイ ト ) (n 十 1 バイ ト ) [ ( 2 バイ ト ) 
mel に] mms ] 司 ss 
( 1 バイ ト ) (n 二 1 バイ ト ) (4 バイト) 
Na (n+1 バ イト ) " (8 バイ ト ) 
ee ad [に] し ss | 革 wes 
( 1 バイ ト ) (1 バイ (n 十 1 バイ ト ) に スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ 
Ps] に し =* っ > |[ 琴 5 em |…- 
( 1 バイ ト ) (1 バイ (n 十 1 バイ ト ) (2 バイト ) ( 1 バイ ト ) 衣 。 恒 


($02,.$04.$08,.$03) 


了 ーーーー・ | 要素 


し ry よっ て 


2, 3, 4, 8 バイ ト 図 2-17 V3.3 の 変数 の 格納 形式 


2-8 マン シン 語 領 域 の 確保 


マシ ン 語 ルー チン は , 通常 CLEAR 文 に て 確 介 され る ユー ザー マシ ン 語 領域 に 置き ます . し か 
し この 信 域 は CLEAR 文 の 再 実行 に よっ て 変化 し て し まう た め , ユー ティ リティ 的 な プロ グラ ム 
の 信 域 に は 不向き で す . そこ で た と えば BASIC の 未定 義 命令 を 活用 し た シス テム 的 な を マシン 語 
ルー チン の た め の 領域 に つい て 考え て み ま し た . 


① フ ァイル バッ ファ と テキ スト 領域 (V3.3 で は 単純 変数 領域 ) と の 間 ( 図 2-18) 
② ユー ザー マシ ン 語 領域 と シス テム 領域 と の 間 ( 図 2-19) 


らら 
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テキ スト 領域 の 開始 アド レス は , ($0033,$0034) の ポイ ンタ に 書き 込ま れ て いま す . 通常 この 値 
は , ファ イル バッ ファ に 続い た 値 と な っ て いま す . この 値 を 大 き な 値 に 書き 換え て や れ ば , ファ 
イル バッ ファ と テキ スト 領域 の 問 に BASIC イ ンタ ー プ リタ が 使用 し な い 領 域 が で きる わけ で 
す . V3.3 の 場合 に も ($0035,$0036) の 値 を 書き 換え れ ば , 単純 変数 領域 と ファ イル バッ ファ の 韻 
に マシ ン 語 領域 を 設定 する こと が で きま す . この 領域 の 確保 で 注意 する こと は , テキ スト 領域 の 
開始 1 つ 前 の アド レス に は ,。 $00 を 書き 込ん で NEW 同 を 入力 し て お く 〈 必 要 が ある こと で す . 


ファ イル バッ ファ 


($0033, $0034) 一 = ー な 


V3.3 の と き に は “ 
($0035,$0036) | テキ スト 領域 


ョ ーー ( $0033, $0034) 
また は 
($0035,$0036) 


図 2-18 マシ ン 語 領域 の 確保 (1) 


ュー ザー マシ ン 語 領域 と シス テム 領域 の 間 に マ シン 語 領域 を 確保 する に は , ($059D,$059E) の 
ポイ ンタ を 書き 換え CLEAR 文 を 実行 し て お きま す . そう し て お く と , (⑬059D,$059E) が 示す ア 
ドレ ス か ら シ ステ ム 領 域 の 間 に つく られ た 領域 は 。 それ 以後 の CLEAR 文 に よっ て も 影響 され な 
い 領域 と な り ま す . 


スタ ッ ク 領 域 


ュー (059D, $059E) 


($059D, $059E) に ー “ 


シス テム 領域 


シス テム 領域 


区 2-19 マン ン 語 領域 の 確保 (2 2) 


2-9 BASIC の 未定 義 命令 


F-BASIC V3.0 に は 。 い くつ か の 未定 義 命 令 が あり ます . これ ら の 命令 は , 以前 サポ ー ト され 
て ぃ いて 使用 きれ な く な っ た バブ 7 レ メモ リ お よび ライ トペ ン に 関す る 命令 で す . これ ら の 命令 は 
RAM |[ の フッ ク を 通じ し て エラ ー ル ー チ ン へ ジャ ンプ する よう に な っ て いま すか ら , フッ ク の 飛 


2-10 EXEC 文 に パラ メー タ 指定 


び 先 を 変え れ ば 別 の 命令 と し て 使用 で きる わけ で す . 未定 義 命令 と その フッ ク の アド レス は , 商 
の と お り で す . 


BUBINI …… の … $05D3<$05D5 
BUBVW 0 …… の tt $05D6<$05D8 
は 則 多 民 yesaesseses $05D9 て $05DB 
の 思 N Sueietoeses $0251 ン $0453 


V3.3 の 場合 。 フック は 使わ れん て お ら ず 直接 エラ ー ル ー チ ン に エン トリ し て いま す . 
た だ し V3.3 の BASIC は RAM 上 に あり ます か ら , 書き 換え る こと は 可能 で す , それ ぞ れ の 未 
定義 命令 の ジャ ンプ テー ブル の アド レス は 次 の と お り で す . 


BUBINE …… の … ゃ 9B97。 19B98 
BUBW 0 …… の ie 9B99, 19B9A 
人 は 則 民 eee2seeosse $9B9B, $9B9C 
了 下 NN| | Sueeeee $987B. $987C 


2-10 EXEC 文 に パラ メー タ 指 定 


BASIC イ ンタ ー プ リタ が コマ ンド を 実行 する と き は , 中 間 コ ー ド に 従っ て その 処理 ルー チン 
の エン トリ アド レス を 求め て その アド レス を サブ ルー チン コー ル し て いま す . 各 処 理 ル ー チ ン 
で は 中 間 コ ー ド に 続く テキ スト を パラ メー タ と し て 読み 取っ て いき , それ に 応じ た 処理 を 行なっ 
た 後 , リタ ー ン する わけ で す . 

EXEC 文 は , この 処理 ルー チン の エン トリ アド レス を パラ メー タ と し て 号 え る も の で す . で す 
か ら 他 の コマ ンド や ステ ー ト メン ト は , EXEC 文 で 代用 する こと が で きる わけ で す 。 た と え そば 次 
の よう な 文 を , F-BASIC V3.0 で 実行 し て みて くだ さい . 


EXEC &HDDA8 (250, 80), FM7, 6, 5, 4 


画面 中 央 に 緑色 で FM と 表示 され まし た ね . &HDDA8 と いう の は , SYMBOL 文 の エン 
トリ アド レス で す . で すか ら 先 ほど の 命令 は , 次 の 命令 と 同じ 働き を する わけ で す . 


SYMBOL(250, 80), “FM, 6, 5, 4 


つま りこ れ で わか る と お り , EXEC 文 で パラ メー タ の 受渡 し を する こと が で きる の で す . し か 
し その た め に は , BASIC の コマ ンド 処理 ルー チン と 同様 の 処理 を 行なう 必要 が あり ます . パパ ラメ 
ー タ の 読み 取り は 複雑 な 処理 に 思え ます が , BASIC ROM 内 ルー チン を 使え ば 割 と 筒 単に で き 
ます . この 使用 方 法 は , テキ スト ユー ティ リティ の 中 で 多用 し て いま す の で 関心 の ある 方 は , プ 
ログ ラム を 解析 し て みて くだ さい 、. 


っ ら / 
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2-11 裏 RAM から BASIC ROM ルー チン を コー ル 


ド -BASIC V3.0 に は , 埋 RAM と 称 さ れる RAM 領域 が あり ます . これ は バン ク 切 り 奉 え に よ 
っ て BASIC KROM(V3.0) と 切り 替え て 使用 きれ ます . で すか ら 裏 RAM に お いた マシ ン 語 プロ 
グラ フラム か ら , BASIC の ROM 内 ルー チン を 利用 する と き に は 工夫 が 必要 で す .。 

普通 は ROM 内 ルー チン コー ル 用 の ジャ ンプ テー ブル を 作っ て お く 方 法 が と られ ます が , ジャ 
ンプ 光 が 多く な る と な か な か 大 変 に な り ま す . そこ で スタ ッ ク を 利用 し て ROM 内 ルー チン の 実 
行 を 行なう シス テム コー ルル ー チ ン を 考え て み ま し た . 

使い 方 は まず リス ト 2-7 の プロ グラ ム を , 裏 RAM 以外 の RAM 領域 に 置き ます . そし て 裏 
KAM の マン シン 語 ルー チン か ら ROM 内 ルー チン へ ジャ ンプ する 命令 , 


。 JSR $XXXX 
また だ は 。 
JMP $XXXX 


を 次 の よう に 書き 換え ます . 


JSR SYSTEM 
JSR $XXXX 
まだ は 
_ JSR SYSTEM 
JMP $XXXX 


これ だ け で 正常 に ROM 内 ルー チン が 実行 され , 実行 終了 後 , 裏 RAM の マシ ン 語 ルー チン に 


衣 和 件 が 戻っ て きま す . 
リス ト 2-7 シス テム コー ル 
EE 
U1000 いる する も を も も も も すもも も も を も も も も も も も る も も すす も する 
01010 し SYSTEM CA し し L ホ ボ 
01020 氷 KEISN| 2 ティ ( う V う .0 ※* 
01030 いて も も を を. も も も る 《 を を も を すす も も すもも も る する も る も す パ 
01032 UPT NUGEN 
01034 7000 URG $7000 
01040 7000 32 4 SYSTEM LEAS ー す 。 
01050 7002 34 1 PSHS じじ 。 朋 ,X 
01060 7004 RE 68 し DX 8.S 
01070 7006 A6 80 LDR 人 X 
01080 7008 81 『4 コ CMPA 村 $/E 
01090 7008 27 1 9 7025 BEQ JUMP 
01100 700C 30 02 LEAX 2.X 
01110 7Z00E RF 68 っ 「X 6.S 
01120 7010 AE 中 コ し DX = 。 交 
01130 7012 AF 64 STX 4 。 さ 
01140 7014 30 8C 0? し ヒ EAAX く RE T , PCR 
01150 7017 AF 66 っ 「X 6 ,S 


っ ざ 


01160 
01170 
01180 
01190 
01200 
01210 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01290 


7019 
701C 
701E 
7020 
7023 


7025 
7027 
7029 
702C 
702E 
7030 


7000 


RET 


JUMP 


BT「a 
PULS 
PSHS 
っ 「 
PULS 


LDX 
っ 「X 
BTTR 
PULS 
LEAS 
RTS 


END 


$FDOF 


CC し. 月 ,X,PC 


SYS「EN 


2-12 


BASIC ブ ログ ラム 復活 法 


TUTRAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MRRNTNGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN DDR=7000 
PRUGRAM END RDDR=7030 
PRUGRRNM ENTRY AOOR=7000 


2-12 BASIC プロ グラ ム 復 活 法 


NEW コマ ンド を 実行 する と , BASIC プロ グラ ム は 消え て し まい ます . し か し 実際 に メモ リ か 
ら 抹消 され て し まう わけ で は な く , プロ グラ ム の 最初 の リン ク ポ イン タ と プロ グラ ム の 終わ り を 
示す ボイン タ ($35, 360) が クリ ア さ れる だ け で す . し た が っ て これ ら の 値 を 戻し て や れ ば , プロ グ 
フラム が 復活 し ます . 

さい わい , F-BASIC V3.0 の 内 部 に リン ク ポ イン タ 再 設定 の ROM 内 ルー チン が あり ます . こ 
れ を 利用 する こと に し ます . この ルー チン を コー ル す る と 。 リ ンク ポイ ンタ の 値 が 修復 され X レ 
ジス タ に ブロ グラ ム ・ エ ンド の アド レス が 格納 され て リタ ー ン し て きま す . BASIC プロ グラ ム 復 
活 の プロ グラ ム を リス ト 2-8 に 示し ます . 


リス ト 2-8 プロ グラ ム 復 活 (V3.0) 


UU100 し る も すもも も も も も すもも する も 《 も すす すもも す 《 も を 6《 す る 3 る 
00110 い BASTC フッ カツ * 
00120 ( LIST 2-8 ) VS.0 に 
001 30 涼 玉 未定 玉 玉 玉吉 求 求 来 求 求 氷 来 氷 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 氷 来 玉水 水玉 
00140 UPT NUGEN 

00150 5000 URG $5000 

00160 氷 

00170 5000 6C 2F_ 00 る 3 ENTRY INC L$33] 

00180 5004 BOD じ 730 J ゝ ド ゃ し 730 

00150 5007 30 02 LEAX 2,X 

00200 5009 9F 35 STX $35 

002Z10 SO00B 39 RTS 

00220 S000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRRM BEGTN ADDR=5000 
PRUGRAM END RaDDR=S00B 
PRUGRRM ENTRY AODR=5000 
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V3.3 の 場合 に は , 次 の 命令 を ダイ レク トモ ー ド で 実行 すれ ば , BASIC プロ グラ ム を 復活 させ 
る こと が で きま す . 


POKE &HFD92.0: POKE &H7C03, 1 : EXEC &H9521 
2-13 テキ スト ユー ティ リティ 


2-13-1 テキ スト サー チ & リ プレ イス 
これ は , BASIC テキ スト の 文字 列 を サー チ し 更に それ を 別 の 文字 列 に 置き 換え て 再 格 納 する 
プロ グラ ム で す ( リ スト 2-9). 動作 する F-BASIC は V3.0 の み で す . まず CLEAR, &H6F00 品 
で マシ ン 語 領域 を 確保 し ます. それから $6FOO0 か ら プ ログ ラム を ロー ド し て , EXEC &H6F00 
| で 実行 し て くだ さい . テキ スト サー チ & リ プレ イス の プロ グラ ム が , 未定 義 命令 の BUBR に 
割り 当て られ ます . 実行 を 終了 する と き に は , も う 一 度 EXEC &H6F00 回 を 入力 し て くだ さい . 
テキ スト サー チ & リ プレ イス の 実行 コマ ンド 形式 は , 次 の と お り で す . 


BUBR [, 開始 行 番号 ][- 終 了 行 番号 ] 文字 列 1 [TO 文字 列 2」[, [NJLL」] 


N の 指定 が ある と 行 番号 の み を 表示 し ます . また 上 の 指定 が ある と , サー チ 結 末 を ブリ ンタ に 
出力 し ます . 文字 列 2 が 指定 され る と サー チ さ れ た 文字 人 列 1 が 文字 列 2 に リプ レイ ス さ れ ま す . 
この リプ レイ ス を 使う と ちょ っ と 面白 いこ と が で きま す . 


10 '@4 COLOR REM 
BUBR “@” TO CHRS(17) 


注釈 文 が 緑色 に な り ま し た ね . これ は CHR$(17) と いう 制御 コー ド を 使っ た も の で す . これ で 
つく っ た 行 に 対し て は , スク リー ン エ ディ ッ ト で き な く な り ま す . 


リス ト 2-9 テキ ス ト サ ー チ & リプ レイ ス 


ADR : +0 +] +2 + る 3 + す 4 +5 +6 + ア イア +8 +9 + +B +C +TD +E +F  : [csJ 


6FUO 8E CF 08A BC 05 DA 2?7 15BF 05 DA 86 39 BZ 02 9F F ぅ 
6F10 a7 8C ED E 8C 50 34 10 30 8C 4C 20 22 30 8C SF 67 
6F 20 BF 05 DA 86 7E B7 02 9F 30 8C 4 BF 02 80 86 FF E6 
6F 30 2927 00 9?7 01 OF 02 OF 03 BE 05 9?D RF 8C 35 30 8C DE 
6F 40 BE 34 10 30 8C 17 BD 9B DB 35 10 BF 05 ?0 30 1F FD 
6FS0 95F 45 30 82 FE D4 5F 3F BD 8F 51 ZZE 8F E1 42 55 6F 
6F60 4 52 20 4F 4E OD 08 00 42 55 42 52 20 4F 46 46 8E 
6F 70 OL 08R 00 00 00 81 C9 26 05 CC CS 08 ED E4 39 4F YE 
6F80 SF DD 37 8BE F ヶ FF ?90 08 OF 27 81 2E 27 04 81 FE FD 
6F90 26 09 BOD ?F 62 0C 27 ?E 4B ?F 3?7 81 DR 26 14 8E 02 
6Fa0 F ゥ 9 FF 9D D2 81 2E 27 04 81 FE 26 07 BOD ?F 62 0C B/ 
6FBO 27 9E 4B ?F 39 0D 2?7 27 03 BD 92 92 OF 20 OF 27 8 し 
6FCO BD 98F1 0D?7 C1 27 52 59F 67 9D D8 81 CD 26 21 03 =】 2 
6FDO 20 9E 3F D6 C1 DE 67 9F 67 6 CO 7 80 ?2C 45 27 74 
6FEO 40 5RA 26F5S ?90 02 BD 98F1 D?7 C4 9F 8F 17 01 1E 6 ツ 


60 ソ 
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6FFO 2D D8 27 1E BD 92 92 81 4E 26 04 03 27 90 D2 81 RE 
L CS 」 296 20 21 65? E7 18 BS5 BF Aa7 C8 45 BD 61 CC 74 18 CD 
ADR +0 +] +2 + る +4 + す 5 +6 + イ 了 +8 + す の + +B +C +D +E +F Lcs』 
7O000 4C 26 OF 86 11 97 BF CC 03 00 FD 02 E6 BOD CE DF 8 し 
7010 2D D2 9D D8 BOD @F SC 20 10 7E 96 6 る 3 C6 0D 7E 8D 2 1 
020 D1 C6 OE 7ZE 8D D1 ZE D2 CD DC 37 BD 8F 1E 9?9F 4F 09 
7030 BD D6 78 OF 28 EC 84 27 0Z7 EE 02 11 93 39 23 06 D6 
7040 BD CE 4B 7ZE 8F E1 DF 4?7 DF 4B BD C1 69 8E 04 3D し 
7050 20 02 9E 23 3 る 3 01 DF 23 D6 C1 DE 67 6 0 27 38 りく 
YO60 1 CO 26 EE 5 26 FSS 97 28 0D 20 27 31 DO C1 30 EF 
7070 5 ?F 25 50 6 85 87 80 26 Fa D6 C4 33 85 11 83 F 1 
7080 05 3C 22 82 6 2 7 85 9C 25 26F8 DE 8F ら SD 27 ノウ 
7090 C う 6 CO 7 80 5 20F7 0OD 28 27 19 80D 1E DC 4B 08 
『40「^<16 DU 6 BD B6 15 BD 9?C 22 00D 27 26 09 8E 04 3D BD ィ 7 ら 5 
7O0BO D9 OF BD 9B 50 ?%E 4F AE 4 16 FF 72 DC 4B DD E4 1 ヒ 上 
YOCO FU 03 3 7F 03 3C BE 04 3 る 0 9F D9 30 1F BD C2 88 りら 
7ODO DD 13 DC E4 DD 4B BD 8F 1C 9F 49 250959FaAa2 8E 4 ら 
7OEO 4 ?F 4 BD 9F D3 B6 03 3C 27 1E 9E 4B 5?F ^a6 DC k^ 
7O0FO 3 ぅ 5 DD 61 D る 3 13 DD 5F BD 8D 93 CE 0 38 6 CO Aa7 88 
[cs] 8B EC DO 57 62 EE 89% 05 46 DD DD C8 C1 21 28 B5 10 
ADR +O +] +2 + る +4 + +6 + イ ア + 昌 + す 9 + 人 Q +B +C +D +E +F [ cs] 
100 80 2?C 63 26 F8 59E SF 9?9F 35 9E 49 BD C7 32 の E 4@45 ヒヒ 
7110 2F 41 9E 35 9F 3B 9F 3D OF 4D OF 4E BD 8F 95 39 3C 
?1 20 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
1 30 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7140 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7150 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
?160 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71 70 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7180 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 190 00 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
?1a0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 1B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
?1CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
1D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
1EO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
1FO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
[Cs 」 1F DD 01 5B 7 D9 FE DC 44 EB 58.0B 84 C1 る 33 7E ノ 仙 


SRVEM "L2ー9M"、&H6FO00,&H71 1F , &H6F00 


前 
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2-13-2 拡張 AUTO&EDIT 
この 拡張 AUTO は , BASIC の AUTO コマ ンド に 対し て 次 の 機能 拡張 を 施し た も の で す . 


① フル スク リー ン エ ディ ッ ト で , 入力 中 の 行 以外 の 修正 も 可能 . 
② 文字 列 オ プシ ョ ン に より , DATA 文 , PLAY 文 等 の 入力 が し や すく な っ た . 
③ 既に 存在 し て いる 行 に 対し て は , その 行 全体 が 表示 され 修正 も 可能 . 


この コマ ンド 形式 は 次 の と お り で す . 
PEN AUTO [ 行 番号 ][, [増分 値 ][, 文字 列 ]] 


払 張 EDIT は ,. ロール アッ プ ダ ウン 可能 な フル スク リー ン エ ディ タ で す . これ に は テキ スト を 
上 下 に スク ロー ル 表 示し て いく スク ロー ルモード と , 表示 され て いる 画面 を 修正 する エディ ッ ト 
モー ド が あり ます . 2 つの モー ド は , リタ ー ン キー で 相互 に 変換 され ます . 有効 な コマ ンド は, 
以下 の と お り で す . 


[スク ロー ルモード ] 


・] 行 ロ ー ル ダウ ン 
・ 1 行 ロ ー ル アッ プ 


SHIFT 十 | 1 | ペー ジノ フッ グ 
SHIFT|T| 」 | ーー ジ ツマ ォ ワー ド 


・ 連 続 ロ ー ル ダウ ン 
DUF ・ 連 続 ロ ー ル アッ プ 
・ エ ディ ッ ト モ ー ド に 切り 換え 
・ 終了 
[エディ ッ ト モ ー ド ] | 
・1 画面 や り 直し 
CTRLTIC ・ カー ソル 位置 に 1 行 イ ン サ ー ト 
部 ・ 入 力 後 , スク ロー ルモード に 移る 
・ 終了 


この プロ グラ ム は まず CLEAR, &H6B00 で マシ ン 語 領域 を 確保 し て か ら $6BO0O0 か ら ロ ー 
ド し て , EXEC &H6B00 [で 実行 し て くだ さい (動作 する F-BASIC は V3.0 の み で す ). テキ ス 
ト サ ー チ & リ プレ イス と 同様 に 未定 義 命令 の PEN に 割り 当て られ ます , 終了 する と き に は , EX 
EC &H6B00 [に て PEN へ の 割り 当て を 解除 し て くだ さい . 
な お , 拡張 EDIT の コマ ンド 形式 は 次 の と お り で す . 
PEN EDIT [ 行 番号 ] 


6 グ 
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リス ト 2Z-10 拡張 AUTO&EDIT 


RDR : +0 +]1 +2 + る +4 + す 5 +6 + ア +8 +9 + +B +C +D +E 
6B00 : 8E CF 0 BC 02 58 27 12 BF 02 58 86 る 9 a7 8C 
6B10 : 8E 8C 50 34 10 30 8C 40 20 1E 30 8C 48 BF 02 
6B2Z0 : 86 FF 9?7 00 97 01 OF 02 OF 03 BE 0S 9D RF 8C 
6B30 : 30 8C CC 34 10 30 8C 17 BD 9B DB 35 10 BF 05 
6B40 : 30 1F ?F 45 30 89 FE D4 5F SF BD 8F 51 7E 8BF 
6BS0 : S50 45 4E 20 4F 4E 0D 0 00 50 45 4E 20 4F 46 
6B60 : OD 08 00 00 00 9D D2 27 0 81 9 10 27 01 1B 
6B70 : 2D 27 03 7E 92 aA0 8E 03 E8 ?F 9E 8E 00 0a 9%F 
6B80 : OF C1 OF C4 OF AaC OF 27 9D D2 27 35 81 2C 27 
6B20 : BD ?F 62 9E 4B 9F 9E ?90 D8 27 26 BD 92 92 8 ョ 1 
6BRU : 2ZZ 10 BD 9 3 9E 4B 9F a0 26 03 7E 96 63 9D 


+F 
FO 
58 
33 
9D 
E1 


81 
RO 
OB 
Z し 
D8 


46 ・ 
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6E50 F2 50 5 58 30 CS 8C 71 45 25 0OC AF 8D 02 E4 1 ァ / り 3 
6E60 00 CF 17 01 2 24 E3 17 00 Ba 16 FE 7C EE 8D 02 F6 
6E70 DO E6 5F 27 0OD 8D 32 Sa 26 FB 17 00 F? 17 01 36 DF 
6E80 20 1F 17 00 EF EE 8D 02 B8 EF 8D 02 Be6 C3 00 01 72 
6E90 BD 8F 1E EE 84 27 0OD EC 02 17 01 23 8D 0B 5S^8 26 5 1 
6EAO FB 17 00 8D 8D 7E 16 FE 40 34 04 30 8D 01 93 C6 4D 
6EB0 03 17 01 4E 30 8D 02 91 EE 81 EF 1 aAC 8D 02 81 ED 
6ECO 26 F6 94F GF ED 1E 43 53 ED 1C EE 8D 02 75 33 5C F5 
6EDO EF 8D 02 6eF 35 884 17 00 80 17 00 B3 25 15 17 00 らら 8 
6EE0O DE BE 71 45 30 01 26 04 FO 71 48 5a 8D 0 5A 26 7 
6EF0O FB 8D 3E 8D 2F 16 FD F1 34 04 30 80 01 47 C6 43 CC 
LCS ] 69 SF 1 E EF 1B 58 DO 18 14 6D 86 6F 92 29 F4 DF 
ADR +0 +] +2 + る +4 + す 5 +6 + ア +B + の 9 + 仙 + 日 +C +D +E +F [cs ] 
6FO0O 1?7 00O FF AE 8D 02 3 30 1C EE 83 EF 04 8C 71 45 ィ F 
6F 10 26 F7 4F GSGF ED 02 43 53 ED 84 3 る 3 8D 02 27Z EF 8D  : 26 
6F20 02 21 35 884 EC 80D 02 1B 83 71 45 654 54 BD Da 6D ら 7 
6F 30 3?9 8D F1 DC 4B BD B6 15 BD 9C 22 8E 04 3D BD 09 46 
6F 40 0F E 8D 01 FE DE 4B EF 81 4F 06 C1 CE FF FF 58 EE 
6F50 ED 81 27 04 EF 81 20F7 39 33 8D 01 EB F6 03 0D 08 
6F60 A6 C4 4C 26 06 33 44 5 26 F6 39 EF 8D 01 D4 EC 4 すら 
6F70 C4 DD 4B 39 EE 8D 01 C9 F6 03 0D 33 5SC Aa6 C4 4C B5 
6F ヨ 0 26 04 5a 26 F6 る 9 EF 8D 01 B9 EC C4 DD 4B 39 DC FC 
6F90 42B 9E 33 EE 4 27 05 10 3 02 22 03 1 01 39 10 F8 
6FA0O AE C4 27 OB 10 3 42 23 06 AE 84 EE 84 20 FO EC 62 
6FBO 02 DD 4B 1C FE 39 DC 4B BD 8F 1E 24 04 SF 39 DD AB 
6FCO 4B C6 06 34 10 AE 02 8C 27 10 24 13 5 8C 03 E8 D6 
6FDO 24 OD Sa 8C 00 6@4 24 07 5a 8C 00 0 24 01 Sa 35 4 
6FEO 10 34 04 BD C1 6 の 9 3 く an の 9 FB C4 35 04 33 C5 4F D6 20 
6FFO : C3 34 06 34 02 1F 30 6e6C E4 3 61 22 Fa 35 44 D/ 4 ン 
LCS 」 41 F る 3 28 BD ED 43 80 6F E6 F5 30 5E 27 9B 1C 36 B ら 5 
ADR +O +] +2 + る +4 + す 5 +6 + イ +8 + す 9 +Q +B +C +D +E +F  : [CSJ 
『401016 C1 39 1 50 B6 FD 05 2B FB 86 80 B7 FD 05 34 14 49 
7010 CE FC 82 30 8D 00 18 C6 00 6 80 7 CO 5 2Z6 F ラ ト 内 
7020 35 14 6 80 7 CO 5 26 F9 7F FD 05 1C AF 39 3F  : 13 
7030 31 32 3 34 35 36 37 38 93 D3 BF 90 OF 33 B7 D4 F6 
7040 0D 39 7E E8 2E BE 3C EO CE 40 00 BD E2 F4 DC 1F 20 
7050 9 る 3B B5 D4 09 DD 1F FD D4 OE B7 D4 09 8E CO 00 1D 
7060 80D 11 8E C7 DO 8D OC 4F 97 7D 4C 9?Z7 /E BD E3 31 > だ 1 
7070 7E E2 C5 34 10 DC 36 3D 33 8B 93 35 30 8B EC 83 68 
ィ 7080 36 06 aAC E4 26F8 35 90 DC 58 DO 79 5F DD 345 7E 3 
?Z090 : E1 FC DC 79 DD 58 BD E3& C3 96 58 E6 a4 2B 01 4C Ba 
70A0 91 4E 25 01 39 BD E2 21 34 06 4F 5F 93 3B B5 D4 3D 
7OBO 09 0D 23 26 1F CE 3E 80 30 CB 8C E4 27 2B EC 83 ら 6 
7OCO 36 06 EC 89 40 00 ED C9 40 00 EC 89 80 00 ED C9 ヶ ワン 
YODO 80 00 20 E6 CE BE 80 30 CB 86 E4 8 80 7 E4 し ら 8 
7OEO E4 27 06 EC 83 36 06 20F6 B7 D4 09 35 90 596 58 1 9 
7OFO0 : 9E SC E6 84 2B 01 4C 91 4E 24 26 9Z ?7D 34 04 BD UE 
L cs ] 89 C8 C3 4E 4D 97?7 1C 76 52 14 1C AS5FOE4 07Z7 %E  : 78 
QRDR : +0 1] + す 2 + ス る +4 + す 5 +6 + ア 7 +8 19 + TB +C +D +E +F LcS」 
7100 : E2 08 34 20 CE CO 00 8D 21 35 10 CE CZ DO 8D 18 じ B 
7110 : 96 7D 4C 9 の 97 7E BD E3 28 E6 EO 28 05 96 /D BD E2 ヒ 
ィ 7120 : C7 OF 0O DC 58 DD 45 7ZE E1 FC 34 10 DC 36 3D 31 ・ 。 4B 
ィ 7130 : CB 93 35 30 CB aC E4 27 06 EC 83 ED 3 20F6 35  : 5?5 
7140 : 90 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 9?0 
ィ 7150 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 000 
ィ 7160 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 170 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 7180 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 7190 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
?1A0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71B0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 0O0O 
71CO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : OO 
= 


6 タダ 


2-13 テキ スト ユー ティ リティ 


7100 : 00000000000000000000000000000000 ジ OO 
71E0 : 00000000000000000000000000000000 ジ OO 
71F0 : 00000000000000000000000000000000 ジ OO 
Lcs」 : 9 27 B5 C3 6F 06 OC Sa EE FDF1 DO DC 3 70 62 : 1E 


SAVEM "L2-10M"。&H6B00.&H71A8.&H6BO00 


2-13-3 行 の 複写 , 移動 

プロ グラ ム を 入力 する と き に 同じ よう な 処理 が いく つか 出 て くる こと が よく あり ます . また 入 
カカ し た 処理 の 順番 や サブ ルー チン の 位置 を 変え た た く な る と き が あり ます . この 作業 は , F-BASIC 
の スク リー ン エ ディ タ で は 非常 に 面倒 で 間違え や すい も の で す . そこ で これ を コマ ンド 入力 で 目 
動 的 に や っ て し まお うと いう の が , この ユー ティ リティ で す . 

この プロ グラ ム で は , コ マン ド の 拡張 定義 と いう 方 法 で COPY と MOVE の 2 つの コマ ンド を 拡 
張 し て 使用 し て いま す . コ マン ド の 形式 は 次 の と お り で す (動作 する F-BASIC は V3.0 の み で す ). 


COPY 行 番号 1[- 行 番号 2」, 行 番号 3[, 増分 値 」 
MOVE 行 番号 1[- 行 番号 2 行 番号 3[, 増分 値 」 


どちら も 行 番号 1, 行 番号 2 で 記さ れる 箇 囲 が 複写 元 (移動 元 ) で , 行 番号 3 が 複 全 先 (移動 先 ) を 
示し ます . 

プロ グラ ム の 起動 , 終了 方 法 は チ テキ スト サー チリ プレ イス と 同じ し です. $6F00 が プロ グラ ム 
の ロー ド 開 始 ア ドレ ス , 実行 開始 アド レス で す ( リ スト 2-11). 


リス ト 2-11 行 の 複写 , 移動 


ADR : +0 +] +2 + る +4 + す 5 +6 +7 ア +8 +@ の 9 + + せ B +C +D +E +F  : [csS] 


6FO00 : 86 06 B1 02 03 27 22 B7 02 03 8E 80 30 BF 02 04 : 48a 
6F10 : 8E 922 8a0 BF 02 10 86 39 B7 02 9F 7 8C EZ2 RE 8C  : F ア 7 
6F20 : 57 34 10 30 8D 00 5C 20 37 86 08 BZ 02 03 30 8C  : 11 
6F30 : SE BF 02 04 30 80 00 8B BF 02 10 30 8D 00 76 BF : 2E 
6F40 : 02 086 7E B7 02 ?%F 86FF 9?7 00 9?7 01 OF 02 OF  : D2 
6F50 : 03 BE 05 9?0 F 8C 21 30 8C 5 34 10 30 80D 00 1 : 38 
6F60 BD 9B DB 35 10 BF 05 %0 30 iF ヶ F 45 30 82 FE D04 ウ 7 
6F 70 2F 3F BOD 8F ら 51 Z7E 8F E1 00 00 43 4F 5S0 59 20 4F 1 3 
6F80 4E OD 0 00 43 4F 50 5% 20 4F 46 46 0D 0 00 43 に ら 
6F90 48 41 49 CE 45 52 41 53 C5 4C 4C 49 53 D4 4C 50 う 4 
GoF 0 52 49 4E 0D4 53 4F 55 4E C4 50 4C 41 02 93 4F 50 っ E 
6FBO 09 4D 4F 56 CS5 81F5 22 09 81 F4 25 05 CC CS5 08 6 ウツ 
6FCO ED E4 39 1F 82 90 02 COF4 27 06 5 27 04 7E 22 7 
6FDO QRO0 Co 5F D7 20 BOD ?F 62 BD 8F 1C ?F 84 ?0 D8 81 FB 
6FEO Da 26 05 9?0 D2 BBD?%F6e620C 4BC300 01 BOB8F 1E 8/ 
6FFO 2?F 86 DC 6% 23 84 22 03 ZZE 96 63 D ぅ 3 35 C3 00 80 68 
Lcs 」 F1 FD EF C8 3/Z 9B 65 72 27 EB 75 0 1B 30 BB C2 7 


65 


第 2 章 F-BASIC の 内 部 構造 


7010 SF 2 8E 00 0 90 D8 27 OB BD 92 92 BD の 8 5 _BD 8F 
7020 59F GSGC 9E 4B 9F 7aA BD 8F 51 %E 84 DE 3F 3 ぅ 3 44 11 61 
7030 9? 41 25 05 C6 OE 7E 80 D1 %9C 86 27 1B EC 02 ED ED 
7040 SC DC 2 81 FaA 24 OE ED SE D3 7 24 02 86 FR DD 82 
7050 2 AE 84 20 D8 7E 96 6 く 3 86 FF 8a7 5C 10 9 の 9E 3F EC 84 
7060 22 80 52 24 FO 3 る 1 24 86 FF 1 4 26F2 10 2E 3F 3 の 
070 EC 4 81 FF 27 42 8D 3D EC 84 DD SF 93 69? DD 13 DB 
7080 CE 03 3C 6 80 7 CO 9C SF 26 F8 EC 22 FD 03 3E FF 
7090 0 23 DC 35 DO 61 D3 13 DD SF BD 80 %3 CE 03 3C 0B 
『40「<16 a6 CO 7 80 9?C 6 くく 26F89E5SF 9F3559E6928BD CZ 06 
7O0BO <2 ふう 1 24 20 BB 7E 8F 1E OD 20 27 OF 10 ?F 78 10 2 ァ / 
70CO SE る SF る 1 22 10 9F 88 EC 4 20 1E 10 9E 3F EC ^ 失 4 BZ 
『401516 1 FF 27 12 8D DF EC 4 DD 4 BO ?F 05 9E 6 BD 0B 
YOEO C7 32 3 る 1 24 20 E8 CC 00 00 80 Ca 86 FF 33 04 RE E 3 
7O0FO 4 9F 76 AE CO 8C FE F2 26 1B 33 43 AE SE ? ヶ F 7 ら F 
L CS ] 6Q 93 4B Ba 8C 9 7B 43 47 FO 23 8E DO F?9 05 FB 90 
ADR +O +] +2 + ス +4 + す 5 +6 + イ ア +8 +9 +Q +B +C +D +E +F [cs] 
7100 10 9E SF aE 4 9C7a27 08a4a1 4 27 08 31 24 20 6D 
110 F2 AE 22 AaF SE 11 9 く 76 2609 9E 7?76 10 AE 84 2Z7 65 
1720 1A 0D 20 26 0 10 E 02 20 C3 10 %9E 88 31 24 10 B0 
1 30 SF 8 10 9C 78 22 04 EC 4 20 aE 7E 8F E1 00 00 BD 
ィ 7140 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7150 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 160 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7170 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 180 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 190 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 1A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 1B0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 1CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 1D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 1E0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71FO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LcS 」 BB E1 91 1F 7F DF BF 8BF2 5D 00 B9 2F F1 CC 57 3F 


SAVEM "L2-11M'.&H6FO00.&H713D,&H6FO0O 


RI 


2-13-4 クロ スリ ファ レン ス 

GOTO 文 の 飛び 先 。 サ ブル ー チ ン の 使わ れ 方 , RESTORE の 行 な ど , 行 番号 の 使用 状態 を 調べ 
る ユー ティ リティ で す . 

使用 され る 命令 ご と に 分 類 さ れ て , 


指定 され た 行 ~ 指定 し て いる 行 


と いう 形式 で 出力 され ます ( 図 2-20) 
プロ グラ ム の 実行 は 。 CLEAR,&H6F00 と し て か ら $6F00 か ら ロ ー ド し て EXEC 層 H6F00 
で 実行 し ます (動作 する F-BASIC は V3.0 の み で す ). 
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2-13 テキ スト ユー ティ リティ 


50T0U。 。 

90 ペー 150 

さら 6 〇 ベー 6O 

44O ペー 540 

ウ さ ふつ ミー 47O 48O 

う ウ /O ベー 920 

610 ミー 650 66O 67O _ 680 69O 70oO 
ら 6〆CO “で ー 7 る O 760 86O 

ら 6 ふ O ベー 6 ら 63O 

6 うつ 0 マー 630 

66 〇 O マー 63O: 

6/O ヾ マー 63 ふ 30 

68O で <ー 6 ら 63O 

69O マー 63O 

ZOO ベー ら 6 る O 

COUSUB 。。 

18O ベー 61O 65O 66O _ 670 68O 69O 70O 900 
RESTOURE 

10 で ー さる O 


フジ の O ベー 340 
ぶさ 〇 マー 950 


260 <ー 970 
2-20 クロ スリ ファ レン ス 出 力 例 
リス ト 2-12 クロ スリ ファ レン ス 

DR : +O +] +2 る +4 + す 5 +6 + イ +8 + の 9 +Q +B +C +D +E +F  : [cs] 
6FO00 : BOD 8F 51 17 02 36 CE 00 00 8E 80 00 59F AO EF 81 ・ イア 
6F10 : 8C FC 00 26 F9 17 02 2 9E 3 る 3 20 04 9E 9E E 4  : 4D 
oF20 : ?F 9?E EC 81 10 27 01 657 EC 1 DD 47 9F D9 20 02  : 64 
6oF30 : ?0 D2 9D 0D8 81 3 27 F8 4D 27 E1 81 8C 27 DD 81 ・ 。 全 ら 
6F40 : 8D 27 09 81 FF 26 04 90 D2 20 E5 1 83 26 07 BD  : 99 
6F5S0 : ?0 0 9D D8 20 DC 1 22 26 0B 90 D2 81 22 27 DO : 7E 
GF6O : 4D 27 CF 20 F5 81 FE 26 OE 9D D2 9E 0D9 81 F2 27  : 8 ョ BB 
6F7U0 : 33 30 8e6 5?9F DD9 20 B9 81 87 26 0B SF 9D D2 81 CD : 8F 
6F80 : 27 01 SC 16 00 C2 81 0 26 4B 90D D2 81 E5 25 2 : BD 
6F9O0 : 81 E7 23F6 AE 5F 00 D9 8C FE F2 26 95 C6 03 D7  : 7E 
6FAO : C1 16 00 88 30 1F AaA6 2 1 20 27 Fa 9F DO9 GF 81 10 
6FBO : 88 10 27 00 93 81 06 10 27 00 8D 1 8F 10 27 00 : B4 
6FCUO : 87 81 8B 10 27 00 1 C6 02 81 8 27 7B 5C 81 9C  : る 9 
6FDO 2/ 7/6 7E 92 80 81 97 26 30 9%90D D2 C6 0 1 9B 27 っ う 6 
6FEO 20 81 CB 27 1 81 B1 27 13 81 B2 27 OF 8aE 9F 00 し F 
6FFO 0D9 8C FF ^a9 10 26 FF 3 90 D2 20 0 BOD 92 88 C6 AB 
LcS ] BR 2B 1E D4 DB 7AF?% 6a a0 31 2E AaA6 70 8 2C 8C E6 
ADR +O +] +2 + る +4 + +6 + イ +8 + の 9 +Q +B +C +D +E +F [cs] 
YO00 04 D7 C1 9D D2 90 D2 20 41 1 99 27 39 81 9 27 ウ ァ / 
7010 3 う 5 81 9D 27 31 1 9E 27 20 81 aA1 27 29 81 BB 27 F 
7020 06 81 FO 10 26 FF 09 9D D2 10 27 FF 05 81 2C 27 うる 
7030 15 81 DO 27 11 81 2E 27 0OD 81 FE 26 06 C6 0 D7 D8 
7040 C1 20 0% BD 98F1 C6 05 D7 C1 90 D2 90 D8 10 27 RE 
7050 FE EO 81 2C 27 F4 81 DA 27 FO 81 2E 27 EC 81 FE ら の 
7060 10 26 FE CE BOD 9 の 8 3 17 00 D2 9E AO D6 C1 E7 80 BB 
7070 DC 4B ED 81 DC 47 ED 81 5?F AO 17 00 CS 20 CO 17 45 
7080 00 BaA 10 8E 80 00 30 a4 30 05 9C AO 24 32 ^a6 84 ?D 
7090 1l 84 22 F4 25 10 EC 01 10 AS 21 22 EB 25 07 EC 6 
70A0 03 10 3 23 24 E2 Aa6 4 E6 a4 A7 ^a4 E7 84 EC 01 3 る 6 
70B0 EE 21 EO 21 EF 01 EC 0 EE 2 EO 23 EF 03 20 C8 F/ 
70CO 3 ぅ 1 25 10 9C AO 25 BF 8D 79 30 8D 00 CA 90 DE 25 B く 


6/ 


第 2 章 F-BASIC の 内 部 構造 


7ODO 0 73 05 aC Ce FF D7 30 CE 80 00 BD D6 78 11 9?3 FO 
YOEO AO 10 27 00 a7 8D 55 E6 CO 80D 57 し 1 05 27 76 D1 1 上 
7OFO 20 27 10 D7 30 58 30 8D 00 %F 8E 85 8D 4A BE FF B ウ の 
[cs 』」 o5 29 B 18 87 6O DE DE 05 01 15 ?F E ぅ 52 77Z CC ウ らく う 
ADR +0 +] +2 + る +4 + す 5 +6 + イ +8 +9 + +B +C +D +E +F [cs] 
100 FF 9F 67 80 37 E C1 8D 39 9C 67 27 1R 9F 67 8E D6 
110 FF FF 9F 8F 8D 48 DC 67 8D 3D BD %C 22 86 3C BD 08 
ィ 120 DO0 8E 86 2D BD DO 8E 80 13 8E C1 8D 15 9C 8F 27/ フ F 
了 1 30 AA 9F 8F BD 9C 22 CC 8F 8D 10 20 9F 1 50 BY FD 45 
140 OF 39 1C aF BS5 FODO OF 39 34 50 BOD 2B SO BD 9B 50 E 1 
了 150 ぇ 35 10 BD 9B DB 35 CO 34 40 BD B6 15 3 ぅ 5 CO 34 40 D2 
ィ 160 BD 9B 50 35 CO 30 8C 62 8D DE 33 42 8E FF FF ?F じ 6 
1 70 F 8D C9 EC C1 8D CB 10 93 8F 27 07 DD 8F 80 D? 1 
ィ 180 BD 9C 22 11 93 AO 24 04 33 43 20 ES5 8D DO 7F 05 4 る 
190 AC BD BF 4B 7E 8E 72 17 00 7 2 71 2 71 B1 /1 8 
了 1 AO B9 71 C1 47 4F 54 4F 2E 2E 00 47 4F 53 55 42 ZE 4 コ 
ィ 1B0 2E 00 52 45 5653 6 ら 54 4F GS2 45 00 2E 2E 45 52 SG2 4F EG 
ィ 1CO 2 00 4F 4E 20 69 eE 74 2E 2E 00 45 44 42 854 4 コ 0 
ィ 100 2E O0D 0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 45 
ィ 1EO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 1FO0O 00 00 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
L CS 」 D8 1 2a a7 01 16 CF FE CE 00 09 00 6D 4D SC 96 ノ 3 


SAVEM "L2-12M",&gH6F00.&H7103.&H6FOO 


ii 


2-13-5 ラベ ルコ ンダ クタ 

行 番号 と いう の は 無味 乾燥 で わか り に くく , 変数 名 の よう な 文字 列 が 使え を な いも の か と 思い ま 
す 。 この よう みな 文字 列 に よる 行 番号 (ラベ ル ) が サポ ー ト され た BASIC は すでに いく つか ぁ あり に 
す が 。 FE-BASIC V3.0 に も ラベ ル を サポ ー ト し よう と いう の が この ユー ティ リティ で す ( り リス 
ト 2-13). 

プロ グラ ム 起 動 は 。 CLEAR,&H7000 | と し て か ら $7000 番地 以降 に プロ グラ ム を ロー ドレ し 
て ,。 EXEC &H7000 同 で 実行 し ます . プロ グラ ム を 終了 させ る と き に は , も う 一 度 EXEC 父 
H7000 | を 入力 する 必要 が あり ます (動作 する F-BASIC は V3.0 の み で す ). 

この プロ グラ ム 動 作 中 に は , 次 の よう な 形式 で 定義 し た ラベ ル を BASIC の GOTO 文 な と の 行 
番号 の 代わ り に 使用 で きる よう に な り ま す . 


ラベ ル の 定義 …… 行 番号 * ラ ベル 名 


ラベ ル 名 の 規則 は 。 変数 名 の 規則 に 準 し ます . ラベ ル は , 行 番号 を 使用 する ほとん どの 命令 に 
対応 し て いま す .。 ラベ ル を 使用 する うえ で の 注意 点 は , 次 の も の が あり ます . 


① ON GOTO 文 等 で の 行 番号 と ラベ ル の 混在 は で き な い 
②⑨ RENUM コマ ンド は 第 2 パラ メー タ の み 有 効 
③ AUTO コマ ンド は 使用 で き な い 
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2-13 テキ スト ユー ティ リティ 


〔 使 用 例 ] 
100 *※ LOOP: IF INKEY も や =" THEN * LOOP 


リス ト 2-13 ラベ ルコ ンダ クタ 


RUR : + す 0 +]1 +2 + う +4 +5 + す 6 +7 +8 + す 9 +Q +B +C +D +E +F  : [cs] 


YO00 : 30 8C 74 BC 02 70 27 24 B6 02 6F FE 02 70 7 8D : 74 
7O010 : 0O1 2F EF 8D 01 2C 86 7E B7 02 6F BF 02 70 30 8C  : F2 
7020 : 38 FE 05 90 EF 8C 3 る 1 る 8C DG 20 19 6 80 01 11 : 96 
7030 : EE 8D 01 OE B7 02 6F FF 02 70 6 る 9 a7 8C C1 30 : 0O6 
7040 : 8C 25 EE 8C 1 DC 3F 9 45 FF 05 9D DF 45 33 CB  : F4 
7050 : DF 3F BD 9B DB 7E 8F 51 00 00 00 0 4C 61 62 65 : 3a 
7O060 : 6C 20 6F 6eE 2E 00 0 00 00 0 4C 61 62 65S 6eC 20 : に C5 
7070 : eF 66 66 2E OOD 0 00 DE D9 ふく 4 5S6 DC < る 7 BD 8F 1E  : GE 
7O080 : 30 04 9F D の 9 90 D8 9E D9 9F 29 の くら 70 DF D9 11 93 : 61 
7090 : 29 26 0C 81 DB 26 08 17 01 29 ミウ 62 7E 90 0 1E : 86 
7O080 : 12 10 8C FE 02 26 1 aE e2 8C Aa CO 27 07 8C 9F  : 4C 
7OBO0 : 71 10 26 00 84 32 64 17 01 09 BD の 9 02 9F 4B OE  : る < 
0CO D8 10 8C DB 02 26 72 30 1E 92C 0D9 27 77 aE 62 8C E6 
7ODO R7 6G8 26 05 8E a7 Ga 20 12 8C 9 FF 26 05 8E ^A9 り 1 
7O0E0O FS 20 08 8C 9F 3B 26 0OC BE 9?F 21 3 る 2 62 17 00 D る 3 81 
7OFO RF E4 OE D8 9E D9 6 8 ョ 2 81 20 27 Fa 81 D6 27 04 らし 
L cs ] し FG6 OE 53 9D D2 E1 29 68 54 CF 71 2B 70 C8 る 2 FD 
ADR +0 +]1 +2 + る +4 +5 +6 + ア +8 + の 9 +TQ +B +C +D +E +F L cs ] 
7100 G1 8F 26 08 32 62 17 00 Ba 7E 90 55 C6 FF 81 E5 31 
7110 Z5 0D 81 E7 22 23 SF a6 82 81 20 27 Fa 20 EF 10 4 
120 8 D3 00 26 14 30 80 00 06 AF 62 DE D9 20 48 9E 2 ノ 1 
71 30 4B ?F 76 17 00 8D 7E BOD 19 0O B1 26 04 De aAC D7 ウ ウ の 
140 30 00 00 00 1F 13 8E 62 8C 8F C1 27 2a 8C ? ら 0 58 15 
7150 ZZ 25 8C 91 5 27 20 8C 9F 71 27 1B 8C a7 1E ノ ァ 60 
160 16 8C 7 5D 27 11 8C 9 CO 27 0OC 8C C9 15 27 07 4 コ 
170 8 し C% DO 27 02 20 C2 る くる 41 DF 29 DE くく 30 44 9F DD 
180 D? 2?D D8 81 DB 26 20 9E 29 9D D2 27 06 1 80 26 < 
7190 16 20FG AG 84 27 20 81 3 27 1C 81 2C 27 18 81 08 
1AO DR 2Z 14 81 20 27 10 EE C4 26 D2 C6 08 D7 C 9E 86 
71B0 Z2 ?F D? 9D D8 20 8a EC 42 DD 4B 9F D の ミス 2 62 8D nF 
1CO 02 OE D8 OF AC 00 B1 27 04 0D6 30 D7 aC 39 00 00 4 ヒ 


SRVEM !L2-1 3M"。&gH7000 . &gH71CD , &H7000 


HHR 
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F-BIUS 第 


さ -1 F-BIOS の 位置 づけ 


F-BASIC に は , BIOS(Basic Input Output System) と 呼ば れる プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル が あ 
り リ ま す . そし て , 1/O 機器 へ の 入出 力 は , BIOS を 介し て まとめ て 行なう よう に な っ て いま す . I/ 
0 機器 へ の 入出 力 は , 各 1/O 機器 の ハー ド に 左右 され 複雑 な も の で す . し か し FM シリ ー ズ で は , 
BIOS を 利用 する こと に より 比較 的 容易 に 入出 力 が 行 な を る よう に な っ て いま す . 

この BIOS が サポ ー ト し て いる 1/O 機器 に は , 以下 の も の が あり ます . 


① 内 蔵 プ ザー 

② サブ プ ブシ ステ ム ( デ ィ ス プレ イ , キー ボー ド ) 

③ オーデ ィ オ カセ ッ ト 

④ 320KB・ フ ロッ ピー ディ スク 

⑤ プリ ンタ 

⑥ 漢字 ROM 

これ ら の BIOS に は , パラメータ の 違い に よっ て , RCB(Request Control Block) イン ター フ 
ェ ー ス と レジ スタ イン ター フェ ー ス (F-BASIC V3.3 の み ) の ふた つの イン ター フェ ー ス が あり 


ます . 
RCB F-BIOS 
レジ スタ レジ スタ エン トリ 


OPNBIOS 


区 3-1 F-BIOS の 位置 づけ 


本 
1 
プ 
ロ 
ク 
っ 
ム 
マ 
シ 
ン 
三 如 
ep 


// 
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また FEF-BASIC V3.3 に は 。 FM 音源 制御 用 の OPN BIOS が あり ます . 
図 3-1 に , BIOS と ユー ザー プロ グラ ム ( マ シン 語 ) お よび 1/O 機器 と の 関係 を 示し ます . 


3-2 F-BIOS, OPNBIOS の 種類 


I/O 機器 に 対す る プロ グラ ム か ら の 処理 要求 に は , 種々 雑多 な も の が あり ます . その だ ため BIOS 
に は 。 リ クエ スト 番号 に よっ て 識別 され る 多く の 種類 が 用 意 さ れ て いま す . そし て , BIOS エン ト 
りあ る い は OPNBIOS エン トリ に お いて リク エス ト 番 号 が 識別 され , 各 I/O ドラ イ バ ー ル ー チ ン 
へ と 分 岐 し ます . 


F-BASIC* 
V3.3 | V3.0 


リク エス ト 番 号 | 名 


誠 
店 
航 


MOTOR テー プレ コー ダ の モー ター の ON., OFF を 行ない ます . 
CTBWRT カセ ッ ト テ ー プ に 1 バイ ト の デー タ を 書き 込み ます . 
CTBRED カセ ッ ト テ ー プ より 1 バイ ト の デー タ を 読み 込み ます . 
リザ ー プ 
SCREEN ハー ドコ ピー を 行ない ます (HARDC2 に 相当 ). ズ 


RESTOR ドラ イブ の ヘッ ド を トラ ッ ク 0 に 移動 し ます . 


DWRITE ディ スク に 1 セク タ 分 の デー タ を 書き 込み ます . 
DREAD ディ スク か ら 1 セク タ 分 の デー タ を 読み 込み ます . 


リザ ー プ 
BEEPON ベル を ON に し て 音 を 出し ます . 
BEEPOF ベル を OFF に し て 音 を 止め ます . 


LPOUT プリ ンタ に プリ ント デー タ を 出力 し ます . 
HDCOPY ハー ドコ ピー を 行ない ます (HARDC1 に 相当 ). X 
SUBOUT サ プ シ ステ ム に コマ ンド や デー タ を 送り ます . 

サブ プシ ステ ム に コマ ンド や デー タ を 送り , 結果 を 受け 取り ます . 
INPUTC サ プ ブシ ステ ム か ら の 1 行 入力 を 継続 し て 行ない ます . 
LPCHK プリ ンタ の レデ ィ チ ェ ッ ク を 行ない ます . 


30 SEEKTS フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の ヘッ ド を 移動 し ます . 


*F-BASIC の 欄 は , “ 〇 "が 使用 可 を , “X” が 使用 不可 を 示し ます . 
* 床 V3.3 で は 1 ブロ ッ ク の デー タ の 読み 込み / 書 き 込 み 処 理 と な り ま す . 
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内 


Le )) 
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1 1 
12 
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り 
16 


16 
19 
20 
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22 
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図 3-2-A F-BIOS(RCB イ ンタ フェ ー ス ) 一 覧 表 


/ グ 


3-2 F-BIOS, OPNBIOS の 種類 


F-BIOS に は , 21 種類 の RCB イン ター フェ ー ス と 3 種類 の レジ スタ イン ター フェ ー ス が あり 
ます . また OPNBIOS に は , 15 種類 の イン ター フェ ー ス が あり ます . 

これ ら F-BIOS お よび OPNBIOS の 一 覧 表 を , 図 3-2-A, 図 3-2-B, 図 3-2-C に 示し ます . 
F-BASIC V3.0 と V3.3 に お いて 使用 で きる BIOS に , 若干 の 違い が あり ます . 


F-BASIC 
VS.3 V3.0 
X 


リク エス ト 番 号 | 名 前 


ACHROT 画面 に 1 文字 出力 し ます . 
リザ ダー プア |ーーー| 0 0 0 0 0〔tn ぬ C ニ 「 


APRTOT プリ ンタ へ プリ ント デー タ を 出力 し ます . 
ラッ グ 


PRTCHK プリ ンタ の レデ ィ チ ェ ッ ク を 行ない ます . 


図 3-2-B F-BIOS( レ ジス タイ ンタ フェ ー ス ) 一 覧 表 


オ 
時 


6 


し り 
ヽ J | | トー っ 


F-BASIC 


リク エス ト 番 号 
昔 す | 独 V3.3 | vVv3.0 


計 
店 
翌 


WRTSSG 
DWTSSG 
REDSSG 


SSG 音源 レジ スタ に 1 バイ ト デ ー タ を 書き 込み ます . 
SSG 音 源 レ ジス タ に 2 バイ ト デ ー タ を 書き 込み ます . 
SSG 音 源 レ ジス タ よ り 1 バ イト デー タ を 読み 込み ます . 


SSGCLR 全て の SSG 音源 レジ スタ の 内 容 を クリ ア し ます . 
FROSET SSG 周波 数 デー タ を 書き 込み ます . 


デー タ を 書き 込み ます . 


VOLSET 


i 
\J 


2 


WRTFM FM 音源 レジ スタ に 1 バイ ト デ ー タ を 書き 込み ます . 


KEYON 1 チャ ン ネ ル の キー オン / キ ー オ フ を 設定 し ます . 
KOFFAL すべ て の FM 音源 チャ ネル の スロ ッ ト を キー オフ し ます . 


WRTPRM 音色 デー タ を 書き 込み ます . 
FNOSET 


TTLSET - トー タル レベ ル を 書き 込み ます . 


REDSTR ステ ー タ スレ ジス タ の 内 容 を 読み 込み ます . 


TRSPRM 音色 デー タ を 転送 し ます . 


SELCAR キャ リア を 判定 し ます . 


10 
11 
12 
13 
14 
15 


音階 デー タ を 書き 込み ます . 


図 3-2-C OPNBIOS 一 覧 表 


Z う 


第 3 章 F-BIOS 
3-3 BIOS イン ター フェ ー ス 


ユー ザー ブフ ブログ ラム と BIOS と の デー タ の や り 取 り に お ける きま り を , BIOS イン ター フェ ー 
ス と 呼び ます . F-BIOS に は , RCB イン ター フェ ー ス と レジ スタ イン ター フェ ー ス お よび OPN- 
BIOS イン ター フェ ー ス の 3 種類 が あり ます . 


(1 ) RCB イン ター フェ ー ス 

RCB インター フェ ー ス は , メモ リ 上 に 用 意 し た 8 バイ ト の RCB と 呼ば れる パラメータ の 受け 
渡し 領域 を 用 いて , BIOS を 使用 する イン ター フェ ー ス で す . 

KCB は 、 メモ リ 上 に ユー ザー プロ グラ ム に て 確保 され た BIOS の イン ター フェ ー ス 領域 で あ 
り , BIOS の 種類 を 示す リク エス ト 番 号 , エラ ー ス テー タス , 各種 パラ メー タ か ら な り ま す ( 図 3 
-3) 


オフ セッ ト 


| リクエスト 番号 


RCB の 先頭 アド レス 


2 

3 

入力 出 パ ラメ ー タ 
に PT 
に より 異な る 
/ 


図 3-3 RCB の 形式 


RCB の 領域 の 確保 は , 6809 アセ ンプ ブラ の RMB(Reserve Memory Byte) 命 令 を 用 いて 行なう 
こと が で きま す . た と えば , 次 の よう な RMB 命令 を アセ ンプ ブラ プロ グラ ム 中 に 書く こと に よっ 
て RCB 領域 を 確保 し ます . 


RCB RMB8 Reserve RCB area 


まだ RCB の 各 パ ラメ ー タ ご と に ラベ ル を つけ て , RCB 領域 を 確保 する と わか りや すく な る で 
し ょ う ( リ スト 3-1 -A). 


リス ト 3-1-A RCB の 確保 


1000 "RGQNU RMB 
1010 "RCBSTR RMB 
1020 'RCBDBA RMB 


RequeSt NO. 
ErP0Or Sa 人 て US 
Data Buffer Top ddreSS 


>rー つ テー トー トー トト) テー テー 


1030 RCBTRK RMB TracK No. 
1040 'RCBSCT RMB SeCtor No. 
1050 『'RCBSrD RMB Side NO. 
1060 'RCBUNT RMB Un1†t NO. 


3-3 BIOS イ ンタ ー フ ェ ー ス 


RCB の パラ メー タ の 値 は , BIOS が 処理 を 行なっ た 結果 (復帰 情報 ) を 返す た め の パ ラメ ー タ を 
除い て , BIOS に よっ て 変更 され な い の で , FCB(EFDB) 命令 を 用 いて 。 あらかじめ 設定 し て お く 
の も 便利 で す ( リ スト 3-1 -B). 


リス ト 3-1-B RCB の 確保 


1000 『'RGQNO FCB 20 RequeSst NO. 

1010 『'RCBSTA RMB 1 Err0Or Sta 人 ttUS 

1020 *'RCBDBA FDB PRTBUF Data Buffer Top addreSS 
1030 !RCBLNH FDB 6 Number of CharaCter 
1040 『* RMB ク RESERVE 

1050 『* 

1060 『* 

1070 "PRTBUF FCC /FM 7/ 7V/ 


SN 


プロ グラ ム に よっ て 確保 され た RCB の 受け 渡し に は , XX レ ジス タ に RCB の 先頭 アド レス を 設 
定 す る こと に より 行ない ます . 

F-BIOS を 呼び 出す に は , BIOS を サブ ルー チン コー ル し ます . RCB イン ター フェ ー ス の エン 
トリ アド レス は , $FBFA, $FBFB 番地 に 格納 され て いま す の で , $FBFA 番地 の 間接 アド レッ シ 
ング を 用 いて , サブ ルー チン コー ル し ます . 


JSR [$FBFA] 
ある いけ は, 
BIOS  EOU $FBFA 
_ JSR [BIOS] 


F-BIOS は , エラ ー の 有無 を キャ リー フラ グ に , エラ ー 番 号 を RCB の エラ ー ス テー タス バイ ト 
に 設定 し ます . キャ リー フラ グ の 値 は 。 エラ ー の あっ た と き に ONC で 1?) に , 正常 終了 の と き に 
OFFC07) に な り ま す . エラ ー ス テー タス バイ ト は , 正常 終了 の と き 0, エラ ー の あっ た だ た ときには, 
その エラ ー 番 号 が 設定 され ます . 

F-BIOS で は 単に エラ ー を 検出 する だ け で , エラ ー 処 理 は 一 切 行ない ませ ん . それ で , F-BIOS 
か ら ユ ー ザ ーブログ ラム に 戻っ て きた と き , ユー ザー プロ グラ ム に て キャ リー フラ グ , エラ ー ス 
テー タス を チェ ッ ク し て , 適切 な エラ ー 処 理 を 行なう 必要 が あり ます . 

F-BIOS に は , リク エス ト さ れ た 機能 に より RCB に 出力 パラ メー タ (復帰 情報 ) を 設定 する も 
の が あり ます . 詳細 は , 各 BIOS の 説明 また は , FM77AV BIOS 解説 書 を 参照 し て くだ さい . 

RCB イン ター フェ ー ス で は , 以下 の レジ スタ が BIOS の 呼び 出し 前 と 呼び 出し 後に て 変化 し な 
い (保存 さき れる) こと が , 保証 さん て いま す . 


① AccA, AccB (アキ ュ ム レー タ ) 
②TIX,。IY (イン デック スレ ジス タ ) 
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③ US (ユー ザー スタ ッ ク ポ ボイン ダ タ ) 
④ DP (ダイ レク トペ ー ジ レジ スタ ) 
⑤ CC レジ スタ の E。F,。 エフ ラグ 


(2 ) レジ スタ イン ター フェ ー ス 

F-BASIC V3.3 に お いて 新た に 設定 され た BIOS で す . V3.0 で は 使用 で きま せん . この レジ 
スタ イン ター フェ ー ス は , CPU の レジ スタ を 直接 用 いて , リク エス ト 番 号 や パラ メー タ の 受け 渡 
し を 行なう 高速 1 ンタ ー フ ェ ー ス で す ( 図 3-4). 

BIOS を 呼び 出す と き に は , AccB に リク エス ト 番 号 , AccA まだ た は IX に パラ メー タ を セッ ト 
し ます . そし て レジ スタ イン ター フェ ー ス の エン トリ アド レス は , $FBA7, $FBA8 番地 に 格納 さ 
れ て いま す の で , $FBA7 番地 の 間接 アド レッ シン グ を 用 いて , サブ ルー チン コー ル し ます . 


JSR [$FBA7」 


レジ スタ イン ター フェ ー ス で は , エラ ー の 有無 を キ を ャ リー フラ グ に , エラ ー 番 号 を $FF98 番地 
の エラ ー ス テー タス バイ ト に 設定 し ます . キャ リー フラ グ の 値 は ,. エラ ー の あっ だ た とき に ON 
17) に , 正常 終了 の と き に OFFCO0") に な り ま す . エラ ー ス テー タス バイ ト は , 正常 終了 の と き 
に 0, エラ ー の あっ た と き に は その エラ ー 番 号 が 設定 され ます . 

レジ スタ イン ター フェ ー ス で は , 復帰 情報 (BIOS が 設定 する 出力 パラ メー タ ) が AccA, AccB 
に 設定 され る こと に な っ て いま す . し か し , 現在 サポ ー ト され て いる 3 種類 の レジ スタ イン ター 
フェ ー ス で は , 復帰 情報 は あり ませ ん . 

レジ スタ イン ター フェ ー ス で は , 以下 の レジ スタ が BIOS の 呼び 出し 前 と 呼び 出し 後に 変化 し 
な い ( 保 存 さ れる ) こ と が 保証 され て いま す . 


AccB (リク エス ト 番 号 ) 


AccA (8 ビッ ト パ ラ メー タ ) 


(16 ピ ビ ピット パラ メー タ ) 


" 


AccA (復帰 情報 ) 


(復帰 情報 ) 


キャ リー (エラ ー の 有無 ) 


$FF98 (エラ ー 番 号 ) 


図 3-4 レジ スタ イン タフ ェ ー ス の 形式 
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3-3 _ BIOS インターフェース 


① IX,IY (イン デック スレ ジス タ ) 

② US (ユー ザー スタ ッ ク ポ ボ ポイ ンダ タ ) 
③ DP し グレ アト ペー ジレ ジス メア ) 
④①CC レジ スタ の EE, F, 1I フ ラグ 


(3 ) OPNBIOS イン ター フェ ー ス 

OPNBIOS は , F-BASIC V3.3 に お いて 新た に サポ ー ト され た FM 音源 制御 用 BIOS で , V3. 
0 で は 使用 で きま せん . 

FM-7 で は , FM 音源 カー ド を 拡張 し て も , その 難解 な FM 音源 制御 が サポ ー ト され て いな か 
っ だ た だめ , FM 音源 の 利用 に は 大 き な 困 将 が 伴い まし た . し か し FM77AV で は , この OPNBIOS 
が サポ ー ト され BASIC で も FM 音源 を 扱え る よう に な っ た た め , FM 音源 が 私 達 の 身近 な も の 
と な り ま し た . 

OPNBIOS の イン ター フェ ー ス は , エン トリ アド レス が 異な る 点 を 除い ぃ て, レジ スタ イン ター 
フェ ー ス と 同様 で す ( 図 3-5). OPNBIOS の エン トリ アド レス は , $FB9B, $FB9C 番地 に 格納 さ 
れ て いま す の で , $FB9B 番地 の 間接 アド レッ シン グ を 用 いて , サブルーチン コー ル し ます . 


JSR [$FB9B] 


OPNBIOS の 処理 モジ ュー ル は , RAM 空間 の $0F000-$0FFFF の 領域 に お か れる 非常 駐 モ ジ 
ュー ル で す . OPNBIOS が コー ル さ れる と MMR の 設定 が な され , OPNBIOS の 非常 駐 モ ジュ ー 
ル 領 域 が , CPU 空間 の $D000-$DFFF に マッ ピン グ さ れ 処 理 さ れ ま す . 処理 が 終了 する と MMR 
が 元 に 戻さ れ , ユー ザー プロ グラ ム に 復帰 し ます . で すか ら ユ ー ザ ー プ ログ ラム で は , MMR に 
関し て は 何 も 考 慮 する 必要 は あり ませ ん . 


エッ ー の 者 


図 8-5 OPNBIOS イ ンタ フェ ー ス の 形式 


// 


第 3 曹 F-BIOS 
3-4 BIOS の 呼び 出し 手順 


( 1 ) RCB イン ター フェ ー ス 
ュー ザー プロ グラ ム が RCB イン ター フェ ー ス の F-BIOS を 使用 する と き の 手 順 は , 次 の よう 
に な り ま す ( 図 3-6). 


① RCB 領域 と し て 8 バイト を メモ リ 上 に 確保 し ます . 
_-② RCB に , BIOS の リク エス ト 番 号 を 始め と する パラ メー タ を すべ て 設定 する . 
③ IX レジ スタ に RCB の 先頭 番地 を セッ ト し ます . 
④ $FBFA 番地 の 間接 アド レッ シン グ を 用 いて サブ ルー チン コー ル し ます . (JSR[$FBFAI) 
⑤⑥ キャ リー フラ グ に よっ て エラ ー の 有無 を 調べ て , エラ ー が あっ た だ ときには, ステ ー タ スバ イ 
ト を 調べ 必要 に 応じ し て エラ ー 処 理 を 行ない ます . 


スタ ー ト 


に 系 タ ダー トド  : 
RCB を RAM 上 に 
確保 す る 


RCB に リク エス ト 番 号 
を セ ォ ト す る 


RCB に 必要 な パラ メー 
タ を すべ て セッ ト す る 


X レ ジス タ に RCB の 先頭 
アド レス を セッ ト す る 


BIOS を サブ ルー 
チン コー ル す る 


セッ ト 正常 終了 
| ェ ラ ー 入 理 ・ 
間 W し な い 
再 実行 
する 


図 3-6 RCB イ ンタ フェ ー ス の 呼び 出し 手順 


( 2) レジ スタ イン ター フェ ー ス 
ュー ザー プロ グラ ム が レジ スタ イン ター フェ ー ス の F-BIOS を 使用 する と き の 手 順 は , 次 の ょ 
うに な り ま す ( 図 3-7). 


/ ざ ぐ 


3-4 BIOS の 呼び 出 し 手順 


G① ゲ アキュムレータ B(AccB) に リク エス ト 番 号 を , アキュムレータ A(AccA) また は イン デック 
スレ ジス タ &(IX) に パラ メー タ を 設定 し ます . 

② $FBA7 番地 の 間接 アド レッ シン グ を 用 いて サブ ルー チン コー ル し ます (JSR[$FBA7]). 

③ キャ リー フラ グ に よっ て エラ ー の 有無 を 調べ て , エラ ー が あっ た と き に は , ステ ー タ スバ イ 
ト ($FF98 番地 ) を 調べ 必要 に 応じ し て エラ ー 処 理 を 行ない ます . 


スタ ー ト 


AccB に リク エス ト 
番号 を セッ ト す る 


AccA と IX に 必要 な パ 
ラフ メ ー タ を セッ ト す る 


BIOS を サブ ルー 
チン コー ル す る 


| セッ ト 正常 終了 
し な い 
再 実行 と 
ra 


図 3-7 レジ スタ イン タフ ェ ー ス の 呼び 出し 手順 


(3 ) OPNBIOS 
ユー ザー ブロ グラ ム が OPNBIOS を 使用 する と き の 手 順 は , 次 の よう に な り ま す . 


① ア キュ ムレ ー タ B(AccB) に リク エス ト 番 号 を , ア キュ ムレ ー タ A(AccA) お よび イン デック 
スレ ジス タ XX(IX) に パラ メー タ を 設定 し ます . 

② $FB9B 番地 の 間接 アド レッ シン グ を 用 いて サブ ルー チン コー ル し ます (JSR[$FB9B]). 

③ キャ リー フラ グ に よっ て エラ ー の 有無 を 調べ て , エラ ー が あっ だ た ときには, ステ ー タ スバ イ 
ト ($FF98 番地 ) を 調べ 必要 に 応じ て エラ ー 処 理 を 行ない ます . 


OPNBIOS の 呼び 出し 手順 は , レジ スタ イン ター フェ ー ス の 場合 と 同様 で す . 
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3-5 BIOS の エラ ー 処 理 


BIOS は 。 各種 II(O エ ラー に つい て エラ ー 番 号 を 定め て お り , エ ラー が 起き た 場合 に その エラ ー 
番号 を , エラ ー ス テー タス バイ ト に 設定 し ます . 


(1) BIOS シス テム エラ ー 


Device Unavailable エフ ラー 


(2) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 関 係 エ ラー 


| 50 | ペー ペー ェ ン プティ イー 


(4) サブ プシ ステ ム エ ラ ー 


| 60 | IT コマ ンド パラ メー タ ェ ラー。p。 1《〈〔%wt ぴ 〔〕{. 


文字 数 より 多い , また は 少な い 
色 指 定数 が 規定 数 より 多い , また は 少な い 


sw 
2 記 


ファ ンク ショ ン キ ーー 番号 エラ ー 


図 3-8 BIOS エラ ー 番 号 一 覧 
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3-6 ブザー に 対す る BIOS 


入出 力 ル シー チン の 実行 中 に エラ ー が 発生 し た 場合 , BIOS は その 入出 力 ル ー チ ン の 実行 を 中 目 
し て , エラ ー ス テー タス バイ ト を 設定 し て 呼び 出し 元 に 戻り ます . その と き に は , BIOS が 出力 パ 
フ メ ー タ に 設定 する こと に な っ て いる 値 が 正しく 設定 され て いる と は 限り ませ ん . た だ し ,。 エラ 
ー ス テー タス バイ ト だ け は , 正しく 設定 され て いま す . 

BIOS は エラ ー 処 理 を 一 切 行なわ な い の で , エラ ー が 発生 し た と き に は , この エラ ー 番 号 を も と 
に 必要 な エラ ー 処 理 を 行なわ な けれ ば な り ま せん . 

図 3-8 に BIOS の エラ ー 番 号 を 示し ます . な お エラ ー の な いと き の エ ラー ステ ー タ スバ イト の 
値 は , 0 に な っ て いま す . 


3-6 プ ブザー に 対す る BIOS 


F-BIOS の 利用 例 と し て , プ ブザー に 対す る BIOS コー ル を 説明 し ます . その 他 の BIOS に つい 
て は , 各 1/O 機器 の 章 で 説明 し ます . 

PEEFPON( リ クエ スト 番号 $0C) と , BEEPOF( リ クエ スト 番号 $0D) は , F-BASIC の BEEP1. 
BEEPO に 相当 する 動作 を し ます . RCB に は , リク エス ト 番 号 の み を セッ ト す れ ば いい の で す が . 
BIOS の エラ ー 番 号 セ モット 用 に 2 バイ ト を 確保 し な けれ ば な り ま せん ( 図 3-9). 

リス ト 3-2 に プ ザ ー 音 発生 , 停止 の サン プル プロ グラ ム を 示し ます . $5000 番地 か ら 入 力 し て 
実行 し て くだ さい 、. 


EXEC &H5000 回 … ブザー 音 発生 
EXEC &H5002 回 …… ブザー 音 停止 


BEEPON ( プ ブザー 音 発生 ) 


ュー ッ 
エラ ー ス テー 


| o | yaxr 還 leo 
| 1 soczc2 ォ |semswl 


図 3.9 プ ザ ー に 対す る BIOS の RCB 
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リス ト 3-2 プ ザ ー 音 発生 , 停止 


所 


00100 も る を も すもも. も も を も も る も も も る も 《 も る? も 3 る も する 《3?《.3. も 333 る も 2. 
O00110 氷 BEEP UN/UFF し 1 
00120 水 〈 LIST 3-2 ) り る 3.0/V る 3. る 氷 
001 30 も て も も も も も も も も も も も る も も も 3 も 3 も 《《 も 1.1?6 
00140 HPT NOUGEN 

00150 5000 URG $5000 

00170 5000 20 04 SO006 ENTRY BR BEEPHN 

00180 5002 20 UE S012 BRA BEEPUF 

00190 

00200 5004 0002 RCB RMB 2 

00210 5006 30 8C FB BEEPUN LEAX RCB , PCR 

00220 5009 86 0C LDR 侍 $0C 

00230 500B 7 84 STA 6 

00240 500D ^D 9F FBFRA JSR L $FBFA J 

00250 5011 3 ぅ 9 RTS 

00260 氷 [ 

00270 5012 30 8C EF BEEPUF し LEAX RCB , PCR 

00280 5015 86 0OD LDA 村 $OD 

00290 501Z7 84 ST の 

00300 5019 ^D 9F FBFA JSR [ $FBFA ] 

00310 501D 3 ヶ RTS 

00320 い 

00330 END ENTRY 


S000 
TUTaAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNTINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 


PRUGRAM END AODR=S01D 
PRUGRAM ENTRY DDR=S000 


II 


3-7 CRT1 文字 表示 


レジ スタ イン ター フェ ー ス の BIOS(ACHROT) を 用 いて , CRT 画面 に 1 文字 表示 の サン プル 
プロ グラ ム を 考え て み ま す . 
リス ト 3-3 が それ で す . リ クエ スト 番号 は 0 で , AccA に CRT 画面 に 表示 する 文字 コー ド を 設 


図 3-10- ACHROT の 入出 力 イ ンタ フェ ー ス 


定 し ます ( 図 3-10)、 RCB イン ター フェ ー ス を 用 いた BIOS コー ル よ り , ずっ と わか りや すく な 
っ て いま す . 
$9000 番地 より プロ グラ ム を 入力 し て , EXEC &H5000 で 実行 し て みて くだ さ MS 


- リ スト 3-3 CRTT1 文字 表示 


RE 


00100 いも も も も も も すす すもも すす る る す 《 る る る も も も る も る る も る: 
00110 氷 1 MUJT DISPLAY ボボ 
00120 上 ※ ( LIST る - る ) V3. 3 氷 
001 30 玉 玉 康 来 来 玉 求 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 来 求 来 来 求 来 来 玉 来 来 玉 
00140 UPT NUGEN 

O0150 5000 RG $5000 

00160 ボ 

00170 5000 SF ENTRY  CLRB 

00180 5001 86 46 LDA 村 $46 

00190 65003 ^D り 9F FBA7 JSR L $FBA7 ] 

00200 5007 25 01 S008 BCS _ ERRUR 

00210 5009 39 RTS 

00220 GS008 3 る 9 ERRUR RTS 

00230 ボボ 

00240 S000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=5000 


PRUGRAM END RUDDR=5008 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


ga 


3-8 音色 デー タ 読 み 込み 


OPNBIOS の TRSPRM を 用 いて , イニ シェ エータ ROM 内 の 音色 デー タ の 読み 込み を 行なう サ 
ンプ ルプ ログ ラム を 考え て み ま す . 

リス ト 3-4 が それ で す . リク エス ト 番 号 は 15 で , AccA に 音色 デー タ の 番号 (1 一 74), IX に 音 
色 デ ー タ の 転送 先 ア ドレ ス を 設定 し ます ( 図 3-1 1 ) . 


入力 パラメータ 


出力 バ パラメータ 


図 3-11 TRSPRM の イン タフ ェ ー ス 
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音色 デー タ は イニ シェ エー タ ROM 内 に あり , その デー タ を 読み 込む と き に は , イニ シ エ ー タ 
ROM が $6000$7FFF の アド レス に マッ ピン グ さ れ ま す . それ で , この 範囲 内 に OPNBIOS コ 
ー ル ルー チン お よび 音色 デー タ の 転送 先 を 置く こと は で きま せん . 

な お , 音色 デー タ は 34 バイ ト で 構成 され , 音色 お よび LFO デー タ を 含み ます . 

$5000 番地 より リス ト 3-4 を 入力 し て , EXEC &H5000 回 で 実行 し て くだ さい . $5100 番地 か 

音色 デー タ (音色 番号 1) が 読み 込ま れ ま す . 

リス ト 3-4 音色 デー タ 読 み 込み 


昌和 和 0 ツ ツ WWW 


00100 も も も る も も も も も も も も も も も も すもも る も も も も る も 1 
00110 し ォ ン ショ ク テ "ー ク READ い 
001 20 ※ ( LIST 3-4 ) VM3.3 *※ 
001 30 も も も も も も も も も も も も も も も も も も も も も 6 も も も 2 
00140 UPT NUGEN 

00150 5000 URG $5000 

00160 

00170 5000 C6 0F SYSTEM LDB 15 

00180 5002 86 01 LD^ 村 1 

001950 5S004 8E 5100 LDX H$5100 

00200 5007 8D ?9F FB9B JSR L $FB9B 」 
00210 SO00B 25 01 S00E BCS ERRUR 

00220 5000 る 39 RTS 

00230 500E 39 ERRUR RTS 

00240 い 

00250 5000 END SYSTEM 


TUTaL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=5000 


PRUGRRNM END RDDR=S0O0E 
PRUGRAM ENTRY ADOOR=5000 


8 


8 


サフ シス テム 


FM-7 シリ ー ズ で は , シス テム 全体 の 制御 を 行なう メイ ン CPU と , 画面 処理 お よび キー 入力 処 
理 を 行なう サブ CPU の デュ アル CPU 方 式 が 採用 され て いま す . 以下 本 章 で は , サブ CPU が 制 
御 す る サブ システム に つい て 説明 し ます . 


4-1 サブ プシ ステ ム の メモ リマ ッ プ 


FM77AV の サブ シス テム に は 。 次 の よう な 3 つの 動作 タイ プ が あり ます . 


① タイ プ C…… 8 色 1 画面 (640X200 ドッ ト ), FM-7 完全 互換 
②⑳ タイ プ A…… 8 色 2 画面 (640X200 ドッ ト ) 
③ タイ プ B…… 4096 色 1 画面 (320X200 ドッ ト ) 


それ ぞ れ の タイ プ に お ける メモ リマ ッ プ を , 図 4-1A, 図 4-1B, 図 4-1C に 示し ます . 

VRAM は ペー ジ 0 と ペー ジ 1 の 2 バン ク か ら な り , バン クレ ジス タ ($D430) の ビッ ト 5, ビッ 
ト 6 に よっ て アク ティ プペ ー ジ , ディ スプ レイ ペー ジ が 切り 換え られ ます . し か し タイ プ C で は 
品 に ペー ジ 0 が 使用 され , ペー ジ 切 り 換え は 行 な を ませ ん . タイ プ B で は B, R, G それ ぞ れ が 
4 つの 色 バ ンク か ら な り , 各色 に つき 16 段階 の 輝度 が 設定 可能 で , 16X16X16=4096 色 の 同時 表 
示 が 可能 で す . この タイ プ B で は 1 画面 し か な い の で , ディ スプ レイ ペー ジ の 指定 は 無 意 味 で す . 
し か し VRAM を アク セス する と き に は , アク ティ ブ プペ ー ジ に よっ て アク セス する ペー ジ を 選択 
し な けれ ば な り ま せん . 

4000 バイ ト ( タ イプ B で は 2000 バイ ト ) の コン ソー ル バ ッ ファ は , 表示 文字 の キャ ラク タコ ー 
ド が 格納 され て いる キャ ラク タコ ー ド バッ ファ と , 表示 文字 の 属性 , 表示 色 等 の アト リ ビ ュ ー ト 
が 格納 され る アデ アトリビュート バッ ファ の 2 つの 部 分 か ら な っ て いま す . 画面 に 表示 され る 最大 文 
字数 は , 80X25 三 2000( タ イプ B で は 40x25=1000) 文字 で す の で , キャ ラク タコ ー ド バッ ファ お 
よび アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ は それ ぞ れ 2000( タ イプ B で は 1000) バ イト 必要 で す 。 

$ ゃ CFA0 一 $CFFEF 番地 の 96 バイ ト は スタ ッ ク と し て 使用 され る 領域 で 。 サブ プ CPU の スタ ッ ク 
ポイ ンタ は $D000 に 初期 設定 され ます . 

シス テム 領域 は 。 サブ シス テム の 各 処 理 ル ー チ ン か ら 常 時 アク セ モス され て いる フラ グ ・ レ ジス 
タ 類 が 割り 当て られ て いる RAM 領域 で す . で すか ら こ の シス テム 変数 の 内 容 を 書き 換え る こと 
に よっ て , いろ いろ な 処理 を 実現 で きま す . た と えば イン サー トモ ー ド フラ グ ( タ イプ A・B で は 
$D01B, タイ プ C で は $D033) を SFF に する と キー 入力 が イン サー トモ ー ド と な り ま す . これ は 
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LED の 点灯 ・ 消 灯 と は 無関係 に 行なわ れ ま す . 

この シス テム 変数 領域 に 対し て 補助 ワー クエ リア は , 各 処 理 ル ー チ ン 内 に お いて 局所 的 に 使わ 
れる 変数 の た め に 使用 され る 領域 で す . この 領域 の 値 の 意味 は 各 処 理 ル ー チ ン に よっ て 美 な り , 
各 処 理 ル ー チ ン の 実行 中 に の み 意 味 を 持ち ます . 

拡張 コマ ンド テー ブル は 。 サブ シス テム 拡張 コマ ンド (コマ ンド コー ド $80-$8F) の 実行 番地 が 
登録 さき れる テー ブル で す 。 この 拡張 コマ ンド に つい て は 後述 し ます . 
割り 込み フッ ク テ ー ブ ル は , 各 割 り 込 み 処 理 の 分 岐 先 アド レス が 登録 され る テー ブル で す . こ 
の フッ ク テ ー ブ ル を 書き 換え る こと に より , 割り 込み 処理 を 定義 する こと が で きま す . な お , 拡 
張 コ マン ド テ ー ブ ル と 割り 込み フッ ク テ ー ブ ル は , V3.3 の と きのみ 存在 し ます . 

PF キー 定義 テー ブル は 。 各 PF キー に 対し て 16 バイ トブ づつ, 合計 160 バイ ト の 領域 を 占め , 
PF キー 設定 文字 列 お よび PE キー 割り 込み 定義 フラ グ が 格納 され ます . この PF キー 定義 テー プ 
ル の 構成 は , 「5-1-7 PF キー の 入力 」 を 参照 くだ さい . 

キー 入力 バッ ファ は , キー 先行 入力 を 可能 に する た め キ ー 入 力 デ ー タ を 次 々 に 格納 する だ ため の 
争 域 で す 。 この キー 入力 バッ ファ の し くみ に つい て は , 「5-1-2 キー 入力 バッ ファ 」 を 参照 くだ 
さい . 


ペー ジ 0 ペー ジ 1 


$0000 
VRAM ( 青 ) VRAM ( 青 ) 


$ ゃ 4000 
$ ゃ 8000 


$C000 了 時 
$C7D0 いい 

2N グ ング デ | アト リピ ュ ー ト バッファ 
$ ゃ CFAO 


ハー ドウ ェ ア ス タッ ク 
シス テム 変数 領域 | 
補助 ワー クエ リア 


$D000 


$D0C/ 


$D278 “ 
| 拡張 コマ ンド テー プル 
$D2A8 ] 
割り 込み フッ ク テ ー ブ プル 
$D2C0 
PF キー 定義 テー ブル 


$D360 


キー 入力 バッ ファ | 
$D380 


共有 RAM 
$D400 ' 「 
。 | ジ 0 レ ジス タ 領 域 


$D500 
ワー クエ リア 


$D800 (mp つう 「 “ ーー デー の 
キ ク タフ ト キ ンダ ン ノ ト 5 = 
"(カタ カナ ) "(ひら が な ) サ プ モ ニタ ROM1 | サブ モニ タ ROM2 


WM 
AN 
N 


サン モニ タ ROM3 
sFFFO ト ーー 
$FFFFI 着込み ベク トル テー ブル 図 441A タイ プ A の メモ リマ ッ プ 
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ペー ジ 0 ペー ジ 1 
$0000 
VRAM( 青 ) バ ンク 3 VRAM ( 青 ) バ ンク 1 | 


$2000 」 
| VRAM ( 青 ) バ ンク 2 VRAM( 青 ) バ ンク 0 
$4000 - 
VRAM ( 赤 ) バ ンク 3 VRAM ( 赤 ) バ ンク 1 


$6000 - 
VRAM ( 赤 ) バ ンク 2 VRAM ( 赤 ) バ ンク 0 
$8000 隊 ] - 
| VRAM ( 緑 ) バ ンク 3 VRAM ( 縁 ) バ ンク 1 
$A000 押 6 
VRAM ( 緑 ) バ ンク 2 VRAM ( 緑 ) バ ンク 0 
$C000 証 昌 
$C3E8 バッ ファ 


| アト リ ビ ュー ト バッ ファ 


$C7D0 


$CFA0 
ハー ドウ ェ ア ス タッ ク 


$D000 
$D500 「 


4-1 サブ プシ ステ ム の メモ リア ッ プ 


$D800 PE ント ピ 


$E000 サブ プ モ ニタ ROM 3 
(タイ プ B) 
$FFF0 " 


割り 込み ベク トル テー ブル 
$FFFF ー 


コン ノー ル 
バッ ファ 


ハー ドウ ェ ア ス タッ ク | 
補助 ワー クエ リア | 
| PF キー 定義 テー ブル 
共有 RAM 
I プ 0 レジ スタ 領域 
キャ ラク タフ ォ ン ト 
サ プ モ ニタ ROM 


割り 込み ベク トル テー ブル 


キャ ラク タコ ー ド バッ ファ 


の ドド の の ビ ョ コー ド パ ウ ソウ ノ ァ 


ーー ンー ンー ニー レー ン 


較 4-1B タイ プ B の メモ リマ ッ プ 


図 4-1C タイ プ C の メモ リマ ッ プ 
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$D380-$D3FF 番地 の 共有 RAM(128 バイ ト ) は , メイ ン CPU と サブ CPU が コマ ンド お よび 
パパ ラメ ー タ な どの 情報 交換 を する た め の 共 通 RAM 領域 で す . この 共有 RAM は , メイ ン CPU か 
ら み る と $FC80 一 $FCEF 番地 に 対 選 し ます . 

I/O レジ スタ 領域 は サブ シス テム の 1/O ポー ト が 割り 付け られ て いる 領域 で す . 1/O レジ スタ 
に つい て は , 付録 の 1/O レジ スタ 一 覧 表 を 参照 くだ さい . 

$D800-$DFFfF 番地 に は , キャ ラク タフ ォ ン ト ROM (カタ カナ お よび ひら が な ), サブ プ モ ニタ 
ROM1, サブ モニ タ ROM2 が 必要 に 応じ て 切り 換え られ て 使用 され ます (タイ プ C で は カタ カナ 
の キャ ラク タフ ォ ン ト ROM の み ). この 切り 換え は , バン クレ ジス タ ($D430) の ビッ ト 0, ビッ 
ト 1 に よっ て 行なわ れ ま す . サブ モニ タ ROM1, サブ モニ タ ROM2 に は , タイ プ A, タイ プ B の 
サブ プ モ ニタ に お いて 共通 に 使用 され る 処理 ルー チン が 割り 当て られ て いま す . その 具体 的 内 容 に 
つい て は , 付録 の サブ プ モ ニタ ・ ア ドレ スマ ッ プ を 参照 くだ さい . 

$E000-$FFEF 番地 は , サブ モニ タ ROM( タ イプ A, タイ プ B, タイ プ O) の 本 体 が 割り 当て 
られ て いま す ., この 切り 換え は , サブ プ バ ンク レジ スタ ($ED13) の ビッ ト 0, ビッ ト 1 に よっ て 行 な 
われ ます . 

$FEF0-$FFFF 番地 に は , サブ CPU 割り 込み ベク トル テー ブル が 割り 当て られ て いま す . こ 
の 値 は , 図 4-2 の と お り で す . 


図 4-2 サブ CPU 割り 込み ベク トル テー プ ブル 


PAINT 処理 ルー チン で は 。 通常 補助 ワー クエ リア を ワー ク に 使用 し て いま す . し か し 処理 に よ 
っ て は , $D500 一 $D7FF 番地 (タイ プ B で は $C7D0-$CEF9F 番地 の エリ ア も ) の ワー クエ リア が 
使用 され ます . 


oo】 


4-2 メイ ン ・ サ プイ ンタ ー フ ェ ー ス 
4-2 メイ ン ・ サ ブイ ンタ ー フ ェ ー ス 


FM-7 シリ ー ズ は デュ アル CPU シス テム で , メイ ン CPU と サブ CPU が 共有 RAM を 介し て 
情報 交換 を し な が ら 処 理 し て いき ます . この 共有 RAM の アク セス は , サブ CPU, メ イン CPU の 
同時 アク セス に よる 不具 合 を 防止 する た め 同 時 アク セス が 禁止 され て いま す . その た め メ イン 
CPU, サブ CPU は イン ター フェ ー ス 信号 に より , 排他 制御 を し な が ら 共 有 RAM を アク セス する 
こと に な り ま す ( 図 4-3). 


HALT 


BUSY 
CANCEL 

サブ プ シ ステ ム 
ATTENTION 


ーー sw ドー 


図 443 メイ ン ・ サ プイ ンタ ー フ ェ ー ス 


( 1 ) HALT( メ イン ーー サブ プ ブ ) | 

サ プ CPU の 動作 を 停止 (HALT) させ て , メイ ン CPU が 共有 RAM を アク セス で きる よう に 
する た め の 信 号 で す .。 メイ ン シ ス テム 1I/O レジ スタ ($ED05) の ビッ ト 7 に 割り 当て られ て いま 
す . 


( 2 ) BUSY( メ イン サブ) 

サブ CPU が コマ ンド を 実行 中 (ビジ ー 状 態 ) で ある こと を 示し ます . メイ ン シ ス テム の $FD05 
の ビッ ト 7 に 割り 当て られ て いま す . メ イン CPU が サ デ ブ CPU に 対し て 処理 要求 する と き に は, 
この BUSY 信号 の チェ ッ ク を 行なう 必要 が あり ます . いっ ぽう サブ CPU 側 で は , $D40A の リー 
ド (READY)/ ラ イト (BUSY) で BUSY 信号 の 制御 を 行ない ます . 

メイ ン CPU から の HALT 要求 を サブ CPU が 受け 取る と , この BUSY 信号 は ハー ド 的 に 
BUSY 状態 と な り ま す . つま り , HALT アク ノリ ッ ジ 信号 の 役目 も 果たし て いま す . 


( 3 ) CANSEL( メ イン ーー サブ プ ブ ) 
サブ CPU が 実行 中 の コマ ンド を 中 断 さ せ て , ビジ ー 状 態 を 解除 きせ る だ ため の 信号 で す . メイ ン 
シス テム の $FD05 の ビッ ト 6 に 割り 当て られ て いま す . 


(4 ) ATTENTION( メ イン サブ プ ) 
メイ ン CPU か ら 依 頼 さ れ て いた 割り 込み 事象 (PF キー 割り 込み . タイ マー 割り 込み ) が 発生 し 
ここ と を , メ イン CPU に 通知 する た め の 割 り 込 み 信 号 で す . メイ ン シ ス テム の $FED04 の ビッ ト 0 に 
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割り 当て られ て いま す . な お 割り 込み 事象 の 原因 に つい て は , 共有 RAM の ステ ー タ スバ イト に 


セッ ト さ れ ま す . 


(5 ) 共有 RAM( メ イン ーー サ プ ) 


メイ ン , サブ 間 で コマ ンド お よび デー タ な どの 交換 を する た め の RAM 領域 で す . 


内 容 は 。 図 4-4 の と お り で す . この 共有 RAM の アク セス 権 は サブ CPU が 優先 と な っ て いて , 


メイ ン CPU が アク セス する だ た め に は サブ CPU を HALT する 必要 が あり ます . 


① READY REQO ……… サブ CPU を HALT し て , 新た に コマ ンド を 設定 せ ず HALT 解除 


② ERROR CODE ……… サブ システム の コマ ンド 実行 に お いて エラ ー が 発生 し た と き に , エ 


③ デー タ 継 続 フ ラグ …… サ ブ CPU と メイ ン CPU と の デー タ 転 送 が 1 回 で 終了 し な い 場 合 , 


④ STATUS ooo の mm サブ CPU が メイ ン CPU より 依頼 され て いる 割り 込み を 発生 する 
と き , ここ に その 割り 込み 原因 が 設定 され ます . 
ビッ ト 0-3: PF キー 割り 込み (PF キー 番号 ) 
ビッ ト 4  : タイ マー 割り 込み 
ビッ ト 5  : イ ンタ ー バ ル タ イ マー 割り 込み 
ビッ ト 6  :0 時 割り 込み 
⑤ COMMAND …… パ … サブ シス テム へ の コマ ンド コー ド が 設定 され ます . 
(OWMMCACTAOCOLDLLK サブ CPU と メイ ン CPU と で や り と りさ れる デー タ が 書き 込ま れ 
ます . 
7 ビッ ト 
PB 000|「|PRO9 9: 
ゃ D383 | も FC83 
$D3FF $FCFF 


2 ソ 


する と き に は , この ビッ ト を ON に し ます . 


ラー コー ド が 設定 され ます . 


デー タ が 継続 し て いる こと を 示す た め に 用 いま す . 


図 4-4 共有 RAM の 内 容 


この 信 域 の 


4-3 サブ シス テム に 対す る BIOS 
4-3 サブ シス テム に 対す る BIOS 


サフ シス テム に 対す る BIOS に は , 図 4-5 に 示す 7 種類 が あり ます . また , その RCB パラ メー 
タ の 内 容 を 図 4-6 に 示し ます . 


リク エス ト 番 号 | 名 前 内 
由 生 ki0 2 旨 0 な 
8 
| eomer | maar= Lo lo 
Seour | zzza ァ 5 トッ ロー テン | O | oO 

本: 押 商 ら 基 


| eeer- SUBIN サブ プシ ステ ムイ ンプ ッ ト ル ー チ ン 
| 1 | AGHeor | mwー ァ ン LS- 


( 注 ) ACHROT は レジ スタ イ ンタ フェ ー ス の BIOS で す . 


図 44.5 サブ プ シ ステ ム に 対す る BIOS 一 覧 表 


( 4 ) INPUT 

CR] 画面 に 文字 列 を 表示 し た 後 , オ ペレ ー タ に よっ て 変更 さき され た フィ ー ル ド の な か で 画面 最上 
部 の フィ ー ル ド の 内 容 を 読み 込み ます . フィ ー ル ド 内 容 の 読み 込み は , 変更 の 終了 キー( 加 , 
+|C, |CTRLTIX|, [CLS| ) が 押さ きれ た と き に 一 括 し て デー タバ ッ フ ァ に 転送 され ま す . 


(2 ) INPUTC 

INFUT エ ルー チン に お いて 転送 きれ な か っ た 残り の 変更 フィ ー ル ド の 入力 を 行ない ます . 
1NFUT エ ルー チン に よっ て 変更 フィ ー ル ド の 内 容 を 入力 する と き に は , INPUTC の デー タバ イト 
数 が (0 に な る ま て で 継続 し て INPUTC コマ ンド を 実行 し な けれ ば な り ま せん . 


( 3 ) OUTPUT 
文字 列 を CRT 画面 に 表示 し ます . 


(4) KEYIN 
キー ボー ド よ り 1 文字 分 の キー コー ド を 入力 し ます . 「 第 5 章 キー 入力 」 を 参照 くだ さい . 


(5 ) SUBOUT 

サフ シス テム に サブ シス テム コマ ンド お よび デー タ を 転送 し ます . 一 度 に 転送 で きる デー タ は 
128 バイ ト ま で で あり , それ 以上 の デー タ を 転送 する と き に は , 共有 RAM の 継続 フラ グ の 処理 を 
ユー ザー プロ グラ ム で 行なう 必要 が あり ます . SUBOUT に て サブ プ シ ステ ムコ マン ド を 転送 する 
と サブ シス テム で 実行 され ます が , この SUBOUT は デー タ の 転送 を する の み で , サブ シス テム 
の 実行 完了 を 待つ こと な く 〈 く 呼び 出し 元 へ 戻り ます . 


27 


第 4 章 サブ システム 


SUBOUT を 使用 する サブ シス テム コマ ンド に は ,。 以下 の も の が あり ます . 


・INIT, ERASE, PUT, PUT CHARACTER BLOCK1, PUT CHARACTEK 
BLOCK2,TAB SET,CONSOLE CONTROL, ERASE2,CHARACTER LINE, LINE, 
LINE2,CHAIN, POINT,PAINT, SYMBOL,CHANGE COLOR, PUT BLOCK1, PUT 
BLOCK2, PUT BLOCK, SELECT DISPLAY MODE, SET VIEWPORT COORDINATE, 
TILE BOX, DEEINE STRING OF PF, INTERRUPT CONTROL, SET TIMER, SET 
RTC, KEYBOARD CONTROL 


( 6 ) SUBIN 

サブ シス テム に コマ ンド お よび デー タ を 転送 し て か ら , サブ シス テム の 実行 終了 を 待っ て その 
処理 結果 を 入力 し ます . 処理 結果 が デー タバ ッ フ ァ に 転送 きれ る の で , サブ シス テム に 転送 し た 
コマ ンド と デー タ は 消さ きれ て し まい ます . で すか ら 連 続 し て SUBIN コマ ンド を 実行 する と き に 
は , その た びに コマ ンド と デー タ を セッ ト す る 必要 が あり ます . 

SUBIN を 使用 し な く て は な ら な い サ ブシ ステ ムコ マン ド に は , 以下 の も の が あり ます . 


・GET, GETC, GET CHARACTER BLOCK1, GET CHARACTER BLOCK2, GET 
BUFEER ADDRESS, READ CONSOLE PARAMETER, GET BLOCK1, GE1T BLOCK2, 
GET BLOCK, GRAPHIC CURSOR, READ DISPLAY STATUS, INKEY, GET STRING 
OF PF,READ TIMER, READ RTC, KEYBOARD CONTROL 


(7 ) ACHROT 
CRT 画面 に 1 文字 表示 する レジ スタ イン ター フェ ー ス の BIOS で す . F-BASIC V3.0 で は 使 
用 で きま せん . 
SUBOUT を 利用 し て LINE を 描画 する サン プル プロ グラ ム を リス ト 4-1 に 示し ます . 


リス ト 4-1 SUBOUT の サン プル プロ グラ ム 


00100 し も も る も も る る も する も すもも も も す も 《《 も も 9?.《 も 9《 も も 3? も も する 《 も 3 
00110 氷 SUBUDUT SAMPLE 水 
00120 氷 ( LIST 4@-1 ) V3.0/V う . う ※ 
001 30 いも も も も も も も も も も も も も を る も も る も も も すもも も も も も も る 3. も て ・ 
00140 UPT NUGEN 

00150 5000 URG $5000 

00160 素 

00170 5000 8E 5008 ENTRY  LDX SUBUUT 

00180 5003 ^D ?F FBFR JSR [ $FBFA 」 

00190 5007 3? RTS 

00200 い 

00210 5S008 10 SUBUUT FCB 16 REQ NU 

00220 5009 0001 RMB 1 ERRUR STATUS 
00230 5008 5010 FDB LINE DATA ADR 
00240 500C 0010 FDB 16 DaATA LEN 
00250 500E _ 0002 RMB の 

00260 5010 0002 LINE RMB 2 

00270 5012 15 FCB る 15 CUMMAND CUDE 


ング 
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00Z80 5013 07 FCB 7 CULUR 
002Z ウ 0 5014 00 FCB U FUNCTTIUN 
00300 5015 0000 FUB 0 X1 

00310 5017 0000 FUB 0 Y1 

00320 5019 027F FUB 6 3 メン 

00330 501B 00C7 FUB 1 フッ Y2 

00340 5S5010 00 FCB 0 BUX FLG 
00350 SO1E FFFF FUB $FFFF LINE STYLE 
00360 | 

00370 5000 END ENTRTY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MRRNTINGS 00000--00000 


PRUGRRM BEGTN DOOR=5000 
PRUGRRM END RDDR=S01F 


PRUGRAM ENTRY AUDR=5000 


リク エス ト 番 号 
エラ ー ス テー タス 

デー タバ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス 
デー タバ イト 数 (16 ビ ピット ) 
デー タバ ッ フ ァ 長 (16 ビ ピッ ト ) 


RCBSTA 

RCBDBA 
RCBLNH 
RCBBMH 


(2) INPUTC 


リク エス ト 番 号 
エラ ー ス テー タス 

デー タバ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス 
デー タバ イト 数 (16 ビ ピッ ト ) 
デー タバ ッ フ ァ 長 (16 ビ ッ ト ) 


(3) OUTPUT 


CE 
0 


0 リク エス ト 番 号 2 
〇 
〇 


エラ ー ス テー タス 
ザー 
1 


デー タバ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス 
2 
の 
RCBLNH 


デー タバ イト 数 (16 ピ ビット) 
リザ ー ブ 


リク エス ト 番 号 


エラ ー ス テー タス | 
デー タバ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス 
デー タバ イト 数 (16 ビ ピッ ト ) 

り リーグ 
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(5) SUBOUT 


し 凍 間 陸生 半 こま 


リク エス ト 番 号 
エラ ー ス テー タス 


デー タバ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス 
ー タ バイ ト 数 (16 ビ ピッ ト ) 
(大王 グ 


RCBBMH 


半 - し 「 呈 半 度 重量 
(7) ACHROT 


リク エス ト 番 号 
〇 
( 〇 
に 2 
zz 


エラ ー ス テー タス 


デー タバ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス 
RE リク エス ト 番 号 
1 時 タ 


デー タバ イト 数 (16 ビ ピット) 
[出力 情報 」 


入力 バイ ト 数 (16 ビ ピット) 
1 0 ma 1 * 


AccA ーーーーーーーー 一 
AccB ーーーーーーーーー に = 
Carry タ ーー ジン ラク Carry ニ 1 の と き に エラ ー あ り 


図 446 サブ プ シ ステ ム に 対す る BIOS の RCB 


4-4 サブ シス テム コマ ンド 


サブ シス テム に 用 意 き れ て いる コマ ンド を 一 覧 表 ( 図 4-7A, 図 4-7B, 図 4-7C, 図 4-7D) で 示 
し ます . な お コマ ンド の 詳細 に つい て は 本 書 で は と りあ げ ま せん の で , サブ システム コマンド の 
使用 に 際 し て は , ディ スプ レイ サ プ ブシ ステ ム 解 説 書 を 参照 くだ さい . 

FM77AV タイ プ A,。 タイ プ B の サ プ モ ニタ に は , 直線 描画 用 の サブ シス テム コマ ンド と し て 
LINE と LINE2 の 2 種類 が あり ます . これ は , FM77AV で は 直線 補間 回 路 に よる ハー ドウ ェ ア 
描画 機能 が 採用 きれ た の で す が , この 直線 補間 回 路 に よる 直線 補間 ロジ ッ ク が FM-7 と 美 な っ て 
いる か ら で す . その た め FM-7 と 同様 の 直線 を 描く よう に 工夫 し た の が LINE2 コマ ンド で す . 

LINE2 コマ ン ド で の 斜め の 線 の 描画 に 関 し て は , 直線 補間 回 路 を 使用 し な い の で LINE コマ 


2 ダ 


4-4 サブ プシ ステ ムコ マン ド 


4 

NE 

HN 

1 | 

店 

半 
いい)」 
へ 
N 


INIT $01 | コン ソー ル 機 能 の 初期 化 


0 画面 お よび コン ソー ル の 初期 化 


文字 列 を 画面 に 表示 
文字 列 の 表示 後 , 変更 フィ ー ル ド の 入力 


〇 


U 

(て ー 

| 
69 | の | 人 O 

( 〇 つ 
や | OO| DO 


| GETC 


ーー 
〇 
〇 1 


GET に よる 未 転送 フィ ー ル ド の 入力 


PUT CHARACTER BLOCK 1 $07 | 梓 内 へ の 文字 の 表示 


) 
『「TI 
ー コ 
て ) 
間 
ア 
つつ 
や 
て ) 
ad 
『TI 
つ 
9 
『” 
〇 
て う 
へ 
= 
も う 
〇 つ 
〇 ) 
ゴ は 


GET CHARACTER BLOCK 2 $08 | 梓 内 の 文字 コー ド と アト リピ ビュ ー ト の 読み 取り 
09 | 枠 内 へ の 文字 (アト リピ ビュ ー ト ) の 表示 


0 ー ソ ル 位 置 の 読み 込み ( ーー 
0 ー ソ ル 位 置 の 読み 込み 
TABSET $0B | TAB 位 置 の 設定 

CONSOLE CONTROL 0C | コン ソー ル 機 能 の 選択 

ERASE 2 $0D | 画面 お よび コン ソー ル の 初期 化 


CHARACTER LINE $20 | 文字 に よっ て 直線 また は 四角 を 描く 


図 4-7A コン ソー ルコ マン ド 一 覧 


ゴ は 


二 | - 蘭 


の 
十 


G) 
「T 
ー 
199) 
ー 
TI 
-『1 
『TI 
つ フ 
アア 
ワ 
1 
つ リ 
『「TI 
〇 び ) 
9/) 
も 5 | の 
ちあ | アア | の 


で もう 


上 

人 

WV 

の 

THN 

日 

| 

5 
My・ 
へ 
NM 


LINE ゃ 15 
CHAIN ゃ 16 
POINT 


中 線 ま た は 四角 形 を 描く 
指定 座標 問 を 直線 で 結ぶ 


PAINT 1 梓 内 に 色 を ぬる 


SYMBOL 文字 列 を 大 き さ , 角度 を 変え て 表示 する 
と ん の 


CHANGE COLOR $1A | 枠 内 の 色 を 変え る 


GET BLOCK 1 $1B | 枠 
GET BLOCK 2 
GET BLOCK 
PUT BLOCK 2 
PUT BLOCK 
GRAPHIC CURSOR 
SELECT DISPLAY MODE ゃ 22 
READ DISPLAY STATUS 
LINE 2 

TILE BOX 

SET VIEWPORT COORDINATE $39 


ーー 


ーー 


も 3 | 6 う 9 | 6 う 
( 〇 | Oi 


も う 9 | 2 
トー | テー 
腸 


ーー 


も う | も の 
=ー ユ 
「TT |「『TI 


枠 内 に R.G.B. の ドッ ト パ タ ー ン を 表示 


9 | 6 の | こと / 
CO | ト O トー 
の | 選 記 


タイ ルス トリ ング パタ ー ン で 四角 形 を 描く 


ビ ピュー ポー ト 座 標 の 設定 


〇 ) 
OO 


図 447B グラ フィ ッ ク コ マン ド 一 覧 


ン 


ひい] 


生 4 誰 サブ プ シ ステ ム 


Ny 
に ! 


> 


でも う 
ト う 
着 ま 


内 
DEFINE STRING OF PF $2A | PF キー に 文字 列 を 定義 する 
GET SITRING OF PF PF キー 定義 文字 列 を 読み 取る 
INTERRUPT CONTROL $2C | PF キー 割り 込み の 選択 を 行なう 
SET IIMER タイ マレ ジス タ の 内 容 を 設定 する 
突 を 諸 
設定 する 


も 9 
ト う 
き 


INKEY キー コー ド を 読み 取る 


_ | oe、 
ェ ブ ー ュ 


いこ / 
ひひ 
き 


も 
〇 ) 
「T1 


KEYBOARD CONTROL $45 


図 4-7C キー ボー ド , タイ マコ マン ド 一 覧 


ら 


each デー タ の 継続 転送 を 行なう 
TEST サ 
・ コ 


析 夢 還 
lolo 
証 湯 > 
に 本 
Lolo 


で 
日 
ーー 


もう 
〇 ) 
き 


でも う 
〇 ) 
TI 


TELEVISION CONTROL $44 | AVTV を 制御 する 


日 
よい 
(9 の 9 


で も 


図 477D その 他 コ マン ド 一 覧 


ンド と 比べ る と か な り 低 速 で す . で すか ら 特 に 不具 合 が な いな ら ば , LINE コマ ンド を 使用 する 方 
が 覧 明 で す . な お F-BASIC V3.3 の LINE 文 は 。 LINE コマ ンド の 方 を 採用 し て いま す . 
な お 参考 まで に , 2 点 (0。0), (639, 199) を 結ぶ 直線 の ロジ ッ ク の 違い を 図 4-8 に 示し ます . 


[LINE 2 


fn SO GS 
0 
6 
Ox 
OO 
oO 6 
6 
。 
0 
0 も も も 
6 
議決 に も を ゃ し ER 4 
6 
ooQo0 
SO OO 
6 


XX 
OO 
< 5 
me ee < * 
OO の Co 
Ao oo 
OO の Oo OS 
(の こ oO いい し ER 天 う い 。 
0 
< 0 
< 
8 
OO OO の OO 
OO の OOO の 
が 世 CK 天 2 
Co OO SO 
OX eo 
oo 2 
OO 
< の 
0 2 2 
し ER 2 し 天 う 
Ao の 
OO Ao 
oO 。 ァ 
SOC 
% 
ww 4 * * Y_w_? 必 ゃ > 〇 ee 
AX AO OO 
OO SO 。 OO OO 
OO SC SC の CCO OO 
< 
ーー OK 2 ee ee OO の 
oo 
Ao CO 
AA し OX 式 2 
に 
6 < 
・ OO 
0 CO 
OOOOOO) CC っ AO 
OS 1 
OO 
の 
6 
ooooooo >oQoooOo xooo oooo ooo 
oooc00 562 % Coo 5 
OO OO OO の | 
OO 
OO00 OO e OO OO の の の 00 の 0 の 
OO OS OO 6 
OO 0 SoC SC0500 の 
OO OO OO OO 
の OO OO CO 
OO CC OO OO OO 
OO Oo OO … 
Oo OO OO SO 
OO OO の CO COCCO 
COOOOO GOO の OO の OOOOO の の 
OO OO COO SS の 
の の CO 
OO OO 9 oO 


図 4-8 LINE と LINE 2 コマ ンド の 直線 補間 ロジ ッ ク 
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4-5 サブ シス テム の 直接 制御 
4-5 サブ シス テム の 直接 制御 


4-5-1 共有 IRAM フ アク セス 

BASIC ある い は , BIOS に よっ て サブ シス テム を 利用 する と き に は , BIOS が メイ ン ・ サ プイ 
ンタ ー フ ェ ー ス 処理 を 行なっ て くれ る た め , ユー ザー は メイ ン ・ サ ブイ ンタ ー フ ェ ー ス を 意識 す 
る 必要 が あり ませ ん . し か し BASIC や BIOS を 通し て の サブ シス テム の 利用 で は 実行 速度 の 点 
で 物 足 り ず , 直接 サブ プ シ ステ ム を 制御 し た く な る こと が あり ます . その 場合 に は 所 定 の メイ ン ・ 
サブ プイ ンタ ー フ ェ ー ス 処理 を ユー ザー プロ グラ ム で 実行 し , 共有 NAM を アク セス する 必要 が で 
て きま す .。 そこ で 本 項 で は , メイ ン CPU に よる 共有 RAM アク セス の 手順 を 説明 し ます . 

共有 AM を メイ ン CPU が アク セス する た め に は , まず サブ CPU を HALT (停止 ) させ る 必 
要 が あり ます . サブ CPU の HALT に は , $FD05 の ビッ ト 7 に 1 を 書き 込み ます . し か し サブ 
CPU の 動作 中 (BUSY 状態 ) に 急 に HALT する と 不具 合 が 生 し る 可能 性 が ある た め , BUSY フ 
ラグ を チェ ッ ク し て , READY 状態 を 確認 し て か ら HALT 信号 を セッ ト し ます . HALT 要求 が 
サブ CPU に 受け 付け られ る と , BUSY フラ グ が BUSY と な り ま す の で , その 信号 に より サ プ 
CPU の HALT を 確認 し ます . 

サブ CPU が HALT し た ら , メイ ン CPU か ら 共 有 RAM へ コマ ンド お よび デー タ を 転送 し ま 
す . そし て サブ CPU の HALT を 解除 する と 共有 RAM に 設定 され た コマ ンド が サブ CPU に よ 
り 解析 され て 実行 され ます . サブ CPU の HALT 解除 に は , $FD05 の ビッ ト 7 に 0 を 書き 込み ま 
す . 

サブ CPU の HALT 解除 を する と 共有 RAM 上 の コマ ンド が 実行 きれ る の で す が , 実行 すべ き 
コマ ンド が な い 場 合 が あり ます . その と き に は , 共有 RAM の READY フラ グ を ON に し て か ら 
HALT 解除 し ます . 

それ で は 共有 RAM アク セス の サン プル と し て , LINE コマ ンド を 共有 RAM に 書き 込ん で 実 
行 さ せる プロ グラ ム を リス ト 4-2 に 示し ます . 


リス ト 4-2 共有 RAM アク セス 


00100 し て も すもも 《 も する 6 も る 《《 も も も 《.《 も? も すす?、《 も す 《?《 1 も す 《 1 4 
001 10 [ 素 キョ ウ ュ 9 ウ RAM ACCESS 
00120 い ( LIST 4-2 )  V3.0/V3.3  *※* 
001 30 し すす すす すす も すす すす す も す て すす すそ すす も すす も すす すす すそ? 
00140 UPT NUGEN 

00150 5000 URG $5000 

00160 い 

00170 5S000 BD S00 ENTRY  JSR SUBHLT SUB HALT 

00180 5003 BOD 5023 JSR DATMOV DATA MVE 
00190 5006 BO 5S01C JSR SUBMOV SUB MOVE 

00200 5009 3 る 9 RTS 

00210 

00220 500 B6 FD05 SUBHLT LDA $FD05 SUB BUSY CHECK 
00230 SOOD 2B FB S008 BMT SUBHL T 

00240 500F 18a 50 URCC $50 TRO,FTRQO キン シ 
00250 5011 86 80 LDR #$80 SUB HALT REQUEST 


9/ 


第 4 府 サブ シス テム 


00260 5013 B? FD05 STA $FD05 
00270 5016 B6 FD05 LDA $FD05 SUB HALT CHECK 
00280 5S019 2 FB 5016 BPL ※ー ス 
00290 GS01B 3 る 39 RTS ー 
00300 501C 4F SUBMHV CLRA SUB HALT カイ ジ " ョ 
00310 5010 B? FDO05 STA $FD05 
00320 5020 1C nnF QANDCC 村 $ 代 F TRQ,FTRGO キン シ カイ ジ " ョ 
00330 5022 39 RTS 
00340 ボ 
00350 5023 8E 5034 DATMUV LDX LINE 
00360 5026 108E FC82 LDY #$FC82 
00370 5028 aa6 80 LOOP LDR ・ X+ 
00380 502C AA7 AO STR 。Y+ 
_00390 502E 8C S042 CMPX LINEND 
00400 5031 26 F7 502aA BNE LOOP 
00410 5033 る 9 RTS 
00420 ポ ボ ( 
00430 5034 15 し LINE FCB $15 CUMMAND CUDE 
00440 5035 07 FCB 7 CULOR 
00450 5036 00 FCB 0 FUNCT IOUN 
00460 503? 0000 FDB 0 X 1 
00470 5039 0000 FDB 0 Y1 
00480 503B 027F FDB 6 る の X2 
00490 503D 00C7 FOB 1 99 Y2 
00500 503F 00 FCB 0 BUX FLG 
00510 5040 FFFF FDB $FFFF し LINE STYLE 
00520 5042 LINEND EQU 
00530 ボ 
00540 5000 END ENTRTY 
TUTAL ERRURS 00000--00000 


TOTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S5000 


PRUGRAM END DOR=S504 1 
PRUGRAM ENTRY ADOR=5000 


ER 


_- 4-5-2 TEST コマ ンド 

前 項 で は , LINE コマ ンド を 共有 RAM に 書き 込ん で 実行 きせ て み ま し た . し か し これ は あま り 
面白 い 例 で は あり ませ ん で し た . な ぜ な ら BIOS の SUBOUT の か わり を させ た だ け だ か ら で 
す . 

そこ で 今度 は ユー ザー プロ グラ ム を 送り 込ん で , その プロ グラ ム を サブ CPU に 実行 させ る こ 
と を 考え て みた いと 思い ます . 

それ を 行なう た め に は , TEST コマ ンド を し っ か り 理 解す る 必要 が あり ます . この TEST コマ 
ンド は サブ シス テム の 開発 お よび メン テ ナ ン ス の た だ ため に 作ら れ だ た コマ ンド で , FM-8 で ば 
YAMAUCHI と いう パス ワー ド を 必要 と し た た め , YAMAUCHI コマ ンド と し て 有名 な も の で 
す 。 ただ し FM-7 以後 で は この パス ワー ド は 不要 と な っ て いま す . 

この TEST コマ ンド に は ,。MOVE, JMP, JMSR, END の 4 つの サブ コマ ンド が あり ます . 
MOVE サブ プ コ マン ド は , 指定 され た サブ メモ リ 間 の デー タ 転 送 命 令 で す . JMP サブ プ コ マン ド は , 
サブ CPU に よっ て 読み 込ま れる サ プ コ マン ド 列 の アド レス を 変更 する 命令 で す . サブ CPU の 実 
行 番地 が 分 岐 き れる の で は あり ませ ん . JMSR サブ プ コ マン ド は , 指定 され た アド レス の マシ ン 庄 
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サブルーチン を サブ ルー チン コー ル し ます . END コマ ンド は サブ コマ ンド 列 の 終了 を 示し , 
TES」 コマ ンド の 実行 が 終了 し ます . これ ら TEST コマ ンド の 形式 を 図 4-9 に 示し ます . 


TEST コマ ンド 〕 
Len トー 


LMOVE サ プ コ マン ド 〕 


[JUMP サ プ コ マン ド )〕 


図 449 TEST コ マン ド の 形式 


それ で は この TEST コマ ンド を 使っ た 例 と し て , サブ シス テム の 割り 込み ベク トル の 読み 込み 
(リス ト 4-3) と 画面 の ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル の プロ グラ ム ( リ スト 4-4) を 考え て み ま す . 

画面 の ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル を する に は , サブ プシ ステ ム の オフ セッ ト ア ドレ スレ ジス タ 
($⑮D40E,$D40F) を 書き 換え る だ け で 簡単 に で きま す . そ し て オフ セッ ト ア ドレ ス レジ スタ に 書き 
込ん だ 値 は , $D008,$D009 番地 (タイ プ C で は $D01F, $D020 番地 ) の シス テム 変数 に 保存 され 
て いま す . で すか ら そ の 値 を 参照 し て 160 づつ 減算 し た 値 を オフ セッ トレ ジス タ に 書き 込む こと 
に し ます . これ に よっ て 2 ライ ン ご と の 下 ス クロ ー ル が 実現 で きま す . 


リス ト 4-3 割り 込み ベク トル の 読み 込み 
EE 


00100 ※ 玉 束 ※※ 玉 未来 玉 玉 求 玉 玉 求 玉 玉 氷 求 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 求 定 玉 玉 束 氷 求 氷 玉 
00110 SUB INTERRUPT VECTUR READ 水 
00120 水 て し LTST 4- う ) V3.0/V3. 3 水 
001 30 すす すもも すもも する? も すす すす すもも すす すす も も すもも すもも も も も すもも そる る : 
00140 UPT NUGEN 

00150 5000 URG $5000 

00160 ボ 

00170 5000 BD 5016 ENTRY  JSR SUBHLT サフ 2" HALT 

00180 5003 BD 5S038 JSR MUVCMD TEST CUMMAND SET 
00190 5006 BOD 5031 JSR SUBMUV サフ 2" HALT カイ シ " ョ 
002Z00 500? BD 5016 JSR SUBHLT サフ 2" HALT 


1 ーー ペーーーーーーーーーーーーーー そ Oo 
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00210 
00220 
00230 
00240 
00250 
00260 
00270 
00280 
00290 
00300 
00310 
00320 
00330 
00340 
00350 
00360 
00370 
00380 
00390 
00400 
00410 
00420 
00430 
00440 
00450 
00460 
00470 
00480 
00490 
00500 
00510 
00520 
00530 
00540 
00550 
00560 
00570 
00580 
00590 
00600 
00610 
00620 
00630 
00640 
00650 
00660 
00670 


第 4 章 サブ プ シ ステ ム 


108E 


108E 


う F 
0008 
?1 
FFFO 
D380 
0016 
?0 
506B 
5000 


5016 


5022 


503F 


5052 


PAGE 002 (860623、115350 ) 


TOTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGTN AODR=S5000 
PRUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY DDR=5000 


7 ひひ 


RODR=S506A 


し 
SUBHLT 


RDYREG 


SUBMUV 


示 


MUVCMD 


LUUP 1 


MUVDRaT 


LUUP2 


ホホ 


TESTCD 


TESTED 


MUVDRT 
RDYREGQ 
SUBMUV 


$FDO05 
ホー う 

村 $50 
村 $80 
$FDO05 
$FDO05 
ポー う 


$FC80 
村 $B80 
$FC80 


$FDO05 
は $F 


TESTCD 
寺 $FCGZ 
・+ 


4$FCAO 
$6000 
寺 16 
・X+ 
> T 


LUUP2 


$3F 

8 

$91 
$FFFO 
$D3A0 
$0016 
$90 

し 
ENTRY 


レレ シモ 5 シモ 5 シッ pp レシ レシ キト て わ ト v ト サド サ p サ (th ト | ト p。K。K。 ト 6$《$? ヤ ミヤ ト t エ ト ト bQbU ポ 0 ッ p ポ po ド 6 ドモ 6 トド &&t ル ll トト $ ト ト ku ト ト b シ トル ト pb ニニ ニ ト ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ァ "ー ク READ 
サフ " READY REQUEST 
サフ HALT カイ シ " ョ 


サフ " BUSY CHECK 
FTRQ.TRQ キッ ジ 
サフ " HALT 


サフ " HLT CHECK 


サフ " READY REQUES「 


サフ HALT カイ ジ " ョ 


FTRQ , IRQ キョ カ 


TEST CUMMAND SET 


テ ァ "ー ク RERD 


TEST CUMMAND 
PASS MURD 

MUVE SUB-CUMMRIND 
テン ソウ モト 了 ト " レ 人 

テン ソウ サキ 了 ト " レ 人 

テッ ソウ ハリ イト 人 ワ 

END SUB-CUMMARND 


bb も て ccccccccccccccccccsssss 


00100 
00110 
00120 
00130 
00140 
00150 
00160 
001 70 
00180 
00190 
00200 
00210 
00220 
00230 
00240 
00250 
00260 
00270 
00280 
00290 
00300 
00310 
00320 
00330 
00340 
00350 
00360 
00370 
00380 
00390 
00400 
00410 
00420 
00430 
00440 
00450 
00460 
00470 
00480 
00490 
00500 
00510 
00520 
00530 
00540 
00550 
00560 
00570 
00S80 
00590 
00600 
TUTAL 


TUTAL MARNINGS 00000--00000 


っ 000 


っ 000 
5003 
っ 006 
5009 


っ 008 
5S00D 
500F 
501 1 
501 3 
5S016 
5S019 
501B 
501C 
501F 
502 1 
5024 
5025 
っ 5026 
っ 029 
502B 


502C 
S02F 
っ 0 くく 
っ 035 
っ 037 
503A 
503C 


503D 
503E 
っ 046 
っ 04 7 
っ 049 


っ 04^ グ 
504D 
5050 
5053 
っ 056 


5S000 


5008 


5016 


に )0k 


ERRURS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S000 
PRUGRAM END 
PRUGRANM ENTRY ADDR=S000 


FFP 


RUDDR=5056 
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リス ト 4-4 ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル 


し すす も すす も すす も すす も も すもも 3 も も 3 すす も す 《 1 も すす 1 す ・ 
水 SCRULL ' 


し 


て LIST 4-4 ) 


ボボ 
V3.0 氷 


し て も 3 す る? する すもも 《《 も すす?《 も 《 る 《 も 《《 を すす も す も も 6 すす も す る る 9・ 


玉 
ENTRY 


氷 


SUBHL T 


RDYREQ 


SUBMUV 


※ 


MUVCMD 


LUUP1 


し 


TESTCD 


ENDCD 


UPT 
URG 


JSR 
JSR 
JSR 
RTS 


LDR 
BNMI 
URCC 
LDR 
ST 
LDR 
BPL 
RTS 
LDA 
URI 
っ 「 昌 
RTS 
CLRA 
っ 「 有 
RNDCC 
RTS 


LDX 
LDY 
LDR 
っ 「 朋 
CMPX 
BNE 
RTS 


FCB 
RMB 
FCB 
FUB 
FCB 


LDD 
SUBD 
S『D 
っ S「D 
RTS 
EQU 


END 


NUGEN 
$5000 


SUBHLT 
MUVCMD 
SUBMOUV 


$FD05 
ポー 

$50 
村 $B0 
ゃ FDOS 
$FDO05 
ポー うっ 


$FC80 
村 $80 
$FC80 


$FD05 
村 $ も RF 


TESTCD 
村 $FC82 
y 信二 

>T 
ENDCD 
LUUP 1 


ゃ っ う F 

に ) 

ゃ ウツ う 
$D38F 
$?0 
$DO1F UFFSET ADR REG MHRK 
160 
$DO1F 
$D40E UFFSET DR REG 


※※ 


ENTRY 
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4-5-3 プロ グラ ム の 転送 

共有 RAM へ プロ グラ ム を 書き 込ん で サブ CPU に 実行 させ る 方 法 は 。 わか っ て いた だ けた と 
思い ます . し か し 共有 RAM は 128 バイ ト し か あり ませ ん . これ で は ちょ っ と し た プロ グラ ム で 
も メモ リオ ー バ ー と な っ て し まい ます . そこ で サブ CPU 空間 の 共有 RAM 以外 の 領域 を 使用 す 
る こと を 考え て み ま す . し か し サブ プシ ステ ム の メモ リマ ッ プ を 見 て いた だ けれ ば お わか り だ と 思 
う の で す が , サブ CPU 空間 は ほとん どす べ て が 使用 され て いま す . で すか ら そ の CPU 空間 を 使 
用 する と き に は , 制約 に 注意 し て 使用 する 必要 が あり ます . 使用 で きそう な サブ CPU 空間 に は , 
つぎ の 領域 が 考え られ ます . 


共有 RAM($D380 一 $D3FF 番地 , 128 バイ ト ) 
② ワー クエ リア ($D500-$D7FF 番地 , 768 バイ ト ) 
③ 補助 ワー クエ リア ($D0C7ー$D277, 569 バイ ト ) 
〈④ コン ソー ル バ ッ ファ ($C000 一 $CF9F 番地 , 4000 バイ ト ) 
⑤ VRAM 


だ た だし, アド レス と 大 き さ は タイ プ A の 場合 の 値 で す . 

共有 RAM は 無 条 件 で 使用 で きま す . し か も サブ モニ タ の 実行 に よっ て その 内 容 が 変更 され る 
こと が な いた め , 定常 的 な プロ グラ ム の 実行 に も 利用 で きま す . 

ワー クエ リア は , PAINT ルー チン の ワー ク と し て 使用 され る 領域 で す . サザ モニ タ ROM 内 の 
PAINT ルー チン を 使用 し な いな ら , この エリ ア は すべ て 使用 で きま す . また 内 容 が 変更 さん れる こ 
と も あり ませ ん . し か も 後述 する SPECIAL コマ ンド を 使え ば , この 領域 を ユー ザー 領域 と し て 
占有 する こと も 可能 で す . し か し FM-7 で は , この 領域 に RAM が 実装 きれ て いな い の で 使用 で 
きま せん . 

科 助 ワー クエ リア は , サブ モニ タ ROM 内 の 各 処 理 の ロー カル 変数 に 利用 され る 領域 で す . で 
すか ら サ プ モ ニタ ROM 内 ルー チン を 使用 し な いな ら , この 領域 も 使用 で きま す . た だ し サブ モ 
ニタ ROM 内 ルー チン が 動作 し た と き に は この 領域 の 値 は 保証 され な いた め , 定常 的 な プロ グラ 
ム の 実行 に は 不適 当 な エリ ア で す . | 

コン ソー ル バ ッ ファ は , キャ ラク タ 表 示 に お ける ワー クエ リア で す . で すか ら こ の エリ ア を 使 
用 する と き に は , コン ソー ル バ ッ ファ を アク セス する サ プ ブ モ ニタ ROM 内 ルー チン は すべ て 使用 
で きま せん . また ブロ グラ ム の 終了 時 点 で コン ソー ル バ ッ ファ の 初期 設定 を し な いと , 画面 が 乱 
れ て し まい ます . た だ し タイ プ A, タイ プ B 使用 時 , 40 字 モ ー ド に すれ ば キャ ラク タコ ー ド バッ 
ファ , アト リピ ビュート バッ ファ の 後半 1000 バイ ト は 使用 され な い の で , 自由 に 使う こと が で きま 
す . 

VRAM は 大 き な 人 誰 域 で す が , CRTC と 共通 に 使用 さき され る こと , スク ロー ル に よっ て 論理 アド レ 
ス が 変わ っ て し まう こと 等 , 使用 に 際 し て 問題 の 多い 領域 で す . で すか ら VRAM を ユー ザー マシ 
ン 語 領域 と し て 使用 する の は , や め た 方 が いい ぃ いと 思わ れ ま す . 
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4-5 サブ シス テム の 直接 制御 


使用 する 領域 が 決ま れ ば , プロ グラ ム の 転送 , 実行 は TEST コマ ンド に よっ て 容易 に で きま す . 
それ で は コン ソー ル バ ッ ファ を 使用 し た サン プル プロ グラ ム を リス ト 4-5 に 示し ます . 


リス ト 4-5 プロ グラ ム の 転送 
gg 


5000 7E 50 71 10 00 50 09 00 53 00 00 3F 00 00 00 00 k イ ^ 
5S010 : 00 00 00 00 ?%1 DS 93 00 00 00 40 90 00 00 00 00 C7 
5020 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5030 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5040 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S050 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 10 00 50 62 C2 
5060 00 OF 00 00 SF 00 00 00 00 00 00 00 00 93 CO 00 n1 
5070 90 8E 50 83 CE CO 00 FF 50 17 CE 6560 1C C6 40 Aa6 EB 
5080 80 7 CO SA 26F9 34 10 8E 50 03 AD 9%9F FB Fa FE し 4 
5090 5S0 17 33 C8 40 35 10 8C 52 1B 25 DB 8E 50 GSGC 6E 88 
に 10「^16) ゥ F FB FI 4F 5F B7 C1 74 B7 C1 72FD C1 76 86 01 D3 
SOBO B/ C1 75 86 02 B7 C1 73 8D 46 B6 C1 74 BB C1 75 UF 
50CO 81 4C 25 08 B6 C1 75 40 B7 C1 75 BB C1 74 B7 C1 YD 
SODO 74 B6 C1 72 BB C1 73 81 B8 25 0A B6 C1 73 40 B7 りら 
SO0EO し 1 73 BB C1 72 BZ7 C1 72 80D 37 BE 0B B8 30 1F 26 6 
SOFO FC FC C1 76 C る 3 00 01 FD C1 76 83 03 E8 25 B9 る 9 し 
[ CS ] E6 D8 85 ら SD 0B B8 OC B2 4 1C EE E4 BO 11 BC C1 D1 
DR +O +1 +2 + ス る +4 + ら 5 +6 + イ +8 + の 9 +T +B +C +D +E +F [cs ] 
5100 8D 45 Be6 D4 09 CE 00 00 C6 03 86 10 EF 81 EF 81 ィ フ 
5110 30 88 4C 48 26 F6 3 る 0 9 3B 00 SA 26 ED B7 D4 09 5F 
5120 39 8D 24 Be6 D4 09 10 8E CO B2 C6 03 86 10 EE Aa1 7B 
ら 1 30 EF 81 EE ^1 EF 81 30 88 4C 4 26 F2 30 89 3B 00 し め 
ら 140 SR 26 E2 BZ D4 09 39 B6 C1 72 C6 50 3D FB C1 74 nn フ 
ら 5150 89 00 1F 01 39 00 00 00 00 07 FF FF EO OF FF FF D4 
ら 5160 FO 1F FF FF F8 3F FF FF FC る 3F FF FF FC SF FF FF B4 
51 70 FC 3F FF FF FC 3F FF FF FC 3F FF FF FC る F FF FF E4 
ら 5180 FC 3F FF FF FC 1F FF FF F8 OF FF FF FO _ 07 FF FF 4 し 
5190 EO 00 00 00 00 OF FF FF FO 18 00 00 18 30 00 00 3D 
ら 61 Aa0 0C 67 FE CO 36 C3 02 EO 73 C5 00 FO F く 3 C ス 3 10 D9 D1 
ら 1B0 B3 C3 FO CF 33 C く 10 C6 33 C 00 CO 33 CS 00 CO 6D 
51CO うぅ 3 C3 OO0 CO 33 67 80 CO 3 る 36 30 00 00 OC 18 00 00 1 
51D0 18 OF FF FF FO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 15 
51EO 00 07 FE CO 30 03 02 EO 70 03 00 FO FO 03 10 09 1 9 
ら 51FO BO 03 FO CF 30 0 10 C6 30 03 00 CO 30 0 00 CO 6 」 
LCS ] 4 R4 F4 0Z DBF6 49 SD 2 09 8E D7 01 34 C9 CD りく 
ADR +0 +] +2 + る 3 +4 +5 +6 + ア +8 +9 +Q +B +C +D +E +F [cs] 
5200 30 03 00 CO 30 07 80 CO 30 00 00 00 00 00 00 00 9A 
っ 5210 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5220 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 60O 00 00 00 00 00 
5230 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ SZ40 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 09 00 00 00 00 
っ 2Z50 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5260 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5270 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5280 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ S2?0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 2ZBU : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52EO 00 OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52FO 00 OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LCS 」 3 ぅ 0 03 00 CO 30 07 80 CO 30 00 00 00 00 00 00 00 9 


SAVEM "L4-5M"。 &H5000. &H521,&HS5000 
EN 
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FM77AV の FE-BASIC V3.3 を 使用 する と き に は , ダイ レク ト ア クセ ス に よっ て サブ CPU 空 
間 を アク セス する 方 が 簡単 な よう で す . も ちろ ん ダイ レク ト ア クセ ス は MMR を 使用 する た め , 
CPU クロック が 1.6MHz に 落ち て し まい ます . し か し メイ ン ・ サ プイ ンタ ー フ ェ ー ス で 大 量 の デ 
ー ク 転送 を し な けれ ば な ら な い 場 合 に は , か を えっ て ダイ レク ト ア クセ ス の 方 が 効率 的 な よう で す . 
グイ レク ト ア クセ ス に 関し て は , 「13-3 ダイ レク ト ア クセ ス 」 を 参照 くだ さい . 


4-C コン ソー ル バ ッ ファ 


画面 に 表示 され る 文字 は , その 文字 情報 が まず コン ソー ル バ ッ ファ に 格納 され ます . そし て そ 
の コン ソー ル バ ッ ファ の 内 容 を も と に キャ ラク タフ ォ ン ト が 読み 出さ れ , VRAM に 展開 され 表 
示さ れ ま す . この コン ソー ル バ ッ ファ と VRAM と の 対応 を , 80 文字 25 行 (WIDTH 80, 25) 表示 
の 場合 に つい て 図 4-10 に 示し ます . 


8 ドッ ト 8 ドッ ト 


VRAM (16KX3 バ イト ) 


sC04F キャ ラク タコ ー ド バッ ファ 


(2000 バ イト ) 
scanr 


アト リピ ュー トバ パ バッファ 


(2000 バ イト ) 


図 4-10 VRAM と コン ソー ル バ ッ ファ の 対応 


$C780 


$CF50 


40 文字 表示 の 場合 は , VRAM の 文字 フォ ント の 横 が 16 ドッ ト に 拡大 表示 され ます . そし て キ 
ャ ラク タコ ー ド バッ ファ , アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ と も に 前 半 の 1000 バイ ト の み が 使 用 され ま 
す . 20 行 表示 の 場合 に は , 文字 と 文字 と の 間 に 2 ドッ ト の すき 間 が お か れ , VRAM の 文字 フォ ン 
ト の 縦 が 10 ドッ ト と な り ま す . 

キャ ラク タコ ー ド バッ ファ に は , 表示 文字 の アス キー コー ド が その まま 格納 され ます . それ に 
対し て アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ に は , 表示 文字 の アト リピ ビュー ト 属 性 が 格納 され ます . この アト 
リ ビ ュ ー ト 属性 の 意味 は , 図 4-11 に 示す と お り で す . 

この コン ソー ル バ ッ ファ の 内 容 は , BASIC の SCREEN 関数 に て 知る こと が で きま す . 


PRINT SCREEN(0, 0。 0) Ni キャ ジン タ 5 ド ノ フッ ファ の 内 容 
PRINT SCREEN(0, 0, 1) 回 …… アト リピ ュー トバ ッ フ ァ の 内 容 
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4-6 コン ソール バッ プア 


7 6 5 4 3 2 1 0 
XXJPlR| | | 
TFTIM レ て 
ツヤ ーー 一 ーーーーー ペ ーーーーーーーーー ぞ 
CL 
・ フ フィー ルド スタート フ ラグ 
・ モ ディ ファ イフ ラグ 
・ フ ィ ー ル ド 保 護 フ ラグ 


R : リバ ー ス 表示 フラ グ 
CL : 表示 色 ( カ ラー コー ド ) 図 4411 アト リピ ビ ュー ト 属 性 


ピット 


で 愛 イ 


た だ し アト リピ ュー トバ パ バッファ の 内 容 は , CL( 表 示 色 ) と R( リ バー ス 表 示 フ ラグ ) の み が 返 され 
ます . 

P( フ ィ ー ル ド 保 護 フ ラグ ) が ON の 文字 は , スク リー ン エ ディ ッ ト に よる キー ボー ド の 文字 入 
力 に 対し て 保護 され , 変更 で き な く な り ま す . し か し PRINT 文 で の 変更 は 可能 で す . これ は 
BASIC で は サポ ー ト され て いま せん が , $61D 番地 (V3.0 で は $1E5 番地 ) の 内 容 が アト リ ビ ュ ー 
トバ ッ フ ァ に 書き 込ま れる よう に な っ て いま す の で , この 内 容 を 書き 換え て や れ ば BASIC で も 
活用 で きま す . 次 の プロ グラ ム を 実行 し て みて , “DON'T MODIFY” と いう 文字 列 を 変更 し て み 
て くだ さい . 変更 し よう と する と ブザー が 鳴っ て 変更 で きま せん . 


10 POKE &H61D,&H12: PRINT “DONT MODIFY' ・: 
20 POKE &H61D,&HO6: PRINT “MODIFY 0K" 


M( モ ディ ファ イフ ラグ ) は , スク リー ン エ ディ ッ ト に お いて 変更 され た 文字 に 対し て ON と な 
り ま す . これ は , サブ プシ ステ ム が スク リー ン エ ディ ッ ト に よっ て 変更 され た 内 容 の 処理 の た め に 
使わ れる 内 部 フラ グ で す . スク リー ン エ ディ ッ ト 状 態 に な っ た とき モデ ィ フ ァ イ フ ラグ が すべ て 
OFF に され , 変更 され た 文字 に 対し て の み ON に され ます . で すか ら ア トリ ビュ ー ト バッ ファ を 
直接 アク セス すれ ば , ユー ザー プロ グラ ム に お いて 変更 され た 文字 を 知る こと が で きま す . 

F( フ ィ ー ル ドス ター ト フ ラグ ) は フィ ー ル ド の 開始 を 示す フラ グ で , フィ ー ル ド の 先頭 だ けが 
ON に セ モット さ れ ま す . FM-7 シリ ー ズ で は , 画面 (コン ソー ル 画 面 ) は フィ ー ル ド と 呼ば れる 単位 
に 分 割 さ れ 管理 され て いま す . この フィ ー ル ド が 文字 列 の 表示 , 入力 処理 の 単位 と な り ま す . で 
すか ら ス クリ ー ン エディ ッ ト に お いて 文字 を 入力 し て いっ て , 次 の フィ ー ル ド に か か っ て し まう 
と プ ザ ー が 鳴っ て 警告 され ます . イン サー トモ ー ド の と き に は , 入力 処理 中 の フィ ー ル ド 内 が い 
っ ぱい に な る (文字 コー ド が $00 の 領域 が な く な る ) と それ 以上 の 文字 の 挿入 が で き な く な っ て し 
まい ます . BASIC プロ グラ ム を スク リー ン エ ディ ッ ト で 修正 し て いる と , ビー プ 音 が 鳴っ て 修正 
で き な く な る こと が あり ます が , それ は これ が 原因 な の で す . 

この フィ ー ル ドス ター ト フ ラグ は , 画面 を 消去 し た と き に は 画面 の 左上 端 に だ ご け セ モット され ま 
す . つま り 画 面 全 体 が ひと つの フィ ー ル ド な わけ で す . そし て PRINT 文 な ど で 文 字 列 が 表示 さ 
れる と , その 表示 文字 列 の 先頭 に フィ ー ル ドス ター ト フ ラグ が セッ ト さ れ , 新た な フィ ー ル ド が 
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設定 され ます . 

新た だ な フ ィ ー ル ド が 設定 され る と , その フィ ー ル ド 内 (次 の フィ ー ル ドス ター ト フ ラグ が セッ ト 
され て いる と ころ まで ) の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ は 同一 の つの アトリビュート に よっ て 埋め られ ま 
す . BASIC で は , その アト リ ビ ュ ー ト が $61D 番地 (V3.0 で は $1E5 番地 ) の 内 容 だ っ た わけ で す . 
それ で は 決 の プロ グラ ム を 実行 し て みて くだ さい . 


CLS : LOCATE 10,10: POKE &H61D,&H12: PRINT “A? 


表示 され だ た “A” と いう 文字 以降 は すべ て 保護 フィ ー ル ド と な り , キー ボー ド か ら 文 字 入 力 を す 
る こと が で き な く な っ て し まい ます . ここ で |CLS| な ど を 入力 し よう も の な ら , 画面 全体 が 保護 フ 
ィ ー ル ド と な っ て まっ た く キ ー ボ ー ド を 受け 付け な く な っ て し まい ます . 

も う ひ と つ , フィ ー ル ド に 関す る 面白 い サ ンプ ル を 示し ます . 次 の プロ グラ ム を 実行 し て みて 
くだ さい . そし て カー ソル を 表示 され て いる 文字 の 上 へ 持っ て いっ て くだ さい . 


10 CLS 
20 COLOR 2: LOCATE 10,10: PRINT ABCDE? 
30 COLOR 1: LOCATE 7,10: PRINT ヾ 1234? 


どう で すか . “BCDE” と いう 文字 の 上 に カー ソル を 持っ て いく と 色 が か わっ て し まい まし た ね . 
これ は 1234”" の 表示 が “ABCDE” の フィ ー ル ド に 重なっ て し まい , “ABCDE” の フィ ー ル ドド の 
フィ ー ル ドス ター ト フ ラグ が 書き 換え られ て し まい , 1 つの フィ ー ル ド に な っ て し まっ た た だ ため な 
の で す . その た め “BCDE” に 対す る アト リ ビ ュ ー ト が 書き 換 わ っ て し まい , カー ソル を 持っ て い 
っ だ と き そ の 新しい アデ アトリビュート で 表示 し 直さ れ た か ら で す . 

それ で は 最後 に フィ ー ル ド の 働き を 示す プロ グラ ム を 実行 し て み ま す . 


10 CLS 
20 LOCATE 0.5: PRINT" A1 AZ 
30 LOCATE 0,.6: PRINT" A3":: PRINT" A4" 


これ は ひと つの プリ ント 文 で 表示 する か , 分 割 し て 表示 する か の 違い だ け で あま り 違 い は な い 
よう に 思え ます . し か し A1, A2 は 同 し フィー ルド 内 の 文字 な の で す が , A3, A4 は 異な る フィ ー 
ルド の 文字 な の で す . サブ プ シ ステ ム の 扱い は フィ ー ル ド 単 位 な の で , この 両者 は 異な る 扱い を 受 
け ま す . た と えば A1, A2 の 前 に カー ソル を 持っ て いき , SAVE” を 入力 し て キー を 押し て み 
て くだ さい . エラ ー と な り ま すね . と ころ が A3, A4 に 同様 の こと を 行なう と , SAVE コマ ンド 
が 正常 に 実行 され ます . 

コン ソー ル バ ッ ファ と いう の は , 通常 は あま り 意 識 さ れ て いま せん し , FM-7 シリ ー ズ を 使用 す 
る うる で あま り 意 識 す る 必要 の な い 部 分 で す . し か し その し くみ が わか る と , な に げ な い 処 理 の 
な か に サ プ ブシ ステ ム の 複雑 な 処理 の 一 端 を か いま みる こと が で き て , 興味 深い と 思い ます . 
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4-8 SPECIAL コ マン ド 
4-/ ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル 


FM-7 シリ ー ズ で は , サブ シス テム の オフ セッ トレ ジス タ ($D40E, $D40F) に 値 を セッ ト す る こ 
と に より , 簡単 に スク ロー ル を 実現 する こと が で きま す .FM-7 で は この オフ セッ トレ ジス タ の トト 
位 5 ビ ッ ト の 値 は 無効 で あり ,256 ドッ ト 上 単位 の スク ロー ル と な り ま す . こ れ に 対し て FM77AV で 
は , $D430 の ビッ ト 2 を ON に する と オフ セッ トレ ジス タ の 下位 5 ビッ ト も 有効 と な り ,8 ドット 
単位 の スク ロー ル が 可能 と な り ま す . " 

ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル の し くみ は , この 点 だ け を 注意 すれ ば FM-7 も FM77AV も 同様 で す 
か ら , 13-5 ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル の 項 を 参照 くだ さい . 

な お オフ セッ トレ ジス タ に 書き 込ん だ 値 は , $D008, $D009 番地 (FM-7 で は $D01F, $D020 番 
地 ) に 保存 され て いま す の で , その 値 を 参照 すれ ば スク ロー ル の 開始 か ら ス ムー ズ な スク ロー ル が 
実現 で きま す . 


4-8 SPECIAL コマ ンド 


FM77AV の サブ モニ タ ( タ イプ A, タイ プ B) に は , ディ スプ レイ サブ シス テム 解説 書 に 記述 さ 
れ て いな い SPECIAL コマ ンド が 追加 され て いま す . この コマ ンド の 実行 に は “IKEMOTOY と 
いう パス ワー ド を 必要 と し て いま す . FM-8 の TEST コマ ンド (マス ワー ド “YAMAUCHI”′ を 
必要 と し だ た) を ほう ふつ と させ ます が , この SPECIAL コマ ンド の 機能 の 有用 性 は , TEST コマ ン 
ド に は 及ば な いよ う で す . 

富士 通 の 伝統 と も いう べき で し ょ うか . そう いえ ば FM77AV で F-BASIC V3.3 を 起動 し て 
以下 の キー を 押す と , キー ボー ド エ ン コー ダ か ら の メッ セー ジ を 見 る こと が で きま す . 


・ICAPI, IINSl, [か な | LED を 点灯 させ る . 
・ 左 右 の |SHIEFTI, CTRL|, GRAPHI|, [| キー を 同時 に 押す . 


それ で は , この SPECIAL コマ ンド の コマ ンド 形式 と 機能 を 説明 し ます ( 図 4-13). SPECIAL 
コマ ンド は , 以下 の 5 つの サブ コマ ンド か ら な っ て いま す . 


STORE KEY( サ ブ プ コ マン ドコ ー ド ニテ 1) 
GET DOMAIN( サ プ コ マン ドコ ー ド =2) 
_RELEASE DOMAIN( サ プ ブ コマ ンド コー ド =3) 
DEFINE EXTENTION COMMAND( サ プ コ マン ドコ ー ド ニー4) 
DELETE EXTENTION COMMAND( サ ブ プ コ マン ドコ ー ド ニ 5) 


STORE KEY コマ ンド は , 指定 され た コー ド を キー 入力 バッ ファ に 格納 する も の で す . この 機 
用 を 使え ば キーボード が 押さ きれ だ た か の よう な 処理 を プロ グラ ム で 実現 で きま す . 
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GET DOMAIN コマ ンド は , サブ シス テム の ワー クエ リ ア ($D500-$D7FF) に ユー ザー 領域 
を 確保 する も の で す . ちょ うど BASIC の CLEAR 文 に て ユー ザー マシ ン 語 領域 を 確保 する の と 
似 て いま す . た だ し この サブ コマ ンド で 指定 する パラ メー タ は , 新た に 確保 すべ き ユ ー ザ ー 領 域 
の 大 き さ ( バ バイト) です. 

RELEASE DOMAIN コマ ンド は , GET DOMAIN コマ ンド に て 確保 し た ユー ザー 領域 を サ 


拡張 コマ ンド $80 拡張 コマ ンド $81 拡張 コマ ンド $8F 
ーー 2 


$ ゃ D2781$D2791$D27AI$SD27BI$D27C sp27D| |spzA5 $ ゃ D2A61$D2A7 
ーー ニン ーー ニー ニー ョ ーー ニン 


L__ _ 拡張 コマ ンド の エン トリ アド レス 
_ [使用 中 $FF 
9 ee $00 


図 4-12 拡張 コマ ンド テー ブル 


SPECIAL コマ ンド ]〕 


復帰 情報 
PT 
6) 


| っ う , BOTTOM ア ドレ ス | ユー ザー 領域 の BOTTOM ア ドレ ス 


LRELEASE DOMAIN〕 入力 情報 | 復帰 情報 
相対 人 
[DEFINE EXTENTION COMMAND〕 [DELETE EXTENTION COMMAND〕 

る 衝 
| 10 | サ プ コ マン ドコ ー ド | 5 


図 4.13 SPECIAL コ マン ド の 形式 
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4-9 サブ シス テム へ の PEEK, POKE 


プシ ステ ム に 解放 する も の で す . 解放 する ユー ザー 領域 の 大 き さ を パラ メー タ と し て 与え ます . 

DEFINE EXTENTION COMMAND コマ ンド は , サブ シス テム の 拡張 コマ ンド を 拡張 コマ 
ンド テー ブル ($D278 一 $D2A7) に 登録 する も の で す . 登録 され た 拡張 コマ ンド は , 通常 の サフ シス 
テム の コマ ンド と 同様 に BIOS の SUBIN, SUBOUT コマ ンド か ら で も , 利用 で きる よう に な り 
ます . 抜 張 コ マン ド テ ー ブ ル の 構造 は 図 4-12 の よう で , テー ブル の 前 の 方 か ら $80 一 $8F の 拡張 
コマ ンド に 対応 し ます . この サブ コマ ンド で 与え る パラ メー タ は , 登録 する 拡張 コマ ンド コー ド 
($80-$8F) と その 拡張 コマ ンド の エン トリ アド レス で す . な お この 拡張 コマ ンド と し て 登録 され 
る ルー チン は RTS で 終了 する 必要 が あり ます . 

DELETE EXTENTION COMMAND コマ ンド は , 登録 済み の 拡張 コマ ンド を 拡張 コマ ンド 
_ テー ブル より 削除 する も の で す . 削除 し た い 拡張 コマ ンド コー ド ($80 一 $8F) を パラ メー タ と し て 

指定 し ます . 


4-9 サブ シス テム へ の PEEK, POKE 


サブ システム に アク セス する 場合 , いち いち TEST コマ ンド を 使っ て いた だ ので は , わずらわし 
く て 大 変 で す . そこ で BASIC か ら 手 軽 に サブ プ シ ステ ム を 扱う た め に , 次 の ユー ティ リティ を 作成 
し まし た . 動作 する F-BASIC は V3.0 の み で す . 


① サ ブシ ステ ム へ POKE (リス ト 4-6-1) 
②⑨ サブ シス テム を PEEK (リスト 4-6-2) 
③ サ プシ ステ ム を SAVEM (リス ト 4-6-3) 
④ サブ システム へ LOADM (リス ト 4-6-4) 


① と ② は サブ プ シ ステ ム の 1/O レジ スタ を 操作 する の に 便利 で し ょ う . また , ③ と ④ は , VRAM 
全体 を フロ ッ ピ ー に セー ブ / ロ ー ド する の に 利用 で きま す . 使 用 方 法 は プロ グラ ム を 適当 な アド レ 
ス に ロー ド し て , EXEC に より サブ ルー チン コー ル し ます . 


[POKE] 

EXEC ロー ドア ドレ ス 書き 込み サブ アド レス , 書き 込み デー タ 
[PEEK] 

DEFUSR ニ ロー ドア ドレ ス 

変数 =USR( 読 み 込み サブ アド レス ) 


[SAVEM] 
EXEC ロー ドア ドレ ス ファ イル 名 , セー プ 開 始 サ プア ドレ ス , 終了 アド レス , 実行 
開始 アド レス 
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[LOADM] 
EXEC ロー ドア ドレ ス ファ イル 名 [, [オフ セッ ト 」 [, RI] 


た と えば ,。 青 の VRAM 全体 を パ B1′ と いう ファ イル 名 で セー ブ す る と き に は , 次 の よう に し 
ます . 


EXEC &H7000 “B1",&HO, &H3E7F,&HO 


リス ト 4-6-1 サブ プシ ステ ム へ POKE 


?7100 : BD 99 F9 33 8C 13 F 43 E7 45 30 8C 06 EF 02 6E 60 
?7110 : 9F FB Fa 10 00 00 00 00 10 00 00 3F 00 00 00 OO 00 
7120 : 00 00 00 00 93 0D3 8F 90 B6 D3 85F6 0D4 02 7 2?F RAC 
?130 : D3 83F?7 D4 09 39 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 6 ぅ 
7140 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ィ 7150 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
?1e0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7170 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7180 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
?190 : OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71A0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71B0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71CO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
710D0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71EO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71FO : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
Lcs」 2F 1?7 EaA 17 28 1F 3E D3 BA 18 B5 C1 Da F8 2 0D 6F 


SAVEM "上 L4-ー6-1MU、&gH7100、&H7135.8H7100 


リス ト 4-6-2 サ プ シ ステ ム を PEEK 


ADR : +O +]1 +2 + る 3 +4 + す 5 +6 + ア イア +B + ウ の + ォ aa +B +C +D TE +F  : [LcsJ 


7000 : BD 28A 05 8D 05 80D 15 7E 9?7 4C 34 10 33 8C 30 aF : D ぅ 
7010 : 43 30 8C 25 EF 02 8D 9?F FBF 35 920 B6FD 05 2B  : FE 
7020 : FB 1 50 86 80 B7 FO 05 B6 FD 05 2 FB F6 FC 85 7 
7030 : ?73 FC 86 7F FD 05 1C 8F 39 10 00 00 00 00 2 00 B4 
7040 : 00 3F 00 00 00 00 00 00 00 00 2?3 D3 8F ?20 BE 03 ぅ 55 
7050 : 83F6 D4 09 aA6 84 F?7 pD4 09 SF FD D3 85 F6 D4 08 DC 
?7060 : F6 D3 86 27FBF704 0 39 00 00 00 00 00 00 00 7F 
7070 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7O080 : 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7090 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7080 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OBO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7O0CO : 00 00 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
70D0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7OEO0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
7O0FO0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LcsJ E7 E8 C1 E7 12 C6 6 AF C3 B2 FE 70 F8 05 ED 53C AD 


SAVEM "し L4-6-2M"。&H7000.&H7068,&H7000 
BI 


00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00t4 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0J【 ょ 4 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0【 ょ 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0U【4 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 06 {4 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 08【4 
00 00 00 OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 {ん 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 09【4 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 05{。 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヶ 【A 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 {4 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0Z【 ょ 
d 00 00 00 S8 SOQ 』 コ 6 ヨコ 9 60 ? タ dd 5』 06 ヨコ 8 %d $6 00 00 U【【4 
dU 00 00 00 00 00 00 3 00 00 @S < ヨ 3 9Z 』{ OS 60 タ ヶ qd 00【4 
[ 53] ゴ + ヨ + Q+ J+ d+ U+ 6+ 9g+ ひ /+ 9+ G+ ち + と + 乙 + {【+ O+ S【e し 
け コ り 6 0 【( り 9 ?【 8 3Z Qg コ 3?9 46 JJZ 2Z2 Qu GSGZ 9d 08 GJ L 53] 
と 6 / ゴ 0J 42 60 タタ 9』 48 <d 9 U90O タタ dd 4 ゴロ 4Z 88 Sd 0 ヨコ 0 
00 9 ら オ 90 タ 有 94 898 Odd G8 Sd ヨ ヨ dB S8 Sd ヨ ヨ 06 ヨコ 8 $%q 0 ヨコ 04 
と S6 00 00 00 00 00 00 00 00 < 00 00 00 00 00 00 0d0 ょ 
と の 00 0O【 6 G0 Q ヨ ココ 989 JJ』 SS /28 ココ Bd ZZ 650 da』 0J04 
J ビ ピ 9 ゴ コ GO dd ヨ 4 ヨ 08 9J ZS0 dQ ヨ 9』406 GS U ヨ ロ ヨゴ 』6 0804 
dJ dU ? タ 0 ヨコ ヨ SS? 00 ヨコ JJ Z0 コ ヨ 92Z 8 0 5 らち コジ $% ヶ dd コ ヨコ $%% 0 ぼ 90Z 
0U Jg $$ O【 ?% ロゴ 〕) ヨコ 09 ZZ6 ヨ / せ 』 ヨ ロ ヨ ヨ 』6 ヨコ 9 0 ヨコ ヨ U604 
ロタ 9{ 00 コ J Z0 ココ ヨッ JJ89 0 $ ヶ ち コ ゴ ヨ コリ Z0 ヨ ヨ dB タ 8 00 QO8 0g04 
6 の くく 6 く {0 9Z ヨコ ヨ ZZ0 Q 9 ヶ ヨコ J QQ ヨ 39 Z20 dQ ゴ コ 【』 ヨ Z0 < 0404 
ゴ 9 0dQ dd 9 0d 0qQ 42Z 0qddqdd ヨ JO 4』 コ 59Z 』{ OS ち 5 0904 
に と dg 4 0d Q 05 り 【 Z ヶ dQ 【 コ Z0 9 0d dd 【0 』【 050 ょ 4 
シゴ 9 0d Odd 4Z 0d dd コタ 9Z 00 ZOO d8 2Z0 ヨ ヨ JO ヨコ 9 0 ヶ 04 
2 々 dd d ヨ 42d 【【 9J コ 』 JJ ヨ SS0 4Z Z0 【8 40 ZZ 9 ヨコ Z0 OSY04 
ちら 9 ヨコ ヨ 3 Z0 42d 0 998 9 9〆Z 56 の 26 QO 25 9J 2 の 6 2 の 6 Oda 0604 
レス = 40 /2Z 8d Q 【』 コ ZZ0O ヨ ヨ Z0U6 OOQgd 9%0 4Z コ Z 【@ Z6 6 の 6 0【04 
ヶ J dd 0Z 4Z gd dQ6 /% JJ dd ヨ ヨ 3 20 dd 【』 ヨ Z0 dQ コ ら 6 ヨッ 0004 


AVO1 ン ツ とべ と 電 ヤー9- ヤ サジ 


0004HS "SO0AHS 0004H2) MM と どー ウー タ 1 AUS 


9 に と と 6G ら [リタ ゴロ ヨ d 5@2 {[② 526 【 ?26 gd ?8 9 6d タ d 6@A L 53J 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 コ 40。 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヨ 04 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0d04 
> ウ 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 6z 5 ヨ 3 92 』1 0J04 
と 0 0 90 タ 0 2 コロ ヨコ 42 B8 0 294』U0 タ 09448 Sd d』 ヨコ 5 090。 
26 60 ?0 440099 60 タ 5?09 コ 5S8 SO ヨ ヨ Bszg sd ヨコ 406 ヨコ 8 0904 
49 sd 6 00 00 00 00 00 00 00 00 3z 00 00 【S 00 00 060。> 
ャ メス 00 OO 0O【 6z 50 dd ヨ コ ヨコ 》 88 ココ Ss 28 ココ 98 ヨコ 2 GS0 0804 
yJ6) dd 9d G0 Q コ 4 メ d 08 9?98 ヨ ヨ 2 50 dQ 9 06 GS り オ ヨゴ ロコ 0 メ 04 
ゴウ 46 Q ヾ Z0 ヨコ ヨ [2 d8 0 5 らち 9 SS ヶ ヨコ ヨコ Z2 J8 SS O【 % タ 2 0904 
こう 9 926 ヨコ / ロタ ヨコ J ヨ 。 J』QJ QOd ?2> 5 コ 』 0J Qd ヨコ 5 コッ 0504 
【8 38 0d O ヨ d コ 』 ゴ 9298 39 JI 24 ゴ 9Z2 』d【 0 ヨ 8 0dO Odd 2? O8 0 ち 04 
ウ 6 05 り 【 ZZ2 Q@ コ 』 コ QJ OOd ? タ 9 ヨコ ヨコ QJ QB 【0 』【 {0 00 OS 04 
6B >J) 5 タ 9 <? け 9 Z9 コ ヨ ヨ 8 0d OB コタ dd ヨ J dd 8d0 20 48 2Z0 0Z04 
6 2?8 2d Z0 ヨコ 。 JdZ20 ヨコ ヨコ ヨ 84d 【【 9 25 コ 6 Qd 8d Q6 0【0。 
【 ヨ 0』 コ 0JQOd 05 5Z2 29 990』4QJQOd 0』4Q QA JJ) Q8 000。 


MAVS 芝 7 ソ と ど ズ と 理 EE-9- ヤ ] ン ジリ ( 


JOd HHd の ンマ と ンズ と 婦 6-? 
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71E0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0000000000 : OO 


?1F0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 0000000000000000 : 00 
[cs] : D4 09 C3F2 B5 73 2E 0D4 09 AD 9F D3 8300 00 00 : 67 


SaVEM "L4-6-4M",。&gH7000.&H711C、gH7000 
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5-1 キー ボー ド 入 力 


5-1-1 FM-7 の キー 入力 

FM-7 以外 の ユー ザー が FM-7 の ゲー ム を プレ イ し た と き , まず と ま ど う の が , FM-7 独特 の 
キー 入力 の くせ な の で は な いで し ょ うか . FM-7 で は , 動か し て いる キャ ラク タ を 止め よう と し 
て テン ・ キ ー か ら 手 を 離し て も 止ま っ て くれ な い の で す . 動い て いる キャ ラク タ の 動き を 止め る 
に は , \5/ の キー を 押さ な けれ ば な ら な い の で す . 

FM ユー ザー の あな た に と っ て は , も うっ と くに 慣れ て し まっ た こと だ と 思い ます が ., そ の 原因 
に つい て 考え て みた いと 思い ます . 

PC-8801 等 で は , キー ボー ド の 各 キ ー が 押さ れ て いる か どう か の 情報 が , I/O ポー ト を 読む こ 
と に よっ て 常時 知る こと が で きま す . で すか ら 現 在 キ ー が 押さ きれ て いる か どう か , さら に は 同時 
に 押さ れ た 複数 の キー コー ド さ えも 知る こと が で きま す . 

し か し FM-7 で は , 状況 が まっ た く 〈 異 な り ま す . 

キー が 入力 され る と , キー ボー ドイ ンタ ー フ ェ ー ス 回 路 (4 ビッ ト LSI MB88401) が キー ボー ド 
か ら の 情報 を デコ ー ド し て , FIRQ 割り 込み を 発生 させ ます . そし て FIRQ 割り 込み を 受け 付け た 
サブ CPU が 。 デコード され た キー デー タ を 受け 取り キー 入力 バッ ファ に 格納 し ます . 

一 方 . メ イン CPU は キー 入力 コマ ンド を サブ CPU に 送り ,。 キー 入力 バッ ファ の 先頭 デー タ を 
受け 取る こと に な り ま す . 

キー 入力 バッ ファ の 大 き さ は 32 バイ ト で す が , 通常 は 1 バイ ト だ けが , 使用 きれ て いま す , で 
すか ら 実 際 に は , キー 入力 コマ ンド に よっ て メイ ン CPU は , 常に , 最後 に 押さ れ た キー コー ド だ 
け を 得る こと に な り ま す . 

し か し これ は , あく まで も 最後 に 押さ れ た キー コー ド で あっ て , 現在 押さ きれ て いる キー コー ド 
で は な い の で す . で すか ら 今 , 現在 キー が 押さ きれ て いな いと いう こと を メイ ン CPU( サ プ ブ CPU 
も ) は , 知る こと が で き な い の で す . 


キー ボー ド 
イン タフ ェ ー ス 回 路 サ プ CPU メイ ン CPU 


選 キー 入力 
= | つみ ozz | 記 
図 5-1 FM-7 の キー 入力 括 念 図 
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この こと が , FM-7 に お いて 動か し て いる キャ ラク タ を 止め る と き , 止め る た め の キ ー( だ た いて 
ゅ は “5 の キー が 使わ れ ま す ) を 押さ な けれ ば ぱ ば ならない 理由 な の で す . 

FM-7 の キー 入力 の 仕組 み は , 5-1 の と お り で す . 

FM77AV で は , キー ボー ド 情 報 の デコ ー ド 方 法 が 3 種類 に 拡張 され て いま す . そし て その 3 種 
類 の キー コー ド 系 に お いて スキ ャ ンコ ー ド モー ド を 選択 する と , PC-8801 の よう な リア ル タ イ ム ・ 
キー スキ ャ ン が 可能 と な っ て いま す . 詳細 は , キー コー ド 系 の 項 を 参照 くだ さい . 


5-1-2 キー 人 入力 バッ ファ 

キー 入力 バッ ファ に は , サブ CPU 空間 の $D360-$D 37F の 32 バイ ト が 割り 当て られ て いま 
す . そし て ヘッ ド ポ イン タ ($D005, $D006),。 テイ ルポ イン タ ($D007,$D008), バッ ファ カウ ンタ 
($D004) の 3 つの ワー ク に より 図 5-2 の 様 に 循環 的 に 使用 され て いま す . 

ヘッ ド ポ イン タ は , キー 入力 コマ ンド に 読み 取ら れる キー デー タ の アド レス を 示し て いま す . 
そし て , キー デー タ が 読み 取ら れる と カウ ント アッ プ さ れ ま す . 

テイ ルポ ボ ポイ ンタ は , キー デー タ が つぎ に 格納 され る アド レス を 示し て いま す . そし て , キー デ 
ー タ が 格納 され る と カウ ント アッ プ さ れ ま す . 

バッ ファ カウ ンタ は , 現在 キー 入力 バッ ファ に 格納 され て いる キー デー タ の 数 を 示し ます .。 キ 
ー デ ー タ が 格納 され る と カウ ント アッ プ さ れ , 読み 取ら れる と カウ ント ダウ ン し ます . 

以上 の 操作 で テイ ルポ イン タ ま た は ヘッ ド ポ イン タ が キー 入力 バッ ファ の 末尾 に きた ら , ボ イ 
ンタ の 値 を キー 入力 バッ ファ の 先頭 を 指す よう に し ます . これ に よっ て キー 入力 バッ ファ は , ひ 
と つの リン グ の よう に 循環 し て 使用 され ます . キー 入力 バッ ファ が いっ ぱい の と き に は , 入力 さ 
れ だ た キー は 無視 され キー 入力 バッ ファ に 格納 され ませ ん . 


ペ ヘッド ポ イン タ (バッ ファ 読取 り ポ イン タ ) 
デー タ 読 取り 時 , カウ ント アッ プ 


バッ ファ カウ ンタ (キー 入力 数 カウ ンタ ) 
デー タ 読 取り 時 , カワ ント ダウ ン 
デー タ 書 込み 時 , カウ ント アッ プ 


テイ ルポ イン タ (バッ ファ 書込み ポイ ンタ ) 
デー タ 書 込み 時 , カウ ント アッ プ 


区 5-2 キー 入力 バッ ファ 概念 図 


キー 入力 バッ ファ の 働き を 見 て み ま し ょ う . ま ず F-BASIC V3.0 を 起動 し て , 次 の プログラム 
を 実行 し て みて くだ さい (リス ト 5-1-A). そし て キー を いく つか 入力 し て か ら , BREAK キー を 
押し て くだ さい . プロ グラ ム の 実行 が Break され る と , 最後 に 押し た キー だ けが 表示 され ます . 
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5-1 キー ボー ド 入 力 
これ は , F-BASIC V3.0 が キー の 先行 入力 を 禁止 し て いて ,。 キー 入力 バッ ファ が 1 バイ ト だ けし 
か 使用 され て いな いか ら で す . 

リス ト 5-1-A キー 入力 バッ ファ 


10 GUTOU 10 
RUN 


Break Trn 10 
Rea ロ d ッ 
ら 


それ で は , キー の 先行 入力 を 許可 し て 同じ こと を や っ て み ま し ょ う . キー の 先行 入力 を 許可 す 
る に は , 


PRINT CHR$(&H1B) 十 “g" 


を 実行 し ます . その 後 で 先ほど の プロ グラ ム を 実行 きせ , キー を 40 個 程 押し て か ら BREAK し て 
くだ さい (リス ト 5-1 -B) . 


リス ト 5-1-B キー 入力 バッ ファ 


10 GUTO 10 
PRTINT CHR も (SH1B) う + リ "| 


RE8 ピ dy ッ 
RUN 


Break In 10 
Re ad ッ y 
12345678901234567890123456789012 


se 
今度 は , 32 個 の キー が 表示 きれ まし た ね . し か も これ は , 最初 に 押し た 32 個 の キー で 。 33 番 
目 以 降 の キー 入力 は 捨て られ て いま す . な お キー の 先行 入力 を 元 に 戻す に は , 


PRINT CHR$(&H1B) 十 *h* 


どど しま す 、。 

それ で は ,F-BASIC V3.3 で は , どう な の で し ょ うか. V3.3 で は V3.0 の 場合 と 異な っ て いて 。, 
最初 か ら キ ー の 先行 入力 が 許可 きれ て いま す . キー の 先行 入力 の 許可 禁止 の 方 法 は , V3.0 と 同 
じ で す の で , V3.3 で も 試し て みて くだ さい . 
_ なお, キー の 先行 入力 を 許可 し て いる と き に キー 入力 バッ ファ を クリ ア す る に は 。 
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第 5 章 キー 入力 , タイ マー 


PRINT CHR$(&H1B) 十 “9 


を 実行 し ます . 


5-1-3 BASIC で の キー 入力 の 比較 
BASIC で の キー 入力 に は ,。 4 つの 命令 が あり ます . 


INPU+T 

LINE INPUT 
INPUT$(n) 
IN KEY$ 


そし て それ ら に は 微妙 な 違い が あり , その 使い 分 け に 頭 を 悩ま す 場合 が あり あま す . そこ で , 
BASIC で キー 入力 の プロ グラ ム を する と き の 参 考 と し て , 入力 や キー セン ス の 方 法 を 一 覧 表 と 
し て まとめ て み ま し た ( 図 5-3). 

表 中 の エコ ー バ ッ ク と は , 入力 し た キー デー タ の CRT 表示 の こと で す . 


po | worst) | weews 
| | 四 
本 Sr 


入 プロ ンプ トマ ー ク 可 能 押 
カ ? の 表示 表示 し な くす る 事 も 可能 ー 


表 カー ソル 表示 


エコ ーー バッ ンク 


ヵ 和 =| きっ 
6 ダブ ルク ォ ー ト 内 co FE 


EN 
り 
間 
は 
9 
の 


ダブ ルク ォ ー ト 
(”) の 入 カ 
5 不 可 . 不 可 可 能 可 能 


カー ソル キー の 入力 


生生 


図 53 キー 入力 方 法 の 比較 


5-1 キー ボー ド 入 力 


S-1- 和 4 キー ボー ド に 対す る BIOS 

キー ドー ド ョ 0 BIOS(KEYIN) の リク エス ト 番 号 は ,21 で す . パラメータ は , キー 入 
カカ デー タ を 格納 する デー タバ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス だ け で す ( 図 5-4). 

KEYIN を 実行 する と , 指定 し た デー タバ ッ フ ァ に 入力 キー コー ド と キー 入力 フラ グ が 返さ れ 
ます . キー 入力 フラ グ は , 0 の と き に キー 入力 な し , 1 の と き に キー 入力 あり を 示し ます . RCB の 

ー タ バイ ト 数 に は , KEYIN に よっ て 常に $0002 が セッ ト さ れ ま す . 

KEYIN を 用 いて 入力 し た キー コー ド を 逆 向 き に 表示 する サン プル プロ グラ ム を , リス ト 5-2 
に 示し ます . $5000 番地 より プロ グラ ム を 入力 し て , EXEC &H5000 周 で 実行 し て くだ さい . 


KEYIN( キー ボー ド 1 文字 入力 ) 


較 5-4 KEYIN の RCB 


リス ト 5-2 キー ボー ド 1 文字 入力 
01000 し 3 る も 1 を も も? も 《《 も 3《 も すもも る 1 す 《 す 9 《《 る 《《 も 《 も る も も する も ・ 
01010 し KEYTIN SAMPLE 氷 
01020 氷 ( LIST 5-2 ) V3.0/V く . く る ボボ 
01030 し る を も る すす も も る? を も る 《 すもも も る も すもも る 《 す すもも 《 す すす も 1 も も 1?・ 
01040 UPT NUGEN 
U1050 5000 URG $5000 
01060 5000 20 20 5022 ENTRY BRA KEY 
01070 率 
01080 5002 15 KEYIN FCB クノ 1 REQU NOU. 
01090 5003 0001 RMB 1 
U1100 5004 S00A FUB KEYDT『 DATR ADR. 
01110 5006 0002 RMB 2 DATA LEN. 
01120 5008 0002 RMB 2 
01130 GS008 0002 KEYDT RMB ノ DRTA BUFFER 
01140 500C 10 SUBUUT FCB 1 6 REQ NOU. 
01150 500D 0001 RMB 1 
01160 SOOE 5014 FDB SYMBUL DAaTA ADR. 
01170 5010 000E FDB 14 DRTR LEN. 
01180 5012 0002 RMB 2 
01150 5014 0002 SYMBUL RMB ノ 
01200 5016 19 FCB $ る 19 CUMMAND CUDUE 
01210 5017 07 FCB 7 CULUR 
01220 GS018 00 FCB 0 FUNCTIUN 
01230 65019 02 FCB ノ RNGLE 
01240 5018 02 FCB の CHAR . MTDTH 
01250 501B 02 FCB の CHAR . HIGH 
01260 501C 0270 FUB 624 XX 
01270 501E 00B8 FDB 184 Y 
01280 5020 01 FCB 1 CHAR . NUMBER 
01290 5021 _ 0001 STRTING RMB 1 STRING 
01 300 し 
01310 5S022 8E 5002 KEY し DX KEYTN KEY TINPUT 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー バ ーー ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ oo 
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01320 5025 AD 9F FBFA JSR L$FBFA] 
01330 5029 25 4 人 507 ら 5 BCS ERRDR 
01340 502B B6 S00B LDA KEYDT+1 
01350 502E 27 F2 5022 BEQ KEY 
01360 5030 B6 500a し DA KEYDT 
01370 5033 81 0OD CMPA 村 $OD =CR 
01380 ら 5035 27 2 ァ S505E BEQ じ CRRTN 
01390 5037 B7 S02 1 ST 内 STRTING 
01400 5038 8E S00C し DX SUBUUT CHAR .DTSPLRY 
01410 503D AD 9FFBFIA JSR [$FBFA] 
01420 5041 25 32 5075 BCS ERRUR 
01430 5043 EC 88 10 LDD 16、X 
01440 5S5046 26 OE 5056 BNE KEYO1 
01450 65048 EC 88 12 LDD 18,X 
01460 5S04B 83 0010 SUBD #16 
01470 504E 2B ノ 4 5074 BMT ENDRTN 
01480 5050 ED 88 12 STD 18,X 
01490 5053 CC 0280 LDD 村 640 
01500 5056 83 0010 KEYO1 SUBD 村 16 
01510 5059 ED 88 10 STD 16。X 
01520 5S0GSC 20 C4 5022 BRA KEY 
01530 い 

01540 50SE 8E 5S500C CRRTN LDX SUBUUT 
01550 5061 CC 0270 LDD 本 624 
01560 5064 ED 88 10 STD 16、X 
01570 5067 EC 88 12 LDD 18,X 
01580 506a 83 0010 SUBD 村 16 
01590 506D 2B 05 5074 BMI ENDRTN 
01600 506F ED 88 12 STD 18,X 
01610 5072 20 QE 5022 BRA KEY 
01620 率 

01630 5074 3 の ENDRTN RTS 

01640 5075 39 ERRUR RTS 

01650 ボ 

01660 5S000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 


TUTRL MRRNTNGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN RODR=S000 
PRUGRAM END RDDR=5075 
PRUGRAM ENTRY DDR=S5000 


5-1-5 キー デー タ の 読み 取り 

キー ボー ド か ら 押 され た デー タ は , デコ ー ド され て サブ CPU お よび , メイ ン CPU の 1/0 レジ 
スタ に も 送ら れ て いま す . で すか ら 最 後に 押さ れ た キー の キー コー ド を 知り た いと き に は , この 
レジ スタ を 読み 取っ て も いい こと に な り ま す ( 図 5-5). 

この 1I/O レジ スタ の 値 は キー 入力 バッ ファ と 異な り , 最後 に 押さ れ た キー コー ド が , 別 の キー 
が 押さ れる まで その まま 残っ て いま す . 英 数 , カタ カナ , グラ フィ ッ ク , 記号 , カー ソル 等 は , 
アス キー コー ド の 形 で $FD01( メ イン CPU) お よ び $D401 (サブ プ CPU) に セッ ト さ れ て いま す . ま 
た PF キー を 押す と , $FD00 お よび $D400 の ビッ ト 7 が 1" に セッ ト さ れ , $FDO01 お よび $D401 
に 押さ きれ た PF キー 番号 が セッ ト さ れ ま す . 

それ で は リス ト 5-3 を 実行 し て , いろ いろ な キー を 押し て $FD00, $FD01 の 内 容 を 確認 し て み 
て くだ さい 、. 
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5-1 キー ボー ド 入 力 


/ 6 5 人 4 に ) 2 1 0 ビット 
KEYDT8( キ ー ポ ー ド デー タビ ピッ ト 8) 
/ 6 9 4 に ) 2 1 0 ピット 


LIL 1 ll l | | | jeweese 


ヽ \ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー シ ーー 二 
KEYDTO ン 7 
(キー ボー ド デ ー タ ビッ ト 0 へ て 7) 


図 5.5 キー デー タレ ジス タ 
リス ト 5-3 キー デー タ の 読み 取り 


10 PRINT "FD00= "EiHEX$(PEEK(&HFDO0〉) ND & 
H80〉."FDO01="iHEX$ も (PEEK(&HFD01 ) ) 
20 GOTO 10 


5-1-6 エン コー ダ 機 能 
FM77AV で は , 3 個 の LSI(MB88551, MB88201,MBL80C49) か ら な る キー ボー ド エ ン コー ダ 
に より , 以下 の よう な キー 入力 の 拡張 機能 を 実現 し て いま す ( 図 5-6). 


① 3 種類 の キー コー ド 系 に よる キー エン コー ド 

② スー パー イン ポー ズ , ビデオ デジ タイ ズ 等 の AVTV 制御 
③ パッ テリ ー バ バックアップ の RTC(Real Time Clock) 制御 
(④① コマ ンド に よる エン コー タダ 制御 


AVTIV 市 御 に つい て は 「 第 13 章 」, RTC 制御 に つい て は 「5-4 タイ マー」 を 参照 くだ さい . 


AV テレ ビ 
“ CAP | LED 
サ プ CPU MBS88551 
か な | LED 


INS | LED 


MEB88201 RTC 


MBL80C49 


、 図 566 キー ボー ド エ ン コー ダブ ロッ ク 図 
キー マト リク ス 
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( 1) キー エン コー ド | 

FM-7 の キー エン コー ド は , JIS9bit モー ド だ け で し た . FM77AV で は , JIS9bit モー ド の 他 に 
FM16Z 準拠 モー ド と スキ ャ ンコ ー ド モー ド が 選択 で きる よう に な っ て いま す . 

特に この スキ ャ ンコ ー ド モー ド に お いて は , 離さ れ た キー の キー コー ド 情 報 も 送ら れる た め 
本 章 の 冒頭 で 説明 し た FM-7 独特 の キー の くせ を 解消 する こと が で きま す . 


① JIS9bit モー ド 
② FM16/ 準拠 モー ド 
③ ス キャ ンコ ー ド モー ド 


JIS9bit モー ド は , FM-7 互換 の キー コー ド が 発生 する モー ド で , アス キー コー ド が 使わ れ て い 
ます . た だ し , PE キー が 押さ きれ た と き に は , その PF キー の 番号 と ビッ ト 9 を “1 に し た デー 
タ が 使わ れ ま す . 

FM16/ 準拠 モー ド は , FM16Z 互換 の キー コー ド が 発生 する モー ド で す . JIS9bit モー ド と は , 

変換 キー と 無 変換 キー の コー ド だ けが 異な り ま す . 変換 キー と 無 変 換 キ ー IIIRIRNIRI 
モー ド で は , $20( ス ペー ス ) が 送ら れ ま す . 一 方 FM16/ 準拠 モー ド で は , 変換 キー が $0B, 無 
換 キ ー が $0C で , PF キー と 同じ く ビ ッ ト 9 が “1” と な り ま す . この FM16Z 準拠 モー ド は , ワ 
ー プ ブロ 等 に 便利 な モー ド で す . 

スキ ャ ンコ ー ド モー ド は , FM162 スキ ャ ンコ ー ド と 互換 の ある キー コー ド が 発生 する モー ド 
で す . この モー ド で は , キー マト リッ クス で 定め られ ただ キー アド レス コー ド が 使わ れ ま す . この 
モー ド の 特徴 は , 押さ きれ て いる キー が 離さ れ た と き に , 離さ れ た キー の キー アド レス コー ド の ビ 
ッ ト 7 を \1? に し た コー ド が 送ら れる こと で す . そし て も う 一 点 は , [CAP| , [SHIFT| 等 の コン 
トロ ー ル キー を 含む すべ て の キー スキ ャ ン が 可能 だ と いう 点 で す . で すか ら , リア ル タ イ ム ゲ ー 
ム 等 の キー スキ ャ ン に 便利 な モー ド で す . た だ し , この スキ ャ ン モ ー ド で 使わ れる キー アド レス 
コー ド は , アス キー コー ド と まっ た だ たく 異な る の で , 使用 に は 注意 が 必要 で す ( 図 5-7). 


B6 | B/ BS | B3 
36 | 37 | 38 39 
BA | BB BC | BD 
3A | 3B 3C | 3D 
BE | BF CO C1 
3E | 3F | 40 | 41 | 
CZ2 C き 3 C4 “ 
42 | 43 | 44 C5 
Se C7 45 
47 


図 5-77 テン ・ キ ー の キー アド レス コー ド 


上 段 は キー を 離し た 時 の コー ド 
下段 は キー を 押し た 時 の コー ド 
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5-1 キー ボー ド 入 力 


( 2 ) LED 制御 

FM77AV で は , キー ボー ド の 入力 モー ド を 示す [CAP| , [か な | , [INS| LED を 制御 する こと が 
で きる よう に な っ て いま す . 

INS| LED は , サブ シス テム I/O レジ スタ ($D40D) の リー ド ノ ラ イト に て 変更 する こと が で き 
ます っ 


$D40D 番地 を READ 。 ……… LED の 点灯 
$D40D 番地 を WRITE _ …… LED の 消灯 


これ は , LED の 表示 状態 の 変更 どけ で , 入力 モー ド 自 体 は 変化 し ませ ん . |CAP|, LED 
は , キー ボー ド エ ン コー ダ の MB88551 が コン トロ ー ル し て いま す . で すか ら |CAPI, LED 
を 変化 させ せる た め に は ,MB88551 に コマ ンド を 送っ て 直接 制御 する 必要 が あり ます .MB88551 を 
制御 する に は , KEYBOARD CONTROL を 使用 し ます . な お , [CAP|, LED を 変化 させ 
る と , 入力 モー ド も 変化 し ます . 


(3 ) オー トリ ピー ト 機 能 
オー トリ ピー ト 機 能 と は , 一 定時 間 以 上 ある キー を 押し 続け て いる と , その キー が 離さ れる ま 
で 連続 し て 同じ キー コー ド を 発生 さき せる 働き の こと で す . オー トリ ピー ト 機 能 の 設定 は , KEY.- 
BOARD CONTROL コマ ンド で 行ない ます ..・ な お キー エン コー ド が 9bit モー ド の と き に は , 以 
下 の キ ー オ ペレ ーション に よっ て も オー トリ ピー ト 機 能 の ON/OFF を 制御 する こと が 可能 で 


す . 
CTRLTISHIFTT| 0 | … ぐ で の の eroiririi オー トリ ピー ト OffF 
ICTRLT|SHIFT+| 1 | 62836G68983858 オー トリ ピー ト ON 


9bit モー ド の ビッ ト 9 は , オー トリ ピー ト 動 作 の ON/OEF の 意味 も 含ん で いま す . つま り オ ー 
トリ ピー ト 機 能 ON で あっ て も , ビッ ト 9 が \1? の と き に は , オー トリ ピー ト 動 作 は 行なわ れ ま 
せん . で すか ら PF キー を 押し 続け て も キー コー ド は 一 度 し か 発生 し ませ ん . 

キー 押下 後 , キー が 押さ きれ た まま で オー トリ ピー ト 開 始 時 間 が 経過 する と , オー トリ ピー ト 機 
能 が 動作 開始 し ます . そし て その 後 は ,。 オー トリ ピー ト 動 作 時 間 ご と に キー が 離さ れる まで , キ 
ー コ ー ド が 発生 し ます . F-BASIC 起動 時 に は , オー トリ ピー ト 開 始 時 間 に 0.7 秒 , オー トリ ピー 
ト 動作 時 間 に 0.07 秒 が 設定 され て いま す . これ は , FM-7 互換 の 値 で す ( 図 5-8). 


キー 押下 


オー トリ ピー ト 開 始 時 間 オー トリ ビ ピ 十 ト 動作 時 間 


コー ド 発 生 
較 508 オー トリ ビー ト 動 作 
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第 5 意 キー 入力 。 タ イマ ー 


( 4 ) KEYBOARD CONTROL コマ ンド 
キー エン コー ダ に 対し て , 以下 の 動作 状態 の 設定 また は , その 動作 状態 の 読み 取り を 行ない ま 
す . 


① キー ボー ド の キー コー ド 系 の 設定 
② 現在 の キー ボー ド の キー コー ド 系 の 読み 取り 


③ LED(ICAPI, | か な |) の 設定 

④ LED(ICAPI|, | か な |) の 点灯 状態 の 読み 取り 
オー トリ ピー ト 動 作 の 選択 

オー トリ ピー ト の 動作 時 間 設 定 


コマ ンド の 詳細 に つい て , 図 5-9 に 示し ます . 


し 出力 コマ ンド 形式 〕 


E = EE ニ 0 の 時 に エラ ー あ り 。。。。 り 


サ プ コ マン ドコ ー ド に より 異な る 


【 サ プ コ マン ドコ ー ド の 機能 〕 


| サ プ コ マン ドコ ー ド 


| 00 。 00 ー ボ ー ド の キー コー ド 系 の 設定 
$ 0 1 


キー ボー ド が 現在 扱っ て いる キー コー ド 系 の 読み 取り 


LED の 1 
| 04 オー トリ ピー ト 動 作 を 行なう か 行なわ な いか の 選択 


オー トリ ビー ト の 動作 時 間 を 設定 


図 509_ KEYBOARD CONTROL の コマ ンド 形式 


サ プ コ マン ドコ ー ド $00 の と き に は , PARAM の 上 位 バ イト に キー コー ド 系 の モー ド を 指定 し 
まま 


ググ 


5-1 キー ボー ド 入 力 


PARAM 上 位 バ イト $00 : JIS9bit モー ド 
$01 : FM16Z 準拠 モー ド 
$02 : スキ ャ ンコ ー ド モー ド 


サブ プ コ マン ドコ ー ド $01 の と き に は , 特に 設定 すべ き パ ラメ ー タ は あり ませ ん . コマ ンド を 送る 
と , 復帰 情報 の DATA に 次 の コー ド が 返さ れ ま す . 


DATA $00 : JIS9bit モー ド 
$01 : FM16Z 準拠 モー ド 
$02 : スキ ャ ンコ ー ド モー ド 


サブ プ コ マン ドコ ー ド $02 の と き に は , PARAM の 上 位 バ イト に LED の 状態 を 指定 し ます . 


PARAM 上 位 バ イト $00  : |CAP| LED 点灯 
$01 : LED 消灯 
$02 ・: LED 点灯 
$03 ・ LED 消灯 


サブ プ コ マン ドコ ー ド $03 の と き に は , 特に 設定 すべ き パ ラメ ー タ は あり ませ ん . コマ ンド を 送る 
と , 復帰 情報 の 下位 2 ビッ ト に LED の 状態 が 返さ れ ま す . 


DATA の ビッ ト 0 “0?  : CAPI LED 消灯 
SI LED 点灯 
DATA の ビッ ト 1 *07  ・: LED 消灯 


1 LED 点灯 


サブ プ コ マン ドコ ー ド $04 の と き に は , PARAM の 上 位 バ イト に オー トリ ピー ト 動 作 の 設定 を 行 
な いま す . 


PARAM 上 位 バ イト $OO0 : オー トリ ピー ト 動 作 を 行う 
01 : オー トリ ピー ト 動 作 を 行わ な い 


サフ コマ ンド コー ド $05 の と き に は , PARAM の 上 位 バ イト に オー トリ ピー ト 開 始 時 間 。 下位 
バイ ト に オー トリ ピー ト 動 作 時 間 を 設定 し ます . 両方 と も 設定 値 メ [10ms] の 時 間 が , 実際 の 時 間 
と な り ま す . そし て , 開始 時 間 と 動作 時 間 の どちら か 一 方 で も $00 が 指定 され る と , FM-7 互換 の 
標準 設定 値 が と られ ます . 


[標準 設定 値 ] オー トリ ピー ト 開 始 時 間 =0.7(S) 
オー トリ ビ ピート 動作 時 間 =0.07($) 
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それ で は , KEYBOARD CONTROL コマ ンド の サン プル と し て , スキ ャ ンコ ー ド モー ド 設 定 
の プロ グラ ム を 示し ます . リス ト 5-4 を $5000 番地 より 入力 し て , 続い て リス ト 5-5 を 入力 後 
RUN | で 実行 し て みて くだ さい . 実行 を 止め る と き に は , |BREAK| キー で は な く て , キー 
を 押し ます . 


リス ト 5-4 スキ ャ ンコ ー ド モー ド の 設定 


010U0 玉 玉 玉 玉 玉 洲 涼 来 氷 氷 玉 求 来 玉 玉 涼 玉 水 涼 玉 ポ 氷 水 涼 当 玉 玉 ホ 
01010 水 SCaAN CUDE MUDOE SET 水 
01020 氷 〈 LIST 5-4 ) V3. う ※ 
J1030 氷 玉 玉 玉 玉 玉 玉 求 玉 来 来 来 玉 来 玉 玉 玉 米 玉 玉水 水玉 玉 玉 素 氷 涼 
J1040 UPT NUGEN 

J1050 5000 URG $5000 

01060 5000 20 UE S010 ENTRY BRRa SCRAN 

01070 氷 

01080 5002 10 SUBUUT FCB 16 REQU NHU. 
01090 5003 0001 RMB 1 

01100 5004 SO00A FUB KEYCUN DATR RaDR , 
01110 5006 0006 FDB 6 DATRA LEN. 
01120 5S5008 0002 RMB ノ 

01130 5008 0002 KEYCUN RMB ノ 

01140 500C 4 ら 5 FCB る 45 CUMMAND CUDE 
01150 500D 00 FCB $00 SUBCUMMAND CUDE 
01160 500E 02 FCB $02 SCAN CUDE 
01170 500F 0001 RMB 1 

01180 氷 

01190 5010 8E S002 SCRN LDX SUBUUT 

01200 5013 AD 9F FBFR JSR [L $FBFAJ 

01210 5017 25 01 S5018 BCS ERRUR 

01220 5019 39 “ RTS 

01230 5501 39 ERRUR RTS 

01240 い 

01250 5S000 END ENTRT 

TUTAL ERRURS 00000-~-00000 


TOTAL MRRNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGTN AODR=S000 
PRUGRRNM END RDDR=S5016 


PRUGRAM ENTRY ADDR=S5000 


則っ 


10 EXEC &HS5000:MIDTH 40 

20 PRINT "FDO0=":HEX$(PEEK(&HFDO0) AND る 
H80) ."FDO01=":HEX$(PEEK(&HFDO1 〉 〉 

30 IF PEEK&HFDO1) く >&HO1 THEN 20 

40 PHKE &H500E.0:EXEC &HSO00O 

50 POKE &H5O0OE, 2Z 


つぎ に ,LED の 点灯 状態 を 変更 する プロ グラ ム を リス ト 5-6 に 示し ます . キー を 押す と 
[か な | LED が 点滅 し , キー を 押す と [CAP| LED が 点 減 し ます . $5000 番地 より 入力 し て , 
EXEC &H5000 回 で 実行 し て みて くだ さい 。 
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01000 
01010 
01020 
01030 
01040 
01050 
01060 
01070 
01080 
01090 
01100 
01110 
01120 
01 1 30 
01140 
01150 
01160 
01170 
01180 
01190 
01200 
01210 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01290 
01 300 
01310 
01 320 
01330 
01 340 
01 350 
01360 
01370 
01380 
01390 
01400 
01410 
01420 
01430 
01440 
01450 
01460 
01470 
01480 
01490 
01500 
01510 
01520 
01530 
01540 
01550 
01560 
01570 
01580 
01590 
01600 
01610 
01620 
01630 
01640 
01650 


5000 
5000 


5002 
5003 
5004 
5005 


5006 
5007 
っ 008 
5008 
500C 
っ 500E 
5010 
ら 01 1 
501 2 
501 3 


5014 
501 7 
501B 
501F 
5021 
5025 
502 7 
502 め の 
502B 
っ 02E 
5030 
5032 
5S035 
5037 
っ 039 
っ 03C 
っ 03E 
504 1 
5043 
5045 
5047 
っ 5048 
504C 
5050 
5052 
5055 
5057 
5059 
505B 
5S0S5D 
っ 0SF 
506 1 
っ 063 
5065 
5067 
っ 06a 
506C 
っ 06F 
5072 


5074 
507? 


20 


5S006 


501 4 


2F FBFA 


008C 50CB 


08 


00A6 50CB 


5-1 キー ボー ド 入 力 


リス ト 5-6 LED の 点灯 状態 の 変更 


※※※※※※ ボ 玉 玉 示 玉 ボ 玉 赤水 未 玉 雪 玉 氷 玉 ポ ポポ ポポ ボボ 


LED UN/UFF 
( LIST ら 5-6 2 


ホホ 


ホ 
V う . う 3 ※ ポ 


し る も る る する を も も ? を も 《 《 《《 する 《 る る も る も る 《 る 《 る 《 ? る? 


ENTRTY 
ボ 


CAPF 
KANAF 


CAPLED 


KNLED 
ホ 


SUBIN 


KEYCUN 


LED 


LEDO1 


LED02 


CRnPUN 


UPT 
URG 
BR 


FCB 
FCB 
FCB 
FCB 


FCB 
RMB 
FDB 
FDB 
FDB 
RMB 
FCB 
FCB 
FCB 
RMB 


LDX 
JSR 
LBCS 
LDR 
LBNE 
LDR 
BITA 
BEQ 
TNC 
BT「R 
BEGQ 
TNC 
LDR 
っ 「 介 
LDD 
STD 
LDD 
STD 
LDR 
っ 「R 
LDD 
っ 「D 
JSR 
に 1 
LDR 
CMPA 
BEGQ 
CMPR 
BEGQ 
CMPR 
BEGQ 
CMPR 
BEQ 
BR 
LDR 
BNE 
TNC 
LDR 
BEQ 


LDD 
STD 


NUGEN 
$5000 
LED 


0 
0 
0 
0 


17 


1 
KEYTCUN 


に ) 
4 
ノ 
$ ゃ 45 
$03 
$00 
1 


村 SUBTN 


REQ NHU. 

DRTR DR. 

DRTR LEN. 

INPUT DATR LEN. 


CUMMRND CUDE 
SUBCUMMRND CUDE 


に ED ヨミ ョ ド 9 


[$FBFA] 


ERRUR 
8,X 
ERRUR 
11,X 
村 $01 
LEDO1 


CRP LED UNY 


CAPLED 


KANR _ LED UN? 


KEYTCUUN 


2。X 
村 6 

4 。X 
村 $4 つ っ 
10、X 


村 $0002 


11,X 


L$FBFAJ 


ERRUR 
$FDO1 
に たこ に に ) 


SCaN CUDE SET 


CRP KEYIN? 


KaNRUN 


村 $D っ 
KNUFF 
じ た う =12 
CRPUN 
る DD 


CRP KEYTUFFY 
KaNR_KEYTIN? 
KANA_KEYUFF? 


CAPOFF 


KEY01 
CAPF 
KEY01 
CAPF 


CRPLED 


CAPO1 


村 $0201 


11,X 


CRP LEUD UN 
LET CRP LED UFF 
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01660 
01670 
01680 
01690 
01700 
01710 
01 720 
01730 
01740 
01 750 
01760 
01770 
01780 
01790 
01800 
01810 
01820 
01830 
01840 
01850 
01860 
01870 
01880 
01890 
01900 
01910 
01920 
01930 
01940 
01950 
01960 
01970 
01980 
01990 
02000 
02010 


507? 
507D 
507F 
5082 


5084 
5087 
5089 
5080 
508F 
っ 092 
っ 094 
5097 
ら 5099 
509C 
50?E 
50^ 1 
5084 


5086 


っ 09 


508B 
S0RF 
50B 1 
S0B4 


50B6 
50B9 
S0BB 
っ 0BF 
50C 1 
50C4 
50C6 
っ 0C ウ 
5S0CB 


シン 


2F FBFA 
4C 50CB 


じ E 5052 


10 50B6 


? し 5052 


87 5052 
っ 000 


TUTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MARNINGS 00000~--00000 


PRUGRAM BEGIN DDR=S000 
PRUGRRNM END 


RODR=S0CB 


PRUGRAM ENTRY DDR=5000 


この KEYBOARD CONTROL コマ ンド は , サブ モニ タ ROM の タイ プ A, タイ プ B で 使用 可 
能 で す . それ で FM77AV の F-BASIC V3.0 で 起動 し た と き に は , サブ モニ タ KROM の タ イプ C 
が 選択 きれ る の で , この コマ ンド は 活用 で きま せん . し か し , この KEYBOARD CONTROL コ 
マン ド が 関係 する の は , キー エン コー ダ の は ず で すか ら , F-BASIC V3.0 に お いて も 動作 する は 


ず で す . 


それ で , F-BASIC V3.0 で 起動 し て サブ プ モ ニタ ROM の タイ プ A を 選択 し た 後 で , この KEY- 
BOARD CONTROL コマ ンド を サブ CPU に 送っ て み ま し た . リス ト 5-4, リ スト 5-5 を 入力 し 
た 後 ,」 POKE 科 HFD13, 1 : RUN| 当 で 実行 し て みて くだ さい . 

どう で すか . 確か に スキ ャ ンコ ー ド モー ド に な っ て いま すね . 他 の コマ ンド も 確か め て みて く 


だ さ い 。 
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CAPOU1 


CAPOFF 


KRNRUN 


KNUFF 
ERRUR 


[$FBFAJ 
ERRUR 


CAPLED 


KEYO01 


村 $0200 
11 .X 
L$FBFAJ 
ERRUR 
CRPLED 
KEYO1 
じ CRPF 
KEYO1 
KANRF 
KEYO01 
KaNRF 
KNLED 
KANAO01 


#$0203 


村 $0202 
11 ,X 
L$FBFAJ 
ERRUR 
KNLED 
KEYO01 
KRNAF 
KEYO1 


ENTRTY 


LET 


し LET 


CaP LED UFF 


LET CAP LED UN 


KANA LED UN 


KANA _ LED UFF 


KANA し ED UFF 
KANA _ LED UN 


5-1 キー ボー ド 入 力 


5-1-7 PF キー の 入力 

PF( プ ログ ラマ ブル ・ フ ァ ン クシ ョ ン ) キー の 入力 は , PF キー 割り 込み 制御 の 指定 が ある 場合 
と な い 場 合 で 異な り ま す . 

PF キー 割り 込み 制御 が 指定 され て いな い PF キー が 押さ れる と , PE キー 定義 テー ブル に 格納 
され て いる 文字 列 が 。 キー 入力 バッ ファ に 格納 され ます . そし て キー 入力 バッ ファ に 格納 後 の 処 
理 は , 通常 の キー ボー ド の 入力 と 同じ で す . PE キー 定義 テー ブル は , サブ CPU 空間 の $D2C0 
ー$D35E に , 各 PF キー に 対し て 16 バイ ト ず つ 割 り 当 て られ て いま す . 16 バイ ト の うち 先頭 の 1 
バイ ト は 。 定義 文字 列 の 長き と 割り 込み 制御 フラ グ に 使用 きれ る の で , 定義 で きる 文字 列 の 最大 
は 15 文字 と な っ て いま す . PF キー 定義 テー ブル の 構造 を 図 5-10 に 示し ます . 


$D2C0 $D2D0 $D35F 


PF キー 割込み 定義 文字 列 の 長 さ 
制御 フラ グ 


オン : PF キー 割 込み と し て 使用 中 
オフ : PF キー 割込み と し て 使用 し て いな い 


較 5-10 PF キー 定義 テー ブル 


PF キー 割り 込み 制御 が 指定 され て いる PF キー が 押さ きれ る と , キー 入力 バッ ファ に は デー タ 
は 格納 され ませ ん . そ の か わり に $D009 番地 に , 押さ れ た PE キー の 番号 が 格納 さん れ ます. そして, 
サフ シス テム の タイ マー 割り 込み 時 に , $D009 番地 の 内 容 が チェ ッ ク さ れ , 0 で な か っ た ら メ イン 
CPU に 対し て , FIRQ(PEF キー 割り 込み ) が か けら れ ま す . 


5-1-8 PF キー 文字 列 の 定義 
PF キー に 文字 列 を 定義 する に は , BASIC で は KEY 文 に て 行ない ます . 
KEY1, “KEYLIST“ 土 CHR$ (1 3) 
これ を マシ ン 語 で 行なう に は , DEEINE STRING OF PF と いう サブ シス テム の コマ ン ド を 


使い ます ( 図 5-11). リス ト 5-7 に サン プル プロ グラ ム を 示し ます . 
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[出力 コマ ンド 形式 〕 


ーー Pe 


| | 3 時 | siG-g 
STRING| 定義 文字 列 。 定義 する 文字 列 


(mW) 了 
| オフセット | 記号 | 名 称 | 内 容 


E キ 0 の 時 に エラ ー あ り 


図 5-11 


DEFINE STRING OF PF の コマ ンド 形式 


リス ト 5-7 PF キー 文字 列 定 義 


01000 も で る も も. る も も も も も も すもも も も 3 も 9《.?《《 る も 《《 も 3 も.、 
01010 * 。 DEFINE STRING OF PF 水 
01020 〈 LIST 5-7 ) V?.0/V3.3 * 
)1030 玉 来 玉 ※※ 夫 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 求 玉 求 吉水 洲 涼 玉水 玉 当 玉水 素 氷 
01040 UPT NUGEN 

01050 5000 URG $5000 

01060 5000 20 15 SO17 ENTRY BRRA PF 

01070 

01080 5002 10 SUBUUT FCB 1 6 REQ NU. 
01090 5003 0001 RMB 1 

01100 5004 50068 FDB DEFPF DRTR ADR . 
01110 5006 000D FDB 1 DATRA LEN. 
01120 5S5008 0002 RMB の 

01130 5008 0002 DEFPF RMB の 

01140 500C ン 内 FCB る ン R CUMMAND CUDE 
01150 50OD U1 FCB ( PF KEY NOU. 
01160 500E 08 FCB 8 STRING _ NUMBER 
01170 500F 4B ド に じじ KEYLTST ! STRING 
01180 5016 0D FCB $0D STRING 
01190 1 

01200 5017 BE 5002 PF し DX SUBUUT 

01210 501 RaD 9F FBFA JSR L $FBFAJ 

01220 5S501E 35 RTS 

01230 5000 END ENTRY 


TUTAL ERRORS 00000--00000 
TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S000 
PRUGRAM END ADDR=501E 


PRUGRAM ENTRY ADDR=S5000 


5-1-9 PF キー 割り 込み 定 表 
PF キー 割り 込み を 定義 むす る に は , BASIC で は KEY (Q)ON/OFF/STOP 文 に て 行ない ます . 
そし て PF キー 割り 込み 処理 ルー チン は , ON KEY(n)GOSUBー で 指定 し ます (リス ト 5-8). 
マシ ン 語 で PF キー 割り 込み 定義 を する た め に , INTERRUPT CONTROL と いう サブ シス 
テム の コマ ンド が 用 意 き され て いま す . PF キー 文字 列 と 同様 に . サブ プシ ステ ム に コマ ンド を 送っ て 
実行 させ ます ( 図 5-12). 


7 の 
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リス ト 5-8 PF キー 割り 込み 定義 


10 UN KEYX(1) GHSUB 100 
2Z0 KEYX〈1) ロ N 

30 GOTOU 30 

100 PRINT "PF1 INTERRUPT" 
110 RETURN 


Cd 


EMI 間 還 3 
ーー デーーーーー ーーー 
し z | elsesr 


ョ ー4 割込み 制御 フラ グ 


15 14 3 12 11 10 ビ ピット 
2 回 較 回 回 加 回 図 加 


図 5-12 INTERRUPT CONTROL の コマ ンド 形式 


対応 する ビット が ON の PF キー に 割込み 許可 に 
OFF の PF キー に 割込み 禁止 が 設定 され る 


5-1-10 PF キー 文字 列 の 初期 設定 
F-BASIC 起動 時 に は , PF キー 文字 列 に 次 の 値 が 設 征 さ れ て いま す ( 図 5-13). 


LV3.0 ROM モ ー ド )〕 LV3.0 DISK モ ー ド ]〕 【V3.3]〕 

PF 1 : AUTO _」 PF 1 : AUTO PF 1 : AUTO 
PF 2 :LIST ノ PF 2 :LIST ノ | PF 2 :LIST ノ | 
PF 3 : RUN ノ | PF 3 : RUN ノ | PF 3 : RUN ノ | 
PF 4 : CONT ノ PF 4 : CONT| ノ | PF 4 : CONT| ノ 
PF 5 :LLIST ノ | PF 5 :LLIST ノ | PF 5 :LLIST ノ | 
PF 6 :LOAD| ノ | PF 6 : LOAD~ PF 6 :LOAD* 
PF 7 : SAVE PF 7 : SAVE` PF 7 : SAVE“ 
PF 8 : 2?DATE$, TIME$ | ノ PF 8 :FILES PF 8 :FILES` 
PF 9 : SCREEN 7,7 ノ | PF 9 : SCREEN 7,7|Z| PF9 :SCREEN 7,7,.0.0 ウ 
PF10 : HARDC[ ノ | PF10 : HARDC| ノ | PF10 : HARDC[ ノ 


図 5-13 PF キー 文字 列 の 設定 値 
FF キー 文字 列 を この 設定 値 に 戻す に は , も う 一 度 PF1-PF10 の 値 を 設定 し 直せ ば よい の で す 


が , BASIC の 内 部 ルー チン を 使う と 簡単 に で き ます . V3.0 で は 。 EXEC &H86CC | で 10 個 の 
PF キー 文字 列 す べ て が 初期 設定 され ます . 
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5-2 ジョ イス ティ ッ ク タ 


リア ル タ イ ム ゲ ー ム を プレ イ す る と き , 私 達し と パソ コン と の 間 に 入 っ て , マン ・ マ シン ・ イ ン 
ター フェ ー ス の 役割 を 果して くれ る の が , ジョ イス ティ ッ ク で す . 特に FM-7 シリ ー ズ で は , キ 
ー ボ ー ド が 独特 の クセ を 持っ て いる だ ため , ジョ イス ティ ッ ク の 有無 は , ゲー ム の 楽し さ に 大 き な 
盟 響 を 与え ます . 

FM-7 の 発売 当初 は ジョ イス ティ ッ ク 仕 様 が 決ま っ て いな か っ た た だ め , 周辺 機器 メー カー か ら 
様々 の 種類 の ジョ イス ティ ッ ク が 発売 され まし た . た と えば , キー ボー ド の スイ ッ チ に 並列 に つ 
か で も の と か 。 プリ シタ オメ イー ツア ぁ ー ス に つなぐ で も の 人 々 や の 

後に な っ て FM 音源 カー ド の 発売 と 同時 に , FM 音源 カー ド の ハー ドウ ェ ア を 使用 し た 仕様 が 
決め られ , それ が 標準 仕様 に な っ て いま す . 

この 節 で は , その FM 音源 カー ド の ハー ドウ ェ ア を 使用 し た ジョ イス ティ ッ ク 入 力 に つい て の 
み 説 明 し ます . 


5-2-1 ジョ イス ティ ッ ク ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 

FM-7 シリ ー ズ の ジョ イス ティ ッ ク ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス は , FM 音源 カー ド の ハー ドウ ェ ア を 利 
用 し て いて , 図 5-14 の 構成 に な っ て いま す . また , FM 音源 IC の 図 5-15 に 示す レジ スタ が , 
ジョ イス ティ ッ ク の 入出 力 を コン トロ ー ル し ます . 

ここ で 注意 し な いと いけ な い の は , R7 で す . 下位 6 ビット が 音源 の コン トロ ー ル , 上 位 2 ビッ 
ト が ジョ イス ティ ッ ク の コン トロ ー ル に な っ て いま す . それ で ジョ イス ティ ッ ク の コン トロ ー ル 
だ け を 考え て 書き 換え て し まう と , 誤動作 の 原因 に な っ て し まい ます . 特に FM77AV で は , FM 
音源 で PSG を 代用 し て いま す の で , 注意 が 必要 で す . 


お 


LINE OUT 出 力 (※) 


AUX 端 子 な ど | 議 スピ ー カ ー 
アン ノ 


図 5-14 ジョ イス ティ ッ ク イ ンタ ー フ ェ ー ス の 構成 
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5-2 ジョ イス ティ ッ ク 


ビッ ト [ 
還 還 還 還 還 還 還 昌 昌 還 還 II 
レジ スタ 1 


B ボ ー ト A ボ ポー 
R14 ジョ イス ティ ッ ク ステー タス 1 : Not 
( ポー ト A 入 力 ) 
トリ ガ 2 トリ ガ 1 
J2 J2 J1 J1 
ペー COM 出 力 | COM 出 力 トリ ガ 2 トリ ガ 1 トリ ガ 2 トリ ガ 1 


以 5-15 ジョ イス ティ ッ ク 入 力 用 レジ スタ 


S-2-2Z ジョ イス ティ ッ ク の アク セス 

FM77AV で は , F-BASIC V3.3 の STIC, STRIG 関数 で ジョ イス ティ ッ ク の 状態 を 読み 取る 
こと が で きま す . し か し FM-7 で は , マシ ン 語 に よる ジョ イス ティ ッ ク 読 み 取り プロ グラ ム を 作 
成す る 必要 が あり ます . この 項 で は , この マシ ン 語 ルー チン に つい て 説明 し ます . 

まず , すべ て の 処理 に 先だって , FM 音源 IC の 初期 設定 が 必要 で す . 


① R15 に $3F また は , $7F を 書き 込む . 
② R7 に $BF を 書き 込む . 


生 意 と し て , これ 以後 R7 の 上 位 2 ビッ ト の 状態 を 変更 し て は いけ ませ ん . 
ジョ イス ティ ッ ク の デー タ の 読み 取り は 。 


① R15 に $2F( ジ ョ イス ティ ッ ク 1) また は ,。$5F( ジ ョ イス ティ ッ ク 2) を 書き 込む . 
② R14 か ら ジ ョ イス ティ ッ ク リ ー ド コマ ンド を 使っ て デー タ を 読む . 


と な り ま す . 

FM 音源 の レジ スタ (R0 一 R15) を 読み 書き する と き は , コマ ンド レジ スタ ($FD15), デー タレ ジ 
スタ ($FD16) に , 以下 の 手順 で アク セス し ます . 

書き 込む 場合 は , 


① デー タレ ジス タ に アク セス し た い レ ジス タ 番 号 を 書く . 
② の コマ ンド レジ スタ に ラッ チア ドレ スコ マン ド ($03) を 書く . 
③ コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書く . 
(〈⑥ デー タレ ジス タ に 書き 込み た い デ ー タ を 書く . 

⑤ コマ ンド レジ スタ に ライ ト デ ー タ コマ ンド ($02) を 書く . 
⑥ コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書く . 
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と な り ま す . 読み 込む 場合 は , 上 記 ゆ ー③ を 実行 する . 


④ コマ ンド レジ スタ に ジョ イス ティ ッ ク リ ー ド コマ ンド ($09) を 書く . 
⑤ デー タレ ジス タ か ら デ ー タ を 読む . 
⑥ コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書く . 


が な り ま ます 。 

以上 の 手順 で 作成 し た プロ グラ ム を リス ト 5-9 に 示し ます . 初期 設定 は $5000, 読み 取り 処理 は 
$5003 で ,$5006 に ジョ イス ティ ッ ク の 方 向 ,$5007 に トリ ガー1 の 状態 。$5008 に トリ ガー2 の 
状態 が セッ ト さ れ ま す ( 図 5-16)、 リ スト 5-10 が , リ スト 5-9 を 利用 し た ジョ イス ティ ッ ク 入力 
の サン プル プロ グラ ム で す . 


リス ト 5-9 ジョ イス ティ ッ ク 読 み 取 り ル ー チ ン 
01000 裕 ※※ 玉 玉 米 玉 米 来 容 求 玉 玉 玉 ※※ 玉 当 玉 氷 夫 玉 ※※ 玉 来 玉 玉 水玉 玉 氷 水玉 求 吉 玉 ※ 水 玉水 氷 
01010 氷 JYSTIC READ RUUTINE 氷 
01020 [ い 〈 LIST 5-9 ) V3.0/V る .3 ポ 
01030 玉 来 玉 玉 来 涼 玉 玉 玉水 玉 玉 水玉 氷水 氷 玉 玉 求 玉 玉 玉 玉 水玉 玉 氷 玉 ※ 玉 氷 氷 玉 水 氷水 玉水 
01040 UPT NUGEN 
01050 5000 URG $5000 
01060 5000 CE 503B ENTRY  JNMP JUYTNT イニ ジャ ライ 人 " 
01070 5003 7E 5045 JMP JUYR ヨミ ドリ 
01080 ホ 
01090 水 ワー ク エリ ア 了 
01100 *※ 。 ホウ コウ : 8 1 2 
01110 ※ イィ キャ る 
01120 水 6 5 4 
01 1 30 氷 
01140 5006 0001 JMUVE RMB ] ホウ コワ 
01150 5007 0001 JTRTG1 RMB 1 トリ カ " -1 
01160 5008 0001 JTRTG2 RMB 1 トリ カ "ー ク 
01170 い 
01 180 FD15 UPNCUM EQU $FD15 UPN_ コ マン トリ レン" スジ ー 
01190 FUD16 UPNDAT EQU $FD16 UPN テリ "ーー レシ " スグ ー 
01200 い 
01210 5009 MRTSSG EQU 水 くく し シ " 和信 ター 有力 キ コ = ッッ 
01220 5009 34 02 PSHS 崩 RCCR ホソ "フラ 
01230 500B BZ FD16 っ | 月 PNDAT レジ" スター ハハ "ラコ " ウ カキ コ = 
01240 SOOE 86 03 LDR 1 う ラッ ナ 了 ト リ レ A ス コマ ソト“ 
01250 5010 BZ FD15 ST 月 UPNCUM (て $0 る 3 る) カキ コ = 
01260 5013 /F FD15 し CLR HPNCUM イッ アク ティ フ " コマ ソト "カキコ = 
01270 5016 F/ FUD16 STB UPNDAT テー クー カキ ネコ = 
01280 5019 48a DECR ライ ト テ "ーー コマ ント “ 
01290 5S018 B ァ FUD15 っ 「 内 HPNCUM  〈($O02 ) カキ コ = 
01300 5010 7F FD15 し LR UPNCUM イン アク ティ フ " コマ ント" 。 カキ コ = 
01310 5020 35 82 PULS Rn,P し RCCR フッ キ / リー フン 
01 320 氷 
01 330 5022 RDSSG _ EQU 氷 くく レル ジ スクー ヨ = ニ グリ シ > ッ > 
01340 5022 86 UE LDR 14 レジ" スタ ー ハ "ラコ " ウ 
01350 5024 B/ FD16 ST PNDAT  〈($OE 〉 カキコ = 
01360 5027 86 03 LDR っ ラッ ナ 了 ト "し レ 人 ん 人 コマ ント “ 
01370 5029 B/ FD15 ST 有明 DPNCUM  ($03) カキ コ = 
01380 502C 7F FD15 CLR UPNCUM イン アク ティ ブフ" コマ ソト" カキ コ = 
01390 502F 86 09 LDa 寺 ワ ジ " ヨイ ステ ィ ッ クリ ー ト "コマ フト“ 
01400 5031 BY? FD15 ST 失 UPNCUM  〈($O9) カキ ネコ = 
01410 5034 F6 FD16 LDB DPNDAT テリ "リー ター ヨ = ニ トリ 
01420 503Z7 /F FD15 CLR DPNCUM イン アク ティ フ " コマ ント "カキ コ = 
01430 503 39 RTS / 
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01440 
01450 
01460 
01470 
01480 
01490 
01500 
01510 
01520 
01530 
01540 
01550 
01560 
01570 
01580 
01590 
01600 
01610 
01620 
01630 
01640 
01650 
01660 
01670 
01680 
016?0 
01700 
01710 
01 720 
01730 
01740 
01 750 
01760 
01770 
01780 
017?0 
01800 
01810 
01820 


01830 


01840 
01850 
01860 
01870 
01880 
01890 


っ 03B 
っ 03E 
5040 
5043 


5045 
5048 
504a 
504 じ 
504E 
S050 
っ 5052 
5053 
っ 056 
5058 
5056 
505C 
50SD 
5060 
5063 
5065 
5067 
506A 


506B 
506C 
506D 
S06E 
S06F 
5070 
5071 
5072 
5073 
5074 
50 7 ら 5 
5076 
5077 
5078 
507? 
っ 0 7 人 


し し 
8D 
し し 
20 


し し 
8D 
8D 
86 
じ っ 
27 
4F 
B7 
86 
し っ 
27 
3 コ 
B7 
GE 
じ 4 
RG 
B7 
う ツ 


S000 


5009 
っ 00 


っ 009 


5022 


5053 


505D 


TUTRL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MRRNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S5000 
PRUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADOR=S5000 


RODDR=507^a 


ホ 


JUYINT EQU 


ボボ 
JUYR 


JUYR_ 1 


JUYR_2 


し 1 


JUTTBL 


ジョ イス ティ ッ ク の 
方 向 


トコ い 紀 
の に 1 
や ゃ 
み る 


LDD 
BSR 
LDD 
BRAR 


EQU 
LDD 
BSR 
BSR 
LDR 
BITTB 
BEQ 
CLRR 
S「 
LDR 
BITB 
BEGQ 
CLRR 
STR 
し LDX 
RaNDB 
LDR 
っ 「 
RTS 


EQU 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 


END 


し 
村 $OF 3F 
MRTSSG 


革 $07BF 


MRTSSG 


氷 
村 $OF 2F 
MRTSSG 


JTRTG1 
村 ] 

村 $20 
JUYR_2 


JTRTG2 
JJUYTBL 
15 

B,X 
JMUVE 


つの ビデ "の リロ リ の っ - の ひつ の いい ふつ の の の の の ※ 


ENTRY 


0 : 押さ れ て いな い 押さ れ て いる 
トリ ガー 2 の 状態 | 0 : 押 され て いな い 押さ れ て いる 


5 
] ・ 
1 


5-2 ジョ イス ティ ッ ク 


くく イニ シャ フイ 人 "> ッ ノ 
R 1 5=$3F 


R ィ 7=$BF 

くく シ " ヨイ ステ ィ ッ ク ヨ = ニ グリ \ ツ シ >> 
R ] ら = ゃ 2F 

アァ ーー 


B < くく JUY 


TRIG1=UN ナラ 
JTRTG1 =1 


TRITG2Z=UN ナラ 
JTRTG2Z=1 


=\ ン カン テー ノブ" ルル セフト ワ 
TRTG ヒ " ッ ト マス メ ク 
和 R くく ホウ コウ テー クター 


カ 


・ の の いい C 


・ つづ つづ つづ つづ つつ の つづ つづ づつ へ ヘ へ 


図 5-16 ジョ イス ティ ッ ク 入 力 ル ー チ ン の イン ター フェ ー ス 
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リス ト 5-10 ジョ イス ティ ッ ク の 利用 プロ グラ ム 


100 ! 素 来 玉 来 来 求 求 来 来 夫 容 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 来 来 来 来 来 玉 玉 玉 涼 求 求 氷 玉 


11 『※ JUYSTIC TEST * 
12 "* ( LIST 5-10 ) V3.0/v る 3. る 3 * 
1 う 『* に 1S| ョ = の ウ か カ か ' に 2 ヨウ 2 " メ 


1 4 ! 来 来 来 来 来 来 素 求 玉 来 玉 来 玉 来 来 玉 来 ※ 玉 玉 来 氷 来 求 玉水 来 氷 来 氷 玉 来 ※ 
2Z0 MIDTH 80.25:LUADM "し L5- の 9M" 

30 EXEC&HS5000 

40 $= リ . の ミコ あの に 。。、。。 = キネ" リク 。。 シグ 。。 ヒ 2" リ ジグ 。 上 2 リリ . 。 
50 EXEC&H5003 

60 I=PEEK〈&H5006) 

70 LUCATE 36,12 

80 PRINT MID$S〈($, TB+1 .8) 

?0 LUCATE 36.14 

100 IF PEEK&HS007) THEN PRINT"TRTG(1) ": 
110 IF PEEK&HS008〉 THEN PRTNT"TRIG(2) 『": 
12Z0 PRINT" 

130 GUTOU 50 


人 


5-3 マウ ス 


5-3-1 マウ ス ・ イ ンタ ーー フェース 

パソ コン の 入力 装置 の な か で は , マウ ス は 他 の 装置 と は ひと 味 違っ た 趣 を も っ て いま す . マウ 
ス が 持つ 特徴 を 最も 生か せる の は , や は り リグ ラフ ィ ッ クツ ー ル 等 の 座標 入力 で し ょ う . し か し , 
それ 以外 の 分 野 で も 大 活躍 で , 今や パソ コン に は な く て は な ら な い 存 在 と な っ て いま す . 

さて FM シリ ー ズ の マウ ス で す が , FM-7 シリ ー ズ に は 残念 な が ら マ ウス の た め の イ ンタ ー フ 
ェ ー ス は 内 蔵 され て いま せん . その だ た め , イ ンタ ー フ フェー スカード が セッ ト に な っ た パ マ ウス セッ 
ト ”? と いう か た ち で 売ら れ て いま す . この マウ ス セ ッ ト 以 外 に も , FM 音源 カー ド の ジョ イス ティ 
ッ ク 敵 子 に MSX マウ ス を 接続 する 方 法 も 6 も あります. し か し ここ で は , 富士 通 純 正 の マウ ス セ ッ ト 
に つい て の み 説 明 し ます . 

この マウ スイ ンタ ー フ ェ ー ス カー ド に は , マウ ス か ら の 信号 を カウ ント する カウ ンタ や , CPU 
に イン ター バル 割り 込み を か ける た め の PTM( プ ログ ラマ ブル ・ タ イマ ・ モ ジュ ー ル ) が 載っ て い 
て , 図 5-17 の よう な 構成 に な っ て いま す . また マウ ス 本 体 の 内 部 は 図 5-18 の よう に な っ て いま 
す . 

ここ で , こ の マウ ス を 平板 上 で 移動 させ る と , 中心 の ボー ル が 自由 に 回 転 し ます . この ボー ル に 
は 2 個 の エン コー ダ が 直交 配置 され て お り , ボー ル の 回 転 に 応 し て エン コー ダ が 回 転 し , X-Y 方 
向 の 各 成 分 に 分 か れ た 電気 信号 と な り , イン ター フェ ー ス カー ド 上 の カウ ンタ に 加え られ ます . 
そし て , この カウ ンタ の 値 を 読み 出す こと に よっ て , 駐 -Y 方 向 の 移動 量 を 知る こと が で きる の で 
す . 


7 う プ 


5-3 マウ ス 


デー タ バス 
アド レス パス 
。 
R ノ W 
* 10S マウ ス 
* RESET 
CLK 
2.4576MHz 
*※ IRO [ 
PTM 
(MB8873H) 
Do て D: 
RS。 ン RS。 
CS。 
CS」 
R/W 
E 
し っ = 
し っ 
図 5-17 マウ スイ ンタ ー フ ェ ー ス の 構成 
ホ 
Y 方 向 検 由 エ ンコ ー ダ ーー” | 


| レン * 方 向 検 出 エ ンコ ー ダ 
ノバ ネ 


図 5-18 マウ ス の 内 部 構造 
S-3-2Z マ ワ ス の アク セス 
FM-7 シリ ー ズ 用 の マウ ス セ ッ ト に は , マウ ス ド ラ イ バ と いう マウ ス を 読み 取る た め の マ シン 
語 プ ログ ラム が つい て いま す . 通常 の 使用 で は この マウ ス ド ラ イ バ を 通し て マウ ス を アク セス す 


る わけ な の で す が , この プロ グラ ム は 汎用 性 を 重視 する あま り ,。 か な り 大 が か りな プロ グラ ム に 
な っ て いま す . 


7 うら 
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そこ で , マウ ス ド ラ イ バ を 使わ ず に 直接 イン ター フェ ー ス カー ド 上 の TIC を アク セス し て デー 
タ を 読み 取る 方 法 に つい て 考え て み ま す . 

それ で は , 図 5-19 を 見 て くだ さい . た くさ ん の レジ スタ が あり ます が , この うち マウ ス に 直接 
関係 の ある レジ スタ は , $FDE8 で す . それ 以外 の レジ スタ は , CPU に イン ター バル 割り 込み を か 
ける た め の タ イマ ー や フラ グ な ど で す . 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー ーー ブー の ーーー プー ーー ーー ーー ーー ーー ンー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーー ーーーーーーーーーー ペ ーー ーー ンー ーー プー ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーー… 


0: 1/1 ク ロッ ク | 
1: 1/8 ク ロッ ク | 


FDE0O W 


タイ マ 
0 : 動作 
] : プリ セッ ト | 


割込み 許可 
0 : 禁止 
1 : 許可 


タイ マ ]1 | 
害 込 み 


グイ マク 2 


PTM 
割込み 


FDE 1 ( MB8873H) 


FDE2 一 E3 | RZW イマ 1 カウ ンタ (16bit ン 8bit) 
| FDE4 一 E5 | RZW タ イマ 2 カウ ンタ (16bit ン 8bit) | 
| FOE6-7 上 / | RZW タ イマ 3 カウ ンタ (16bit ン 8bit) | 


|。 FDE8 
内 部 カウ ンタ 
' | リセ ッ ト 


図 5-19 マウ スイ ンタ ー フ ェ ー ス の レジ スタ 


マウ ス の 高度 な 応用 法 と し て は , イン ター バル 割り 込 入 み を 働か せ , 一 定時 間 ご と に マウ ス の 状 

態 を チェ ッ ク す る と いう 方 法 が あり ます . し か し , 我々 が 通常 使用 する 場合 は , イン ター バル 割 
り 込 み を 使用 し な く て も 十分 で す . 

で は 具体 的 に デー タ を 読み 取る 方 法 を 考え て み ま す . $FDE8 は 読み 出し と 書き 込み で 機能 が 黒 
な っ て いて , 書き 込み 時 は コン トロ ー ル レジ スタ , 読み 出し 時 は ステ ー タ スレ ジス タ を アク セス 
し ます . マウ ス の デー タ は ステ ー タ スレ ジス タ の ビッ ト 0~-3 に あっ て , 4 回 の アク セス に わけ て 
X-Y 各 8 ビッ ト の デー タ を 読み 出し ます . また ビッ ト 4 , 5 に は , スイ ッ チ の 状態 が 常に 現われ 
て いま す . 
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5-3 マウ ス 


① コ ント ロー ルレ ジス タ に $01( カ ウン タ 停 止 / ま た は , $02( カ ウン タリ セッ ト ) を 書き 込む . 
② ステ ー タ スレ ジス タ か ら デ ー タ を 4 回 読み 取る . 

1 回 目 …… X の 下位 4 ビット 

2 回 目 …… XX の 上 位 4 ビッ ト 

3 回 目 …… Y の トト 位 4 ビッ ト 

4 回 目 …… Y の 上 位 4 ビッ ト 
③ コン トロ ー ル レジ スタ に $00( カ ウン タス ター ト ) を 書き 込む . 


以上 の 手順 を BASIC で 記述 し た サン ブル プロ グラ ム を リス ト 5-11 に 示し ます . この 中 で 
1200 一 1220 行 の 部 分 で 。 マウ ス か ら の デー タ を 読み 取っ て いま す . 

ここ で も うお 気付 き の 方 も ある か と 思い ます が ,-Y の デー タ は 各 8 ビッ ト し か あり ませ ん . 
リス ト 5-11 を 実行 し た 場合 も 最高 値 は 255 と な っ て いま す . グラ フィ ッ ク 画 面 は 640X200 ドッ 
ト の 分 解 能 が ある の に , これ で は 画面 の 半分 の 領域 さそ も カバ ー で き な い こと に な り ま す . そこ 
で 次 の よう に 処理 する こと に し ます . 


① マウ スカ ウン タ の 値 を 直接 利用 する の で は な く , 又 -Y の 値 は 別に 設け た 各 16 ビッ ト の ワー 
クエ リア の 値 を 使用 する . 

② マウ ス か ら デ ー タ を 読み 出す ご と に , カウ ンタ に リセ ッ ト を か ける 。. 

③ 読み 出し た デー タ に ワー クエ リア の 値 を 加算 し て デー タ と する . 


つま り 前 の 例 で は , マウ スカ ウン タ か ら 読 み 出 し た デー タ を その まま 絶対 座標 と し て 使っ て い 
まし た . と ころ が 毎回 カウ ンタ に リセ ッ ト を か ける こと に より , 前 回 の アク セス か ら ど れ だ け 移 
動 し た か と いう 相対 的 な 移動 量 が 得 ら れ ま す . そし て 前 回 まで の デー タ と 加算 する こと に より , 
絶対 座標 を 得 ま す . 以上 の 変更 点 を 元 に , リス ト 5-11 に 手 を 加え た も の が リス ト 5-12 で す . 実 
際 に 動作 させ て , 画面 全体 が カバ ー で きる か 確認 し て くだ さい . 

最後 に マシ ン 語 に よる マウ ス の アク セス プロ グラ ム を リス ト 5-13 に 示し ます . 使用 法 は , 
EXEC &H5000 | で す . 

$ ゃ 5003, $5004 に XX の 座標 位置 (0 一 639), $5005, $5006 に Y の 座標 位置 (0 一 199), $5007 に ス 
イッ チ 1 の 状態 (0,1), $5008 に スイ ッ チ 2 の 状態 (0,1) が セッ ト さ れ ま す . 

リス ト 5-14 は , リス ト 5-13 を テス ト す る た め の プ ログ ラム で す . リス ト 5-13 を \L5-13M? 
と し て SAVE し た あと で RUN し て くだ な さい. 


SAVEM “L5-13M"。&H5000, &H505B, &H5000 


7 う 3/ 


1000 
1001 
1002 
1003 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1 ょ 060 
1070 
1080 
1090 


_1100 


1 1 10 
1 120 
1 1 30 
ょ 1 40 
1200 
1210 
1220 
1230 


1000 
1001 
1002 
1003 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1 100 
] 1 10 
1 1 20 
1 1 30 
1 140 
1 150 
1 160 
1 1 70 
1 180 
1 190 
1200 
1210 
1 220 
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リス ト 5-11 


* 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉 玉 玉 求 ※ 玉 ※ 玉 ポ 未 水玉 
'*※ 。 。MUUSE READ 〈1) い 
'* 。 〈( LIST 5-11 ) V3.0/V3.3  * 
才 . る る も を も すもも も も も も 《 も も も も すもも も も も る 《 も を も る.《 も る < 
MUUSE =&HFDE8 

PUKE MUUSE , 2 

に S 

PUKE MUUSE , 1 

GUSUB 1200 

X=DA「 

GUSUB 1200 

Y=DRT: エ 上 F Y>199 THEN Y=199 

PUKE MUUSE , 0 

LUCATE 32.0:PRTINTUX= リ iX・ り 
LUCATE 32.2:PRINTUY=EUEY シ LU 昭 
LINE(0.0〉)-(XX、YY) .PRESET, 7 
LINE(0.0)-〈(X,Y) .PSE T , PUSH+4 
XX=X:YY=Y:GUTU 1040 
PUSH=PEEKCMUUSE 〉 

DAT=〈PUSH _ AND 15)+〈PEEK〈MUUSE) AND 15)*16 
PUSH=〈(PUSH \ 16) PND る 3 

RE TURN 


マウ ス 読 み 取 り プ ログ ラム 1 


リス ト 5-12 マウ ス 読 み 取 り プ ログ ラム 2 


すす も. も. も も. を を も る も も も も も 《 も 《 も を も る で も も も も す も も も する も 
! 涼 MUUSE _ READ 〈(2) 水 
! て し LIST 5-12 ) VMV32.0/V3.3 ※ 
『 来 涼 素 玉 丈 玉 玉水 雪氷 来 来 ※※ 玉 玉水 玉 玉 玉 示 玉 素 氷水 氷 氷 洲 玉 未 水 
MUUSE=&HFDE8 

SI 

PUKE MUUSE , 2 

SUSUB 1180 

メ =X+D 人 a「 

IF X く 0 THEN X=O 

ITF X>263⑦ 「HEN X=639 

GUSUB 1180 

Y=Y+DIT 

ITF Y< く 0 THEN Y=0 

IF Y>199 「HEN =199 

PUKE _MUUSE , 0 

LUCATE 32.0:PRINTUXEU EX 人 
LUCARTE 32.2:PRINTDUT ミ DE Yi シリ 
LINE〈0.0)-(XX.。YY) .PRESET, 7 
LINE(O.0)-〈X,Y) .PSE T , PUSH+4 
XX=X:YY=Y:GUTU 1030 
PUSH=PEEK〈MUUSE ) 

DAT=〈PUSH_aAND 15)+〈PEEK〈(MUUSE ) ND 15)*x16 
PUSH=〈 て PUSH 16〉) AAND る 3 

IF DAT>=128 THEN DAT=DAT-256 

RE TURN 


01000 
01010 
01020 
01030 
01040 
01050 
01060 
01070 
01080 
01020 
01100 
01110 
01120 
011 30 
01140 
01150 
01160 
01170 
01180 
01190 
01200 
01210 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01290 
01300 
01310 
01 320 
01330 
01340 
01 350 
01360 
01370 
01380 
01390 
01400 
01410 
01420 
01430 
01440 
01450 
01460 
01470 
01480 
01490 
01500 
01510 
01520 
01530 
01540 
01550 
01560 
01570 
01580 
01590 
TUTAL 
TUTAL 


5000 
5000 


5003 
5005 
5007 
5008 


5009 
5S00B 
500E 
5010 
501 3 
5015 
5019 
501B 
501E 
501F 
5020 
5021 
5024 
5026 
5029 
っ 502B 
502F 
っ 031 
5034 
5035 
5036 
っ 037 
5038 
っ 03D 


っ 03E 
っ 04 1 
っ 0494 
504 7 
っ 049 
504B 
っ 04E 
504F 
っ 050 
5051 
っ 054 
5055 
5058 
っ 058 
50S5B 


YE 


5000 


503E 
501F 
502 1 


503E 
5035 
5037 


ERRURS 00000--00000 


MARNTNGS 00000--00000 


PRUGRRM _ BEGIN DDR=S5000 
RUDR=505B 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


ES 


PRUGRRM END 


oO- う マウ ス 


リス ト 5-13 マウ ス 読 み 取 り ル ー チ ン 


素 玉 来 玉 玉 玉 来 玉 来 玉 来 来 求 来 玉 来 玉 来 ※ 来 氷 求 氷 求 涼 求 素 玉 玉 玉 氷 求 水玉 玉 氷 氷 ホ 
マウ A ヨゴ = トリ サフ "ルー チン * 


し 
し 


(て LIST 5-13 ) 


V る 3.0/V る . る 氷 


水玉 ※ 玉 赤水 ポ 玉 雪氷 玉 ポ 氷 ※ 玉 示 氷 未 ボ 赤玉 ポポ 玉 ポ 玉 ポ ポポ 未 玉 ポポ ポポ ポポ ホ 


ENTRY 
ボ 
MUUSE 
いい 

ボ 

ボボ 
XPHS 
YPUS 


PUSHF 1 
PUSHF 2 


水 
M_RERD 


M_R_01 
M_R_02 


UPT NUGEN 

URG $5000 

JMP M_READ 

EQU ゃ SFDEG8 
ブー ク の エリ ナリ 

RMB の 

RMB の 

RMB 1 

RMB 1 

EQU 氷 

LDR 村 2 

ST MUUSE 

BSR M_R_1 

RDDD XPUS 

BNMI M_R_01 

CMPD 村 640 

BCS M_R_02 

LDD 村 6 う ツ 

FCB ゃ 8 し 

CLRR 

CLRB 

っ STD XPUS 

BSR M_R_ 1 

RDDD YPUS 

BNM M_R_03 

CMPD 200 

B し ゝ M_R_04 

LDD ツウ 

FCB $8 し 

し LRAR 

CLRB 

っ STD YPUS 

CLR MUUSE 

RTS 

し し LR PUSHF 1 

CLR PUSHF 2 

LD グ MUUSE 

RNDR 15 

PSHS 

LDB MUUSE 

LSLB 

LSLB 

LSLB 

RUL PUSHF 2 

LSLB 

RUL PUSHF 1 

RDDB ・ つ + せ 

っ EX 

RTS 

END ENTRY 


XX ホホ マシ "ショ ン 
T ホホ マツ ウリ "ション 
SM] ノ フ シリ" ョ ウ ク イ 
SM2 ノ ショ ウ ク タイ 


くく ゴ = ニ トリ エン トリ ー >> 
カウ ソン グー リセ ッ ト 


DX ヨゴ = トリ 

人 三 +DX 

IF X<0 THEN X=0 

TF X>=640 THEN X=639 


CMPX 財 (SKITP 2 Byt†te5S) 


DY ヨ = ト リ 

Y=Y+DY 

IF Y< く 0 THEN Y=0 

IF Y>=200 THEN Y=199 


CMPX 村 (SKIP 2 Bytes) 


カワ ウフ フー 人 グー ト 


っ SM] ノ フン " ョ ウタ イ クリ ア 
っ M2 ノ ソン" ョ ウ ク イ クリ ア 
カイ 4 ヒド ッ ト ヨミ = トリ 


ソン” ョ ワイ 4 ヒット る SM ヨミ = トリ 


っ SMZ ノ シ " ョ ウフ メイ セッ ト 


っ い 」 ノ ソン リョ ウタ イ セッ ト 


16 ヒ " ッ ト ニ カク チョ ウ 


739 


リス ト 5-14 マウ ス 読 み 取 り ル ー チ ン の テス ト 


1000 『! 素 玉 玉 玉水 玉 来 玉 ※ 玉 玉 求 宝玉 玉 玉 玉 求 来 来 来 来 来 来 来 玉 水玉 来 求 玉 玉 ボ 
1001 『* MUUSE_ READ  〈 う ) 水 
1002 !'* ( LIST 5-14 〉 V ぅ 3.0/VS. うぅ 素 
1003 『'※ LIST 5-13 か カ ヵ "" 。 ヒ ウ ヨウ テ " 人 水 
1004 " 米 玉 来 玉 来 補 玉 率 玉 求 未来 来 束 来 来 未来 玉 来 来 玉 玉 玉 来 玉 玉水 玉 玉 氷 ※※ 
1010 CLEAR 300.&HS000 
1020 LURDM"L コ ロー1 3M" 
1030 CLS 
_1040 EXEC &HS5000 
1050 X=PEEK〈&H5003〉*256+PEEK(&H5004 ) 
1060 Y=PEEK(&H5005)〉*256+PEEK(&H5006) 
1070 PUSHF 1 =PEEK〈&HS007) 
1080 PUSHF2=PEEK〈&H5008) 
1090 LUCATE 0.0 
1 100 PRINT USING'"  X= 本 桂 Y= 村 村 村 SM1= 寺 SM2= 肝 り 0iX。Y,PUSHF 1,PUSHF 2 
1110 GUTOU 1040 


5-4 タイ マー 


FM-7 シリ ー ズ で は , サブ シス テム の 内 部 に ソフ トウ ェ ア に て 制御 され て いる タイ マー を 持っ 
て いて 。 シス テム に お ける 時 間 管 理 を 行なっ て いま す . し か し , この タイ マー は 電源 が 切れ る と 
その 内 容 が 消え て し まっ て いま し た . 

FM77AV で は ,。 バッ テリ ー バ ッ ク ア ッ プ され る 内 蔵 時 計 RTC(Real Time Clock) が 新た に 実 
天 さ れ て いま す . そし て 電源 が 入っ た と き , その RTC の 値 で サブ シス テム が 制御 し て いる タイ マ 
ー を , 初期 設定 する よう に な り ま し た . この た め FM77AV の タイ マー は , 電源 を 切っ て も 正確 な 
時 を 示す よう に な っ て ます . 


5-4-1 タイ マー の 読み 取り 
サブ プシ ステ ム の 管理 し て いる タイ マー レジ スタ の 値 は , BASIC で は DATE$, TIME$ 関 数 で 知 
る こと が で きま す . 


PRINT DATE$, TIME$ 


マシ ン 語 で 読み 取る に は , サブ シス テム の READ TIMER コマ ンド を 使い ます ( 図 5-20). 

FM77AV の RTC の 値 を 読み 取る こと は , BASIC で は で きま せん . し か し , サ プ ブシ ステ ム が 管 
理 し て いる タイ マー と RTC の 値 は 一 致し て いま すか ら , 特に 問題 は 起き ませ ん . し か し KR1 し は 
曜日 も 管理 し て いる の で , 曜日 を 知り た いと か , タイ マー の 値 を プロ グラ ム で 正しい 値 に 設定 し 
直し た い 場 合 に は , RTC の 値 が 必要 と な り ま す . 

RTC の 値 は , サブ システム の READ RTC コマ ンド に て 読み 取る こと が で きま す ( 図 5-21 ) . 
リス ト 5-15 に RTC の 値 を 読み 取っ て 時 刻 を 表示 する プロ グラ ム を 示し ます . リス ト 5-15 を 
$5000 番地 より 入力 し て 溢 の BASIC プロ グラ ム で 実行 し て くだ さい . (動作 する F-BASIC は V 
3.0 の み で す ). 


10 EXEC &H5000 : GOTO 10 


7 ダグ 


5-4 タイ マー 


し 出力 コマ ン 1 


wt 9| 二 昧 |) 、、ー ぁ 』* ぁ 
導電 8 晴 ポ ーー こ 0 9IIRE ニ ニ 
し テト ャ Tamar [ 寺 
(復帰 情 報 ーー 

区 = っ 
し ー ィ | ce lmmczzz | omazrm22 = 


24 時 間 時 計 レ ジス タ | 現在 の 時 刻 9 分 , 秒 , 20ms) 
割込み 予約 時 刻 レ ジス タ | タイ マ 割 込み 発生 時 刻 の 設定 値 


| 」。」。 | +。 | 20ms デ クリ メン ト | 20ms ご と に カウ ント ダウ ン さ れる イン ター バ 
カウ ンタ レジ スタ ル タ イ マ 用 レジ スタ 


T2-D | 再 設定 値 レジ スタ イン ター バル タイ マ の 時 間 間 隔 の 設定 値 


TC 
タイ マ 割 込み イネ ー プ ブル 
イン ター バル タイ マ 割 込み イネ ー ブ プル 
イン ター バル ワン ショ ッ ト フ ラグ 
0 時 割込み イネ ー プ ブル 
図 5-20 READ TIMER の コマ ンド 形式 
oh メー 


| オフ セッ ト | 記号 | 意味 | 内 容 。 | 
[| ー| デー イ ーーー デー 
EE 昌 臣 L9429 060 0 ハハ Wnt〔n〔n〔OW〔OWO{n 


復帰 情報 〕 


オフ セッ ト | 記号 | 意味 | 内 容 。 
Te トー ト | 一 

ピュ lm | worea loose 、 、 
ーー mserwmw es ーー 一 
日 の 上 位 桁 お よび うる う 年 の 選択 0 15 


時 刻 の 上 位 桁 PT AM/PM お よび 24/ 12 時 計 選 択 


時 刻 の 下位 桁 
MI10 分 の 上 位 桁 
MI01 分 の 下位 桁 


秒 の 上 位 桁 
秒 の 下位 析 


7 ダイ 7 


第 5 章 キー 入力 。 タイ マー 


| 4 日 の 上 位 桁 
うる う 人 年 の 選択 


00 : 年 を 4 で 割っ た 余り が 0 の 時 

0 1 : 年 を 4 で 割っ た 余り が 3 の 時 

10 : 年 を 4 で 割っ た 余り が 2 の 時 

1 1 : 年 を 4 で 割っ た 余り が 1 の 時 
/ 6 5 4 3 2 1 0 ビ ピット 


H10 


1__ 時刻 の 上 位 桁 


AM/PM 選 択 
0 : AM (午前 ) 
1 : PM (午後 ) 
12/24 時 計 選 択 
0 : 12 時 計 
1 : 24 時 計 


図 5-21 READ RTC の コマ ンド 形式 


リス ト 5-15 カレ ンダ ー 時 計 の 表示 プロ グラ ム 


RDR : +0 +1 +2 + す る +4 +5 +6 + 了 +8 +9 +Q +B +C +D +E +F  : [cs] 
5S000 : 16 01 10 16 00 E2 16 00 B1 00 40 00 50 00 05 07 : 8F 
5010 : 00 11 00 50 19 00 03 00 10 00 00 42 00 00 00 00 : CF 
5020 00 00 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5030 00 00 00 00 00 00 16 00 00 00 00 00 00 00 10 00 26 
5040 50 46 00 2E 00 00 00 00 1C 00 40 00 50 00 4F 00 BF 
5050 SF 07 00 20 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 86 
5060 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5070 00 00 00 00 3E 3C 4F 42 23 40 23 40 47 2F 23 40 円 骨 
5080 Z う 40 37 GeGE 23 40 23 40 46 7C 21 4 23 420 4D 4B  : F6 
5090 46 /C 21 4B 23 40 38 61 23 40 23 40 23 40 3B 7E OC 
50O 2Z う 40 23 40 4 2C 23 40 23 40 49 43 36 62 45 5Ga ご 
S0B0 46 /C 3/7Z 6eE 32 50 3F 65 4C SaA 8E 50 11 886 11 a7  : 6e0 
50CO 84 3 ぅ 1 08 10 8F 02 CC 00 10 ED 04 CC 00 03 ED 06 0D 
50D0 86 41 7 0 10 8E 50 29 33 0B C6 0OD AaA6 AO Aa7 CO 4D 
50EO っ Rn 26 F9 AD ? ヶ F FB Fa 39 8E ら 50 29 10 8E 50 1C C6 し 内 
50FU OUD 8A6 80 7 AO Sa 26 F@9 CC 00 8 FD 50 OB CC 01 8 し 
LCS」 08 15F7 89 1?7 FF 77 E2 75 DE 59 885F8 95E1 9E 4 

ADR +O +] +2 + る +@4 + す 5 + す 6 + ア +8 +9 + 全 +B +C +D +E +F LcS ] 
5100 05 FD 50 0D CC 02 00 FD 50 OF BD 51 3E CC 00 B8 ら ウ の 
ら ・10 FD 50 0B CC OO 05 FD 50 0D CC 07 00 FD 50 OF 39 EB 
ら 120 8E 50 11 86 11 7 84 31 08 10 AF 02 CC 00 03 ED 6 7 
1 30 04 CC 00 10 ED 06 86 42 a7 0OaA AD 9F FB Fa 8E 50 6B 
ら 5140 19 10 BE 50 74 6 07 84 0OC 27 0OC CC 3E 3C ED aA4 し 2 
5150 CC し 4F 42 ED 22 20 0A CC 23 31 ED Aa4 CC 23 39 ED らし 
5160 ZZ2 E6 03 4F C る 3 2 る 30 ED 24 E6 04 4F C3 23 30 ED BD 
ら 1 70 Z6 E6 05 4F C3 2 30 ED 2 E6 06 4F C る 3 2 30 ED CB 
ら 180 ZC E6 07 C4 03 4F CS 2 る 3 30 ED A8 10 E6 08 4F CS る EA 
ら 1 90 23 30 ED 8 12 CE 50 AC a6 09 48 EC C6 ED 8 18 1 内 
ら 18A0 6 OR 85 08 27 2B 4 03 C6 0A 3D EB OB C1 OC 25 0B 
ら 1B0 11 CO OC 1F 98 BD 652 7F 34 06 CC 38 65 ED a8 24 ヒ 
ら 51CO 20 29 1F 98 BD 52 7F 34 06 CC 41 る 30 ED a8 24 20 UE 
ら 510D0 1n 85 40 27 08 CC 38 65 ED 8 24 20 06 CC 41 30 る 
ら 1EO ED 8 24 E6 0 C4 03 6 0B 34 06 35 06 34 02 4F 1B 


7 プイ グ 


と ん / 


を まい まう まう と 秦 x 

「 吉 と と 」 ス を すく イタ 半 了 時 つの いい うっ 表 縛 立 送 屈 f) NILLHS の こ 立 有 "を 
つく テオ < OL は うと <) AILLHS い うと Y2】 と と と と そそ ン と ズ の "6A OISV-』 

を まま Y 計 量 -20 La x 量 所 罰 27 国 玖 上 ネ ー 

キ |A| の き > う 月 旧 ネ 一 [人 A| うと 9 坦 省 ネズ ミル と ユマ フタ 電 錯 ま せ ミ 池 人 放 本 思 

イマ を マネ タン キモ 昌世 四 の 待 層 放 家 の 六 時 聞 6 を 放 | 貞 型 9 邊 琴 ネ プ と と ロン / の GT-G 4 と 
(( 宮 旨 畔 ズー まう 9T-9 す と リツ] まう と 恒 ネ と と ロ と 層 の 動 の つて さき ユ マッ 

せま で 導 お 人 せ 0] 軸 陳 ネ さ ズー と OLJ LHS ff) そい 

< で" 卓 遂 -7 遂 陸 ネ ザン を まい サザ 8 直 較 うみ 編 望 冥 如 f) 重 王 四 の OL を まい 導 ル う 274 ズ とみ 
と OL LHS の マエ ンズ と を 4 る を 思 生ま まつ f】 つ 9 層 OISVd 「f 議 思ひ マン OL 避 
(ZZ-G 図 ) を まい 章 ネ さと と HAIL LHS の エン と ンズ と 寺 ス くみ 


( 和 経 プ セン 大 ) 200/0Z/Z【、= $ コ IL 
(日 目 プ 志 ),/ 【/G0/8Z、= ニ $ コ 1VQ 


を まま Y マ サタ 了 遇 っ) 竣 崩 AIL 
'$VLVO f) ひ OISVd "ff)009 を 6 すく イ タマ タ 量 9 有 を と イー と と と 錠 ユノ 人 古 遇 k を ププ エ ン と ンズ と を 


や YY 時 量 の ンー ムル ナタ と 了 ヤ -9 


0005HS 6825HS TO0005HS )NG【T-5 1 NN ヨ AUS 


69 4 ヨ コ J 429 SG0 Sd Qd 098 UO ヨコ 8 65 【 コ Z コ OUO 6【 ヶ 【 8 L 5J」 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 コ ZS 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヨ 3Z5 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0QZG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0JZG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0Z5 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0UZG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 06Z5 
に だ 00 00 00 00 00 00 6% 9U0 8 6@d み 0Z JS $&0 6Z CO 08 08ZG 
とら ゴ 345 6 ヨ J 9ZU6? ヶ 0 GS ヨコ 40 dd ヨ 0 00 <J 0 d ヨ O【 00 0 と 
6A く J 0 J ヨ ヨコ コロ ヨ 6 QV S【 88 Q ヨ コ 0 05 J』 コ リロ ヨコ 6 09ZG 
JO dQU Y【 898 d ヨ dO 05 ヨコ ヨコ < 05 ヨ 38 コロ ヨコ 6 0 ? ヶ 0 0qd ヨ 05C ら 
と 9 {JJ ヨ 39 0G ヨ 38?2092 J{ 9JZ03 み ヨ UO【 ヶ / OSG ヨコ J 6 0 
と 【 05 ヨ 39 O【 9 05 ヨコ 8 60 d ヨ ヨコ 0 00 *J 50 Q ヨ 0 05 】J』 9 ご 
9 ゴ 20 dQ ヨ 0 00 $*dJ 0 Qd60 05 コ 4』9 ヶ 05S ヨ 8 2 89 dq3 ヨ 3 0ZZ ら 5 
SA マ / 0 ?Z JJ コッ コ 0 9 ヨコ ZZ 89 d ヨ 0% SSZ $?J コタ ヨコ 0 の 9 ヨ ヨ Z 0【CG 
ゴ 【 8 り 9 dd 0 %Z 2 コタ dQO〈 9 ヨコ JZ 89 qQ ヨ 0 %Z JJ コタ J0 00Z6 
L SJ] ゴ + ヨコ + d+ d+ + けけ + 6+ 9+ ひ + の + G+ タタ + と + 忌 + 【+ O+ qdU 

コ と らち 09 3 コリ タタ 6 2? タ 有 0 UO98 9 06G OQ {【& ココ 9 JJ 0 ヨコ 【 L 53」 
6 9 コ 3 8Z2 8989 dd 0 2 dd コタ タ 0 SS 9Z 6 dQ ヨ 0% $%《Z2 <J 0 ココ 1 


ーー と と ヤセ -G 


第 5 章 キー 入力 , タイ マー 


[出力 コマ ンド 形式 〕 
II 
し と TS LBT 1W ーーー ーー 


設定 レ ジス タ 選択 ミ 定 


- 十 - 2 昌明 計 レ ジス ク | 現在 の 時 (時 2, 秒 ,20m 


割込み 予約 時 記 
PP タイ マ 割 込み 発生 時 刻 の 設定 値 
ジス タ 
13 一 16 T2 20ms デ クリ メン ト 20ms ご と に カウ ント ダウ ン さ れる イン ター バル | 
カウ ンタ レジ スタ タイ マ 用 レジ スタ 


る 再 設定 値 レジ スタ | イン ター バル タイ マ の 時 間 間 隔 の 設定 値 


ぐ ッ ト 
sE や や ATTTT] 
TC 
T1 
T1-」 し ビッ ト が ON の レジ スタ が 
設定 され る 

T2 
T2-D 


図 5-22 SET TIMER の コマ ンド 形式 


ィ ス ト 5- 5 RTC の 8 区 定 


10 『! 玉 来 来 氷 来 玉 来 玉 求 玉 来 来 玉 求 玉 氷 束 束 来 玉 来 氷 求 玉 来 玉 玉 玉 玉 氷水 水 

20 "* 。 RTC SET ポ 

う U 『※ ( LIST 5-16 〉 VS.3 

る 1] !* 。 LIST 5-15 カカ ヒ 上 ツ ヨウ テ " ス ボ 

る の ーー! 玉 来 来 来 来 束 来 玉 ※※ 来 来 束 ※ 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 未 玉 氷 ※※ 玉 求 ※※ 玉 玉 玉 玉水 水 

40 CLEAR .&H5000:LUADM"L5-15M" ERTC=&H5000 

5S0 DIM YB$〈6) .DMAX( て 11):FUR T=O0 TU 6:READ YB$〈(T):NEXT:FUR エ T=O0 TU 11:REA 
D DMAX( エ T〉):NEX「 

60 PUKE_ RTC+12.184 

70 INTERVAL 1:UN INTERVAL GUSUB 500:INTERVRL UN 

80 CLS:RESTURE 370:FUR Ts=O TU 176 STEP 16:READ $:PRINT ( エ T+112.8), VaL 
て で U&H"+ キ もう:NEXT 

20 FOUR T=0O TU 448 STEP 16:READ A$:PRINTQ ( エ +112.72) VALC て UI&HP+ 人 も う :NEXT 
100 FOR 1=O TU 9%6 STEP 16:READ A$:PRINT (64,. エ T+24).VALCU&HT+ 人 も う :NEXT 
110 PRINTQ (48.72) .&H4D4B 

120 X=32:Y=8:GUSUB 450:TF A>1 THEN BEEP:LINE 〈X.Y〉-〈X+15.Y+15).PSET,0, 
BF :GUTU 120 

130 NEN=R 

140 X=32:Y=24:GUSUB 450:YY=A*10:X=48:GUSUB 450:YY=YY+A:TF YY=O0 THEN BE 
EP:LINE 〈32.24)-〈(63、39) 、PSET,0.BF :GUTU 140 

150 X=32:Y=40:GHSUB 450:TF >1 THEN BEEP:LTNE 〈X,Y) う -〈X+15.Y+15),PSET,0O 
sBF:GUTU 150 

160 MM=Ax10:X=48:Y=40:GUSUB 450:MM=MM+A:TF MM>12 UR MM=O THEN BEEP:LIN 
E (32.40)-〈(63.55〉)、PSET.0,BF :GUTOU 150 

170 X=32:Y=56:GUSUB 450:TIF >3 THEN BEEP:LINE 〈X,Y) う -〈(X+15.Y+15),PSET ,O 
・BF :GUTU 170 

180 DD=Aw10:X=48:Y=56:GUSUB 450:DD=DD+A:TF DD>DMAXCMM-1) UR DD=0 THEN 
BEEP:LINE (32.56)-(64.71)、PSET.0.BF:GUTU 170 

190 X=32:Y=72:GUSUB 450:IF >6 THEN BEEP:LTNE 〈X.Y) う -〈X+15,Y+15),PSET,O 
,BF :GUTU 1%0 


7 イイ 


200 
2Z10 
, ロト 
220 


De 


YUBT = 
X=32:Y=88: GUSUB 450:TF >2 THEN BEEP:LTNE (X,Y) う -〈X+15.Y+15) PSET,0 


・GUTU 210 


HH=AX10 :X=48:Y=88 :GHSUB 450 :HH=HH+ 人 AA : TF HH>23 THEN BEEP:LINE (32,88 


うー-(63,.103) ,PSET,0.BF :GUTU 210 


230 


X=32:Y=104 :GUSUB 450:TIF >5 THEN BEEP:LTINE (XX, うー て X+15。Y イ +15),PSE T。 


0.、BF :GUTU 230 


240 


04)- 


250 


MT=Aw10:X=48:Y=104:GUSUB 450:MT=M エ +R:TF MT>59 THEN BEEPELINE (32,1 
て 63,119)、PSET.0,BF :GUTU 230 
X=32:Y=120:GUSUB 450:IF >5 THEN BEEP:LINE (X.Y)-〈X+15。 イ +15)、PSET「, 


0.BF :GUTU 250 


260 SS=A10:X=48:Y=120:GHSUB 450:SS=SS+R: IF SS>59 THEN BEEPELINE (て う 2。1 
20)-〈63,135) ,、PSET.0.BF:GUTU 250 
270 GOSUB 510 
280 FUR TL=0 TU 432 STEP 16:READ A$:PRINTQ 〈( エ +112.144). VARLC て T&RH"+ 生 $) : NEX 
T 
290 $=INKEY$:TF A$="! THEN 290 
300 IF A$=VNU OUR A$="n" THEN8O 
310 IF A$S<>VYU AND AR$ く "yy THEN BEEP:GUTU 2920 
320 EXEC RT し +6 
330 GUTU 330 
340 END 
350 DATR 467C,376E , 3250, 3F65. 4C5R , 3662 , 4556 
360 DATA 31 ,29, る 1 , 30. る 1 , 30, る 1 , る 1 , 30, る 1 , 30, う 1 
370 DATA 214C,2330.2127.403E,4E71、2340.2340.2331 、2127。3E3C.4F42.2Z14D 
380 DATA 214C.2330.2127.467C,2340.2331 2127,376E . 2340,.2332 .2127,3250 
390 DATA 2340.2333.2127,3F65,2340.2334.2127.4C5R,2340.2 う 35 2127 3662 
400 DRTA 2340.2336.2127.455, 214D 
410 DRTR 472F,3 う 76E,467C,467C,.3B7E ,」 42ZC, 494 く 3 
420 DRTR 3 う 34E. 4727.234F,234B,2129.2340.214、2359.21 3F ,234E,214B 
430 DATA 2340.2340.2359. 2472、3221 .243 う 9.2448.3B7E , 3456, 242C. 405F 
440 DATR 446R,2435.246C,245E , 2439 2123 
450 $=INKEYS:TF R$ も = リリ) THEN 450 
460 ITF $ く CHR$S〈(&H30) OUR A$>CHR$S(&H39) THEN BEEP:GUTU 450 
470 =VRL〈RS ) 
480 IF Y=72 AND <7 THEN PRINTQ_ (X.Y),VALC て T&EHT+YBS〈()) ELSE PRTNTQ 〈X。 
Y) ,&H2 う 30+6 
4920 RETURN 
500 EXEC RTC:RETURN 
510 PUKE RTC+41.YY\10:PUKE RTC+42.YY_MUD 10 
520 PUKE_ RTC+T43.MM\10:PUKE RTC+44.MM MOUD 10 
530 PUKE_ RTC+45.(DOD\10) UR (NEN*4):PUKE RTC+46.DD MOD 10 
540 PUKE RTC+47。(YUBT+T2) MUD 7 
5S550 PUKE RTC+48.〈HH\10) UR &HO8:PUKE RTC+49.HH MOUD 10 
560 PUKE_RTC+50.MT\10:PUKE RTC+51 , MT MUD 10 
570 PUKE_ RTC+52. SS ば 10:PUKE RTC+53.SS MOUD 10 
、 580 EXEC RTC+3 
590 RETURN 


7 タダ S 


宮 り 込み 


6-] BASIC に お ける 割り 込み 処理 


F-BASIC で は , 4 種類 の 割り 込み 処理 を 設定 で きる よう に な っ て いま す . そし て 設定 し た 割り 
込み 条件 が 発生 する と , それ ぞ れ の 割り 込み 処理 ルー チン が 実行 きれ ます . 


①PE キー 割り 込み iri PF キー が 押さ れ た と き , 割り 込み 発生 

② イン ター バ ル タイ マー 割り 込み …… 指定 し た 時 間 が 経過 する ご と に 割り 込み 発生 

③ 了 予約 時 鹿 割 り 込 ooo 指定 し た 時 刻 に な っ た と き , 割り 込み 発生 

④ RS-232C 割 9 込み om RS-232C と イン ター フェ ー ス へ の 信号 入力 受け 付け 時 


に , 割り 込み 発生 
ここ で は , PF キー 割り 込み を 例 に と っ て , BASIC に お ける 割り 込み 処理 を 考え て み ま す . 


(1 ) 割り 込み ステ ー ト メン ト の 機能 

ブロ グラ ム の 最初 に ON KEY(n) GOSUB XXX で 割り 込み 処理 ルー チン を 定義 し , KEY (n) 
ON 文 で 割り 込み を 可能 に し ます . 指定 し た PF キー が 押さ れる と , 定義 し た 割り 込み 処理 ルー チ 
ン が 実行 され ます . この 割り 込み 関係 の ステ ー ト メン ト と その 機能 は , 次 の と お り Aa 表 


ON KEY(n)GOSUB ……… の tt 割り 込み 処理 ルー チン の 定義 
KEY 和 U 還 RNNHeWaktWhteeewees 割り 込み 許可 

KEY(n) OFF で …① バ ハバ ーーー 人 トー ドド トト ここ ここ ここ で 寺 | り 込み 禁止 

KEY (n) STOP tiー バ バー ニー トー ドド ーー ここ 宣 | り 込み 一 時 保留 


この 中 で , KEY(n)OFF と KEY()STOP の 違い は 明確 に し て お いて くだ さい ( 図 6-1). KEY 
(nm)OFF は , 割り 込み その も の を 無視 する も の で , KEY(n)OFF の 状態 の と き に キー が 押さ れ て 
も 割り 込み は 起こ り ま せん . 一 方 , KEY()STOP の 方 で は , 割り 込み は 発生 し ます が , 割り 込 
み を 受け 付け 実際 の 処理 ルー チン が 実行 され る の を 保留 し て お く の で す . で すか ら , KEY (n) 
STOP が 解除 され た 段階 で 受け 付け られ , 処理 ルー チン が 実行 され ます . 割り 込み 処理 が 一 時 保 
留 さ れ て いる と き , KEY(n)OFF を 実行 する と, 保留 され て ぃ た 割り 込み は キャ ン セ ル さ れ ま す ., 

訓 り 込み 禁止 を 解除 し 割り 込み 許可 に する の は , KEY (n)ON で す . で すか ら , 割り 込み 禁止 状 
悪 か ら 割り 込み 保留 状態 に する に は , いっ た ん 割り 込み 許可 に し , その 後 割り 込み 保留 に し な け 
れ ば な り ま せん . 図 6-2 に その 関係 を 示し ます . 
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割り 込み | 記 り 込み 発生 


受付 状態 保 劉 受け 付け 
" 実際 に 処理 ルー チン を 実行 


=ーF keyoow | keyo srop ke oN 


割り 込み 割り 込み 発生 


受付 状態 保 留 ピ キャ ン セ ル 
" ー ーー 処理 ルー チン は 実行 され な い 


図 6-1 KEY(n) ON/ グ OFF/STOP 


KEY (n)STOP KEY(n)ON 


ンーkEyeoFF TS 


KEY(n)STOP 


KEY(n)OFF KEY(n)ON 


図 6-2 割り 込み モー ド の 変化 


(2 ) 割り 込み は どこ で か か る か 

いま まで は 。, 単に 割り 込み 許可 状態 の と き に , PF キー を 押す と 割り 込み が か か る と 考え て きま 
し た . し か し , は た し て 押し た 瞬 間 に 割 り 込み が か か る の で し ょ うか . リス ト 6-1 の プロ グラ ム 
を 実行 し て , PAINT を 行なっ て いる 間 に PF キー を 押し て みて くだ さい . 

PAINT が 終わ っ て か ら PF(1) INTERRUPT ! ! と 表示 され まし た ね . つま り , BASIC に お 
ける 割り 込み は 。 文 の 実行 中 に 割り 込み 要因 が 起こ っ て も , 文 の 実行 が 終わ る まで は 保留 に な っ 
て いる わけ で す . 別 の 表現 を すれ ば , BASIC に お ける 割り 込み は 。 BASIC の 文 と 文 の 間 で か か 
る わけ で す . 
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6-2 割り 込み の 種類 


リス ト 6-1 割り 込み の タイ ミン グ 


10 『! 素 氷 玉 来 鶴 玉 求 玉 来 氷 求 玉 来 玉 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉 玉 玉 求 玉 来 来 来 氷 氷 玉 

2Z0 "* INTERRUPT TIMING * 

30 "* ( LIST 6-1 〉) V3.0/V3.3 * 

4 ! 素 来 来 玉 玉 玉 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 玉 玉 来 玉 来 玉 玉 氷 玉 玉水 

100 CLS 「 

110 UN KEYX〈1〉) GOSUB 200:KEY〈1〉) ロ N 

120 LINE (0.0〉)-〈(639, 199) , PSET , 5.B 

1 30 $=CHR$(&HDB)+CHR$(&HDB)+CHR$ て &HDB)+CHR$(&HE7)+CHR$(&HE7)+CHR$(&HE 


140 PAINT 〈10.10),A$. ら 
150 FDR 1=1 TO 1000:NEXT 
160 KEY〈1) QFF:END 


2Z10 PRINT "PF〈1) INTERRUPT ! !! 
ZZ0 KEY(1) UFF:END 


6-2 割り 込み の 種類 


CPU6809 の 割り 込み を 大 きく 分 ける と , ハ ー ド ウェ ア に よる も の と ソフ トウ ェ ア に よる も の と 
の 2 種類 に 分 類 さ れ ま す . | 

ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み に は , IRQ) 割り 込み , FIRQ 割り 込み ,。 NMI 割り 込み が あり , NMI 割 
り 込 み 以 外 は , ソフ トウ ェ ア で 割り 込み の マス ク が 可能 で す . 

ソフ トワ ウェ アプ 割り 込み に は , SWI, SWI2, SWI3 の 3 種類 が あり ます . 以下 , CPU6809 の 割り 
込み を まとめ て み ま す ( 図 6-3)、. 

IRQ(Interrupt Request) 割 り 込 み に は , キー ボー ド , プリ ンタ , タイ マー, EXT 割り 込み の 4 
つの 原因 が あり ます . この IRQ 割り 込み は , CPU6809 の IRQ ピン が YL7 レ ベル で , か つ エフ ラグ 
が ^0" の と き , 作動 し ます . そし て IRQ 割り 込み が 発生 する と , 1 フラ グ が 1? に セッ ト さ れ , 他 
の IRQ 割り 込み は マス ク さ れ ま す . 


ハー ドウ ェ ア 割 り 込み IRQ 割り 込み キー ポ ボード 
上 プリ ンタ 
タイ マ 
EXT 割 り 込 み 
(RS-232C。 フ ロッ ピ ィ ディ スク , FM 音源 な ど ) 
FIRO 割 り 込 み BREAK キ ー 
計時 =hnhi | 


(PF キー, タイ マー) 
NMI 割 り 込 み 


ソフ トウ ェ ア 割 り 込み 


図 6-3 割り 込み の 種類 
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FIRQ(Fast Interrupt Request) 割 り 込 み に は , サブ CPU か ら の アテ ンション 割り 込み と 
BREAK キー 割り 込み の 2 つの 原因 が あり ます . この FIRQ 割り 込み は , IRQ 割り 込み より 優先 
度 の 高い 割り 込み で , CPU6809 の FIRQO ピン が YL? レ ベル で , か つ F フ ラグ が 0? の と き に 作動 し 
ます . そし て FIRQ) 割り 込み が 発生 する と ,F フラ グ ・I フラ グ が 共に 1? に セッ ト され, 他 の FIRQ 
罰 り 込み , IRQ) 割り 込み は マス ク さ れ ま す . 

NMI(Non Maskable Interrupt) 割 り 込 み は , 20ms 毎 に サブ CPU に 対し て 発生 する 割り 込み 
で , マス ク す る こと は で きま せん . この NMI 割り 込み に よっ て , タイ マー が カウ ント アッ プ ・ ダ 
ウン され て いま す . NMI 割り 込み は 。 メイ ン CPU に は か か り ま せん . 

ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み は , IRQ な どの 外部 信号 に よる 割り 込み に 対し て , ソフ ト (命令) レベ ル 
で 発生 で きる 割り 込み で す . この ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み に は , SWI, SWI2, SWI3 の 3 種類 が あ 
り , 各 合 令 が CPU6809 に て 実行 され た と き , 作動 し ます . そし て SWI 命令 が 実行 され る と , F フ 
フグ , 1 フラ グ が 共に "1" に セッ ト さ れ , FIROQ 割り 込み , IRQ 割り 込み は マス ク さ れ ま す . 一 方 , 
SW12。 SWTI3 命令 が 実行 され た 場合 に は , FIRQ 割り 込み ,。 IRQ 割り 込み は マス ク さ れ ま せん . 


6-3 割り 込み 要因 の 検出 


前 項 で 説明 し た よう に , 割り 込み に は 非常 に 多く の 種類 が あり ます . で すか ら 割 り 込 み 処理 を 
プロ グラ ミン グ す る 場合 , その 割り 込み 要因 を 知る こと と は , 非常 に 重要 で す . た と えば IRQ 割 
リ り 込み が 発生 し た と し ます . し か し , その 割り 込み が キー ボー ド が 押さ れ た た め の 割 り 込 みか , 
タイ マー か ら の 割り 込み か が わか ら な い の で は , 処理 し よう が あり ませ ん . 

FM-7 シリ ー ズ で は , $FD03 に IRQ の 要求 元 , $FD04 に FIRQ の 要求 元 が セッ ト さ れる の で , 
その アド レス の 10 レジ スタ を リー ド す る こと に より , 割り 込み 要因 を 知る こと が で きま す ( 図 6 
-4). 


$FD03(IRQ 割 り 込 み フ ラグ ) 
7 6 5 4 3 2 1 0 ピット 


キー ボード 
プリ ンタ 
タイ マー 
EXT 注 : 通常 は * 1 ^* で 割り 込み 要求 元 の 
ビッ ト が *0 7 に な り ま す . 
$FDO4(FIROQ 割 り 込 み フ ラグ ) 
/ 6 5 4 3 2 1 0 ビ ピット 


アテ ンション 
BREAK キ ー 


図 6-4 割り 込み フラ グ 


750 


6-4 割り 9 込み マス ク 


6-4 割り 込み マス ク 


IRQ 割り 込み 全体 を マス ク す る に は , CCR( コ ン デ ショ ン ・ コ ー ド ・ レ ジス タ ) の 1I フ ラグ を \1 ン 
こ に セット し ます . 割り 込み を 許可 する に は , 1 フラ グ を \0? に クリ ア し ます . これ は , ANDCO 命 
令 , ORCC 命令 を 用 いれ ば よい で し ょ う ( 図 6-5). 

FIRKQ 割り 込み 全体 を マス ク す る に は , CCR の F フ ラグ を \1? に セッ ト し ます . 許可 する に は 
0" で クリ ア し ます . 


ビット 


7 6 5 4 3 2 1 0 
lrlmlilwlzlvle 
図 605 コン ディ ショ ンコ ー ド レジ スタ (CCR) 


( 1 ) IRO 割り 込み マス ク 
IKQ 割り 込み は , 各 要 因 ご と に 割り 込み マス ク を する こと が で きま す . つま り , 図 6-6 に 示す 
$FD02 の 対応 の ビッ ト を 0? に すれ ば , その 割り 込み は マス ク さ れ て し まい ます . 


本 り P IO 


ッ ト 


キー ボー ド 
プリ ンタ 

タイ マー 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
TxRDY 

RxRDY : RS-232C 
SYNDET 


区 6-6 IRQ 割り 込み マス ク 


F-BASIC で は , タイ マー 割り 込み と RxRDY 割り 込み (通信 用 受信 バッ ファ に デー タ を 受信 ) 
だ け を 使用 し て いて , 他 の IRQ 割り 込み は マス ク さ れ て い ます . 

$FD02 の ビッ ト 0 を “17 に する と , キー ボー ド 割 り 込 み が メ イン CPU の 方 に 加わ る よう に な り 
ます . ちょ っ と 確か め て み ま し ょ う . 


POKE &HFD02,&H45 
キー ボー ド か ら の 入力 が 受け 付け られ な く な っ て し まい まし た . これ は , キー ボー ド 割 り 込 み 


が サブ CPU の 方 に か か ら な く な っ た か ら で す . 
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( 2) アテ ンション 割り 込み の 条件 設定 

アテ ンション 割り 込み は , サブ プ CPU に 割り 込み 条件 を 設定 する こと に より , は じ め て 割り 込み 
が か か る よう に な り ま す . この アテ ンション 割り 込み に は , PF キー 割り 込み と タイ マー 割り 込み 
(IRQ の タイ マー 割り 込み と は 異な る ) が あり ます . 


SETTIME( タ イマ ーー 設定 コ マン ド ) 


7 6 5) 4 に 2 ト 


eST TTT] 


7 6 5 4 3 ビ ピット 
0 | 
1 
2 | トド コマンド ョ ヨー ド ee “ 5 Ps [ 
3 | RS レジ ス フラ グ | 生 ト が "1 の レジ スタ の み が タ マー 現 
me ン Mk ? 定 コ マン ド で 設定 され ます . ピッ ト が 
4| TC | 制御 レジ スタ *0 * の レジ スタ の 値 は 変わ り ま せん 
1 
6 
1 24 時 間 時 計 レ ジス タ 
81 
9 


0 時 割り 込み イネ ー ブ ル フラ グ 
イン ター バル ワン ショ ッ ト フ ラグ 
イン ター バル タイ マー 

割り 込み イネ ー ブ ル フラ グ 


タイ マー 割り 込み イネ ー ブ ル フラ グ 


ャ 一 
て つ 


中 割り 込み 予約 時 刻 レジ スタ 


20ms デ クリ メッ ント 
カウンタ レジスタ 


20ms デ クリ メン ト 
カウ ンタ 再 設定 値 
レジ スタ 図 6-7 タイ マー 設定 コマ ンド 


それ で は , タイ マー 割り 込み の サン プル プロ グラ ム ( リ スト 6-2) を 示し ます . これ は , 60 秒 ご 
と に ブザー を 鳴ら す 時 報 プ ログ ラム で す . 症 くだ さい ( 図 6- 
7).。 時 報 の 開始 は 。 EXEC &H5000 |』, 止 は EXEC 層 H5003 | で す . 


As 本 トン っ 


01000 る を るる する も. も. も る . も. 9. も る. も 《. も る も も 《 も する を る すす る ⑥ る 《 も $《 る る も る 《 も る 《 も $ る 《 
01010 氷 ジホ ウー ファ ログ "うん し 
01020 ボ 〈 LIST 6-2 ) V る 3.0/V3. く ボ 
01030 未来 玉 玉 氷雪 ※※ 玉 示 玉 氷 玉 氷 玉 玉 玉 玉 玉 涼 玉 素 玉 玉吉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉吉 玉 来 氷水 ※ 玉 玉 氷 氷 
01040 UPT NUGEN 

01050 5S000 URG $5000 

01060 5000 ZE S5009 ENTRT  JMP TINIT イニ シャ フイ 人 " 

01070 5003 7E 503E JMP TCLUSE ジュ ウリ ョ ウ ショ リ 

01090 い T / ロロ & リー- ク 2 ェ エリ 了 

01110 FFF6 F IRQVC EQU $FFF6 FIRQQ ヘ "クト ル 

01 120 FDO04 FTRQFL EQU $FDO4 F TIR フラ ク " 

01 1 30 FDO0 く る BEEP EQU $FDO る BEEP ホ マー 

01150 FDO5 HLTFLG EQU $FD05 BUSYT/HRAL 「 ホ マー ト 

01160 FC80 KYURRM EQU $FC80 キョ ウ ュ ワウ RANM 

01180 5006 0002 FTIRUJP RMB の F IRQU ヘ "クト ル グイ ヒ 
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01190 
01200 
01210 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01290 
01 300 
01310 
01 320 
01330 
01 340 
01 360 
01370 
01 380 
01 390 
01400 
01410 
01420 
01440 
01450 
01460 
01470 
01480 
01490 
01500 
01510 
01520 
01530 
01550 
01560 
01570 
01590 
01600 
01610 
01620 
01630 
01640 
01650 
01660 
01670 
01690 
01700 
01 710 
01720 
01730 
01740 
01 750 
01760 
01770 
01780 
01790 
01810 
01820 
01830 
01840 
01850 
01860 
01870 
01880 
01890 
01900 
01910 
01920 


っ 008 


っ 005 
っ 00B 
500E 
501 1 
5013 
5016 
5019 
501C 
501F 
5022 
5024 


_ 5026 


5028 
っ 029 
502C 
5020 
502E 
5032 
5036 
5038 


っ 03E 
5040 
っ 043 
5046 
5049 
504C 
504E 
5050 
5052 
5053 
5056 
5057 


5S058 
S05A 
SU0S5D 
50SF 
506 1 
っ 5062 
っ 064 
5067 


S068 
506B 
506D 
506F 
5072 
っ 074 
507? 
っ 0 7 の 
っ 07R 
507C 


5S07D 
507F 
っ 082 
5084 
5086 
5089 ヶ 
508^ 
508D 
5S08F 
502 1 
っ 053 


1A 
BE 
8C 
27 
BF 
BE 
BF 
7F 
8E 
C6 
8D 
1C 
39 


1A 
BE 
BF 
ィ F 
BE 
C6 
8D 
1C 
39 


8D 
CE 
AG 
A7 
5A 
26 
7F 
る の 


BG6 
ZB 
86 
B7 
86 
D 
ZB 
4 人 R 
26 
う ウ 


っ 4 
B6 
84 
26 
B6 
4 し 
B7 
81 
と 
81 
2 ら 5 


501F 


5058 


5058 


5068 


5S05D 


5068 


507C 
5074 


505E 


50B0 
509E 


TCUUNT RMB 
ホ 


TINITT EQU 


TINIT1 


RCB1 


TCLUSE 


RCB2 


SUBMUV 


S-MUV1 


SUBSTP 


5 つう 小 は 


Ss っ 1P ン 
FTIRQET 


URC し 
LDX 
CMPX 
BEQ 
っ 「X 
LDX 
STX 
CLR 
LDX 
LDB 
BSR 
RNDCC 
RTS 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
EQU 
URC し し 
LDX 
っ 「X 
し し R 
し DX 
LDB 
BSR 
RNDCC 
RTS 
FCB 
FCB 
FCB 
EQU 
BSR 
LDU 
LDR 
S「 伯 
DECB 
BNE 
し LR 
RTS 
EQGU 
LDR 
BNMI 
LDR 
っ 「 内 
LDR 
TST 
BMN 
UECR 
BNE 
RTS ゝ 
EQU 
PSHS 
LDR 
RNDA 
BNE 
LDR 
TNCA 
っ S「R 
CMPR 
BEQ 
CMPR 
BCS 


1 


ポ 

村 $40 
FTRQVC 
FTRQET 
TINIT1 
F TRGQJP 
HHFTRQET 
FTRQVC 
TCUUNT 
RCB1 


6-4 割り 込み マス ク 


リリ コ = カイ ワウ 

くく TNITTTIRLTZE >> 
FTRQU キン ツ 

ペッ クト ル カキ カエ 人 "= 

ナラ SKIP 


F IRQ ヘクト ル ホソ "フラ 


FIRQ ヘ "クト ル =FTRQET 
リリ コミ = カイ スウ クリ ア 


イフ ター バハ" ルフ イマ ー セッ ト 
F TRG キョ カ 


SET TIMER コマ ント “ 
RS 
IN 
1 


50 「2-D 


SUBSTP 
KTURRNM 
・ 信二 
・U+ 


っ -MUV 1 
HLTFLG 


未 
HLTFLG 
SUBSTP 
村 $80 
HLTFLG 
村 10 
HLTFLG 
SsS ピ の 


SS 1 


FTRQRT 
TCUUNT 


TCUUNT 


村 ら 7 
FTRQRT 


くく リリ コ = ショ リ カイ ホウ ーッ > ッ > 


FTIR キン ツ 
ヘクト ル ヲ モト ニモ ト " 人 


オォ トラ トメ ル 


イソ ター ハ " ルク タイ マー リセ ッ ト 


FITRG キョ カ 

SET TIMER コマ ント" 

RS 

TC 

くく SUB テー ター テン フソウ >> 
SUB CPU テイ シ 


プア"ー ブ ー チン ソウ 


SUB CPU スタ メート 


くく SUB CPU HALT >> 
RERDY マテ " ルル - フ “ 


HRLT セッ ト 


テイ ソ カク ニン 


くく FIRQ エフ トリ ー >> 


SUB CPU イカ "イノ 
リリ コ = ナラ リタ ー ン 


カイ スウ カウ フト アッ プ " 


カイ 人 ワウ = フ 2 ナラ オト ラ トメ ル 


カイ スウ くら 5 7 ナラ リ メ ー ン 
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第 6 草 割り 込み 


01930 509581 3C CMPA He60 カイ スウ 9 く >60 ナラ クリ ッ ク 
01940 5S09? 26 OB 50a4 BNE BEEP_1 

01950 50%9 7F 5008 CLR 。 TCUUNT ワリ コミ カイ スウ クリ アー 
01960 50%C 20 17 5085 BRA BEEP_3 BEEP ON 

01980 5S02E 35 16 FTRQRT PULS 」 

01990 SOAOeE 9F 5006 JMP [FTIRQJP ] : ホ ッ ラ イノ ワリ コミ ショ リ へ 
02010 5084 BEEP_1 EQU * くく BEEP シュ リョク >> 
02020 50a4 8e 81 LDA HS$B1 BEEP UN 

02030 50A6 B7  FDO3 STA BEEP 

02040 SOAg 8E 0258 LDX #600 シ ツ カッ マジ 

02050 508C 30 1F LEAX  -1.X 

02060 SOAE26 FC 50AC BNE *-2 

02070 5080 ?7F  FDO3 BEEP_2 CELR BEEP BEEP DFF 

02080 50B3 20 E9 509E BRA FTRQRT 

02100 50B5S 8e 81 BEEP_3 LDA HS$81 BEEP DN 

02110 50B?7 B7  FDO3 STA BEEP 

02120 SOBA 20 E2 509E BRA FIRQRT 

02140 5000 END ENTRY 

TUTAL ERRURS 00000--00000 


MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=5000 
PRUGRAM END RDDR=S0BB 
PRUGRAM ENTRY ADDR=S000 


TUTRL 


6-5 割り 込み ベク トル 


CPU6809 で は , 割り 込み が 発生 する と , マス ク さ れ て いる 場合 は 別 と し て , レジ スタ 類 を スタ 
ッ ク へ 退 遊 し , 対応 する 割り 込み ベク トル で 示さ れ た アド レス へ ジャ ンプ し ます . そし て , RTTI 命 
令 の 実行 に よっ て 退避 され て いた レジ スタ 値 を 復元 し , 割り 込み が 発生 し た 時 点 の PC( プ ログ ラ 
ムカ ウン タ ) の 示す アド レス に 制御 が 戻さ れ ま す . これ に よっ て , あたかも 何 も な か っ た よう に 元 
の 処理 が 続行 で きる わけ で す . 

CPU6809 の 割り 込み ベク トル は , 図 6-8 に 示す よう に , $FFF2 一 $FFFC に 割り 当て られ て い 


ます 。 
ソフ トワ ウェ ア 割 り 込 み (SW1, SWI2, SWI3) と NMI 割り 込み は 。 RTI 命令 を 指し て いる の で 
結局 何 も 行 な われ ませ ん . 


〔 割 り 込 み ベ クト ル 〕 


起動 時 設定 値 
V3.0 V3.3 
$01DD $FO6E 
$01E0 $F057 
$01DA $F04B 
$01D7 $01D7 
$01D4 $01D4 
$01D1 $01D1 
$FE00 $FE00 
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6-6 _ BREAK キー を キャ ン セ ル 


し 2 


[割り 込み フッ ク 〕 


害 り 込み 
Groxg 
GoipiWoips 


図 6-8 割り 込み ベク トル 


ユー ザー が , これ ら の 割り 込み を 独自 の 処理 に 使用 する 場合 に は 。 $FFF2-$FFFC の 割り 込み 
ベク トル が か, $01D1 一 $01E2 の アド レス の 内 容 を , ユー ザー 割り 込み 処理 の アド レス に 書き 換え る 
こと に な り ま す . 


6-6 _ BREAK キー を キャ ン セ ル 


DKEAK キー は FIR) 割り 込み を 使っ て 処理 され て いま す . それ で は , この FIRQ の 処理 を ス 
キッ プ さ せ た ら どう な る で し ょ うか 3? 

FIRQ が か か る と CPU は , $FEFF6, $FFEF7 の 内 容 を 読み 込ん を で, その アド レス に ジャ ンプ す 
る よう に な っ て いま す . F-BASIC V3.0 で は , その 値 が $01, $EO0 に な っ て いま す の で , $01EO0 へ 
と ジャ ンプ する こと に な り ま す (V3.3 で は $F057). それでは, ここ の 内 容 を 書き 換え て み ま し ょ 
う . 割り 込み 処理 を スキ ッ プ させ る た だ ため に は , 何 も ちせ ず に リタ ー ン させ れ ば よい わけ で すか ら 
RTI 命令 に 置き 換え て み ま す . 」 

キー ボー ド か ら POKE &H1E0,&H3B と 入力 し て み ま し ょ う (V3.3 で は POKE 名 & 
HF057, &H3B | 衣 ). その 後 で , BREAK キー を 押し て みて くだ さい . 確か に BREAK キー が , キ 
ャ ン セ ル さ れ て いま すね . 

FIRKQ を 元 に 戻す に は , POKE &H1EO0,&H7E[ 過 と し ます (V3.3 で は POKE &HF057。& 
H34 |』』 ). 
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第 6 曹 割り 込み 
6-7 SWI 命 令 で マシ ン 語 の デバ ッ グ 


F-BASIC V3.0 に は , 簡単 な 機械 語 モ ニタ が 付い て いま す が , 機能 が 貸 弱 な こと か ら あ まり 使 
陳 和 人 ちゃ ん と 値 が 書 
か れ て お り , ジャ ンプ 用 の フッ ク ま で 用 意 さ きれ て いま す . し か し 実際 に は , その フッ ク 先 に R11 
命令 が 書か れ て いる た め , SWI 命令 を 実行 し て も その まま 何 も せ ず に 帰っ て し まい ます . 

そこ で , SWI 命令 の フッ ク 先 に 機械 語 モ ニタ の エン トリ アド レス を 書き 込ん で , SWI 命令 で 機 

語 モ ニタ に 入る よう に し て み ま し た (リス ト 6-3). ユー ザー の マシ ン 語 プロ グラ ム で 途中 に 
SW1I 命令 を 入れ て お く と , ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み が 発生 し て 機械 語 モ ニタ に ジャ ンプ し て 止ま り 
ます . で すか ら , 機械 語 モ ニタ の R コマ ンド で その 時 点 で の レジ スタ の 内 容 を 確認 する こと が で 
きま す . これ に よっ て , ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み を 一 種 の ブ プレー クボ ポイ ント と し て 活用 で きる わけ 
で す . 


語 多 バッ ガ 


N2 
| 
| 


リス ト 6-3 マシ 


1000 ! 米 玉 玉 来 宮 玉 玉 玉 玉 涼 ※※ 玉 求 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉水 来 玉 玉 来 玉水 水玉 
110 "※ マシ ンコ "カン イ テリ" イィ イハ" カ " 率 
120 "'* 〈 LIST 6- る ) V3.0 氷 
1 3 る 0) ! 求 来 来 来 玉 来 ※ 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 求 雪氷 ※ 求 ※ ポ 玉 来 水玉 
140 PUKE &HO1D7.&H7E 
150 PUKE &HO108.&HAB 
160 PUKE &HO1D9.&HF 4 


756 


カセ ッ ト フ ァイル 


中 NE 


7-1 CMT イ インターフェース 


FM-7 シリ ー ズ に は , プロ グラ ム ノ デー タ の 入出 力 用 と し て , 一般 の オー ディ オカ セッ トレ コー 
ダー 用 の イン ター フェ ー ス が 内 蔵 さ れ て いま す . その イン ター フェ ー ス の 構成 は , 1 ビッ ト の 入力 
〆 グ 出力 ポ ボー ト と カセ ッ ト の モー ター を ON/OFF させ る た だ ため の ポ ボート が ある だ け の シン プル な も 
の と な っ て いま す ( 図 7-1). 

制御 は すべ て ソフ トウ ェ ア で 行なう こと に な る た め , デー タフ ォ ー マ ッ ト や ボー レー ト は 自由 
に 決め る こと が で きる わけ で す . し か し , その 反面 ソフ トウ ェ ア に 大 き な 負 担 が か か り ま す . ま 
た 入力 信号 の 位相 が 反転 し て いた 場合 , デ ー タ の 読み 込み 状態 が 悪く な り ま す . これ は , 録音 状 
態 の あま り 良 く な い テ ー プ を 入力 し た と き に , 顕著 に 起こ る よう で す . 

この よう に , ソフ トウ ェ ア に 大 きく 《 依 存 し た イン ター フェ ー ス と な っ て いま す が , その ボー 
ー ト は 専用 デー タレ コー ダ を 使用 し な いも の と し て は 最高 の 部 類 に 入り ます . 


入力 ポー ト 』 ( 白 ) ーー ぃ 
* 剛 ン ン オー ディ オカ セ ツ ト 
$FD02 < 波形 整形 回 路 ( e 
Bit7 」 スピ ー カ ー 出 力 


と オー ディ オカ セッ ト 


? 2 “ マイ ク 入 力 
Bit1 Li ) 


$FD00 プリ ンタ | プリ ンタ rise 3 

0 :OFF 
ジイ ド SLCTIN | STRB 1 : ON 
SFD02 プリ ンタ | プリ ンタ | プリ ンタ | プリ ンタ | プリ ンタ 
と DET2 DET1 ACKNG | ERROR 


7-1 CMT イ ンタ フェ ー ス の 構成 


プリ ンタ | 
BUSY | 


7-2 デー タフ ォ ー マ ッ ト 


デー タフ ォ ー マ ッ ト は ソフ トウ ェ ア で 目 由 に 設定 する こと が 可能 な の で す が , BIOS で 扱う 標 
準 的 な フォ ー マ ッ ト が 次 の よう に 決め られ て いま す . 
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第 7 童 カセ モッ ト フ ァイル 


*07 の ビ ピット …… 2400Hz1 波形 
*17? の ビッ ト 。。 …… 1200Hz1 波形 
4 "0" の ビッ ト 1 波形 
ドル タプ ビッ トド の 1" の ビッ ト 2 波形 


だ た と えば $A5 の デー タ は 。, 7-2 の よう に な り ま す . 


1 ii 0!| 1 00! 1 1 0E 1 


スタ ー ト ピッ ト デー タビ ッ ト スト ッ プ ビ ピット 
デー タテ = テ $A5(10100101) 


図 /-2 カセ ッ ト フ ァイル の デー タ 波 形 


図 を 見 て いた だ けれ ば お 気付 きか と 思い ます が , ボー レー ト は 出力 する デー タ に よっ て 変化 す 
る こと に な り ま す . それ を 平均 する と 約 1600 ボー に な り ま す . 
FE-BASIC の カセ ッ ト フ ァイル は , 次 の 3 種類 の や 『 プ ロック と いう 単位 より 構成 され て いま す . 


① ヘッ ダブ ロッ ク 
② デー タブ ロッ ク 
③ エ ンド プ ブロック 


ブロッ ク の 内 容 は , ギャ ッ プ ($EFF) が 10 また は 255 バイ ト , そし て 識別 子 (⑱01,$3C), ブロ ッ 
クタ イプ , デー タ 長 と 続い た 後 , デー タ が 0255 バイ ト 出 力 さ れ ま す . そし て , ギャ ッ プ と 識別 
子 以外 の すべ て の デー タ を 2 進 加算 し て 求め た チェ ッ ク サ ム が 出力 され , 最後 に エン ド ギ ャ ッ プ 
_($FF が 4 バイト ) で 終わ り ま す ( 図 7-3). 

ヘッ ダブ ロッ ク は デー タ 長 が 20 バイ ト 固 定 で , フ ァイル 名 や ファ イル の タイ プ な どの ディ スク 
の ディ レク トリ に 相当 する も の が 設定 され て いま す . デー タブ ロッ ク に は , 実際 の プロ グラ ムン 
デー タ が 255 バイ ト 毎 に 区 切っ て 設定 され ます . デー タ 長 は 255 バイ ト が 基本 で す が , 最終 の デ 
ー タ プロ ッ ク だ け は 255 バイ ト と は 限り ませ ん . ま た BASIC プロ グラ ム の 場合 に は UNLIST の 
行 番号 , マシ ン 語 の 場合 に は プロ グラ ム の 長 さ や ロー ド 開 始 番地 , 実行 開始 番地 等 の 情報 も 設定 
され て いま す ( 図 7-4)、 エン ドブ ロック は , デー タ 長 が 0 バイ ト で ファ イル の 終わ り を 示し て い 
ます . 

それ で は 最後 に . メモ リ 上 の マシ ン 語 デー タ を SAVEM “MDATA", 六 H5000, 立 H501F, 父 
H5010 |』 と し て モー ブ プ し た と き の デ ー タ フォ ー マ ッ ト を , 図 7-5 に 示し ます . マシ ン 語 デー タ 
は すべ て , $55 と し ます . 
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7-2 デー タフ ォ ー マ ッ ト 


圏 ヘ へ ヘッダー ブロ ッ ク 
※ 2 


※ 1 プロ ッ ク タ イプ ※ 3 ※ 4 ※ 5 ※ 6 
ギャ ッ プ 識別 子 ブロ ッ ク 長 さ ファ イル タイ プ アス キー フラ グ ファ イル モー ド チェ ッ ク サ ム ギャ ッ プ 


( ファ イル 名 $00 $FF 
| | | 1eW| | 党 
Lo s | 3 | 5 


長 さ =20 バ イト ($14) 


圏 デ ー タ プロ ッ ク 
| ※ 1 プロ ッ ク タ イプ ※ 6 
ギャ ッ プ 識別 子 プロ ッ ク 長 さ (1^255) ナ ェ ッ ク サ ム 


二 $FF 
EE 世間 EZECZ2I 半 8 


較 エ ンド プロ ッ ク 


ノーーー ペ ーーー デ へ 
$FF 
本 因 思 還 EEG6 


※ 1 : ギャ ッ プ モー ター が ON の と き 10 バ イト , OFF の と き 255 バ イト 

※2: プ ロッ クタ イプ $00 つ ヘッ ダー ブロ ッ ク ,。$01 つ デー タブ ロッ ク , $FF つ エン ドブ ロッ ク 
※3 : ファ イル タイ プ $00_LBASIC ソ ー ス , $ ゃ 01…BASIC デ ー タ , $02 ユ マシ ン 語 

※4 : アス キー フラ グ $00 一 バイ ナリ 。 ゃ FF ユ アス キー 


※5 : ファ イル モー ド $00 つ バイ ナリ プログラム, $FF つ アス キー プロ グラ ム 及 び デ ー タ 
※6 : チ ェ ッ クサ ム ギャ ッ プ と 識別 子 を 除い た 1 ブロ ッ ク の 総和 


図 /-3 プロ ッ ク の 形式 


プロ グラ ム ロー ド 


実行 
EE 


図 /-4 デー タブ ロッ ク の 形式 


ファ イル タイ プ 
タイ プ アス キー フラ グ 
ギャ ッ プ (255 バ イト ) 議 2 子 | 長 さ ファ イル ネー ム ファ イル モー ド チェ ッ ク サ ム 
ーー ペー ノーーーーーーーー デ ーーーーーーーーー へ [ ' 
還 困 国 国 国 国 還 図 困 因 田 較 図 還 田 国 田 困 田 田 図 図 団 困 四 較 四 因 四 困 因 四 国 還 国 困 
ど 
プロ グラ ム ロー ド チェ ッ ク サ ム 
ギャ ッ プ (255 バ イト ) タイ プ 長き 長 さ 開始 番地 データ ($20 バ イト ) 実行 開始 番地 ギャ ッ プ 
の ーー ベー の の ーー 
FFlFFfFfI91Bclo1lzAlooloolzolsoloolsslss| | [sslssrrloolpolsolole 和 FrFrlFF 

の 


チェ ッ ク サ ム 
ギャ ッ プ ギャ ッ プ 


還 還 国司 同国 国 国 国 国 四 田 国 軸 国 国 国 還 田 
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7-3 カセ ッ ト フ ァイル に 対す る BIOS 


FM-7 シリ ー ズ で は 多く の 種類 の 入出 力 装 置 を サポ ー ト する た め , BIOS と 呼ば れる ブロ グラ 
ム が 存在 し て いま す . そし て カセ ッ ト に 関係 する BIOS と し て , 次 に 示す 3 種類 が 用 意 さ れ て い 
ます . 


① カセ ッ ト モ ー タ ー コ ント ロー ル (MOTOR) 
② カセ ッ ト テ ー プ 1 バイ トラ イト (CTBWRT) 
③ カセ ッ ト テ ー プ 1 バイ トリ ー ド (CTBRED) 


これ ら の BIOS コマ ンド は , CMT イン ター フェ ー ス の ポー ト を 直接 操作 し て , 1 バイ ト の デー 
タ を シリ アル に テー プ と や り と りす る だ け に 過ぎ ませ ん . つま り , 前 項 で 説明 し た ブロック ご と 
に 区 切ら れ た デー タフ ォ ー マ ッ ト は , すべ て BASIC イン ター プリ タ で 作り だ され て いる 訳 で す 
(F-BASIC V3.3 で は , 1 プ ブロック の リー ド プ ライ ト と な っ て いま す ). 

また 忘れ て は な ら な いこ と と し て , FM-7 の クロ ッ ク 周 波数 切り 替え 機能 と の 関係 が あり ます . 
読み 出し , 書き 込み の タイ ミン グ は すべ て , ソフ トウ ェ ア で カウ ント し て 行なっ て いま す . で す 
か ら ク ロッ ク 周 波数 が 切 り 替わる と , タイ ミン グ が 合わ な く な っ て 正常 な アク セス が で き な く な 
り ま す . その た め BIOS で は , 2 種類 の カセ ッ ト 1 バイ トリ ー ド プラ イト ルー チン を 用 意 し て , ク 
ロッ ク 周 波数 に 応じ て 切り 替え て 使用 し て いま す . それ で BIOS 経由 に て リー ド ノ ラ イト し だ デ 
ー タ は ,。 クロ ッ ク 周 波数 に か か わら ず 一 定 と な っ て いま す . 

それ で は 。 簡単 に BIOS の コマ ンド を 説明 し ます ( 図 7-4). 


( 1) カセ ッ ト モ ー タ ー コ ント ロー ル (MOTOR) 
リク エス ト 番 号 は $01 で , RCB 十 2 に モー ター フラ グ が あり ます . これ に $FEF を セッ ト し て 
BIOS を コー ル す れ ば モー ター ON, それ 以外 な ら モ ー タ ー OFF に な り ま す . 


( 2) カセ ッ ト テ ー プ 1 バイ トラ イト (CTBWRT) | 
リク エス ト 番 号 は $02 で , RCB 十 2 に 書き 込み た い デ ー タ を セッ ト し て BIOS を コー ル し ます . 


( 3 ) カセ ッ ト テ ー プ 1 バイ トリ ー ド (CTBRED) 
リク エス ト 番 号 が $03 で , BIOS を コー ル す る と RCB 二 2 に デー タ が セッ ト され て 戻り ます . そ 
し て この BIOS で は , 1 バイト の デー タ を 正常 に 読み 取る まで リタ ー ン し て きま せん . た だ し 
BREAK キー が 押さ れる と , 処理 を 中 断 し て BASIC の ABORT 処理 を 実行 し ます . 

それ で は 図 7-5 と 同じ 内 容 の カセ ッ ト テ ー プ を , BIOS を 使っ て 作っ て みた だ たい と 思い ます . リス 
ト 7-1 が それ で す . 実行 は , EXEC &H5000 回 と し ます . カセ ッ ト テ ー プ 作成 後 , 実際 に 
LOADM で 読み 込む こと が 可能 か 確認 し て みて くだ さい . 


760 


は | 


eF-BASIC V3.0O BIOS 
・ オ ー デ ィ オ カセ ッ ト モー ター コン トロ ー ル 


※ モー ター フラ グ : $FF ON 
$FF 以 外 一 OFF 


@F-BASIC V3.3 BIOS 


・ オ ー デ ィ オ カセ ッ ト モー ター コン トロ ー ル 


※ モー ター フラ グ : $FF > ON 
$FF 以 外 一 OFF 


5S000 7E 


・ オ ー デ ィ オ カセ ッ ト 1 バイ トラ イト 


ユー ザー | BIOS | 
セッ ト セッ ト | 


※ ギャ ッ プ フラ グ : $00 つ ノー マル デー タ 
:$00 以 外 一 ギャ ッ プ 


図 /-6 BIOS の RCB 


・ オ ー 


・ オ ー 


リス ト 7/-1 


7-3 カセ ッ ト フ ァイル に 対す る BIOS 


ディ オカ セッ ト 1 バイ トリ ー ド 


ティ オカ セッ ト 1 プロ ッ ク リ ー ド 


カセ ッ ト テ ー プ の 作成 


寒 天天 束 束 束 束 束 来 玉 来 求 未 玉 玉水 玉 玉 玉 未來 玉 示 玉 玉 玉 求 玉 玉 ボボ 


※※ 
水 


ENTRY 
ホ 
BITOUS 
RCBM 
START 


カセ ッ ト テー フ ? 


て LTST 7ー1 ) 
ポポ ※ 玉 来 玉 来 玉 束 ※ 来 来 来 玉 来 来 玉 来 ※ 来 来 玉 求 玉 来 玉 氷 来 来 


UPT NUGEN 
URG $5000 
JMP START 
リー ク E†C. 、.. 
EQU $FBFA 
RMB っ 
BSR MUTUN 
BSR GSQP25 ら 5 
LDX HEADBL 
LDB 村 25 
BSR UUTPUT 
BSR GaP4 
BSR MATT 
BSR GAP255 
LDX DATABL 
し DB 村 47 
BSR UUTPUT 
BSR GAP4 
BSR MAIT 
BSR GAP10 
LDX #ENDBL 
LDB らら 
BSR HUTPUT 
BSR GaQP4 


サク セイ 


V3.0 


し 
し 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーー テ ーー トト ルト シシ シシ 5 ショ ハ へ や 〔O〔 ゾ WVO〔〔|〔QO60 ギ コ ゎ ⑩$⑩ ト いね クリ 1 ハツ ハハ 
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01 320 
01330 
01 350 
01360 
01370 
01 380 
01390 
01400 
01410 
01430 
01440 
01450 
01460 
01470 
01480 
014?0 
01500 
01520 
01530 
01540 
01550 
01560 
01570 
01580 
01590 
01600 
01610 
01630 
01640 
01650 
01660 
01670 
01690 
01700 
01710 
01720 
01740 
017S50 
01760 
01770 
1780 
01790 
01810 
01820 
01830 
01840 
01850 
01860 
01870 
01880 
01890 
01200 
01910 
01920 
01930 
01940 
01950 
019260 
01970 
01?90 
02000 
02010 
02030 
TUTARL 
TUTRL 


5S020 
502F 
5S030 
5032 
5S035 
5037 
5039 
503B 
503F 
S04 1 
5043 
5044 
5045 
5048 
504^a 
504C 
504E 
5052 
5054 
5055 
5057 
5058 
505^ の 
505C 
50S5E 
505F 
5061 
5062 
5064 
5066 
506 7 
506 
506^ 
506B 
506C 
506E 
506F 
5071 
っ 073 
5078 
507B 
っ 084 
5085 
っ 087 
5089 
508^a 
508C 
508E 
5092 
5096 
5096 
509E 
502 
506 
50RR 
50E 
50F 
50B1 
っ 50B く 3 
50B4 
S0B6 
5S0B8 
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8D 
う ? 
っ 4 
8E 
し 6 
E ィ 7 
ロロ 7 
RnD 
うっ 
86 


4F 
8E 
A7 
86 
A7 
6E 
C6 


し 6 


じ 6 
86 


8D 


に 】^ 
26 
う ツ 
RG 
8D 
に 7。 
26 
っ 5 
4F 
4 
26 
っ 9 


5000 


FBFA 


FBFa 


5030 
に 16 に 1。 


5030 
5062 


506B 


ERRURS 00000--00000 


MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S5000 
PRUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADOR=5000 
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RDDOR=S0BB 


MRTBYT 


MUTUN 


MUTUFF 


GRP255 


GAP10 


GRP4 
GRPZ 


UUTPUT 


MRTT 


HERDBL 


DRTRBL 


ENDBL 


MUTUFF 


B,X 
RCBU 
村 2 

・ 人 

2。X 
LBTIOS」 
B, 和 XP し 
村 $FF 

さ ノ 1 


H$FF 
MRTBYT 


GRP〆 


・ 信 + 
MRTBYT 


UUTPUT 


ポー1 


$01 ,$ う し 
$00, や 14 
"MDRTR" 
2.0,0 


り 。0.0、 U、 


ゃ DD 
$U1 , $ ぅ し 
$01 . $28 
$00 
$00,$20 
$50.$O0 


$ ら 55 , $5 ら 5、 
$55, $55, 
$ ら 5 , $ っ らら. 
$ ら 55 , $ ら 5, 
た に は た に ず 
$ っ ら 5, $ ら っ , 
た に さま K た に ず 
$55 , $55, 


ゃ FF 
$00,$00 
$50,$10 
ゃ ツ ロ 
$01 ,$ う し 
$FF , $00 
$FF 
ENTRY 


1 ハル "イト カキ コ = 


モー-2 UN/UFF 


キャッ フ ”。 ワウ ュ ツ リョ ク 


ジテ イ ハイ ト 人 り シュ ウツ リョク 


0.0.0,0,0 


$ ら 55 , $ ら 5 
$55 , $5 ら 5 
$ ら 5 , も 5 っ 
た に また に ) 
$ ら 55 , $ ら っ 
$55 , $55 
$55 , $ っ らら 
$ ゃ らら, $ ら っ 
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7-4 カセ ッ ト フ ァイル の 拡張 ディ レク トリ 表示 


F-BASIC の ファ イル 管理 は 大 変 し っ か り し て いて , カセット ファ イル に 対し て も 一 部 を 除い 
て ディ スク と 同様 に 扱え る よう に な っ て いま す . で すか ら カ セッ ト フ ァイル に 対し て ゎ も , FILES 
コマ ンド を 使う こと が で きま す . ] 


FILES “CAS0 : “ 


時 間 は か か り ま す が , ファ イル 名 と ファ イル タイ プ (BASIC か マシ ン 語 か ……) が 表示 され ま 
す . た だ し 得 ら れる 情報 の わり に 時 間 が か か る の で , あま り 利 用 価値 の ある コマ ンド と は いえ ま 
せん . 

そこ で この FILES コマ ンド を パワ ー ア ッ プ し た プロ グラ ム を 考え て み ま し た . ファ イル 名 と 
ファ イル タイ プ 以 外 に , マシ ン 語 ファ イル の アド レス 情報 も 表示 する よう に し て み ま し た . また 
プリ ンタ に 印字 する こと も 可能 で , 次 の 節 で 紹介 する 2 倍速 LOAD プロ グラ ム と 組み 合わ せれ 
ば , さら に 便利 な も の と な り ま す . 

ファ イル 名 , ファ イル タイ プ , アス キー フラ グ , ファ イル モー ド は , ヘッ ダブ ロッ ク に 記録 き 
れ て いま す . し た が っ て マシ ン 語 の アド レス 情報 以外 は , ヘッ ダブ ロッ ク を 読む だ け で すん で し 
まい ます . マシ ン 語 ファ イル の 場合 は ,。 さら に 次 の デー タブ ロッ ク を 読み , 必要 な アド レス 情報 
を 求め ます . 

それ で は 実際 の プロ グラ ム を ご らん くだ さい . リス ト 7-2 が F-BASIC V3.0 用 。 リ スト 7-3 
が V3.3 用 で す . BIOS 内 部 で の 処理 内 容 が , V3.0 と V3.3 で 大 きく 異な る た め 別 々 の プロ グラ 
人 の ろ て し まい まし た 

実行 方 法 は いずれ の 場合 も EXEC &H5000 | で す . また , EXEC &H5003 と する と プリ ン 
タ に も 出力 され ます . カセ ッ ト テ ー プ の 読み 取り 中 に [BREAK| キー を 押す と , 停止 し ます . 


リス ト /-2 拡張 ディ レク トリ (V3.0 用 ) 


5000 : 7E 52 ?4 7E 52 91 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 に 

5010 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S0Z0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ S030 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 040 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 05S0 : OO OO OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 060 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S070 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 080 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 020 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
32080 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 0BU : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S0CO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 0D0 : 00 OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 0EO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 0FO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
Lcs」 : 7ZE 52 94 7E 52 91 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 C5 
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5100 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5110 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
1 20 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 10 8E 00 00 9E 
1 30 0 47 る 1 21 1 FF 27 F8 10 8C 00 08 25 EE 81 01 FE 
5140 26 EA 8D 35 81 る 3C 26 E4 10 8E 50 06 8D 2B a7 AO に 1 
5150 B7 51 08 8D 24 a7 a0 1F 89 BB 51 08 B7 51 08 5D る 1 
ら 160 2?7 0OD 8D 15 AaA7 AO BB 51 08 B?7 51 08 5 26 FS 8D 4 1 
らら 1 70 08 B1 51 08 10 26 01 3 ぅ 1 39 8E 51 1D 86 03 a7 84 6 
180 AD 9F FB Fa AaA6 02 39 86 FF 21 4F 8E 51 1D a7 02 BC 
190 6 01 aA7 4 6E 5?F FB FR 6 aO 7 80 5 26F ツ 3 ぅ 2 D ふ 3 
1 0 0 8 B6 50 06 26 F?9 80 E1 10 8E 50 08 8E 51 092 8E 
51BO0 C6 22 E7 80 C6 08 80 EO EC 4 10 8E 51 DF 81 02 6B 
1CO 27 0B 10 8E 51 E7 50 26 04 10 8E 51 EF Ce 08 8D じ 8 
ら 51D0 C7 8E 51 09 C6 11 BD 9C 16 BOD 9B 50 8D 9 39 22 ノン ヒ 
51EO 20 20 20 2E 4F 42 4A 22 20 20 20 2E 41 53 43 22 1 2 
ら 51FO 20 20 20 2E 42 41 53B6 50 10 81 02 27 01 39 /F DD 
LcS ] 4D 6GS 4 41 65F2 1A 04 E6 8C 1 F8 41 24 F9 R5 6 
ADR +O +]1 +2 + る +4 +5 +6 + ア +8B +9 +Q +B +C +D +E +F Lcs] 
ら 5200 SO 07 80 71 8D 6F B7 51 28 80 6a B?7 51 29 8D 65 ?B 
5210 B7 51 22 80 60 B7 51 2 る 3 FC 51 28 1jF 01 F3 51 22 3D 
G220 83 00 01 FD 51 24 30 0 34 10 8D 49 35 10 30 1F DY 
G230 26 F6 8D 41 B7 51 26 8D 3C B7 51 27 17 FF 4B 8E FF 
240 52 69C6 0OC BD 9C 16 FC ら 51 22 BD 8C 37 86 2C BD 『 イ イム 
5250 DO 8E FC 51 24 BD AAC 37 86 2C BD DO 8E FC 51 26 nF 
5260 BD AC 37 BD 9B 50 16 FF 1E 20 20 20 20 41 44 44 じす 
5270 GS2 45 6 3D 20 F6 0 07 27 0C BE 51 2 Aa6 80 BF E5 
5280 1 2 7 50 07 39 17 FE Aa3 8E 50 08 BF 5S1 2 20 ィ 7D 
ら 5290 E4 86 01 21 4F B7 05 AaC OF BF 10 FF 51 20 17 FE 2【 っ 
GS2A0 E6 17 FE FC 17 FF 50 20 F8 8E 52 BC C6 12 BOD ?C 4 ン 
52B0 16 BD 9B 50 17 FE D3 10 FE 51 20 39 20 44 45 56 ら SD 
52CO 49 4 く 3 45 20 499 2F 4F 20 45 5 ら 2 52 4F 52 07 00 00 6 ワウ 
52D0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52E0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
G2FO0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
L CS 」 GSGB FD E2 70 SE 56 14 37 90 9D EC PE F5 62 DD 268 QB 


SAVEM "し L イ ー2M"、&HS000.&H52CD , &HS000 


RS 


リス ト 7-3 拡張 ディ レク トリ (V3.3 用 ) 


5000 : 7E 52 5E 7E 52 5B 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 59 
5010 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5020 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S030 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5040 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5050 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S060 : 00 0000000000000000000000000000 00 00 
5070 : 00 00 00 00 00 0000000000000000 00 00 00 00 
S080 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S02?0 : 00 00 00 00 00 000000000000 00 00 00 00 00 00 
50A0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
50BO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 
SOCO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
50D0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S0E0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
SO0FO0 : 00 00 00 00 00 00- 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
[cs] : 7E 52 5E 7E 52 5B 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 に と / 


7-5 2 倍速 LOAD 


5100 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51 10 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5120 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ら 1 30 GE 51 1C 86 03 7 84 CC 50 08 ED 02 AD 9?%F FB FA 03 
51 40 R6 01 10 25 01 36 6 05 B7 50 07 A6 06 B7 50 06 85 
5150 3? 86 FF 21 4F 8E 51 1C Aa7 02 86 01 A7 84 6E 9F 1 
ら 160 FB Fa 6 aA0 aA7 80 Sa 26 F の 9 る 9 8D C4 B6 50 06 26 ウ / 
51 70 F? 8D E1 10 8E 50 08 8E 51 08 C6 22 E7 80 C6 08 61 
51 80 8D EO EC a4 10 8E 51 a%9 81 02 27 0B 10 8E 51 B1 EA 
5190 SD 26 04 10 8E 51 B9 C6 08 8D C7 8E 51 08 C6 11 0F 
51aA0 BD 人 E 6 BD AD BF 80 A9 39 22 20 20 20 2E <4F 42 EA 
51B0 4 2Z2 20 20 20 2E 41 5 く 43 22 20 20 20 2E 42 41 04 
651CO っ 3 B6 50 10 81 02 27 01 3 る 9 7F 50 07 8D 71 8D ceF 1D 
51D0 B7 51 2C 8D 6a B7 51 20 8D 65 B7 51 2e6 8D 60 B7 ノ 4 
51E0O っ ら 1 2Z FC 51 2C 1F 01 F る 51 26 8 00 01 FD 51 28 『4 ご 
51FO 30 03 34 10 8D 49 3 10 30 1F 26 F6 8D 41 B7 51 D る 3 
LCS」 DD 66 14 0B 9 の 7 28 63 3D 44 97 2B B6 D9 D8 22 B1 61 
ADR +0 +] +2 + る +4 + す 5 +6 + ア + +9 + 仙 TB +C + す D +E +F LcsJ 
5200 Zn 8D 3C B7 51 2B 17 FF 4B 8E 52 ミ く C6 OC BD AE DY 
5210 Ro6 FC 51 26 BD 9%3 D3 86 2C BD DF 23 FC 51 28 BD DF 
5220 ?3 D3 86 2C BOD DF 23 FC 51 2 BD 93 D3 BD RaD BF 9 
5230 16 FF 1E 20 20 20 20 41 44 44 52 45 5653 3 る 30 20 F6 B9 
5240 50 07 27 0C BE 51 2E ^6 80 BF 51 2E 7 50 07 る 9 うら 
5250 17 FE DD 8E 50 08 BF 51 2E 20 E4 86 01 21 4F B7 CB 
5S260 FC 04 OF BF OF 27 10 FF 51 24 86 01 97 C4 7F FF E8 
5270 2 17 FE DD 17 FE F る 17 FF 47 20 F8 OF C4 7F FF に 7^ 
5280 2R 8E 52 9B 81 03 26 03 BE 52 AD C6 12 BOD AE Aa6 38 
5290 BD D BF 17 FE BE 10 FE 51 24 39 20 44 45 56 49 00 
52A0 4 う 45 20 49 2F 4F 20 45 52 52 4F 52 07 3D 3D <D 07 
52B0 っ D 3D 20 41 42 4F 62 64 20 3D 3D 3D 3D 3D 07 00 6^a 


っ 2ZEU : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ <ZFOU : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 


SRVEM "L7ー3M". &HS000. &H52BE , &HS000 


ss 


7-5 2 借 速 LOAD 


地 近 は MSX 用 で 2 倍速 ロー ド が 可能 な デー タレ コー ダ を 見 か け ま す . これ は 1200 ボー で 普通 
に セー ブ プ し だ テープ を , テー プス ピー ド を 2 倍 に し て 再生 し て 疑似 的 に 2400 ボー に 見 せ か け て い 
る の で す . 

FM-7 シリ ー ズ が ボー レー ト を ソフ トウ ェ ア で 決め て いる こと は , 前 に も 述べ まし た . そこ で 合 
回 は , ボー レー ト を 決め て いる 部 分 を 書き 換え て , 無理 矢 理 2 倍速 で テー プ を 読ま せる よう に し 
62 まし 8。 

F-BASIC V3.0 の 場合 , BIOS の カセ ッ ト テ ー プ 1 バイ トリ ー ド ルー チ ン の 中 に 3 カ所 ほど , 
タイ ミン グ 調 節 用 の ルー プ が あり ます . ボー レー ト を 2 倍 に し た いわ け で すか ら 。 ここ の 値 を 半 
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分 に すれ ば 良い こと に な り ま す . 実際 に は 他 の ルー チン で 消費 され る 時 間 の こと も 考え て , 少し 
小さ め の 値 に し て お きま す . 

し か し V3.0 は ROM で す の で , その まま で は 書き 換え られ ませ ん . そこ で $8000 一 $FBFF の 
BASIC KOM を そっ くり その まま 裏 RAM へ 転送 し て し まい , そこ で 書き 換え を 行なう こと に 
し まま 

F-BASIC V3.0 用 の プロ グラ ム を リス ト 7-4 に 示し ます . RUN 回 に て 実行 し て くだ さい 、. 
(F) AST, (N)ORMAL ? と 開い て きま すか ら , [|F| また は [N| の キー を 押し て 選択 し て くだ さい . 

次 ぎ に F-BASIC V3.3 の 場合 で す . V3.3 は , BASIC イ ンタ ー プ リタ が RAM 上 に あり ます か 
ら ,。 話 は 非常 に 簡単 で す 。 し か も タイ ミン グ 調 節 用 ルー プ カ ウ ンタ に セッ ト す る 値 は , V3.0 と ま 
っ だ く 同 じ に な っ て いま す . し た が っ て V3.0 と 同じ し デー タ を , POKE 文 で 書き 込ん で や れ ば よ 
いこ と に な り ま す . リス ト 7-5 が , FE-BASIC V3.3 用 2 倍速 LOAD の プロ グラ ム で す . 


リス ト 7-4 2 倍速 LOAD(V3.0 用 ) リス ト 7-5 2 倍速 LOAD(V3.3 用 ) 
2 


100 玉水 束 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 ※※ ポ ポポ ポポ 束 玉 来 来 玉 ※※ 玉 玉水 100 ! 玉 玉 来 人 
110 "* FaST LURD FUR CMT 110 *!'* FAST LUAD FUR CMT い 
120 "*※ て LIST 7-4 〉) V3.0 120 『'* (て し LTST 7-5 う ) V3.3 ホ 
1.30 『 玉 来 素 来 玉 玉 ※ 来 玉 束 玉 来 玉 来 玉 来 玉 来 家 ※ 未 玉 玉 来 玉 来 ホ 1 30 『! 素 玉 玉 氷 求 来 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 来 来 玉 玉 来 玉水 氷 玉 氷 水玉 来 涼 
1010 PRINTV(F う RST, (NODURMAL?" 1010 PRTNT"(F)AST,〈N)URMAL?" 

1020 $=TNPUT$〈1 ) 1020 AA$=INPUT$ て 1 ) 

1030 IF AR$=VFV UR 人 $ も = リ イ ! THEN 1080 1030 IF AA$ も EVOFU UR A$=" イ すけ 9 征 HEN 1060 

1040 IF $=PN UR $="Pn' THEN 1060 1040 IF $="PNU_ OUR $=V"n THEN 1100 

1050 BEEP:GUTOU 1010 1050 BEEP:GUTU 1010 

1060 =PEEK〈&HFDOF 〉 1060 ER 

1070 END 1070 PUKE &HF340.&H16 

1080 FUR IT=&HS00 TU &HS26 1080 PUKE &HF37D.&H1 3 

1090 RERD AR$:PUKE T.VALC て USEH"+$ ) 1090 END 

1100 NEXT 1100 PUKE &HF 340,&H36 

1110 EXEC _&HSO00 1110 PUKE &HF 34D. る H30 

1120 END 1120 PUKE &HF 37D,&H2C 

1130 DAT 34.13。.1.50 1130 END 


1140 DATA 8BE,80.00.,B6 
1150 DATA FD,OF . 6.84 
1160 DATA _B7/.FD,OF. 人 7 
1170 DaTA 80.8C.FC,.00 
1180 DATA 25,F1.86.19 
11920 DATA_ B7,F4.50,86 
1200 DATR 16.B7.F4.5C 
1210 DRTA 86.13.B7/.F4 
1220 DaATA 8F,35.93 
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8-1 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構造 


8-1-1 物理 構造 

FM-7 シリ ー ズ で 使用 さき れる マイ クロ (ミニ ) フ ロッ ピー ディ スク は は , 図 8-1 の よう な 物理 構造 
(フォ ー マ ッ ト ) を 持っ て いま す . この 図 は ディ スク の 片面 を 表わし た も の で , ディ スク 1 枚 の 仕 
様 は 次 の よう に な り ま す . 


シリ ンダ 数 40 

サイ ド 数 2( 両 面 ) 

トラ ッ ク 数 80(40x2) 

セク タ 数 16(1 トラ ッ ク ) 

セク タ 長 "256 バイト 

総記 憶 容量 320K バ イト (80X16X256=327680) 


es 


図 8-1 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 物理 構造 


ここ で ディ スク 関係 の 用 語 を 説明 し て お きま す . 


は 生ま RAtyeNh ディ スク の 読み 書き に お ける 最小 単位 で す . その 長き さき は フォー マッ ト 時 に 決め 
られ , F-BASIC 等 で は 256 バイ ト に 固定 され て いま す . 
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2) た 全 の oew ディ スク 面 を 識別 する も の で , 表面 を 0, 裏面 を 1 で 表わし ます . 

③ ト ラッ ク …… ディ スク 上 で 輪状 に な っ た セク タ の ひと 続き を 指し ます . 

④ シリ ンダ …… 読み 書き 用 ヘッ ド が 止ま る 位置 の こと で す . 読み 書き 用 ヘッ ド は ディ スク の 両 
面 に あっ て 同じ 動き を する の で , 同じ 半径 の トラ ッ ク な ら サ イド が 異な っ て も 
同一 の シリ ンダ 番号 と な り ま す . 


FM-7 シリ ー ズ で 使用 きれ る マイ クロ フロ ッ ピ ー(3.5 イン チ ) と ミニ フロ ッ ピ ー(5.25 イン チ ) 
の 論理 構造 (ソフ トウ ェ ア か ら み た 構造 ) は , まっ た く 同 一 で す . トラ ッ ク の 半径 が 小さ く な っ だ 
だ け と 見 る こと が で きま す . し た が っ て デー タ の 互換 性 に は , 何ら 問題 が あり ませ ん . 

機械 的 な 特徴 を 考え る と , マイ クロ フロ ッ ピ ー は ミニ フロ ッ ピ ー の 間 題 点 を すべ て 解消 し た も 
の と いえ る ます . 


① 機械 的 強度 を 増し た . 

② 小型 に し た . 

③ 書き 込み 保護 を し や すく した. 
④ 誤 挿入 で き な い よう に し た . 

⑤ 読み 書き ウィ ンド ウ を 保護 した. 


操作 上 の 違い で 間違え や すい の は , 書き 込み 保護 の や り 方 で す . マイ クロ フロ ッ ピ ー で は , 成 
形 片 を 外側 に ずら す ( 穴 が 見 える よう に する ) と 書き 込み 禁止 と な り ま す . 一 方 ミニ フロ ッ ピ ー で 
は 。 切り 欠き の 上 に シー ル を 貼っ て 切り 欠き を な くす と , 書き 込み 禁止 に な り ま す . 


8-1-2 セク タ ア ドレ ス と クラ スタ 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ある 特定 の セク タ を 指定 する に は , シリ ンダ 番号 , ヘッ ド 番 号 , セ モク タ 
秋 号 を 組み 合わ せ て 用 いま す . し か し F-BASIC で は , 図 8-2 の よさ うに サイ ド 0, サイ ド 1 の 全 セ 
クタ に 通し 番号 を 付け , その 通し 番号 と トラ ッ ク 番 号 に より , セク タ を 指定 し て いま す . 

で すか ら , BIOS や FDC に お いて は 前 者 の セク タ ア ドレ ス を , また F-DASIC 内 部 で は 後者 の 
セク タ ア ドレ ス を 考え る 必要 が あり ます . 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 読み 書き の 最小 単位 は 1 セク タ で す が , F-BASIC で は , 8 セク タ を 常 理 
の 最小 単位 と し て 扱い ます . この 単位 を クラ スタ と 呼び ます . 


サイ ド 0 サイ ド 1 


EZ EEEEZZ7E2Z2EC 当 EZ 


図 8-2 F-BASIC で の セク タ ア ドレ ス 


トラ ッ ク 0 
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トラ ッ ク 2 の セク タタ 1 一 8 が クラ スタ 0, トラック 39 の セク タ 25 一 32 が クラ スタ 151 と な り ま 
す . 


8-1-3 ディ スク マッ プ 
F-BASIC で 使用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 各 ト ラッ ク に は , 図 8-3 の よう な 内 容 に 割り 当て 
られ て いま す . 


〔V3.0〕 LV3. 3] 


トー PCGcr | | 6 ma=eeg ] 
| 1 | PAL デ ィ レ クト リー 1 
| 2-39 ュー ザー 領域 BASIC コ ー ド , エラ ー メ ッ セ ー ジ 


図 803 ディ スク マッ プ 


①IPL CO …… et… tm DISK コー ド を メモ リ 上 に 展開 する プロ グラ ム で す . (nitial Pro- 
gram Loader) 

(の 』 10) 琶 COOOOOHLHOO は F-BASIC で 使用 で きる ディ スク で ある か を 識別 する た め の 領 域 で 
す . (Identification) 

③ DISK コー ドー ……… F-BASIC の ディ スク に 関す る 命令 が 格納 され て いま す . 

まり WANGgX0 各 ク ラス タ の 使用 状況 を 記録 する 領域 で す . (File Allocation Table) 

⑤ ディ レク トリ ー ……… ファ イル 名 , ファ イル 形式 , ファ イル 位置 を 記録 し て いる 領域 で す . 

⑥ ユー ザー 領域 ……… ュー ザー が 実際 に ファ イル と し て 使用 可能 な 領域 で す . 


各 ト ラッ ク 内 で の アロ ケー ショ ンマ ッ プ は , 図 8-4(V3.0), 図 8-5(V3.3) の よう に な っ て いま 


す . 

トラ ッ ク 0 

セク タ 1 2 3 4 5 6 7 8 12 。 13 14 15 16 

mw lol ラー プク あッ 
セク タ 17 18 19 20 21 22 23 24 28 29 30 31 32 
裏面 | DISK コ ー ド DISK コ ー ド 
トラ ッ ク 1 

セク タ 1 2 3 4 5 6 7 8 12 。 13 14 15 16 

表面 ディ レク トリ ディ レク トリ | 
セク タ 17 18 19 20 21 22 23 24 28 29 30 31 32 


me 


較 8-4 アロ ケー ショ ンマ ッ プ (V3.0O) 
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セク タ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 2Z6 29 30 31 32 


2 [eg ッッ kkl gec-kweewesm 


CONFIG リザ ー プ 
リザ ー プ PFDEF 


セク タ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 
トラ ッ ク 1 リサ ー フ ディ レク トリ 


セク タ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 


トラ ッ ク 2 非常 駐 9 BASIC コ ー ド 非常 駐 8 BASIC コ ー ド 

セク タ 1 3 4 5 6 7 8 9 ' 16 17 25 26 2/ 28 29 30 31 32 
トラ ッ ク 3 | 非常 駐 7 BASIC コ ー ド 非常 駐 6 BASIC コ ー ド 

セク タ 1 16 17 。 32 
トラ ッ ク 4 非常 5 BASIC コ ー ド 非常 駐 4 BASIC コ ー ド 

セク タ 1 16 1/ 18 19 20 21 22 23 32 


非常 駐 1 BASIC コ ー ド 


トラ ッ ク 5 


セク タ " 16 17 32 


トラ ッ ク 6 非常 上 議 1 BASIC コ ー ド 常駐 部 BASIC コ ー ド 

セク タ 1 。 ' | _ 32 
トラ ッ ク 7 常駐 部 BASIC コ ー ド 

セク タ 1 。 32 
トラ ッ ク 8 | 常駐 部 BASIC コ ー ド 

セク タ 1 " 29 30 31 32 
4 間 了 部 BASIC コ ー ド 0 


区 8-5 アロ ケー ショ ンマ ッ プ (V3.3) 


8-1-4 ID セク タ 

ディ スク が F-BASIC で 使用 で きる も の か どう か を 確認 する た め の コ ー ド が 記録 され て いま 
す . シス テム が 参照 し て いる の は , 最初 の 1 文字 (S?) だ け で , 次 の 2 文字 (YS?) は, ユー ティ 
リティ な ど で 使 用 3 され て いま す . 

4 バイ ト 目 と 5 バイ ト 目 は , オー トス ター ト 時 に 設定 され る ドラ イブ 数 と 一 度 に OPEN で きる 
ファ イル 数 で す . これ ら は , AUTOUTY を 使用 する と 書き 込ま れ ま す ( 図 8-6). 
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C ら ちら 。 す 〇 二 ]1 ご すさ 人 4 + 誤 + す 6 + フ + 日 + す 9 +Q + 唱 + ビ +D +E +F CcC5= OO1234567 ヨ 9ABCDEF 


QO 59 53 |o2|lo2] oo oo oo oo oo oo oO oo oo oO CO 05  SYg 
10 OO OO OOEOO OO: OO QO OO OO 0O OO OO QO QO QO QO  QO 
20 OO QO OO:OO QO:OO OO OO OO OO OO OO OO OO QQO OO OO 
30 EQOO _QO QOEOO OOEOO OO OO OO OO OO QO OO QO QO OO  Qo 
40 :OO OO OO:OO OO:OO OO OO OO 0O OO QO OO OO OO QO 09 
5O :OO OO OOEOO OO:OO OO oO OO OO Oo GO oo CO oO OO oo 
6O :OO OO QO:OO OO:OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO oO Oo 
70 :OO OO QOE:OO QO:QO OO OO 0O OO QO CO OO QQO QO OO 。 QO 
8O OO QO OO OO OO:OO OO OO OO OO OO OO QO OO OO OO OO 
9O :OO OO OOEOO OO:OO 0O QO OO OO OO OO OO CO OO OO OO 
AO :OO QO OO:OO OO:OO OO 0O OO OO OO oO OO OOQ OO OO OO 
BO :OO QO OOE:OO QOEOO OO OO OO 0O OO OO OO0 oO OO OO GO 
CO OO QO OOEOO QO:OO OO OO OO OO OO OO QO QO OO OO OO 
DO OO OO OOEOO OO:OO OO OO OO GO OO OO OO QO OO QO GO 
EO :OO OO QOOE:OO OO:OO OO OO OO OO OO OO OO OO QO QO 00 
FO EQO _QO OOEOO OO:0O OO QO QO OO OO OO OO OO QO QO  QQ 


cs 53 59 53:O2 oO2:OO oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo 95 
ID 情報 ドラ イブ 数 1 度 に OPEN で きる ファ イル の 数 


図 8-6 ID セク タ の 内 容 


8-1-5 ディ レク トリ 

ディ レク トリ に は , ファ イル 名 , ファ イル タイ ププ, ファ イル 先頭 クラ スタ 番号 な ど が 格納 され 
て いま す . これ に より ファ イル 名 と 実際 に ファ イル が 格納 され て いる 場所 と の 対応 が つけ られ ま 
す . 

ディ レク トリ の 位置 は .、 トラ ッ ク 1 の セク タ 4 一 セク タ 32 と な っ て いま す . ディ レク トリ 部 の 
セク タ は , 32 バイ ト ず つの 8 ブロ ッ ク に 分 割 き れ , この 32 バイ ト を ディ レク トリ スロ ッ ト と 呼び 
ます . ディ レク トリ スロ ッ ト は 232 個 あ り ま す が , クラ スタ 数 は 152 な の で , 実際 登録 で きる フ 
ァイル 数 は 152 と な り ま す ( 図 8-7, 図 8-8). 


位置 (バイ ト ) | 肉 。 容 。 


ァイル タイ プ 

00 : BASIC ソ ー ス 

0 1 : BASIC デ ー タ 

02 : 機械 語 フ ァイル 

アス キー フラ グ 
FF : アス キー 

00 : バイ ナリ 

ラン ダム アク セス フラ グ 

O ラン ダム ファ イル 

・ シー ケン シャ ルフ ァイル 


区 8-7 ディ レク トリ スロ ッ ト の 構成 
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LO コ (0 1 う ) 『 人 4 」 


C ち 5 。 + 〇 + す 1 + ぞ +③ + 人 4 + す 5 + す 6 +/Z + す 8 + す ワウ +Q TB + じ +D +E +F Cs OO12 く 4 ら 6 ら 7 ロマ 8BCDEF 


00 |1 コ 2 ココ 4E 2O0 20 20 20 20 OO 00 OO0 OO 00 00 20 OO BSI RUN 

1O0 1OO_ OO _QOO_QOO_ 0OO_ OO_ OO_ OO_QOO_OO_00 00 _ 00 00 OO _ OO _ OO 

<O | っ コ 4 45 58 5S4 20 20 20 20 OO OO QOO OO FF OO0 22 00 E6| TEXT 
SO IOO_QO_ OO _ OO _ OO OO OO _ OO_QOO_OO_QO_ OO _QQ _ QO_ QOQO OO _ QOQ 

40 44 41 コ 4 41 31 20 20 20 OO 00 OO O1 FF OO 25S OO DO DaTA1 “ ん 
っ O  QO QO OO QOO OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO 0O OO OO 
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ファ イル 名 ファ イル タイ プ ファ イル 先頭 クラ スタ 番号 
アス キー フラ グ ラン ダム アク セス フラ グ 


図 808 ディ レク トリ の 内 容 


G-1-6 FAT 
FAT は ファ イル の 格納 状態 示し ます . ファ イル が 1 クラ スタ に 納 ま ら な い 場 合 , 残り を 別 の 
クラ スタ に 書き 込ま な けれ ば な り ま せん . この 別 の クラ スタ を 捜す と き に , どの クラ スタ が 空い 
て いる か が 分 か ら な けれ ば な り ま せん . また, どこ の クラ スタ に 書き 込ん だ か を 記録 し て お か な 
いと , 後 で 困る こと に な り ま す . これ ら の 情報 を 記録 し た の が , FAT で す . 
FAT の 位置 は トラ ッ ク 1 の 最初 の セク タタ 内 に あり , その セク タ 内 の 6 一 157 バイ ト が クラ ス 
タ の 0151 の FAT 情報 に 対応 し て いま す . この FAT 情報 の 意味 は , 図 8-9 の よう で す . 
8-10 の FAT の 内 容 を 見 て くだ さい . これ は , 図 8-8 の ディ レク トリ に 対す る FAT で す . 
RUN と いう ファ イル の ファ イル 先頭 クラ スタ 番号 は , $20 に な っ て いま す . それ で は , クラ フス 


この クラ スタ は 使用 中 で あり , 後続 する クラ スタ を 持つ . 値 が 後続 する ク 
ッ ト が その クラ スタ で 実際 に 使わ れ て いる セク タ の 数 一 1 を 示し て いる . 
ド な どの シス テム 領域 で ある . 


_ 値 (16 進 ) クラ スタ の 使用 状態 
ラス タ の 番号 を 示し て いる . 
この クラ スタ は 使用 中 で あり , ファ イル 最後 の クラ スタ で ある . 下位 4 ビ 
クラ スタ 中 の 使用 セク タ は な い . 
予約 済み の クラ スタ で , ファ イル と し て 使う こと は で き ない. (BASIC コ ー 
この クラ スタ は 未 使 用 で ある . 
図 8-9 FAT の 意味 
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6S-] フロ ッ ピ ピー ディスク の 構造 


・BASIC ソ ー ス (バイ ナリ ・ ノ ー マ ル ) 


ン モ リト の 中間 コー ド が その まま 前 れる 


UNLIST の 行 番号 
・BASIC ソ ー ス (バイ ナリ ・P オ プシ ョ ン ) 


中 間 コ ー ド が 暗号 化 され て 格納 され る 
識 紹 紹 " 山 


UNLIST の 行 番号 


・ マ シン 語 
eo| | | マン >mwwosaogcWWees [pro oe| | 
ロー ド 開 始 番地 実行 開始 番地 
了 人 Eo ト ) 
・ ア スキ ー フ ァイル (ソー ス ・ デ ー タ ) 


cell| zaraym ele rssm elwlw 


図 8-13 ファ イル の 形式 


8-1 -8 セク タ シ ー ケ ンス 

トラ ッ ク 上 で の セク タ 番 号 の 物理 的 な 並び 方 を セク タ シ ー ケ ンス と 言い ます が , これ を , 適当 
に 設定 する こと に より ディ スク アク セス の 処理 効率 を あげ る こと が で きま す . 

ディ スク の 回 転 速度 は 一 定 で すか ら , 1 セク タ を 読み 書き する 時 間 は 決ま っ て いま す . し か し 読 
み 書 き の た め の 回 転 待ち 時 間 は , その と き に よっ て 大 きく 異な り ま す . 

ある トラ ッ ク の 第 1 セクタ か ら 第 3 セクタ を 続け て 読む 場合 を 例 に と っ て 考え ます . ディ スク 
の ヘッ ド が 第 1 セクタ を 読み 取っ た 後 , 第 2 セク タ を 読み に 行く まで の 間 に は いろ いろ な 処理 が 
必要 で す . で すか ら セ クタ が 順に 並ん で いる 場合 に は , 第 2 セク タ を 読み 取 ろ うと し た と き に は 
すでに 第 2 セク タ の 先頭 が ヘッ ド を 行き 過ぎ て し まい , 第 2 セクタ が ぐる っ と トラ ッ ク を 1 周 し 
て くる まで 待つ 必要 が あり ます . 

一 般 に 番号 の 連続 し た セク タ を まとめ て 読み 書き する こと が 多く な り ま す が , 適当 な 間隔 を お 
いて セク タ を 並べ て や る と , この 待ち 時 間 を 最小 に する こと が で きま す . ディ スク の 読み 書き の 
だ め の 処 理 に か か る 時 間 は , シス テム や 処理 内 容 に より まち まち で すか ら , それ ぞ れ に 合わ せ た 
セク タン シン ー ケ ンス を 選ぶ 必要 が あり ます . 

F-BASIC V3.3 の ^SYSDSK* を 実行 する と , あら か じ め 変 則 的 な セク タ シ ー ケ ンス (スキ ュ 
ー) の か か っ た フォ ー マ ッ ト を 行なっ て くれ ます . し か し これ は , 必ず し る 最適 な スキ ュー と は い 
えま せん . と ころ が BASIC の IPL は この スキ ュー に 合わ せ て BASIC 本 体 を ロー ド し て いま す 
の で , シス テム 人 主 域 の トラ ッ ク は この セク タ シ ー ケ ンス に し て お か な いと 逆 に 遅く な っ て し まい 
ます . また だ V3.0 で も 同じ こと が いえ , シス テム 領域 の トラ ッ ク は , スキ ュー が か か っ て いな い 状 
態 で 最適 に な り ま す . 
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それ で は 最後 に ^*SYSDSK” に よっ て 作ら れる セク タ シ ー ケ ンス と , ユー ザー 領域 に 最適 な セク 
タ シ ー ケ ンス を 示し ます . 図 8-14 が V3.0 用 で , 図 8-15 が V3.3 用 で す . 

な お , いろ いろ な セク タ シ ー ケ ンス を 指定 し て フォ ー マ ッ ト す る プロ グラ ム を , ユー ティ リア テ 
ィ の 項 で ご 紹介 し ます . 


^SYSDSK" に よっ て 作ら れる セク タ シ ー ケ ンス 


IEEEIEEEEIE 四 四 


ユー ザ 領 域 に 最適 な セク タ シ ー ケ ンス 
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 婁 回 回 四 軸 回 


図 8-14 セク タ シ ー ケ ンス (V3.0) 


*SYSDSK" に よっ て 作ら れる セク タ シ ー ケ ンス 
回 EEEEEEEEEEE 
ユー ザー 領域 , ディ レク トリ に 最適 な セク タ シ ー ケ ンス 

EEEEEEEEEE 


図 8-15 セク タ シ ー ケ ンス (V3.3) 


8-2 フロ ッ ピ ー に 対す る BIOS 


6-2-] BIOS 


( 1) RESTORE 
指定 され た ドラ イブ の 状態 を チオ チェック し , ヘッ ド を トラ ッ ク 0 に 戻し ます . 初め て ディ スク を 
アク セス する と き や , エラ ー 時 の リト ライ 処理 に 先立っ て 実行 し ます ( 図 8-16). 


(2 ) DREAD 

指定 され た 1 セク タ の デー タ を 読み 取り , デー タバ ッ フ ァ に 格納 し ます . セク タ の 長き は , フ 
ロッ ピー ディ スク に 記録 きれ て いる 長 さ に 従い ます の で , 256, 512, 1024 バイ ト の いずれ か に な 
り ます . 通常 は 256 バイ ト で す . 


( 3 ) DWRITE 
デー タバ ベ バッファ の 値 を , 指定 され た 1 セクタ に 書き 込み ます . セク タ の 長 さ は , DREAD 同様 
に ディ スク の フォ ー マ ッ ト に 従い ます . 
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(4 ) SEEKT5 


8-2 フロ ッ ピ ー に 対す る BIOS 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の ヘッ ド を , 指定 し た トラ ッ ク 上 へ 移動 し ます . この 動作 は , シ 


ー ク トラ ッ ク と 呼ば れ ま す . な お この BIOS は , V3.3 で し か サポ ー ト され て いま せん . 


[RESTOR〕 


Fo | 2sxr き き |eo | sl 
ューz-22 |smemswl |ol 
ze lg ター ーー「 生 ー 
ーッ | 572 |semwlol 
[DWRITE] 


PP 
エラ ー ス テー 


9 
上 に 凌 


図 8-16 フロ ッ ピ ー に 対す る BIOS の RCB 
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6-2-2 _ BOOT ROM 

FM-7 モー ド で は , BIOS の 実際 の 処理 を $FE00 一 $FFEF の BOOT ROM で 行なっ て いま す . 
異 NAM を 選択 し た と き に は CPU 空間 に BIOS が 存在 し な く な り ま す の で , BOOT ROM を 利 
用 する こと に な り ま す . 

F-BASIC V3.3 で は , シス テム 起動 時 に イニ シェ ー タ ROM から BOOT プロ グラ ム が , 
$FE00 一 $FFDF の RAM 領域 に 転送 され 利用 きれ ます . し か し この 内 容 は , BASIC 起動 時 に 消 
され て し まい ます . V3.3 で は BIOS が 常に 使用 可能 で す の で , BIOS を 使う よう に すれ ば よい で 
本 出張 。 

これ ら の ブー ト プ ロ グラ ム の ディ スク アク セス ルー チン と BIOS と の 相 培 点 は ,。 次 の と お り で 
す . 


① エ ント リア ドレ ス 
RESTORE …$EFE02 
DREATDD ……… $FE08 
DWRITE …… $FE05 
② レジ スタ は すべ て 保存 さき されない. 
③ DP レジ スタ に $FED を セッ ト し な けれ ば な ら な い ( た だ し , F-BASIC に 戻る と き に は $00 に 
戻し て お く 必 要 が ある ). 
(〈⑥ エ ラー ステ ー タ ス は RCB に 書き 込ま れず , A レジ スタ に セッ ト さ れる . 


以上 の 点 を 除け ば , X レジ スタ , RCB パラ メー タ , そし て デー タ の 読み 書き 動作 は まっ た く 同 
e 表 


S- う 3 FDC に つい て 


FM-7 シリ ー ズ で は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス クコ ント ロー ル 用 に MB8877A と いう LSI を 採用 し て 
ぃ ます. この MB8877A は , CPU6809 と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と の 間 に 立 ち , CPU か ら の 指定 され 
だ 動作 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対し 制御 し , その 結果 を CPU へ 応答 し ます . CPU か ら の 指定 は , 
* パ コマンド” と し て FDC に 送ら れ ま す . FDC は , この コマ ンド に 従っ て 動作 を 行ない , 動作 結果 
(ステ ー タ ス ) を CPU に 返し て 終了 し ます . この と き , 割り 込み 要求 (IRQ) も 出力 し ます ( 図 8- 


17). 
メイ ン CPU FDC 
6809 ステ ー タ ス MB8877 


IRQ 割込み 


図 8-17 FDC の 位置 
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6S-3-] FDC レジ スタ 
FD じ は コマ ンド 実行 お よび ステ ー タ ス 表 示 の た め に 5 個 の レジ スタ を も っ て いて , 図 8-18 に 
示す よう に メイ ン シ ス テム 1I/O レジ スタ に 割り 当て られ て いま す . 


① コマ ンド レジスタ ………… FEDC へ の コマ ンド を 書き 込む た め の レ ジス タ で す . コマ ンド の 
書き 込み は フォ ー ス イン タラ プ ト コ マン ド を 除い て , 前 の コマ ン 
ド が 終了 し て か ら で な けれ ば な り ま せん . 


② ステ ー タ スレ ジス タ ……… フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ お よび FDC の 状態 (ステ ー タ ス ) を 
示し ます . 実行 の コマ ンド タイ ププ に よっ て 内 容 が 異な り ま す . 
③ ト ラッ クレ ジス タ ………… ド … デー タ の 書き 込み お よび 読み 出し を 行なう と き に 対象 と する セ 


クタ の 含ま れる トラ ッ ク 番 号 お よび , ドラ イブ の ヘッ ド を 移動 す 
る と き の 目 的 と する トラ ッ ク の 番号 を 指定 し ます . また , この レ 
ジス タ を 読み 出す こと に よっ て ヘッ ド が どの トラ ッ ク に 位置 す 


る か を 知る こと が で きま す . 

(〈④⑥ お セク タレ ジス タ …… の の en デー タ の 書き 込み お よび , 読み 出し を 行なう と き に , 対象 と する 
セク タク 番号 を 指定 し ます . 

⑤⑥ デー タレ ジス タ …… の の meme フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 読 み 出 し た デー タ お よび , フロ ッ ピ ー デ 


ィ スク へ 書き 込む デー タ を 読み 書き する レジ スタ で す . この レジ 
スタ へ の 読み 書き は , DRQ フラ グ の 指示 に 従っ て 行なわ な けれ 
ば な り ま せん . 


FDC に は , その 人 外 付 け 回 路 に より 以下 の 信号 を サポ ー ト し て いま す . メイ ン CPU は , それ ら 
を FDC の 機能 と し て 利用 で きま す . 


6 に )10) ECOOOOOOOOOHKLLTT フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 面 ( サ イド ) を 指定 し ます . 
⑨1IRO oe この ビッ ト が ON に な っ て いる と , FDC か ら の IRQ( 割 り 込 み 要 
求 ) が 発生 し て いる こと を 示し ます . 
③DRO で ぐに Goo この ビッ ト が ON に な っ て いる と , FDC か ら の DRQ( デ ー タ 転 
送 要求 ) が 発生 し て いる こと を 示し ます . 
(《④⑥ ド ライ ブ プ 番 号 … の で の iti フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 選択 する た め の ビ ッ ト で す . 


⑤ ドラ イブ ディ セー ブル …… こ の ビッ ト を ON に する と , ドラ イブ 番号 の 設定 に か か わら ず す 
べ て の ドラ イブ が 非 選択 状態 に な り ま す . FM-7 に は , この 機能 
は サポ ー ト され て いま せん . 

⑥ モー ター オン フラ グ ……… フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の モー ター の ON/OFE を 制御 し 
ます . この ビッ ト を ON に する と モー ター が 回 転 し , OFF に する 
ら どー ア ター だが 全 比 し ます 
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RW リー ド / ラ イト の た め の デ ー タ 


ビッ ト 0 : サイ ド 番 号 


ビッ ト 6 : IRO 


ビッ ト 0, 1 : ドラ イブ 番号 
・ ド ライ ブ デ ィ セ ー ブ プル 
0 ー ダ 叶 オ ン ラ ラグ 


図 8-18 FDC |!/O ア ドレ ス 


8-3-2 FDC イ ンタ ー フ ェ ー ス 


( 1) ハー ドウ ェ ア タ イマ ー 
FDC に 対し て リー ドグラ イト 動作 コマ ンド を 実行 きせ る と き , 以下 の 条件 の と き は 一 定時 間 , 
MB8877A の リー ドグラ イト 動作 が 開始 で き な く な っ て いま す . 


① モー ター を ON に し た と きき 0 … oooeoeoernrotn ] sec 
② HEAD LOAD) し 7 この さ 3822878 光 052:C8E8( 計 76826 60 TSeC 
③ ド ライ ブレ ジス タ に 書き 込み を し た と き …… バ 60 msec 
④ STEP 動作 (ヘッ ド の 移動 ) を し た と き …… 60 msec 


( 2 ) CPU へ の 割り 込み 
MB8877A は リセ ッ ト 時 , コ マン ド 実 行 終了 時 , タ イプ IV コ マン ド 実 行 時 に CPU へ の IRQ 割り 
込み を か け ま す . この 割り 込み は $FD02 の ビッ ト 4 を オフ に する こと で マス ク 可能 で す . 


(3 ) デー タ 転 送 

MB8877A か ら の DRQ( デ ー タ 転送 有 要求) に従って, ソフト ウェ ア で デー クタ の 転送 を 行ない ま 
す . リー ド プ ライ ト ア クセ ス 中 は , 32zsec 間隔 で DRQ が オン に な る の で , 他 の 割り 込み は マス 
ク す る 必要 が あり ます . 


8-3-3 FDC コマ ンド 
FDC に は 11 種類 の コマ ンド が あぁ あり,。 図 8-19 の よう に 4 つの タイ プ に 分 類 き ほれ て いま す . 
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トト ラック 0 に ヘッ ド を 移動 する 
デー タレ ジス タ に 書き 込ん だ トラ ッ ク へ ヘッ ド を 移動 する 
| 1| 


直前 に 動い た 向き に ヘッ ド を 1 トラック 分 移動 する 


ヘッ ド を 1 トラッ ク 内 側 へ 移動 する 
ヘッ ド を 1 トラック 外側 へ 移動 する 
1 セク タ 分 の デー タ を 読み 出す 


1 セク タ 分 の デー タ を 書き 込む ーー 
ディ スク の ID フィ ー ル ド を 読み 出す 

川 ディ スク の 1 トラ ッ ク 分 の デー タ を すべ て 読み 出す 
ディ スク へ 1 トラ ッ ク 分 の デー タ を すべ て 書き 込む 


図 8-19 FDC コ マン ド 一 覧 


( 1 ) タイ プ I コマ ンド 
タイ ププ エコ マン ド は , ヘッ ド の 移動 と トラ ッ ク の 照合 を 行ない ます . コマ ンド レジ スタ に 書き 
込む コマ ンド は , 図 8-20 に 示す と お り で す . 


: アッ プ デ ー ト フラ グ 
KN ドコ ドア フッ ンク 

v: ベリ ファ イフ ラグ 
rr『O0 : ステ ッ ビ ピン グレ ー ト 


図 8220 タイ プ | コ マン ド 表 


① アッ プ デ ー ト フラ グ …… の (il ON の と き は 移動 後 の ヘ ッ ド 位置 が . トラ ッ ク レ ジス タ に 書 
き 込ま れ ま す . 
の ヘッ ドロ ー ド フラ グ …… の (ii… コ マン ド 実 行 時 に ヘッ ド を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 押し 付け 


る (LOAD) か , 離す (OFF) か を 指定 し ます . ON の と き ヘ ッ 
ドロ ー ド を な り ま す 。 

③ べ ベリファイ フラ グダグダ" の の riot コマ ンド 実行 後に 現在 の ヘッ ド 位 置 の トラ ッ ク 番 号 と トラ 
ッ ク レ ジス タ の 内 容 と の 周 合 を 行なう か どう か を 指定 し ま 
す . ON の と き 了 暑 合 が 行なわ れ ま す . 

④ ステ ッ ピ ング レー ト … で ili ヘッ ド を 移動 する と き の 移 動 時 間 間 隔 を 指定 し ます . 通常 は 
6msec を 選択 し ます ( 図 8-21 ). 
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( 2 ) タイ プ II コマ ンド 


EEEZ2Z225 衣 
lo| sms 
| mee 
lo| ame 


図 8-21 ステ ッ ピ ング レー ト 


タイ ププ II コマ ンド は , ディ スク へ の セク タ 単 位 の デー タ の 読み 書き を 行ない ます . 

コマ ンド レジ スタ に 書き 込む コマ ンド は , 図 8-22 に 示す と お り で す . な お コマ ンド レジ スタ に 
書き 込む に 先立っ つて, トラ ッ ク レ ジス タ と セク タレ ジス タ に 読み 書き する セク タ の トラ ッ ク 番 号 
と セク タ 番 号 を 書き 込ん で お く 必 要 が あり ます . 


② サイ ド フ ラグ ……… ド ーー……ー 


③ デイ レイ フラ グ oo ec ecoo eeeeeeeee 


④) チェッ ク フ ラ グ 22 8 


⑥⑤⑥ アド レス マー ク フ ラ グ …… 
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・ マル チ セ クタ フラ グ 
Si ドア ラク 

・ デ ィ レ イフ ラグ 

So ま 呈 ゆ W ク フラ ク 

・ アドレス マー ク フ ラ グ 


の OO 叫 の ヨコ 


図 8-22 タイ プ II コマ ンド コー ド 表 


この フラ グ が ON の と き に は , デー タ の 読み 書き と 共に セク タレ 
ジス タ が 順次 1 ずつ 増やさ れ , その 値 の セク タ が 見 つか ら な く な 
る まで 連続 し て 読み 書き され ます . つま り 通 常 の 1 トラ ッ ク を 丸 
ご と 読み 書き で きる わけ で す . 

ディ スク の サイ ド 番 号 の 比較 を 行なう と き , ディ スク の 面 ( サ イ 
ド ) を 指定 し ます . チ ェ ッ ク フ ラ グ が OFF の と き に は 無効 で す . 
ディ スク へ の 読み 書き に 先立っ て ヘッ ド の 状態 を 調べ る の に , 約 
30msec 待つ か どう か を 指定 し ます . 

ディ スク へ の 読み 書き に 先立っ て , ディ スク の サイ ド 番 号 の 比較 
を 行なう か どう か を 指定 し ます . 

ディ スク の フォ ー マ ッ ト 時 , デー タフ ィ ー ル ド の 始ま り を 示す た だ 
め デ ー タ マー ク ($FB) が 書き 込ま れ ま す が , モク タ の デー タ を 使 
用 禁止 に し た いと き に は デリ ー テ ッ ド マー ク ($F8) を 書い て お き 
ます . ライ ト デ ー タ コマ ンド 時 , この フラ グ を ON に する と デリ 
ー テ ッ ド マー ク が , OFF に する と デー タマ ー ク が 書き 込ま れ ま 
す . 


68- う 上 FD し に つい て 


(3 ) タイ プ II コ マン ド 
タイ プ 胃 コマ ンド は , ディ スク へ の トラ ッ ク 単 位 の デー タ の 読み 書き お よび , ディ スク ID フィ 


ー ル ド の 読み 出し を 行ない ます ( 図 8-23, 図 8-24). 


リー ド ト ラ ッ ク 
フイ トト ラッ ク 


E : ディ レイ フラ グ 


図 8-23 タイ プ 皿 コ マン ドコ ー ド 表 


① ディ レイ フラ グ …… タイ プ II コ マン ド の ディ レイ フラ グ と 同様 で す . 


リー ドア ドレ スコ マン ド で は , 一 番 最初 に 発見 し た ID フィ ー ル ド の 内 容 (6 バイ ト ) が , 順次 デ 
ー タ レジ スタ に 読み 出さ れ ま す . 


① ト ラッ ク 番 号 
② ディ スク サイ ド 番 号 
③ セク タ 番 号 
④ セク タ 長 
⑤ CRC1 
⑥ CRC2 
ポス ト ' 
セク タ 16 アン プル セク タ 01 セク タ 02 セク タ 16 
DATA プレ ID DATA ID 
esa. ac 内 ea ea 2 
1 トピ 半 | 較 し 回 還 「 固 / す 四 
INDEX 検 出 
[プレ アン プル [ID フィ ー ル ド ] 


SECTOR |CRCICRC 
| LENGTH | 1 | 2 


TRACK | sibE SECTOR 
NUMBER | NUMBER | NUMBER 
[DATA フ フィールド] 


凶 8-24 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 物理 フォ ー マ ッ ト 


GAP INDEX 


リー ドド トラック コマ ンド は , ハー ドウ ェ ア の 制約 で その 動作 結果 は 保障 で きま せん . タイ プ II 
の マル チ セ クタ リー ド で 代用 し ます . 
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ライ トト ラッ クコ マン ド は , 1 トラ ッ ク の 内 容 を ID フィ ー ル ド や ギャ ッ プ デー タ を 含め て すべ 
て を 書き 込む た な ため の コマ ンド で す . フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 初期 化 ( フ ォ ー マ ッ ト ) す る た め に 用 い 
ます 。 

ライ トト ラッ クコ マン ド で は , デー タレ ジス タ に 書き 込む 内 容 に 特別 な 意味 の ある も の が あり 
ます . 図 8-25 に 示し ます . 


ロア ドレ スマ ー ク , DATA ア ドレ スマ ー ク の 前 提 デ ー タ 
還 デ ー タ 


内 分 で 作成 きれ た 2 バイ ト の CRG 


利和 還 間 人 生 証 


3 バイ ト の $A1 二 1 バイ ト の $FB ま た は $F8 | 


( 注 ) GAP3。 GAP4 は セク タ 長 
(256, 512, 1024) に 対応 


区 8-25 ライ トト ラッ クコ マン ド で の デー タ の 意味 


(4 ) タイ プ IV コ マン ド 
現在 実行 中 の コマ ンド を 中 断 さ せる フォ ー ス イン タラ プ ト コ マン ド で す ( 図 8-26). 


| フォ ー ス イン タラ ブ ト 


I0 一 13 : IRO 発生 条件 


図 8-26 タイ プ IV コ マン ドコ ー ド 表 


①T0 …… この ビッ ト が ON だ と , フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ か ら の READY 入力 の 立上り 
に て IRQ) を 発生 し ます . 


76 ダ 


8-3 EFDC に つい て 


の ②T1 …… この ビッ ト が ON だ と , フロ ッッ ピー ディ スク ドラ イブ か ら の READY 入力 の 立 下り 
に て IRQ) を 発生 し ます . 

③T2 …… この ビッ ト が ON だ と , イン デック スパ ルス (INDEX 発見 ) に て IRQ を 発生 し ま 
す . 

〈④T3 …… この ビッ ト が ON だ と , た だ ち に IRQ を 発生 し ます . 


だ だし, 10 一 3 が すべ て OFF だ と IRQ) は 発生 し ませ ん . 


8-3-4 FDC ステ ー タ ス 

FDC に は , コマ ンド の 実行 結果 , 実行 中 の 状態 を 示す ステ ー タ スレ ジス タ が あり ます . ステ ー 
タス レジ スタ の 各 ビ ッ ト の 内 容 は , 実行 きれ る コマ ンド に よっ て 異 な り ま す . コマ ンド が 実行 き 
れる と 所 要 の ビッ ト が プリ セッ ト さ れ , コマ ンド 実行 中 に 更新 され , コマ ンド 実行 終了 時 に すべ 
て の ビッ ト の 内 容 が 確定 し ます . 

以下 に 各 コ マン ド タ イ プ 別 の ステ ー タ スレ ジス タ の 内 容 の 一 覧 を 示し ます ( 図 8-27). 


タイ プ [ コマ ンド 


| す <o2 イ ブロ ョ ャ ンド 


タイ プ II コマ ンド 
ey TTY 


RECORD TYPE WRITE FAULT 
NOT READY NOT READY 
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タイ プ II コマ ンド 


Lets [eemwem eo 
| et4 | meeomoorroomp |o = 
Lts lo [wewemwr 
Lete |o |wemeoreer 


※ リ ー ド トラ ッ ク コ マン ド は 使用 で き な い た め 省 略し て あり ます . 


INDEX 
TRACK 00 
HEAD ENGAGED 


WRITE PROTECT 
NOT READY 


図 8-27 ステ ー タ スレ ジス タ の 内 容 


実行 中 の コマ ンド の ステ ー 
タス レジ スタ と 同様 の 内 容 


それ で は 最後 に FDC を 直接 制御 し て , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の セク タリ ー ド ンプ ライ ト す る サ 
ンプ ルプ ブロ グラ ム を 紹介 し ます (リス ト 8-1). $5000 番地 を 実行 する と , 0 トラ ッ ク 4 セク タ の 内 
傘 を $5200 番地 以降 に 読み 出し ます . そし て , $5003 番地 を 実行 する と $5300 番地 か ら 256 バイ ト 
の 内 容 を 0 トラ ッ ク 4 セ クタ に 書き 込み ます . 


リス ト 8-1 FDC サ ンプ ルプ ブロ グラ ム 


り 01000 玉 来 ※ 率 雪 玉 玉 玉 束 ポ 玉 来 玉 求 求 ※ 玉 玉 氷 玉 玉 来 雪 玉 玉 玉水 玉水 玉 
01010 し FDC TEST PRUGR 氷 

01020 し ( LIST 8-1 ) V3. る 3 氷 

01030 "も を も を も も を も も も も も も も も も も も も も も も も も も も も すす 9《 る る < 

01040 UPT NUGEN 

01050 5000 URG $5000 

01060 00FD 「 SETDP  $FD 

01070 5000 Z/E 50^ 1 ENTRY  JMP DREAD READ ENTRT 
01080 5003 CE 50B7 JMP DMRITE MRITE ENTRY 
01090 FD18 FDCCMD EQU $FD18 FDC コマ ント "レシ" スク 
01100 FD18 FUDUCSTRA _ EQU $FD18 FDC ステ ー グ 人 し レジ" スク 
01110 FD19 FDCTRK EQU $FD19 FDC トラ ッ ク し シ " スク 
01120 FD1 FUDUCSCT EQU ゃ FD18a FDC セク レシ "スク 

0 1 1 30 FD1B FDCDAT EQU $FD1B FDC テリ"ー ク タク し シリ" スク 
01140 FD1C FDCSTD EQU $FD1C し FDC ヘッ ト " し ルツ" 人 ク 
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01150 
01160 
01170 
01180 
01190 
01200 
01210 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01290 
01 300 
01310 
01 320 
01330 
01 340 
01 350 
01 360 
01370 
01 380 
01390 
01400 
01410 
01420 
01430 
01440 
01450 
01460 
01470 
01480 
014?0 
01500 
01510 
01520 
01530 
01540 
015S50 
01560 
01570 
01580 
り 1590 
り 1600 
01610 
01620 
01630 
01640 
01650 
01660 
01670 
01680 
01690 
01700 
01710 
01720 
01730 
01740 
01 750 
01760 
01770 
01780 
017?0 
01800 
01810 
01820 


っ S006 
5S007 
5008 
5S005 
5S00B 
500D 
500F 
501 3 


501 7 
5016 
501C し 
501E 
5020 
5022 
S024 
5026 
502 7 
5028 
っ 502 
502C 
502ZE 


_5030 


5032 


ら 033 
っ 036 
5038 
5S03B 
503D 
っ 03F 
504 1 
5044 
5046 
5048 
っ 04^8 
5S04C 
504E 
5050 
5052 
5054 
っ 0S56 


っ 057 
505^ 
505C 
っ 05F 
5061 


5063 


5065 
5S068 
506^ 


506C 


506E 
5S070 
50 72 
5074 
5076 
5078 
507^ 
っ 07B 
507D 
507F 
S081 
5084 


B6 
ワ ァ 7 
86 
97 
D6 
し じ っ 
26 
4F 
4 
Z6 
20 
6 
84 
26 
っ 9 


B6 
ウ 7 
B6 
ワ ァ 
86 
9 ァ 7 
BE 
D6 
ど 4^ 
ツ 6 
7 
20 
し っ 
Z7 
ツ 6 
26 
っ? 


B6 
ツァ 7 
B6 
ワ ィ 
86 
7 
BE 
RG 
D6 
ノロ 
97 
20 
し っ 
27 
26 
26 
っ う ツ 
に 6 
86 
7 
GE 
30 


502C 


5027 
5020 


507B 


504E 


504< 
5044 


っ 07B 


5072 
5S068 
506^a 
507B 


FDCDRQ 
BUZZER 
BIOS 
TRKND_ 
SCTNO 
SIDNO 
DATA_R 
DATA_M 
STKSAV 
RCB 


EQUU 
EQU 
EQU 
FCB 
FCB 
FCB 
FUB 
FDB 
FDB 
FCB 
FCB 


水 。 くく HERD 


SEEK 


SEEK_ 1 ・ 


SEEK_2 


LDR 
っ 「 明 
LDR 
っ 「 介 
LDB 
BITB 
BNE 
し CLRa 
DECR 
BNE 
BRA 
LDR 
RNDR 
BNE 
RTS 


※ ホ 。 くく 1 や セク ク 


RERD 


RERD_ 1 


RED_Z 


LDA 
STA 
LDA 
STA 
LDA 
STA 
LDX 
LDB 
BPL 
LDA 
STA 
BRA 
BITB 
BEQ 
LDA 
BNE 
RTS 


ホ 。 くく 」 セ ク フ 


MRTTE 


MRTT_1 
MRTT_2 


MRTT_3 


ERRUR 
ERR_1 


LDR 
ST 内 
LDR 
ST 
LDR 
っ 「 
LUDX 
LDR 
LDB 
BPL 
ST「 介 
BRR 
BITTB 
BEGQ 
LDR 
BNE 
RTS ゝ 
LDB 
LDR 
っ 「 伯 
LDX 
LEAX 


$5200 
$5300 
0 


8.0.0,0 
0.0,0,0 
SEEK >> 


TRKNU 
FUDCDRT 
村 $1R 

FUCCMD 
FUDCDRG 
$40 

SEEK_2 


ポー」 
SEEK_ 1 
FDCST「 失 
村 $?1 
ERRUR 


READ >> 


STDNH 
FUCSTID 
SCTNOH 
FUDCSCT 
村 $80 
FUCCMD 
DATA_R 
FUDCDRG 
READ_2 
FUCDRT 
・ 久 二 
READ_1 
村 $40 
READ_1 
FUDCS「 有 
ERRUR 


MRTTE >> 


STDNU 
FUCSTD 
SCTNH 
FUDCSCT 
る RO 
FDCCMD 
DRTR_M 
・ ス + 
FUDCURGQ 
MRT「_3 ぅ 
FUDCDAT 
MRTIT_1 
H$40 
MRTT_2 
FDCSTa 
ERRUR 


6- う 


FDC テー クタ リク エト 
BUZZER マー ト 
BIUS へ ヘ " ク トル 
トラ フッ ク ハ " フ ゴウ 
セク スク DD コ " ウ 
サイ トド) JP ウヨ コピ アウ 
ヨミ クリ ジ アト ドル 人 
カキ コ = ア 了 トリ" レ 人 
人 フック ホソ " ソ 
RESTURE RCB 
DRV=0 


モク テキ ト フ ッ ク NO 


SEEK S.RATE=20ms 


ジカン マチ 


クリ カエ シ 
エフ ー 人 テー グ 人 チェ ッ ク 


サイ ト ” NOU SET 
セク 2 NOU SET 
READ S.RATE=20mS 


ヨコ = フン ソー 了 ト "し レ A 人 SE「 
ァ "ー グ リク エ A ト 7? 


NU . 

コマ ント "シュ ウリ ョ ウ ? 
NU 

エフ ー 人 テー グ 人 チェ ッ ク 
サイ ト ” NOU SET 
セク 2 NU SET 


MRTTE S.RATE=20ms 


ァ "ー グ 了 ト "し ん SET 
テー グ リク エト 

NH . 

1 ハリ" イト カネ も コ = 

コマ ント "シュ ウリ ョ ウ 
NH . 

エフ ー ステー グ 人 人 チェ ッ ク 


っ カイ フ " サ リー うす ナ フ うん 


BEEP 1 


FDC に つい て 
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01830 S086 26 FC 5084 BNE ポー 

01840 5088 OF 03 し LR BUZZER BEEP 0O 
01850 5S088 30 1F LERX ー1,X 

01860 508C 26 FC 5086 BNE ポー 

01870 SO8E 56 DECB 

01880 5S508F 26 E し 507D BNE ERR_ 1 

01890 5091 10FE 5S500D LDS STKSRV スタッ ク フッ キ 
01900 50525 35 8 PULS ゝ DP , CCP し 

01910 *※ 。 くく RESTURE >> 

01920 50?7 B8E 500F RESTUR LDX RCB DRIVE 0 RESTURE 
01930 55058 AD ッ F FBFR JSR LBIOS]」 | 
01940 SO05E 25 DB 507B BC じ S ERRUR 

01950 SOA0 39 R「S 

01960 * 。 くく RERD ENTRY >> 

01970 SOR1 34 09 DREAD PSHS DP , し し 

01980 503 10FF SO00D STS STKSAV スタック ホソ "フラ 
01290 5087 18 50 URCC し 村 $50 

02000 50 86 FD LDR 村 $FD 

02010 SO8B 1F 8B TFR Rn , DP 

02020 SO0D 8D E8 5097 BSR RESTUR リム メト 了 
02030 SO0AF 17 FF65 5017 LBSR っ SEEK NF ショ ン 
02040 50B2 17 FF7E 5033 LBSR READ 1 セク 2 ラ ヨコ = トリ 
02050 50BS 35 89 PULS DP, CC,PC 

02060 *※k 。 くく MRITE ENTRY >> 

02070 50BZ7 34 09 DMRITE PSHS DP .C し 

02080 SO0B9 10FF 500D S「S STKSRV スタック ホソ "フラ 
02090 SO0BD 18 50 URCC 村 $50 

02100 SO0BF 86 FD LDR 村 $FD 

02110 50C1 1F GB TFR 内 , DP 

02120 50C3 8D DZ 5097 BSR RESTUR リム A ト 了 
02130 50C5 17 FF4F 5017 LBSR SEEK NN ウェ ク 
02140 50C8 8D 8D 505 7 BSR MRTTE 1 セク 2 カキ コ = 
02150 50CA 35 892 PULS DP, CC ,PC 
_U2Z160 * 

021 70 5S000 END ENTRT 

TUTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MARNINGS 00000--00000 
PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 
PRUGRAM END RDDR=S50CB 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


8-4 ディ スク ユー ティ リティ 


ディ スク に 関す る 応用 と し て , いく つか の ディ スク ユー ティ リティ を 紹介 し ます . その 使用 方 
法 ,。 テク ニッ ク に つい て 茹 足 ら ず の 部 分 が 多い か と 思い ます が , ソー スリ スト か ら 判 断 し て くだ 
さい . 


8-4-1 セク タダ ンプ 
F-BASIC フォ ー マ ッ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の セク タダ ンプ で す ( 図 8-28, 
プロ グラ ム を 起動 する と, 
マン ド の 入力 待ち と な り ま す . 


リス ト 8-2). 
ドラ イブ 0, トラック 0, セク タ 1 の 内 容 を 表示 し て , 以下 に 示す コ 
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…… 1 セク タ 進 め る 
…… 1 セク タ 戻 す 
ISHIETTIUI 0 0 …… 8 セクタ 進 め る 
ISHIETTIT| …… 8 セクタ 戻 す 

…… 1 トラッ ク 進 め る 
いい 1 トラッ ク 和 戻す 
ISHIETHT-| 0 …… 5 トラッ ク 進 め る 
ISHIFTTl に | …… 5 トラック 戻す 
…… トラ ッ ク 0, セク タ 1 へ 戻す 
OL ILS 0 0 …… ドラ イブ の 選択 
IDUP| ee 画面 の ハー ドコ ピー 
IESC ie 終了 


5 き 。。 + 〇 +1 ユー + る +4 +5 + す 6 + プ + 日 +9 +Q +B + す ビ +D +E +F Cs  O12 さ 4 ら 567896BCDEF 


O00 7E 6EA9oO4 41 55S54 4F OS 4C495354 OoOD oO4 52 76 ^n2 AUTO LIST KR 
1O 55 4E OD OS5 43 4F 4E5S4 OD OOQ6 4C 4C 49 5 さ 54 OD 91 UN CONT  LLIST 
20 QOS 4C 4F 41 44 220553 41 56 45 22 038 46 49 4 じ ZD LOAD" SAVE" FI エ L 
く O 45 5 さく OB 5 さ 3 4 さく 52 45 45 4E 20O 37 2C さ フ 7 OD 06 48 78 ES SCREEN 7。7 H 
4O 41 52 44 43 OD OO QQO OO OO QQO QO 0O OO OO 00 Q0O ご Z7 ARDC 


AO OO OO OO 38 34 3O 35 3 さ OS5S3 さ 4 40C6298E6oEB9 4E 84050O54@ こ ) 王 ケ 
BO CE FC OO BD BS5 97 7E ecF 15 C6 C7 E1 C4 27 QO2 6C 6C ホ ス 画 に O ニニ トト ” 1 
CO C4 4D 7E 79 3 Aa6 24 AE 2D 34 12 6 O7 AZ7 24 CC 9 ト M ソ ツア ョ も ョ ヨー4 敵 7 あ ノ 
DO OO FF ED 2D BD 79 9O 35 14 E7 24 AF 2D A7 C4 7E FB ロー ス yー5 も ゅ ー ァ トマ て 
EO 79 9 B6 72 13 34 0O2 BE 72 13 BF 71 FC CC OO QO2 9 ylDr 4 環 - フロ フ ノ 

FO F フ 7 フ 71 FF B7 72 0O2 86 OD BEB フ 7 72 OO 7F 71 FE ED 74 6D も キ r 画 キロ スキ 


CS 6OEF 74 A4 9634 DBSBSSeo2 oOD B92678oBCD8 コ C 


図 8-28 セク タダ ング プ 例 


リス ト 8-2 セク タダ ンプ 


衣 


01610 琴 唄 放 . も る 6 も る すもも? を?《.《 も も 3 も 《3.3 す る ?3 も 3 すさ 

1020 "'※ SeCtOr Dump ボ 

1030 "* 〈 LIST 8-2 〉 V る 3 る.0 ボ 

1040  ! 炒 玉 来 束 束 玉 玉 雪 玉 未来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 氷 束 玉 ホ 水玉 氷 ポ 

1080 CLEAR 3000.&H6000:DEFTNT 介 -〆 

1090 DEFTINT 内 -〆 

1100 DEFFNC(PAGE)=(PAGE+1 280)MOD1280 

1110 MIDTH 80.25:CUNSDLE . , , 1 :CULUR= て す ,7) 

1120 GUSUB 1500 

1 1 30 CMD$=CHR$( て 27)+CHR$ て (て 17)+CHR$ て 1 1 )+CHR$〈28)+CHR$(29)+CHR$〈 て 30)+CHR も て う 
1 )+ CHR$( 6)+CHR$〈 2)+CHR$(25)+CHR$S(26 う + リ 0012 う " 


エセ KKvvIHKDhbKOKhKEKEK キ K く 1 ト 1 ト いい すわ 9⑨ も ね ぃ $〈 バ y バ 〈V〔【 ド 【 く サ Q『【《『〔|: く トド 【 ト す |!9!% ス vb トス o%Q⑯o⑯Q ミ くく ヘ ぐ ド ト ぃ ト ヘ ト ⑯ ド 0 ドド ボ …※*※5 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ヤ ーー 


7@ ヴ の 


1 140 
E +F 
1 150 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
122Z0 
0. 

1230 
1240 
1250 
1270 
12Z80 
1 290 
1 300 
1 310 
1 3Z0 
1 330 
1 340 
1 350 
1 360 
1370 
1 380 
1 3?90 
1400 
1430 
1450 
1460 
1470 
1500 
1510 
1520 
1530 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 
1600 
1610 
1620 
1630 
1640 
1650 
1660 
167/0 
1680 
1690 
1700 
1710 
1720 


LUCATE 0.2:PRTINT 


に S 
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DS 
0123456789ABCDEF 


DRV=0:PRGE=0 :CMD=1 
MHILE CMD>0 

GUSUB 1430 

し MD= 1 


MHELE 
CMD=-1:MHILE CMD=-1 :CMD=TNSTR(CMD$, INPUT も (1 ) ) - 1 : MEND 
UN CMD GUSUB 1270,1280,1290, 1 300, 1310、1320, 1 330 , 1 340. 1 350. 1 36 


CMD=} 


1370,1380, 1 390. 1400 


MEND 


ぃ wEND 


CUNSULE, ,.0:CULUR=〈4.4):END 
HARDC:RETURN 


PRGE = 
PAGE = 
PAGE = 
PRDE = 
PAGE = 
PROE = 
PROE= 
PAGE = 
PRGE = 


0:RETURN 

FNC〈PAGE+32 ) 
FNC(PAGE-32) 
FNC〈PAGE - 1 ) ・RETURN 
FNC〈(PAGE+ 1 ) ・RETURN 
FNC( て PAGE+5*32) :RETURN 
FNC〈PAGE-5*32) : RETURN 
FNC〈PAGE-8) ・RETURN 
FNC(PAGE+8 ) ・RETURN 


・RETURN 
・RETURN 


DRV=O:RETURN 
DRV=1:RETURN 
DRV=2:RETURN 
DRV=3:RETURN 
TRK=PRGE \32:SCT=PAGE MUD32+1 


LUCRTE 4.0:PRINT _ USING "[ 村 ] ( 村 持 う 「 村 村 」 り iDRV,TRK, SCT 


EXEC 


&H6000 : DRV, TRK, SCT 


RETURN 


LUCRTE 4.0:PRTNT 


RERD 


" 革 Ma1†t a momen†. 
M$ : an=&H6000 


MHILE M$ も > リ /UEPUKE Ri,VALC"&H"+TM$) : =R+ 1 :REAND M$:MEND 
RETURN ' 


DATA 
DRTR 
DRTA 
DATR 
DATR 
DRTA 
DRTA 
DRTR 
DRTR 
DATA 
DRTR 
DaTa 
DRTA 
DRTA 
DRTR 
DRTA 
DRTA 
DATA 


BD,?9.BA, う 34 .04.BD,99。FD,34.04.BD.99,FD, 34.04 .BD 
ッ F , 5C, 30,80D,00,FF, SF , 35.02.81 , 1 1 ,25.03,80. 10.5C 
ED,05, 35,.06, 人 7.04.E7,。07, る 1 ,8D,01 .52,10.AF .02.86 
0, 人 7.84.AD, の F,FB,FA、CC,00.04.BD.Da.6D,30.8D.,00 
DD,CC,.00,10,7,80.5.26,FB, 34.02,30,.8D.,00.DF. 1 7 
00,RC,86, 20.7.80.6F ,8D,00,C3. 33, 8D.00.CO0,C6,10 
っ う 4.04,C6,20,E7.80.6.A4.AB,8D,00.B1 , 7.80.00.,aD 
Ro,4.RB,C4.7,CO.a6,0.17.00.83、68.E4 .26,E5 , 32 
61,E7,80.E7.80.A6.8D.00.94.8D.73,E7,.80.E7.80. 31 
30.C6,10.A6.0.26.02.86,20.A7、80,5a , 26,F5,E ィ , 84 
っ 4.20.86,15,BD,DB,E4.30.8D.00.83.BD.,09., 0F , 86, 16 
BUD,DB,.E4.BD,9B.50.35.20.35.02.8B.10.24.8B.BD, 9B 
っ 0・ 30, 8C,6,CC,63.73。ED.81 .CC,10.20.E7.80.6F , 8C 
4 じ ,34.02。 うう,8C.48.E7.80.A6.C4.AB.8C,40.7.8C, 3D 
Ro,C0,8D,1.6R,E4.26,EE, 32.61 、E ィ 7.80.E7.80.A6,8C 
Z じ ,8D,0B,6F,84, 30,8C, 36.BD.D9.0F , 7E, 9B,50,34,02 
44.44.944.44.8D,04.35.02.84.0F .81.08.25.02.8B.07 
8B, 30.A7.80,. る 9 ./ 


+0 +1 +2 + ス る +4 + す 5 +6 + イ +8 + の 9 + +B +C +D + 


8-4-2 アス キー ダン プ 

セク タダ ンプ で は 16 進 表 示 と キャ ラク タ 表 示 の 両方 が 行なわ れ て いま す が , キャラクタ 部 分 だ 
け を 表示 する の が この アス キー ダン ププ です 。 使い 方 は セク タダ ンプ と 同じ で す ( 図 8-29, リス ト 
8-3) . 

この プロ グラ ム で は オー ダー 動作 の OFF を , BASIC の コン ソー ルル 制御 ル ー チ ン ($DBD5) を 使 
っ て 行なっ て いま す . 


4 ン / ク 
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L の O ]J( 2 5)『7 1 」 


1 上 較 らら こも ロビ Dump 1 十  s 還 1 Ver 1.2 * 19 日 
6。 ら 。 10 叶 4 回 |l † す FrOm  T "NT utys。 11 ヤ  g 瑞 | 
| 珍 す / ピ モ 。? 硬 ヨシ 画 


L 90 ]J( 2 )『9 」 「 
D。 プロ B。 つ 0。 さら 。 で O。 さら 。 02。 BB。 10。24。BB。BD。9B  a 本 50。 さ O。BC。 6Q。 CC 。 6 さ 。 フミ 


s ED。81。CC。10。20,E7。 0。 6F 。 1 二 ー 4C、 さこ 4 。 OZ 。 うう 。 BC 4 。 E7 B0 。 AG じ 4 。 
AB 、。 BC、。 40。 A7 。 BC 。 3D 一 AG、 し じ O。BD。 1 。 6^A。 E4, 26。 ヒ EE 。 さ ど 。61 。 E フ 。 B0 E7 B 
0 。 A6. 1 *・ー < じ 。BD,。 OB。 6F 。 B4 。 3O。 BC 。36。 BD 、 D9。 OF 。 ZE 。 9B。5O, さ 4 。02 9 
L の 0O ]( 2 )『 17 」 

” 妥 s 英 NAN らら CTDHMF  ) 年 : 画 日 gz 再 URG も 60OC 1】 

: 画 "| si 瑞 ネ EXE じ siDRV。TRE。SCT (based on F-BAGIC) =  s 画 | 

も : 画 ヨ 。i 還 ENTRY  JSR も ワ ワ ロロ 人 A DRV テ Bs 画 FSHS 。 日 則 

Ps 衣 JoGR  $99FD TRK し s 画 FSHS B V s 細 
L 0 ]( 2 で ) う 7 25 」 

X s 回 JR ま も DBE 4 OFLOeEr On 器 Ds 玉 JR ま も ワ ロコ 〇 
じ CR。LF ff 1si 吾 PULS YY (mm Vsi 店 -i 両 PULSG 欠 」 
| s 副 QDDRA 欄 ま 1 の 〇 O イ て sg 一 ECC LUOUF 。 ケ か “ss “ イィ sg 画 
J ら に ド 民 E な tst@ じ CR。LF 。 上 半 イ s 画 >/ s 較 LEAX LIN。FCR  * 


図 8-229 アス キー ダン グ プ 例 


リス ト 8-3 アス キー ダン プ 


01016 較 呈 必 . も も すす も も すす も も も も も する る も も も る る も も も も も すす る < 

1020 !※* SeCctor SCIT Dump 氷 

1030 !※* ( LIST 8- る 3 〉)  V る 3.0 ボ 

1040 ! 玉 玉 玉 氷 玉 来 ※※ 来 来 玉 来 束 吉 玉 来 玉 来 玉 求 来 求 来 玉 示 玉 玉 素 素 

1080 CLEAR 3000.&H7000:DEFINT R-Z 

1090 DEFINT A-Z 

1100 DEFFNC〈PGE )=〈PAGE+ 1 280)MOUD 1 280 

1110 DEFUSR=&HOBD5 

1120 MIDTH 80,.25:CUNSHULE, , , 1 :CULUR=(4,7) 

1130 CMD$=CHR$〈27)+CHR$〈 て 17)+CHRS( 1 1 )+CHR$(28)+CHR$(29)+CHR$( て 30 )+CHR$ て (る 
] )+ CHR$〈( 6)+CHR$( 2)+CHR$(25)+CHR$S(26)+ "00123" 
1180 FIELD 0.64 AS DO$.64 AS D1$,64 AS D2$.64 RS D ス $ 

1190 DRV=0 :PAGE=O0 : CMD=1 

1200 " 

1210 MHILE CMD>0 

1220 GUSUB 1490 

1230 し CMD= 1 

1240 MHTLE CMD=1 


1250 CMD=-1:MHILE CMD=-1:CMD=TNSTR(CMD$, INPUT$〈1))-1 :MEND 

1260 UN CMD GUSUB 1310.1 320, 1330, 1 340, 1 350, 1 360, 1 370, 1 380. 1 390 . 140 
0、 1410,1420,1430,1440 

1270 MEND 

1280 MEND 

1220 CUNSULE 0:CULUR=(4.4) : END 

1300 『* 


1310 HARDC:RETURN 

1320 PAGE=0:CLS:RETURN 

1330 PAGE=FNC て PAGE+32)  :RETURN 
1 340 PRGE=FNC〈(PAGE-32)  :RETURN 
1 350 PAGE=FNC〈PAGE- 1 ) ・RETURN 
1 360 PAGE=FNC(PAGE+ 1 〉 ・RETURN 
13 う 70 PAGE=FNCC〈PAGE+5*32) : RETURN 
1 380 PAGE=FNC〈PAGE-5*32) : RETURN 
13?0 PAGE=FNC〈PAGE-8) ・RETURN 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ザ ーー ププ ププ ププ ププ て ププ ププ ププ ププ ププ ププ oo 
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1400 PAGE=FNC て PRGE+8) ・RETURN 
1410 DRV=0:RETURN 
1420 DRV=1:RETURN 
1430 DRV=2:RETURN 
1440 DRV=3:RETURN 
1470 『 
1480 『 

1 490 TRK=PAGE \32:SCT=PAGE MOUD う 2+1 
1500 D$=DSKT$(DRV, TRK, SCT) 
1510 PRINT "LDRVUJCUTRKDDT USCTP コ 「 
1520 OPEN 用 1 "SCRNE「 
1530 PRINT 旧 1.USRC"U の OO DO0$ USRCD 
1540 PRINT 1.USR く ("OO D1$ USR て DU 2 
1550 PRINT 41、USR("DD 0D02$ USRCD の 2 
1560 PRINT 用 1.USRC" DO D3$ USRCD 2 
1570 CLOSE 肝 1:PRTINT 
1580 RETURN 


8-4-3 ファ イル イン フォ メー ショ ン 
ディ スク ファ イル に 関す る 様々 な 情報 を 表示 し ます ( 図 8-30. リ スト 8-4). 


① ファ イル 名 

② ファ イル タイ プ 

⑬③ ファ イル アロ ケー ショ ン 
④ 占有 クラ スタ 数 

⑤ 最終 クラ スタ の 使用 状況 
⑩ 総 バ イト 数 


ファ イル 名 の 指定 で の み を 入力 し た 場合 は , その ドラ イブ 上 の すべ て の ファ イル に つい て 表 
示し ます . ファ イル アロ ケー ショ ン 情 報 の セク タ は , A ニ 1 一 8 セク タ 。 B= ニ 9 一 16,。 し 三 17 一 24, 
D=25-32 を 示し て いま す . 


>> Fi1 TI ロ f す O ロ ヒ mat1On ロ 弓 TOr FーB ロ ST し 


Dr 1 vV 昔 O 
Fi1 ら = Name “ FINFO 


FINFO 3 Bin ロ & ら レツ ご OUFC 台 
( 4 - CC ) 
( 4 - D ) 


2 じい u5t 己 [ちら uuS@ ロ 。 
し a み も Clu5ter gi 6 Sectors & 100 Byt モ es 
さら 684 ロッソ ッ モ 5 ぁ ふ 11。 


図 8-30 ファ イル イン フォ メー ショ ン 表 示例 


72 グ 


1000 
1020 
1040 
1060 
1080 
1090 
1100 


1110 
1120 
1 1 30 
1 140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1 190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1 250 
1260 
1270 
1280 
1 290 
1 300 
1 310 
1 320 
1 330 
1 340 
1 350 
1 360 
1370 
1 380 
1 3?0 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1 450 
1460 
1470 
1480 
14?0 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 


1600 
1610 


1620 
1630 
1640 
1650 
1660 


し LINETNPUT"'F1Le Name 
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リス ト ら 8-4 ファ イル イン フォ デメ ーション 


し 計 で を. を も. も も も を も も も も を 人 る も も も も. る る 《 も も る る. る も 
? 氷 F1Le Informat10nS し 
『 ボ 〈 LIST 8-4 ) V る 3.0 し 
し る ちる も. も る も も る も. る を な も も も も も も も る も も る る. る る 
CLEAR 3000.&H7000:DEFINT -Y:DIM DTIR$( て 7) 
DEFFNZACAD$)=ASC て AD$)*256+ASC(MTD$ く (て DS,2)) 
FIELD 0.32 AS DIR$〈0),32 AS DIR$〈(1).32 aS DIR$S(2) 、32 RS DITR も て う ) , 
ュ ぇ 2 AS DTIR$〈4) .32 AS DIR$〈(5) ,32 aS DIR$ や 6) ,.32 AS DIR$ も (7?) 
FIELD 0.255 AS SCTO$,1 aS SCT1$ 
PRITNT :PRINT ">> F1Le Tnformat1ionS †fOT F-ーBRST し 
PRTNT:PRTNTUDrive 旧 り ii:DRV も =INKEY$ 
MHTLE DRV$= "EDRV も =TNKEY$:MEND 
TF DRV$=CHR も (27) THEN END 
DRV=VAL〈DRV$):PRINT DRV 
FAT$=MTD$(DSKT も (DRV,1」 1),.6) 
アー リ 5F$ 


TIF F$=":9 THEN FILES CT$S〈DRVD)+T ED EGOUTU 1190 
FD$=LEFT$ も (F も + "| リ 。 6) 

TF F$="! THEN 1380 

' 還 較 ne fiLe 占 議 

PEN "DU 1 "SCRNE "| 

DSCT=4 :FLG=O 


MHILE FLG く <Z55 
DMY$=DSKI$〈DRV, 1.DSCT) 
FUR SLT=O0 TU / 
DTR$=DTR$S(SLT):FLG=ASC(DTR も ) 
IF FD$=LEFT$(DIR$S,B〉) THEN GUSUB 1540:SLT=8B:FLG=2Z5 っ 
NEXT 
DSCT=DS し CT「+1 
MEND 
CLUSE 1 
GUTU 1140 


' 較 還 RLL fitLes 庄 蘭 
UPEN "OU 1 "SCRNE 
DSCT=4 :FLG=O 
MHTLE FLG く <255 
FUR SLT=O TU Z 
DMY$=DSKI$S〈DRV,1.DSCT) 
DIR$=DTR$S(SLT) :FLG=RSC(DTR も ) 
F FLG>0 AND FLG<255 THEN GUSUB 1540 
TF INKEY$ も = リリ! THEN SLT=7:FLG=255 
NEX「† 
DSCT=DSCT+1 
MEND 
CLUSE 1 
SUTOU 1140 


主軸 FiLe jnformattons 詩 譲 
PRTINT 肝 1:PRTINT 肝 1。 LEFTS(DTR も 8) に に の 5 
FT「=3 
UN ASC(MID$S(DTR$. 12))+1 GUTU 1590,.1610.1630 
PRTINT 41. 0?7?7?70:GUT 有 U 1650 


IF ASC〈(MID$S〈DTR$」13)) THEN _ PRINT 上 革 1. "の RSC エエ SOuUFCe" 


ELSE PRINT 財 1. "BB1nary SOUTFCe"i:F 二 =1 
GUTU 1650 ー 
IF ASC(MTD$S〈DTR$.14)) THEN PRINT 1。 Random Data"' 
ELSE PRINT HH1 "Sequential Data" 
GUTU 1650 


PRINT 肝 1。、 "Mach1ne Languagge ':F「=2 
0 


T じ =RSC て MTDS て DTR$, 15)) 


UN FT GUTU 1670.1720、1950 


79? 
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1670 CLN=TC:CSCT=1 :GUSUB 2230 

1680 IF ASC〈SCTO$)=&HFE THEN PRINT 革 1. 0 LPJ": 

1690 ZUL=FNZA(MID$〈SCTO$,2.2 ) ) 

1 700 IF ZUL く <&HFFFF THEN PRINT 村 1、"! UNLIST ZUL ELSE PRINT 具 1 
1 710 GUTU 1950 

1 720 CLN=TC:CSCT=1:GUSUB 2230 

1730 ZVL=FNZR(MID$〈SCTO$,2.2)) 

1 740 ZSn=FNZA(MTD$ も (SCTO$,4.2)) 

1 750 PRTNT 1.、'Start Address = $'| RIGHT$S('O00"+ す HEX も (ZS) 4) 
1760 PRINT 41。 End RddresS = $' RITGHTSC'!OO00"+HEX も (どく の V ソ ヒー1 う 」4) 
1770 CS=〈ZVL+9)MOD256:TF CS=0 THEN 1860 


1 780 RC=TC 

1 790 MHILE RC く &HCO 

1800 N し = ド RC し 

1810 RC=RSC て MTD$S(FRT$, RC+1)) 

1820 MEND [ 

1830 CLN=NC :CSCT=RC-&HBF : GUSUB 2230 

1840 IF CS=255 THEN EA$=MTD$(SCT0$. 255)+SCT1$ ELSE EAR$=MID$S(SCTO も . じ CS, 2) 
1850 GUTU 1940 

1 ょ 860 RC=TC:NC=RC:M し =NC 

1870 MHILE RC く &HCO 

1880 MC=NC 

1890 NC=RC し 

1900 R し = 人 SC て MTD も (FAT も $, RC+1 ) ) 

1910 ぃ MEND 

1920 CLN=MC:CSCT=8:GUSUB 2230:ER$=SCT1$ ' 
1930 CLN=NC :CSCT=1:GUSUB 2230:ER$=ER$+LEFT も (SCTOS. 1 ) 


1940 PRINT 革 1 "Entry ddresS = $'! RIGHT$S〈 で "OO00"+THEX$S(FNZA(EA も ) ) ,4) 
1950 " 

1960 CC=0 : し LC=TC 

1970 MHILE LC く <&HCO 

1 90 CC=CC+ 1 

1990 NC し = し し 

2000 PRTNT 革 1.USTNG "〈( 用 用 一 | うり ENCW4+12.CHR$ て 65+NC _ MUD 4) 

2010 LC=ASC て MTD$(FAT$, し C+1 ) ) 

2020 MEND 

2030 PRINT 肝 1. CC "CULusSterS uSed." 

2040 

2050 PRINT 革 1。 "Last CLuster | 

2060 IF LC=&HFD THEN SC=O0 ELSE ITF FT=3 THEN SC=LC-&HBF _ ELSE SC=LC-&HCO 
2070 PRINT 革 1.USING "村上 村 SectorS"iSC・ 

2080 BC=O0 :EF$=CHR$S〈(&H1A ) 

2090 IF FT= る 3 THEN 2170 

2100 CLN=NC :CSCT=SC+ 1 : GUSUB 2230 

2110 IF SCT1$=EF$ THEN BC=255: GUHTU 2170 

21720 IF RTIGHT$S〈SCTO$, 1)=EF$S THEN BC=254 : GUTD 2170 


21 30 B$=SCTO$:BC=1 

2Z140 MHILE INSTRCBC+1 .B$,EF$)>0 
2150 BC し =ITNSTRCBC+」 、B$,EF$) 
2160 MEND 


2170 PRINT 叶 1.USTING | _L& 肝 村 寺 Bytes 「:BC 

2180 PRINT 時 1 、(〈(CC-1)*wB+SC)*256+BC "ByteS aLL." 
2190 RETURN 

2200 * 

2210 

2220 " 

2230 "語調 CLuster - Sector Read 議 議 

2Z240 TRK=CLN\4+2・SCT=(CLN MOUD 4)*B+CSCT 

2250 D$=DSKI$ も (DRV.TRK, SCT) 

2Z260 RETURN 
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8-4-4 ファ イル ダン プ 

BASIC フ ログラム や シー ケン シャ ルフ ァイル の デー タ を , 順に 画面 に 表示 し て いき ます . 
BRKEAK キー で 中 断 し ます が , 中 断 し た ら 必 ず CLOSE を 実行 し て くだ さい . 

この ブロ グラ ム で は BASIC プロ グラ ム を 表示 する た め に , BASIC の リス トル ー チ ン を 利用 し 
て いま す ( リ スト 8-5). 


リス ト 8-5 ファ イル ダン プ 


才 , る を る すもも 《《 も る する も する も る も る る も る も も も も る も も る る る ・ 

『 F1Le Dump 氷 

9 〈 LIST 8- ら 5 ) V3.0 素 

者 を. も る も も を も すもも るる も る 《 も も も も る も する も る も る る を も も も 

CLEAR 300.&H7000:DEFENT Aa-T:GUSUB 1380 
UN ERRUR _ GUTU 1310 

LINE INPUT "F1Le deSCrT1DptQr = 
UPEN [0 1.FD$ 
FLG=aASC て INPUT も (11) ) 

IF FLG=0 THEN _ PRINT " エ も t*S a machine Language fiLe.":GUTUD 1340 

IF FLG=&HFE THEN _ PRINT "TIt"'S a protected program fiLe.!:GUTU 1340 


? "iiFD$ 


IF FLG=&HFF THEN 1250 
CLUSE 1 


UPEN エリ 1.FD$ 

MHTLE EUF〈1)=0 
LINE INPUT 肝 1 LTNS$ 
PRINT LTIN$ 

ぃ MEND 

GUTU 1340 


PRINT 

UL=RSC て TNPUT も (1 1))*w256+ASC(TNPUT$( 1 、 1 ) ) 
IF UL く 65535! THEN PRINT "UNLTST" UL :PRINT 
EXEC &H6000 

GUTU 1340 


PRINT "ERROUR" 
RESUME 1340 


ERR "1n) ERL 


CLUSE 1 
END 

@ 

@ 


RESTURE 1450:READ M$:A=&H6000 
MHILE M も > リノ プリ 
PUKE VAL て CV"&H"+M$ ) 
=R+ す 1」:READ M$ 
MEND 
RE TURN 


Z0,15. 7E,D0,72.BD,B6,15、7E. 9C.22.7E .C1 ,69.BD、.D9 
OF ,BD.?B.50., 7E,D6,78.C6,01 .D7.BF . 8D.E5. 34.,02.8D 
E1.aR、E0.27.40.8D.DB.1F、89,8D.D7、1E.89.34.06,8E 
03, 3C.8D,CE,81 ,FE,26、13,A7,80.8D,C6, 7,80, 1F .89 
C4.0F,8D,BE,A7.80.5,26.F9.20.E?7,A7、80.26.E3. OF 
BF, う 35. 06. 8D,B0,8E , 03, 38.8D,B1 .8E,04.3D、,8D, AF ,C6 
01.07,BF .20.B2、,0F .BF , OF , CO. 39./ 


DRTA 
DRTA 
DRTA 
DRTA 
DRTA 
DaTA 
DaTA 


IE 
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8-4-5 高速 ファ イル コピ ー 
裏 RAM を バッ ファ に し て 高速 に ファ イル を コピ ー し ます . その 際 フ ァイル タイ プ は 間 い ませ 
ん (リス ト 8-6). 


リス ト 8-6 高速 ファ イル コピ ビー 


も る も も を も も も も も も する も を も も も 9 も も も る る る $ る ( 

? ※ FaSt F1Le CODpy ※ 

『 玉 〈 LIST 8-6 〉 VS る.0 ボ 

人 も も も も も も も も も も 人 《 も も も も も も も も も も す 6《 る も る 

CLEAR 300.&H6800:DEFINT AA-Z:UN ERRUR GUTU 1250 
EXAD=&H6800:GUSUB 1290 

PRTINT 

LINETINPUT ">> SOuFCE F1Le DeSCr1ptOr = 
IF SFD$="! THEN END:GUTU 1100 

IF SFD$="0: り 9 THEN FILES:GOUT 有 U 1100 

エ F SFD$="1:9 THEN FILESV1EU:GUTU 1100 
LINEINPUTU>> Desttination F1Le DeSCcr1pt て or = 
IF DFD$="! OUR DFD$S=SFD$ THEN 1100 

EXEC EXAD : SFD$,DFD$S,STT 

BEEP 1 :FUR IT=O0 TU 70:NEXT:BEEP 0:PRINT 

IF STT=O0 THEN PRINT'"Copy CompLeted.":GUTU 1100 

IF STT=1 THEN PRINT "[ "SFD$"] not found.":GUTU 1100 

TF STT<>-1 THEN ERRUR 30 

PRINT"K1LL [LUDFD$"] "ETNPUT K$ 

IF K$="n! DR K$="NO THEN 1100 

IF K$=" ッ ツリ OUR K$="Y け THEN KILL DFD$S:GUTU 1170 ELSE 1220 
CLUSE 


1000 
1020 
1030 
1040 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1 1 30 
1140 
1 150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1 250 


"ij:SFD$ 


iDFD$ 


1260 
1270 
1280 
1290 
1 300 
1310 
1 320 
1 330 
1 340 
1 350 
1 360 
1 370 
1 380 
1 390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1 450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
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IF ERR=?73 THEN RESUME 1270 ELSE UN ERRUR GUTU 0 
BEEP 1:PRINT'Mr1tte protected.":BEEP 0:GUTU 1100 


REaD 


M$: =EXRD 


MHILE M$ も >"/" 
PUKE VARLC DS&H"+MS) 
R=R+1:RERUD NM$ 


MEND 


RETURN 


DRTR 
DATA 
DRTR 
DRTR 
DRTAR 
DRTR 
DaTR 
DRTA 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTA 


DRTR 


DRTRa 
DRTR 
DRTR 
DATR 
DATA 
DRTR 
DRTR 
DRTR 


6F .8D,01 ,5E. の 90D.D2.BD,CC,37.B6.02.E6.84.0F ,B7。71 
FE.BD,?6,2C.7D,72.0B.26,06,6C,8D.01.45,20, 20,.86 
01 ,97.BF .C6, 4F ,E7.8D.01.3A,C6.49.7D.72.0F ,27,0C 
CC,01,FF ,FD,02.DB,C6、52.E7.8D.01.27.BD,CE,E1.?D 
0D02.BD.CC,37?.B6,02.E6.84.0F,B7.71.FE、BD,76. 2 し,6D 
80.01.0F,10.26,.00.F3,70.72.0B.27.07,63.8D,01.02 
16.00,E?7.86,.11.97.BF ,E6.80.00,F8.BD,CE,E1.R6.8D 
00,F1.81.52.27.40.1A,50,.8E,80.00.C6,.01.D7,BF,BD 
D0.72.00,CO.26.00D,F7,FD,O0F.R7,80.F5.FD.OF,8 じ ,F し 
00,26,EC,AF .8D.00,CD,8E.80.00.C6,.11.07.BF,」F7,FD 
OF.A6.80.F5,FD,OF,BD、D0.8E,AC,8D.00.B7.26.EF,O0D 
CO0,.27.C5,16.00.94.C6、01 .BD,7C.B1.RF,8D,.00. 人 7.BD 
7C,C5,.?E, 76,aF ,80D.00,A4,C6,11.BD,7C,.81.RF.8D.00 
97.4F , SF , ED,8BD,00.93,1A.50.CE.80.00.8E.80.00.8a 
AC,8D,00.88.27,28.30.01.AF,8C,7F, AE . 8C,78.10,aE 
09.34.60.86,02,.80,64,35、60.C6.80.B7,FD, OF , AE, 人 1 
AF ,C1 .5A,26.F9.B5.FD,OF,11.83.FC,00,.26,.CE,EF ,8 し 
5 る ,CE , 80.00,11.A3.8C,4C。27.28.AE, BC,4B,10.E,09 
C6.80.B7,FD,O0F.AE,C1 AF .R1.5R,26.F9,.BS,FD,OF,34 
40,86,03, AE ,8C, 32.8D、23。35.40,11.83.FC,.00.26.D4 
20.97,aE,8C,25,AC, BC,24.26.8F . BOD. CE.81,.1C,aF .?D 
D2.BD,95.0F,E6.8C,.O0B,1D.ED,84.39, 34.02、34. 10, 7E 
7E,10.00.00,.00.00.00,00.00,.00.00,00.00.00,/ 
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横 表 示 FILES 


ド -BASIC V3.0 の 見 づら い FILES 表示 を 。 8-31 の よう に 見 や すい 表示 に 変更 し ます ( リ 
スト 8-7). この プロ グラ ム は , シス テム ディ スク の FILES に 関す る BASIC コー ド を 直接 変更 し 
て し まい ます . この プロ グラ ム は , $7FE0-ー$7EFEFF(V3.00) あ る い は $FC29ー$EC48(V3.02) の 領 


域 を 使用 し ます の で , 他 の 目的 に この 領域 を 使わ な いよ うに し て くだ さい 、. 


この 横 表示 FILES で は , ファ イル 名 の 前 の 空 文字 に RUN, LOAD 等 の コマ ンド を 入力 する 
と , その コマ ンド が 正常 に 実行 され ます . また ファ イル タイ ププ は, A( ア スキ ー ソ ー ス ), B( バ イ 
ナリ ソー ス ),C( シ ー ケ ン シ ャ ル デ ー タ ), D( ラ ンダ ム デ ー タ ), F( マ シン 語 ) で す . 


F ILES 


"OsSCTDMF 。 "BE "OsSCTDMP。T"BE 2 "OsRSCDMF 。 "BB 1 
"Oi KUN 。 "B 2 "Os RUN 。 さ "BB 2 "OsF INFO "B 
"OsFDISF。T "B 1 ・Og ADIR " 2 "OLFAT "BB 
"OsFCOUFPYF。T"PB る "Os MSET "B 1# "OsHFILES  "B 2 
"OsHF/SUE。T"B 1 "OsgF エ FL "g 1 "OsFIFL.T  "B 1 

ら 1 つ 


"OsFURKMAT  "B 


Os DSKRM。 1 「F "Ogg DSKRM。T "B 


109 じ 。 Free 


図 8-31 横 表 示 FILES 表 示例 


"Oi SU ”" 
"OFDISP "B 
"OsFCUFYF  "B 
"OsHFILES。T"B 
"OsFATSRC  "B 


と っ 0 ト ) ご デビ 


リス ト 8-7 横 表 示 FILES 


1000 
1020 
1030 
1040 
1080 
1090 
1100 
1110 
1 120 
11 30 
1140 
1 150 
1160 
1 1 ?0 
1180 
1 190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1 240 
1 250 
1260 
1270 
1280 
1 290 
1 300 
1310 
1 320 
1 330 
1 340 
1 350 


人 も る 、 も る も も も も も る も を も も も も も も も. すす も も す も も を も を も る も を する ・ 
『 氷 HOr1zZontaL FILES COnverter し 1 
) ※ 〈 LIST ヨ -7 ) V る .0 水 
二 も する る も る る を も も も も も を も 《 も も も を も を も も を も も も も も も を る る 
CLEAR 1000.&H6A00:DEFINT R 谷 -Z 

CULUR 7.0:MIEOTH 40,.20 

FIELD 0,.163 AS DMY$, 6 AS ID$ 
0$=DSKT$(0.0.15):LVL=-1 


ITF ID$="8B21001" THEN LVL=O ELSE IF ID$="B40505'" THEN LVL=2 
IF LVL く OU THEN PRINT'Untdentified System Disk ! 0:GUTU 1220 


PRINT 「 提 村 HOr1zontalL FILES Conversion" 
PRINT:PRINT _ USING ">> イイ or F-BASITC V 3.04 "iLVL 
PRINT:PRINTU>> Sure ? ": 

IF INSTR て UPYy リ +CHR も (13) ,TNPUT$〈(1))=0 THEN 1220 
PRTNT "Yes" 

IF LVL=0 THEN GUHSUB 1260 ELSE GUSUB 1370 
PRTINT:PRINT ">2> UK 

PRTINT :END 


' 較 還 for Level 0O 
FIELD 0,.87 AS DMY$,167 AS CNV$ 
F$=" "2:RESTURE 1520:READ M$ 
MHTLE M$ も > リノ リド F$ も =F$+CHR$S(VAL て UEHU+M$ も )):RERD M$ も :MEND 
D$ ゃ =DSKTI$S〈(0.0.28):LSET CNV$ も =F$:DSKU$ 0.0.28 
FIELD 0,.224 AS DMY$,32 AS CNV$ 
F$=V'VU:RESTURE 1660:READ M$ 


MHILE NM$ う "ノリ トト $=F$+CHR$S て VALCT&H"+M$ も うう):READ MS や :MEND 


0D$=DSKI$S(0.0,32):LSET CNV$=F$ :DSKU$ 0.0,32 
RETURN 


7 の / 


1360 " 較 謙 for LeveL 2 

1 370 FIELD 0.87 AS DMY$.,167 aS CNV$ 

1 380 F$ る = ERESTURE 1520:READ NM$ 

1 390 MHTLE M$ も > リノ プリ:F$ も =F$+CHR も て (VAL て T&EH"+TM$ も )):RERD M$:MEND 
1400- MID$(F$.55.2)=CHR$ も (て &HFC)+TCHR も (て &H29 ) 

1410 MTD$(F$.61 .2)=CHR$S(&HFC)+CHR も (て &H3 う 9 ) 

1420 D$=DSKI$〈O0.0.28) :LSET CNV$=F$:DSKU$ も 0,.0,.28 

1430 FIELD 0, 21 AS DMY$.43 aS CNV$ 


1440 F$=VU DERESTURE 1640:READ M$ 

1450 MHTLE M$ も > リ / リ :F$S=F$+CHR$S て VAL て T&EH"+M も うう):RERD M や も:MEND 
1460 D$=DSKIT$S〈0.0,16):LSET CNV$=F$:DSKU$ 0,.0,16 

1470 FIELD 0,183 S DMY も や. 2 8S CNV$ 


1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 
1600 
1610 
1620 
1630 
1640 
1650 
1660 
1670 
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D$=DSKI$〈0.0.15):LSET CNV$=CHR$〈&H6F)+CHR$S(&H15):DSKU も 0.0.15 


RETURN 


DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DATR 
DATA 


DATA 
W 

DATA 
DATA 


BD,76.BF 、BD,9B.50、86.01 .B7,、72.02.4C,B ィ . イ 1 ,FF . 4C 


B?7,72.00.8E.72.13,.BF .71 、FC,BD,74.CE,BD.D6,. 78.86 
4 , 27, 3 る 3. 4 る 3.27,3F , 34 .10.8E. 7B,ED.B6,71.FE,8a、,30 
7,06.BD,74.A6,BD,7F,E0.BD,D9.2F.BD.7F,FO,E6.06 
8D.6B,1F.89.C1.64.24.08.8D,60.C1.0,24.02 .8D, ら 8 
4F,BD,B6,15,35,10.30.88,20.8C,73.13.25,BE ,B6. 7 
00,81.1F,25.AA.BD,9B,50,BD. 74.BD, 30,.06,6F,E2.CC 
FF .98,A1.80.26.02.6C.E4.5,26,F7,4F ,35.04.BD.B6 
15,8E, 7B,E2.BD.74.A6,7F 、05,AC,39.0,20.43,2E ,20 
46.72.65,65,00,0,07.1C,.1C,1C.1C,22.30.3.00.00 
00.00.00.00.00.00.00,/ 


C6.20,.8E,6F ,20.B0.85.97.7E.6F ,6F 


86,1D,.8D.09,E.62.C6.08.BD, ウ 2B,FD,86,16,7E,.DB,E4 


86.22.8D.09.A6.03,48.8B.42.B,04.A0、05, 7E,D0,8E , / 


8-4-7 フォ ー マ ッ ト & ト ラッ クコ ビー 


FE-BASIC の た め の デ ィ ス ク フ ォ ー マ ッ ト , ト ラッ クコ ピー ユー ティ リティ で す . スキ ュ 
ー マ ッ ト も 行なえ ん ます (リス ト 8-8, リス ト 8-9). 
図 8-32 が 処理 メニ ュー で , 左側 の キー を 押す と 各 処 理 が 選択 され ます . 


$@ る $@ D15Sk すす 〇 OLma 上 も Or FーBASIiC @@ 


UD jectiD1 / SourceiDO (Step ratesi 6 が ns) 


ら YSDSK ィ for Ver さ 。O 
SYSDSK for Ver さ 。 さ 
VO1 um CODy 
*DSKINT" 

Rad addFr ら らら @5 
FO ロ ma て も ビュ CK 


じ OmDa レ 与 キモ a 

じ OnVY ヒ も Ormat skew 

し han ロ Ge d レ 1\ 呈 S DOS1 人 上 1On 
Chan ロ @ 5 も te ロ し a ュ t 馬 

uu1 も 


の ち と の コ ぐ 0 プロ Dc 


ツ 
\ ン 


ら 己 1 て て menu 2? 


図 8-32 フチ ギー マッ ト & ト ラッ クコ ピー 処理 メニ ュー 


798 


じ ODy 人 traCkK (名 呈 1 ヒ 上 上 OF5 data On} y) 
COpy tracCk (se1eCtOrs data & skew) 


ー フ ォ 
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① SYSDSK for Ver3.0 
V3.0 に 最適 な スキ ュー フォ ー マ ッ ト さ れ だ た シス テム ディ スク を 作り ます . ソー ス ド ラ イ 
プ に V3.0 の シス テム ディ スク を セッ ト し て お きま す . 
② SYSDSK for Ver3.3 
V3.3 に 最適 な スキ ュー フォ ー マ ッ ト さ れ た シス テム ディ スク を 作り ます . ソー ス ド ラ イ 
プ に V3.3 の シス テム ディ スク を セッ ト し て お きま す . 
③ Volume copy 
全 ト ラッ ク に わ だ たっ て V コ マン ド を 実行 し て コピ ー し ます . 
④ DSKINI 
BASIC の DSKINI 命令 と 同じ です . 
⑤) Read addresses 
指定 され た だ た ト ラック の セク タ シ ー ケ ンス (スキ ュー) を 表示 し ます . 
⑥ Format track 
指定 され だ た スキ ュー タイ プ で フォ ー マ ッ ト を 行ない ます . スキ ュー タイ プ に つい て は 後述 
Si 
⑦ Copy track(sectors data only) 
も セクタ 内 の デー タ を トラ ッ ク 単 位 で コピ ー し ます . 
⑧ Copy track(sectors data 鐘 skew) 
セグ タダ の デー クタ を ズ スキ ュー を 含め て コピ ー し ます 、 
⑨ Compare data 
2 つの ディ スク の 内 容 を 比較 チェ ッ ク し ます . 
Convert format skew 
セク タデ ー タ は その まま で , スキ ュー タイ プ だ け を 指定 され た タイ プ に 変換 し ます . 
①⑪ Change drives position 
この フォ ー マ ッ ト ト ラッ クコ ピー プ ブログ ラム で の ドラ イブ ボ ジ シ ョ ン ( オ プ ジ ェ クト ド 
ライ ブ , ソー ス ド ラ イブ ) を 設定 し ます . 
Q⑫ Change step rate 
ステ ッ ピ ング レー ト を 0-3 で 設定 し ます . 各 デ ィ ス ク ド ラ イブ に 対す る 最適 値 は , 次 の と 
お り で す . 
富士 通 純 正 厚 型 ド ライ ブ ……20 msec(*2” を 指定 し ます ) 


TE-20 に 15 msec( て 2” を 指定 し ます ) 
TEF-10 mt 10 msec(1” を 指定 し ます ) 
⑬ Quit | 
ブロ グラ ム の 終了 


79 ヴ 9 


第 8 府 フロッピー ディスク 


この プロ グラ ム で は スキ ュー の 自由 度 を あげ る た め に , 2 種類 の アル ゴリ ズム を 持っ て いま す . 
タイ プ 1 は セク タ 番 号 を 1 か ら 始 め , 次 の セク タ 番 号 は 前 の セク タ 番 号 に パラ メー タ の 値 を 加算 
し て , その 値 に 16 の 剰余 を と り ま す . パラ メー タ が 11 な ら セ クタ の 並び は , [1, 12, 7, 2, 13。 
8, 3, 14, 9,。 4, 15, 10, 5,。 16, 11, 6] と な り ま す . 当然 な が ら 指 定 で きる パラ メー タ は , 1 か 
ら 15 まで の 奇数 と な り ま す . 

一 方 。 タイ プ 2 は パラ メー タ の 値 を n と する と , イン デック ス ホ ー ル か ら セ クタ を n 個 ご と に 
置い て いく と いう も の で す . ポス ト ア ン ブ ル を 考 記 し て セク タ が 17 個 あ る も の と し て 数 える た 
め , パラ メー タ は 1-15 が 偶数 も 含め て 許さ れ ま す . た と えば パラ メー タ が 4 の と き セ クタ シー 
ケン ス は , [13, 9,5,1, 14,10, 6, 2,15, 11, 7, 3, 16,12, 8, 4] と な り ま す . 


リス ト 8-8 フォ ー マ ッ ト & トラ ッ ク コ ピー 


10000 ! 炒 玉 来 玉 来 来 来 来 来 求 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 未来 玉 玉 玉 求 玉 玉 氷 玉 氷水 水玉 玉 玉 玉水 来 求 水玉 氷 玉 氷 求 ※ 玉 玉 玉 求 玉 氷 
1020 『'※ Urdinary DiskK Faormatter for F-BASIC (Ver. る 3.0) ポ 
1030 !'* LIST 8 ヨ - ) V3.0 氷 
1032 !※ LIST 8- の ⑦ カカ " ヒ ツ ヨ ウ テリ" 人 氷 
10400 『 来 玉 玉 来 来 求 玉 来 来 来 来 玉 来 来 来 来 玉 玉 来 来 来 来 来 ※※ 玉 求 来 玉 来 来 来 来 来 氷 氷 求 氷 来 求 求 来 氷 氷 氷 氷 氷 求 玉水 玉 氷 氷 ※ 
1070 CLEAR 300.&H4000:DEFTNT -Z:DTM CMD〈6〉) . SR くう) 

1080 SDRV=0 : DRV= 1 

1090 SRO)=6:SR〈1)=12:SR(2)=20:SR て る うる )=30 

1100 CHLUR.0:MIODOTH 40.20:CUNSOLE . , . 0 

1110 LUADM HUCT$S〈PEEK〈&HFD1D)AND3 る うう + リ し コー ツ M "| 

1120 DEFUSR=&H4000 

1130 N ERRUR_GUTU 4430 

1140 

1150 LUCATE 0.0:CULUR 7 

1160 PRINTU @@ DiSsK ffOrmatter 和 †TOT F-BASTC $$ 

1170 PRINT:CULUR 4 

1 180 PRINTUSTNG'UHDject:D / Source:D 村 〈Step rate: 革 寺 mS う "jiUDRV, SDRV, SR て し 
MD〈6)) 

1190 LUCATE 0,4: :CULUR 『 


1200 PRINT' 1 SYSDSK for Ver る .0 

1210 PRINT' 2 : SYSDSK for Ver る 3.3 

1220 PRINTU 3 る : VOLUme COD ア 

1230 CULUR 5 

1240 PRINT' 1 ~DSKINr 

1250 PRINT' R Read addreSSBeS 

1260 PRINTU F F0Pmat traCK 

1270 PRINTU C CODpy 人 て FaCK (SCt て OrS data ロ anLy ア ) 
1280 PRINT' vV COpy tracK 〈SeCtaors data & SKew) 
1290 PRINT'  T イ COmpDare dat†a 

1300 PRINT" S Conver†t †Qarmat SKew 

1 る 10 CULOUR 4 

1320 PRINT" D Change dr1iveS pQOS1t10n 

1330 PRINTD 8a Change SteD rat†te 


1340 CULUR 7 

1350 PRINT"D GQ DuU1 七 

1360 BEEP 1: LOCATE 0.18:CULUR 6:PRINT' >> SeLect menu ?":BEEP 0 

1370 MENU$ も ="1122 う 3T1RFFTCCVvTtSsSDdadq"' 

1380 「SK=〈INSTRCMENU も , ITNPUT も (1 ))+1 )\2 

1 3?20 IF TSK=0 「HEN 1360 

1400 IF TSK=13 THEN FUR エエ =1 TU 20:PRINT:NEXT:CULUR 7:MIDTH 80.25:END 
1410 

1420 FUR C=18 TU 4 STEP -1:LUCATE 0,C:PRINT CHR$ も (5):NEXT 

1430 HN TSK GOUSUB 2160.2330,2520.2650.2780, 3190,3360., 3540, 3730., 3950, 4 1 
1440 FUR C=CSRLTN TO 4 STEP -1:LUCATE 0.C:PRINT SPC て 39):NEXT 

1450 GUTU 1150 


グン 0 の ひ 
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' 軒 還 Drive check / DRV、 ぃ P 上 議 

CMD〈(2)=DRV : CMD〈 1 )=0:D=USRCMD( 1 ) ) : て TK$=ITNKEY も : BT =O 

TF (CMD〈0〉) AND 128)=0 THEN 1530 

BEEP 1:LUCRTE 10.18:CHLUR 3:PRINT"Tnsert the disk 1jn 呈 "DRVi :BEEF 


IF TIK$=CHR$S(27) THEN ABT=1:GUTU 1560 ELSE 1490 
IF (CMD〈O) ND MP〉=0 THEN 1560 
BEEP 1:LUCATE 10.18:CULUR 3 う :PRINT"PMr1te protected jn 肝 DRVi :BEEP 


IF TK$=CHR$(27) THEN BT=1 ELSE 1490 

LUCRTE 10,.18:PRINT SPC(29 ) 

RETURN 

' 久 畔 「rack / STTTRK.LSTTRK 主 

CULUR 6 

LUCRTE 0.6:INPUT" Start Track = UiST も SE:TIF ST$=7 THEN 1610 
ST=VRLCST$〉:TF ST く O OUR 39< く ST THEN 1610 ELSE LUCATE 16.6:PRINT ST 


LUCRTE 19.6:TINPUT リ ) / Sidg = "iiSS も ETF SS$ も =" リリ THEN SS も $="0" 
SS=VAL て SS$):TF SS<O OR 1< く SS THEN 1630 ELSE LUCATE 30.6:PRINT SS 
LUCRTE 0,7:INPUT) Last Track = UiLT も SETF LT$S= ミ リリ THEN LT も $=S「$ 


LT=VAL(LT$):TF LT<ST _ ロ R 39 く LT THEN 1650 ELSE LUCATE 16,.7:PRINT LT 
LUCRTE 19.7:TINPUT" / Side = ILS も:TF LS$= ミ 7 リリ THEN LS=1 ELSE し S=VRL 


STTTRK=ST※2+SS:LSTTRK=LT*※2+ ォ し S 
IF LS<O DR 1<LS UR STTTRK>LSTTRK THEN 1670 ELSE LUCRTE 30,.7:PRINT 


LUCATE 0.8:CULUR 5:PRINT" again -> LBSJ':UK$=TNPUT$ て (1) 

FR C=8 TO 6 STEP -1:LUCATE 0,C:PRINT SPC(39):NEXT 

IF UK$=CHR$S〈8〉 THEN 1600 

LUCATE 0.6:CULUR 4:PRINTUSTNG" ++ TTPaCK : 相 村 / 持 一 相 村 / 肝 75ST, SS し LT し 


RETURN _ 
' 較 議 Factor / CMD〈(5) 回 議 ' 
LUCATE 0.8:CULUR 6:PRINTU >> SKkew type (1/2Z2) ? に T$=TNPUTS(1 


IF T$="20 THEN 1960 ELSE IF T$ く 2 り 1 7) THEN 1770 
LUCATE 0.8:INPUT" >> Type 1 SsSKew (1-15) 7? "FCTS:FCT=VRL て FC し 「 や ) 
IF FCT<1 UR FCT>15 UR (FCT MODO 2)=0 THEN 1800 
LUCRTE 23.8:PRINTU E+STR も (FCT) 
LUCRATE 0. の 9:PRTNT SPC て (34 ) 
っ SN= 1 
FUR ゝ =1 「U 16 
SYMBUL て SA*24+60,.90) ,STR$ て (SN) , 1 , 1 
SN=〈SN+FCT)MUD 16:IF SNs=O0 THEN SN=16 
NEX「 | 
LUCATE 0.10:CULUR 5:PRINT" again -> LBS」" 
BS$=INPUT$S〈(1):LUCATE 0.10:PRINT SPC(20) 
IF BS$=CHR$S〈8〉 THEN 1770 
LUCRTE 0.?:PRINT SPC34 ) 
CMD(5) う =FCT 
GUTU 2110 
LUCRTE 0.8:INPUTD >> Type 2 SKew (1-16) 7 リリ 。FCT も S:FCT=VRL(FCT$ も ) 
IF FCT く <1 UR FCT>16 THEN 1960 
LUCRTE 23.8:PRINTD ED+STR$ も (FCT) う 
LUCATE 0.9:PRTNT SPC て 34 ) 
っ n=FCT 
FUR SN=1 TU 16 
SYMBUL て SR24+60,.?0),STR$ も (SN) ,] . 1 
っ SR=(S て TFCT う MOUUD 17 
NEXT 
LUCRTE 0.10:CULUR SE:PRINT" again -> LBS」" 
BS$=TNPUT$S(1):LUCATE 0.10:PRTINT SPC〈20) 


ン の 7 


2070 
2Z080 
20?0 
2100 
2110 
2Z120 
2Z1 30 
Z140 
2150 
2160 
2Z170 
2180 
2190 
Z200 
2Z フ 10 
ZZ20 
2Z230 
22Z40 
2 フ 50 
2260 
2270 
Z2800 
ZZ ツ 0 
2300 
2310 
2320 
2330 
2340 
2350 
2360 
2370 
2380 
2390 
2Z400 
2Z410 
2420 
24 30 
2Z440 
2450 
2460 
2470 
Z480 
2490 
2500 
2Z510 
2Z520 
2 ら う 0 
2540 
2550 
2Z56U 
2Z570 
2Z580 
2590 
2Z600 
Z610 
2Z6Z0 
2Z630 
Z640 
2650 
2660 
2670 
2680 
2690 
2700 
2710 
2720 
2730 
2740 
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IF BS$=CHR$S(8〉) THEN 1770 
LUCRATE 0.9:PRINT SPC(34 ) 
CMD(5 う =ーFCT 


LUCRTE 0.8:CULUR 4:PRINT" 
RETURN 


「 症 還 」 問 

LOCATE 0.4:CDLDR ?:PRINT" 

LOCATE 0.6:CULUR 4:PRINT" 
PRTNT : PRINT" 

DRV=UDRV : WP=64 : GUSUB 1480 

DRV=SDRV:MP= 0:GOSUB 1480 


+ 二 


村 村 
玉 

・ エ F 
・ エ F 


SKkew factor ("TS りう =UFCTiSPC(10) 


SYSDSK for Ver 3 る 3.0 
format 0-1: く 12 


2ー う ウツ く グ ー9 2 


traCcK 0 Copy & DSKTNr 


RBT THEN 2300 
RBT THEN 2300 


BEEP 1:LUCATE 0.10:CULUR 3:PRINTU >> Sure ?":BEEP 0 


IF INSTRCPYyP。 TENPUT$(1))=0 THEN 2300 


CMD(5 う = 1:STTTRK=O:LSTTRK= る 3:GUSUB 3270 
CMD(5 う =-4:STTTRK=4:LSTTRK=79:GUSUB 3270 
STTTRK=O:LSTTRK= 1:GUSUB 3440 


CMD〈1)=O0:D=USR(CMD(1 ) ) 


LUCATE 0.10:CULUR 5:PRTINTD ++ DSKINT"SPC( 1 1) :DSKTNT UDRV 


RETURN 


' 還 是 2 画題 

LOCATE 0.4:CHLOUR 7?:PRINT" 

LUCATE 0.6:CULUR 4:PRTNT" 
PRINT : PRINT" 

DRV=UDRV: MP=64:GOSUB 1480 

DRV=SDRV:MP= 0:GOSUB 1480 


村 時 
ボ 
ボボ 

・ エ F 

・ エ F 


SYSDSK fr Ver る .3 る 
TOrmat 0.2-9: く <1-11> 


1 , 10- 39: < く 2ー フ > 


traCkK 0- の 9 Copy & DSKTINTI 


RBT THEN 2490 
RBT THEN 2490 


BEEP 1:LUCATE 0.10:CULUR 3:PRITNTU >> Sure ?2":BEEP 0 


IF INSTRCVYy リ 。TNPUT$S(1))=0 THEN 2490 


CMD(5 う =11:STTTRK= 0:LSTTRK= 
CMD(5) う = ミー-ー2:STTTRK= 2:LSTTRK= 
CMD(S う =11:STTTRK= 4:LSTTRK=19: GUSUB 
し MD(S) う =-2:STTTRK=20:LSTTRK=79: GUSUB 

SITTRK= 0O:LSTTRK=19:GUSUB 


CMD〈 て 15)=0:D=USR て CMD て 1 ) ) 


] 


15 


LUCATE 0.10:CULUR 5:PRINT" ++ 
RETURN 

「 軒 還 < 症 本 

LUCATE 0.4:CULDR ?:PRINT" 


LUCRTE 0.6:CULUR 4:PRINT" 

PRINT :PRINT" 
DRV=UDRV : MP=64 :GUSUB 1480 
URV=SDRV:MP ミ = 0:GUSUB 1480 


村 村 
いく 
※ 

・ 上 エト 
・ エ F 


・5USUB 
GUSUB 


3270 
3270 
32 70 
う 270 
3440 


DSKTINTI"TSPC(11):DSKINT UDRV 


VOLUme COD ア 
じ OD ツ fTOFrmat SKew る data 
Track 0/0 - 39/1} 

RBT 「HEN 2620 

RBT THEN 2620 


BEEP 1:LUCRTE 0.10:CULUR 3:PRTINT"D >> Sure ?20:BEEP 0 


IF INSTR く PTYyP。TNPUT$S(1))=0 THEN 2620 


SITTTRK=U:LSTTRK=79:GUSUB 
RETURN 


問題 [ 加古 
LUCATE 0.4:CULUR 5:PRINT" 


DRV=UDRV:MP=64 :GUSUB 1480:TF BT THEN 2750 
BEEP 1:LUCATE 0.6:CULUR 3:PRINTU >> Sure ?20:BEEP 0O 
IF INSTRCPyYP。TNPUTS(1))=0 THEN 2750 


3 う 620 


村 村 DSKTNI 


BEEP 1:LUCRTE 0.6:CULUR 4:PRINTU ++ wr1t1ng..":BEEP 0 


FIELD 0,1 S ID$:DMY=LEN〈DSKT$〈UDRV 0. る) ) 


LSET TID$="SP EDSKUS DRV, 0 
DSKINT_UDRV 


・ つう 


8-4 ディ スク ユー ティ リティ 


RETURN 
@ 


 R 半 呈 | 

DRV=UDRV: MP=O0 : GUSUB 1480:IF ABT THEN 3160 

LUCATE 0.4:CULUR 5:PRTNT' 本村 REad addCESS 〈SEBCtOr SBqUenCBe) 
LUCATE 0.6:CULUR 6:TNPUT" Track = "iTRK も $:TF TRK$=" り 9 THEN 2810 
TRK=VaL( て TRK も ): エ F TRK く <O UR 39<TRK THEN 2810 


SYMBUL〈(40.110). リ "LU+CHR$ も (30)+『 ] - 1 tracCK"。1,1, ら 
SYMBUL て 40,120) りり 上"+CHR$ て (て う 1 )+ "| ] + ] 上 FaCK "1,1. ら 
SYMBUL て (40,.130) "LESHIFT」+[ リ +CHR$ て (30)+" ] -10 trackK",」1,1.5 


+10 trPacCkK'。1,1,. ら 5 
dr1ve deCrement「、] , 1 . ら 5 
dP1Ve 1nCPemgnt「'.」1,.1.5 


SYMBUL〈40,140) 、"[SHTFT]+["+CHR$( 3 る 1)+ 9] 
SYMBOUL〈40.150) [リリ +CHR$(29)+"] 
SYMBDL(40.160). り [リサ +CHR$(28)+"] 
SYMBUL(40.170) "上 ESC ] = ニー quUi1t"、] ,1.5 
TST$=CHR$〈30)+CHR$ て (うる 1 )+CHR$(25)+CHR$( て 26)+CHR$ も (29)+CHR$(28)+CHRS$(2 


LUCATE 0.6:PRINTUSING" ++ Drive 時 / TrPaCK 村上 寺 "iDRV」TRK 

CMD〈 1 )=1 :CMD〈2) =DRV 

し MD〈 う 3)=TRK 

CMD〈(4)=0:LUCATE 0.8:PRINTU 0: リ USPC( 30) 

D=USRC(CMD〈1)): エ F CMD〈O) THEN ERRUR 30 
FUR AA=0 TU 15 

SYMBUL(24* 介 T60.80) . STR も S〈PEEK〈(&H4602+8*6) ) 、 1 , 1 

NEXT 「 

CMD〈(4 う =1:LUCATE 0.9:PRTNTU 1: り SPC( る 0) 
D=USR(CMD(1)):TF CMD(O) THEN ERRUR 3 る 0 
FUR AA=0 TH 15 
SYMBUL(24※T60. の 90).STR$ も S〈(PEEK(&H4602+A*6) ) , 1 , 1 

NEXT 

BEEP 1:FUR M=0 TU 50:NEXT:BEEP 0 

DMY$=INKEY$ : ITKY=TNSTR( て TST$,TNPUT$〈 1 ) ) 

ITF TKY=O0 THEN 3040 

ITF TKY=1 THEN TRK=〈TRK+ る 9)MUD40 

IF TIKY=2 THEN TRK=〈TRK+ 1 )MUD40 

ITF TIKY=3 THEN TRK=〈TRK+30)MUD40 

IF TIKY=4 THEN TRK=〈TRK+10)MUD40 

TF IKY<5 THEN 2910 

IF IKY=5 THEN DRV=〈DRV+ 1 )MUHD て PEEK(&H71FA)+1 ) | 

IF TIKY=6 THEN DRV=〈DRV+PEEK〈&H71FA) )MUDCPEEK〈&H71F)+1 ) 

IF TIKY< く 7Z THEN GUSUB 1480: エ F ABT=O THEN 2910 

LINE〈40,.110)-〈(400.180) , PRE SET , , BF 

RETURN 


ma 還 呈 

LUCATE 0.4:CULUR 5:PRTNT'" 44 Format disK 
DRV=UDRV : MP=64 :GUSUB 1480:TF BT THEN 3330 

GUSUB 1590 

GUSUB 1760 

BEEP 1:LUCATE 0.10:CULUR 3:PRINTO >> Sure ?":BEEP 0O 
IF INSTRCV ッ YU 、TNPUT$S(1))=0 THEN る る 30 

1 


CMD(1 う =6:CMD(2)=UDRV:CULUR 5 

FUR 「=STTTRK TU LSTTRK 
CMD て うう =「 半 2:CMD(4)=T MOUD2 
LUCATE 0,10:PRINTUSTNG" ++ TracK 時 本 / Side 肝 り iCMD( る 3) , CMD(4) 
D=USR く CMD〈(1)): エ F CMD〈O〉) THEN ERRHR 30 


_NEXT 


RE TURN 


還 証 C 琶 識 

LUCATE 0.4:CULUR 5:PRTINT'' 杜 圭 CODDy SeCtOrS data 
DRV=UDRV : MP=64 :GUSUB 1480:F ABT THEN 3510 ( 
DRV=SDRV:MP= 0:GUSUB 1480:TF BT THEN 3510 
GUSUB 1590 


BEEP 1:LUCRTE 0,.10:CULUR 3:PRINTU >> Sure ?":BEEP 0 


ン 0? 


3420 
3430 
3440 
3450 
る 460 
3 る 470 
3480 
3490 
3500 
3510 
3520 
る 530 
3540 
3550 
3560 
3570 
3580 
3590 
3600 
3610 
3620 
3630 
3640 
3 る 650 
3660 
る 670 
3680 
3690 
3700 
3 る 710 
3720 
37? 30 
3740 
3750 
3760 
3770 
3780 
3790 
3800 
3810 
3820 
3830 
3840 
3850 
3860 
3870 
3880 
3890 
3900 
3910 
3920 
る 930 
3940 
る 950 
3 の 60 
3970 
3980 
3990) 
4000 
4010 
4020 
4030 
4040 
4050 
4060 
4U7( 
4080 
4090 


グ 0 ダ 


第 8 童 フロ ッッ ピー ディ スク 


IF INSTRC"Yy"、TNPUT$S〈(1))=0 THEN 3510 


CULUR ら 5 
FUR T=STTTRK TU LSTTRK 


CMD( て る)=T\2:CMD(4)=T MUD2 
LUCATE 0.10:PRINTUSTING'' ++ Track 革 村 / Side UECMD て うう), CMD て 4) 
CMD〈2)=SDRV : CMD〈 1 )=2:D=USRCCMD く 1) ) :TF CMD(O) THEN ERROUR 30 
CMD2) =UDRV : CMD〈 1 )=4:D=USRCMD〈 1 )) : TF CMD(O) THEN ERRUR 30 
NEXT 
RE TURN 
' 是 ソ v 加 証 
LUCATE 0.4:CULUR 5:PRINTU 本村 COD ツ SKBM TaCt0OF & SeCtOrS 


DRV=UDRV : MP=64 :GHSUB 1480:TF ABT THEN 3700 
DRV=SDRV:MP= 0:GUSUB 1480:IF ABT THEN 3700 

GUSUB 1590 

BEEP 1:LUCATE 0.10:CULUR 3:PRINTU >> Sure ? リ 5:BEEP 0 
IF INSTR("Yy". ITNPUTS(1))=0 THEN 3700 


CULUR っ 
FUR 「=STTTRK TU LST「TRK 
CMD〈 う 〉)=「 間 2:CMD〈4 う =T MUD2 
LUCATE 0.10:PRTINTUSING" ++ TracK 村上 村 / Sijde 村 iCMD て 3), し CMD て 4) 
CMD〈2)=SDRV : CMD〈 1 )=2:D=USR(CMD(1)):TF CMD(O〉) THEN ERROUR 30 
CMD〈2)=UDRUV: CMD〈(1)=5:D=USRCCMD(1)):TF CMD(O〉) THEN ERRUR 30 
CMD〈1)=4:D=USR(CMD〈1)):TF CMD〈O〉) THEN ERRUR 30 
NEXT 
RETURN 


本 題 「 回 

LUCATE 0.4:CULUR 5:PRINT「 丘 村 COmpDaFE data nn SeCtQOrS 
DRV=DRV:MP= 0:GUSUB 1480:TF ABT THEN 3920 
DRV=SDRV:MP= 0:GUSUB 1480:TF ABT THEN 3920 

GUSUB 1590 

BEEP 1:LUCATE 0、10:CHLUR 3:PRINT" >> Sure ?2 リ 7 :BEEP 0 
IF INSTRCUYy リ U. TNPUTS(1))=0 THEN 3920 


CULUR ら 5 
FUR T=STTTRK TU LSTTRK 
CMD て 3)=「2:CMD(4)=T MUD2 
LUCATE 0.10:PRTNTUSING" ++ TracKk 相本 / Side 8 り iCMD( て 3 うう), CMD て (4) 
CMD〈2)=SDRV : CMD(1)=2:D=USRCCMD〈1)):TF CMD〈O) THEN ERRUR 30 
CMD〈2)=UDRV : CMD(1)=3 う :D=USR〈(CMD〈1)):T エ TF CMD〈0) THEN ERRUR 30 
IF CMD(1)=0 THEN 3910 
LUCATE 25.10:CULUR 6:PRINTUd1fferent ! 
IF INPUT$〈1)=CHR$(27) THEN T=LSTTRK 
LUCATE 25.10:CULUR 5:PRINT SPC〈12) 
NEXT 
RE TURN 


LUCATE 0.4:CULUR 5:PRITNT' 村上 COnvert format SKew 
DRV=UDRUV : MP=64 :GUSUB 1480:TF ABT THEN 4110 
GUSUB 1590 


GUSUB 1760 


BEEP 1:LUCATE 0,10:CULUR 3:PRINTU >> Sure 2 EBEEP 0 
IF INSTRCPYyP.TNPUTS(1))=0 THEN 4110 
LULUR 5:CMD(2)=UUDRV 
FUR 「=STTTRK TU LSTTRK 
し MD て うう)=T2:CMD(4)=T MUD2 
LUCATE 0,10:PRTINTUSTING' ++ TraCK 杜 村 / Side iCMD て 3) , CMD(4) 


>MD て 1)=2:D=USR て CMD く 1 ) ) : IF CMD〈0) 
CMD〈1 ) =6:D=USRCCMD て 1) ) : F CMDCO) 
CMD て 1 ) =4 :D=USR て CMD て 1) ) : F CMD〈O) 


THEN ERRUR 30 
THEN ERRUR 30 
THEN ERRUR 30 
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od ヨ 0 0Z 9 4Z 09 {【U dd{【 96 80 じ ZZ 』【 9 の 96 0 』【 ヨコ 5 8【 08【 ヶ 
に 1 こ 2d 09 9J コ G 9 U【 6 ? タ 0 99 コ Z2 4 Z の 9 9 ヶ SB 【【 【O り U【 ヶ 
に に 9 5Q d コ 9 8980 0Z 9 ヶ タ ?? Q 92 8B[【 96 < ゴゴ (Z 89 ヶ シ 9』4 00Z 06【 タ 
【 コ 0U 。2U9 ヨ { 96 90 UZ コ 【 96 0 』{ ヨコ 5 9 4d 098 9J コロ 098【 ヶ 
【6 dg け {[ /6 ヶ J 9U 5 4/2 Z の 9 9 ヶ 9 【【[ 9 0Z MM 4Z ゆい 6G 0 ょ 【 ウ 
4 ょ GO 989 6GZ Z0 0J {0 9 ヨコ Z0 9 タタ ヨコ J G ヨ 9ZUG ヶ / 9 の 9〆 09【 ク 
=b3 9【 96 <* ゴ (ZZ 9 940Z2 0 け V /9 び 9 9690CZ コ {9 の 96 6 05【 
J ヨ ゴゴ >【 g{ 426 0J 998 ココ 4Z 8g【 56 コ J』9Z 8【 ら 66 OU【 Z0O U と 【 ク 
d? JJ 00 9 ヶ ヨ 8 0O{ 8【 46 0d 98 JJ 00 ? タ ZZ 0{ 650 【B 【0O 0% 【 タ 
け ウ 9 けり J{【 46 {0 ? タ 9 20 99 Q び OO0 9Z 0O【 Z コ ヨ 4【 ? タ 58 GS 0 と 【 ク 
【 コ ヨ d 9 (5 ら G コ ヨコ Q ヶ { 9J950 ?5 多 2 29 SG% ココ 』 コ 59Z2 {を 66 U【【 タ 
2g 00 ヨコ g 0O【 ヶ 0 SZ 4 ヶ 00 96 Z0 % タ 0 ヨ 3 00 ヨコ 8 O【 6< 9』 00【 ヶ 
L S コ ] ゴ + ヨゴ + + 〕J+ + むせ + 6+ 9+ J ひ + の + ロ + タタ + $?+ 忌 + 【+ O+ ddU 


と ル と エー コ ぐ ロン 斉 5 寺 


桁 覆 い 上 〇 O ら 上 ar 上 Ui 人 y ツ 料 基 


Driv 埋 2 


ひ 


F-BASIC Ver さ 。O system d ュ is5k ト jin Drive O 


HOW mn ロ ツ 15 に dd ヒュ vV 己 S ( 〇 O OF 1-4) 


HOuw many disk すす 1] 昌 5 (0-ー19) 


Mhat 1 先 11 na 


ら uF@ LYJ 


L O 』 ( 


O ) 


| 還 


+ す 〇 1 + す つ + す る +4 


ドラ イブ 数 …: 
53 2oO 20 al 


OO_ OO OO 


想 紀 | ンク 


4F D3 谷 /Z 


CD) 


マ 


(STARKTUP) 2 "STARKTUP 


ご 


1 =. 


8-4 ディ スク ユー ティ リティ 


図 8-33 オー トス ター ト ユ ー テ ィ リ ティ の バ パラメータ 


ご 


』 


+ キ つ すら 6 +/ 


ファ イル 数 


IO1| OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
OO 


OO 
OO 
OO 
OO 
OO 


OO 
OO 


OO OO 
OO OO 


OO 0) 


+9 + 


BO 人 Q/ 
OO OOC) 
OO OO 
OO_ OO 
OO OO 
OO OO 
OO OO 
OO O ぞ 
BD /4 
O4 し じ 1 
OO B6 
BE / デ 
n6 8 ロ S 
BB ぞ O 


+ ロ 


OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
OO 


+D 


OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
OO 


OO 


OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
OO 
O0 
@19, 


OO 


+D 


26 
OO 
OO 
OO 
OO 
GO 
さ 4 
FF 
72 
56 
1 
6F 
26 
1 さ 


と ら 


22 153 54 41 52 54 55 ED 


7 じ し 8BD SA BD SE BE 71 : FF 


BB ヨ B 1D 77F7 O9 E9: 6 


ファ イル 名 


O1 ご こさ 4 ら 67879 人 BCDEF 


に 】 


0O1 ご こう 4 つ 67898EBCDEF 


すす 5| り O ラー ァ 7 ム 7Z7&S 
M~ ロ O 


4 スズ 
マシ 李 - ソロ フ も キ F 
男 キ - ロ スモ も マカ jr & る 
C ブ プ リー " 学 和 すす "MG 
フ キ ギ r 笠 rr rr - ”" 
じ ス も マサ Fr &』 馳 - ホ O@ ニ 
ブ 斬 "” "オラ 画 。 す を Z 
* 乱 ャ fO| 委 5 & ト 上 
i と っ す ナ RKUN "GSTARTU 


F'"r 地層 7 自 [ 問 ロ 


ン 0/ 


第 8 曹 フロ ッ ビ ピー ディ スク 


L 1 コ ( 6 ) 7 ププ Z コ 」 
OS ら 。 す 〇 + す 1 て すご する + す 4 す つ + す 6 +/ + す は + ウ + 人 8 +T ロ + ピ +D +TE +F Cs  O123456789QBCDEF 


OO 。 し に コ と 6 OB GA ZN F/ ノ FZ7 90 45 16 O1 1E 20 6E 30 BB BB ナ & Z* ネ タタ nOI 
1O =O BL 91 4 ら 2 ジ 6 DD 7 じ し 90 29 2O BB さ 4 14 8BD 22 SC EB 生 イ E& フ ュー) サ 4 自学 
<ZO 2ZO0 04 34 14 8D 1B SA SB8 BEFC 34 AE 8S AZ7 88 1 さ F@ 人 4 関 /X 還 4 ョ 暫 Z| 
こ O さら 94 34 14 BD OB SA S ヨ 8 BEFC 34 AE B5 nA6 86 3③5 AD 5~4 還 ZX 且 4 ョ 画 ブ 配ら 
40 9?4 F6FF EE C4 60 85757 5S7 57 57 39 34 12 ヨ D 12 @6C 分 ント *MMMMW94 箕 
っ O 4C 2EO 04 さ 34 12 BD OB 4 48 BEFC さ 4 AE ヨ 6 E6 8 さ D し L 4 還 JH 且 4 ョ 問 *m 
6O 35 92 B6 FF EE 8B4 6O 47 47 47 47 47 39 52 55 4E DF 51 カカ ン 画 *G5GGG9RUN 
ZOO 2 で | いさ コ 4 41 52 54 55 5O 2OI22 0O0 7F 90 458E 99 "GTARTUF “"-E 右 
8O 8 ロ d 3 ふ 7 8BD 3E D 39:BE 8 46 D 37 BE 8 5O ヨ D 32 9 17 回 > 還 ワ 映 上 / 較 P 還 2 
?O BE 88 56 BD 2D BE:B8B SD 8BD 2B BD 2 さ BD 95 CF BEBD DC 右 り 表 一 枝 ] 問 ( 騰 祝 スー マズ 
AO ES コ 1 25 EO 9F D9:C6 02 6D O1 27 OS BEBD 6 FE 25 。 CE Ma。 ん ニ " ル ニ m "メス 環 ん 
BO DS3 5A 2E DO C1 O さ 3:22 CC 1F 98 BD 6 22 20 0B 7E 9 も Z+ ミ チ リフ ニー エス 瑞 ! て 
CO E6 EE E6 8B0 Z7E AE: ヨ 84 8BD F6 BE 8 46 8BD F4 BE 8 さ O ペコ mm 須 2 議 F 時 日 関 
DO _ 5O BD EF BE 88 65:BD EA BD E5 BEBD 95 CF BD E5 QA1 9⑦4  F 秀 、 敵 晶 や 較 マ ー マ ス lc 
EO < コ ES 9F D9 C6 O1:6D O1 27 O ヨ 8 D 12 25S D9 9D D ヨ F ヨ 多 叶 ご ル ニ m " 胃 ん ル ュ リ 
FO 26 DS 5D 2B D2 C1:OF 22 CE F フ 7 90 24 20 2C 5F 34 9F ユナ メチ "ホホ 天 二 多 。 4 


こら BE D ふ 14 CO 2 ア 7 5 : CB っ うっ Q 79/ ささ 0 EAA AF 9D O3 3E 66 98 
ファ イル 名 


較 8-34 オー トス ター ト 条 件 


リス ト 8-10 オー トス ター ト ユ ー テ ィ リティ 


1000 『!※ 玉 数 来 来 来 来 玉 玉 玉 来 京 来 玉 玉 玉 素 玉 求 束 束 ※ 玉 玉 玉 束 氷 来 氷 玉水 涼 

1020 『"※ auto Start U† て 1L1i キ ッ い 

1030 !*k 。 < LIST -10 〉 V る 3.0/V3. る い 

1040  ! 米 ※※ 玉 玉 来 玉 玉 ※※ 来 来 玉 玉 玉 求 ※※ 玉 来 来 求 素 求 求 玉 氷 玉 来 玉 束 玉 玉 ※ 玉 氷 

1070 CLEAR 1000.&H7000:DEFINT -Z:CULUR 4.0:MTDTH 80.25:CUNSULE,,.O 
1080 FIELD 0,3 S ID も $,1 伯 S DD$, 1 人 S DF$ 

1050 FITELD 0.234 S DMYO$.8 RS SFNO$ 

1100 FIELD 0.114 人 S DMY3$.8 SS SFN3$ 

1110 『 

1120 PRINT「 村 持 ut0 Start Ut1L1jty 肝 村 " 

1130 BEEP 1:LUCATE 0.2:CULUR 6:PRINTUDOrive 月 7? リ 85:BEEP 0 

1140 D=〈INSTRC(CHR$( て (13 うう)+ 0112233"、TNPUTS(1)) う -15\2:TF D>3 THEN 1130 

1150 PRINT D 

1160 D$=DSKT$S(D,0.15):TD う も =TD$ も 0D$=DSKTS(D,0. 32 ) [ 
1170 IF ID$S く >P ST PD THEN LUCRTE 0.4:CULUR 2:PRINTPTNot Ver 3.0/3 DISK 
GUTU 1520 

118U ソ =- う * て 内 SC て (ITD3$)=0) 

L120 “ 

1Z00 LUCRTE 0.4:CULUR 5:PRINTUSING"F-BRSIC Ver 3_. 村 system disK 1n Dr1 
ve 月 VM,LD 

1210 D$=DSKT$S(D,0. る ) :ND=ASC(DD$):NF=ASCCDF$) 

1Z20 IF V=O0 「HEN D$=DSKT も (D,.0.16) :SF$=SFNO$ 

1230 ITF V=3 THEN D$=DSKIT$〈(D,6. 7?):SF$=SFN る 3$ 

1240 " 

12Z50 LUCRTE 0.6:CULUR 7:PRINT"How many disK drives 〈0 or 1-4) ? 「: 


1260 CULUR 6:PRTINT _ ND::TINPUT"=> けり 。HD$ 

1270 IF HO$='7 THEN DD=ND ELSE DD=VAL〈HD も $) 

1280 IF DD<0 HHR 4<DDO THEN BEEP:GUTU 1250 

1290 LUCATE 43,.6:PRINT DD 

1300 IF DD=O0 THEN LUCATE 47.6:CULOR 3:PRINT リー> Auto Start Cancet | た: 
GUTU 1440 

1310 " 

1 320 LUCATE 0.8:CULUR 7:PRINT"HoOwu many disK fjiLeS 〈0-15) ? 1 


1330 CULUR 6:PRINT_ NF: :INPUT "=> リ 。HF$ 


グ 0 ざ 


1 340 
1 350 
1 360 
1 370 
1 380 
1 390 
1 400 
1410 
8) 

1 420 
1430 
1 440 
1 450 
1 460 
1470 
1 480 
1 490 
1500 
1510 
1520 


8-4 ディ スク ユー ティ リティ 


IF HF$=") THEN DF=NF ELSE DF=VRLCHF も ) 

IF DF< く 0 DR 15<DF THEN BEEP:GUTO 1320 

LUCRTE 43.8:PRINT DF 

LUCATE 0.10:CULUR 7Z:PRINTVMhat 15 fjLe name 〈STRRTUP う 7 1 

CULUR 6:PRTINT CHR$(34)SF$SCHR$ も (34 う 1:TNPUT) = ミッ > 「。MN$ 

TF MN$=" | THEN MNS=SF$ 

IF LEN〈MN$)>8 THEN BEEP:GUTU 1380 ELSE SFD$=LEFT や SCMN$+" 「・ 


LUCATE 44.10:PRTNT SFD$ 

@ 

BEEP 1:LUCATE 0,12:CULUR 3:PRINTUSure [Y」 ?0:BEEP 0 

IF INSTRCUYy ッ フリ" TINPUT も (1))=0 THEN 1520 

D$=DSKT$S(D,.0.3 う ):LSET DD$S=CHR$S て (DD う :LSET DF$=CHR も (DF ) :DSKUS D,0, 3 
IF V=0 THEN D$=DSKTS(D,0,16):LSET SFNO$S=SFD$:DSKUS D,0,16 

IF V= ぅ う 「HEN D$=DSKT$S(D.6,。 7 の う :LSET SFN3$=SFD も S:DSKU も D.6, 7? 
LUCRTE 0.12:CULUR 5:PRINTVUK ! 


CULUR 7:PRINT:CLEAR 300:END 


ご - 和 4-9 


ファ イル メニ ュー 


プロ グラ ム の LOAD, RUN を 行なう の に 最適 な ファ イル メニ ュー プロ グラ ム を 紹介 し ます ( リ 
スト 8-11, リス ト 8-12). 

プロ グラ ム を 起動 する と 図 8-35 の よう な ファ イル メニ ュー( ド ライ ブ 0) が 表示 され ます . 青 
い カ ー ソ ル を 移動 きせ て ファ イル を 選択 し , [キー を 押す と その プロ グラ ム の 実行 , | | キー を 
押す と プロ グラ ム の ロー ド が 行なわ れ ま す . 


|, | 1 |, まま は 0 カー ソル 移動 
ISHIETHTI 。  …… カー ソル 移動 (上 へ 6 個 ) 
ISHIETHTIII 0 …… カー ソル 移動 ( 下 へ 6 個 ) 
OO ロー ド お よび 実行 
GII ロー ド の み 
四則 し …… ドラ イブ の 選択 

訴 58 ポス グー ト 
TAB 3 ンス テム リセ ッ ト 

Be 終了 


な お ファ イル 名 の 表示 は , 次 の よう に 区 別 さ きれ て いま す . 


[表示 色 」 
日 色 _ …… BASIC プロ グラ ム 
足 色 …… BAISC デー タ 
水色 619 マン ン 語 


ン の の 


第 8 斉 フロ ッッ ピー ディ スク 


[先頭 の 文字 」 
FFP バイ ナリ ファ イル 
還 議 連 傘 アス キー ファ イル 
と ラン グダグダ ム ファ イル 


109cC/DO (d4: 和 ff1) Run=LCR]。LOad=[ BS] 。 Dr マ =[O]-[ さ ]。 Co1d=[ESC ] 。 ResetmLTAB]。 避 u1 モ =LCL5」 
・SCTDMP と エビ に 。『 
.・ ら SCTDRHMF . <・FATSRC 
・QSCDNHP 。・FURKNMNAT 
の らら U 。 DSKRM 。 N 
・ RUN 。 。 DSKRM。f 
。 RUN 。 3 

・F INFO 
。・FDISF 
sFD1ISP。T 
。EDIR 
OFAT 

。・F 上 COF'YF 
。・FCUPY . T 
MSET 

。HF ILES 
。HFILES.T 
。HF/SUB.T 
還っ 開 


有 U ひ ビビ 呈 


つ テ ビビ ロ ビビ ロ DD ビビ ロビ ビビ ト )「『) 


Fi1 己 LOadeF Or F-BaASIC Ver さ 。O 


図 8-35 ファ イル メニ ュー プログ ラム の 表示 


リス ト 8-1 1 ファ イル メニ ュー(V3.0 用 ) 


1 000 ! 米 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 来 玉 玉 来 来 来 来 玉 来 氷 氷 求 来 米 来 未 氷 光 玉 玉 


110 『'※* FiLe Menu * 
120 『'* (て LTST ヨ -11 ) V3.0O 
1] 30 ! 米 京 座 束 玉 求 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 来 玉 玉 玉 来 ※ 氷 玉 玉 水玉 来 氷 
140 " 

150 GUTU 290 

160 『 


170 '@$ CuUrSOr 多 

180 X=NF\18:Y=NF _MUD18:LINE〈X*104.。〈Y+1)10)-〈〈X+ す 1) う 104-1 、〈Y+ ク )*10-4) ,X 
UR ., 1 . BF 

190 RETURN 

200 『* 

210 DATA 255.255.0.0.189,.143.54.189.207,119.126, 171 .244 

220 DATA 126.124.4.52.16.230. る, 141 .247.53, 16、167, る 3,57 

230 DRTA 142.96,31.157.222.108.2.108.5,.157.222.108.2.204 1 , 1 .237、 ら 5 

240 DATA 157.222.108.2.108、5.166.5.129,1?7.38.244.57 

250 DaATA 10.0.110.0.0.15.0.0,-1 

260 DATA 142.110.0. 7 の 9.67, 1726., 1 32 , 1 3 の 

270 " 

280 " 較 識 InitiaLize 

290 SCREEN 7。7:CULUR 7.0:MIEDTH 80.20:CUNSULE,...0:FUR =O0 TU 7:CULUR=〈(A 


各 ):NEXT 
300 FUR =0 TU 3:TD$=TD$+CHR$〈PEEK〈-1030) ) : NEXT 
うっ 10 IF TID$ く > "円 } 較 王 ′ THEN BEEP:PRINT"Not Ver 3.0 System ! UENEM 


320 =65057!+PEEK(&HFE04):PUKE &HFD93 る . 1 :PUHKE AA.8:PUKE A+T28.&H1C:POUKE & 
HFD93.,0 

330 PUKE 14.0:RESTURE 210:FUR Aa=O TU 12:READ AM:PUKE RAM:NEXT 

340 AD=&H60O00:RESTOURE 220:FOUR AA=AD TU AD+13:READ AM:PUKE AL.AM:NEXT 

250 "' 症 還 Main 上 詞 

360 CLS:CLEAR 1000.&H6000:DEFTNT A-Y:DIM D$S〈(7) :DEFUSR8=&HDBD5:DEFUSR9= 
&H6003 


グ 7 ひ 


420 
4 30 
440 
450 
460 
470 
480 
490 


6S-4 ディ スク ユー ティ リティ 


DRV=PEEK(14):LHCATE 0.0:CDLUR 6:PRINT USTNG'' 肝 寺 圭 C/D#":DSKFCDRV) , DRV 


DV=PEEK〈(&H71FA) :FV=PEEK(&H71FB ) 
CULUR 4:PRINT _ USING て (d 上 用 : 和 うり 91:DV+1 :HEX$(FV) ・ 
LUCRTE 25,19.0:CULOR 1:PRINT"FiLe Loader fnr F-BASIC Ver る 3.0": 
FIELD #0.32 aaS D$〈0),32 AS D$〈1).32 AS D$〈2) .32 AS D$〈 る ). | 
っ 2 RS D$〈(4) . 32 aS D$〈5) , 32 AS D$〈(6) .32 AS D$〈7) 


FAT$=DSKT$〈DRV, 1 , 1 ) : DS=4 : AF=0 : NF=O :ND=AF :NL$=CHR$ て 0) 
DPEN "0 41 USCRN:" 
D$=DSKT$〈DRV、 1 , DS) 
FDR I=0O TO 7 
D$=D$〈T+) :DT=ASCCDS ) 
IF DT=255 DR TNKEY$=" 
IF DT=0 THEN 530 | 
LUCATE 13*C〈ND\18),ND MHD 18+1:CULUR ?-ASCCMTD$S(D$、12, 1 ) ) : T=165:P 


。 THEN Ts=9:GUTOU 530 


RINT の": 


500 
HEN 
ら 10 


IF SCCMTDS(D$. 1 3, 1 ) ) =255 THEN T=124:TF SC て MID$〈D$、14, 1 ) ) =255 T 
「=62 
PRTNT 上 1 ,CHRS(T) USRB(" 9) LEFTS(D$.B〉) USR8 く USR9 く て ASC て MID$(D$,15, 1 


2))): 


520 
530 
540 
550 
5e0 
570 
580 


RF = ロ F+]:ND=AF _MUD 108 


NEXT 
IF =8 THEN DS=DS+1 : GUTH 440 
CLUSE 時 1 


IF F>ND THEN AF=108 
LUCRTE 16.0:CULUR る 
PRINTV'Run=sLCRJ,Load=[BS].Drv=[0]-[3],CoLd=[ESC].Reset=[TAB ] , Qu1t=[ 


に し S | 。 


5?0 
2) 


CMDS$=CHR$( て 0)+CHR$( て 28)+CHR$(29)+CHR$(30)+CHR$( て 3 る 1 )+CHR$S( て 6)+CHRS( 
+ じ し HR$(Z5)+CHR$(26)+CHRS( て 1 る)+CHR$( 8B)+CHR$( 12)+CHRS$( 


2Z/)+CHR$( 9)+ 00123" 


600 LUCATE 0.18.1:CULHR 7 

610 BEEP 1:GUHSUB 180:BEEP 0O 

620 CMD=0:MHITLE CMD く <2:CMD=INSTRCCMDS$ , INKEY$) : MEND 

630 UN CMD GUTH 630,650, 660.670,690.650. 660 , 680, 700. 720 7?30.880 、900 , 99 
0, 860, 860., 860.860 

640 ! 較 謙 FiLe seLect 回 還 

650 GUSUB 180:NF=NF+18:TF NF<AF THEN 610 ELSE NF=NF-18:GDTD 610 ! righ 
14 

66U GUSUB 180:NF=NF-18:TF NF=>0 THEN 610 ELSE NF=NF+18:GUT 有 U 610 ! Lef†ft† 
67U GUSUB 180:NF=NF-1: IF NF=>0 THEN 610 ELSE NF=aAF-1 : SUTU 610 》 up 
680 GUSUB 180:NF=NF-6: ITF NF=>0 THEN 610 ELSE NF=AF-1 ・ 5UTU 610 ! + up 
620 GUSUB 180:NF=NF+1: TF NF<aAF THEN 610 ELSE NF =0・: SUTU 610 ! donwn 
700 GUSUB 180:NF=NF+6: TF NF<AF THEN 610 ELSE NF =0: GUT 有 U 610 ! + dpo 
MM 「] 

710 "' 還 較 Run & Load 関 較 

ィ 720 R= る 『! (RUN ) 

30 CX=1 3 て NF\18):CY=NF MOUD 18+1 : IF S し CREEN〈CX,CY)=62 THEN BEEP: GUTU 62 
() 

?Z40 FD$=HEX$CDRV)+ す "に り :FUR X= し X+] 「 ロ CX+8:FD$S=FD$S$+CHR$( て SCREENCX ,CY) ) : NE 
X「 

750 FT=7-SCREENCX ,CY 1) :TF FT<2 THEN と =PEEK〈(&H59D)*256+PEEKC&HG59E ) : GH 
TU 780 

760 IF FV=0 THEN BEEP : GUHT 有 U 620 

『 き 46 UPEN" TL) 1,FD$:D$=TNPUT も (る, 1 ) :Z=ASC て TINPUT$( 1. 1))*256+TaSCCTNPUT$ て (1 。 1 
)):CLUSE [ 
780 PUKE_ &H2DD,8:PUKE _&H2E6 ,&H80+DRV 

720 PUKE &H2EE .R : PUKE &H2EF . 0 :PHKE _&H2FO.,2-FT :PHKE_&H2F 1 , 0 : PHKE %H2F2 , 
0 

800 FUR エ [=1 TU 8:POUKE _&H2DD+ エ TI ASCC て MITD$〈FD$ , エ + フ 2, 1 ) ) : NEXT 

G10 〆=〆- 1:H1=FTX(Z/2G6 ) : し 1 = クー 日 1 *256 

820 〆Z=Z-300:HO=FTX(Z/256) :L0=2-HO*256 

引 30 PUKE &HSF ,、 HO :PUKE &H40.LO:POUKE &H45.H1 :PUKE &H46. し 1 

840 MIDTH,25:CLS:EXEC 4 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ププ ea 


ン 7 7 
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850 *" 国 論 Drive seLect 証 議 
860 D=CMD-15:TF D<=DV THEN PUKE 14.D:GUTU 360 ELSE BEEP:GUTU 620 

870 ouit 回 議 

80 CULUR ?:MIDTH,25:CLEAR 300.PEEK(&H59D)*256+PEEK(&HS5E):NEMEEND 

890 ' 還 較 CoLd start 上 還 

29200 GUSUB 180:LUCATE 16.0:CULUR 2:PRINT CHRS(5〉) 9 

910 IF LEFTS(DSKT$S〈O0.0.29) うるう )= リ "時 /) THEN 930 

520 BEEP:PRTNT'"> ら > Different System Disk !! < く < EFUR IT=O0 TU 2000:NEXT:GU 
TH 570 | 

930 PRINT' く << く Disk BASIC CotLd Star† >> NN 

9540 CULUR 5:PRTNTU 寺 村 JuUSt 8 mOment pLeaSe! 村 革 "| 

550 AD=&H6000:RESTOURE 230:READ MD 

960 MHILE MD=>0:PUKE AD.MD:AD=AD+1:READ MD:MEND :EXEC &H6000 

5?70 RESTURE 260:FUR AD=4 TU 11:READ MD:PUKE AD.MD:NEXT:PUKE &HoF8F , SH2 
O:EXEC 4 

580 ' 全 譲 Reset 還 議 

590 CULOUR 7?7:MTDTH.25:PRINTUReset.「:TIME$="O00:O00:00「 EEXEC-512 


リス ト 8-12 ファ イル メニ ュー(V3.3 用 ) 


1000 ! 玲 玉 来 水玉 玉 玉 玉吉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 水玉 玉 玉 玉 玉 水 
110 !'* F1iLe Menu 玉 
120 『!※ ( LIST 8-12 ) う V3. 3 玉 
1 3() ! 素 来 来 玲 京 来 来 来 来 求 氷 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 涼 玉 氷雪 氷 氷 玉 玉 氷 求 玉 氷 ホ 
140 GUTOU 230 
150 
160 DATA 189.159.229.189.221.84.126.147、19 ウ 9 
170 DATA 134,3,183.253, 1 36, 126, 138.153.52.16.230.3.141、242.53。16,167, う 
9 
180 『 
190 '$@$ CurSnr @$$ 
200 X=NF\18:Y=NF MHD18:LINE〈X*104.(Y+1)*10)-(〈X+1)**104-1 、〈Y+2)*10-4),X 
UR , 1 .BF 
210 RETURN 
40 
230 * 較 証 Initialize 証 畔 
240 FUR =O0 TU 5:TID$=TD$+CHR も (PEEK〈(-1030〉)):NEXT 
250 IF TID$< く 20X2 FT +CHR も て 15)+ す リオ | THEN BEEP:PRINTUNot Ver ふう .3 System.「:N 
ヒ 上 い 
260 CLEAR .&H5FFF.512:DEFINT 8:PUKE_ &H33C、0 
270 SCREEN QO:SCREEN 7.7.1.1:CULUR 7.0:MTDTH 80.20:CUNSULE , , ,0.0 
280 FHR =0 TU 7:CULUR=〈A,.AD:NEXT:PALETTE GiPRINT CHRS(27 う +「h 
290 RESTHRE 160:FHR =O TU 12:READ AM:PUKE AR+T&H340,M:NEXT 
300 AD=&H6000:RESTHRE 170:FUR =aAD TU AD+T18:RERD AM:PUKE RiRM:NEXT 
310 証 Main 上 剛 | 
320 CLS:CLEAR:DEFINT AA-Y:DIM D$〈(7) :DEFUSR7=&HE944 :DEFUSRB=&HE94B:DEFUS 
R9=&H6008 
330 DRV=PEEK&H33C) :LUCATE 0.0:CULUR 6:PRINT _ USING 村 村 杜 C/D 村 "1DSKF て DRV ) 、 
DRV ・ 
340 DV=4:FHR =O TU 3 る:DV=DV+〈PEEK て AT&HFC30)=255) : NEXT :FV=PEEK て &H ウ 024 ) 
350 CULUR 4:PRINT _ USING (で (d 桂 : 季 1 う リ iDViHEX も (FV): 
360 LUCATE 20.19.0:CUDLUR 1:PRINTUF1Le Loader for F-BRSIC Ver 3.3『: 
370 FIELD 0,32 AS D$〈0) ,. 32 AS D$〈1).32 AS D$S〈(2).32 介 S D も くう ), 
32 AS D$〈4)、32 AS D$〈5〉 . 32 S DS(6〉),、32 AS D$〈 く ? う 
380 FAT も $=DSKT$〈DRV. 1 、1):DS=4 : AF =O:NF =O0 : ND=RF 
390 UPEN OU 上 寺 1. SCRN "| 
400 D$=DSKT$S〈DRV、 1 .DS) 
410 FUR IT=O TOU ? 
420 D$ ゃ =D$〈(T):DT=ASC(D ふ も) 
430 IF DT=255 UR INKEY$= リ "9 THEN =9:GUTU 490 
440 TF DT=O0 THEN 490 
450 LUCATE 13w(ND\18) 、ND MOUD 18+1:CULOUR 7-ASC(MTD も (DS も, 12.1)):「=165:P 
RINT の Di 


の 7 グ 


460 
HEN 
47 

2 ・ 

480 
490 
500 
っ 10 
520 
ら 30 
540 


8-4 ディ スク ユー ティ リティ 


IF ASC(MTD$(D$, 13, 1 ) ) =255 THEN T=124: IF ASC て MTD$(D$、14, 1 ) )=255 T 


「=62 
PRTNT 時 1,CHR$〈USR8(T)) LEFT$S(D$,B) USR7〈USR の (ASC(MTD$〈D$, 15, 1 ) ) ) 
RF=RF+1:ND=AF _MUD 108 

NEXT 

TIF T=8 THEN DS=DS+1 :GUTO 400 

CLUSE 時 1 

IF 人 F>ND THEN AF=108 


LUCRTE 16.0:CULUR る 
PRTINT'Run=LCR」、Load=[BS」,Drv=[0]」-[ 上 3].CoLd=[ESC],Reset=[TAB] . Quit=[ 


じ LS 1 5 


550 
2) 


CMDS$=CHR$〈 0)+CHRS も (て 28)+CHR$S〈(29)+CHR$S て 30)+CHR$ て 31)+CHR$( 6)+CHR も ( 
+CHR$( て 25 う + じ CHR$S(26)+CHR も (1 うう)+TCHR$ て 8)+CHR も て 12)+CHRS も ( 


27 う )+CHRS( の 9)+ 0123" 


560 LUCATE 0.18:CULUR 7 「 

G70 BEEP 1:GUSUB 200:BEEP 0 

580 CMD=O0:MHTLE CMD<2:CMD=ITNSTRCCMDS$ , INKEY$) : MEND 

S90 UN CMD GOUTU 590.610.620.630.650.,.610.620.640.,660. 680 、 690., 20 . 850 、 9 く 
0. 800.800,800.800 | 

600 " 還 較 FiLe setLect 関 議 

610 GUSUB 200:NF=NF+18:TF NF<aAF THEN 570 ELSE NF=NF-18:GUTU 570 ! righ 
て 

620 GUSUB 200:NF=NF-18:TF NF=>0 THEN 570 ELSE NF=NF+18:GUTU 570 ! Lef† 
630 GUSUB 200:NF=NF-1: IF NF=>0 THEN 570 ELSE NF=AF-1: GUTU 570 " up 
640 GUSUB 200:NF=NF-6: ITF NF=>0 THEN 570 ELSE NF=AF-1: GUTU 570 ! + up 
650 GUSUB 200:NF=NF+1: ITF NF<AF THEN 570 ELSE NF=0O: GUTU 570 * down 
660 GUSUB 200:NF=NF+6: ITF NF<AF THEN 570 ELSE NF=0O: GUTU 570 ! + do 
Mn 

670 " 軒 較 Run & Loagd 問 議 

680 R= る !〈RUN) 

690 CX=1 3 う ※ て NF\18):CY=NF MHD 18+1 :TF SCREEN〈CX,CY)=62 THEN BEEP:GUTU 58 
U 

OU FD$=HEX$(DRV2+T リ EEU:FUR X=CX+1 TU CX+8:FD$S=FD$+CHR$S( て SCREEN X 、CY) ) : NE 
X「[ 

710 FT=/-SCREEN(CX,CY.1): エ TF FT<2 THEN Z=PEEK〈&HG9D)*256+PEEK〈&HG9E ) : GH 
TU 740 

ァ 720 IF FV=0 THEN BEEP:GUTU 580 

ァ 730 UPENUTU 1.FD も :0D$=TNPUT$ も (る,1):2=ASC( て ITNPUT$ く 1 , 1 ) ) 256+aSC(TNPUT も (1 , 1 
) ):CLUSE 「 

740 PUKE _&H2DD,8:PHKE_ &H1D.&HB0+DRV 

ィ 750 PUKE &H2EE.R:PUHKE &H2EF.0:PUKE &H2ZFO0,2-FT:PUKE _&H2F 1 .0:PUKE &H2F2., 
0 

760 FUR エ =1 THU 8:PUKE_ &H2DD+T , ASC(MTD$〈FD$., エ + ウ , 1 ) ) : NEXT 

7U CLEAR,2-1.512:MTDTH.25:CLS:LUCATE 0.0.。1 

780 EXEC &H340 

790 "' 還 較 Drive seLect 量 

800 D=CMD-15:TF D<=DV THEN PUKE _&H33C,D:GUTH 320 ELSE BEEP:GHTU 580 
810 " 計 議 Quit 

820 CULUR 7:MTDTH, 25:LUCATE 0.0,1 


830 
840 
850 
860 
870 


CLEAR . PEEK〈&HS9D) 256+PEEK&H59E)-1 .512:NEM :END 
軒 軒 CoLd star{ 貞 証 

GUSUB 200:LUCATE 16.0:CULUR 2:PRTNT CHR$S〈5) " 
IF SC(DSKT$S〈O0.0.15))=0 THEN 880 
BEEP:PRTINT">> Different System Disk ! 


くく :FUR T=O0 TU 2000:NEXT : GUT 


0U 530 


880 
890 
?00 
10 
ゥ 20 
930 
?40 


PRINT"< く < Disk BASITC coLd start >> 2 “ 

CULUR 5:PRTNT" 村 村 JuUSt 8 mOmBn ロ も DLeaSe! 村 村 ! 

PUKE &HFD86,&H38 : PHKE &H6SAA.&H20 : PHKE &HFD86 ., &H る 6 

EXEC &H922C 

' 軒 較 Reset 還 議 

CULUR 7:PUKE SHFD13.0:PRTNT'Reset." 

PUKE_ &HFDO02.0:PUKE &HFD1D.128:PHKE &HFD86、&H36 : PUKE &HFD10.0:EXEC 


&H6000 
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この プログ ラム で は , BASIC に 関す る 様々 な テク ニッ ク を 駆使 し て いま す . 興味 の ある 方 は , 
ソー スリ スト を 解析 し て みて くだ さい . 

ドラ イブ 数 , ファ イル 数 は , DISK-BASIC の ワー クエ リア を 参照 し て いま す . クラ スタ 数 の カ 
ウン ト は , FILES で 使う シス テム ルー チン を 利用 し ます . ロー ド お よび 実行 で は , LOAD 
(LOADM) に 必要 な パラ メー タ を 設定 し て , その ROM 内 ルー チン を 呼び 出し て いま す . コー ル 
ドス ター ト は , BASIC の イニ シャ ライ ズル ー チ ン を オー トス ター ト し な いよ うに 変更 し た 上 で 
実行 し て いま す . で すか ら オ ー ト スタ ー ト の 指定 が し て あっ て も , オー トス ター ト し ませ ん . ソ 
フト ウェ アリ セッ ト で は , ソフ ト 的 に リセ モット で きる も の は すべ て リセ ッ ト し , ブー ト ROM( イ 
ニシ エー タ KROM) を 呼び 出し て いま す . こ の と き デ ィ ス ク ド ラ イブ の モー ター を 止め な い の で , リ 
Il 幸 トキ ー を 押す の より も 速く 立ち 上 が り ま す . な お , FM77AV の V3.0 で リセ ッ ト し た と き に 
は , FDC ス テッ ピン グレ ー ト を 20ms か ら 6ms に 切り 換え て いま す . 
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9-1 プリ ンタ に 対す る BIOS 


FE-BASIC で は , ほとん どの 周辺 機器 に 対す る 入出 力 処理 を BIOS を 経由 し て 行なっ て いま す . 
そし て プリ ンタ に 関係 する BIOS と し て は , 次 の も の が 用 意 さ れ て いま す ( 図 9-1). 


①LPOUT  : プ リン タ に デー タ を 出力 し ます . 

② の LPCHK  : プ リン タ が Ready か , チェ ッ ク し ます . 

③ HDCOPY. : 画面 の ハー ドコ ピー を と り ま す . (HARDC1 相当 ) 
④ SCREEN : 画面 の ハー ドコ ピー を と り ま す . (HARDC2 相当 ) 


① の LPOUT は , デー タバ ッ フ ァ の 内 容 を その まま プリ ンタ に 出力 し ます . 出力 し た い デ ー タ 
の 先頭 アド レス と デー タ の 長 さ を パラ メー タ と し て セッ ト し ます . 

② の LPCHK は , プリ ンタ の 状態 を チェ ッ ク し ます . プリ ンタ が Ready 状態 で あれ ば ステ ー タ 
ス は 正常 終了 を 示し , ペー パー・ エ ンプ ティ (用 紙切れ ) 状 態 の と き は 50 を , NOT Ready の と き 
に は 51 を 示し ます . 

③ の HDCOPY, ④ の SCREEN は 画面 の ハー ドコ ピー を と る も の で , それ ぞ れ F-BASIC の 
HARDC1, HARDC2 命令 に 対応 し て いま す . そし て F-BASIC V3.3 で は 動作 し ませ ん . パラ メ 
ー タ と し て は 作業 領域 (209 バイ ト 以 上 ) の 先頭 アド レス と , 印字 カラ ー の 指定 (HDCOPY で は 
黒 。 灰 の 2 種類 ) を セッ ト し ます . 

一 般 に 画面 の ハー ドコ ピー を と る 場合 , プリ ンタ の 持つ グラ フィ ッ ク 処 理 の 制御 コマ ンド が 同 
題 と な っ て きま す . BIOS の ハー ドコ ピー ルー チン で は , 初期 の FM シリ ー ズ 純正 プリ ンタ で ある 
ェ プ ソン 系 の 制御 コマ ンド を 採用 し て いま す . し か し , エプソン 系 の 制御 コマ ンド を 持た な い 冨 
士 通 の 漢字 プリ ンタ 等 で も , この BIOS の ハー ドコ ピー ルー チン で 使用 し て いる コマ ヤン ド だ け 
は , 受け 付け る よう に 工夫 され て いま す . 

F-BASIC V3.3 で は , ハー ドコ ピー 関係 の BIOS(HDCOPY, SCREEN) が 削除 され まし た だ た . そ 
し て , 新しく レジ スタ イン ター フェ ー ス の BIOS が サポ ー ト され まし た . 


① APRTOT : 1 文字 出力 
② PRTCHK : Ready チェ ッ ク 


この レジ スタ イン ター フェ ー ス の BIOS に つい て 少し 説明 し ます . 
た と えば ,。 LPOUT を 使用 し て 文字 列 を プリ ント する 場合 を 考え て み ま す . この BIOS を 使う 
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に は , デー タバ ッ フ ァ の 先頭 アド レス と デー タ の 長 さ , そし て リク エス ト 番 号 の 計 5 バイ ト の パ 


フ メ ー タ が 必要 と な り ま す . プリ ント する 文字 列 が 長い 場合 は 問題 


に は な ら な い の で す が ,。 短い 


合 は どう で し ょ うか ?. 1 バイ ト の デー タ を プリ ント する の に も 5 バイ ト の パラ メー タ が 必要 


@LPOUT 


ユー ザー セッ ト 
バラ メー タ 


mmm つと are ieーーー ニ ーー ワー ニニ ーーー ーーーーー ビ ーーーーーーーーーーーーー ーー ニー ニー 


area see トー 


@L し PCHK 


ーーーー テ テテ ろ $ー 


" " ユー ザー ー セ ッ ト _ BIOS セ ッ ト | 
ns 


| で Drrss lm 
1 152 ォ |mswl 


@SCREEN 
ゴー・ 
| ラー ター ク ォ ー |msml | o 


坦 
ey ES 
EEIEE ビ ・ 葛 


「s re 
ex | っ 
「 So 
sl o | 


間 


球 E 字 カラ ー 指 定 バ イト 
過 FU 字 カラ ー 指定 バイ ト 


@APRTOT( レジ スタ イン ター ー フ ェ ー ス ) 
AccB. リク エス ト 番号 AccA. EH 字 デー タ 


間 


エフ ラー ステー タス . $FF98 


半 還 入間 


@PRTCHK( レジ スタ イン ター フェ ー ス ) 
AccB. リク エス ト 番 号 AccA. プ リン タ ポ ボー ト 番 号 


エフ ラー ステ ー タ ス . $FF98 


図 9-1 


macczze 


RCBCDT, RCBCTB, RCBCTG の 値 
7 6 5 4 3 2 1 0 


白 黄 水 色 縁 紫 赤 青黒 
~1" の ピッ ト が 黒 ( 灰 ) で EH 字 され る 


プリ ンタ 関係 の BIOS パ ラメ ー タ 


9-1 プリ ンタ に 対す る BIOS 


な の で す . 

レジ スタ イン ター フェ ー ス で は この 点 に 配慮 が な され て いま す . た と えば プリ ンタ 1 文字 出力 
(APRTOT) で は , AccA に 出力 し た い デ ー タ , AccB に リク エス ト 番 号 を セッ ト す る だ け で す . 
この レジ スタ イン ター フェ ー ス に つい て は , 第 3 章 で 説明 し て いま す の で , 併せ て 参照 し て くだ 
さい . 

BIOS の LPOUT を 使用 し た サン プル プロ グラ ム を リス ト 9-1 に 示し ます . また レジ スタ イン 
ター フェ ー ス の APRTOT を 使用 し た サン プル プロ グラ ム を リス ト 9-2 に 示し ます . どちら も 
$5000 番地 か ら プ ログ ラム を 入力 し て , EXEC 鐘 H5000 |[ 届 に て 実行 し て くだ さい . だ だ し 
APRTOT の 方 は , V3.3 で し か 動作 し ませ ん . 


凍っ レル に レー 


01000 玉 玉 求 求 玉 玉 氷 玉 玉水 水玉 玉 玉 ※※ 氷 求 来 来 来 ポ 涼 玉 示 玉水 氷 求 未 玉 玉 氷 玉 玉水 玉 氷 氷 氷 水 
01020 「 * LPUUT サン フ 5 ル フッ ロク "ラム ん K 
01030 水 て LIST ツー-」1 ) V る 3.0/V る 3. 3 水 
01040 玉 来 来 来 玉 玉 求 ※ 玉 ※※ 玉 玉 来 未 玉 玉 丈 氷 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 涼 玉 氷 氷 玉 玉 未来 玉 水 涼 氷 求 玉 氷 
01050 UPT NUGEN 

01060 5000 URG $5000 

01080 FBFa BIUS EQU $FBF Aa 

01090 し 

01100 5000 BE 5007 ENTRY  LDX RCB 

01110 5003 6GE 9F FBFA JMP LBIOS」 

01120 ※ 

01130 5007 UE RC し B FCB 14.0 

01140 5009 500D FDB DATR_S 

01150 500B 0012 FUDB DATA_LE-DATA_S 

01170 5S00D 46 DATa_S FCC *'FM-TechKnow 77RV" 

01180 501D 0D FCB $OD, $08 

01190 501F DATR_LE EQMU 。  ※ 

01200 氷 

01210 S000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGTN ADDR=SO0O 
PRUGRRM END RODDR=501E 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


リス ト 9-2 APRTOT の サン プル プログ ラム 


)1000 来 玉吉 玉 氷 来 玉 示 ※※ 玉 玉 ※ 玉 来 玉 ※※ 炒 玉水 玉 玉 玉水 玉 氷 玉水 玉水 
01020 氷 APRTUT サン 25 上 ルフ 5 ログ" ラ ん 水 
01030 率 〈 LIST @9-2 ) V る 3. る * 
01040 表 補 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 求 求 来 来 来 来 来 来 来 来 来 氷 来 氷 
01050 DPT NUGEN 

01060 5000 URG $5000 

01070 ホ 

01080 FBA7 BIOUS EQU $FBA7 

01090 ボ 

01100 5000 CE 5015 ENTRY  LDU DATA_S 

01110 5003 86 12 LDA DATQ_LE-DATR_S 
01120 500S 34 02 PSHS | 

01130 5007 A6 CO し LUUP し DA ・U+ 

01140 5009 C6 02 LDB 2 
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01150 SO00B AD 9F FBA7 JSR LBIHS ] 

01160 50OF 68 ヒ 上 4 す DEC > や 

01170 5011 26 F 4 S007 BNE し LUUP 

01180 5013 35 82 PULS 全 , PC 

01190 いい 

01200 5015 46 DATA_S FCC *'FM-TeChKnOw 77RAV! 
01210 5025 0D FCB $0D, $08 

01220 5027 DATA_E EQU 洲 

01230 

01240 5000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=5000 
PRUGRAM END RDDR=5026 
PRUGRAM ENTRY ADDR=S5000 


9-2 画面 コピ ー 機 能 


F-BASIC V3.0/V3.3 は , HARDC 命令 に よっ て 画面 上 に 表示 され て いる 文字 や グラ フィ ッ ク 
を , プリ ンタ に 出力 する 機能 を 持っ て いま す . 画面 コピ ー に は , 機能 の 異な る 3 種類 の も の が 用 
意 され て いま す . 


HARDC _。 …… テキ スト (コン ソー ル バ ッ ファ 内 の 文字 ) の み を プリ ンタ に コピ ー し ます . 
HARDC1 …… 画面 の 内 容 を 90" 回 転 し て , さら に 画面 の 1 ドット を プリ ンタ の 横 方 向 4 ドッ 
ト に 拡大 コピ ー し ます . そし て , 黒 , 灰 , 白 の 濃淡 レベ ル で コピ ー さ れ ま す . 


里 ・ 赤 ・・ 日 ee 時 
ぷに だ 水 ・ 黄 98828ieBeee7 灰 
眉間.20AMo 0 の 320eiekiee sea 日 


HARDC2_…… 画面 の 内 容 を その まま コピ ー し ます . 画面 上 の 1 ドッ ト は , その まま ブリ ンタ 
の 1 ドッ ト に 対応 し ます . 濃淡 は つき ませ ん . 


F-BASIC V3.3 で は , 画面 コピ ー を 行なう 範囲 を 指定 で きる よう に な っ て いま す . そし て 4096 
色 モ ー ド 時 に は , HARDC1, HARDC2 は 使用 で きま せん . 

それ で は , HARDC, HARDC1, HARDC2 に よっ て どの よう に コピ ー さ れる か 調べ て みる こと 
に し まし ょ う . リス ト 9-3 を 入力 し て , RUN | し て くだ さい . 実行 は , V3.3 で も 8 色 2 画 面 モ 
ー ド な ら 可 能 で す . 

実行 する と 2 つの 円 等 が 描か れ , BEEP 斉 が し て 止ま り ま し た ね . ここ で 0-2 の Key を 押し て 
み ま し ょ う . それ ぞ れ の 画面 コロ ピー モード で の ハー ドコ ピー が と れ ま す ( 図 9-2, 図 9-3 , 図 9- 
4), 


グ 7@ 


リス ト 9-3 画面 コピ ビー の サン プル プロ グラ ム 


1000 『! 氷 氷 玉 玉 玉 ※※ 玉 求 束 束 束 玉 玉水 氷 玉 玉 来 求 玉 求 氷 玉 来 来 氷 来 氷 氷 来 来 玉 米 来 涼 氷 氷 炒 米 


1001 『'*※ HaRDC TEST PRUGRAM 
1002 !※ で し TS ワー) ) V3.0/V3. る 


1003 !* 7 
1004 『!* 3 


ジィ 
か 


し IS「 の 9-4 か に ウヨ コウ アド 人 
LIST 9-5 か カ " に ビン ヨウ の アパ 
1005 『 米 玉 来 玉 来 束 来 来 来 来 来 ※ 玉 求 来 来 来 来 来 来 来 未来 求 来 来 玉 求 来 来 氷 来 来 玉 求 未 米 氷 


1010 CLEAR 300,&H5000 


1020 MTDTH40,25 


1030 PRINT"CIRCLE(320,100) . 150.7, 、 ら 5" 
1040 CIRCLE(320,100) , 150.7, . ら 5 

1050 LUCATE 0.23:PRINT "CIRCLE(100.140),.70.5, .5.,、F" 
1060 CIRCLE(100,140).70.5, .5,,,F 


1070 FUR エエ =}) TH 
1080 LUCATE 30 
10?0 CULOR IT 


っ 
> 上 エ 氷 う 


1100 PRINT "CULUR 「": エ 


1110 LUCATE 30,. エ * る 3+ 
11Z0 PRINT「 還 証 還 証 証 詞 


1130 NEXT 

1140 BEEP 

1150 人 $=TNKEY$: 
1160 IF $="0" 
1170 IF 人 A$= リ 1" 
1180 IF $="2 
1190 ITF $= リ 3! 
1192 エ TF 8$= リ "41 
1200 GUTOU 1140 


1 


R や =TNPUT$〈1) 


THEN 
THEN 
THEN 
THEN 
THEN 


HARDC 

HARDC 1 

HARDC2 
LURDM "し L9-4M「 、。R 
LURDM "し 9-5M「 。 .R 


ED 


CIRCLE(320 。100) 。15O 。 了 5 


CIRCLE(1O00」 340) 。7O0。5。 5。 。 。F 


較 9-2 HARDC の サン プル 


ン 7 の 


区 3 童 プリ ンタ 


と 1 民 CLE( づ どけ ロ , ロロ ) 1 うら, 。 つ 


CIRCLE(199,14) , 75, 5,)」F 


図 9-3 HARDC1 の サン プル 


ご CI 民 こし E ビ くさ づ ど の, 19gd), 1 うつ ロレ, .。 や 


ト と 


CODL OU に R 
OS 3 


「V 


ご CDULOU ド R 


CULOUR 


| 


ご C り DL OU に R 


ょ 


ご こごり し 0U に 


| 


COUL OUR 


| 


CUL UKR 


| 


ご CIRCLE て で て 19 ロレ し 14 ワウ うし レデ ウレ し うし 。 ラ レル テラ F 


図 9-4HARDC2 の サン ブル 


9-3 拡張 画面 コピ ー プ ログ ラム 
先ほど の 出力 例 を 見 れ ば お わか り の よう に , BASIC で サボ ポート し て いる 画面 コピ ー 機 能 だ け 
少し 物足りな いで すね た と えば | 


① 色 の 濃淡 が わか り に くい . 
② HARDC1 で は 縦長 。 HARDC2 で は 横長 に コピ ー さ れる . 
⑬③ プリ ンタ の 印字 ヘッ ド が ,。 し ゃ っ くり を する . 


ング 0 


9-3 拡張 画面 コピ ーブログ ラム 


等 々 が あり ます . さら に F-BASIC V3.3 で は , 4096 色 モ ー ド で グラ フィ ッ ク の コピ ー が と れ な 
いと いう 欠点 が あり ます . 

そこ で は っ きり と 濃淡 印字 の で きる 拡張 画面 コピ ビー プロ グラ ム を , 8 色 モー ド 用 , 4096 色 モ ー 
ド 用 の 各々 作成 し まし た . 対象 の プリ ンタ は , エプソン 系 の 制御 コマ ンド を 持つ 9 ピン の プリ ン 
タタ です. たとえ ば, MP80Type II, Type 皿 ,RP80, FP80, MB27401 な ど で す . 

この プロ グラ ム で は , 8 色 モ ー ド 時 8 レベ ル の 濾 淡 , 4096 色 モ ー ド 時 26 レベ ル の 漠 淡 で 画面 コ 
ピー を 行ない ます . 十分 , 実用 に 耐え る レベ ル か と 自負 し て いま す . 

また , 縦長 , 横長 の 問題 に つい て も 配慮 し まし た . し か し FM77AV で は , 真 円 その も の の 定義 
が あい まい で ある た め (CIRCLE (320, 100), 150 が 画面 上 で は 縦長 と な っ て し まう ), 厳密 な 意味 
で の 真 円 で コピ ー さ れ て いな いか も し れ ま せん . HARDC1 で コピ ー し た も の より , 少し 横長 に な 
り ま す . 

そし て この プロ グラ ム で は , 1 行文 の デー タ を バッ ファ に た だ ため て 一 気 に 処理 する よう に し まし 
た. これ に より プリ ンタ の 印字 ヘッ ド が し ゃ っ くり する (動作 に むら が で る ) の を な くし まし た . 

実際 の プロ グラ ム を リス ト 9-4(8 色 モ ー ド 用 ), リス ト 9-5(4096 色 モ ー ド 用 ) に 示し ます . 実 
行 は いずれ も EXEC &H5000 と し ます . 

先ほど の リス ト 9-3 に リン ク す る と き に は , リス ト 9-4( ま た は リス ト 9-5) を “L9-4M” (まだ は 
*YL9-5M?) と いう ファ イル 名 で SAVEM し て お いて , 円 の 表示 後 , 3? また は \4" を 入力 し ます . 


SAVEM^L9-4M",&H5000, &H541E, &H5000 


その と き の 出 力 例 を , 図 9-5 に 示し ます . HARDC1, HARDC2 で コピ ー し だ た も の より , 円 ら 
し く コ ピー され て いる と 思い ます . 

さら に 8 色 モ ー ド で の 出力 例 と し て , FM 音源 カー ド 付 属 の デモ プロ グラ ム の 画面 を 図 9-6 に 
示し ます . 4096 色 モ ー ド で の 出力 例 と し て は , FE-BASIC V3.3 の README の 画面 を 図 9-7 に 
示し ます . 


リス ト 9-4 拡張 画面 コピ ー プ ログ ラム (8 色 モ ー ド 用 ) 


RDR : +0 +1 +2 + る +4 +5 +6 + イ +8 +9 +a +B +C +D +E +F  : [cs] 


5S000 : 7ZE 53 922 00 000000000000000000000000 ジ Ga 
5010 : 00 000000000000000000000000000000 : ジ OO 
5020 : 00000000000000000000000000000000 ジ OO 
5030 : 00 000000000000000000000000000000 : ジ OO 
5040 : 00000000000000000000000000000000 ジ OO 
S050 : 00 000000000000000000000000000000 : ジ OO 
S5060 : 00000000000000000000000000000000 ジ OO 
S070 : 00 000000000000000000000000000000 : OO 
S080 : 00000000000000000000000000000000 ジ OO 
5S020 : 00 000000000000000000000000000000 ジ OO 
S0R0 : 00 000000000000000000000000000000 ジ OO 
SO0B0 : 00 00 0000000000000000000000000000 ジ OO 
S0CO0 : 00000000000000000000000000000000 : OO 
S0D00 : 00 00 00 00000000000000000000000000 ジ OO 
SO0EU : 00 00 00 00000000000000000000000000 ジ OO 
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SOFO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
[ cs ] 7E 53 99 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 6a 
ADR +0 +1 +2 + る +4 +5 +6 + イ ア +8 +9 + +B +C +D +E +F Lcs] 
5100 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51 10 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5120 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51 30 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
1 40 00 00 00 09 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51 50 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5160 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51 70 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5180 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5190 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51a0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5100 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51EO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51FO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
L CS 」 00 00 00 00 00 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ADR +O0 +] +2 + る +4 + す 5 +6 + ア +8 +9 +Q +B +C +D +E +F [cs] 
5200 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5210 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5220 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5230 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5240 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5250 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5260 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5270 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5280 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5290 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 8E 00 00 BF 50 9D 
52B0 10 34 10 30 88 13 BF 50 14 FC 52 AA9 FODO 50 OE C る 3 ら / 
52CO 00 07 FD 50 12 86 10 B?7 650 0D 8E 50 03 86 11 8A?7 うし 
52D0 84 CC 50 0B ED 02 CC 00 0B ED 04 C6 40 ED 06 a^aD 08 
52E0 2F FB Fa 35 10 CE 50 OF 3 る 1 89 50 51 C6 14 Aa6 C8 9 
52F0O 28 47 9 01 90 6 C8 14 7 9 00 C8 Ra6 CO Ra7 Aa0 50 
LCS」 SB 9 00 C1 27 OF CO 2 47 28 34 66 aC 97 る 1 CF る 1 
ADR +O +] +2 + る +4 + す 5 +6 + イ ア +8 + の 9 + 全 +B +C +D +E +F Lcs] 
5 300 っ SR 26 EB 30 88 14 8C 00 C8 25 83 39 7 560 0B 7F E5 
5 る 10 50 0C 7F 50 00 6 01 SF aS 4 27 02 CB 03 5 A9 AC 
ら 320 00 C8 27 02 CB 06 5 9 01 90 27 02 CB 0OC 34 42 1 7 
5 る 30 3 る C5 EC C く < AA る E4 E4 E4 BA 50 QB FA SO OC FD 50 BO 
ら 340 0B 6 42 4 E4 Ba 50 0OD B7 50 00 35 42 48 24 C?7 ら 50 
ら 350 6E ?F FB FAB8E50 0386 0OER8a7 84 CC 53 85 ED 02 うら 
ら 5 る 60 CC 00 14 ED 04 AD 9F FB Fa CC 50 0B ED 02 CC 00 F 4 
ら 370 03 ED 04 10 8E 51 18 86 C8 34 02 8D 8F 3 ぅ 1 SF 6a ィ 7 ら 5 
5380 E4 26F8 35 82 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 19 
ら る 90 20 20 20 20 20 1B 4C 58 02 CC 00 00 FD 52 9 1? うし 
3^AO FF 09 CE ら 53 EF 80 8D CC 53 E4 ED 02 CC 00 04 ED 01 
53B0 04 aD 9F FB FaA CE 54 07 8D 9a CC 53 E8 ED0 02 CC 57 
53CO 00 04 ED 04 8D 9F FB FaA FC 52 A9 C3 00 08 FD ら 52 4 7 
ら 3D0 9 83 02 80 25 C9 CC 653 EC ED 02 CC 00 03 ED 04 らら 6 
53EO 6E ?9F FB FA 1B 4A 01 0D 1B 4 17 0OD 1B 32 0C 00 ら 7/ 
5 ら 3F0 00 00 55 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FF 00 51 
LcS」 4 る 1 る 96 02 80 D3 55 5 B3 93 7 EO0 62 07 C}1 33 38 
ADR +0 +]1 +2 + る 3 +4 + す 5 +6 +7 +8 +9 +Q TB +C +D +E +F [cs] 
5S400 FF FF 00 FF FF FF FF 00 00 00 00 00 00 00 00 00 FA 
5410 00 55 00 00 FF OO 00 FF 00 FF FF 00 FF FF FF OO 4E 
5420 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 


ン ン ン 


9-3 拡張 画面 コロ ピー プロ グラ ム 


SRVEN 


"し L9-4M'、 


00 : OO 
00 : 00 
00 : OO 
00 : OO 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 48 


ウパ 
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5210 00 OO OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5220 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5230 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5240 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5250 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5260 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5270 00 00 00 00 OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5280 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5290 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52Aa0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
2B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S2D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52E0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52FO 00 00 00 OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LGS 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ADR +0 +] +2 + る +4 + ロ +6 + ア +8 +9 + 各 +B +C +D +E +F [Lcs〕 
5300 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5310 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
る 20 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5 る 30 00 00 00 00 00 00 00 0Q0 00 00 00 00 00 00 000 00 00 
ら 340 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5350 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
360 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5 る 70 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5 380 00 8E 00 00 BF 50 10 34 10 30 09 BF 50 14 FC 653 9 じ 
ら う 90 7F FD 50 OE C3 00 03FD 50 12 86 1D BZ 50 0OD B8E すす 
5 3aO 50 03 86 11 7 84 CC 50 0B ED 02 CC 00 0B ED 04 F 3 
53BO C6 54 ED 06 AD 9F FB FaA EC E4 58 4%9 58 429 10 8E FE 
ら 3CO 5S50 SF 3 ぅ 1 B CE 50 OF C6 28 34 04 6 CO 44 44 34 00 
53D0 02 5F 6 C4 48 59 48 69 48 59 EB E4 E7 E4 E6 CO EE 
ら 3EO C4 OF EB EO EZ7 8O0 6 E4 26 E1 35 14 30 0 8C 00 89 
ら 3F0O C8 25 91 39 7F 50 0B /F 50 0O0C 7F 50 0OD 86 03 E6 B7 
LCS」 73 D4 16 AD 52 0C 6 FD 3D 8D 8C DF 43 70 BF 4D FF 
ADR +O0 +] +2 + る 3 + す 4 +5 +6 + ア イア +8 + の 9 +Q +B +C +D +E +F [cs』 
5400 Qn2 58 EB 4 34 42 33 CS EC C4 4 E4 E4 E4 BA 50 01 
54 10 0B FaA 50 0OC FD 50 0B A6 42 4 E4 BA 50 0OD BZ7 50 4 
5420 OD 35 42 48 48 24 D8 6E 9F FB Fa 8E 50 03 86 OE 8 / 
4 30 7 84 CC 64 5 ED 02 CC 00 14 ED 04 aD ?F FB FR nG 
5440 CC 50 0B ED 02 CC 00 03 ED 04 10 8E 53 /F 86 C8 の 4 
ら 450 34 02 8D 0 6aA E4 26 Fa 35 82 20 20 20 20 20 20 すけ 
5460 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 1B 4C 58 02 CC 00 し じ D 
ら 470 00 FD 653 7F 17 FF 0 CE 54 C4 8D RF CC 54 B9 ED D/ 
5480 02 CC 00 04 ED 04 D 9F FB Fa CE 55 12 80 9C CC ノ ヒ 
ら 5490 5S4 BD ED 02 CC 00 04 ED 04 0 9F FB FA FC 53 /F DO 
ら 4a0 C3 00 04 FD 53 7F 83 01 40 25 C9 CC 54 C1 EO 02 1 
54BO0 CC 00 03 ED 04 6E 9F FB FA 1B 4 01 0OD 1B 4 1 ァ / 1 
ら 54CO 0D 1B 32 OC 00 00 00 44 00 00 44 11 00 44 11 22 6 
54D0 44 11 QR 44 11 QR 44 11 QR 44 11 AR 44 11 内 44 3F 
54EO 11 An 44 11 EE 44 11 FF OO 11 FF OO 00 FF OO0 22 8 
54FO FF 00 aa FF 00 EE FF _ 00 FF FF 22 FF FF 22 FF FF D3 
LCS 」 C7 D9 12 C885 3F 8F 6C 45 1C 3D BO 78 63FD 68 し と 
ADR +0 +] +2 + る 3 +@ +5 +6 + ア 了 +8B + の +TQ TB +C +D +E +F LCS」 
5500 22 FF FF an FF FF AR FF FF BB FF FF BB FF FF FF E 1 
5510 FF FF 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 FE 
5520 00 22 00 00 22 88 00 22 CC 00 33 CC 00 33 CC 00 B8 
らら 30 33 CC 00 33 CC OO0 FF CC 00 FF FF 00 FF FF 0O00 FF じ 4 
5540 FF 00 FF FF OO FF FF 00 FF FF 00 FF FF 88 FF FF ィ 7D 
55S0 : 99 FF FF 99 FF FF DD FF FF DD FF FF FF FF FF FF EO 
5560 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5570 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
SS580 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
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5590 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 U0 
5S5AO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
55B0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 00 
5S5CO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00.00 0O 00 
S5D0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 U0 
SSEO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0O0 OO 00 00 
SS5FO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LcS 〕 EC EB FD 5 EE 症 的 EM もり MR 30 し ワウ 6BO 99 し フラ FE B8 


SAVEM "L9-5M".&H5S000.,&H5S55F , &H5000 


CIRC こし ビ ( く づら ど ロ 19 ロロ ), 1 つら 9 デア 。。 うら 


ご TI 民 CLE〈 く 199.4149) アロ 5, 。5,,,F 


図 9-5 拡張 画面 コピ ー プ ログ ラム の サン プル 
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図 9-6 拡張 画面 コピ ー プ ログ ラム の サン プ ブル 
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図 9-7 拡張 画面 コピ ー プ ログ ラム の サン プル 


9-4 PC 用 プリ ンタ を 『M に 接続 


現在 , 多く の メー カー か らい ろ い ろ な 種類 の プリ ンタ が 発売 され て いま す . その 中 に は , 特殊 
な イン ター フェ ー ス を 採用 し た プリ ンタ も 見 受け られ ます が , 大 部 分 は セン トロ ニク ス 規 格 に 基 
づい た イン ター 骨 isee 移 章 失 用 きれ て いま す . FM シリ ー ズ の 2 陳 六 角 4M 導 一 フェ ー ス も セン 
トロ ニク ス 規 格 に 基づい て いま す の で , 他 機 種 用 の プリ ンタ を FM シリ ー ズ に 接続 する こと も 可 
能 な わけ で す . た だ , その 場合 に 注意 すべ きこ と は , セン トロ ニク ス 規 格 で 保証 され て いる の が 
最小 限 の 動作 だ け で ある と いう こと で す . お も な 問題 点 と し て は , 次 の よう な こと が あり ます . 


① 信号 の 出力 され る タイ ミン グ の 違い 
② プリ ンタ の 制御 コマ ンド の 違い 
③ 文字 コー ド に 対す る キャ ラク タ の 違い 


本 項 で は , これ ら の 間 題 に つい て 最も 種類 が 多い と 思わ れる PC シリー ズ 用 プリ ンタ を 対象 に 
し て 考え て みた いま 肌 ま 2 

まず ① の 問題 で す が , PC 用 プリ ンタ に 限れ ば 特に 間 題 は あり ませ ん . た だ 注意 し な いと いけ な 
い の は , プリンタ の コネ クタ に 電源 ピン が 出 て いる 場合 が あっ て , う っ か り GND に 落と す と ヒュ 
ー ズ が 飛ん だ りす る こと が あり ます . 説明 書 等 で 確か め て お く 方 が 良い で し ょ う . 

次 に の に つい て は , 大 きく わけ て グラ フィ ッ ク に 関す る も の と キャ ラク タ に 関す る も の が ぁ り 
ます . グラ フィ ッ ク に 関す る も の は , エプソン の MP80 シリ ー ズ の PC 用 を 除い て , どう に も な 
り ま せん . どう し て も 必要 な 場合 に は , その プリ ンタ 専用 の 画面 コピ ー プ ログ ラム を 作る 必要 が 
あり ます . 

キャ ラク タ に 関す る も の と し て は は, 印字 改行 動作 が あり ます . PC 用 プリ ンタ の 多く は $O0D(CR) 
を 印字 改行 指令 コマ ンド と し ます . し か し FM シリ ー ズ 用 プリ ンタ で は , 通常 $50D(CR) を 送出 せ 


ウ ク 2) 


9-4 PC 用 プリ ンタ を FM に 接続 


すず , $0A(LF) を 印字 改行 指令 コマ ンド と し て 送出 し て いま す . で すか ら PC 用 プリ ンタ を FM シ 
リー ズ に 接続 し て その まま 印字 する と , た いて い の プ リン タ で は , 改行 動作 が 無効 と な っ て し ま 
いま す . その た め プ ログ ラム リス ト な ど を と ろう と する と , 切れ 目 の な い ぃ ダラ ダラ と つなが っ た 
リス ト が で き あ が っ て し まい ます . 

③ に つい て は , $F8 以降 の キャ ラク タ (〒 市 区 町 村人 田 ) が 印字 され ませ ん . 他 は 全く 同一 で 問 
患 は あり ませ ん . 

印字 履行 動作 に つい て , も う 少 し 説明 し まし ょ う . PC シリ ー ズ 用 で は , デー タ は 図 9-8 の ょ よう 
に 送出 され ます . 一 方 FM シリ ー ズ 用 で は , 図 9-9 の よう に な り ま す . 両者 の 違い を 比較 し て く < 
だ さい . 


FU 字 改 行 プリ ンタ (A) 


(印字 改行 ) _」、 
印字 改行 , 紙 送 り フリ ンタ (B) 


図 9-8 PC 用 プリ ンタ の デー タ 


無 視 プリ ンタ (A) 


EH 字 改行 5 
送り プリ ンタ (B) 


較 9-9 FM 用 プリ ンタ の デー タ 


結論 と し て は , $0D(CR) が 送出 され る よう に 何ら か の 手 を 打っ て や れ ば , よい こと に な り ま す . 
FM シリ ー ズ で は , $0D(CR) が 出力 禁止 コー ド 扱い に な っ て いま す . で すか ら , CR コー ド の 出力 
祭 上 上 を 解除 し て や れ ば よい こと に な り ま す . 

F- BASIC V3.0 で は , $0O1E3 番 地 に 出力 禁止 コー ド が 格納 され て いま す . PRINT 
HEX$(PEEK(&H1E3) ) [ 同 と し て , $0D が 出力 禁止 コー ド と な っ て いる こと を 確認 し て みて < 
だ さい . そし て 次 に POKE &H1E3, 0 を 入力 し て くだ さい . これ で CR コー ド の 出力 禁止 が 解 
除 さ れ , PC 用 プリ ンタ に も 正常 な リス ト が 出力 で きる よう に な り ま す . 

F-BASIC V3.0 L2.0 また は F-BASIC V3.3 の シス テム ディ スタ 付属 の ユー ティ リティ プロ 
グ クラム"SYSUTY" で も , CR コー ド の 出力 禁止 解除 を 行なう こと が で きま す . SYSUTY? を 起動 
し て , CR CODE FOR PRINTER の 項目 に , 00 を 指定 し ます . 
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FM-7 シリ ー ズ で は , 音楽 演奏 お よび 効果 音 の 発生 用 と し て PSG が 標準 実装 きれ て いま す . ま 
だ た オプ ショ ン の FM 音源 カー ド を 実装 する こと に より 様々 の 楽器 音 を 合成 する こと が 可能 と な 
り , より 自然 な 音楽 演奏 が で きる よう に な っ て いま す . 

一 方 , FM77AV で は , 従来 の FM-7 シリ ー ズ で オプ ショ ン だ っ た FM 音源 が 標準 実装 と な り 。 
FM 音源 が PSG の 機能 を すべ て 含ん で いる こと か ら , FM-7 シリ ー ズ と の 互換 性 を 保ち つつ 
PSG は 取り 去ら ち れ て いま す . 


10-1 PSG 
10-1-1 PSG の ハー ドウ ェ ア 


PSG(Programmable Sound Generator) に は , G・1 社 の AY-3-8910 と いう LSI が 使わ れ て 
いま す . この PSG の ピン 配置 図 を 図 10-1 に , そし て ハー ドウ ェ ア ・ ブ ロッ ク 図 を 図 10-2 に 示 


Vss(GND) [ | 1 40| | Vcc( 十 5V) Vss GND 


Vcc 5V 
N.C.[ | 2 39| ] TEST1 
N.C. 未 使用 
ANALOG CH.B [ | 3 38| ] ANALOG CH.C CH_.A チャ ネル A 音 声 出力 
ANALOG CH.A | 4 37「] DA0 CH.B チャ ネル B 音 声 出力 
| CH.C チャ ネル CC 音声 出力 
N.C. [ | 5 36| | DA1 IOA0 て 7 ポー ト A 入 出力 
IOB7 [ | 6 35| | DA2 IOB0 て 7 ボー ト B 入 出力 
4 DA0 て 7 デー タ ・ バ ス 
IOB6 [ | 7 34| ] D BC1. BC2 パス ・ コ ント ロー ル 
IOB5[ |8 33| | DA4 BDIR バス の 方 向 
CLOCK クロ ッ ク 入 力 
2| | DA5 
OB4 HH 3 ツー A8, A9 チッ プ ・ セ レク ト 
IOB3 [10 31| | DA6 TEST1, TEST2 テス ト 上 端子 
AY3-9310 RESET リセ ッ ト 
IOB2[ |11 30| ] DA7 ツ 


IOB1 | 」12 29| | BC1 
IOBO 13 28| |」 BC2 
IOA7 14 27|」 | BDIR 
IOA6 し 15 26| 」「EST2 
IOA5 [16 25| 」 AS 
IOA4 上 17 24| 」 A9 
IOA3 18 “ 23| | RESET 
IOA2 し 19 22| | CLOCK 


IOA1 | |20 21| 」 IOAO 
図 10-1 PSG ピ ン 配 置 図 
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PSG の 内 部 は , 3 個 の オシ レー タ と ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ 。 ミキ サー, エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ 
レー タ ( ア ンプ ) か ら 構 成 さ れ て いて , それ ぞ れ に 16 個 の レジ スタ (以下 R0-R15 と 記す ) が 割り 
当て られ て いま す 。 R14, R15 に は 通常 1/O ポー ト が 割り 当て られ ます が , FM-7 シリ ー ズ で は 使 
用 され て いま せん . 


レジ スタ R。. R, 


ナチ ナ ャ ネル A 


A オ 
| 
ョ ーー 一昔 デ 
me ss 
H 
レジ ス 5 
テ ャ ネル co | | レスタ Re fs c 
ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ 
HL 
クロ ッ ク 
> ボー ト A 


ws トト -w-ie 


図 10-2 PSG ハ ー ド ウェ ア ・ ブ ロッ ク 図 


10-1-2 PSG の 基礎 

PSG の 機能 を 利用 し て いろ いろ な 音 を 合成 する わけ で す が , それ に は まず PSG の レジ スタ の 
役割 を 知る 必要 が あり ます . 10-3 に PSG レジ スタ ・ マ ッ プ を 示し ます . 

RO と R1, R2 と R3, R4 と R5 が 。 そ れ ぞ れ ペ ア に な っ て 12 ビッ ト の オシ レー タ を 形成 し て い 
ます . そし て これ ら の ペア ・ レ ジス タ に 適当 な 値 を 書き 込む せこ と に より , いろ いろ な 周波 数 の 息 
形 波 を 得る こと が で きま す . 得 ら れる 周波 数 (f) は , 書き 込む デー タ を (D) と する と 


+ー 1 .2288105 
園 16XD 


と な り ま す . た と えば 楽器 の チュ ェ ー ニ ング で 使う 周波 数 440Hz の 音 を 出し た いと き に は , ペア ・ 
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| レジ スタ タ | 機能 | 7|6|15|4|3|2|1|0| 備 。 考 
“ 
チャ ネル A の 周波 数 | 。 | 上位 4 ビ ピッ ト ・ デ ー タ ー 


下位 8 ヒッ ト ・ デ ー タ 


F 
ド F 
よい 
( い 
ぶ 
ーー 
| 
| 
NN 


チャ ネル B の 周波 数 


下位 8 ビッ ト ・ デ ー タ 
上 位 4 ビット ・ デ ー タ 


チャ ネル CC の 周波 数 


ノイ スズ の 平均 周波 数 


ミキ シン グ ポー ト 制 御 


チャ ネル A の 音量 
チャ ネル B の 音量 
三 | 


| g 
IN 
ぶ 
j 
ひ 


> 
圧 
ゴ 
上 
と 
へ 
へ 
>J 
W* 


対応 する ビッ ト が 1 の 時 
オフ , 0 の 時 オン 


M=0 の 時 


づつ 


ヽ J C ひ NO トー 〇 つ 


つ | 
No | ご 

〇 

〇 

ンー 

ーー 

コ 

EE 

EE 

昌 

ー 

ー ゴ 

呈 

〇 

画 

ワ 


いい 
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| 
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下位 4 ビッ ト ・ デ ー タ に よる 


上 
アァ | 
上 
Q | 
回 
テ 
よい 
lo 
テ | | 一 
| 
ぐ | 人 y| 
ーー 


Rio チャ ネル C の 音量 4 ビッ ト ・ デ ー 0 
下位 8 ヒッ ト ・ デ ー タ 「 
上 位 8 ビ ピット ・ デ ー タ 


| ェ ン ロー 


Ri5 ポー ト B 出力 , 0 の と き 入 力 


つ 
ト 


図 10-3 PSG レ ジス タ ・ マ ッ プ 


レジ スタ に 175 を 書き 込め ば よい わけ で す . ペア ・ レ ジス タ に 書き 込む デー タ と 音階 の 関係 を 図 
10-4 に 示し ます . 

レジ スタ KR6 は 。 ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ が 発生 する ノイ ズ の 平均 周波 数 を 決定 する レジ スタ で , 
下位 5 ビッ ト で 指定 し ます . 書き 込む 値 が 小さ い ぃ ほど 平均 周波 数 が 高い (乾燥 し た 感じ の ) ノ イズ 


トー 


AL 

My 

T 

\ 
MW 


音 。 階 | 周波 数 | デー タ | 周 波数 | デー タ 『ー タ | 周波 数 | デー タ 
C 130.8 | 587 |2e1.e6 | 294 
C# | 34.6 138.6 | 554 277 

saes | 4 oe ]ves go |as7| 5m 
D 韻 38.9 | 1974 | 77.8 | 987 | 155.6 | 494 | 311.1 | 247 

上 161tRfS 本 作 2 に 1 

に az | wsl eg lel se |sezl ao 

ee se hesos ssl 

G 392 |392.0| 196 
G# | 51.9 370 185 
smo se lool es |zoo| zo loo] 

| A# | 58.3 329 | 466.2 | 165 

1245 311 | 493.9 | 155 


| 
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| ォ ク ター プ 


データ 
147 | 1046.5 し = ee 
re ueez| の 

Lossr oz| e loesl 3 

eeesl| e eee sao e 
5 te laws| 59 [ee7o| lsto 
es uo ees] ss |zsse| の lsse7sl ie 
oe lreoo| gg |asse| goesl 
ee eee ee les| 

コ 革 


〇 ) | | 
NO | O 〇 | 
GO 1 NN で 
C り 


5 4 soo] g loool m 
ae | ais| sssro| mogil 


注 ) 周波 数 は Hz 


の 


図 10-4 音階 と 周波 数 デー タ 


が 得 ら れ ま す . この ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ は , 効果 音 を 作る 際 に 重要 な 音源 で す . 
炊 に レジ スタ R7 は , 各 チ ャ ネル (A, B, C) に 割り 当て る 音源 の 種類 を 決定 する レジ スタ で す . 
対応 する ビッ ト に 0 を 書き 込ん だ と き に 出力 が ON と な り ま す . た と える えば, チャ ネル A に トー ン , 
ナチ ャ ネル B に ノイ ズ , そし て チャ ネル C を 未 使 用 と する と き に は , レジ スタ R7 に 層 HAE と 書き 
込み ます . まだ た, レジ スタ R7 の 上 位 2 ビッ ト は 特別 な 意味 を 持っ て お り , FM-7 シリ ー ズ で は 何 
で も いい の で す が , FM77AV で は FM 音源 で PSG を 代用 し て いる 関係 上 , 必ず “10” に する 必 

妥 が あり ます . 

R8,。 R9,。 R10 は 各 チ ャ ネル の 音量 を 決定 する レジ スタ で , ビッ ト 0 一 3 の 4 ビッ ト で 指定 

す . 0 が 音量 最小 で 15 が 最大 と な り ま す . また ビッ ト 4 を 1 に する と エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー 
タ を 選択 し た こと に な り , その と き に は 音量 の 指定 は 無視 され ます . R11 一 R13 は エン ベロ ー プ ・ 
ジェ ネ レ ー タ に 関す る レジ スタ で , R11, R12 で その 周波 数 を , R13 で エン ベロ ー プ ・ ッ パタ ー ン を 
指定 し ます . エン ベロ ー プ と は , 比較 的 長い 時 間 で みた 音量 変化 の こと で , PSG で は ( 図 10-5) で 
示す 10 個 の パタ ー ン を 選択 する こと が で きま す . エン ベロ ー プ の 周波 数 (f) は , 書き 込む デー タ を 
(DD) と する と, 


1 .22886X10? 


「 ニ ー 256 xX6 


と な り ま す . エン ベロ ー プ 制御 に て 音 が 鳴り 出す (エン ベロ ー プ の トリ ガー が か か る ) の は , レジ 


スタ R13 に 値 を 書き 込ん だ 上 明 間 で , 再 トリ ガー を か ける 場合 に は 再度 レジ スタ R13 に 値 を 書き 込 
まな けれ ば な り ま せん . エン ベロ ー プ を 用 いる と ピア ノ の よう に アタ ッ ク の 鋭い 音 や トレ モロ の 
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よう な 効果 を 出す こと も で きま す が , エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タク は 1 個 し か あり ませ ん か ら , 
音楽 な ど よ り も 爆発 音 な どの 効果 音 に 応用 する の が よい で し ょ う . 


商 


| Ri。 の 下位 4 ビ ツ ト 16 進 1 


1 0 0 0 
1 0 0 1 
1 0 1 0 


1 0 1 1 


( 〇 つ 
ーー 
| 
| 


1 1 0 0 


| 1 0 1 


1 1 1 0 


1 1 1 1 


図 10-5 エン ベロ ー プ ・ パ ター ン 


10-1-3 PSG の 応用 

電源 スイ ッ チ を 投入 し た 状態 で は , R0-R15 の レジ スタ に は すべ て 0 が 書か ん れ て いま すか ら 
その まま で は 何 も 音 は 出 ませ ん . 各 レ ジス タ に 必要 な デー タ を 書き 込む こと に よっ て 初め て 音 が 
出せ る わけ で す . その 手順 は , まず どん な 音 を 出す か に よっ て R7 の 割り 当て を 決定 し ます . つ び 
ぃ いて その 音源 に 対応 し て いる 各種 レジ スタ (R0 一 R5, R6) の 設定 を し ます . その 後 で 音量 の 設定 を 
すれ ば , と りあ える え ず 音 は 出る こと に な り ま す . も し エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ を 使用 する と き 
に は , さら に RI11, R12 の 設定 を し た あと , R13 に エン ベロ ー プ ・ パ ター ン を 書き 込む こと に な 
り ま す . 

前 置き が 長く な っ て 退屈 され た 方 も お られ る か と 思い ます が , いよ いよ 音 を 出し て み ま し ょ う . 
手始め に , 楽器 の チュ ー ニ ング に 使用 する 440Hz の 音 を 出し て み ま し ょ う . この 例 で は 1 音 し か 
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使い ませ ん か ら , R7= 科 HBE と し ます . R0, R1 の 値 は , f= ニ 440Hz で すか ら D テ 175 と な り , RO 
に 175, R1 に 0 を 書き 込め ば よい こと に な り ま し す . 音量 は R8 に 書き 込む の で す が , と りあ え 
すず 最大 (15) に し て お きま し ょ う . で は 実際 に , これ ら の 値 を PSG に 書き 込ん で み ま し ょ う . マシ 
ン 語 を 使っ て PSG の レジ スタ に 書き 込む 方 法 は 後述 する と し て , と りあ え ず 手軽 な F-BASIC 
の SOUND 命令 を 使う こと に し ます . 


SOUND 7,&HBE 回 
SOUND 0,175 品 
SOUND 1,.0 回 
SOUND 8,15 回 


さあ , どう で し ょ うか ? ピー ッ と いう 音 が 鳴り まし た ね . ここ で R8 に 他 の 値 (0 一 15) を 書き 
込め ば 音量 が 変化 し ます し , RO0 と R1 に 他 の 値 を 書き 込め ば , 周波 数 (音程 ) が 変化 し ます . v 
所 


〆 


SOUND 8.0 回 


を 実行 し ます . 

刀 に ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ を 使っ て 渡 の 音 を 作っ て み ま し ょ う .。 まず , チャ ネル A に ノイ ズ を 
設定 する た め , R7= 科 HB7 と し ます . エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ も 使用 する の で , R8=16 と 
し て レジ スタ R8 の ビッ ト 4 を 1 に し て お きま す . エン ベロ ー ブ 周 波数 を 0.5Hz と し て RI11, R12 
の 値 を 求め る と D=9600 と な り ま す . そし て , エン ベロ ー プ ・ パ マタ ー ン は 名 HOE を 選択 し ます . 


SOUND 7, &HB7 回 

SOUND 6,5 同 

SOUND 8,16 品 

SOUND 11,9600 MOD 256 曲 
SOUND 12,9600\256 品 
SOUND 13,&HOE 回 


いか が で し ょ うか ? また 前 の 例 の よう に R6 や R11,R12 の 値 を いろ いろ と 変化 させ て みて 
くだ さい . 

この 2 つの 例 で は , 1 つの 音 を 出す だ け で す が , 2 つ 以 上 の 音 を 合成 し た り レ ジス タ に 書き 込む 
値 を 変数 に し て ルー プ さ せな が ら そ の 変数 の 値 を 変化 させ る …… 寺 の 処理 を すれ ば , さら に いろ 
いろ な 音 が 作れ ます . リス ト 10-1 に その サン プル ・ プ ログ ラム を 示し ます . 

いま まで の 説明 で 。 あ る 程度 “PSG に 音 を 出さ せる 方 法 " は わか っ て いた だ けた だ たと 思い ます . 
サン プル ・ プ ログ ラム を いろ いろ と 改良 し て , My Sound を 創っ て 楽し か の も いい で し ょ う . 人 
か し , ゲー ム な ど へ の 応用 を 考え る いろ いろ と 欠点 が 目だっ て きま す . た と えば ひと つの 音 こ 
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10 
Z0 
30 
40 
1000 
1010 
1020 
・U 

1080 
1090 
1110 
1120 
1 200 
1210 
1230 
1260 
1270 
1 300 
1310 
1 320 
1 340 
1400 
1410 
1420 
1450 
1460 
1470 
1 480 
1450 
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リス ト 10-1 PSG サン プル プロ グラ ム 


6 表 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 雪 玉 玉 玉 ボボ ポ 玉 玉 示 示 玉 ポ 涼 玉水 雪 ポポ ポポ ※ 
9 水 
6 ホ 
W 未来 玉 玉 玉 玉 凡 雪 玉 ※ 玉 玉 示 玉吉 玉 溢 玉 玉 玉 当 氷 二 玉水 雪 玉 玉 ポ ※ ポ 


PSG SaMPLE PRUGRRN * 
( LIST 10-1 ) V3.0/V3. 3 


' 証 較 / い グリ ハツ ォ オン 
PRTNT "ハリ クル ハツ ォ オン "| 
SHUND 7,&HB6: SUUND 8.16:SHUND 11.0:SUUND 12.30:SUUND 13、0:SHUND 0O 


FR IT=0 TO 300 
SHUND 1.RND〈1)*10+1 :SDUND 6.RND て 1 )※ う 1 


NEXT 


SUSUB 9000 
' 症 議 キラ キラ キラ 
PRTNT キネ う キ フキ ネフ 「「! 
SHUND 7.&HBC :SUUND 8.12:SUUND 9,12 
FUR . エ =0 THU 200 
SnUND 0,RNDC 1 )*20+30: SUUND 1.0:SHUND 2.RND(1)*20+30:SUUND 3,0 
FUR J=0 TU 30:NEXT 
NEXT 
SUND 8.0:SUUND 9 の 9.0 
GUSUB 9000 
' 国 議 ラン カオ ォ ン 
PRTNT ラッ カオ ン "" 
SUND 7,&HBE : SOUND 1.0:SUUND 8.10 
FR エエ =30 TOU 200 
SHUND 0、T エ 
FUR J=O TU 20:NEXT 
NEXT ] 
SHUND ?,&HB6: SHUND 8.16:SHUND 11.0:SUUND 12.10:SUUND 6,31:SUUND 0 


15:SUUND 13,0 


1560 
1600 
1610 
1620 


GUSUB ?000 

' 較 証 ヽ リ コ フ ” フー 

PRTINT へ リコ フ マ ダー" 

SDUND 7.&HA4 : SDUND 0.0:SUUND 1.3:SHUND 6,.10:SDUND 8,.16:SUUND 11.0 


: SHUND 12.1:SUUND 2.13:SHUND 3.0:SUUND 9.16:SUUND 1 う .14 


1730 
1740 
1760 
1800 
1810 
1820 
1850 
1860 
1870 
1910 
1920 
1940 
1950 
1970 
Z000 
2010 
2020 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 
2100 
2110 
2120 
?000 
2010 
?2020 
?2030 


FUR エ T=O0 TU 10000:NEXT 
SUUND 8.0:SUUND ?,0 
GUSUB ?000 
' 国 還 レー サ \ ー カ " 0 
PRTINT "レー サド ー カ "フリ 
SUND 7?.&HBC :SUUND 8.12:SUUND 9,10 
FUR T=14 TU 3 STEP -1 

FOUR J=20 TO 50 STEP 4 

SHUND 0.J:SUUND 1.0:SHUND 2.J+2:SUUND 3,.0 

NEXT 

SUUND 8. エ :SUUND エー2 
NEXT 
SUUND 8.0:SUUND ?.0 
GUSUB ?000 
"明生 UFO 
PRINT'UFOU" 
SUND 7.&HBC : SHUND 8,12:SUUND 9.4:SUUND 1.0:SUUND うぅ ,.0 
FUR IT=0 TU 30 

FUR J=40 TOU 120 STEP 4 

SUUND 0,J:SUUND 2Z,J/2 

NEX「 
NEXT 
SUUND 8.0:SUUND ?,0 
GUSUB ?000 
GUTU 1000 
' 軒 較 PUSH ANY KEY 
PRINT'PUSH ANT KEY" 
$=TINKEY$: も =INPUT も (1 ) 
RETURN 
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に プロ グラ ム を 書か な けれ ば いけ な いと か , 複雑 な 音 を 作ろ うと する と 処理 に 時 間 が か か っ て し 
まう 等 。 等 . 

次 に 紹介 する プロ グラ ム は ある 程度 ゲー ム な ど に 向い た 方 法 で 。 あら か じ め 計 算 し て お いた 
PSG 用 の デー タ を 配列 に た め て お き , 必要 に 応じ し て その デー タ を 順次 読み だ し て PSG に 送り , 音 
を 出し て いま す . これ は , 後 で 紹介 する 本 格 的 な マシ ン 語 効果 斉 サ ブル ー チ ン と 同じ 考 え 方 で 作 
られ て いる の で , この 考え 方 は 基 非 理解 し て くだ さい . この プロ グラ ム で は , 画面 に サイ ンカ ー 
ブ を 書く ルー チン と キー 入力 ルー チン , サウ ンド ルー チン が , メイ ン ル ー プ か ら 呼 ば れ て いま す . 
そし て スペ ー ス キー が 押さ れる と キー 入力 ルー チン が フラ グ を 立て , その フラ グ の 変化 を サウ ン 
ドル ー チ ン が 検出 し て PSG 用 デー タ を PSG に 送る と いう 処理 に な っ て いま す . 音楽 が 鳴っ て い 
る 同 も サイ ンカ ー プ が 書か れつ づけ て いる こと に 注目 し て くだ さい . な お , PSG 用 デー タ は, 周 
波数 と 音量 と で 1 組 と な っ て お り , 1 回 の ルー プ で 1 組 の デー タ を PSG に 送り , デー タ エ ン ド ( 周 
波数 と 音量 が 共に 0 の デー タ ) を 検出 する と , フ ラグ を クリ ア し て サウ ンド ルー チン を バイ パス す 
る よう に な っ て いま す ( リ スト 10-2). 


リス ト 10-2 PSG 効果 音 プ ログ ラム 


100 ! 玉 玉 玉 玉 来 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉吉 求 求 玉 氷 未 玉 来 玉 玉 玉 氷 玉 氷 玉水 


20 !* PSG EFFECT SUUND PRUGRRM  *\ 
30 『!※ 〈 LIST 10-2 ) V3.0/V3.3 * 
う 2 「 ボ SPARCE KEY こ ニテ SUUND UN * 


0 ! 来 来 来 来 来 来 求 未来 玉 氷 来 玉 氷 求 玉 氷 求 束 玉 求 求 氷 求 束 氷 氷 求 玉 来 氷 素 ※ 
1000 X=0:FLAG=O0 :C=7:CLS 

1010 GUSUB 5000" 貞 蘭 SHUND TNIT 
1020 GUSUB 2000' 還 較 SIN カ ヵ カーフ * 
1030 GOUSUB 3000' 還 時 KEY INPUT 
1040 GUSUB 4000! 還 議 SUUND 

1050 GOUTOU 1020 

2000 "' 還 較 SIN カー フ \ 

2010 Y=SIN(X/180* る . 14159)*99+ 100 
2020 PSET(X,Y、C) 

2030 X=X+ 1 

2040 IF X>=640 THEN C=Cー-1 :X=0 
2050 C=C AND 7 

2060 RETURN 

3000 "' 還 議 KEY TNPUT 

3010 $=INKEY$ 

3020 IF $=" | THEN FLAG=1 
3030 RETURN 

4000 "' 還 置 SHUND 

4010 IF FLAG=0 THEN RETURN 
4020 REGO=SND%X〈FLAG- 1 〉 

4030 REG8=SND%〈FLAG ) 

4040 SUUND 0.REGO MOD 2656 
4050 SUUND 1.REGO \ 256 

4060 SUUND 8,REG8 

4070 FLAG=FLAG+2 

4080 IF REGO=0 AND REG8=0 THEN FLAG=0O 
4090 RETURN 

5000 "' 衣 較 SUUND INIT 

S010 DIM SND%X〈 る 1 ) 

S5020 FUR TL=O0 TO る 1 

5030 READ SNDX〈 1 ) 

5S040 NEXT 

S050 SUUND 7,&HBE 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ププ ププ ププ eeeoeoeoeoeoToToTTTーーー 
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5S060 SUUND 8.0 

5070 RETURN 

5080 DATA 20,.14、30,13.40.12.55.12 
5090 DRTA 70.12.90.10.50.8,.40,.7 
5100 DATA 20.12.30,11.40,.10.55, 
5110 DaTA 70.8.90,7.50.6,.0.0 


10-1-4 PSG の マシ ン 語 アク セス 

F-BASIC に は SOUND 命令 と いう PSG を アク セス する た め の 命令 が あり ます が , マシ ン 語 
で PSG に 何 か を させ よう と する と , SOUND 命令 に 相当 する も の を 自分 で 作ら な いと いけ ませ 
ん . FM-7 シリ ー ズ の PSG は , $FD0D, $FDOE に 割り 付け られ て いま す が , その アク セス は 少々 
復 雑 で す . その 手順 は , 


① デー タレ ジス タ ($FDOE) に アク セス し た い レ ジス クタ 番号 を 書く . 

② コマ ンド レジ スタ ($FDO0D) に ラッ チ ・ ア ドレ スコ マン ド (⑬03) を 書く . 
③ コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ プ ブ コ マン ド ($00) を 書く . 

④ デー タレ ジス タ に 書き 込み た い デ ー タ を 書く . 

⑤⑥ コマ ンド レジ スタ に ライ ト ・ デ ー タ コマ ンド ($02) を 書く . 

⑥ コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書く . 


これ を 実際 に プロ グラ ム し た の が , リス ト 10-3 で す . PSG の レジ スタ 番号 を アキ ュ ム レー タ 
A に 。 デ ー タ を アキ ュ ム レー タ B に セッ ト し て この ルー チン を 呼べ ば , PSG の レジ スタ に 書き 込 
み が 行 われ ます . プロ グラ ム の 先頭 は $5000 に な っ て いま す が , この まま で と この ア ドレ ス に 移し 
て も 使え る よう に な っ て いま す . 


リス ト 10-3 PSG レジ スタ 書き 込み ルー チン 


U1000 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 雪 数 玉 玉 玉 雪 数 玉 赤玉 玉水 涼 涼 氷 涼 玉 涼 洲 ※ 玉 未 涼 氷 玉 涼 未 氷 氷 
01020 氷 PSG MRTTE RUUT INE ホ ボ 
01040 氷 〈 LIST 10- る 3 〉 V る 3.0/V る . 3 氷 
01060 玉 求 玉 玉 玉 玉 玉 洲 来 玉 玉 玉 玉 ※ 氷 玉 玉 未 氷 求 来 氷 氷 玉 玉 求 未 玉 玉 来 玉 求 玉 玉 水 ※※ 玉 
01070 UPT NUGEN 

01080 5000 RG $5000 

01100 FDOD PSGCUM EQU $FDOD PSG_ コマ ント リ "レシ" 人 ター 
01110 FDOE PSGDAT EQU $FDOE PSGD テー ター レツ " 人 ダー 

01 120 ボ 

01130 SO000 B? FUOE MRTPSG STA PSGDRT レジ "スグ クー ハハ "ラコ " ウ カキ コ = 
01140 5003 34 02 PSHS 有 CC ホソ "ソフ 

01150 5005 86 03 LDR っ フッ ナ 了 ト "し ん コマ ソト" 
01160 5007 BZ FDOD ST「 和 内 PSGCUM  〈($ も 0 る 3〉 カキ コ = 

01170 5008 7F FDOD CLR PSGCLUM イン アク ティ フ " コマ ント "カキ コ = 
01180 5000 F7 FDOE STB PSGDRT テリ"ー ク ター カキ コ = 

01190 5010 48 DE し CA フラ イト ドア ーー クー ヨコ マト 『 
01200 5011 B/ FDOD STRR PSGCUM  〈($02) カキ コ = 

01210 5014 7F FDOD じ LR PSGCUM イン アク ティ フ " コマ ント "カキ コ = 
01220 5S5017 35 82 PULS ロ , PC し CC 内 フッ キ / リグ ター ソン 
01240 5000 END MRTPSG 
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TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRRM _ BEGIN ADDR=5000 


PRUGRRM END RDDR=5018 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


ET 


で は 試し に 一 番 最初 の 例 で も 出 て 来 ま し た 440Hz の 音 を 出す プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う . 
リス ト 10-4 が その 例 で す . ここ で は , $5000 か ら PSG 書き 込み ルー チン が ある も の と し て 作っ 
て あり ます か ら , リス ト 10-3 も $5000 か ら 入 力 し て お く 必 要 が あり ます . プロ グラ ム の 実行 は , 
BASIC か ら EXEC &H5100 | で す . 音 を 止め た いと き に は , EXEC &H5103 と 入力 し て く < 
だ さい . 


リス ト 10-4 PSG マシ ン 語 サン プル ブログ ラム 


U1000 玉 氷 氷 示 求 未 示 玉 玉 束 玉 玉 求 玉 氷 来 来 玉 玉 氷 未 玉 示 玉 氷 玉 求 玉 求 玉 玉 玉 未 玉 玉 玉 氷 玉水 
01020 い 440HZ チュ ー ニ っ ク " サウ 9 ント "\ 水 
01030 氷 (て LIST 10-@4 ) V3 .0/V る 3. る 水 
01040 氷 玉 玉 氷 玉 玉 氷 氷 未 玉 玉水 玉 玉 氷 玉 玉 玉 氷 玉 赤玉 氷 氷 玉 玉 氷 氷 玉 氷 氷 玉 玉 玉 玉水 水玉 来 来 
01050 UPT NUGEN 

01060 ら 5100 URG $5100 

01080 S000 MRTPSG EQU $5000 

01100 5100 7E 5106 ENTRY  JMP S_UN 

01110 5103 7E っ 123 JMP ゝ くっ -UFF 

01120 し 

01 1 30 ボ ォ ト ヲ グリ 人 

01 140 水 

01150 5106 86 07 S こ UN LDR 村 / SUUND 7 &HBE 

01160 5108 C6 BE LDB 村 $BE 

01170 510 BD 5000 JSR MRTPSG 

01180 510D 86 00 LDR 村 0 SUUND 0,.175 

01190 510F C6 ロ F LDB 村 1 75 

01200 5111 BD S000 J SR MRTPSG 

01210 ら 5114 6 り 1 LDR 村 1 SUUND 1.0 

01220 5116 C6 00 LDB 0 

01230 5118 BD 5000 JSR MRTPSG 

01240 511B 86 08 LDR 村 8 SUUND 8.,.15 

01250 511D C6 UF LDB 15 

01260 511F BD S5000 JSR MRTPSG 

01270 5 ら 122 る 39 RT「S 

01280 玉 

01290 い ォ ト ヲ トメ ル 

01 300 

01310 5123 86 08 S-UFF LDR すこ ( SUUND 8.0 

01320 65125 C6 00 LUDB 4 

01330 5127 BD S5000 JSR MRTPSG 

01340 ら 512 る 9 RTS 

01 360 5100 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MRRNTNGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=5100 
PRUGRRM END RDUDR=512^a 
PRUGRRM ENTRY ADDR=5100 


SE 
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FPSr の レジ スタ は , 値 を 書き 込む だ で だ け で は な く 読 み 出 し も 可能 で す . その 手順 は , 


①ー⑬ 書き 込み の 手順 と 同じ . 

(《⑥ も コマ ンド レジ スタ に リー ド ・ デ ー タ コマ ンド ($01) を 書く . 
⑤ デー タレ ジス タ か ら デ ー タ を 読み 取る . 

コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書く . 


通常 の 処理 で は , PSG の レジ スタ の 値 を 調べ る こと は な いと 思い ます が ,。 覚え て お いて 損 は な 
ぃ いと 思い ます . リス ト 10-5 に PSG 読み 込み ルー チン を 示し ます . PSG の レジ スタ 番号 を アキ ュ 
ムレ ー タ A に セッ ト し て 呼べ ば . アキ ュ ム レー タ B に PSG レジ スタ の 値 が セ モット され ます . 

リス ト 10-5 PSG レジ スタ 読み 込み ルー チン 


ll 


U1000 いも を. を. る も. も すす すもも 《 も る る も 6 も すもも も も る も も も も すす 《 も 《《 も すもも?《?《 も 4《《・ 
01020 氷 PSG _ READ RUUT INE 氷 
01040 に ( LIST 10-6 ) V3.0/V3. る 氷 
01060 玉 玉 玉 来 氷 氷 玉 玉 玉 玉 玉 水玉 玉 玉 玉 玉 未来 来 来 玉 来 来 玉 玉 玉 玉 来 ※※ 玉 玉 玉 氷 玉 玉 玉 水玉 
01070 UPT NUGEN 

01080 5S5000 URG $5000 

01100 FDOD PSGCUM EQU $FDOD PSG コマ ント "レシ " 人 ター 
01110 FDOE PSGDRAT EQU $FDOE PSGD テー グー レジ" 人 グー 
01120 ホ | 

01130 5000 BZ FUDOE RDPSG STA PSGDRT レツ "スグ ター ハハ "ラコ " ウ カキ コ = 
01140 5003 C6 03 LDB ・ フッ ナ 了 ト " レ A 人 コマ ント “* 
01150 5005 F7 FDOD S「B PSGCUM  ($03〉 カキ コ = 

01160 5008 7F FDOD CLR PSGCUM イフ アク ティ ブフ" コマ ント" カキ コ = 
01170 5S500B C6 01 LUDB 寺 1 コト ドク クニ コマンド" 
01180 SO00D F7 FDOD STB PSGCUM  〈($01 〉) カキ コ = 

011290 5010 F6 FDOE LDB PSGDRT テリ"ー ジ ター ヨゴ = ニトリ 

01200 5013 7F FDOD じ LR PSGCUM イン アク ティ ブフ" コマ ント" カキ コ = 
01210 5016 る 39 RTS リヴ ー ン 

01230 S000 END RDPSG 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTRL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN DDOR=5000 
PRUGRRM END RDDR=5016 
PRUGRAN ENTRY ADOR=5000 


10-1-5 PSG 効果 斉 ル ー チ ン 

最後 に ゲー ム な どの 効果 音 出力 に 最適 な PSG 効果 斉 ル シル ー チ ン を 紹介 し ます . リ スト 10-6 と リ 
スト 10-/7 が それ で す が , BASIC で 書か れ て いる リス ト 10-6 の 方 は 。 リ スト 10-7 の プロ グラ ム 
を テス ト す る た め の も の で , あま り 意 味 が あり ませ ん . 

さて , この PSG 効果 音 ル シー チン の 使い 方 で す が , まず , リス ト 10-7 を 入力 し て ゞ \L10-7M* と 
いう ファ イル 名 で SAVEM し て くだ さい . 


SAVEM “L10-7M”。 &H5000, &H5438, &H5000 


そし て リス ト 10-6 を 入力 し て RUN 回 と 入力 し ます . `HIT A-R OR @? と 表示 され ます か 
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0Q は O コ 2 90 629 U0 ?92 00UGUOO0O05UO9% ヶ UO ZZ UO &%6 0J【G 
>J は O 6t UO ヨ 39 UO 6 90?92 0U0USGUOO5SU9O9%9? ヶ 80 6 の 6z 08【5 
y ル 2 30 <Z OO 6{T 00 90 ? じ (SG?%9<$G 0 SG ? タ 9 %56 タタ? 25 UU【56 
ょ ゴ OS <G 0。 Z5 U ヶ ZG ヨコ 3 ZG ZZdZ5 0 25 ゆり ヶ の 5 2@ 65 06【6 
J6 Z ヶ コ 1G ら い UU {G ら ZZ ZG Z ヨ {SG U9 【G {8 SS 8 ヨ ヨコ 』 ヨ d ヨ 6@6 U8【 ら 
ら ビ 05 J』 コ G6 dg ヨロ >20 2J Ot U【 0 タタ 6% ヨコ ヨ J【 ZZ0 Q ヨ 0 【 ら 6 
と 0 2 ヨコ ?0 998 gd』 ココ de? ヶ 0G JJ ZZ 0G Q ヨ 9 ヨ ヨ ヨ J』 9?0 U9【 ら 
コ 4 ヨ 3 GO ょ U ヨコ 6 {G ヨコ J コ ヶ 80 0 90 ヨコ ヨ GO0 。 ぴ 9 626 【5 ヨ J 05【5 
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J ク ち 選 0G J/』 ヨゴ ヨ 20 JJ 9?9ZbUGOJ42V ヨコ 8 Z【 9J 0 UY【5 
Go6  : 05 ヨ 3J O{ U【 8 GS dQO Q ヨ 』4 QOO d』 コ 4 U ク ヨコ 0 Q ヨ ょ > コ 0 と 【 ら 
4 dO d ゴ コ ヨコ 2 OO dd 42d<0 98 ZO0 2? ヨコ 0d』 コ 4gd9O80O0Z 6ZO U【【 ら 5 
9 ゴ dG 2Z0 99 ? タ と 05G J/ ヨ オ 【O タ ヨ タ 8 (ヨッ タ Z0G9』V< 85 >? 00【5 
L SJ] ゴ + コ + d+ コ J+ ヨロ + け + 6+ 9+ ひ + の 9+ ロ + タ + SS+ の + 【+ O+ 80U 

429 6d 9 と 8 ?6 ヨコ 36 』 コ > ヨコ ヨ dB Sd 0 Zd@g 45 8gd 6Z【 JO [ 5J] 
SI@ ヨコ gG GZ 9 ヨ 3 qc 0G ヨ 3g8 9 ココ M ? タ 42 ヨ 3 ZZ 49 ZZ2 4 【8 0.305 
と 0 ココ ?9 ヨコ U 9g 0 9Z J ヨ 3 ? タ J コ 9 @6$ タコ 429 コ 』 9 の 8 【S Qg 0 ヨ 305 
86 45 9d0 8 GZ 9U 6 Z と 0 の 9 %59 み 4 QOS Qg 08 @ ヨ 80 88 0005 
ち 0 GZ 9U G ヶ dgd 09 9 ヨコ 3 90 28 6% ZZ と も りら? けけ お 305Q809 0J05 
ち / 9 コ 90 dd 5Z 9?U 8GQ 呈 0O0g939 ヶ 0QSQ@ ヨ 【 OS ヨコ 5 zO 0805 
ゴビ GZ 0 {JJ 0g8 9 コ 3 JO ヶ 9g ヶ GZ 99 { 9 ?5Z 99 8 242 ち B 0 け 05 
0Z  : ココ リコ ヨコ U ZZ/U<Ze9 ds 9Z ZZ 99 2656 4 と タ J) 2 ウ プ 0 0605 
ら G ぐ G ゴ 0Z ? コ /U コ ゴ 99 90 2Z0G { ヶ S 0 タ タタ 2 6 を z ゴ 08065 
に 1@ 2 ( ら 1 ヶ < ZOO g0 9Z ヨコ ヨ 4 {8 ヶ ?J 99 00 00 ヨコ 8 6z 0Z05 
レス < {0 Og 90 9 J{ 0G ヨ 9 9Z {ts 10 08 90 9J 9{ 05 ョ ヨ J 0905 
J 8Z 1 と て { dg 90 9J O{ 05 ヨ J 56Z 05 ヨ 8 O【 8 【0 O8 0505 
65 Z0 9Z 0 9 <O Q ヨ 99 dd ? ヶ 0 g』 0Z ヨ ヨ Z0 0 ヨ O【 <Zd 0 ヶ 05 
70 。 : て O ヨゴ ヨ 80 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0s065 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0Z05 
00 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0t05 
』% 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 9 【S ヨ / J2 【5 ヨ 。 00065 


ンー イ 路 圭 雇 9Sd /-01 す と 


dN ヨ 0U【6 

SO005GH3 J ヨ 3X ヨ 006 

09 0U109 O【【 

0* エ T+010GHS ヨコ 20d 001 

09 UID9 : d ヨ ヨ dd N ヨ H+ AU< く 1 0 0>I 』[ 06 
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9-($ け ) コ SU=[ 0A4 
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ゴゴ オタ HS 00 89 ヨコ 19 0Z 

玉 来 来 ※ 玉 来 束 来 来 来 来 来 ※※ 来 求 束 来 玉 来 ※ 玉 氷 来 氷 束 来 来 玉 玉 未来 氷 玉水 ※。 セ [ 


※ Y、 ィ 4 CE ムコ ぃ し ょ -O【 ISI | ※。 々 【 
※ と く A/0 SA 9-0O【 1SII ) ※。 選 【 
し N1d ONTTUS 1 ココ ヨコ 』d ヨ JsSd ※。 【【 


表 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 氷 玉 来 玉 裕 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 玉 来 氷 来 求 ※ 玉 玉 ※。 け U【 
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5100 19 08A 23 0 32 0 46 0 50 0 SO0a 6@4 0Oa69 08 7 の 
ら 1EO 00 00 04 00 14 OE 1E 0OD 28 OQC 37 0C 46 OC Sa 08 『4 コ 
51FO 32 08 28 07 14 0OD 1E 0OC 28 0B 37 0B 46 0B SA 0a DE 
LCS ] F2 05 88 66 2D F2 04 BD CF BD C5 75 B65aA 9?%a 9E 05 
QDR +U +] +2 + る + す 4 +G5 +6 + ア +8 + す の 9 +Q +B +C +D +E +F LCS」 
5200 32 08 28 0?7 14 0C 1E 0B 28 0a 3 る 7 0OA 46 0OaA SA 09 08 
521 0 32 08 28 07 14 0B 1E 0 28 09 37 08 46 06 SA 04 CA 
5220 00 00 04 00 50 00 46 0OC 3C 0 37 0aA 46 0OaA SA 08 EC 
G230 64 06 64 00 6@4 00 64 00 64 00 6@4 00 32 0D 3C 0C E5 
5240 2Z8 OR 37 08 46 06 Sa 04 00 00 04 00 19 0 19 0C 67 
5250 19 0C 19 0B 19 0B 19 0 19 0A 19 0 19 09 19 08 1 の 
5260 19 07 19 06 19 05 19 04 19 03 19 02 19 01 00 00 CB 
5270 10 01 00 05 03 06 05 07 07 08 09 08 0B 08 0OD 08 了 う 
5280 UF 08 11 09 1309 14 09 15 09 16 08 17 08 18 08 E5 
5290 19 08 1 07 1B 07 1C 07 10 07 1E 06 1F 06 1E 06 18 
520 1 05 14 05 19 05 14 04 19 04 14 03 19 02 14 01 D 1 
52B0 00 00 OF 00 Fa 0 Fa 00 E6 0 _E6 00 D2 0OA D2 00 91 
52CO BE 0 BE 00 8 0 AA 00 96 0 96 00 82 0A 82 00 28 
5200 6E 0 6eE 00 5 0Oa Sa 00 46 0a 46 00 37 0 37 00 B2 
52E0O 2Za 0 2 00 22 09 22 00 18 0?7 1 00 00 00 0a 00 FO 
52F0O 28 OO 37 O 28 0 37 0 28 0 37 0aA 28 0aA 37 0Oa CC 
LcS ] F1 7/1 FC 4B E6 86 12 68 78 75 3 4B SC 7B 9F 56 26 
ADR +0 +] +2 る +@ + す 5 +6 + イ +8 +9 +Q + 日 +C +D +E +F LcS 
ら 300 Z8 0 37 08 28 0 37 0OaA 28 0 3?7 0OA 28 0 37 0a CC 
5310 Z8 0 37 0 28 0A 3?7 0 28 0 37 0Oa 28 0A 37 0a CC 
ら 320 28 08 3C OA 28 0 3C 0a 28 0A 3C 0OaA 28 0 00 00 9 
5 る 30 04 00 14 0D 14 OC 19 0B 1E 0A 1E 0 19 0 14 0OC FC 
5340 1E 0C 1E 0OA 1E 08A 19 09 14 08 19 08 14 08 19 08 1 6 
5350 19 08 1E 08 1E 08 19 08 14 06 19 06 14 04 19 04 FC 
5360 19 02 00 00 10 01 00 OF 05 OE 0aA OE OF 0OC 1F 0OaA ロ R 
5370 05 OE Oa 0OD OF 0OC 1F OA 00 OE 05 0D 0a 0C 14 0a C2 
5380 08 0D OF 0OC 14 0B 1F 0 05 0B 0a 0aA OF 09 14 07 D1 
5390 OF 09 0O8 08 05 09 00 08 05 07 0a 06 14 05 1F 04 9 
5 る 3a0 00 02 00 00 08 00 05 00 0OF 02 00 0C 0 00 0D 05 4 1 
53B0 00 08 01 00 OE 04 00 0C 02 00 00 06 00 09 0 00 4 
ら 3CO 0C Fa 0 02 00 0D 03 00 06 05 00 0a 03 00 08 04 46 
53D0O 00 07 06 00 0 02 00 05 04 00 08 08 00 OC 04 00 42 
53E0 07 02 00 0 03 00 09 Fa 06 05 00 0 02 00 04 03 る 7 
53FO 00 08 01 00 09 05 00 07 0 00 05 07 00 09 0 00 3C 
LCS 」 FU 6F 2F 6C 2C 7?75 44 77 F1 70 37 96 FD 78 40 57 ワ D 
DR +U + す ] + す 2 + す る +4 +5 +6 + ア +88 + す 9 +Q +B +C +D +E +F LcS] 
5400 04 02 00 06 04 00 05 03 00 09 05 00 05 02 00 04 31 
5410 01 00 05 03 00 02 07 00 05 06 00 02 02 00 05 04 2^ 
5420 00 02 05 00 04 03 00 03 01 00 02 02 00 03 05 00 1E 
5430 04 02 00 02 01 00 01 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 
5440 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5450 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5460 00 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5470 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ら 5480 00 0O0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5490 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
54A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
54B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
54CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
54D0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
54EO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
54FO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LcSJ 09 06 0 0B 09 05 0O0D 06 06 OF 07 04 07 05 0a 08 83 


SRVEM "し L10-7M"。&gHS5000 , &H5438.&H5000 
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さて , この ブロ グラ ム を 使用 する 上 で の 注意 点 で す が , この プロ グラ ム は タイ マー 割り 込み を 
独自 に コン トロ ー ル し て 使っ て いる の で , 他 の 割り 込み 処理 と は 共用 で きま せん . た と えば 
PLAY 文 な ど を 実行 し て も , この PSG 効果 斉 ル ー チ ン が 動い て いる と き に は 無視 され ます . ま 
だ た だ, BREAK キー を 押し た り エ ラー を 起こ し た りす る と , 割り 込み 処理 が スト ッ プ し て し まい 
PSG 効果 音 ル シー チン は 動作 し な く な り ま す . その と き に は , POKE &HEFD02, 4 | と 入力 し て く 
だ さい . 

この プロ グラ ム に は , 10 種類 の 音 デ ー タ が 入れ て あり ます . 自分 の 音 デ ー タ を 入れ た だ た い 方 の た 
め に , フラ グ と 音 デ ー タ の フォ ー マ ッ ト を 説明 し て 終わ り た いと 思い ます . 

まず , 処理 が チャ ネル ご と に な っ て いま す の で , 3 チャ ネル 分 別々 くに フラ グ と 音 デ ー タ が あり ま 
す . $5010 番地 か ら フ ラグ で , 各 チ ャ ネル 6 個 づ つ , 計 18 個 設 け て あり ます . この フラ グ を 0 に 
する と , その フラ グ に 対応 する 音 が 出力 され ます . そし て この フラ グ は , それ ぞ れ の チャ ネル で 
上 に ある も の か ら 俊 先 順 位 が 高く な っ て いま す . で すか ら , た と えば $5010 番地 に 0 を セッ ト し て 
音 が 出 て いる と き , $5011 一 $5015 に 0 を セッ ト し て も 無視 され ます . 

$5186 番地 か ら は 音 デ ー タ テー ブル で , これ も 各 チ ャ ネル 6 個 づ つ , 計 18 個 あ っ て , それ ぞ れ 
の 音 デ ー タ の 先頭 番地 を 書き 込み ます . 

音 デ ー タ は 最初 の 1 バイ ト が 分 周 比 で , 2mS の タイ マー 割り 込み の 何 回 に 1 回 , 音 デ ー タ を 処 
理 す る か を 決定 し ます . つま り , テン ボ が 設定 され る わけ で す . 次 の 1 バイ ト は ノイ ズ か トー ン 
か の 選択 フラ グ で , 0 で トー ン , 1 で ノイ ズ に な り ま す . その 次 か ら が , 2 バイ ト 1 組 で PSG に セ 
ッ ト され る デー タ で す . ノイ ズ の と き に は , 初め が 平均 周波 数 (R6), 次 が 音量 (チャ ネル A の 
と き R8) で す . トー ン の と き に は , 初め が 周波 数 (R0), 次 が 音量 (R8) に な り ま す . た だ し , トー 


[フラ グ 」 [ 音 デ ー タ テー ブル ] [ 斉 デ ー タ ] 
EE sl THTTTIT 


$5190 | $5192 


トー ンプ ノ イズ 選択 (周波 数 く 15 の 時 に は 3 バイ ト ) 
0 : トー ン 
1 : ノイ ズ 


図 10-6 効果 斉 ル ー チ ン の パラ メー タ 


ンプ イグ 


10-1 PSG 


ン の と き に は 例外 処理 が あり ます . 初め の デー タ が 15 未満 の と き に は , それ が R1( チ ャ ネル A の 
と き ) に 書か れ , その 次 の デー タ が R0, R8 に 書か れ , 3 バイ ト で 1 組 に な り ま す . また いずれ の 場 
合 で も , 0.0 が デー タ エ ン ド と な り ま す ( 図 10-6). 


10-1-6 PSG 音楽 ルー チン 

マシ ン 語 で ゲー ム な ど を 作成 し て いる と , ちょ っ と し た 音楽 を 鳴ら し た く な る こと が ある と 思 
いま す . し か し , 少し ば か り の 音楽 の た め に , わざ わざ 専用 の 音楽 ルー チン を 作る の も 面倒 な も 
の で す . そこ で , BASIC ROM の 音楽 ルー チン を 利用 する 方 法 を 考え て み ま し た . 

F-BASIC V3.0 で は , PLAY 命令 の 中 間 言 語 ($F3) を 見 つけ る と , デー タ の 先頭 を 汎用 読み 込 
み ボ ポイ ンタ ($00D9, DA) に モッ ト し て , PLAY 文 の 処理 エン トリ ($EC72) に ジャ ンプ し ます . デ 
ー タ は 中 間 言 語 で 書か れ て いま す が , ダブ ルク ォ ー テ ーション ”) 内 は すべ て ASCII コー ド と な 
っ て いま す . 

し た だが っ て 通常 の PLAY 文 と 同じ MML を 用 意 し て , その 先頭 アド レス を ($00D9,DA) に セ 
ッ ト し て , $EC72 番地 を コー ル す れ ば 音楽 が 演奏 で きる こと に な り ま す . リス ト 10-8 が , サン 
プ ブル プロ グラ ム で す . 実行 は , EXEC &H5000 と し て くだ な さい. 

最後 に 注意 点 で す が , MML は 必ず ダブ ルク ォ ー テ ーション (で 始ま っ て , $00 で 終わ る よう 
に し て くだ さい . また だ , 長い MML を 書く と , 「Out of String Space」 の エラ ー が 出る こと が あ 

リス ト 10-8 PSG 音楽 ルー チン 
ュー 

01000 


し る る ⑨ る る る も も でる る も ちる る で も る 《 も を る も る も る も る る 《 す る 9 る る る ・ 


01020 水 PSG MUSIC RTN (RUM RUUTTNE 〉 氷 
01040 水 ( LIST 10-8 〉) V る 3.0 氷 
01060 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 玉 玉水 未来 氷雪 未 示 玉 玉 未 
01070 UPT NUGEN 

01080 5000 URG $5000 

01100 EC 72 PLAY EQU $EC 72 PLRRY ショ リ エン トリ ー 
01110 00D9 PUINTR EQU $00D の 9 ハン ゴウ ヨコ = コ = ホ ? マ イン ター 
01150 5000 8E S008 ENTRY  LDX 村 PLAYDUT ヨミ ニコ = ホホ マ イソ ンター ニ テー ター ノ 
01160 5003 9F D9 S「X く PUINTR セン トウ ヲ セッ ト 

01170 5005 7E EC し 72 JMP PLRaY PLAY ショ リ ヘ へ 

01210 5008 2 フ PLRYDT FCC ”。 「20005L8 

01220 5011 3 ご に し "E4.DC4D4E .R16E .R16E4 .R8* 
01230 5028 すす FCC 'D.R16D.R16D4 .R8E4G .R16G4 .R8* 
01240 5043 4 ら 5 FC し "E4.DC4D4E .R16E .R16E4 .R8* 
01250 ら 505a 44 だら に "DU.R16D4E4.0C10。* 

01260 5069 フフ FC し リリ"T200 有 04L4『 

01270 5072 4 7/ ド だ し "GEGEGEGE 

01280 5S07A 46 FC し し "FUFDECEC* 

01290 5082 4 7 FCC "GEGEGEGE 

01300 508a 46 FCC "FUDFUCECC"* 

01310 5093 00 FCB 0.0,0 

01330 S000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNTNGS 00000--00000 


PRUGRRM _ BEGIN ADDR=5000 
PRUGRAM END RDDR=5095 


PRUGRAM ENTRY AODR=5000 
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り ま す . その と き に は , MML を 分 割 す る か 。 BASIC の 文字 領域 を 広げ て くだ さい . 他 に BASIC 
ROM が 有効 に な っ て いな か っ た り ,IRQ が 禁止 され て いる と 動作 し ませ ん か ら , オー ル マ シ ン 語 
で 利用 する 場合 な ど は 要 注 意 で す . 


-10-2 FM 音源 


- FM-7 シリ ー ズ で オプ ショ ン と し て 発売 され , 大 好評 だ っ た FM 音源 カー ド は , FM77AV で 標 
. 準 実装 と な り , いっ そう 私 達 の 身近 な も の と な り ま し た . FM 音源 の 音色 は PSC の それ と は あま 
り に 違い すぎ て いて , 一 度 FM 音源 で 鳴ら し た 音楽 を 聞く と , PSG の 音楽 は 聞く 気 が し な く な る 
ほど で す . 

を そん な に いい こと ずく め の FM 音源 で す が , 唯一 の 欠点 が あり ます . それ は , PSG に 比べ て 使 
いこ な す の が 桁 違 い に 難し いこ と で す . な に せ FM 音源 の 内 部 に は , 100 個 以 上 も の レジ スタ が あ 
っ て , それ ら の ひと つ ひ と つが 互い に 影響 を 及ぼ し あっ て , あの 素晴らし い ぃ 音 を 作り 出し て いる 
の で すか ら 。. 

本 章 で は , で きる だ け 平 易 に 説明 を し た つも り で す が , 筆 足 ら ず で わか り に くい 点 も 多い か と 
思い ます . し か し パソ コン の 世界 で は , 覚え る より 慣れ ろ で す . 臣 非 と も 本 章 を 足がかり に し て , 
この 素晴らし い FM 音源 の 世界 に 一 歩 ず つ 足 を 踏み 出し て みて くだ さい . 


10-2-1 FM 音源 の 基礎 


( 1 ) PSG と の 違い 

まず , PSG に は 音色 と いう 考え 方 その も の が 存在 し ませ ん で し た . 出力 で きる の は , 単純 な 息 
形 波 と ノイ ズ の み で す . 一 方 , FM 音源 で は 波形 を 合成 する こと に より , いろ いろ な 音色 を 持た せ 
る こと が 可能 に な っ て いま す . 合成 と いっ て も 単なる 加算 だ け で は な く , ひと つの 音源 の 出力 で 
他 の 音源 に 周波 数 変調 (FM) を か ける こと も で きる の で す . FM 音源 と 呼ば れる の も , その 点 に ゆめ 
えん が ある わけ で す . 


(2 ) FM 音源 の 原理 

まず , テー プレ コー ダー を 考え て み ま し ょ う . ~ ピ ーッ” と いう 正弦 波 を 録 斉 し た テー プ が ある 
と し ます . これ を 一 定 の スピ ー ド で 普通 に 再生 すれ ば , 元 通 り の 正弦 渡 が 出力 され ます . 再生 ス 
ピー ド を 速く すれ ば 出力 され る 正弦 波 の 周波 数 も 高く な り ま すし , 遅く すれ ば 低く な り ま す . こ 
れ が 音程 に 相当 する わけ で す . で は , 再 生 す る スピ ー ド が 一 定 で な い 場 合 は どう で し ょ うか ? 図 
10-7 を 見 て くだ さい . 実際 に は こん な に 速く 再生 スピ ー ド を 変化 させ る こと は 不可 能 で す が , ま 
あこ ん な も ん だ と 思っ て 見 て お いて くだ さい . この よう に, 正弦 波 を 読み 出す タイ ミン グ を 変化 
させ て 他 の 波形 に 加工 し て し まう こと が , FM 音源 の 基本 と いう わけ で す . 
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再生 スピ ー ド が 一 定 の 場合 再生 スピ ー ド が 一 定 で な い 場 合 
速い 
テー プ 
ビ ピード 
遅い 
テー プ の 
位置 


図 10-/7 FM 音源 の 原理 


オペ レー 和 [ コ 


| ピッチ デー タ 


rd 用 


ム す la 


| エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ ー 


図 10-8 オペ レー タ の ブロッ ク 図 


10-8 を 見 て くだ さい . これ は , 先ほど の 説明 の テー プレ コー ダー 1 台 分 に 相当 する も の で , 
オペ レー タ と 呼ば れ て いま す . この 中 で 正弦 濾 読 み 出し ” と 書い て ある の が , テー プ に 相当 す 
る 部 分 で , 正弦 波 を A/D 交換 し た デー タ が 入っ て いる と 考え て くだ さい . まだ た , “ピッ チ デ ー タ ? 
は , テー プ の 位置 に 相当 する も の で , 正弦 渡 一 周期 毎 に 対応 し た ノコ ギリ 渡 が 入力 され て いま す . 
そし て この ノコ ギリ 波 に 他 の オペ レー タ か ら の 出力 を 加算 し て 正弦 波 を 読み 出せ ば , 複雑 な 波形 
が 合成 で きる と いう わけ で す . 

さら に オペ レー タ 1 個 ご と に エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ が 付き ます か ら , PSG の よう な 不 自 
由 さ は あり ませ ん . 音量 , 音色 の 変化 も 自由 自在 で す . FM-7 シリ ー ズ に 採用 され て いる FM 音 
源 は , OPN( オ ペレ ー タ N 型 ) と いっ て この よう な オペ レー タ が 1 音 に つき 4 個 , 全部 で 12 個 あ っ 
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て 8 通り の 接続 方 法 を 選択 で きま す ( 図 10-9). これ を アル ゴリ ズム と いい ます . また だ た,。 特に オペ 
レー タ の こと を スロ ッ ト , アル ゴリ ズム の こと を コネ クシ ョ ン と いう いい 方 を し ます . 
凶 10-9 の 点線 の 右側 。 つ まり 出力 に つなが っ て いる オペ レー タ を キャ リア と いい ます . 左側 の 
オペ レー タ は, 他 の オペ レー タ に 変調 を か ける 目的 で 使わ れる こと か ら モ ジュ レー タ と 呼び ます . 
一 般 的 に , キャ リア に な っ て いる オペ レー タ の 出力 レベ ル を 変え る と 音量 の 変化 と な り , モジ 
ュ レ ー タ に な っ て いる オペ レー タ の 出力 レベ ル を 変え る と 音色 の 変化 と な り ま す . 


< モジ ュ レ ー タ > 〈 く キャ リア > 


0 . オペ レー タ 3 OUT 
1 . OUT 
2 . OUT 
3 . 中 オペ レー タ 4 OUT 
4 . 
|。 

OUT 

く 〈 く モジュレータ > 
上 ク 〈 く キャ リア > 
6 . / . 
> OUT 
OUT 


図 10-9 コネ クシ ョ ン 


ンプ 6 


( 3 ) FM 音源 の レジ スタ 
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FM 音源 の 内 部 に は 100 個 以 上 も の レジ スタ が あり , それ ら に 値 を 書き 込む せこ と に よっ て 音楽 
演奏 な ど を 行なう わけ で す . それ ら の レジ スタ ひと つ ひ と つの 意味 を 理解 する の は , 大 変 な こと 
で す . そこ で , 重要 な 役割 を も つも の か ら 順 に 説明 し て いき ます . 


アド レス 
lmwwes oo 
周波 
m レ ンー | esee 
周波 
em レン ーー | eewe 
el レン Period Control | ノイ ズ 周 波数 
glwel ee | me | 
チャ ン ネ ル A の 
mm レン IM :LA | 款 
チャ ン ネ ル B の 
ンー |"| teLB | 夫 
チャ ン ネ ル C の 
ョ ンド Les 
Fine Tune 、 
エン ベロ ー プ 
A |1A 1H | エンベロープ の 形 
中 ーー HE 
四 | ン ノ 0 ポ ー ト A 
1I プ 0 ポー 


「 レト 
al me | 役 品 
10 ピ ッ ト 
TIMER | ビッ ト | カウ ンタ 
" A 0 て 1 
TIMER-B 2 
8 ビッ トカ ウン タ 
HEFMiwii 
BA BA BA 
キー の オン オフ 
プリ スケ ー ラ 
機能 


ロ 


8 [ ビッ ト 


30131 
34135 ディ チュ ー ン グ 
38139 DT MULTI ラル ギグ 
3Cl3D 
40141142 
44145146 | 
4814914A TL トー タル レベ ル 
4C|4D|4E| 
50151 " 
54155 “ キー スケ ー ル ン ノ 
58|59 KS AR アタ ッ ク レ イト 
5Cl5D 
60l61le62 
や 6 中 ディ ケイ レイ ト 
6ClepleE 
70|171|72| 
74|75|76 ーー 
7817917A っ R サス ティ ー ン エイ ト 
7Cl7D|7E 
80l81lgs2 
84las5|lae SL サス ティ ー ン レベ ルン ノ 
88ls918sA TE 
8ClsDlsE 
54 5|se | SSG タ イプ 
98|99|9A SSG-EG エン ベロ ー プ 
コン トロ ー ル 

9Cl9Dl9E| 
ll Fem 

F ナ ン バ ン ブロッ ク 
ルン Tees jrws | 
AalAsl 3CH-F-Num1 | 昌和 
AC 2 ン 3CH 3CH | ッ ク (効果 斉 モー ド ) 

BLOCK | F-Num2 
フィ ー ド バッ クノ 

melml レ イブ | Fm | CONEcT 34 ジョ 
チ チ チ 
ヤ 。 ヤ ヤ 
ン ン ネ 
ネ ネ ネ 
ル ル 
1 3 


図 10-10 FM 音源 の レジ スタ マッ プ 
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ます 図 10-10 を 見 て で ください. この うち で $00-$0F まで は , PSG と 同機 能 の も の で す . $0E, 
$0F は ジョ イス ティ ッ ク の 読み 取り に 使用 され ます . 

$21 は , 1 し の テス ト 用 の レジ スタ で , 必ず 0 に し て お か な いと いけ ませ ん . と に か く こ の レジ 
スタ に は さわ ら な いこ と で す . $24, $25 は , 10 ビッ ト の タイ マー(A) を 構成 し て いて 。 カ ウン ト 
中 に オー バー フロ ー を 起こ し た と き に CPU に IRQ 割り 込み を か ける こと が で きま す . また $26 
は , 6 ビット の タイ マー(B) で , タイ マー(A) と 同様 に IRQ 割り 込み を か ける こと が で きま す . $27 
は , タイ マー(A), (B) お よび チャ ネル 3 の 動作 モー ド の 設定 に 使用 し ます . この レジ スタ る も 通常 
の 使用 方 法 で 。 か つ 内 部 の タイ マー を 使わ な い 場 合 に は , さき わら な く て も か まい ませ ん . 

$28 は , Key の ON/OFF( エ ン ベ ロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ ヘ へ ヘス タート / ス トッ プ の 合図 を 送る ) に 使 
われ ます . $2D-$2F は , プリ スケ ー ラ 機能 と いっ て , FM 音源 に 入力 され る クロ ッ ク を あら か じ 
め 分 周 す る た め の も の で す . FM-7 シリ ー ズ で は , $2D, $2E を アク セス し て FM 音源 の 分 周 比 を 
1/3 に する こと が 標準 と な っ て いま す . $2D-$2F に は , デー タビ ッ ト は あり ませ ん . レジ スタ 番 
な を 指定 し て アク セス する の み で セッ ト さ れ ま す . な お , $21-$2F まで の レジ スタ の 説明 を , 図 
10-11 に まとめ まし だ た だ. 

$30 一 $8E まで の レジ スタ は , オペ レー タ の 操作 に 関す る も の で す . これ ら の レジ スタ の 意味 を 
すべ て 説明 する と , 長大 な も の と な っ て し まい ます . それ で $30 一 $8E と あと で 説明 する $B0O 
ー$B2 の レジ スタ を 音色 デー タ ” と いう プラ ッ ク ・ ボ ックス と し て まとめ て 扱う こと に し ます . 

$90-$9E は , PSG タイ プ の エン ベロ ー プ を 使用 する 場合 の レジ スタ で す . $A0-$A6 は , F ナ 
ン バ ー( 音 程 の デー タ ) と プロ ッ ク ( オ クタ ー プ ブ の デー タ ) を , チャ ネル 毎 に セッ ト す る レジ スタ で , 
図 10-12 の よう に な っ て いま す . 実際 の オペ レー ショ ン で は ,1 オク ター プ 12 音階 分 の F ナン バ 
ー を テー ブル で 持っ て お きま す . そし て 出し た い 音 の F ナン バー の 上 位 3 ビッ ト と ブロ ッ ク の 
OR を 取っ た も の を 書き 込み ます . その 後 で , F ナン バー の 下位 8 ビッ ト を 書き 込み ます . この 順 
番 で 書き 込ま な いと , 正しい デー タ は セッ ト さ れ ま せん . 

$A8 一 $AE は , チ ャ ネル 3 の FE ナン バー と プ ブロッ ク を 各 ス ロッ ト 毎 に 単独 に セッ ト す る た だ ため の 
レジ スタ で す . $27 の レジ スタ に, 効果 音 モ ー ド また だ は 音声 合成 モー ド を 選択 し た と きのみ 有効 で 
す . 

最後 に 5B0 一 $B2 の レジ スタ は , チャ ネル 毎 に スロ ッ ト 1 の フィ ー ド バッ ク 量 (自分 自身 の 出力 
で 自分 自身 を FM 変調 する 量 ) と 。 コネ クシ ョ ン を 各 3 ビット で 指定 し ます . 図 10-9 を 参照 し て 
くだ さい . 


(4 ) FM 音源 の 操作 手順 

ここ まで 一 気 に 説明 し て きま し た が , わか っ て いた だ け ま し た で し ょ うか ? PSG に 比べ て か 
な り と っ つき に くい モノ で ある と いう の は , 一 目 で わか り ま すね . で も 逃げ だ さき ない で くだ さい . 
で は , まず と に か く 何 で も いい か ら 音 を 出す こと を 考え て みた いと 思い ます . 手順 と し て は , 
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$ も 24, も 25 ら タイ マー(A) 
s24| D7 D6 D5 D4 D3 PD2 D1 DO 


$25 | 


P9  P8  P7  P6  P5  P4  P3  P2  P1 PO 


プリ セッ ト ・ デ ー タ | D7  D6 D5  D4  D3 DPD2 D1 DO|D1 DOI 


ゃ 24 $25 
TOVA (ms) 12 * (1024 一 NA)/f FM(kHz) 


f FM=1228.8(kHz) *1/3 
NA : P9*2? 十 P8*2 十 P7*27 二 …… 十 P1*21 十 PO 


$26 タイ マー(B) 


ゃ 26 | 


P7 。 P6  P5  P4  P3  P2 Pi PO 


TOVB (ms) 三 192 * (256-NB) ノ f FM(kHz) 
f FM= ニ 1228,8(kHz) *1/3 
NB : P7*27 填 P6*26 十 …… 土 P1 *21 十 PO 


$ も 27 タイ マー, チ ャ ン ネ ル 3 の モー ド 


plglslmlwlmlwlsle 


EAAA 


軸 " タイ マ B 


1 始動 


olo lmWecr 
oymmeF 
aeF 


オー バフ ロー を うけ つけ な い 
ピー キビ キル ナオ と 


0 
] 
1 オー バフ ロー を うけ つけ な い | タイ マーB 
1 
1 


オー パフ ロー で B フ ラグ を た て る 
で A フ ラグ を リセ ッ ト 
で B フ ラグ を リセ ッ ト 


も 28 キー の ON/OFF 


に 交 財 2 0 0 : チャ ン ネ ル 1 
ツ ん ツ ツ 0 1 : チャ ン ネ ル 2 
ト ト ト ト 1 0 : チャ ン ネ ル 3 
4 3 2 1 


$2D, $2E, $2F プリ スケ ー ラ ー 


( A は その アド レス を 入力 し , 一 は 入力 し な いこ と を 意味 する . ) 


図 10-11 レジ スタ ($24--$ も 27) の 詳細 
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$ ゃ A0 て $A2 D/ D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
f MUS : 発音 し た い 周 波数 
we-se | ーー | ps p plpz pm p オク ター 
Block F-Number | 


図 10-12 プロ ッ ク と F ナ ン バ 一 


① 1C を 初期 設定 する . 

② 音色 デー タ を 書き 込む . 

③FE ナンバ ー と ブロ ッ ク を 書く . 
④ Key を ON に する . 


と な り ま す . 音 を 止め る 場合 に は , 


⑤ KEY を OFF に する . 


F-NUMBER=( MUS*229 プ f SAM) グ 2 
f SAM 三 1,2288 * 10? プ (12 *n) 


nhn : プリ スケ ー ラ ー 定 数 (FM-7 で は 3) 


と つづ きま す . 実際 の 音楽 演奏 プロ グラ ム で は , 必要 に 応じ し て の め -ー⑤ ま た は ,。③ー⑤ の 処理 を 結 


り 返 すこ と に な り ま す . 


さて , ここ で ひと つ 問 題 が 出 て きま し た .FM 音源 の レジ スタ に デー タ を 書き 込む 手段 が な い の 
で す . も ちろ ん , FM77AV を お 使い の 方 は , F-BASIC V3.3 の SOUND 命令 で 簡単 に で きま す . 
し か し 他 の FM-7 シリ ー ズ の 場合 は ,。 そう いう わけ に は いき ませ ん . まず , レジ スタ に デー タ を 


書く ルー チン か ら 作 ら な いと いけ ませ ん . この 手順 は 複雑 で 


① コマ ンド レジ スタ ($FD0OD) に ステ ー タ スリ ー ド コマ ンド ($04) を 書き 込む . 
② デー タレ ジス タ ($FDOE) か ら ス テー タス を 読む . 

③ コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書き 込む . 

④ ステ ー タ ス の ビ ピット 7 が オン な ら , ① へ 戻る . 

⑤ デー タレ ジス タ に アク セス し た い レ ジス タ 番 号 を セッ ト す る . 

⑥ コマ ンド レジ スタ に ラッ チア ドレ スコ マン ド ($03) を 書き 込む . 

(の コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書き 込む . 

⑧ デー タレ ジス タ に 書き 込み た い デ ー タ を セッ ト す る . 

⑨ コマ ンド レジ スタ に ライ ト デ ー タ コマ ンド ($02) を 書き 込む . 

⑩ コマ ンド レジ スタ に イン アク ティ ブ コ マン ド ($00) を 書き 込む . 


と な り ま す . PSG に くら べべ て, かなり 長い で すね . 両者 の 違い を 簡単 に 説明 し ます . 第 一 に , FM 
音源 は デー タ の 取り 込み が 入力 クロ ッ ク に 同期 し て 行なわ ん れ ます. それ で 新しい デー タ を 書く 前 


に , 古い デー タ が すでに 取り 込ま れ た か どう か の チェ ッ ク が 必要 で す 。 (手順 の ①ー④) 
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$00-$0F を 除い て レジ スタ の 読み 出し が で き な い こと で す . 

で は , まず, リスト 10-9 を ご らん くだ さい . FEM 音源 を 利用 し た 簡易 オル ガン で す . キー ボー 
ノノ が ドレ ミ に 対応 し て いて , 半音 を 含む 1 オク ター ブ 分 の 音階 を 演奏 する こと 
が で きま す . また 数 字 の 1 一 8 まで で , オクターブ を 指定 する こと も 可能 で す . な お , 実行 は CAPS 
LOCK( 大 文字 入力 ) の 状態 で 行なっ て くだ さい . 


1000 
1001 
1002 
1003 
1010 
1020 


1030 


1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1 150 
1160 
1170 
1180 
1 190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1 300 
1310 
1 320 
1 330 
1 340 
1 350 
1 360 
1370 
1 380 
1 3?90 
1 400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 


リス ト 10-9 簡易 オル ガン プロ グラ ム 


6 来 氷 玉水 玉 玉 求 氷 求 玉 玉 玉 求 求 求 ※ 玉 求 玉 玉 氷 玉 玉 求 玉 玉 ポ 求 氷 素 来 氷 玉 水 
” 素 T1ny Unrgan (〈 FM オン ケン ) 氷 
『 ※ ( LIST 10- の ) V3. 3 氷 
6 来 来 来 来 玉 来 来 氷 玉 未来 来 玉 来 玉 玉 玉 氷 来 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 示 氷 氷 氷 氷 玉水 水 
UPNCUM=&HFD15 

UPNDAT=&SHFD16 

' 議 譜 フ ” リ スケ ー ラ ー や セッ テイ 

=&H2D :B=O0:GUSUB 1400 
n=&H2E :B=0 :GUSUB 1400 

! 議 譜 オリ ショ ク テー クー カキ コミ 

FUHR QA=&H320 TU &H8C STEP 4 
READ B$:B=VALC て '&H"+B$) 
GUSUB 1400 

NEXT 

READ B$:B=VAL('&H"+B$ ) 
n=&HBO0:GUSUB 1400 

' 還 較 F ナ ソン ハ "ー ジュ っ ヒド 

DTM FDAT(1 く る) 

FUR エ =} TU 13 

READ FORATX〈[) 

NEXT 

' 還 議 URGRN メイ ン 

BLUCK=( て 4-1)※8 

QA$=INKEY$: エ F AA$ も ="! THEN 1200 
' 置 軒 KEY UFF 
=&H28:B=0:GUSUB 1400 

エ T=TINSTR("ZSXDCVGBHNJM 人 $) 
IF IT=0 THEN 1350 

' 証 証 F ナ ン ハ "ーー / フリ "ロック カキ コミ 
FZ=FUDRAT〈(【) 

=&HA4:B=(FZ \ 256)UR BLUCK 
GUSUB 1400 

n=&HAOU :B=FZ MUD 256 

GUSUB 1400 

' 較 還 KEY N 

=&H28 : B=&HFO 

GUSUB 1400 

GUTU 1200 
[=TNSTR('!12345678「 、$) 

IF T=0 THEN 1200 
BLUCK=〈 エ ー1 )* 晶 

GUTOU 1200 

! 議 軒 HPN 了 アク セス ルー チン 

PUKE UPNCUM , 4 
STATUS=PEEK〈UPNDAT ) 

PUKE UPNCUM. 0 

IF STATUS AND 128 THEN 1400 
PUKE UPNDAT . 

PUKE UPNCUN , 3 

PUKE UPNCUM , 0 

PUKE UPNDAT.,B 

PUKE UPNCUM , 2 

PUKE UPNCUM , 0 

RE TURN 
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' 証 譜 オリ ショ ク テリー クー 

DATA 31.23,.0C.01 
DATA 23,.26, 32.0 る 
UTA 9 の F. ら 9F .,DF , DF 
DATA 04.04.04.04 
DARTRA 1F,1F,。1F ,1F 
DATQA F3.F3 る .F る 。F る 
DAT 3A 


「 間 還 F ナ ン リ リー テリ ー ク ー 

DATA 1004.1064.1127,1194 
DATA 1265,1340,1420, 1505 
DATA 1594,.1689., 1790,1896 
DATA 2008 


NE 


10-2-2 FM 音源 の マシ ン 語 アク セス 


( 1 ) FM 音源 サブ ルーチン 

FM 音源 の レジ スタ は , $FD15, $FD16 に 配置 され て いま す . 先ほど 説明 し た 手順 を マシ ン 語 
で 記述 し た の が , リス ト 10-10 で す . PSG の 場合 と 同様 に . アキ ュ ム レー タ A に レジ スタ 番号 , 
アキ ュ ム レー タ B に 書き 込む デー タ を セッ ト し て この ルー チン を コー ル し ます . 

例 と し て , リス ト 10-9 の 改造 リス ト を リス ト 10-11 と し て 載せ て お きま す . あら か じ め , リ 
スト 10-10 を $5000 か ら 入力 し た 上 で 実行 し て みて くだ さい . 


リス ト 10-10 「M 音源 レジ スタ 書き 込み ルー チン 
II 


01000 氷 来 求 玉 来 来 来 来 来 ※ 来 来 来 来 来 来 来 来 求 求 氷 玉 来 来 来 来 来 玉 素 求 氷 来 玉 来 玉 
01020 水 UPN MRITE RUUTINE 氷 
01040 氷 ( LIST 10-10 ) V3. 3 氷 
01060 いも も る も も も も す も すもも すもも すす 《 も も すもも も も も すもも す 3 も 《 も も も すもも も すい 
01070 UPT NUGEN 

01080 5000 URG $5000 

01100 FD15 UPNCUM EQU $FD15 UPN コマ ント "レシ" 人 メー 
01110 ( FUD16 UPNDAT EGU $FD16 UPIN テー ジー レフ ソ " 人 グー 
01130 5000 34 02 MRTUPN PSHS 和 RCC 失 ホソ "フフ 

01140 5002 86 04 BUSY LDR 本 人 テー ブ 人 リート "コマ ント " 
01150 5S004 B7?7 FD15 ST 月 UPNCUM  〈($04 ) カキ コ = 

01160 5007 B6 FD16 LDR UPNDRT 人 テー フス >> 失 CCR 
01170 5S00a 7F FD15 CLR UPNCUM イン アク ティ フ " コマ ント "カキ ネコ = 
01180 SO00D 4D TSTRA 人 テー フク 人 ノ B1 人 て =」 
01190 5S500E 2B F 2 5002 BMT BUSY ナラ ル - フ "和信 ル 

01200 5010 6 E4 LDR ・ つ 内 CC くく し ジス ター ハリ ラコ " ウ 
01210 5012 B7 FD16 っ 「 各 UPNDAT レジ "スタ ダー ハハ "ンコ" ウ カキ コ = 
U1220 5015 86 03 LDR 村 う フッ ナ 了 アト" レ 人 コマ ント “ 
01230 5017 B7 FD15 っ | 内 UPNCUM  〈($0 り る) カキ コ = 

01240 5018 7F FU15 し LR UPNCUM イン アク ティ フ " コマ ソト" カキ ネコ = 
01250 5010D F7 FD16 _STB UPNDART テ "ー ク ター カキ コ = 

01260 5020 4Aa UECA フイ ト テ "ーー コマ ント “ 
01270 5021 B7 FD15 っ 「 欠 UPNCUM  〈($02) カキ コ = 

01280 5024 7F FUD15 し じ LR UPNCUM イフ アク ティ ブフ" コマ ント "カキ コ = 
01290 5027 3 る 35 8Z PULS , PC RCC 失 フッ キ / リク ー ン 
01310 S000 END MRTUPN 

TUTAL ERRURS 00000~--00000 


TUTRL 


MARNTNGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN DDOR=S5000 
PRUGRRM END RDDR=5028 
PRUGRRM ENTRY ADOR=5000 


グゥ 5 グ 
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リス ト 10-11 簡易 オル ガン プロ グラ ム (2) 


し 計る る も も も る も. も も も る. も も 9 も も も も る 《 も も も も を る も も 9 る も も る る る 
* Tiny Drgan 2 〈 FM オフ ケ " フ う ) 氷 
・ 〈 LIST 10-11 ) V る . る 涼 
! ボボ LIST 10-10 か ヵ ') ヒ ツ ウヨ ウ テ "A ボボ 
も る も も. も も. も を. も も も も も も も も る も を も も も を も も も も る も も 人 @ る る 
CLEAR 300.&H4FFD :LUADM"L10-10M "| 
PUKE _&H4FFD., &HCC 

' 較 議 フ ” リ スケ ー ラ ー セッ テイ 

=&H2D :B=0:GUSUB 1400 
=&H2E : B=0 :GUSUB 1400 

' 蘭 譜 オリ ショ ク テー クー 力 キ コミ 

FUR =&H30 TU &HBC STEP 4 
READ B$:B=VAL( て UIH+B$ ) 

GUSUB 1400 

NEXT 

READ _ B$:B=VALC て USH"+B$) 
Rs&HB0 : GUSUB 1400 

' 軒 議 F ナ ン ハ リー シド ュ ン ヒ " 

DIM FDAT(13) 

FUR エエ =1 TU 13 

RERD FUDAT([) 

NEXT 

' 還 議 HRGRN メイ ン 

BLUCK=〈4-] )*8 

RA$=INKEY$:T エ TF R$ も = の THEN 1200 
' 証 議 KEY FF “ 
=&H28:B=0:GUSUB 1400 
IT=INSTR( "ZSXDCVGBHNJM , "人 る $) 
IF IT=O THEN 1350 

' 較 議 F ナ フリ "ーー / フリ ロック カキ コ = 
FZ=FDaTC1 ) 

=&HA4 :B=(FZ \ 256)UR _ BLUCK 
GUSUB 1400 

QR=&HRO :B=FZ MUD 256 

GUSUB 1400 

' 還 議 KEY IN 

Q=&H28:B=&HFO 

GUSUB 1400 

GSUTU 1200 
IT=INSTR("12345678「, 谷 $) 

TF 1=O0 THEN 1200 
BLUCK= ミ (上 エー] )*※ 

GUTU 1200 

' 還 議 HPN 了 アク セハ ルー チン 

PUKE &H4FFE , 

PUKE &H4FFF,B 

EXEC &H4FFD 

RE TURN 

' 証 譜 オリ ショ ク テ "ー グ クー 

DATR 31.23.0C.01 

DATA 23.26、32.03 

DaTR 9F, ウ の F , DF ,DF 

DATA 04.04.04.04 

DRTR 1F.1F,1F,1F 

DRTR F3.F3,F く る,F 3 

DRTRR 3 失 

' 証 譜 F ナ ン ハ "ーー テー ター 

DATA 1004.1064.1127,1194 
DATA 1265. 1 340., 1420, 1505 
DATA 1594. 1689., 1 790 , 1 896 
DATA 2008 
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(2 ) 音色 デー タ 

FM-7 シリ ー ズ 用 の FM 音源 カー ド に は , 40 種類 の 音色 デー タ が テー プ に 収め られ て 付属 し て 
いま す . ま だ た FM77AV に は , イニ シェ エー タ ROM の 内 部 に 77 種類 (FM77AV だ か ら 77 種類 な の 
で し ょ うか 9 の 音色 デー タ が 収め られ て いま す . 

FM-7 シリ ー ズ の 場合 は , 付属 の ^TEXTED” を 立ち あげ た 状態 で 音色 デー タ は , $6000 一 $654F 
に ロー ド さ れ ま す . FM77AV の 場合 は , まず イニ シェ エー タ ROM を 有効 に し な いと いけ ませ ん . 
F-BASIC V3.0 を 立ち 上 げた 状 態 で , 


CLEAR ,&H6000 
POKE &HFD10, 0 


と すれ ば , $6000-$7FFF まで が イニ シェ エー タ ROM に 切り 換わり ます . 音色 デー タ は , この うち 


/ 6 ら 4 
DT MULTI 
DeTune MULTIlple 
TL | 
| Total Level | 
馬 過 AR 
10 | Attack Rate 
[ Scale 
11 | 
12 
13 | | DR 
14 | Decay Rate 
15 


ー デ 
C) 
ト う 
に ーー 
〇 つ 


スロ ッ ト 


〇 oo ヽ の の m トト の NO 〇 で ご 


SR 
Sustain Rate 


21 SL RR 
22 | Sustain Level Release Rate 


"ーー fees ps | Game 
= 
s 
AMs 

> トー ae 
sl so ササ 
> 


DO  QO0O ど お [ ウ 0 己 DO OO 己 忌 DO OoO ご お DO oO 己 お DO OO m 


32 _ Wave Form_ ' 
3 mer 10-13 音色 デー タ の 形式 


ン っ タ 
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$6C00 一 $7639 まで に 収め られ て いま す . デー タ の フォ ー マ ッ ト は いずれ の 場合 も 同じ で , 図 10 
-13 の よう に な っ て いま す .34 バイ ト の デー タ の うち , 前 の 25 バイ ト が 実際 に FM 音源 に 送ら れ 
る デー タ で す . 残り は , LEFO 関係 (ビブ プラ ー ト や トレ モロ な ど ) の デー タ で す . 収め られ て いる 音 
色 デ ー タ を 図 10-14 に 示し ます . リス ト 10-9 の 音色 デー タ は , これ ら と 同じ フォ ー マ ッ ト な の 
で , 1520 行 一 1580 行 の デー タ 文 を これ ら の 音色 デー タ で 置き 換え る こと も 可能 で す ( 前 半 25 バイ 
ト の み 使 用 する こと ). 


FM 音源 カー ド 付 属 デ ー タ ー FM-77AV イ ニシ エー ターROM 


INe Ne |Ne| 音色 名 は 音色 名 
61 


交 を を ん 。 トラ ン ベ ペット E, オルガン 2 |41 | シン バル パード 


国 
ブラ シロ フォ ン ぎ ホル ン ハー プシ コー ド ティ ン パ ニー ドッ グ 


2 
ド き ん 26 |23 | コト | 3 | チュ ー バ |23 | クラ ピ ネ ッ ト 43 | カウ ベル |63! テレフォン 
] 


記 
い ) 
8 
0 
1 
記 い 
TN 


W* 


スト リン グ ス 1 | 24 | シタ ー ル ブラ ス 1 ギタ ー ベル 1 アラ ー ム 

スト リン グ ス 2 | 25 | クラ ビ ネ ッ ト | 5 | ブラ ス 2 ee 沈 ベル 2 ワイ ング ラス 

E, ピア ノ 1 ハー プシ コー ド | 6 | ベル + プ ラス | 26 | E, ベ ー ス 2 |46 | スチ ー ル ドラ ム 1 | 66 | クラ ッシュ 

E, ピア ノ 2 ベル ピッ コロ シン セ ベ ー ス スチ ー ル ドラ ム 2 | 67 | ハー トピ ビート 

E, ピア ノ 3 ハー プ | 8 | フルート シロ フォ ン パー カッ ショ ン 1 | 68 | フッ トス テッ プ 

キタ ー ベル 十 ブ ラス 9 クラ フリ ネット グロ ッ ケ ン 49 パー カッ ンション 2 69 ユー フォ ー(UFO) 
30 


E. ペー ス 1 | 30 | ハー モニ カ | 10 | オー ボ ェ 30 | ビブ プ ラフォン トレ イン 1 レー ザー ガン 


0 
] 
2 
う 
4 
| 15 
6 
/ 


51 エク スプ ロー ジョ ン 1 


ーー 
て 
へ 
マ 
IN) 


E. ペー ス 2 |31 | スチ ー ル ドラ ム ファ ゴット 2 ウフ 

E. オル ガン 1 |32 | ティ ン パ ニー スト リン グ ス 1 リコ ー ダ 52 | カー 72 

E. オル ガン 2 | 33 | トレ イン スト リン グ ス 2 ハー モニ カ モー ター サイ クル | 73 サウ ンド エフ ェクト 1 
15 


パイ ブ オ ル ガ ン 1| 34 アン ピュ ラン ス ピア ノ ター サウ ンド エフ ェクト 2 


エク スプ ロー ジョ ン 2 


8 湖上 \J 
| 代 JI | 
| 3| > 


パイ プ オ ル ガ ン 2| 35 コト パト ロー ルカ ー サウ ンド エフ ェクト 3 


ト ザ 15|E ピア ノ 1 |35 


35 

cst レイ ンド ロッ プ | 16 | E, ピア ノ 2 スネ アド ラム 1 アン ピュ ラン ス | 76 | サウ ンド エフ ェクト 4 

ピッ コロ ホル ン E, ピア ノ 3 |37 | スネ アド ラム 2 へ ヘリコプター | 77 | サイ ン ウ ェ イ ブ 

オォ オーボエ スネ アド ラム | 18 | パイ ブ オ ル ガ ン 1 | 38 | バス ドラ ム シッ プ 人 

クラ リネ ッ ト カウ ベル バイ プ ォ ル ガ ン 2 | 39 | オー プン ハイ ハット | 59 | ウェ イブ | 
中 


9 
グロ ッ ケ ン *ー カ ッ シ ョ ン | 20 | E, オル ガン 1 |40 | クロ ー ズ ハイ ハッ ト | 60 | レ カ ン ドロ ッ プ 


OO 


〇 | いい の 


図 10-14 音色 デー タ 一 覧 


10-2-3 『M 音源 音楽 ルー チン 

今 ま で の 説明 で , 音 の 出し 方 は だ いた いわ か っ て いた だ けた と 思い ます . し か し , た だ 音 を 出 
す だ け で は あま り に も つま ら な いで すね . そこ で 音楽 を …… と いう こと に な る わけ な の で す が , 
含ま で の 説明 以外 に や ら な けれ ば な ら な い 処 理 が 。 か な りあ り ま す . た と る えば, 旋律 を き ざ む た 
め の 音 長 や テン ボ の 処理 が 必要 で すし , 音色 や 音量 を 変え る た め の 処 理 も 必要 に な っ て きま す . 
ここ で は , 具体 的 に プロ グラ ム の 仕様 を 決め な が ら 音 楽 演奏 プロ グラ ム を 作成 する こと に し ます . 


ン ひ 
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まず 最初 に 音 長 と テン ポ の 処理 を 行なう 方 法 に は , 大 ま か に わけ て 次 の 3 通り の 方 法 が あり ま 
す . 


① プロ グラ ム で ルー プ を 組む . 
② FM 音源 内 蔵 の タイ マー で , IRQ 割り 込み を か ける . 
③ FM-7 の 2mS の タイ マー IRQ 割り 込み を 使う . 


① の 方 法 は , 他 の プロ グラ ム と の 普 行 動作 が で き な い と いう 大 き な 欠 点 が あり ます . そこ で ② 
か ③ か と いう こと に な り ま す が , こ こ で は コン トロ ー ル の 楽 な ③ の 方 法 を 採用 する こと に し ます . 

つづ いて 音色 デー タ で す が , 自分 で 作る の は きわ め て 困難 な の で , と りあ そえ ず ど こ か ら か 倍 用 
する こと に し ます . 具体 的 に は , FM 音源 カー ド の 付属 デー タ ま だ た は FM77AV の イニ シ エ ー タ 
ROM の どちら か と な り ま す . デー タ の 吸い 上 げ 方 を 最後 に まとめ て お きま す の で , 都合 の いい 方 
で お 試し くだ さい . また , よく 使う 音色 デー タ だ け を 取り 出し て まとめ て お いて も よい で し ょ う . 

さて , つづ いて 音量 の 設定 を 考え ます . 実は FM 音源 を 使う 上 で , 音色 デー タ を 作る 次 ぐら い 
に や っ か いな 処理 が これ な の で す . 処理 と し て は , オペ レー タ の 出力 レベ ル ( ト ー タ ル ・ レ ベル ) 
を 下げ れ ば いい の で す が , た だ 下げ る と いう わけ に は いき ませ ん .FM 音源 の 原理 の と ころ で も 少 
し 触れ まし た が , キャ リア に な っ て いる オペ レー タ の み を 抽出 し て 処理 し て や る 必要 が ある の で 
を: 記 

前 に も どっ て 図 10-9 を 見 て くだ さい . アル ゴリ ズム 0 一 3 まで は オペ レー タ 4 の み が キ ャ リア 
で す が , アル ゴリ ズム 4 で は さら に オペ レー タ 2,。 アル ゴリ ズム 5,。 6 で は さら に オペ レー タ 3 も 
キャ リア に な り ま す . まだ た , アル ゴリ ズム 7 は すべ て の オペ レー タ が キャ リア で す . 以上 の こと 
より , 音量 の 設定 手順 は 次 の よう に な り ま す . 


① オペ レー タ 4 に 対し て トー タル ・ レ ベル の 処理 を する . 
② アル ゴリ ズム =4 な ら , オペ レー タ 2 も 同様 に する . 
③ アル ゴリ ズム =5 な ら , オペ レー タ 3 も 同様 に する . 
④ お アル ゴリ ズム =7 な ら , オペ レー タ 1 も 同様 に する . 


な お , トー タル ・ レ ベル は 減衰 量 で 表し ます の で , 実際 の 処理 で は 音量 の 聞 数 を 足し 込む こと 
なり ます, 

さて , 以上 の こと を 元 に し て MML(Music Macro Language) の 仕様 を 決め た の が , 10-15 
で す . プロ グラ ム を わか りや すく する た だ た め に , LFO 関係 の 処理 は サポ ー ト し て いま せん . し た が 
っ て , 音色 デー タ も 前 半 25 バイ ト の み 使 用 し ます . 

MML は , F-BASIC V3.0 の 文法 に な る べく 近づけ る よう 和 雰 力 し まし た . FM-7 シリ ー ズ の ユ 
ー ザ ー の 方 に は , 説明 は 特に 必要 は な いと 思い ます . また 注意 すべ き 点 と し て , エラ ー に 関す る 
処理 を 特に し て いな い の で , 間違っ た MML を 指定 し た と き の 動 作 は, 保証 され ませ ん . 音 長 は 
計算 精度 の 点 か ら , な る べく 2 の n 乗 (1,2,4,8……) に し て くだ さい . また 同じ 理由 で , 符 点 音符 
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02250 53D3 4 1 にし ' ABU4CRCRCR 『 
02260 53DD 4F FC し 'U3BCRCRCR “ 
02Z270 53E ィ 7 4F FCC '03R8U4CRU388U4CR 『 
02280 53F7 4F に ' 昌 3F GARRRAR ′ 
02290 5401 4 っ FC し "EGRRUBFR “ 
02300 5409 4 っ FCC "CBERD8FR”" 
02310 5411 4 っ FC し 'ERERERER ”" 
02320 。 5419 4F FCC 'U2R8.R" 
02330 541F 00 FCB 0 
02350 っ 000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM_ BEGIN ADDR=5000 
PRUGRRM END RUDDR=54 1F 
PRUGRAM ENTRY ADOR=5000 


さて プロ グラ ム の 実行 方 法 で す が , サン プル デー タ ( リ スト 10-13) を 例 に し て 説明 し ます . ま 
ず , リ スト 10-12 と リス ト 10-13, それ に 後 で 述べ る 音色 デー タ を 入力 し た 後 , EXEC &H5500 
と し て くだ さい . つづ いて , EXEC &H5000 と し て み ま し ょ う . いか が で し ょ うか ? 音 が 出 
まし た ね . な お , 実行 を 止め る と き に は 必ず EXEC &H5503 | を 実行 し て くだ さい . 

- それ で は 最後 に オリ ジ ナ ル な 音楽 デー タ の 入力 方 法 を 説明 し て , FM 音源 の 説明 を 終わ り に し 
ます . 

まず , EXEC &H5500 [と し て くだ さい . その 後に , チャ ネル 1 の MML デー タ の 先頭 アド レ 
ス を ($5510, 11) に , チャ ネル 2 を ($5512, 13) に 。 チ ャ ネル 3 を ($5514, 15) に , そし て , テン ボ デ 
ー タ を $5516 に 書き 込ん で くだ さい . そし て EXEC &H5506 同 と すれ ば , あな た の オリ ジ ナ ル ・ 
メロ ディ の 演奏 が 始ま り ま す . 

テン ボデー タ は , 2mS の タイ マー 割り 込み 何 回 に 1 回 処理 を する か と いう 分 周 比 で 表 さ れ , 1 
が 最も 速く , 255 が 最も 遅く な り ま す . テン ポ デ ー タ が 16 の と き , 」 編 120 程度 に な り ま す . 

注意 点 と し て は , BREAK キー を 押し た り , エラ ー を 発生 きせ た りす る と , タイ マー 割り 込み 
が 止ま っ て し まい , 音 が 出 な く な り ま す . その と き に は , POKE &HFD02, 4 回 と 入力 し て くだ 
さい 、. 

最後 に 音色 デー タ の リン グ ク 方法 を 説明 し ます . この 音楽 プロ グラ ム で は ,$5800 か ら 音 色 デ ー タ 
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10-2 FM 音源 


が 入っ て いる こと に な っ て いま す . その た だ ため, 音色 デー タ を FM 音源 カー ド の 付属 デー タ ま た だ た は, 
FM77AV の イニ シェ エー タ ROM か ら 転 送 す る 必要 が あり ます . この 音色 デー タ 転 送 プ ログ ラム 
を , リス ト 10-14(FM 音源 カー ド 付 属 デ ー タ 用 ) お よび リス ト 10-15(FM-77AV イニ シ エ ー タ 
ROM 用 ) を 示し ます . 

プロ グラ ム の 実行 方 法 は , FM 音源 カー ド 付 属 デ ー タ を 使用 する 場合 に は , まず “TEXTED" 
を 立ち 上 げ て くだ さい . 続い て リス ト 10-14 を 入力 し て か ら RUN 回 で プロ グラ ム を 実行 し て く 
だ さい . ファ イル 名 を 入力 する と , 入力 し た ファ イル 名 で 音色 デー タ が セー ブ さ れ ま す . 

FM77AV を お 使い の 方 は 。 まず , F-BASIC V3.0 を 立ち 上 げ て くだ さい . その 後 で リス ト 10 
-15 を 入力 し て RUN | で プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい . ファ イル 名 を 入力 する と , 入力 し た フ 
ァイル 名 で 音色 デー タ が セー プ ブ さ れ ま す . 


リス ト 10-14 音色 デー タ セ ー プ (FM 音源 カー ド 用 ) 


]1 『 来 来 来 来 来 玉 玉 玉 来 来 来 来 来 来 来 玉 来 来 求 来 ※ 来 素 氷 玉 ボ 
2 !※ ォ ッ ショ ク テ ド ー ク SRVE 水 
う !※ 〈 LIST 10-14 〉) V3.0 ポ 
人 4! 玉 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 来 束 ※ 来 来 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 ボ 
10 CLEAR,&HS5800 

20 FUR IT=0 TU &HS4F 

30 PUKE &H5800+ エ ,PEEK〈&H6000+ ) 
40 NEXT 

50 INPUT"FTLE NRME".F$ 

60 SAVEM F$,&H5800,&HS5D4F ,&H5800 


リス ト 10-15 音色 デー タ セ ー プ (FM77AV 用 ) 


]  !※ 玉 玉 玉 了 ※ 玉 玉 玉 玉水 雪 玉 玉吉 ※ 玉 ※ 玉 玉 玉 示 水 ※ ポ ポポ ボ 
2 "kk オッ ショ ク テ "ー ク SaVE い 
う !※ ( LIST 10-15 〉 VS くう .3 
半生 る る る する を る る すもも す も も も すもも も る すもも る 《 る も を 
10 CLEAR .&H4000 
20 PUKE&HFD10.0 
30 FUR エ T=O0 TU &HR39 
40 PUKE_ &H4000+T , PEEK て &H6CO0+ エ ) 
50 NEXT 
60 PUKE&HFD10.2 

_ 70 FOR =O TU &HR39 
80 PUKE &HS800+ IT 、PEEK〈&H4000+ エ ) 
290 NEXT 
100 INPUT"FELE NRME'「。F$ 
110 SAVEM F$.&H5800, &H6239 .&H5800 


第 10 章 音源 
10-3 OPNBIOS 


OPNBIOS に は , 図 10-16 で 示す よう に 15 種類 の FM 音源 アク セス に 関す る BIOS が サポ ー 
ト さ れ て いま す . そこ で この 節 で は , OPNBIOS を 利用 し て FM 音源 を 使用 する 例 を 示し ます . 

リス ト 10-16 が 。 その サン プル プロ グラ ム で す . この プロ グラ ム は , 整数 型 変数 に 音色 番号 
(PLAY 文 と 同じ も の ) を セッ ト し て コー ル す る と , オク ター プ 4 で パ ヾ ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド ? と 音 
階 を 演奏 する も の で す . 

ブロ グラ ム の 実行 は まず リス ト 10-16 を ^L10-16M′” と いう ファ イル 名 で セー ブ し た 後 。 リ 
スト 10-17 を RUN し て くだ な さい. 


SAVEM “L10-16M",&H5000, &H509A, &H5000 


"オン ショ ク バ ン ゴ ウニ "と 音色 番号 の 入力 を 要求 し て きま す の で , 1-77 で 入力 し て くだ さい . 
この プログ ラム は OPNBIOS を 使用 し た サン プル で すか ら ,F-BASIC V3.0 で は 動作 し ませ ん . 


記 
SSG 音 源 レ ジス タ へ 1 バイ ト デ ー タ を 書き 込む 
DWTSSG | SSG 音 源 レ ジス タ へ 2 バイ ト デ ー タ を 書き 込む 
REDSSG SSG 音 源 レ ジス タ か ら 1 バイ ト デ ー タ を 読み 込む 
SSGCLR 全 SSG 音 源 レ ジス タ の クリ ア 


WRTFM FM 音源 レジ スタ へ 1 バイ ト デ ー タ を 書き 込む | 


REDSTR ステ ー タ スレ ジス タ の 読み 込み 


TRSPRM | 音色 デー タ の 転送 


SELCAR キャ リア の 判定 


リク エス ト | 名 
0 WRTSSG 


工 


W 


/ 


〇 ⑦ 


10 
1 1 
の 


= 


=ー- つ 
C り 


14 
15 
16 
1 / 


図 10-16 OPNBIOS 一 覧 


ン 6 グ 


01000 
01020 
01040 
01060 
01020 
01100 
01110 
01120 
01130 
01140 
01150 
01160 
01170 
01180 
01190 
012Z00 
01210 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01290 
01300 
01 310 
01 320 
01330 
01340 
01 350 
01360 
01370 
01380 
01 390 
01400 
01410 
01420 
01430 
01440 
01450 


01470 


01480 
01490 
01500 
01510 
01550 
01570 
01590 
01600 
01610 
01620 
01630 
01640 
01650 
01660 
01670 
01680 


5000 


5000 
5004 
5006 
5008 
500A 
500C 
500F 
501 1 
5015 
5017 
5019 
501D 
5020 
5023 
5027 
502A 
502D 
5031 
5035 
5037 
5039 
503C 
503E 
5040 
5042 
5045 
5049 
504C 
5050 
5052 
5055 
5059 
505B 
505D 
505F 
506 1 
5064 
5066 
5068 
5069 


5S08B 
っ 08D 
っ 08F 
っ 0 1 
っ 053 
っ 095 
に 10 レガ 
っ 099 


118 し 
アバ 
81 
26 
は 【 っ 
8E 
し 6 
RD 
Z っ 
じ 6 
RD 
じ し 
8E 
RnD 
CC 
GE 
RD 
108E 
86 
34 
GE 
E し 
88 
ED 
し し 
RD 
し し 
RD 
8D 
し し 
aD 
6 
26 
交 財 
8D 
8E 
30 
26 
う ウ 


っ 5000 


っ 03? 


TUTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 
PRUGRAM END 


DDR=5098 


PRUGRRM ENTRY DDR=5000 


10-3 OPNBIOS 


リス ト 10-16 OPNBIOS サン プル プロ グラ ム 


IE 


氷水 ※※ 当 ポポ 玉 未 示 未 未 未 未 涼 氷 氷 ホホ ポポ ※ ポ ポポ ポポ ポポ 
氷 UPNBTUS サフ? ルフ ロク ドラ ん ホ 
水 〈 LIST 10-16 ) 
し る る も も も も も も 人 も 人 る 人 も る 人 る 人 全 も も も 信 る 、 全 全 る も も も. 


FMBTOUS 


STRRT 


LUUP 1 


MURK 


*※ 。 くく FNUMBER 


FNUN 


UPT 
URG 
EQU 
CMPS 
BCC 
CMFR 
BNE 
LDR 
LDX 
LUDB 
JSR 
BC し S 
LDB 
JSR 
LUDD 
LDX 
JSR 
LDD 
LUDX 
JSR 
LDY 
LDR 
PSHS 
LDX 
LUDD 
URRA 
STD 
LUDD 
JSR 
LUD 
JSR 
BSR 
LDD 
JSR 
UEC 
BNE 
PULS 
BSR 
LDX 
LERX 
BNE 
RTS 
RMB 


FDB 
FDB 
FDB 
FDB 
FDB 
FDB 
FDB 
FDB 


END 


V く . ぅ * 


NUGEN 
$5000 

$FB2B UPNBIUS ^ く バク トル 

村 $6000  SP>=$6000 ナラ リターン 
ERR 

・ セイ スウ カ " タ ヘ ソス ウ イカ "イナ ラ リタ ー ン 
ERR 

3, X 人 くく オッ ショ クハ "ラコ ツウ 
UMURK 

1 TRSPRM コマ ッ ト " 
[FMBTUS ] オリ ショク テー ター ヨミ コミ 
ERR 

村 10 KUFFAL コマ ント * 
[FMBIUS ] スペ へ " テ ノ チ ャ ソネ ル ノ KEY DUFF 
村 1 1 MRTPRM コマ ッ ント" 

UMURK 

[FMBTUS ] オリ ショク テー ター カキ コミ 
村 $FO0D _ TTLSET コマ ッ ト * 
HUURK+4 

[FMBTIUS ] オリ リョウ セッ テイ 

4FNUM 

8 LUUP カ イス ウ =8 

a 

村 MURK FNUMBER セッ ト 

。Y 十 十 

村 $18 ォ オク ター フ " =4 

, X 

1 2 FNUSET コマ ント " 


LFMBTUS 〕」 FNUMBER カキ コミ = 
村 $FO09 KEYUN コマ ッ ト " 
LFMBTUS 」 KEY 3 UN =X ル 


MRTT 
村 マ 


ソ " カン マチ 
KEYUN コマ ント " 


LFMBIUS」 KEY 3 DFF = XM 


ぃ や 
LUUP 1 
和 ロ , PC 
ポキ ブフ 
0 
5 
ポー 


っ 


アグ ラプ クノ ク 


1004 
1127 
1 26 っ 
1 340 
1 505 
1 68 
1 8 ツ 6 
2Z008 


STRRT 


カワ ウン ブー テク リ メ ン ト 
LUUP カイ メ ウ クリ カエ シ 


ノ ソノ ” カン マチ ルー チン 


二 
D( レ ) 
E( て =) 
F( フ ァ ) 
(て ソ ) 
内 ( う ) 
B( シ ) 
C( ト ") 
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リス ト 10-17 OPNBIOS サン プル 起動 プロ グラ ム 
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も も すもも も する も す も すもも すもも る も 3 も も も? も 3 も すす も? も 3《《、 
'*※ ーー UPNBTUS TEST PRUGRRN 


京 (て LIST 10-17 ) 


'※ 。 LIST 10-16 


力 " 


V3 . ぅ 


ヒ ツ ヨ ウ テ " 人 


未 
し 
ホホ 


倒す を る も 、 る も る る も る も 9 る る る る る も も る る 《 も 9 も 9 ⑥ る も る 


CLEAR 300.&HS000 
LUADM"L10-16M"' 
DEF USR=&HS5000 


INPUT リオ ッ ショ ク ハル" フ っ コ "ワウ = 、 介 6 


DUMMY=USRC AX ) 
GUTU 1040 


11-1 漢字 ROM へ の アク セス 


( 1 ) 漢字 ROM デー タ の 読み 出し 

凍 字 キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ROM として, FM-7 で は IMB83256X メ 4,。 FM77AV で は 
MB831124 が 使用 きれ て いま す . そし て , FM-7 で は オプ ブシ ョ ン で し た だ た が, FM77AV で は 様 準 装 
備 さ れ て いま す . どちら の 漢字 ROM に も , JIS 非 漢字 453 字 と JIS 第 一 水準 敬 字 2965 字 が 記録 
され て いま す . この 漢字 ROM を アク セス する に は は , 


① BASIC の PRINT@ 文 
② BIOS の KANTJIR 
③TI/O レジ スタ ($FD20 一 $FD23) 


の 3 と お り の 方 法 が あり ます . 

I/O レジ スタ を 直接 アク セス し て 漢字 ROM デー タ を 読み 出す に は , メイ ン シ ス テム 1/O レジ 
スタ ($FD20, $FD21) に 漢字 ROM アド レス を 書き 込み ます . する と , メイ ン シ ス テム 1/O レジ ス 
タ ($FD22, $FD23) に 漢字 ROM の デー タ が 読み 出さ れ ま す . その と き , $FD22 番地 は 漢字 パタ ー 
ン の 左側 の 8 ドッ ト 分 の デー タ に , $FD23 番地 は 右側 の 8 ドッ ト 分 の デー タ に な り ま す ( 図 11- 
1 ). 


LVoCP42 | 名 生 | の きま | 
$FD20 9 
漢字 アド レス 
$FD21 CT 


図 11-1 漢字 ROM ア クセ ス 用 |I/O レ ジス タ 


( 2 ) 漢字 パタ ー ン と 漢字 デー タ と の 対応 

漢字 アド レス は 。 ビット 4ー ビ ッ ト 15 の 12 ビッ ト で 漢字 の 種類 を 指定 し , ビッ ト 0-ー ビ ッ ト 3 
の 4 ビッ ト で 漢字 パタ ー ン の 列 No を 指定 し ます . で すか ら , た と えば 亜 "の 漢字 アド レス は 
$4010 一 $401F で , その 各 漢 字 ア ドレ ス に 対し て 16 ドッ ト の 漢字 パタ ー ン が 図 11-2 の よう に 対 
応 し ます . 
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添 字 デ ー タ (LEFT ) 湊 字 デー タ (RIGHT ) 


ヽ 漏 
こう 
NR 
N る 
け 
| き 


$FD2O | $F in 

P リー 圭二 エ キキ エト オオ イー 
1 
121 才 Biy 
まあ 3 
14| | 
[ ま 1 E の 
間 事 間 5 
7 本 画 還 
に 上 計 っ] 
に 1 
Ki 還 画題 
5 | 半 識 EE 
Lc] | og 
IP| | 拉 細 
人 
LF | 負 


(3 ) JIS コー ド か ら 漢 字 ROM アド レス へ の 変換 

音 字 KROM アド レス (12 ビッ ト ) は JIS コー ド と は 別 の も の で あぁ り , 漢字 ROM か 7 グ で 区 する 
に は , JI]S コー ド か ら 漢 字 ROM アド レス へ の コー ド 変 換 が 必要 に な り ま す . た だ し , BIOS(F- 
BASIC も 含む ) を 利用 し て 漢字 ROM を アク セス する と き に は , BIOS 自体 が 変換 を し て くれ る 
の で JIS コー ド を 指定 すれ ば , アク セス で きま す . 

ここ で は , 直接 に 漢字 ROM を アク セス する と き 必 要 と な る コー ド 変 換 方 法 と 変換 プロ グラ ム 
を 紹介 し ます . 

16 ビ ピッ ト の JIS コー ド CO-JC15 で 示す ) か ら , 12 ビ ッ ト の 漢字 ROM ア ドレ ス (RAO 
ー ド RA11 で 示す ) へ の 変換 方 法 は , 図 11-3 の と お り で す . 


① JIS コー ド の JC0 一 JC4 の 5 ビッ ト は , その まま 漢字 ROM アド レス の RA0 一 RA4 と し ま 
ト 記 
J]S コー ド の JC8 一 JC11 の 4 ビッ ト は , その まま 漢字 ROM アド レス の RA5 一 RA8 と し ま 
す . た だ し , (JC14, JC13, JC12, JC6, JC5) の 内 容 が , (0,1, 0,1, 1) の と き に は 。 RA8 は \1/ 
と 1 は まま 、 

③ JIS コー ド の JC5, JC6, JC12, JC13, JC14 の 5 ビッ ト は , 下記 の 変換 表 に 従っ て コー ド 変 
換 を 行ない , 漢字 ROM アド レス の RA9-RA11 を 決定 し ます . 
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JIS コー ド > 


12 11 


15 。 14 13 10 
|* ネ 1 | * ネ 1 |*1 | “ “ | *1| *1 | 
| JC15 | JC14 | JC13 | JC12 | JC11 | JC10 1 JC9 1 JC8 | JC/ JC6 | JC5 | JC4 | JC3 | JC2 1 JC1 1 JCO 


9 8 / 6 り 4 3 2 1 0 ツ ド 


/// ノ レン ジジ ジ 


|*1|*1|*i1il*2| | | | | | 2414NN TNI 
| RA11 | RA10 1 RA9 | RA8 | RA7Z | RA6 | RA5 | RA4 RA3 ( RA2 | RA1 | RAO 
15 。。 14 。 13 。 12 。 11 10 8 5 。 4 


/ 6 こ ) 


< 漢字 ROM ア ド レス > 


*1] 変換 表 に よる 
*2 (JC14,JC13,JC12,JC6,JC5) が (01011) の 時 RA8=“1“" 


図 11-3 JIS コ ー ド か ら 漢 字 ROM ア ドレ ス へ の 変換 


以上 の 変換 方 法 を 用 いて 漢字 ROM デー タ の 読み 出し を 行なう プロ グラ ム を , リス ト 11-1 に 
示し ます . 漢字 の JIS コー ド を 16 進 4 桁 で 入力 する と , その 漢字 ROM アド レス を 求め 表示 し ま 
す . そし て 指定 され た 漢字 パタ ー ン を 読み 出し て 拡大 表示 し ます . 


リス ト 11-1 漢字 パタ ー ン 表示 


1 00 ! 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 座 玉 来 束 来 求 玉 氷 氷 玉 氷 束 玉 玉 氷 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ボ 

20 『'※* KANJTI PATTERN DISPLAT 玉 

30 !* LIST 11-1 ) V3.0/V る 3. る 3 *\ 

ス る の 未来 ※ 玉 束 求 玉 ※ 求 氷 来 ※ 玉 求 求 来 玉 玉 玉 ※※ 求 玉 玉 玉 束 玉 玉 ※ 水 洲 

40 MIDTH 40.25:DEFINT A-Z:DIM JC(15).RR て 11) 
5S0 CLS:LUCATE 0.0:TNPUT "JTS CUDE= 1 る 

60 FUR IT=O0 TU 3 


70 =VALC て "T&EH"+MTD も (も, 4ー 上 よう) 
80 FUR Js=O TU 3 ぅ 

?0 JC( エ T*4+J) う = 人 Q AND &HO1 
100 ロロ =INT(R/2) 

110 NEXT 

120 NEXT 


130 FUR I=O0 TU る :RACI)=JCCT):RA て エ +5)=JC(T+8) : NEXT : RA て 4)=JC(4) 
140 =JC て 5)*16+JC て 6) B+JCC12)w4+JC て 1 3) 2+JC て (14) 
150 IF =18 THEN RAC11)=0:RAC10)=0:RA(9)=0 


ン 6Z 


160 
1 70 
180 
190 
2Z00 
2Z10 
Z20 
230 
2Z40 
250 
260 
270 
280 
290 
300 
310 
320 
330 
340 
350 
360 
370 
380 
390 
400 
410 
420 
4 30 
440 
450 
460 
470 
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THEN_RR(11)=0:RAC10)=0:RA(9)=1 
THEN RAC11)=O0:RR(10)=0:RA(9)=0:RA(8)=1 
THEN RAC11)=0:RAC て 10)=1 :RA(9) =0 
THEN_RA11)=O0:RAC10)=1 :RR( の )=1 
和 Q=3 う 0 THEN RA(11)=1:RRC10)=0:RA(9)=O0 
ロロ =17 THEN RRC11)=]1:RRC10)=0:RR( の )=1 
ロ = ツ THEN RA〈11)=1 :RAC10)=1:RA( の 9)=O 
1]F ロ =25 THEN _RRC11)=1 :RAC10)=1 :RR( の )=1 
DU1$=HEX$S(8*RR て 11)+4*RA て 10)+2*RA( の 9)+RAC8) ) 
RDZ も =HEX$〈B*RR て 7)+ す 4※ 民 RC(6)+2*RR(5)+RAC4) ) 
RD う や ゃ =HEX$〈B*R 人 て う )+4*RA(2)+2*RA て 1)+RA(O) 〉 
QRD4$= リ "0" 
PRTINT'PRUM DR = 
X=10:Y=32 
FUR TIT=0 TOU 15 

PUKE _&HFD20.VALC て CU&H"+TAD1$+aD2$) 

PUKE_&HFD21.VALC"&H"+AD3$+AD4$)+ エ 

GUSUB 3?0 
NEX「 
LUCRTE 0,.21:PRTINT"H1t any Key!!! 
IF INKEY$S く >2 り 9 THEN 50 ELSE 360 
LUCRTE 0,.20 
END 
M=U:PUKE VARPTR(M) , PEEK〈&HFD22) :PUKE VARPTRCM)+1 ,。PEEK(&HFD2 る ) 
LUCATE 20,.Y/8:PRTNT RIGHT$("0000"+HEX$〈M) 、4) 
FUR J=15 TOU 0 STEP -1 

IF_ M aND_ &HO1 THEN CC=2 ELSE CC=7 

LTNE 〈(X+J※16。Y イ うー(X+J*16+12.Y+6) , PSET 、CC 、BF 

=TNTCM/2) 
NEXT 
= ヤ Y+ ロ 
RETURN 


Q=10 
A=26 
=22 
A=14 


DU1 も 1 RD2$ も : AD3$ も :AD4$ 


11-2 漢字 ROM に 対す る BIOS 


洪 字 KOM デー タ を 読み 取る に は , BIOS の KANTJIR を 利用 し て も で きま す ( 図 11-4). この 
KANJIR で は , JIS コー ド を 指定 する と 漢字 ROM デー タ 32 バイ ト が , 一 度 に 読み 取ら れ ま す . 
し か も 漢字 ROM アド レス へ の コー ド 変 換 を する 必要 も な く , た ん へ ん 便利 で す . KANJIR を 用 
いて 漢字 KOM デー タ を 読み 取る サン プル プロ グラ ム を , リス ト 11 -2 に 示し ます . $5000 番地 か 
ら ブ ログ ラム を 入力 し て , EXEC 立 H5000 に て 実行 し て くだ さい . $5020 番地 一 $503F 番地 の 32 
バイ ト に , 亜 ” の 漢字 ROM デー タ が 読み 出さ れ ま す . リス ト 11-1 の 実行 結果 と 比べ て みて く < 
だ さい . 

KANJIR (漢字 パタ ー ン 読み 込み ) 


ュー 
Fo ly2aats mwo lg 
23 | デシ ッ ラ ァ ア ドレ メ | ncspw| oO 
攻 : 拓 
要 


Le [ey ター | 


図 11-4 KANJIR の RCB 


グン 6 ざ ぐ 


11-3 漢字 JIS コ ー ド 対応 表示 


リス ト 11-2 BIOS に よる 漢字 ROM 読 


み 出 し 


玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉水 水玉 玉 ※ 玉 玉 玉 水玉 未 求 来 ※ 玉 水玉 水玉 水玉 示 玉 ポポ 


00010 

00020 ボ KANJIR SAMPLE PRUGRRN い 
00030 * 〈 LIST 11-2 〉) V3.0/VS. ぅ * 
00040 表 来 来 来 来 来 来 来 素 来 来 来 来 来 来 玉 玉 玉 来 玉 求 来 来 来 来 来 求 来 求 玉 氷水 
01000 HPT NUGEN 

01002 5000 URG $5000 

01010 5000 20 3E SO040 ENTRY BRA KANJ エ 

01020 ボ 

01030 5002 16 KANJIR FCB 22 REQ NH. 
01040 5003 0001 RMB 1 

01050 5004 5020 FDB PAT DATA ADR . 
01060 5006 302 1 FDB $ る 302 1 JTS CUDE 
01070 5008 0002 RMB 2 

01090 5008 10 SUBUUT FCB 16 REQ NH. 
01100 500B 0001 RMB 1 

01110 500C 5012 FDB SUBBUF _ DaTR ADR. 
01120 SO0O0E 002E FDB 46 DATA LEN. 
01130 5010 0002 RMB 2 

01150 5012 0001 SUBBUF RMB 1 

01160 5013 00 FCB 0 

01170 5014 1 C FCB $ る 1C CUMMAND CUDE 
01180 5015 0064 FDB 100 X 1 

01190 5017 0064 FDB 100 Y1 

01200 5019 0073 FDB 1 15 X2 

01210 501B 0073 FDB 1 15 Y2 

01220 501D 02 FCB の 2 CULOR 

01230 501E 00 FCB 0 FUNCT TOUN 
01240 501F 20 FCB _32 DATA MOUVE LEN. 
01250 5020 0020 PAT RMB 32 PATTERN DRTRA 
01260 5040 8E 5002 KANJT  LDX #KANJTIR 

01270 5043 D 9F FBFR JSR [ $FBFA ] KANJI PATTERN RERD 
01280 5047 BE S00A LDX は SUBUUT 

01290 5048 aD 9F FBFRA JSR [ $FBFA] KANJI PATTERN DISPLRY 
01300 504E 25 01 BCS ERRUR 

01310 5050 3 RTS 

01320 5051 3? ERRUR RTS 

01330 5000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 
PRUGRAM END DDR=5051 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


11-3 漢字 JIS コー ド 対 応 表 示 

FM-7 シリ ー ズ で 漢字 を 表示 する 場合 。 通常 ,。 PRINT@ 文 を 使い ます . し か し 漢字 コー ド に JIS 
ュー ド を 指定 し な いと いけ な い の で , 調べ る の が な か な か 大 変 で す . そこ で , 画面 に 漢字 と その 
TIS コー ド を 対応 させ て 表示 する プロ グラ ム を 考え て み ま し た (リス ト 11-3). 

この プロ グラ ム は , 漢字 の 読み を 1 文字 入力 する と , その 読み の 漢字 を JIS コー ド と と も に 表 
示す る も の で す . プリ ンタ に コピ ー を 取る こと も で きま すか ら , よく 使う も の は 保存 し て お く と 
便利 で す ( 図 11-5). 
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- プログ ラム は , RUN | で 起動 し ます . 読み を 入力 する よう に 求め て きま すか ら , アー ワ の 1 文 
字 を 入力 し ます . 漢字 の 表示 が 1 画面 に お さま ら な いと き は , (N)EXT or (E) ND ? と 表示 し ま 
すか ら , “N” か “E” の キー を 押し て くだ さい . 漢字 の 表示 が 終了 する と , HIT ANY KEY と 
表示 し ます . いずれ の 場合 で も , *P′ を 押す と 画面 の ハー ドコ ピー が と れ ま す . 


リス ト 11-3 漢字 JIS コー ド 対 応 表 示 


100 『! 素 永 束 氷 玉 来 求 玉 素 氷 求 玉 氷 玉水 未 未 玉 玉 玉 求 来 氷 玉 求 玉 求 玉 玉 来 来 ポ 
20 "* KRNJTI <--> JILS CUDE * 
30 『!※ (て し LTST 11- う 3 う V3.0/V3.3 ※ 


OU! 玉 玉 来 玲 来 来 ※ 来 来 ※ 玉 玉 玉 来 玉 来 来 来 来 求 玉 氷 玉 来 水玉 氷 玉 玉 玉 玉 東 氷 洲 


1000 
1010 


' 軒 較 KANJI >> JTS CODE 
DIM CUDE% て (44 ) 


1020 FUR エ T=O TU 44 

1030 READ CUDE$ :CUDEX( エ T)=VALC て UIHU+CUDE も $) 
1040 NEXT 

1050 MIDTH 40.25 

1060 INPUT "ヨミ カク タリ:Y る も 

1070 IF Y$ も = THEN BEEP:GUTOU 1050 

1080 YUM エ =ASC(Y も )-&HB 1 

1090 IF YUMIT<O UR YUME>43 THEN BEEP :GUTOU 1050 
1100 KCUDE=CUDEX〈YUM エ IE) : KEND=CUDEX て YOUM エ +1 ) 
1110 CLS:PRTNT"k 玉 氷 ヨミ カク (て リ 5EY$ る 1 りう 素 ※ 氷 り 

1120 Y=8 

1 1 40 X=0 

1140 PRINTQX+8.Y),KCHUDE 

1150 SYMBUL〈X.Y+16) ,。HEX$〈KCHDE ) 1 。 1 .7。0 

1160 KCUDE=KCUDE+1 

1170 IF 〈KCUODE 8ND _&H7F)=&H7F THEN KCHDE=KCUDE+&HA2 
1180 IF KCUDE=KEND THEN 1280 

1190 X=X+40: エ IF X<640 THEN 1140 

1200 Y=Y+25:TF Y<180 THEN 1130 

1210 LUCATE 0.24 

1220 PRINTUCNDEXT apr (EDND? リ < 

1230 も =TNKEY$: Q$ も =INPUT も (1 ) 

1240 IF AA$=VUE" UR A$="e' UR AR$=" イ " THEN 1050 
1250 IF も =VUNUD OUR QA$="nD OUR A$ も =" ミリ 和 THEN 1110 
1260 IF $="'PU OUR AR$="p' OUR A$ も = もり" THEN HARDC2 
1270 BEEP:GHTOU 1230 

1280 LUCaATE 0.24 

1290 PRINT"HITT ANY KEY 


1 300 
1 310 
1 320 
1 る 30 
1 340 
1 350 
1 360 
1 370 
1 380 
1 390 
1 400 
1410 
1 420 
1430 
1 440 


2Z の 


や =INKEYS$ : も =TNPUT も (1 ) 


IF A$="P" 


GUTU 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DATR 
DURTR 
DRTR 
DRTA 
DRTRa 
DRTR 
DRTR 
DRTAR 
DRTR 


UNR 内 も = リリ p" 
1050 
3021,304. 3126, う 141 
っ 177 . 32 3C 。 346B , 3665 
っ 7 うっ, う B4 3 3 月 うう, 3B45 
3F58, 4024 .4139.423E 
4340.4445.4462.4546 
4660.4673.4728.4729 
4 7 うっ 5. 4743.485B , 4954 
4R3R, 4RSD , 4B60.4C23 
4 し くう, 4 じ 3D , 4C4E , 4C6 ツ 
4 し 7B,、4D3D,4D65,4D78 
4E っ し, 4E61 . 4F24 。4F41 
4F コ 4 


DR AS$='t" 


THEN HARUCZ 


oc 


11-4 JIS コ ー ド 表 に な い 漢 字 ROM デ ー タ 


鶴 
玲 
琶 
山 
則 
ゴ 
ハハ 
ゴ 
N ア 
玉 
寄 
案 


『Y1 
[ずる ] 
エコ 
> 
C う 
トー こ 
CD 
むう 
か ム 
CC う 
た FT け 
PuJ 
FRO ニ ーー ナ 
< デー 
ひし う 
ひっ う 


し ず @」 
(ーー] 
の ゅ 
[ずる ] 
で 
と づ と ブ 
むとう し ずる ) 
ボー 
ン う 
や 如 」 
計 
し レ し う 
Pu ps 
ジー 
を 一 区 
と 上 
し う 
引 5 
Aa 
し J 
DJ りう 
[ 仙 」| 
し つう 
RG fo 
OCT ょ ーー 
て ず 
Cl ロ H き 
て 内 
(し う 
です = 
[ ずる 
| 
『 
ー3 
1 


< 
むう 
に ah 
の 
て C り 
Le au 
し う 
い AD 
いう 
- ウ 
C ロ 


SS 
か | 


員 
- す 2 
Sea Rm 
に 
ま 


て う 
COD 
いう 


0 SB 


で っ 


ぃ の 
こてつ う 
レン 


お で 
か っ c っ 
St 


『Y1 
2 つい 、、 
1 い 
に 
ひつ の 
トー 
Le *] 
て し う 
レ 可 
か へ 
て う 


こけ 


し ずる ) くう 
KA ま LR 
> て ゅ 
むり し 
『 
ゴロ 9' き 打 
て う むう 
『Y1 
て ひ C う “ 
3 SS 
C う C う 
GT ーッ > 
か り ひ CN 
ES 
て りう 
| | 
し ずる 」 
『P り っ 
3 叶 
〇 っ 
= コ 
-、 
C う 
人 ] 
Ss 
ていう 
SS お 
co 
YY 
こ J 
て つう 
EE 
CO 


SSRBT (SS SB 
CO C う 
SD 

いう S 


] 

いう 

ユー 

< ま 、、 

し J う 

し の 

し 

L 剖 」 | 

の の 、 

と HHI S ァ 旬 

Le Ch 

し し ぎゅ 

呈 g RTS 

っ 】 -J 

し う いう 
SET 
こり 

で 
KR テラ 
Le ) 
て ん う 
090 6 CT 棋 

ー ジ 
ba 
Le p」 
し ずる 
RG 
し 
むう 
HH 
に つづ 


eo の と 
僅 


4 放 誠 お 昌 導 あ 

JocE 33cF 3J3d 3331 3332 333 338 3339 333 333B 333C 333D 
昌 着き 

F 3349 謝 34 と 講 入 旧 放 導 上 骨 骨 My 導 34D 


へ 
ツン 
「T| 
の 
ー 
0 
) 
2 
IM 
ツン 
ア 
ワ 
V 


図 11-5 漢字 JIS コ ー ド 対応 表示 実行 例 
11-4 JIS コー ド 表 に な い 漢 字 ROM デー タ 
漢字 ROM を アク セス する に は , 通常 BASIC の PRINT@ 文 か ,BIOS の KANJIR に て JIS 


ュー ド を 指定 し て 行ない ます . これ に よっ て , JIS 非 漢字 453 字 と JIS 第 一 水準 漢字 2965 字 は す 
べ て 表示 で きま す . 


emem ニーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーー ニ 5 ぅ ィ ョ ェ ョ ォ ー ォ ー ォ ババ ォ ーー っ ニニ ニー ピ デー モ ヒ ーー ニ ーー ニーーー デ ピ デ デ デ そ OO 
ーー ーー デー ニニ ーー ここ 


図 11-6 JIS コ ー ド 表 に な い 漢 字 ROM デ ー タ 
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し か し , 漢字 ROM (MB831124) に は , JIS コー ド 表 に な い 特 殊 記 号 用 デー タ が 60 種類 も 記録 さ 
れ て いま す . 図 11-6 に その 一 覧 表 を 示し ます . これ ら は , JIS コー ド と 対応 づけ られ て いな い の 
で , BASIC の PRINT@ で は 表示 で きま せん . それ で , メイ ン シ ス テム 1/O レ ジス タ ($FD20 
ー$FD23) を 用 いて , 漢字 ROM アド レス に よっ て 直接 漢字 ROM を アク セス する プ ブログ ラム を リ 
スト 11-4 に 示し ます . 漢字 ROM アド レス を 入力 する と , その 漢字 パタ ー ン を 拡大 表示 し ます . 
11-6 の 表 を も と に , 実際 に 確か め て くだ さい . 


リス ト 11-4 JIS ド 表 に な い 漢 字 ROM 


100 『! 氷 氷 来 氷 玉 来 氷 玉 来 来 玉 玉 玉 ※ 玉 玉水 未来 涼 ※ 氷 玉 玉 氷 ※ 氷 氷水 光 

2Z0 「『'※* KANJTI_ RUM DRTR DTISPLRT * 

3U 『'※* て LIST 11-4 ) V3.0/V3. る 水 

は U  ! 表 氷 京 束 束 氷 氷 求 玉 来 束 氷 玉 玉 求 玉 玉 玉 玉 玉 ※※ 素 求 氷 求 玉 玉 ※ 玉 氷水 

100 MIDTH 40.25:DEFINT a-Z 

110 CLS:LUCATE 0.0:TINPUT DRUM DDRESS = ニー: 介 る 
120 X=10: ヤ =32Z 

130 FUR I=0 TU 15 


140 PUKE _&HFD20.VALC て USH"+TLEFTS( 人 も 2)) 

1 50 PUKE &HFD21.VARLC て TU&H"+TRTGHT$( 人 も , 2 うう +」 
160 GUSUB 220 

170 NEXT 


180 LUCRATE 0.21:PRINT"H1t any Key!!『 

190 IF INKEY$ く 0D THEN 110 ELSE 190 

2Z00 LUCATE 0.20 

Z10 END 

2Z20 M=O:PUKE VARPTR〈M) .PEEK て &HFD22) :PUKE VARPTR て MD)+1 PEEK(&HFD23) 
230 LUCATE、20.Y/8:PRINT _ RIGHT$S〈"0000"+HEX$ も (MM) う 4) 
240 FUR J=15 TO 0 STEP -1 

Z ら り IF M RND_ &HO1 THEN CC=2 ELSE CC=7 

260 LTNE (XX+J 氷 16。Y ヤ うー(X す J 氷 6+ す 12。Y+6).PSET , CC,BF 
270 いい =INTCM/2) 

2Z80 NEXT 

Z⑦0 Y=Y+8 

300 RETURN 


11-5 ファ ンク ショ ン キ ー エ リア に 漢字 表示 


漢字 を ファ ンク ショ ン キ ー に 定義 で き な い こと は , キー 入力 の 章 の 説明 で 明らか で す . し か し 
市 販 の パッ ケー ジ ソ フ ト に は , ちゃ ん と ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 エ リア に 漢字 を 表示 し て , それ 
に 対応 する キー が 押さ れる と , その 処理 を 行なう よう に な っ て いる も の が あり ます . いっ だい, 
どう し て いる の で し ょ う . 

これ は 実は , ファ ンク ショ ン キ ー エ リア の 位置 に PRINT@ 文 で 漢字 を 書い て , あたかも ファ ン 
クシ ョ ン キ ー の 表示 で ある か の よう に 見 せ か け て いる だ け な の で す ,. そし て ファ ンク ショ ン キ ー 
割り 込み を 使っ て , それ ぞ れ に 対 応 する 処理 を 行なう よう に し て いる の で す . 

そこ で , 以上 の こと を プログ ラム し た 簡単 な メニ ュー( 処 理 選択 ) ブ プロ グラ ム を 紹介 し ます . PF1 
<ーPEF5 の ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と , それ に 対応 し た メッ セー ジ が 表示 され ます (リス ト 11- 
5) . 


グ / グ 


11-6 抜 張 漢 字 表 示 プ ログ ラム 


リス ト 11-5 漢字 メニ ュー プロ グラ ム 


10 『 理 来 玉 玉 来 玉 来 束 玉 玉 玉 来 束 来 束 玉 玉 玉 来 玉 求 氷 求 氷 求 求 来 求 求 来 来 ※ 
20 『'* KaNJI MENU_ PROGRAM 氷 

30 『!* LTST 11-5 ) VS.0/V る 3. る 素 

0 ! 来 玉 来 来 玉 来 玉 来 ※ 来 来 来 来 束 来 玉 来 玉 求 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 玉 来 

っ 0 MIDTH 40.25:CUNSHLE 0.23.0.0 

60 UN KEY〈1) GOSUB 200:KEY1) ロ N 

7U0 UN KEY(2) GHSUB 210:KEY〈2) ロ N 

80 UN KEY る 3) GOSUB 220:KEY〈3) ON 

20 UN KEY〈4) GUSUB 230:KEY〈4) ON 

100 UN KEY(5) GUSUB 240:KEY〈5) N 

110 FUR 1=0 TO 4:LTNE (T*128,184)-(T*128+112、199) 、PSET 、5、BF : NEXT 
120 RESTURE 270:COLDR 0 

130 FUR TI=O TO 4 


140 READ 人 A$:PRTNT ( エ T*128+24,184) . VALC'&EH"+A$ ) 
150 READ $:PRINTG 〈( エ T*x128B+64.184) ,.VAL て "HU+S ) 
160 NEXT 


170 CULUR ?:PRINT 〈0,.0) .&H3D68. &H407D, &H3960 、&H4C5C . &H2472 , &H4 1 2 、 &H2 
47 う 、&H2447、&H242F , &H2440 , &H24 る 35. &H2424 , &H2123 

180 GUTOU 180 

190 END 

2Z00 PRINT_&H3A6E , &H2340.&H402E : RETURN 

Z10 PRINTZ _&H4A51 , &H2340 . &H3939 : RETURN 

ZZ0 PRINTG_ &H3A6F .&H2340,&gH3D7C : RETURN 

2Z30 PRINT _&H3821 , &H2340 .&H ス SA77 : RETURN 

240 PRINTQ_&H30D2A.&H2340.&H4E3B 

ZS50 KEY〈1) OFF :KEY〈2) UFF :KEY( る 3) DFF :KEY〈4) UFF :KEY〈5) OFF 
260 CUNSULE 0.25.0.0:END " 

Z70 DaTA 3A6E . 402E . 4A51 , 39 る 39, 3a6F , 3D7C., 3821 , 3A77 、 302、4E3B 


11-6 拡張 治 字 表示 プロ グラ ム 


BASIC で 漢字 表示 する に は , PRINT@ 文 に て 行ない ます . し か し この PRINT@ 文 に よる 漢字 
表示 は , 機能 的 に みて 便利 と は いそ を ませ ん. それ で , マシ ン 語 に よる 拡張 漢字 表示 プロ グラ ム を 
考え て み ま し た だ た. た だ し , 4096 色 モ ー ド に お ける 漢字 表示 方 法 は , 8 色 モ ー ド 時 と まっ た く 異 な り 
ます の で , 次 節 で と りあ げ ま す . 

リス ト 11-6, リス ト 11-7 が その アセ モン ブル リス ト で す . この プロ グラ ム は , 漢字 表示 用 デー 
タ を セッ ト し て , ($5002, $5003) 番 地 に その デー タ ア ドレ ス を 書き 込み , EXEC &H5000 で 実 
行 し ます . 

敵 字 表示 用 デー タ の 形式 は , 2 バイ ト 単 位 の デー タ で 図 11-7 の と お り で す . 機能 に 5? を 指 
定 す る と , 漢字 の リバ ー ス 表示 と な り ま す . また 機能 に 15? を 指定 する と ,。 テキ スト バッ ク カ 
フー の 指定 が 有効 と な り , テキ スト バッ ク カ ラー て で 画面 消去 し て か ら ,。 テキ スト カラ ー で 漢字 が 
表示 され ます . 改行 指定 に お いて 改行 数 15 を 指定 する と , 表示 位置 が ホー ム ポ ジ シ ョ ン (X ニ =0, 
Y= テ 0) に 設定 され ます . 


グン / プ 


アノ と 


00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 04【5 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 09{G 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 05{G 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヶ {G 
{けり 00 00 00 00 6 ?Z ゴゴ の 【 { @9 dO ヨ コ 0 ヶ J タタ タタ 0 {G 
0U ち ヶ 6 』{ ヨッ 0G 2d コ 0 ? タ 8 0 コタ コタ 005 2 VO 4Z 80 0Z【G 
け O GJ ?0 05 2 < ヶ ゴゴ 9?9{ 6【 88 dQ ヨ 0 00 SJ SG【 988 ヨコ U【【5 
と 40 gd {【 ら コ ゴ 8 9?{ 4 89 dd ヨコ コ 0 00 %JO を 【 88 Q ヨ 』 ヨ 0 %98 00【G 
L 5 コ 」 ゴ コ + ゴ + d+ 〕+ + U+ 6+ 9+ J2+ 9+ G+ ち + S+ 乙 ++ 【+ O+ Ke 

0U 80 GJ {ヨコ ヨ ヨ Z9 JU9 6 6d / け 0 5』 ヨ Z Ss ヶ Zd < びり 0 [ S コ ] 
マル < コ 0Z 00 00 JJ ?9 』 コ 』 9 の { 4 88 dQ ヨコ 30 00 JJ E【 g8 0305 
と dd 00 00 JJ 6 88 Q ヨ ヨコ 0 00 <J GS 88 0 ヨ SU 88 > ヨコ 0 ヨ 305 
ヒレ 85 5 gG 8G コタ 0Z 4Z 』 コ 0 {JO ヨコ 0 ? タ 9 998 0Z ヨコ 0 Q ヨ 』0 0d05 
6 ヨコ OO0 <J 0 dd 00 00 JJ tt 898 Q ヨ 0 00 sdJ QO 0 ヨコ 01 0J05 
け J 00 <〕J dO J ヨ 3 0Ot 5Z 0g8 ZO0 sg@ 0Ot O【 00 sJ 0 コ ヨ リコ 0805 
【 ヨゴ 6 OU dO 0G ヨコ 8 9』 ヨ ロ ヨコ 6 QOV $【 88 dQ ヨ ce ヶ J ヨ 【【 0U906 
ンプ 88 dd > ヶ コ ヨ 3 』 コ 0 Odd 5 ヶ コ ヨ QOO Q ヨ SS ヶ 2 ヨコ St 05 ヨ J > 0605 
ゴ ヨタ 05 コ 38 J{ 。Z 0 05 9d 9 コロ ヨ ョ ヨコ 6 Q? ヶ 0 0q ヨ Z650O0Z ヨコ 0805 
ち { 00 92Z 0O{ Ot GSGg8 {TU 00 9{ 96 00 4Z 0O【t O【 GSG8 60 46 005 
96 0Z Sg8 dQ 00 9 と 0O{ 0 ヶ G98 tt ZZ 08 SG8 {9 J ヨ 50 05 0905 
EL マ 398 CZ0 05 ヨコ ヨ 0O{t ココ ヨゴ ZOO 00 00 00 00 00 00 00 00 0505 
【Q 00 00 St 00 00 00 00 {{ 00 8 ヶ 05S 00 0 00 00 00 0 ヶ 05 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0S06 
の レノ 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 02 00 40 0Z205 
@P 40 00 0 00 00 00 00 00 Jt 00 00 00 00 ヨ Z2 00 5【 0105 
と の 0G 00 O{ 00 00 00 00 ZZ 05 00 ?【 00 00 00 65S 06 0005 


7 と と ロン と 立 学 志 閉 革 間 9-【t 1 と [ 


下條 の 々 ーー 四 聞 源 志 彰 午 避 /- 唱 図 


壮 上 遂 々 一 と 
0001$ 
(/ ン 0) 評 才 一 = と ン へ \/] と キ エ 
(/ て 0) 議 福 一 と と キー エ 
( 克 剛 時 の 一 と へ \/J と キ エ ) ヨ AO : GI 
( 普 源 ー\/f)1ON : G 
OX : 
QNV : と 
O: と 
13S ヨ dd: 1 
( 普 等 過 避 )13Sd: 0 
学 如 理 終 一 一 
XXX ヨ $ 
(Eet<0) 議 鶴 匠 翌 入 
XX0V$ 
(EZ9 ン 0) 議 堆 匠 憶 X 
XXX6$ 
潤 強 7 E 人 ズ 洋 ソー 平 衝 日 パ 半 汁 : GT 
(Gt ?1 ン 1 ) 壮 時 尊 性 
X0098$ 
ョ ー ヒ SI「 志 斉 * 
XXXX$ 


内 Oa 主 斉 【 肖 


11-7 高速 漢字 表示 プロ グラ ム 


5180 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5190 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51A0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S1B0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51CO0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S100 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51EO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51FO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
[cs] : BD 02 50 88 72 CS 39 a2 AO AaC F1 E2 CC CO 20 18 80 
SaVEM "L11-6M' ggHS000、&H51 3B , &HS000 
リス ト 11-7 拡張 漢字 表示 の 実行 例 

100 『! 素 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 来 来 求 来 来 玉 玉 来 氷 玉 来 求 束 来 来 来 来 玉 玉 氷 氷 玉水 氷 ホ 

20 『'※* SUPER KANJT DTISPLRTY SAMPLE 氷 

3 る 0 『!※ ( LIST 11-Z ) V る .0 水 

2 ー 『!※ LIST 11-6 カカ" ヒ リ ツリ ヨウ テ " 人 水 

く 4 し も. る も る る も も る も も も も も も る も も も も も る も も る も る も も も も も も も る 

40 CLEAR .&HS000:LOUADM"L11-6MU ECLS 


50 
60 
7O 
80 
20 
100 
110 
120 
1 3 り 
140 
1 50 
160 
170 


ワ う D・, 


180 
190 
200 
210 
っ 6R 
220 
1 ン 2 うぅ 
230 


PUKE &H5002,&H52 : PUKE &H5003, &HOO 
FUR IT=0 TU 1000 STEP 2 


RERD ^$ 


TF A$="FFFF" 


じ 


NEX「 
EXEC し 
END 

DRTR 
DRTR 
DRTR 
DATR 
っ うし 8 
DRnTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 


DRTR 


DRTR 


THEN 120 
UKE &H5200+TJVALC TIHT+LEFTS( 介 も ,2) ) 
PUKE _&H5201+TJVALCUSHT+TRTGHT$( 介 $.2)) 


&H5000 


5040.030.B12ZF 

2340,2346, 234D, 2337,2337 234 1 ,2356、244E, 4643 う .4427.2 う 40 

8002 .BO035.2340.2 う 331 .212 ら 5 

B070.2340. 3643, 305B , 244E , 2334 、2330.2339.2336 3 う F 27.46 う 1 、 う B7E、4 
・ 21 ン くう 
8002.B035.2340.2 う 32 . 2 12 っ 
BO070.2340.2346,2340D., 323B , 383B , 4938, 3060.41 75.4877,Z1Z う 
8002.B035.2340 , 2 うう 3. 2125 

BO70,2340,3920D 4267,.244、2340,.2566.21 3C. 25 う 6.Z126,2561 2 コ 6Z,」Z 


214A 234D、234 1 、2358 233] ,2339 2332.234B , 2550 . 2524,2Z548,214B,2 


F000.FFFF 


11-7 高速 漢字 表示 プロ グラ ム 


4096 色 モ ー ド に お ける 漢字 表示 は , BASIC で は , 8 色 モ ー ド と 同様 に PRINT@ 文 に て 行なえ 
ます . し か し , この PRINT@ 文 に よる 漢字 表示 は , 驚く ほど と 低速 で す . これ は , PUT BLOCK 
(コマ ンド コー ド =$1E) と いう 4096 色 モ ー ド 用 の サブ プ シ ステ ム の コマ ンド を 用 いて 表示 し て い 


る か ら な の で す . 
の パパ ター ン デ ー タ を サブ システム に 送ら な いと いけ な い の で す . 


この PUT BLOCK を 用 いて ひと つの 漢字 を 表示 する に は , 何と 512 バイ ト も 
この パタ ー ン デー タ の 送出 の ハ 


ンド シェ イク に , 多く の 時 間 が 費やさ れ て いる よう で す . 


グ / ひ っ 
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そこ で PUT BLOCK を 使わ ず に , ダイ レク ト ア クセ ス に よっ て メイ ン シ ス テム か ら 直 接 
VRAM へ 漢字 パタ ー ン デー タ を 送り , 高速 に 漢字 表示 する プロ グラ ム を 考え て み ま し た . 

リス ト 11-8, リス ト 11-9 が その 高速 漢字 表示 プロ グラ ム で す . 利用 方 法 は , 前 節 の 拡張 漢字 
表示 プロ グラ ム と 同様 に し まし た . た だ し この プロ グラ ム で は , 指定 され た テキ スト カラ ー の 最 
低 輝度 の VRAM(R0, GO0, B0) の み に 漢 字 パ ター ン を 書き 込み ます . それ で , PALETTE 文 に て 色 
の 設定 を し て お く 必 要 が あり ます . また 機能 設定 に は , PSET (通常 表示 ), NOT( リ バー ス 表 示 ), 
MOVE( テ キス トバ ッ ク カ ラー の 指定 ) の み が 可 能 で す . さら に 表示 X 座標 は , 8 の 倍数 で ある 必 
要 が あり ます . 設定 デー タ の 形式 を 図 11-8 に 示し ます . 

画面 全体 に 漢字 表示 する の に , この 高速 表示 プロ グラ ム を 使っ た 場合 と , PRINT@ を 使っ た 場 
合 で 比較 し て み ま し た . リス ト 11-10 と リス ト 11-11 で す . ほぼ 15 倍 ほ ど 高 速 に 表示 され る こ 
と が わか り ま す . 


XXXX 
漢字 JIS コ ー ド 
$800X 


履行 数 指定 (1 ご 12, 15) 
15 : 表示 位置 を ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 設定 


9XXX 
示 X 座 標 設定 (0 て 303) 
$ ゃ AO0XX 
示 Y 座 標 設定 (0 て 183) 
$BXXX 
1 機能 設定 
0 : PSET( 通 常 表示 ) 
5 : NOT( リ バー ス 表 示 ) 
15 : MOVE( テ キス トバ ッ ク カ ラー の 指定 有効 ) 
テキ スト カラ ー 設 定 (0 て 7) 
テキ スト バッ ク カ ラー 設定 (0 て 7) 
$FO000 


デー タク 終了 指定 


図 11-8 高速 漢字 表示 用 デー タ の 形式 


リス ト 11-8 高速 漢字 表示 プロ グラ ム 


RODR : +0 +1 +2 + る +4 +5 + す 6 +7 +8 + の + +B +C +D +E +F  : [cs] 


S000 : 20 4C 00 00 00 00 00 00 07 00 00 00 16 00 50 14 : ED 
5010 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
S02Z0 : OO0 OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
S030 : 00 00 00 00 10 00 50 3C 00 12 00 00 00 00 15 00 : C3 
っ 040 : OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 02 FF FF 10 BE : CE 
S050 : 50 02 17 01 41 8E 50 0OC EC 1 85 80 2? 1C 85 40 : 2F 
っ 060 : 10 26 01 B9 85 20 2?7 09 85 10 10 2?7 01 52 16 01 : FB 
5070 : 57 85 10 10 26 01 41 16 01 85 ED 04 AD 9F FB FA _ : 32 
S080 : B6 50 QA 27 32 17 01 27 17 01 10D 8E 50 34 FC 50 : 3B 
っ S0?0 : 04 ED OF C3 00 OF EO 88 13 FC 50 06 ED 88 11 C3 : F5 


グ /6 


11-7 高速 漢字 表示 プロ グラ ム 


S0O 00 OF ED 88 15 AD 9F FB Fa 17 00 EAA 86 10D B7 FD うつ 
SUBO 89 4F BZ 94 10 20 14 B6 50 09 81 05 26 0OD CE 5 4D 
SO0CO 14 C6 20 6 C4 43 7 CO Sa 26 F8 8E 90 00 FC 50 FCO 
SO0D0 : 04 44 656 44 56 44 G6 30 8B FC 50 06 86 28 30 30 Fa 
G0EO SB 86 1D BZ?ZFD 89 4F B7 94 30 8D 7C 86 1D B7 FD りら 5 
GOFO 89 86 GO B7 94 30 8D 70 B6 50 08 85 01 27 0B 86 る る 
LcsS 」 46 Ra D8 28 FE E2 82 DE 1C 07 4D CS 70 GE 98 70 う B 
ADR +0 +] +2 + す る +4 + す 5 +6 + ア +8 + の 9 +Q +B +C +D +E +F LCS 
5100 12 B7 FD 89 4C B7 FD 8a 8D 42 B6 50 08 85 02 27 64 
51 10 0B 86 16 B7 FD ョ 9 4C B7 FD 8 8D 30 B6 50 08 85 BE 
120 04 27 0B 86 1 B7 FD 89 4C B7 FD 8 _ 8D 1E FC 50 ウ 4 
1 30 04 C3 00 10 10 83 01 40 25 0OC FC 50 06 CS3 00 10 01 
5140 FD 50 06 CC 00 00 FD 50 04 16 FF 09 34 10 CE 50 FO 
5150 14 C6 10 34 04 EC C1 AA 84 EA 01 ED 4 30 88 28 : 3 る 39 
ら 5160 35 04 5a 26 EE 35 10 39 86 10 C6 06 34 16 B7 FD 85 
5170 89 4C B7 FD 8a CE 50 14 C6 10 34 04 EC C1 43 ら 53 96 
ら 180 R4 84 E4 01 ED 84 30 88 28 35 04 5a 26 EC 35 16 4 ヒ E 
ら 1 90 4 じ し 4C SA 26 D7 39 B6 FD 05 2BFB 1A 50 86 80 B7 : 2D 
ら 1 AaA0 FU 05 B6 FD 05 2 FB 3?39 4F B7 FD 05 1C AF 39 F6 1 内 
51B0 FC 80 CA 80 F7Z7 FC 80 39 84 OF FD 50 04 16 FE 595 FF 
51CO 84 OF FD 50 06 16 FE 8D 7F 50 0 CS 08 27 22 7C F フ 
51D0 50 0OA C4 FO 84 OF B7 50 0B 842 01 B7 50 3F Be6 50 84 
51EO OB 84 02 44 B7 50 40 B6 50 0B 84 04 44 44 B7 50 44 
51FO 41 1F 98 44 44 44 44 C4 OF FD 50 08 16 FE 56 C4 GE 
LCS」 FU ?9E SE 65 34 05 FF 59F B8 B1 OE AB 71 AC 27 0OC Q 了 
ADR +0 +1 +2 + る +4 + ら +6 + ア イア +8 + の 9 +Q +B +C +D +E +F [cs] 
5200 OF C1 OF 2?7 1 568 58 5658 58 F る 50 06 FD GO 06 CC E 1 
5210 : 00 00 FODO 50 04 16 FE 3D CC 00 00 20 EF 6 3 の 9 B7  :  F く 
5220 : FD 89 4C B7 FD 8A 8D 7 17 FF 7D 3 る 9 00 00 00 00 FO 
5230 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 0O0O 
5240 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5250 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5260 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 2Z70 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5280 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 2Z?0 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
SZAU0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
52B0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
52CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
52D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
52E0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S2FO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 0O0O 
[cs] 0C 4 58 2E 14 F8 E3 1C 3B F2 CD SF EC D6 る F 8 く C4 


SRVEM "し L11-8BM'。&HS000.&HS522B , &HS000 
HE 


リス ト 11-9 高速 漢字 表示 の 実行 例 
IE 


10 ! 来 来 束 来 来 来 来 ※ 来 来 ※ 来 来 京 来 来 補 玉 来 来 来 来 来 玉 来 来 玉 来 来 ※ 

20 !*※ FRST_ KANJT DTISPLAT 素 

30 !※* ( LTST 11-9 ) VS. っ * 

32 !※ LIST 11-8B カカ) ヒ ツ ヨ ウ テ " ス 人 * 

4! 天 玉 来 玉 来 ※ 来 来 来 玲 来 束 来 裕 玉 来 玉 来 来 求 来 氷 来 来 来 玉 玉 ボ 

40 CLEAR 、&HS000:LUADM"L11-BMU ESCREEN 1:CLS 
S0 PALETTE 

60 PALETTE 1.[O0.0,240J」 

70 PALETTE 16.LO0.240.0J 

80 PALETTE 17.[L0.240.240J 


グ // 
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20 PALETTE 256,.[240.0.0] 

100 PALETTE 257,[240.0.240] 

110 PALETTE 272.[240.240.0] 

120 PALETTE 273.[240.240.240」 

1 30 PUKE &H5002 .&H5S3:PUKE _&H5003,&HO0O 
140 FUR IT=0 TOD 1000 STEP 2 


150 RERD 人 $ 

160 IF A$="FFFF'"' THEN 200 

170 PUKE &H5300+T, VALC て TU&H"+LEFT も (人 $,2)) 
180 PUKE &HS301+TJVALCU&HU"+TRIGHTS(R も .2)) 
190 NEXT 

200 EXEC &HS5000 

10 END 


220 DRTA 2040.802Z0,.B12F 

230 DATA 2340.2346,2340 . 2 うう 7 , 2 うう 7 。2341 Z っ っ 6・ 244E , 4643、4427.2340 

240 DATA 8002.B035.2340.23 く 1 , 21 25 

250 DATA B070.2340.3643,305B , 244E , 2334 , 2330 , 2339, 2336 , 3F27, 4631 、 3B7E , 4 
3D, 3CZ8,2123 

260 DATR _B002.B035, 2340.2332 , 2 1 25 

270 DaTA_BO70.2340.2346.234D, 323B , 383B 4938. 3060.4175.4877,2123 

2Z80 DATR 8002.B035.2340.2 う 33,2125 

290 DATA _B070.2340,.3920.4267、244, 2340.2566,213C, 2536, 2126.256 1 ,. 2562, 2 
っ 6 

300 DATR 214,2340.2341 .2358 .23 る 1 , 2339 2332.234B , 2550, 2524 .2548.214B,2 
よ ドン っ 

310 DAT FO00,FFFF 


リス ト 11-10 高速 漢字 表示 プロ グラ ム に よる 表示 


0 呈 も すす する も も る 《 も も も 《 も も も 《 も すもも る も?《《 も も も 《 す 6《《 す 《《《 1 


20 『※ FAST KaANJTI DISPLATY TEST * 
30 『※ (て LIST し 11-10 ) V く っ. 3 
う 2 「※ LIST 11-8 カ ヵ " ヒ ウ ヨウ 9 テ "A 素 


く ひ も も る る も も も も も も も を も る も る も も も も も で る も も ち も ⑥ る も を? 人 
40 CLEAR .&H5000 :LUADM"L11-8BM":SCREENGQ 1:CLS:LUCATE 0,.10 
S50 TIME$="O00:00:00" 

60 PALETTEG 

70 _ PALETTE 1.[O0.0、240J] 

80 PALETTE 16.[0,.240.0] 

20 PALETTE 17.[0.240.240] 

100 PALETTE 256,[240.0.0] 

110 PALETTE 257,[240.0,240] 

120 PALETTE 272.[240.240.0] 

130 PALETTE 273,[240.240.240] 

140 PUKE &H5002.,&H53:PUKE &H5003.&HOO 
150 PUKE &H5300、,&HBO 

160 PUKE &H5301 、&H70 

170 PUKE _&H5302 , &H23 

180 PUKE &H5303. &H46 

190 PUKE &H5304,&HFO 

200 PUKE &H5305. &HO0 

210 FUR IL=0O TU 20*12-1 

220 EXEC &HS5000 

230 NEXT 

240 PRINT TITME$ 

250 END 


11-8 漢字 ピッ トイ メー ジブ プリ ント 


リス ト 11-11 PRINT@ 文 に よる 表示 


10 まる も る も る る る も を も も も も も も る を も も も も も も も も を も も も も も を も も も も る る 
20 'x  。 PRINT KANJT DISPLAY TEST 
30 "'*※ て LIST 11-11 ) V る ,. る 氷 
く も を も る も も も る も る も すもも る 《 も も も も 《《 も も すす も る も も る も も る も を も も を る を も る る る ・ 
40 SCREENQ 1:CLS:LDCATE 0.10 

50 TIME$="00:00:00" 

60 CULDR 7 

?0 FDR Y=O TU 11*16 STEP 16 

80 FUR X=0 TU 19*16 STEP 16 

90 PRINTQCX.Y) 、&H2346 

100 NEXT 

110 NEXT 

120 PRINT TIME$ 

1 30 END 


11-8 党 字 ビッ トイ メー ジ プ リ ント 


通常 。 漢字 を プリ ント アウ ト す る に は , プリ ンタ に 漢字 ROM が 付い て いる 漢字 プリ ンタ か が 必 
妥 で す . し か し , ビッ トイ メー ジ 機 能 ( ド ッ ト 対 応 グ ラフ ィ ッ ク ) が 可能 な プリ ンタ で あれ ば, 何 
ら か の 方 法 で 漢字 の ビッ ト パ バター ン を 出力 し て や る こと で , 漢字 の プリ ント アウ ト が で きま す . 
ここ で は , エプソン 系 9 ピン プリ ンタ (MP80, RP80, MB27401 な ど ) で パソ コン 本 体 の 漢字 ROM 
を 用 いて , 漢字 を プリ ント アウ ト す る 方 法 を 紹介 し ます . 

で は と りあ える ず , 漢字 の 「 字 」 を プリ ント アウ ト す る こと を 考え て み ま す . その 手順 は , 次 の 
k 弧 本 ます 。 


① BIOS を 利用 し て , 漢字 フォ ント パタ ー ン を バッ ファ に 読み 込む . 

② その 漢字 ROM の フォ ント パタ ー ン を 。 プリ ンタ 用 ビッ トイ メー ジ デ ー タ に 変換 する . 

③ 変換 し た デー タ を プリ ンタ に 出力 する . 

① と ③ は 筒 単 で す が , ② は 相当 や っ か いで す . 一 般 に , 9 ピン の プリ ンタ で 16 ドッ ト の 漢字 を 
プリ ント させ る に は , 8 ドッ トブ づつ 2 回 に 分 け て プリ ント し ます . 


① 偶数 番目 の ドッ ト を , 縦 8 ド ッ ト メ ※ メ 横 16 ドッ ト 分 プリ ント する . 
② の 1 ドッ ト の 半分 , 紙 送 りす る . 
③ 奇数 番目 の ドッ ト を, 縦 8 ド ッ ト メ 横 16 ド ッ ト 分 プリ ント する . 


エプソン 系 9 ピン プリ ンタ で 縦 8 ド ッ ト メ 横 16 ドッ ト 分 の デー タ を 出力 する に は 。 次 の 制御 コ 
マン ド を 送っ た 後 , ドッ ト デ ー タ を 16 バイ ト 送 り ま す . 


LPRINT CHR$(27): Li:CHRS(16):CHR$ も (0): 


ング / ヴ 
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まだ た 1 ドット の 半分 の 紙 送 り は 次 の 制御 コマ ンド を 出力 し ます . 
LPRINT CHR$(27): “JCHR$ も (1 ): 


漢字 フォ ント パタ ー ン の ビッ ト デ ー タ は , 横 に つなが っ て いま す が , ビッ トイ メー ジ プ リ ント 
する に は , 縦 に つなが っ た デー タ を 順に 出力 する 必要 が あり ます . つま り , 漢字 フォ ント パタ ー 
ン を 左 に 90 回転 させ た デ ー タ の 偶数 , 庁 数 番目 の ドッ ト の デー タ を 作成 し な けれ ば な ら な いわ 
け で す . 

それ で は , 「 字 」 と いう フォ ント パタ ー ン を も と に , その 変換 方 法 を 説明 し ます . 図 11-9 に 示 
す よ うに , 「 字 」 の 偶数 番目 の ビッ ト デ ー タ は , ($00, $64,$44, …… ) の よう に な り ま す . そし て 奇 
数 番 目 の ビ ッ ト デ ー タ は , ($00,$40,$00, …… ) の よう に な り ま す . し た が っ て , BASIC で 「 字 」 
を ビッ トイ メー ジ プ リ ント する に は , リス ト 11-12 の よう に し ます . 


偶数 番目 人数 番目 
IO 64 1 | IQOWIOI | | | | IO 40 
44」 1 IOI | | |」|| | IO 00 
4411 IOI | | | | ||IO 00 
441 1 IOI | | 負 | IOII|II|l2o 
54 1 | IOI | MOl | | IOlI| | | |]zo 
44 1 | IO| | |@| |W| | IO| | | | | |so 
4C1 1 IOI | |W | IO| IOI | | | | |20 
CF IO| 介 |O| | | 介 | | |Ol@WIOI@|Ol@|OI@| AF 
441 1 IOI| | 負 | | IOII| II 負 21 
441 | IO | | | | | IOI| | | 21 
441 | IOI | | | | | IOI|| | |]2o 
還 441 | IO| | | 介 | | | | IOI|||]|2o 
| IO 441| | IOI II Il ||IOIII|]loo 
| IO 4411 IOI」I] IlI] IOlHIIIIloo 
IO 64 1 | IOWIO| | | | | IOlIl 40 
IOIO 00LITIIIIIII| 00 


図 11-9 ビ ピッ トイ メー ジ プ リ ント 用 デー タ の 変換 方 法 


リス ト 11-12 ピッ トイ メー ジ プ リ ント 


10 『! 素 玉 玉 来 玉 玉 束 来 宮 玉 来 束 玉 束 玉 玉 玉 束 玉 来 来 来 来 玉 ※※ 来 来 来 玉 玉 求 氷 ボ 

20 『!* BITT IMRGE PRINT (KaNJTI ) ポ 

30 『!※* て LTS「[ 11-12 ) vV る 3.0/VS. る * 

40 素 玉 来 来 来 来 来 束 来 玉 玉 玉 玉 束 来 玉 来 玉 玉 玉 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 氷 

1010 LPRINT CHR$〈(272 9LViCHR$S て 16):CHR$S(0)・ 
102Z0 FUR エ =0 TU 15 

1030 READ 0D$:D=VALC"&H"+D$) 

1040  LPRINT CHR$S〈D): 

1050 NEXT 

1060 LPRINT CHR$(272 1 9J り 5CHR も (1 ) ・ 

1070 LPRINT CHR$(1 る 3)・ 

1080 LPRINT CHR$S(27 う 9LViCHR$( て 16) :CHRS〈0) : 
1020 FUR IT=O0 TH 15 " 
1100 READ D$:D=VALC"&H''+D$ ) 

1110  LPRINT CHR$S〈D)〉: 


8@ ひ 


11-8 漢字 ピッ トイ メー ジブ プリント 


ヤバ レレ シヤ シモ p5p モ 56 モ 8 モ セ $Q$ セ ヤセ p ド セ ウ bb ト pb ト lpl モ トーpupーー ン シシ ルン ン ーlp ポ ドド pp ド pp ド p め p ハ p セ b ヘ レ ヘ ヘ u ハ Qu レ t ハ ト t ド t ク トリ ニラ ネー リーー_-- ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


1120 NEXT 

1130 LPRINT 

1140 DAT 00.64.44。44.44.44、44.449 
1150 DATA CF.4C,44.54.44.44.44.64 
1160 DATA 00.40.00.00.20.20.21.21 
1170 DATA AF.20,30,.20.20.00.00・40 


フォ ント パタ ー ン か ら 。 プ リン タ 用 ビッ トイ メー ジ デ ー タ に 図 を 書い て 変換 し て いた の で は , 
非常 に 能率 が 悪い で すね . そこ で , デー タ 変 換 を 含め て 漢字 プリ ント の すべ て の 手順 を マシ ン 語 
で 高速 に 行なう 漢字 プリ ント プロ グラ ム を 作っ て み ま し た . リス ト 11-13 で す . 

使用 法 は 。 まず 漢字 プリ ント プロ グラ ム を 入力 し て ,^L11-13M” と いう ファ イル 名 で SAVEM 
し ます . | 


SAVEM L11-13M”, &H5000, &H517B, &HS000 


それ か ら , BASIC で 出力 し た い 漢 字 コ ー ド を 整数 型 変 数 に 入れ て , この ルー チン を コー ル し ま 
す 56 文字 出力 する か , CR コー ド ($000D) が 送ら れる と 改行 し ます . リス ト 11-14 に その サン 
プル プロ グラ ム を 示し ます の で 。 参考 に し て くだ さい . また , この 漢字 プリ ント プロ グラ ム の 印 
字 例 を 図 11-10 に 示し ます . 

リス ト 11-13 漢字 プリ ント プロ グラ ム 


ii 


s000 : 7E 50 B1 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 7F 
5010 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
s020 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
s030 : 00 00 00 00 00.00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
s040 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 
SO050 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 
SO0e0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 
S070 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
s080 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5090 00 0G 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
SO0A0 00 00 00 00 00 OE 00 50 74 00 04 OE 00 50 74 00 Q8 
SO0B0 : 11 81 02 26 1B aE 02 8C 00 00 27 15 F6 50 03 CE ィ 1 
SOCO : 50 04 58 aF C5 Fe 50 03 5C C1 38 F7 50 03 24 01 2D 
GOD0 : 39 Fe 50 03 27 05 CE 50 85 80 25 CC 01 00 80 10 7A 
GOE0 : Fe 50 03 27 05 CE 50 8780 16 7F 5S0 03 CC 23 0OD 8B 
GOFO : FD 50 76 CC 1B 48 FD 50 748E 50 6856eE 2FFBLFG 3 
[cs] : OB 6B D4 CB 27 CF 6D 06 56 FF 57 DB B8 1B 46 EG 04 
anDR +O +] +2 + る +4 +5 +6 + イ アイ +8 +9 + +B +C _+D +E +F L CS 」 
5100 : 10 8E 50 04 8E 50 5 CC 1B 4C FD 50 74 F6 50 03 ぅ B2 
G110 : 86 11 3D F ィ 75076B75077 aD 9FFBFAB6 SO 03 5 の 
G120 : 34 02 8E 50 74 CC 50 85 ED 02 EC 1 ED 04 86 16 32 
1 30 : 7 4 AD 9F FB FaA C6 10 68 41 69 C4 42 68 45 6 ィ 7 
G140 : 44 49 68 49 69 48 49 68 4D 69 4C 49 68 C8 11 6 95 
G150 : C8 10 49 68 C8 15 e?9 C8 14 49 68 C8 19 69 C8 18 86 
G1e60 : 49 e8 C8 10 69 C8 1C 49 a7 80 5 26 CB E7 84 8E 97 
5170 : 50 AB AD 9?FFBFaA eaE4 26a83582 00 00 00 0O OF 
G180 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
190 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
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っ 18U0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 1BU : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S1CO : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S100 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 1EU : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
っ 1FO : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
LCS」 16 ?1 EE 57 E2 8B aa _OE 15 16 34 6@9 FO 30 C8 94 『 


SAVEM "し 11-13M"。&H5000.&H51 7B.,&H5000 
PER 


リス ト 11-14 漢字 プリ ント プロ グラ ム の 実行 


1 0 ! 米 玉 来 来 玉 来 来 来 求 来 求 来 来 玉 来 来 来 来 来 求 求 来 求 来 玉 玉 涼 玉 来 来 来 来 来 求 米 玉 


2Z0 ! ポ カン シ " ヒド ッ ト イ メー ジ " フタ 5 リン ソト * 
30 "※* ( LIST 11-14 ) V3 .0/V る 3 . る 
40 「!※* に MSI 1 ニー ト 5O 力 ) 上 リョ ヨウ ヲチ リク 率 


ら 50 『 氷 来 来 来 玉 来 求 来 来 求 玉 来 求 玉 求 来 来 ※ 氷 来 求 玉 来 来 来 求 氷 求 求 氷 来 氷 来 氷 求 
1010 CLEAR300.&HS000 

1020 LUADM"L 11-1 る M"' 

1030 DEF USR=&HS000 

1040 K%=&H3021 

1050 FOR TL=1 TOU 56*x10 

1060 DUMMY=USR〈K% ) 

1070  K%=K%+ 1 

1080 IF 〈K% AND _&H7F)=&H7F THEN K%=K%+&HA2 
1020 NEXT 

1100 K%=13:DUMMY=USR(K%) 


ER 有 有 Z 有 u 有 有 ぺ JZ へ 22 
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図 11-10 漢字 プリ ント プロ グラ ム の 印字 例 
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11-9 外字 フォ ント の 作成 。 登録 
11-9 外字 フォ ント の 作成 , 登録 


TIS 第 一 水準 漢字 以外 の 漢字 (外字 ) や , 簡単 な グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン を 使用 し た い 場 合 が あり 
ます . そう いう と き の た め に パタ ー ン デー タ の 作成 , 変更 , 保存 を 手軽 に で きる よう に し た プ ブロ 
グラ ム を 作っ て み ま し た (リス ト 11-5). 

この プロ グラ ム で は ,。 16X16 ドッ ト の パタ ー ン デー タ を 最大 500 個 ま で 作成 で きま す . 

使い 方 は , 次 の と お り で す . 


PF1 …… 編 集 (Edit) 

① 変更 し た い パ ター ン デ ー タ No(0-499) を 指定 し ます . 

② パタ ー ン デー タ が 表示 され た ら , カー ソル を 変更 し た い ド ッ ト 位 置 へ 移動 さき せま す . カー ツ ソ 
ル の 移動 は , カー ソル キー(|[-|, [|, 1, [上 ) を 使い ます . 

③ スペ ー ス キー を 押す と , カー ソル が ある ドッ ト デ ー タ が 反転 し ます . 

④ 作成 。 変更 が 終わ っ た ら , リタ ー ン キー を 押し ます . そし て 作成 , 変更 し た パタ ー ン デー 
タ を 登録 する パタ ー ン デー タ No(0 一 499) を 指定 し ます . 


PF2…… 表 示 (Display) 
① 表示 し た い パ ター ン デ ー タ No(0-499) を 指定 し ます . 
② 指定 し た パタ ー ン デー タ 以 降 の 50 個 の パタ ー ン が 表示 され ます . 


PF3…… ロ ー ド (Load) 
① ロー ド し た い パ ター ン デ ー タ が 記録 され て いる ファ イル 名 を 指定 し ます . 


PF4…… セ ー プ (Save) 
① フ パター ン デ ー タ を セー ブ す る ファ イル 名 を 指定 し ます . 
② セー ブ し た い パ ター ン デ ー タ の 開始 No(0 一 499), 終了 No を 指定 し ます . 


PF5…… 終了 (End) 


リス ト 11-15 外字 フォ ント 作成 プロ グラ ム 


還る も も も も も も も も も も も も も も も 3 も も も すもも すす も 33 すす 1 

20 !※* GaTJT PHUNT GENERRTE 素 

30 !* ( LIST 11-15 ) V る .0/V3. ぅ し 

スク ー 『! 表 府 来 来 来 玉 来 来 来 玉 来 来 玉 来 来 玉 来 来 玉 来 来 玉 来 来 来 ※※ 玉 玉 玉 玉 玉 水素 水 | 

40 CLEAR 100.&H2CO00 : GUSUB 1600:MTIDTH 40.25:CUNSULE 0.25.0.0:DEFINT 台 一 〆 
・DTM DT〈(15.15) 

S0 UN ERRUR GUTOU 1190 

6e0 UN KEY〈1) GOUSUB 160:UN KEY〈2) GUSUB 270:UN KEY〈3〉 GUSUB 380:UN KEY〈 
4) GUSUB 470:UN KEY〈5) GOSUB 590:UN KEY(10〉 GUSUB 520 

70 GUSUB 640 

80 CULUR 2:RESTURE 670 

290 FUR TrT=0 TU 4 

100 し INE 〈 エ T*128.184)-〈 エ 128+112.1959).PSET,1.BF 


ヤレ ヒレ ハヤ pppp⑥⑱⑥ ド p⑥ セ pppーpppppp ド pp ゅ up ゅ pupp ポ p ポ ポポ p ポ p ポ ポラ pp シド ニ ヘ ヘ ー ヘ べ ベト tl ハ k ハ ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー 一 ーー 一 ーーーーーーー 一 
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110 


漢字 ROM 


READ 1$、A2$,A3$ :PRTNT て T*128+24 184) .VALC"&H"+ 人 1$) VALC'"EH"+ 


Z も )。VRLC UIHU+ 人 る $ ) 


120 
1 30 
140 
150 
160 
170 
180 
190 
200 
210 
0 

Z20 
Z30 
240 


490 
っ 00 
っ 10 
520 
っ 30 
0 

っ 40 
550 
540 
560 


NEXT 

CULUR / 

GUTU 140 

END 

PF 1 くく EDIT >> 

GUSUB 660:LTNE (0.32)-(639。 167) .PSET . 0.BF 


LUCATE 0.0:TNPUT "EDrT CHR .NU = "iCHRNO 
IF CHRNU く <O _UR CHRNO>499 THEN BEEP:LUCATE 0.0:PRINT SPC(30) :GOTOU 20 


GUSUB 680:GUSUB 860 
LUCRTE 0,1:TNPUT "MOUVE CHR .NU = "iCHRNH 
IF CHRNU く OO _UR CHRND>499 THEN BEEP:LUCATE 0.1:PRINT SPC〈30) :GUTH 23 


PUKE &HZCO7,TNT(CHRNO/256) : PDKE &H2C08.CHRNU _MUD 256:EXEC &H2C02 
LUCATE 0.0:PRINT SPC〈30):LUCATE 0.1:PRINT SPC〈30) :GUSUB 630:GUSUB 


・RETURN 


「 PF2 
GUSUB 660:LTNE (0.32)- て (639, 167) ,PSET .0.BF 
LOCATE 0.0:TNPUT"DISPLAY CHR.ND = ":CHRNO 
IF CHRND<0 DR CHRND>499 THEN BEEP:LDCATE 0.0:PRINT SPC(30) :GDTU る 1 


くく DISPLAY >> 


CHRNU=TNT(CHRNU/10)*10:TF CHRNOD>450 THEN CHRNH=450 

PUKE_&H2CO07, INT(CHRNO/256) : PHKE &H2CO08 .CHRNU_ MOD 256:EXEC &H2C04 
CULUR 5:FUR T=O0 TU 9:LUCATE Tk2+ る 3.4:PRTNT T:NEXT 

FUR 1=O0 TU 4:LUCATE 0, エ 3+5:PRTNT USTNG 「 肝 村 けり CHRNH+ エ 10 : NEXT 
LUCATE 0.0:PRINT SPC(30) :GUSUB 630:GUSUB 640:RETURN 


( PF 3 くく LURD >> 

GUSUB 660:LINE (0,32)-(639。 167?) , PSET ,. 0.BF 
LUCATE 0.0:TNPUT "LUAD FILE NAME = ":FLN$ 
"LUCATE 0.1:TINPUT "START CHR .NU = "iCHRNO 


"TF CHRNU く 0 HUR CHRNO>499 THEN BEEP :LUCATE 0,1:PRINT SPCK30〉):GUTU 4 


LURUDM FLN$ 

LUCRTE 0.0:PRINT SPC〈30):LUCATE 0.1:PRINT SPC〈30) : GHSUB 630.:GUSUB 
・RETURN 

PF4 くく SVE >> 

GUSUB 660 

LUCATE 0.0:TINPUT "SAVE FILE NAME = ":FLNS 

LUCATE 0,1:TNPUT "START CHR .NU = "iCHRNO 


IF CHRN0 く O_ OR CHRNO>499 THEN BEEP:LUCATE 0.1:PRINT SPC(30):GUTOU 52 


LUCATE 0.2: INPUT"END CHR .ND = ":CHRNDE 
TF CHRNUE く 0 DR CHRNDE>499 THEN BEEP :LDCATE 0,2:PRINT SPCC30) :GOTD 


IF CHRNU>=CHRNUE THEN BEEP:LUCATE 0,1:PRINT SPC〈30) :LUCATE 0.2:PRI 


NT _SPC〈30〉:GUT0U 520 


っ 7U0 SRVEM FLN$, &H3000+CHRNU*32 , &H3000+CHRNUE*32+ う 1 , &H3000 

っ 80 LUCATE 0.0:PRINT SPC〈30) :LOCATE 0.1:PRINT SPC〈30) :LUCATE 0.2:PRTINT 
SPC(30) :GUSUB 630:GUSUB 640:RETURN 

5?0 

600 " PFS くく END >> 

610 " 

6Z0 GUSUB 630:CULUR 7?:MTDTH 80:END 

630 KEY〈1) OFF:KEY〈2) UFF :KEY〈 る 3) OFF :KEY〈4) UFF :KEY〈5) ロ FF :KEY〈10) ロ FF 
・RETURN 

640 CULOR ?:LUCATE 0.0:PRINT "SELECT ピ に に よ 上 。 く ニ ニラ クッ PP フ VNSSPC20) 

650 KEY〈1) ON:KEY(2) ODN:KEY( う ) ON:KEY(4) UN:KEY(5) UN:KEY(10) UN:RETUR 

N 
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6e0 KEY〈1) STOP:KEY〈2) STOP:KEY〈(3) STOP:KEY〈4) STUP:RETURN 

670 DaTA 4A5< , 2340 3D38. 493D, 2340. 3C28 . 256D, 21 3C , 2549,. 253B. 213C , 2556・ う 
D2A.2340.4E3B | ] 

680 " 

690 『* DISPLAY PATTERN 

700 

?10 PUKE &H2C07.TNT て CHRNO/256) : POKE &H2C08,CHRNU_ MOD 256:EXEC &H2CO00:R 
DR=&H2C1F 

720 FOUR Y=O0 TU 15 

30 YY=Yx8+32:M=O0:PUKE VARPTRCM) 、PEEK〈ADR) : PUKE VARPTR〈M)+ 1 ,PEEKK(R 
DUR+」 ) ' 

40 LUCATE 20.Y+4:PRINT RIGHT$("0000"「+HEX も SM うす 4) 

50 FUR X=15 TO 0 STEP -1 

60 XX=X※16+ る 2 

了 70 TF M AND &HO1 THEN CC=2:DT〈X,Y)=1 ELSE CC=7:DT(X。Y)=O 

780 し TNE 〈XX。YY)-〈XX+12、YY+6) ,、PSET ,CC,BF 

90 M=TNT〈(M/2) 

800 NEXT 

810 QRDR=QDR+2 

820 NEXT 

830 LINE (434,32)-(446,38) ,、PSET ,2.BF : し LINE て 434.40)-〈446,.46) ,PSET , 7,BF ・: 


CULUR 1:LUCATE 27.6:PRINT CHR$〈&HFE ) 


840 
6・PR 
850 
860 
870 
880 
890 
200 
?210 
920 
りら 30 
240 
9250 
260 
970 
?80 
290 
1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1 1 30 
1140 
1 150 
1160 
M2 ) 、 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1600 
1610 
1620 
2000 
2010 
2020 


GUSUB 


CULOR 7:LUCATE 30.4:PRINT "DU NE:LUCATE 30.5:PRINT "OUFF"ELOCRTE 30. 
INT "CURSUR" 
RETURN 


EDIT PATTERN 
X=0:Y=O0:CULUR 1 
LUCATE X+2.Y+4:PRTNT CHR$S(&HFE) 
QA$=INKEY$: ITF A$=0! THEN 9 の 10 
IF A$=CHR$〈&HOD) THEN 1090 
TF 人 $=" ! THEN GUSUB 1040:GHSUB 1050:FUR T=0 TU 300:NEXT 
IF A$=CHR$〈&H1C) THEN GUSUB 1050 : X=X+ 1 
ITF A$=CHR$〈&H1D)〉) THEN GUSUB 1050 : X=Xー1 
IF A$=CHR$S〈&H1E) THEN GUSUB 1050:Y= ヤ Y-1 
{F An$=CHR$S〈&H1F) THEN GUSUB 1050:Y=Y+1 
590 : GUTU 900 
IF X<0 THEN X=15:Y=Yー1 
F X>15 THEN X=O0:Y=Y+1 
TF Y<0 THEN Y=15 
TF Y>15 THEN Y=0 
RETURN 
DT〈X.Y)=DT〈X.Y) XUR _&HO1:RETURN 
COULDUR 0:LUCATE X+2.Y+4:PRTINT CHR$S(&HFE):CULUR 1 
IF DT〈X、Y)=1 THEN CC=2 ELSE CC=7 
し LTNE (て X*16+32.,YxB+ ス 32)-〈X*16+44.Y*B+38) ,PSET CC,BF 
RE TURN 
GUHSUB 1050:CULUR 7:ADR=&H2C1F 
FR Y=0 TU 15 
M1=0:M2=O0 
FUR X=0 TU 7 
M1 =M1*2+DT〈X.Y) : M2=M2*2 ォ DT(X+8、Y う 
NEXT 


PDKE ADR.M1:PUKE ADR+1 .M2:RDR=RDR+ ン 

LUCATE 20.Y+4:PRINT RTGHT$〈"00"+HEX$(M1).2) iRIGHT$S く OU0「+HEX$ く 
2) 
NEXT 
RETURN 


IF ERL=570 AND ERR=64 THEN KILL FLN$:RESUME 

CULUR 2:PRINTTERRUR | ERRUR 

PRINT "ERL=":iERL ERR="iERR:STUF 

RESTHRE 2000 :ADR=&H2CO0O 

FUR T=0O TU &HE4:READ A$:PHKE ADR+T.VRLC て VSEHP+ 人 る ):NEXT 
RETURN 

DATA 20.30D.20,4C.16.00.5,00,.00.10.00.2C.11.00,.2E.00 
DATA 00.00.00, 1C.00.00.00.00.00.0F,00・.0F .02.00.20.00 
DATA 00.00.00.00.00.00.00.00,00.00.00.00.00.00.00,.00 


バレ エモ K モ シ シ モモ セ セ ら 8 ヘ セ & ド 0Oq49qquuuuullllplppb モ セ b ト pbpb モ up クラ l ラ クラ ラ シシ ポ シ ポ ト ドド p ド bp ド b シ シト ヘ ドド ル 4 't ぬ ぬ ツ uV ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
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2030 DATA_ 00.00、00,00.00.00.00.00.00.00.00.00,00.00. 00. 17 
2040 DATA_ 00,90,10,8E,2C,1F ,C6,20.A6.80.7.A0.5.26,.F9, る の 
2Z050 DATA 17.00.7F,10.8E、2C,1F,C6.20,.A6.0.A7.80.5a, 26 、F の 
2Z060 DATA 39.CC.00.40,.FD,2C,14.C3.00,.0F,FD,2C,18、CC,00.28 
2070 DATA FD,2C,16.C3,00.0F,FD.2C,.1A.C6.05, 34 .04.C6 0, 34 
2080 DaTA_ 04.17.FF,7C,BE,2C,09.CC,07.05,ED.88.13.AD.9F ,FB 
2020 DATA FA,CC,02.00,.ED,88,13,AD, の 9F,FB.,FA,EC,0B,C3.00,20 
2Z100 DATA ED,0B,C3,00.0F,ED, OF .FC,2C,07.C3.00.01 、FD, 2C,07 
2Z110 DATA 35.04.5,26.CA,CC.00.40.ED,0B.C3, 00,0F ,ED, OF . EC 
2Z12Z0 DRTA 0D,C3,00.18.ED.0D 、C3.00. 0F , ED, 88, 1 1 ,. 35.04.5.26 
Z130 DATA aa.39.8E, 30.00,FC,2C.07,.58. 49.58. 49.58.49.58 ., 49 
2Z140 DATRA 58.49、30, 8B , 3 の 


EE 


この ブロ グラ ム で 作成 され る パタ ー ン デー タ の 形式 は , 漢字 フォ ント パタ ー ン と 同様 で す 。 で 
すか ら 作 成 し た 外字 フォ ント や グラ フィ ッ ク パ ター ン を 表示 する に は , 漢字 表示 プロ グラ ム を 一 
部 手直し すれ ば で きま す . 

リス ト 11-16(8 色 モ ー ド 用 ), リス ト 11-17(4096 色 モ ー ド 用 ) に その サン プル プロ グラ ム を 
示し ます . 図 11-11 に 示す よう な パラ メー タ を セッ ト し て , コー ル し ます . また この 表示 用 マシ 
ン 語 サ ブルー チン は , リロ ケー タブ ル に 作ら れ て いま す の で , ADR の 値 を 変え れ ば 任意 の アド レ 
ス に 配置 する こと が で きま す . 

な お 外字 フォ ント 作成 プロ グラ ム が 作成 する パタ ー ン デー タ は , $3000 番地 より 32 バイ トブ づつ 
格納 され て いま す . で すか ら , 表示 し た い パ ター ン デ ー タ の 格納 され て いる アド レス を 計算 し て 。 
適当 な アド レス に セッ ト し て 利用 し て くだ さい . 


6 表示 カラ ー 
十 1 
十 3 
十 5 
PTADR 表示 パタ ー ン 先頭 アド レス 
間 プロ グラ ム 実 行 開始 アド レス 
フ ノ 
人 ( 注 ) 4096 色 モー ド 時 , 表示 カラ ー の 指定 は 無効 
図 11-11 外字 フ ォ ン ト 家 示 プ ログ ラム の パラ メー タ 


リス ト 11-16 外字 フォ ント 表示 (8 色 モ ー ド 用 ) 


10 ! 玉 補 来 来 ※ 来 玉 玉 来 来 来 来 玉 来 来 来 来 玉 玉 玉 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 氷 来 来 来 ポ 

20 "※* GTJI PHUNT DISPLAY (8 CULUR MUDE) * 

30 !※ て し LIST 11-16 ) V3.0/V3.3 8 CULUR * 

うー ! 来 夜 玉 来 玉 来 束 来 来 束 来 束 来 来 玉 来 来 来 来 求 玉 玉 来 氷 来 来 玉 来 来 来 来 来 玉 来 玉 求 来 氷 来 来 来 氷 

40 CLEAR .&HS000 : ADR=&H5000 : CLS 

っ 0 FUR IT=0 TO &H52:READ AA$:PUKE ADR+T,VALC'&EH"+AAS ) : NEXT 
っ Z FUR Ts=O0 TO 63:READ A$:PUKE &H6000+TI . VALC"&EH"+TA$) : NEXT 
60 し =4:X=50:Y=50 :PTADR=&H6000 

6Z FUR エ =0 TOU 1:GOSUB 140:X=X+24 :PTRDR=PTADR+ る 2 : NEXT 

70 END 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ テテ oooooooooooeeeo 


11-10 漢字 SYMBOL 文 


80 
?20 
100 
110 
1 20 
1 30 


DRTR 
DATR 
DRTA 
DATA 
DRTR 
DR「R 


07,00,.00.00,00,00.00,30.8D.00, 32. 31 BC,F2」 う 3, 08 
EF ,02.EC,21 .ED,O0B.C3,00.0F ,ED,OF .EC,23,ED.00D, し うぅ 
00,.0F ,ED.88,11.R6, 4. 人 7.88,、13.EE,25, う 1 .88,.16. し 6 
20.6,CO0.A7.A0.5,26.F9.AD. の 9F.FB.FR.39.10.00,.00 

NE 
。.00,20 


140 PHKE ADR.C:PUKE ADR+1 ,.X\256:PUKE ADR+2.X MUD 256:PUKE RUDR+ う .Y\256 : 
PUKE ADR+4.Y MHD 256:PUKE ADR+5.PTADR\256:PUKE RODR+T6,.PTRDR _MUD 2Z56 

150 EXEC ADR+ ア 7 

160 RETURN 

200 DATA 00.7F.01、F?7.03,C7.07.87.0F.07,1E,07,1E.07,3C.07 

210 DATA 3C,07.7F .E7.7F,E7.78.07,F0.07、F0.07.FO.07,F0.07 

220 DaTA E0、0F.E0.0F,.E0,0F,.E0.0F.EO,1E,E0.1E,EO0.1E,E0. 3C 

230 DATA E0,3C,E0.78.E0.78,E0,FO,E1.EO.E3,CO,EF,80.FC,.00 


リス ト 11-17 外字 フォ ント 表示 (4096 色 モ ー ド 用 ) 


Se 


表 来 玉 来 玉 来 玉 来 玉 来 玉 玉 来 来 来 玉 来 玉 来 玉 来 ※ 来 ※ 玉 来 来 求 来 求 氷水 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 

” GATJT PHUNT DISPLAY 〈4096 CULUR) * 

! ( も ESI 11= よ ( う V3. 3 4096 CULUR 水 

! 来 玉 来 玉 玉 玉 来 玉 玉 来 来 来 来 来 来 来 ※ 来 ※ 来 玉 来 来 玉 来 来 来 玉 来 氷 玉 炒 玉 来 氷 玉 氷 玉 玉 求 来 ホ 

CLEAR ,&H5000 : ADR=&H5000 : SCREENQ 1:PALETTE 1.[240.0.0J:CLS 
FUR 1=0 TO &HAA:READ A$:PUKE ADR+T.VRLC TSH"+ 人 も う :NEX「[ 

FUR エ T=0 TU 63:READ A$:PUKE &H6000+ エ T,VRL で T&EH"+$):NEXT 
X=48:Y=S50:PTADR=&H6000 

FUR =0 TU 1:GUSUB 190:X=X+24:PTADR=PTRDR+ う 2 : NEXT 

END 


10 
20 
30 
っ 2 
40 
50 
に ア 
(=) 
62 
70 


80 

?0 

100 
110 
1 2U 
1 30 
140 
150 
160 
170 
180 
190 


DRTR 
DAT「R 
DATR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
DRTR 
PUKE 


01.00.00.00.00.00.00.B6.FD,05.2B.FB、18.50.86,80 
B?7.FD.05.B6.FD.05.2A.FB.8E,?0.00,.31.8CL、E2,E し ,2Z1 
44.56.44、56.44.56,30.8B.EC,23.86.28. 3D. 30、8B, 86 
1D.B?7.FD.8B.7F,B4.10.7F,.B4,.30.80.42.86,60.B7,B4 
30.80,3B. 6,12.B7.FD,89.4C.B7,FD,8BA,EE,25.C6,10 
34.04、EC,C1 .Qa.84、EA.01.ED.,84,.30.88,.28., 35.04.5a 
26.EE,B6.3 る 9.B7,FD,89.4C、B7.FD.8R.4C.B7,FD,、8B、F6 
FC,80.CA.80.F ィ 7,FC. ヨ 0、4F.B7,FD,05.1C,aF 、39.86,10 
C6.06,.34.16.B7.FD.89.4C.B7.FD,8R.EE,25,C6.10, 34 
04.EC.C1 .43.53.A4.84.E4.01.ED、84.30.88.28, 35,04 
5A.26.EC,35,16.4C,4C.5R,26,D8, う ラウ 

ADR+1 ,.X\256 : PHKE ADR+2.X MOUD 256:PUKE ADR+ う る, Y\256:PUKE DR+ す 。 


Y MDD 256:PUKE ADR+5,PTADR\256:PUKE ADR+6.PTRDR _MUD 256 


Z00 
2Z10 
300 
310 
320 
330 


ヒ EXE し 


RUR+ ィ 7 


RETURN 


DaRTR 


DaTR 
DATR 
DRTA 


00.7F,.01.F7.03.C7.07.87,0F、07.1E,.07.1E,07,3C,07 
3C.、07,7F,E7.7F.E7,78.07,F0.07、F0.07.F0.07,FO0.07 
EO0.OF.EO0.0F,E0.0F.E0.0F、E0.1E.E0.1E,E0,1E,EO0., うし 
E0.3C.E0,78,E0.78、E0、F0.E1.E0.E3.CO,EF.80.FC.00 


11-10 


F-BASIC で は 画面 に 漢字 を 表示 する の に , 通常 PRINT@ 文 を 使用 し ます . し か し 


沿 字 SYMBOL 文 


この 命令 は , 


出力 され る 文字 の 大 き さ が 一 種類 だ け な の で , 見 出し 等 を 表示 し よう と する と 困っ て し まい ます . 
英 数 カナ 文字 に は SYMBOL 文 と いう 大 変 便利 な 命令 が ある の で す が , 漢字 に は あり ませ ん . 
そこ で , 英 数 カナ 文字 用 SYMBOL 命令 と ほぼ 同じ 機能 を 持っ た 漢字 版 SYMBOL ブログ ラム 


を 考え て み ま し た . 


リス ト 11-18, リス ト 11-9 が その プロ グラ ム で す . 


グ ざ / 
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それ で は , 簡単 に 原理 を 説明 し まし ょ う . F-BASIC の PRINT@ 文 で は , BIOS を 使っ て 漢字 
フォ ント を ワー クエ リア 上 に 取り 出し た 後 , それ を グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン と し て 画面 に PUT し 
て いま す . 本 プロ グラ ム で は , 取り 出し た 漢字 フォ ント の ドッ ト の 有無 を 調べ , 対応 する 点 に は , 
BEF オプ ション 付き の LINE 命令 で ボッ クス を 書い て いま す . し た が っ て , LINE の 持つ オプ ショ 
ン / フ ァ ン クシ ョ ン は すべ て 利用 可能 と な り ま す . 

ブロ グラ ム の 使用 法 は , まず 図 11-12 に 従っ て , 倍率 や , 色 等 の パラ メー タ を ワー クエ リア に 
セッ ト し ます . そし て 整数 型 変数 に JIS コー ド を 代入 し て , それ を 引数 に し て 必 H5000(640 ドッ 
ト の と き ), まだ た は &H5003(320 ドッ ト の と き ) を USR 関数 で コー ル し て くだ さい . この プロ グラ 
ム で は 1 文字 出力 する と 座標 が 更新 さん れる の で , つづ け て 漢字 を 出力 する 場合 に は , 2 文字 目 か ら 
は 漢字 コー ド の み を 送っ て や れ ば OK で す . 

この あたり の 詳し いこ と は , リス ト 11-19 の サン プル プロ グラ ム を 参照 し て くだ さい . リス ト 
11-19 を 実行 する に は , まず リス ト 11-18 を “L11-18M” と いう ファ イル 名 で セー ブ し ます . 


SAVEM “L11-18M”,&H5000, &H51B3, &H5000 


それ か ら , リス ト 11-19 を KUN し て くだ さい . 図 11-13 が その 結果 で す . な お この プロ グラ 
ム は , FE-BASIC V3.0/3.3 の どちら で も 使用 可能 で す . 


| $5017 0 :| 字 | 1:[ 四 | 2: 民 | 3: 国 | 
mo 


図 11-12 漢字 SYMBOL 文 パラ メー タ 
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11-10 漢字 SYMBOL 文 


K 水 だ 人 誠 了 の ナス ん ト 四 


1 Odd 人 人 S 務 


sssesssps 
〈 〇 二 〇 
| の < の 
< ニ 
C の ご っ 
いて ヽ ] ご J 
ェ ー 仙 還 の 
C つ KS 々 mbojl 


図 11-13 漢字 SYMBOL 文 実行 例 
リス ト 11-18 漢字 SYMBOL 文 


5000 7E 50 80 7E 50 60 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 89 
SO010 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5020 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S030 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5040 00 00 00 10 00 50 5F 00 OE 00 00 00 00 15 10 00 F2 
5050 : 50 5D 00 10 00 00 15 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0D2 
5060 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 FE 50 18 68 
5070 FF 50 60 Fe6 50 1CF750 62 CE 50 4E Ce 09 20 0B 20 
5080 F6 50 16 F7 50 62 CE 50 43 C6 OB 81 02 26 48 10 っ 38 
SO020 : 8E 5057 ae COaAa7aO5SaA26F?ECO0O2 8E 50 1D ED る 1 
S0A0 04 CC 16 00 ED 84 CC 50 23 ED 02 0D 9F FB Fa B6 ィ 7C 
S0B0 : 50 18 B7 50 63B650 19 7 50 6C CE 50 23 BE 50 B る 
S0CO 10 10 BE 50 12 C6 10 B6 50 17 27 0C 48 27 36 488 ら 7 
SOD0 : 2?7 e62 4 10 27 00 8D 39 34 14 C6 10 BF 50 6@4 B6 1 7 
SO0EO S0 14 4 30 86 10BF5066B65015428 17 00 83 08 
SOFO 30 86 Sa 26 E7 BF 50 10 Be6 50 15 31 6 35 14 33 QR 
LCS 」 SC 8D C6 37 6 B1 1 B2 532FB 07 EE 3E 73 4B FE 8D 
ADR +O0 +] +2 + る 3 る +4 +5 +6 + ア +8 +9 +Q +B +C +D +E +F Lcs] 
5100 42 5 26 D4 39 34 24 C6 10 BF 50 @64 B6 50 15 4a D ら 5 
5110 40 30 86 10 BF 50 66 B6 50 14 4 8D 76 40 31 AG6 F ウ 
ら 120 SQ 26 E6 10 BF 50 12 B6 50 15 30 86 3 ぅ 5 24 3 る 3 42 う 6 
51 30 Sn 26 D2 39 34 14 C6 10 BF 50 64 B6 50 14 4 40 CO 
ら 5140 30 86 10 BF 50 66 B6 50 15 4 40 8D 46 40 30 86 n ウ 
5150 SA 26 E5 BF 650 10 B6 50 15 40 31 6 35 14 33 42 74 
5160 : Sa 26 D1 39 34 24 C6 10 BF 50 64 B6 50 15 4a 40 DO 
51 70 30 86 10 BF 50 66 B6 50 14 4 8D 17 31 a6 5a 26 9A 
ら 180 E7 10 BF 50 12 B6 650 15 40 30 86 35 24 33 42 5a ら 1 
ら 1 の 0 26 D2 39 31 6 10 BF 50 6 BF 50 68 68 41 69 C4 9】 コ 
5S1A0 : 24 07 8E 50 57 AD 9F FB FA BE 50 64 10 BE 50 66 9 ィ 7 
51B0 B6 50 14 3% 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 5 る 
51CO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S100 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51EO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51F0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
Lcs ] 31 67 D4 AD 1E 5BF8 aa2 10 09 B6 2E 49 09 C5 24 64 


SVEM "し L11-ー18M".gHS000.&H51B3、&HS5000 
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リス ト 11-19 漢字 SYMBOL 文 利用 例 


1 0 ! 求 氷 来 来 玉 玉 来 氷 来 来 束 来 来 来 求 玉 玉 来 来 来 来 ※※ 玉 未来 氷 求 求 求 氷 来 来 
20 『'※* KaNJT SYMBUL SAMPLE 素 
30 。!※ (て LTST 11-19 ) V3. 0/V く . 3 * 
40 !*※ LTS「 11-18 カ " 。 ヒ 上 ツウ ヨウ テ " ス 


に 16 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1 120 
1 1 30 
1140 
1150 
1160 
1170 
1 180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
12Z50 
1 260 
1270 
1 280 
1290 
1 300 
1 310 
1 32Z0 
1 う 30 
1 340 
1 350 
1 360 
1370 
1 380 
1 390 
1400 
1410 
142Z0 
1430 
1 440 
1450 
1460 
1470 
_ 1480 
1490 
1500 
1510 
1 520 


グ 90 


" 素 氷 求 京 来 玉 雪 玉 来 来 来 来 氷 来 玉 来 玉 玉 来 来 来 束 玉 来 玉 玉 来 玉 氷 求 玉 氷 玉 ボ 


CLEAR 300.&H5000 
LURDM" し 11-18M"' 


し し LS 


DEF USR=&HS000 


READ 


K$:K%=VAL て TU&HT+K$ ) 


IF_ K%2&H2120 THEN DUMMY=USR(K%) :GHTU 1050 
UN K% GUTU 1120,.1180 


BEEP 


R$=TINKEY$:$=INPUT$ も (1 ) 


TF A$="P" 


END 

READ 
PUKE 
PUKE 
PUKE 
PUKE 
GUTO 
READ 
PUKE 
PUKE 
PUKE 
PUKE 
PUKE 
PUKE 
GUTQ 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DaTA 
DATA 
DATA 
DATA 


UR $="p) THEN HARDC2 

X。Y 

SHS010,X\256 

&HS011.X MOUD 256 

&HS012.0 

&HS01 3,Y 

1050 
MULTX,MULTY,CHL , ANGLE , FUNC . BUXF 
&H5014.MULTX 

&HS015.MULTY 

&H5016,CUL 

&HS017 ANGLE 

&HS018,FUNC 

&H5019, BUXF 

1050 

1 , 32。0 

2 ュ ブ 2.5,0,.0.2 
2Z176.2Z176.2176.2121 , 243F , 2440 , 3 人 23。 344 1 
っ B7R,244E , 2546 .2539 2548., 4366, 2121 、2176 
2Z1 76.2176 

1 ,0, 199 

2。1 2。 う ,。1.0.2 

2 うう 0, 2 うう] , 2 ろう 32 ,. 23 うう 、2334 , 2 る 35 , 2 る 36 , 2337 
1 ,. 200,180 

2 ェ 2,1.。2.0.0,2 

Z う 4B, 2 う 73.2379.236D , 2362 , 236F , 236C 
2 の. ら 5。1.0.2 

2Z う 4B,2 う 7 う 3。2379.236D, 2362., 236F 、236C 
ンジ グッ >6、/。(U の 

Z う 4B,2 う 7 う 3,2379.236D , 2362 . 236F , 236C 
2, 1 。2, う 。 う 。0,2 

Z34B 2 う 7 う .2 う 79.236D . 2362 , 236F , 236C 
1 ,639 。 32 

2Z,1、 う ,6, う 、0.2 
2Z4//,Z424.2426、2428 .242^ 

1 .460,120 

2, ょ 5,5.2.0.0, 1 

2Z う 46.234D 

1 ,160,25 

2 の 。 す 8。 うる 。0, 1 

Z641 . 2642 ,. 2643 


DATA 0 


RS 


けら - 己 どじ 


Hg 
章 


RS-232C と は , 通信 回 線 で デー タ を 送受 信 す る モデ ム と デー タ 端 末 装 置 と を 接続 する た め の シ 
リア ル デ ー タ の 伝送 規格 の こと で す . これ は , CCITT (国際 電信 電話 府 問 委員 会 ) の 勧告 を 受け , 
アメ リカ の EIA(Electronic Industries Association) が 決定 し た も の で す 。 現在 で は , モデ ム に 
限ら ず シ リア ルイ ンタ ー フ ェ ー ス と し て 広く 用 いら れ て いま す . 

FM-7 シリ ー ズ で は , オプ ショ ン の RS-232C と インターフェース カー ド を 接続 すれ ば , RS-232C 
イン ター フェ ー ス 付き の 機器 と の デー タ 交 換 を 行なう こと が で きま す . デー タ 交 換 に は , ター ミ 
ナル モー ド と 入出 力 モ ー ド の 2 通り の 方 法 が あり ます . ター ミナ ルモード で は , 大 型 計算 セン タ 
ー の TSS 端末 や オン ライ ン シ ス テム の 端末 と し て 利用 で きま す . 一 方 , 入出 力 モ ー ド で は , 制御 
機器 , 計測 機器 , 他 の パー ソナ ル ・ コ ンピュータ な ど と デー タ 交 換 を 行なう こと が で きま す . 

この 章 で は , 入出 力 モ ー ド に よる デー タ 交 換 を 主 に と りあ げ , パー ソナ ル ・ コ ンピュータ 同士 
で プロ グラ ム や デー タ の 送信 , 受信 を 行なっ て みた いと 思い ます . 


12-1 RS-232C と イン ター フェ ー ス 用 ケー ブル 


RS-232C と イン ター フェ ー ス に は ,。 25 ピン の コネ クタ が 規定 され て お り , 各 ピ ン に は 図 12-1 に 
示す よう を な 信号 が 割り 当て られ て いま す . FM-7 シリ ー ズ の RS-232 と イン ター フェ ー ス カー ド 


FG TXD RXD RTS CTS DSR SG CD 


〇 O の 〇 〇 O 〇 O 〇 O 〇 OO 〇 OO 〇 OO 〇 OO 〇 OO 〇 〇 O 
〇 の 〇 の 〇 O の 〇 O の 〇 O 〇 OO 〇 の OO 〇 OO 〇 OO 〇 0 O 


DTR 


| re | | eaaass esa 
3 | oo | ニャ テ ム | 和合 ァ ー タ manameed oe) 


デー タ セ ッ ト レ ディ (Data Set Ready) 
号 用 接地 (Signal Ground) 


受信 キャ リア 検出 (Carrier Detector) 
端末 レデ ィ (Data Terminal Ready) 


図 12-1 RS-232 と イン ター フー イス の コネ クタ 
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グ 9 グ 


OO 9 で OO らい りら りり | 人 六 有人 有 有 らら 
OO OO 6000。 く て 


1 2 3 4 5 6 / 8 


( 注 ) この RS-232C 有 用 フラ ッ ト ケ ー ブ ル の ピン 番号 の 取り 方 は , 
通常 の フラ ッ ト ケ ー ブ ル と 異な り ま す . 


-。 信号 の 名 称 。 。 
TXD 送信 デー タ (Transmitted Data ) 
言 デ ー タ (Recieved Data) 
EC to Send) 
送信 許可 (Clear to Send) 
信号 用 接地 (Signal Ground) 
信 キ ャ リア 検出 (Carrier Detector) 


図 12-2 RS-232 と インターフェース カー ド の コネ クタ 


て 
由 


間 


記 n 由 


の | O 〇 の | の の つ ド 
ゴゴ | の ロ | の > く 
I の ワ ド 


図 12-3 RS-232C ケ ー ブ ル の 信号 線 


12-1 RS-232 じ と インターフェース 用 ケー ブル 


に は 26 ピン の コネ クタ が 使わ れ て お り , その ピン の 意味 は , 図 12-2 の よう に な っ て いま す . で 
すか ら 両 者 を 接続 する FM-7 シリ ー ズ 用 RS-232C ケー ブル は , 図 12-3 の よう な 構成 と な っ て 
いま す . 

RS-232 と は , も と も と コン ピュ ー タ (デー タ 敵 末 装 置 ) と モデ ム を 接続 する た め の も の で し た 
( 図 12-4). そ れ で コン ピュ ー タ 同士 を 直接 接続 する に は , RS-232C ケー ブル の 信号 線 を 一 部 変更 
する 必要 が あり ます . これ は 自分 で 作成 し て も よい の で す が , FM 同士 を 接続 する に は , チェ ッ カ 
ー と いう 信号 線 を クロ ス す る 接続 器 が で て いま す の で , それ を 利用 する の が 便利 で し ょ う . 

自分 で 作る 場合 に は , RS-232C 用 ケー ブル の 信号 線 を , 図 12-5 の 様 に 対 に な る 信号 線 を 入れ 
換え て 接続 し ます . た だ し FM の 場合 , 8 番 ピ ン の DCD( キ ャ リア 検出 信号 ) に は 対 に な る ピン が 
な く , SG(7 番 ピ ン ) に 接続 し て お きま す . これ で DCD は 常に アク ティ ブ と な り , FM 同士 が 接続 
され ます . 対 に な る 信号 を 入れ 換え た こと で , 各 FM か ら は , 他方 が 等 価 的 に モデ ム の よう に 見 
える た めで す . 


CD 


| 電話 回 線 | に 。、070 


デジ タル アナ ログ アナ ログ デジ タル | 
信号 信号 | 信号 信号 | 


図 12-4 モデ ム 接 続 時 の 信号 の 流れ 


信 | RTS 
*Les | 
。 | crs 


信号 名 ピン 番号 ピン 番号 信号 名 
FG 1 (うーーーーーーーーーーーー ズ ベ ) 1 FG 
TXD ノ ノ TXD 
RTS 4 4 RTS 
DSR 6 6 DSR 
SG / / SG 
DCD 8 > ] [| < と 8 DCD 


図 12-5 専用 ケー ブル 接続 図 


ン の ? 
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も し ,FM 以外 の コン ピュ ー タ と 接続 する ケー ブル を 作る と き に は , FM に な い ピ ン が 使用 され 
て いた だ た り , 送 に FM に ある ピン が 使用 きれ て いな か っ た だり, ある い は 。 DCD に 十 5V 一 士 15V の 
電圧 を か ける 必要 が ある も の も あり ます . で すか ら コ ネ ク タ の 規格 を 十分 検討 し て か ら 接 続 し て 
くだ さい . 


12-2 通信 パラ メー タ 


12-2-1 デー タ の ビッ ト 長 

英 数 字 や カナ 文字 を ど を 表す の に , 情報 処理 の 世界 で は , 7 ビット か 8 ピット の 長き の 符号 ( コ 
ー ド ) が 使わ れ ま す . 

ここ で は , 広く 使わ れ て いる コー ド を まとめ て み ま す . 


(1 ) ASCII( ア スキ ー) コー ド …… 7 ビット 
AA か ら 選 まで の アル ファ ベッ ト の 大 文字 と 小文字 。 0 か ら 9 まで の 数 字 。 二 (プラス) や ー( マ イ 
ナス ) な どの 記号 を 含む 128 種類 の 文字 を , 7 ビッ ト の 長 さ の 符号 で 表わし ます . 


す . パソ コン の 内 部 処理 で も 使用 きれ て いる コー ド で す . 


(3) JIS6220 コー ド …… / ピ ビット 

ン フ トイ ン ⑮ り ), シフ ト ア ウト (SO) と いう 制御 コー ド を 用 いる こと に より , 7 ビッ ト の 符号 で 
カナ 文字 も 表現 で きる よう に し た コー ド で す . 通常 の 使い 方 で は , 7 ビッ ト の ASCII コー ド と 全 
く 同じ で す が , SI と SO の 間 に は さま れ た 文字 は , カナ 文字 と みな す 仕 組み に な っ て いま す . 


12-2-2 デー タ 伝 送 速 度 

デー タ の 伝送 速度 を 表わす に は , 1 秒間 に 何 ビ ッ ト の デー タ を 送れ る か を 示す ボー(baud) と い 
う 単 位 を 使い ます . 

だ と そば 300 ボー と は , 1 秒間 に 300 ビッ ト の デー タ を 伝送 する こと を 意味 し ます . JIS コー ド 
を 使用 する と 1 文字 は 8 ビッ ト で 表 さ れる の で , 37.5 文字 と な り ま す . 実際 に は 制御 信号 も 加わ 
り ま すか ら , 1 文字 に つき 10 ビッ ト 位 と な り , 1 秒間 に 送れ る 文字 数 は 約 30 文字 と な り ま す . 


12-2-3 パリ ティ ・ チ ェ ッ ク 

通信 回 線 を 使っ て 送っ な た データ が , 常に 正しく 伝え られ る と は 限り ませ ん . 伝送 の 途中 で デー 
タ の 一 部 が 計っ た デー タ に 変化 し た 場合 , 変化 し た デー タ を 発見 する ひと つの 手段 と し て パリ テ 
ィ ・ チ ナ ェ ッ ク が あり ます . 


29 ダ 
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この 原理 を 簡単 に 説明 し ます . 伝送 し よう と する 文字 の コー ド の 中 に 含ま れ て い ぃ る 1( オ ン ) の 
ビッ ト の 個数 を 数 え , それ が 偶数 個 で ある か 奇数 個 で ある か を 調べ ます . そし て 1 の 個数 が 偶数 
の と き は , パリ ティ ・ ビ ッ ト の 値 を 0 と し ます . 1 の 個数 が 奇数 の と き に は パリ ティ ・ ビ ッ ト の 値 
を 1 と し ます . この よう に する こと に より , 8 ビッ ト の TIS コー ド と 1] ビッ ト の パリ ティ ・ ビ ッ ト 
を 合わ せ た だ 9 ビット の デー タ 中 に 含ま れる 1 の ビッ ト の 個数 を 常に 偶数 個 と する こと が で きま 
す . 受信 側 で は , 9 ビッ ト の デー タ 中 の 1 の ビッ ト の 個数 が 偶数 で あれ ば 正しく 伝送 きれ た と みな 
し , 舎 数 で あれ ば 庄 っ て 伝送 きれ た と 判断 で きま す . も ちろ ん , ふた つの ビッ ト が 同時 に 変化 し 
だ た 場合 に は , そう と は 言え な い の で す が , その 確率 は 非常 に 小さ いと 考え られ ます . 

この よう に , デー タ 中 の 1 の ビッ ト の 個数 を 常に 偶数 個 と する 方 法 を 偶数 パリ ティ (Even Par- 
ity) と いい , 常に 奇数 個 と する 方 法 を 奇数 パリ ティ (Odd Parity) と いい ます ( 図 12-6). 


F 0100 0110 3 1 
M 0100 1101 4 0 


JIS コ ー ド 1 の ビット パリ ティ 
の 個数 ピッ ト 


図 12-6 偶数 パリ ティ 


12-2-4 通信 モー ド 

電話 機 で は , こち ら の 話 が 相手 に 伝わる の と 同時 に 相手 の 声 も 聞く こと が で きま す . これ は , 
AB と いう 通話 の 道 と B つ AA と いう 通話 の 道 が 1 本 ずつ あり , 三重 に な っ て いる か ら で す . こ 
の よう に 送信 用 と 受信 用 の 回 線 が 二 重 に な っ て いて , 同時 に 送受 信 で きる シス テム を 全 二 重 通信 
と 呼ん た で いま す . 

これ に 対し て , 1 本 の 通信 回 線 を 使っ て , 送信 と 受信 を 交互 に 行なう 方 法 も あり ます . これ は , 
AB と B…A の 相互 の 通信 の 道 が ある と いう 意味 で は 二 重 な の で す が , 同時 に は 通信 で き な 
ぃ だめ 半 二 重 通信 と 呼ば れ て いま す . 


12-2-5 スト ッ プ ・ ピ ビッ ト 
1 本 の 通信 線 を 使っ て 文字 の 符号 を 次 か ら 次 へ と 連続 的 に 送る 場合 , 文字 の 区 切り を 明確 に し 
な いと , 情報 が 正しく 伝 症 さ れ ま せん . そこ で , 文字 の 始ま り と 終わ り を 識別 する た め の 信 号 ( ス 
ター ト ・ ビ ピット と スト ッ プ ・ ビ ピット と いう ) を 付け て , 1 文字 ずつ , デー タ を 送る こと に し ます . 
この 文字 符号 の 先頭 に 付け る ビッ ト を スタ ー ト ・ ビ ッ ト と 呼び , 文字 符号 の 末尾 に 付け る ビッ 
ト を スト ッ プ ・ ビ ッ ト と 呼び ます . スタ ー ト ・ ビ ッ ト は 1 ビッ ト と 統一 され て いま す が , スト ッ 
プ ・ ビ ッ ト は 1, 1.5,。 2 ビッ ト と まち まち に 使わ れ て いま す ( 図 12-7). 
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矯 12 章 RS-232C 


圭一 析 > 電 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 区 < 考 ーーーーー 挽 >-< 引 一 革 >-< 寺 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 前 < 寺 一 ーーーーーー 
スタ ー ト 文字 コー ド スト ッ プ スタ ー ト 文字 コー ド スト ッ プ 
ピッ ト ピッ ト ビ ピット ピッ ト 


図 12-7 スタ ー ト ・ ピ ビット と スト ッ プ ・ ビ ピット 


12-2-6 X バ パラ メー タ 

XON/XOFF に よる 通信 制御 バッ ファ の ビジ ー 制 御 を 行なう か どう か の 設定 を する パラ メー 
タ です. 

FM-7 シリ ー ズ で は 通信 回 線 か ら デ ー タ を 受信 する と , 割り 込み が 発生 し て デー タ が 通信 制御 
バッ ファ に 貯え られ ます . そし て , INPUT# LINE INPUT, INPUT$ に より 通信 制御 バッ フ 
ァ か ら デ ー タ が 読み 取ら れ ま す . し か し 通信 制御 バッ ファ の 大 き さ は , 127 バイ ト し か な い の で , 
まだ 読み 込ま れ て いな い デ ー タ が 127 バイ ト あ る と き に デー タ を 受信 する と , ヾ Buffer overflow? 
の エラ ー が 発生 し て し まい ます . 

そこ で , 通信 制御 バッ ファ が 送ら れ て きた デー タ で いっ ぱい に な り そ う に な る と , 自動 的 に 
AOFE を 送出 し て 送信 側 に デー タ 送 出 の 一 時 停止 を 要求 し ます . そし て 未 処理 の デー タ が 読み 取 
られ て , 通信 制御 バッ ファ の 中 の デー タ が 少な く な る と , 自動 的 に XON を 送出 し て , 送信 側 に デ 
ー タ 送出 の 再開 を 要求 し ます . 送信 側 で は , 受信 側 か ら XOFF が 送ら れ て きた ら デ ー タ の 送出 を 
中 止 し 。 その 後 。 XON が 送ら れ て きた ら デ ー タ の 送出 を 再開 し ます . 

この よう な 制御 を , 通信 制御 バッ ファ の ビジ ー 制 御 と 呼び ます . 


12-3 通信 パラ メー タ の 設定 


FM-7 シリ ー ズ に お ける 通信 パラ メー タ の 設定 は , OPEN 命令 (入出 力 モ ー ド 時 ) か , TERM 命 
令 ( タ ー ミ ナル モー ド 時 ) に て 行ない ます . 以下 , その パラ メー タ の 指定 方 法 を 説明 し ます . 


(1) クロ ッ ク 指 定 ……(c) 

FM-7 シリ ー ズ で の デー タ 伝 送 速度 は , RS-232C イ ンタ フェ ー ス カー ド 上 の ディ ッ プ スイ ッ チ 
に よる ボー レー ト の 設定 と クロ ッ ク 指 定 に より 決定 され ます . ボー レー ト は , 図 12-8 に 示す よう 
に 300, 600。1200, 2400, 4800 の 選択 を する こと が で きま す . そし て , クロ ッ ク 指 定 に お いて S 
(slow クロ ッ ク ) を 選択 し た 場合 に は , デー タ 伝 送 速 度 は ディ ッ プ スイ ッ チ で 設定 し た ボー レー ト 
に な り ま す . 一 方 , F(fast クロ ッ ク ) を 選択 し た 場合 に は , デー タ 伝 送 速 度 は ディ ッ プ スイ ッ チ で 
設定 し た ボー レー ト の 4 倍 と な り ま す . 
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12-3 通信 パラ メー タ の 設定 


Hr ler| w lerlor| ama- | wom- 
有 
相 CZa 還 


R 
1 


OFF | OFF | OFF | ON OFF | 2400 ボ 9600 ボ ー 2400 ボ 


4800 ボ ー 


送受 信 と も に , 同一 | 
の クロ ッ ク を 使用 す | 
る 場合 


カー ド 上 の クロ ッ ク を 送信 と し , RT 端子 よ 
り ク ロッ ク を 入力 する 
ST2 端 子 よ り 送信 用 の クロ ッ ク を 入力 し て 
受信 用 の クロ ッ ク を RT 端子 より 入力 する 


送信 , 受信 クロ ッ ク 
を 分 離し て 使用 する 
場合 


図 12-8 ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 


( 2) デー タ の ビッ ト 長 ……(b) 

8(8 ビッ ト / 文 字 ) ま た は , 7(7 ビッ ト / 文 字 ) を 指定 し ます . 7 ビッ ト 長 を 指定 し た と き に は , カ 
ナ の 前 後に SI(( シ フト イン ), SO( シ フト アウ ト ) コ ー ド が 自動 的 に 付け られ , 英 数 字 と カナ の 区 別 
が され ます . な お , FM-7 シリ ー ズ で は , SI コー ド と し て $O0F, SO コー ド と し て $OE が 使用 され 
て いま す . 


(3 ) パリ ティ ・ チ ェ ッ ク ……| (PD) 
N (パリ ティ な し )。O( 奇 数 パリ ティ ) また だ は, E( 偶 数 パリ ティ ) の いずれ か を 指定 し ます . 


(4 ) スト ッ プ ・ ビ ピッ ト …… (s) 

スト ッ プ ・ ビ ッ ト の ビッ ト 数 を , 2(2 ビ ピット) または, 1(1 ビッ ト ) で 指定 し ます . FM-7 シリ ー 
ズ で は 。 ス トッ プ ・ ビ ッ ト の 1.5 ビッ ト は 指定 で きま せん . で すか ら , 他 の パソ コン と 接続 する 
と き に は 注意 する 必要 が あり ます . 
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(5 ) 通信 モー ド ……(m) 
F ド ( 全 二 重 通 信 ) ま た は , 廿 ( 半 二 重 通信 ) を 指定 し ます . 


(6) オー ト ・LF…… (d) 
CR コー ド を 受信 し た と き , 自動 的 に LF( ラ イン ・ フ ィ ー ド ) コー ド を 出力 し て 。 改行 を 行なう 
か どう か の 指定 で す . A( オ ー ト ・LE を 行なう ) ま た だ た は, N( オ ー ト ・LF を し な い ) を 指定 し ます . 


(7 ) コン トロ ー ル コー ド …… (【) 

デー タ 受 信 時 の コン トロ ー ル コー ド ($00-$1F) を , F-BASIC オー ダー( 図 11-7) に する か , 
ADM-3A オー ダー( 図 11-8) に する か の 設定 を 行ない ます . F(F-BASIC オー ダー) ま た は , A 
(ADM-3A オー ダー) を 指定 し ます . 


(8 ) X パラ メー タ …… (x) 

XON/XOFF に よる 通信 制御 バッ ファ の ビジ ー 制 御 を 行なう か どう か の 設定 を 行ない ます . XX 
を 指定 する と , ビジ ー 制 御 が 行なわ れ ま す . 指定 を 省略 する と 行なわ れ ま せん . な お FM-7 シリ 
ー ズ で は , XON と し て DC1 コー ド ($11), XOFE と し て DC3 コー ド ($13) を 使用 し て いま す . 


通信 パラ メー タ は , 入出 力 モ ー ド 時 に は (1) (4) の パラ メー タ を , (cbps) の 形式 で OPEN 命令 
の オプ ショ ン に 指定 し ます . 


[ 例 | OPEN 0,#1。 “COMO :(S8N2)? 


ター ミナ ルモード 時 に は , 1) 一 (8) の パラ メー タ を cbpsmatx” の 形式 で 。 TERM 命令 の オ 
ペラ ンド に 指定 し ます . た だ し , F-BASIC V3.0 で は , \tx? は 指定 で きま せん . 


[ 例 ] TERM ^S8N2FA”  …… (V3.0) 
TERM “SS8N2FNFX” …… (V3.3) 


FM-7 シリ ー ズ 以外 の パソ コン に よっ て は , これ 以外 の 通信 パラ メー タ を 持つ も の が あり ます . 
それ ら に つい て は , 両方 の パソ コン の 取り 扱い 説明 書 を 注意 深く 読ん で くだ さい . 

だ た くさ ん の パラ メー タ が あり , その 設定 に と ま ど わ れる 方 も ある か と 思い ます . そう いう と き 
に は , 通信 相手 の パラ メー タ を 聞き , それ と 同じ し に すれ ば よい の で す . し っ か り し た 規格 が 決ま 
っ て いて , 電源 を 入れ る だ け で パソ コン 通信 が で きる よう に な れ ば よい と も 思い ます . し か し パ 
ソコ ン 通 信 は , まだ まだ これ か ら の 技術 な の で す . 多く の 人 の いろ いろ な 夢 が ぶつ か りあ っ て , 
ひと つ に まとめ る こと が で き な い の で し ょ う . 赴 非 あな た な も, この パソ コン 通信 で あな た の 夢 を 
咲か せ て みて くだ さい 、. 
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12-4 デー タ の 送 
12-4 デー タ の 転送 


で は 。 2 台 の FM77AV で デー タ を 転送 し て み ま す . この と き , 双方 の ボー レー ト を 合わ せる の 
を 忘れ な いで くだ さい . と りあ え ず 本 章 で は , ディ ッ プ スイ ッ チ を 次 の よう に 設定 する こと に し 
ます . 


SW1 (ON) SW5(OFF) 
SW2 (OFF) SW6(ON) 

SW3(OFF) SW7 (OFF) 
SW4(OFF) SW8(OFF) 


RS-232C に デー タ を 出力 する に は , 他 の シー ケン シャ ルフ ァイル と 同様 , リ スト 12-1, リス ト 
12-2 の よう に 行ない ます . ここ で 注意 する べき 点 は , 受信 側 を , INPUT モー ド と OUTPUT モ 
ー ド の 両方 の モー ド で OPEN し て お く 必 要 が ある こと で す . INPUT モー ド だ け の OPEN で は , 
デー タ の 受信 を 行なう こと が で きま せん . 


リス ト 12-1 デー タ の 送信 
3 


100  ! 炒 玉 来 来 玉 来 玉 素 玉 涼 玉吉 玉 玉 玉 来 未 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 来 涼 玉 氷 氷 氷 玉 玉水 玉 玉 ※ 
110 『'* DaTA SEND 水 
120 『!*※* ( 上 1ST 1 フー ル テ -1 /) V3.0/V3. 3 * 
1 フフ ! 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 束 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 素 吉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 氷 氷 ボ 
1 30 A$="012345ABCDEFGHTJKLMNUPQRSTUVMXYZ「 
140 UPEN "用 1。 "CUMOE(F8BN2 > 

160 FR Ts=O0 TO SO 

170 PRTINT 村 1 , 介 $ 

190 NEXT 

200 PRINT 肝 1 END" 

210 CLUSE 村 1 、 村 2 

220 END 


3 二 計っ ii 
リス ト 12-2 デー タ の 受信 


1000 ! 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉 来 玉 米 来 玉 玉 来 ※ 玉 誠 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 ※※ 玉 玉 ※ 素 玉 氷 ポ 
110 !'※ DATA _ RECEUVE 氷 
120 『'※ ( LTST 12-1-2 ) V3.0/V く . 3 玉 
6 琴 遇 すす も も も すもも 《 も る 《 も す 《《《 も も. も? も ? も 《 も 《《.《33?.《.1.《 も 3 も そそ て て 3 る.、 
140 UPEN "0。 村 1、 リ CUMOE:(FBN2〉『 

150 UPEN "OU 42. "CUMO:(FBN2)『 

160 し LINE INPUT 時 1 , 代 $ 

170 IF A$="END'" THEN 200 

180 PRTINT aa$ 

190 GUTOU 160 

200 CLOSE 時 1 , 革 2 

210 END 
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さて , この よう に 基本 的 に は ディ スク の シー ケン シャ ルフ ァイル と 同様 な の で す が , ひと つ だ 
けけ 異な っ て いる こと が あり ます . それ は , バッ ファ の 限界 で す . 

RS-232C の 入力 は , 内 部 的 に は 割り 込み で 処理 され て お り , デー タ を 1 文字 受け る た びに メイ 
ン RAM 上 の ファ イル バッ ファ に 蓄え , INPUT# 文 で この バッ ファ か ら デ ー タ を 取り 出す わけ で 
す . し た が っ て , INPUT # に よる デー タ の 取り 出し 速度 より , 受信 し た デー タ を 蓄積 し て いく 速 
度 の 方 が 速 け れ ば , バッ ファ 内 の デー タ は どん どん 増え , つい に は バッ ファ か ら あ ふれ て し まい 
ます . 特に , ボー レー ト が 速く , デー タ が 多い と き は 注意 し な けれ ば な り ま せん . 

この 現象 を 防ぐ に は , 受信 側 よ り ア クノ リッ ジ を 返す 方 法 が あり ます . そし て 送信 側 は , デー 
タ を 送っ た ら , 相手 が 受け 取っ た こと を 示す アク ノリ ッ ジ を 出す まで , 次 の デー タ の 送出 を 待っ 
て いる の で す . た だ し , アク ノリ ッ ジ の 送出 を 待っ て いる だ た め , その 分 出力 側 の 処理 速度 が 落ち 
て し まい ます . アク ノリ ッ ジ を 返し て デー タ 転 送 を 行なう 例 を , リス ト 12-3,。 リ スト 12-4 に 示 
し ます 


リス ト 12-3 アク ノリ ッ ジ を 返し て デー タ 送 信 


100 『! 玉 来 玉 来 来 玉 玉 来 来 来 来 玉 来 来 束 求 来 玉 来 求 氷水 氷 玉 求 求 玉 来 束 来 来 来 来 氷 玉 玉 
110 !※ DRTA SEND MITH AACK 氷 
120 "'※ ( LTST 12-2ー-1 ) V3 . 0/V る 3. る * 
1 30  『! 求 未 来 来 玉 氷 来 来 来 来 来 来 来 求 ※ 玉 来 玉 玉 求 玉 氷 求 玉 玉 来 玉 玉 求 玉 来 玉 玉 求 来 ポ 
140 A$='"'012345ABCDEFGHLTJKLMNHPQRSTUVMXY2Z" 
150 OPEN "U 本 1 "CUMO :(F8BN2)"' 

160 UPEN "0 42、 リ "CUMO :(F8N2)" 

170 FUR 1I=0 TO 50 

180 PRTINT 時 1 .RR$ 

190 TNPUT 肝 2.AC$ 

200 NEXT 

210 PRINT 上 革 1 "END『" 

220 CLUSE 時 1 2 

230 END 


EE 
リス ト 12-4 アク ノリ ッ ジ を 返し て デー タ 受 信 


100 『 表 氷 来 来 来 来 来 玲 来 来 来 玉 来 来 来 来 玉 来 束 来 来 来 来 玉 来 玉 求 玉 来 玉 来 玉 玉 来 ホ ボ 
110 "'※* DRTR_ RECETVE MITH CK * 
120 『'※* ( し LUSLI ユン ニー ン ラン 2 V3. 0/V3. 3 * 
1 22 『" 表 来 座 来 鶴来 束 来 来 玉 玉 玉 来 来 来 来 来 来 来 ※ 来 来 来 玉 来 玉 来 来 玉 氷 求 ※※ 
130 UPEN エリ 0 用 1 リ CUMO:(F8BN2) "| 

140 UPEN "OUU。442 "CUMO :(F8BN2) "| 

150 RACK$=CHRS て (6) 

160 LTNE INPUT 1 人 $ 

170 IF も $="END'" THEN 210 

180 PRINT 村 2.RCK$ 

1 20 PRINT R$ 

200 GUTU 160 

2Z10 CLUSE 1 , 村 2 

2Z20 END 


SE 


12-5 プロ グラ ム の 転送 
12-5 プロ グラ ム の 転送 


_ 湊 は 。 BASIC プロ グラ ム の 転送 を 考え て み ま す . プロ グラ ム の 転送 を する に は , まず BASIC 
プロ グラ ム を アス キー セー ブ し ます . 


SAVE “ファ イル 名 ", A 


そし て , その アス キー セー ブ さ れ だ プログラム ファ イル を シー ケン シャ ルフ ァイル と 見 な し て 
読み 込み , 送出 し ます . 受信 側 で は , 送ら れ て きた デー タ を シー ケン シャ ルフ ァイル と し て 書き 
込み ます . これ で プロ グラ ム の 転送 が 終了 し ます . 書き 込ま れ た シー ケン シャ ルフ ァイル を ロー 
ド す る と , 確か に BASIC プロ グラ ム が 現れ ます . も ちろ ん 実行 も で きま す . 

プロ グラ ム 転 送 を 行なう た め の プ ログ ラム を リス ト 12-5, リ スト 12-6 に 示し ます . この プロ 
グラ ム で は , 受信 し た デー タ を 送信 側 に 送り 返し , 送信 側 に も 表示 させ て いま す . この 処理 を エ 


リス ト 12-5 プロ グラ ム の 送信 


3 


100 る る る る も も も る も も も も も も も 《 も する 《$《《 も する 《 《《 る 《 も 3 《 も る 《 る 3《 


110 "※* PRUGRAM SEND ホ ボ 
120 "'※ ( LIST 12ー3-1 ) V3.0/V3.3 ※ 
130 『'※ TESTPROU か カ " ヒ ツ ヨ ゴウ テ " 人 率 
1400 ! 玉 涼 玉 来 来 来 来 来 来 来 玉 来 玉 来 ※※ 玉 ※※ 玉 ※※ 玉 玉 来 玉 玉 来 ※※※※ 束 来 玉 玉 氷 ボ ボ ボ 
150 し LS 


160 UPEN " ロ HU 41 "CUMO: て SB8NZ う 「 
170 UPEN "TH42. "COUMO: て SBN22「 
180 UPEN "TO 43、 "TESTPRU" 

190 LINE INPUT 肝 う , 人 る 

200 IF EUF〈 ぅ 3) THEN 250 

210 PRINT 持 ] .$ 

220 TINPUT 村 2.B$ 

230 PRINT B ふ 

240 GUTU 190 

250 PRINT 41. "PRUGRAM END" 
260 CLOSE 肝 1 , 革 2, 革 う 

270 END 


所 


リス ト 12-6 プロ グラ ム の 受信 


ニギ 


1000  ! 求 来 玉 来 束 来 束 来 束 束 玉 玉 束 玉 来 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉水 玉 氷 玉水 玉 ※ 涼 


110 "* PRUGRAM RECETVE 水 
120 『'※ で LIST 12 テラ う ニン ? V3.0/V く . * 
130 "※ TESTPRU カ " ツク ラ レ マ 人 素 


1 4() ! 米 玲 玉 玉 玉 率 来 束 来 涼 素 玉 玉 ポ ※ 玉 玉 ※※※ 来 束 来 束 来 玉 玉 未 玉 玉 玉 玉 玉 表 玉水 
150 UPEN "TU 上 1、 "COMO :(SBN22『 

160 HPEN "OU 842. "CUMO : て SBN22 7 

170 UPEN "OU.H3、 "TESTPRU" 

180 LTNE INPUT 村 1, 介 $ 

190 IF A$='PRUGRAM END'" THEN 240 
200 PRTINT 村 2. 人 $ 

210 PRINT ^$ 

2Z20 PRTNT 持 う 、 内 $ 

230 GUTU 180 

240 CLOSE 肝 ]1 . 村 2. 昌 くう 

250 END 


5 


907 
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コー バッ ク と いい ます . エコ ー バ ッ ク に よっ て , 転送 デー タ の 確認 を する こと が で きま す . な お , 
この プロ グラ ム は 一 般 の グ の シー ケン シャ ルフ ァイル の 転送 に も 利用 で きま す . 


12-6 ー ミ ナル モー ド 


F-BASIC で は , TERM 文 に て 動作 モー ド を ター ミナ ルモード に する こと が で きま す . この 夕 
ー ミ ナル モー ド と いう の は , BASIC の 動作 モー ド か ら 離 れ て 通信 回 線 に お ける ター ミナ ル ( 端 
未 ) と な る も の で す . 

この ター ミナ ル に 対し て ホス ト と 呼ば れる も の が ある の で す が , その 違い は 今 は 深く 考え な い 
で , まず 2 台 の FM77AV を 両方 と も ター ミナ ルモード に し て 接続 し て み ま す . 両方 の ボー レー ト 
を 合わ せ て , 両側 で TERM [ 則 と 入力 し ます . そし て , キー を 何 か 入 力 し て みて くだ さい . 入力 
し た キー コー ド が , 相手 側 の CRT 上 に 表示 され ます ね . 

ー ミ ナル モー ド の と き , キー ボー ド か ら 文 字 を 入力 する と 相手 側 に 伝 達 され ます . また デー 
タ を 受信 する と , その デー タ を CRT に 表示 し ます . し か し ター ミナ ルモード で は , それ 以上 の こ 
と は 行 な を ませ ん . で すか ら , ター ミナ ルモード に な っ て いる 2 台 の パソ コン で 交信 を し て も , 
あま り 意 味 の あ る こと は で きま せん . 

それ で は , リス ト 12-7 を どちら か の パソ コン で RUN させ , も う 一 方 は ター ミナ ルモード に し 
て みて くだ さい . そし て ター ミナ ルモード の 方 の パソ コン に , メッ セー ジ に 従っ て 名 前 と 生年 月 
日 ( 西 歴 ) を 入力 し て みて くだ さい . する と , あな た の 誕生 日 か ら の 日 数 と 10000 日 目 の 年 月 日 が 
計算 され て 表示 され ます . ター ミナ ルモード で な い 方 の パソ コン で は , 誕生 日 か ら の 日 数 と 10000 
日 目 の 年 月 日 を 計算 し て , ター ミナ ルモード の パソ コン へ 結果 を 送り ます . 

この 例 の よう に , 単に 文字 や 数 字 を 送信 , 受信 で きる だ け の コン ピュ ー タ を ター ミナ ル と 呼び , 
受信 し た デー タ に 対し て 何ら か の 処理 を する 側 を ホス ト と 呼び ます . 一 般 的 に , ホス ト 側 の コン 
ピュ ー タ の プロ グラ ム は , デー タチ ェ ッ ク , エラー 処理, 回 線 制 御 処理 等 を 含み , か な り 和 複雑 な 
も の と な り ま す . そし て 通常 ホス ト 側 は 汎用 コン ピュ ー タ が , ター ミナ ル 側 は デー タ 端 末 , イン 
テリ ジェ ント 上 端末, パソ コン 端末 等 が 使わ れ ま す . し か し 小 規模 の シス テム な ら ば , パソ コン を 
ホス ト と し て 使用 し て も か まい ませ ん . 

ホス ト 側 より オー ダー コー ド (F-BASIC オー ダー また は, ADM-3A オー ダー) を 送出 する こと 
に より , ターミナル 側 の 表示 を コン トロ ー ル で きま す ( 図 12-9, 図 12-10). オー ダー 動 作 の 詳細 
に つい て は , F-BASIC 文法 書 を 参考 に し て も ら う こと に し て , よく 使用 され る オー ダー 動作 の 使 
用 例 (F-BASIC オー ダー) を 次 に 示し ます . 


で 
li 


PRINT #1,CHR$(&HO07) 0 …… プ ブザー を 鳴ら す 
PRINT #1,CHR$(&HOA) 0 …… 以 行 する 
PRINT #1,CHR$S(&HOC) 0 …… 画面 消去 


0 グ 


10 

20 

3 

40O 

100 
110 
1 20 
1 30 
140 
150 
1 60 
170 
180 
190 
200 
210 
220 
230 
240 
250 
260 
270 
UTH 
280 
300 
9 :D 
3 る 30 

340 

&HF 4 
350 

360 

370 

400 

999 

1000 
1010 
1020 
1022 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1099 
1100 
1110 
1112 
1 120 
1110 
1 1 30 
1 1 32 
1 1 40 
1 150 
1 160 
} 1 ウマ 
1200 
1210 
1 220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1 280 
1 2900 


12-6 ター ミナ ルモード 


リス ト 12-7 ター ミナ ル 制 御 プ ログ ラム 例 


し を 信人 で る 人 を も る 人 を 久 全 信 も も る 人 せ も る る も も も る る る も 人 も も や も る る る る 
TERMTINAL CUNTRUL PRUGRAM 
C LIST 12- る 4 ) V3.0/V3.3 * 
し を る を る も 人 を る も 全 も 信人 を 全 、 全 る も 人 を を も 人 も 人 で も を る も や も を 人 タ も ( 
DIM DAY(12) :FDR T=1 TU 12:READ DAY〈T) :NEXT 
DPEN "1"、 は 1 "CUMO : て SBN2)" 
DPEN "0 、#2. "CUMO : て SBN2)" 
D$=DATE$ :D2$=DATE$ 
IF VAL(LEFT$CD2$,2))>65 THEN 160 
YY$=STR$CVALCLEFT$〈D2$.2))+25) :D2$=RTGHT$ て YY$, 2)+RIGHT$〈D2$ 6) 
DATE$=D2$ :DT2=DATE : DATE$=D$ 
PRTNT 2.CHR$C&HOC) * 
PRINT H2、CHR$(&HOB) : 
PRTNT 42、" ア ナク ノ オナ マエ ハ 7 
GOSUB 1000 * 
NM$=INDT$ 
PRTNT H2.CHR$C&HOD) :PRTNT 時 2、NM$ :" サフ ノ セイ ネン カリ ッ ヒ o 
GODSUB 1100 > BIRTHDAY INPUT 
D1$=TNDT$ 
ITF VALCMID$〈D1$.4.2))>12 THEN PRINT H2.CHR$C&HO7) : :GDTO 220 
TF VALCMTD$〈D1$、?、2) )>31 THEN PRINT 2.CHR$C&HO7) : :GUTU 220 
IF VALCLEFT$CD1$.2))>VAL(LEFT$CD2$,2)) THEN PRINT 2.CHR$C&HO7) : :G 
220 
GOSUB 1200 > DAY CALCULATION 
PRTNT 2.CHR$〈&HOA) :PRTNT 2、" ア ナタ ノ イマ マテ リノ シッ ン セ イル ハー 19 1D1$:" 
2$:DAY:CHR$(&HF4) す り テツ ス o! 
PRTNT 2." ア ナク 2 ノ 10000 "iCHRSC&EHF4) う 1 リノ キネ ッ ヒ "AN!: 
PRTNT 2.STR$(Y+1900) :CHR$C&HF2) : STR$CM) : CHR$C&HF3) : STR$CMK) :CHRS$( 
り 誠 
IF DAY>10000 THEN PRINT 2." 
PRTNT H2.CHR$(&HOD ) 
GOTD 190 | 
DATA 31 .28.31 ,30,31 , 30.31 ,31 、30.31 、 30,31 
を る. すす も も も も も も る も も も も も る も する も る も る も 9 る 《 も も も る も を を. る る 6 を を. も も る. も. する る も る る る る る も る る も る する も も る < 
TNDT$="' > NAME INPUT 
A$=TNPUT$〈 1 .#1 ) > 1 CHAR. INPUT 
IF A$=CHR$(&HOD〉 THEN 1070 "----> RETURN KEY 
IF A$=CHR$〈&HO8) DR A$=CHR$〈&H7F ) THEN GUSUB 1500:GOTO 1010 


2 NaME INPUT 


ハハ 2 19 リ 7"( 


ーーー> 1 


ァ " ッ グッ | ELSE PRINT 用 2、 | テ "Ao" 


TF A$<CHR$〈&H20) THEN PRINT #2.CHR$C&HO7) : :GOTO 1010 
TINDT$=TNDT$+A$ 

PRTNT 肝 2. 人 $: "ーーーーーーーーーーーーーーーーーー > INPUT CHAR. DISPLAY 

ITF LEN(INDT$)<1 1 THEN 1010 

RETURN 

" 氷 来 束 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 来 玉 来 来 来 来 来 来 束 玉 来 来 来 求 玉 来 求 来 来 来 玉 玉 来 玉 求 求 来 来 氷 来 来 素 玉 来 来 求 求 氷 氷 求 玉 玉 玉 来 求 氷 氷 氷水 
INDT$="!! リー ニーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー > BIRTH-DAY INPUT 
A$=INPUT$(1 、 持 1 ) "ーーーーーーーーーーーーーーー > 1 CHAR. INPUT 


IF $=CHR も (て &HO8B〉) UR $=CHR$S(&H7F ) THEN GOSUB 1500:GOTHU 1110 
IF RS$ く CHRSC&H30) UR RA$>CHR$S(&H39) THEN PRINT 肝 2.CHR$(&HO7 う 【 EGOTO 


TND「$=TNDT$+aa$ 
PRTINT 革 2. 代 $、 > INPUT CHRR . DTISPLRY 
IF LEN(INDT$ う =2 0R LEN(TNDT$)=5 THEN $=" リ ノリ EGOUTO 1130 
IF LENCTNDT$)< く 8 THEN 1110 
RETURN 
『 来 来 来 玉 来 来 来 来 来 玉 来 来 来 ※ 来 来 来 来 来 来 素 来 玉 来 素 玉 玉 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 玉 来 玉 来 来 来 玉 来 玉 求 来 来 玉 玉 来 来 来 来 玉 来 玉 玉 
Y1=VAL て (LEFTS(D1$. 2 うう):Y2=VRL(LEFT$S(D2$,2)) 
DATE$=D1$:DT1=DATE :DATE$=D$ 
IF 〈Y1 MUD 4)=0 THEN DAY1=367-DT1 ELSE DAY1=366-DT 1 
DAY っ =0 
IF Y2-Y1 く 2 THEN 1290 
FUR 上 =Y1+1 TU Y2-1 
YYT$=STR$( エ ):TF エ T く 10 THEN YY$= "TO"+TRTGHT$(YYS も 1) 
DRTE$=RTGHT も (YY も 2 うす リプ 12/31 EDRAY3=DAY3+DATE :DATE$=D$ 
NEXT 
IF YT1=Y2 THEN DRY=DAY1+TDT2-365 ELSE DAY=DAY1+DT2+DAY る 


209? 
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1 300 エ F 〈Y1 MOD 4)=0 THEN MK=9632+DT1 ELSE MK=96 う 3+DT 1 
1310 FOUR Y=Y1+1 TOU Y1+30 | 

1 320 ITF 〈Y MD 4)=0 THEN NEN=366 ELSE NEN=365 

1 330 TF MK<=NEN THEN 1360 

1 340 MK= い KK-NEN 

1350 NEXT 

1 360 IF 〈([ MD 4)=0 THEN DAY(2)=29 ELSE DAY(2)=268 

1370 FUR M=1 TOU 12 

1 380 IF MK<=DAY(M〉) THEN 1410 

1 390 MK=MK-DaAY〈(M) 

1400 NEXT 

1410 RETURN 

ペー ムー 且 還 用 る. る を も も る. も も も も も も を も す も. も も も す も も も も も も も 《 る ⑥ も も も も 《 も る も る する る も る も も る 《 る も も も る る る も 《 $《 も る る る 、 
1500 IF LEN〈INDT も $)=0 THEN PRINT 2.CHR$ も (&HO7 う ・:RETURN 

1510 PRINT HH2.CHRS て &H1D う し DiCHR も (て &H1D〉)・ 

1520 INDT$=LEFTS〈INDT$S,LENCTINDT$ う -1) 

1530 RETURN 


現在 の カー ソル 位置 か ら そ の フィ ー ル ド の 終 
り ま で を 消す . 


画面 消去 する . 

Po | em |emye。 
カー ソル を 右 に 移動 する . 

カー ソル を 下 に 移動 する . 


動 作 ・ 意 味 


ー ソ ル を 1 つ 左 に 移動 する . 
次 の タフ 停止 位置 まで スペ ー ス を 発生 する . 
ド 


カ 
ン ァ 
カー ソル を 上 に 移動 する . 
カー ソル を 右 に 移動 する . 
キ ヽ 
キ ぃ 
カ 


ー ソ ル を ホー ム ポ ボ ポジション へ 移動 する . 


図 12-10 ADM-3A オー ダ 


ヴ 0 ダ 


12-7 音響 カプ ラン モデ ム 
12-7 音響 カプ ラ / モ デム 


コン ピュ ー タ が 扱っ て いる 信号 は , デジ タル 信号 で す . と ころ が 電話 回 線 は , 音声 信号 (300Hz 
か ら 4000Hz ぐら いま で の アナ ログ 信号 ) し か 送れ ませ ん . そこ で 電話 回 線 を 使っ て デー タ 通 信 を 
行なう た め に は , デジ タル 信号 と アナ ログ 信号 を 相互 に 変換 する モデ ム (MODEM) と いう 装置 が 
必要 と な り ま す . この MODEM と いう の は , MODulator( 変 調 器 ) と DEMOdulator (復調 器 ) の 頭 
文字 を 組み 合わ せ た だ 造語 で す . コン ピュ ー タ か ら の 送信 デー タ は , 変調 器 に より アナ ログ 信号 に 
変換 され 電話 回 線 を 通し て 受信 側 に 伝え られ ます . 受信 側 で は , 復調 器 に より デジ タル 信号 に 戻 
され コン ピュ ー タ に 入力 され ます ( 図 12-11) . 


送信 側 受信 側 


送信 デジ タル 信号 周波 数 変調 され た 
アナ ログ 信号 


図 12-11 モデ ム に よる デー タ 通 信 


モデ ム を 使っ て 電話 回 線 に 接続 する た め に は , 電話 線 と モデ ム を 直接 接続 し な けれ ば な り ま せ 
ん . と ころ が 音響 カプ ラ で は , 変調 器 で 変換 され た アナ ログ 信号 を スピ ー カ ー に よっ て 音声 信号 
に 変換 し , 電話 の 送 話 器 で 直接 送れ ん る よう に な っ て いま す . 反対 に 受信 側 で は , 受話 器 か ら 入 力 
され た 音声 信号 を マイ クロ フォ ン に て アナ ログ 信号 に 変換 し , 復調 器 に よっ て デジ タル 信号 に し 
て コン ピュ ー タ に 入力 し ます . で すか ら 音 響 カ プラ を 使用 する と き に は , 電話 機 を その まま 使用 
する こと が で きま す ( 図 12-12). パソ コン で 簡単 な デー タ 通 信 を 行 な お うと する と き に は , 音響 
カプ ラ は 手軽 で 使い や すい の で は な いか と 思い ます . し か し 音響 カプ ラ で は , 音声 信号 を 介し て 
デー タ 通 信 が 行なわ れる の で , 雑音 , 騒音 等 に 注意 する 必要 が あり ます . 

と ころ で モデ ム に よっ て デジ タル 信号 と アナ ログ 信号 の 相互 変換 が 行なわ れる わけ で す が , こ 
の 変換 に お ける 規則 を 定め て お か な いと 正しく 変換 で きま せん . 日 本 で 使わ れ て いる の は , 主 と 
し て CCITT V.21(300 ボー 全 二 重 ) と CCITT V.23(1200 ボー 半 二 重 ) の 規格 で す . 全 二 重 通信 
で は 2 本 の 通信 経路 (回 線 ) 必要 で す が , 電話 線 に は 一 対 の ケー ブル し か あり ませ ん . 1 本 の 電話 回 
線 で は ,。 双方 の 送信 信号 は 途中 で 衝突 し て し まい そう だ と いう 疑問 が わい て きま す . し か し 電話 
線 で は , 周波 数 の 異な る 4 つの 信号 を 使う こと で 全 二 重 通信 を 実現 し て いま す . つま り 電 話 回 線 
で は アナ ログ 信号 と いう 電気 の 波 を 使用 し て いる の で , 水面 の 2 つの 濾 が 衝突 し て も その 先 へ 伝 
わっ て いく よう に , 何事 も な く 双 方 の 信号 が すれ 違っ て 通る の で す . 
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図 12-12 音響 カプ ラ に よる デー タ 通 信 


CCITT V.21 規格 で は , CALL モー ド ( 発 信 側 ) が 980Hz, 1180Hz を 送信 信号 に 使い , 1650Hz。 
1850Hz を 受信 信号 に 使い ます . ANSWER モー ド (受信 側 ) では, その 逆 の 組み 合わ せ を 使い ま 
す . MODEM で は , この CALL モー ド と ANSWER モー ド を 切り 換え スイ ッ チ で 選択 で きる よ 
うに な っ て いる の で す が , 片 一 方 が CALL モー ド を 選択 し た ら , も う 一 方 は ANSWER モー ド を 
虹 択 する 必要 が あり ます . CCITT V.23 規格 で は , 双方 の モデ ム に HALT( 半 二 重 ) を 選択 し ま 
す . この と き , 1300Hz が “1” の デー タ , 2100Hz が 0′ の デー タ に 変換 され ます ( 図 12-13). 


[300 ボー 全 二 重 ] [1200 ボ ー 半 二 重 ] 


MG | デンタ ca | ca ネー ド | Newensr| | maade | テン ァ f 


送信 信号 受信 信号 
皿 ーー ( 


1650 | 
受信 信号 
人 | 


図 12-13 電話 回 線 で 使用 され る 信号 


モデ ム あ る い は 音響 カプ ラ を 使用 し て デー タ 通 信 を 行なう 際 の ホス ト あ る い は ター ミナ ル の プ 
ログ ラム は , パソ コン 同士 を 直接 つない だ と き と 何 ら か わり ませ ん . 電話 回 線 網 を 正しく 接続 で 
きれ ば , 前 節 ま で の プロ グラ ム を 使っ て デー タ や プロ グラ ム の 転送 を 行なう こと が で きま す . 
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12-7 音響 カプ ラン モデ ム 


( 1 ) 音響 カプ ラ の 使用 
音響 カプ ラ を 使用 する に は , 以下 の 手順 で 行ない ます . 


① 音響 カプ ラ と コン ピュ ー タ (パソ コン ) を , RS-232C ケー ブル で 接続 し ます . 

② 音響 カプ ラ の 各種 スイ ッ チ (CALL/ANS, FULL/HALF, TEST/DTE 等 ) を 設定 し ます . 
スイ ッ チ の 種類 , 表示 等 は メー カー に よっ て 異な り ま す の で , 説明 書 で 確認 し ます . 

③ 音響 カプ ラ の 電源 を ON に し ます . 

④ 相手 側 ヘ ダイ ヤル し て , つなが っ た ら 受 話 器 を 音響 カプ ラ に 押し 込み ます . 

⑤ コン ピュ ー タ (マソ コン ) か ら デ ー タ を 送り ます . 


音響 カプ ラ を 使用 する うえ で の 注意 点 に つい て , いく つか 述べ ます . 音響 カプ ラ は “ 音 " を 信 
号 と し て 使っ て いま すか ら , 周辺 か ら の 雑音 に より 誤動作 する 危険 性 が あり ます . で すか ら 受 話 
器 は し っ か り と セッ ト す る 必要 が あり ます . また 机 と 音響 カプ ラ の 間 に ク ッ シ ョ ン を 用 いる の も 
よい 方 法 で す . 受話 器 に 消毒 カバ ー が つい て いる と き は , は ず し た 方 が いい で し ょ う . それ か ら 
最近 流行 の ファ ッ シ ョ ン 電 話 機 だ と , 受話 器 の 形 が 音響 カプ ラ と 適合 し な い 場 合 が あり ます か ら 
注意 が 必要 で す . 


( 2 ) モデ ム の 使用 

モデ ム を 使用 すれ ば 電話 回 線 と モデ ム が 直接 接続 され る の で , 音響 カプ ラ の よう な 雑音 の 心配 
は 必要 あり ませ ん . し か し モデ ム に は , 電話 の 発信 や 着信 を し た り モ デム と 電話 回 線 と の 接続 を 
コン トロ ー ル する 働き は あり ませ ん . それ で , モデ ム に NCU(Network Control Unit) と いう 回 
線 制 御 装置 を 接続 する 必要 が あり ます . NCU は 電話 交換 機 を 直接 起動 する こと が で きる 装置 で , 
電話 の フッ ク や ダイ ヤル と 同じ 働き を し ます ( 図 12-14). 

NCU に は 様々 な 種類 が あり , モデ ム と 電話 機 を 手動 で 切り 換え る も の か ら , 自動 発信 , 目 動 着 
信 の 機能 を も つ NCU も あり ます . 自動 発着 信 の で きる NCU を 使え ば 自動 的 に 電話 回 線 の 接続 
が な され る の で , 夜間 の デー タ 収 集 や 無人 デー タベース な どの シス テム を 構築 で きま す . 


ーー (パソ コン ) 


図 12-14 NCU の 接続 
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モデ ム を 使用 する と き 注 意 す る こと は , NCU を つけ た モデ ム は NTT の 認定 を 受け た も の し 
か 使用 で き な い 点 で す . 取り 付け 工事 も 資格 を も っ た 工事 担当 者 で な けれ ば で き な い こと に な っ 
て いま す . た だ し 認定 を 受け た モデ ム 機 器 を モジ ュ ラ ー ジ ャ ッ ク に 差し 込ん で つなぐ の で あれ ぱ , 
電話 局 で 届け 出る だ け で で きま す . パソ コン 通信 の 盛ん な アメ リカ に は すぐ れ た 機能 を も つ モ デ 
ム が あり ます が , アメ リカ で は ATT の Bell 規格 に よる も の が 多く , その まま で は 使え な いも の 
が 多い よう で す . 
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13-1 多 色 グラ フィ ッ ク 


FM77AV は , 8 色 2 画 面 (640X200 ドッ ト ) と 4096 色 1 画面 (320 メ X200 ドッ ト ) の ぉ ふた つの グラ 
フィ ッ ク モ ー ド を 持っ て いま す . 

8 色 2 画面 の モー ド で は , ペー ジ 切 り 換 え に よ っ て アク ティ ブ ペ ー ジ , ディ スプ レイ ペー ジ が が , 
それ ぞ れ 個別 に 設定 可能 と な っ て いま す . これ は , 従来 の FM-7 シリ ー ズ で の 画面 が 2 画面 に ふ 
えて , それ ら が 自由 に 切り 換え 可能 に な っ た と いう こと を 意味 し て いま す . この モー ド で の 
VRAM アド レス と 画面 の 対応 は 。 13-1 の よう に な っ て いま す . セレ クト され だ た ペー ジ の B, 
R, G の 3 つの VRAM の 内 容 が 重ね 合わ され て 画面 に 表示 され て いる わけ で す . た と えば , X= 
632。Y ニ 199 の 座標 の 点 は , $3E7F(BLUE), $7E7F(RED), $BE7F (GREEN) の ビッ ト 7 の 状 
態 が 重ね 合わ され て 表示 され ます . ビッ ト の 状態 と 表示 され る 色 と の 関係 は , 図 13-2 の よう に な 
り ま す . 

一 方 , 4096 色 1 画面 モー ド で の VRAM アド レス と 画面 の 対応 は , 図 13-3 に 示す と お り で す . 
12 個 の VRAM の 内 容 が 重ね 合わ され て , 画面 に 表示 され ます . VRAM の 状態 と 表示 色 (( パ レッ 
トコ ユ コード) の 関係 を 図 13-4 に 示し ます . 


16 624 632 639 ドッ ト 


0 8 
o| $0000 | $0001 IEEEEREE 唐 $004E | $004F 
1| $0050 | $0051 $009E | $009F 


199 $3E30 $3E31 $3E7/E $3E/F 
ドッ ト 
山間 ン ブ フー ヘム 
$0000 $3E7F 
(B) 
$4000 $7E7F 
(R) 
$8000 $BE7F 
(G ) 
$BFFF 7 。 6 5 4 3 2 1 0 ピット 
9 コン 2 240 (VRAM アド レス ) 


図 13-1 VRAM アド レス と 画面 の 対応 
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図 13-2 VRAM と 表示 色 の 関係 


304 J 319 ドッ ト 


12 
$0026 $ ゃ 0027 
$004E $004F 


$ ゃ 1F3E ゃ 1F3F 


還 $1F3F 
( B3 ) 

$3F3F 

(B2) 


0 8 16 
01 $0000 $0001 


$5F3F - 

(R3) | パ 
ンプ 

$7F3F 

( R2 ) 

$9F3F 

(G3 ) 

$BF3F 

(G2 ) 

$1F3F 

(B1 ) 

$3F3F 

( B0 ) 

$5F3F - 
ン 

$7F3F 

( R0 ) 


$9F3F 
(G1 ) 
図 13-3 VRAM アド レス と 画面 の 対応 (GO) 


/ 6 〇 4 に ) 2 1 0 ピッ ト 
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13-1 多 色 グラ フィ ッ ク 


' パレ ッ ト コ ー ド 
パレ ッ ト 番 号 G3 G2 G1 GO R3 R2 R1 RO B3 B2 B1 BO G 輝 度 R 輝 度 B 輝 度 


0 , 0 , 0 ] 黒 
0 0 ,16*1] 青 [最低 輝度 ] 
0 , 0 ,16*2] 
0 0 


16* 3] 


回 回 IIEEEEE 回 回 回 加計 DE 
elelelelelelolilelelole [ 0 ,16*1, 0 ] 赤 [ 最 低 狂 度 ] 
EEEEEEEEEEIR 定 REUE 


図 13-4 VRAM と 表示 色 の 関係 


4095 


VRAM を アク セス する と き に は 。 バ ンク 0 と バン ク 1 を セレ クト し て アク セス し な けれ ば な 
り ま せん . た と えば B 輝 度 三 16 * 5 の 青 を 表示 する に , 次 の 手順 を 実行 し ます . 


① バン ク 0 を セレ クト する 。. 
② B2 の VRAM に 書き 込む . 
③ バン ク 1 を セレ クト する 。. 
④ B0 の VRAM に 書き 込む . 


この バン ク の セレ クト は ,8 色 2 画面 モー ド 時 の 切り 替え と 同じ し で, サブ システム 1/O レジ スタ 
($D430) の ビッ ト 5 を 操作 し ます ( 図 13-5). 4096 色 モ ー ド 用 サブ プ モ ニタ (タイ プ B) で は , バン ク 
の 切り 換え を 行ない な が ら 画 面 表 示 を 行なっ て いま す . で すか ら BIOS を 利用 し て 画面 表示 を 行 
な うと き に は , バン ク グ ク 切り替え を 意識 する 必要 は あり ませ ん . し か し , ダイ レク ト ア クセ ス で 
VRAM を 直接 に メイ ン CPU より アク セス する と き に は , バン ク 切 り 替 え を 行なっ て アク セス す 
る 必要 が あり ます . 


/ 6 5 4 3 2 1 0 ビット 
sao| | | | | | | | 

アク ティ プペ ー ジ 
0 : ペー ジ 0 (バン ク 0 ) 
1 : ペー ジ 1 (バン ク 1 ) 

ディ スプ レイ ペー ジ 

_ 0 : ペー ジ 0 
1 ・ ページ 1 


図 13-5 バン ク 切 り 替 え レ ジス タ 
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4096 色 モ ー ド で は , RGB が それ ぞ れ 4 画面 ( 色 バ ンク ) から 構成 され て いま す . で すか ら , RGB 
各色 に つい て 16 段階 の 濃淡 を 指定 する こと が で きま す . リス ト 13-1 に RGB 各 16 段階 の 色調 
を 表示 する プロ グラ ム を 示し ます . この RGB 各 16 段階 の 色 を 自在 の 組み 合わ せる こと に より , 
16 メ 16X16 三 4096 色 が 表示 で きる わけ で す . ここ で RGB の 各 輝 度 が 同じ 値 の 色 を 選択 する と, 
日 時 16 段階 の 明度 表示 (SILVER) となり ま す . リス ト 13-2 に 4096 色 を 256 色 づ つ 順次 表示 す 
る ブロ グラ フ ム を 示し ます . いま まで の 8 色 表 示 と 比べ る と 何と 色彩 や か な こと で し ょ う . まさ し 
く 天然 ショ ッ ク パ ソコ ン で すね . 


リス ト 13-1 RGB 輝度 表示 


0610 較 呈 る すす する すす も も も すもも も も も も る も す る る も も も も も も も も すもも す ・ 

110 '*k RGB ノウ クン ヒョウ シド 

120 '*w 。 < LIST 13-1 〉) vV る. る 

1 る 0 『! 米 氷 玉 来 玉 来 玉 来 来 来 来 来 康 来 束 来 玉 玉 求 玉吉 来 玉 玉 氷 玉 玉 氷 氷 ※ 

140 CLS:SCREENQ 1:PaALETTEG 

150 FUR TI=O0O TOU 15 

160 LUCATE エネ * フ 2+6.4:PRTNT RTGHT$〈"00"+STRS〈T) .2) : 

170 LUCATE 0.6:PRINT "BLUE" 

180 LUCATE 0.10:PRTNT "RED “" 

190 LUCATE 0.14:PRINT "GREEN" 

200 LUCATE 0.18:PRINT "STLVER" 

210 LINE (て エ *16+T52.44)-(T※16+6 る 3、59) .PSET. [0、0,16*TI].BF 
220 LTNE 〈( エ *16+52 。76)-( エ *16+63 う 。91) ,。PSET , [0.16*T,0],BF 
230 LINE 〈( エ T*※16+52。108)-( エ 16+6 る 3, 123) ,PSET [16*T.0.0],BF 
ノ 240 LINE で エ ※16+52 。140)-( エ T*16+6 る 3. 155) , PSET , [ 16*T , 16*T , 16*1 ] ,BF 
250 NEXT 


2Z60 
2Z70 


R$=TNKEY$:TF $=""| THEN 260 
END 


NE 


リス ト 13-2 4096 色 表 示 


II 


衝 . る も する を も も する も る も も る も で を る る も 《 る する も する する る 《 る 《 も を る も する. 
"※ 4096 ショ ク ヒョウ シ " 
* 率 。 ( し LIST 13-2 ) V る 3. る 束 
来 玉 来 来 京 玉 ※※ 玉 玉 求 玉 玉 求 ※ 玉 玉 未来 玉 求 ※※ ポ ※ 玉 末 玉 玉 沙 


SCREENGO 1:CLS:PALETTEG 


140 LUCaATE 15.2:PRTNT "BLUE" 

150 LUCATE 2.9:PRINT "ROLUCATE 2.10:PRINT "EE" ELEUCATE 2.11:PRTINT "D" 
160 FUR J=O0 TH 15 「 

1 /0 FUR TIT=0 TU 15 

180 LUCATE エ *2 ォ 6.4:PRITNT RIGHTS〈STR も 〈 エ ) ,2) 

1 90 LUCATE 4.J+5:PRITNT RIGHT$(STR$〈(J) ,2) 

200 LTNE (エエ ※16+T48。J*※B+ す 40) う (エネ 16+6 う .J*B+47) PSET 、[ 16.J*16,Tx16],BF 
210 NEXT 

220 NEXT 

230 FUR G=O0 TOU 15 

240 LUCATE 0,.1:PRINT "GREEN=":RTGHT$(STR$〈(G) , 2) 

250 FUR R=0 TU 15 

260 FUR B=0 TU 15 

270 PALETTE 256+Rx16+B,[Gx16、R*k16.B*16] 

280 NEXT 

290 NEXT 

300 LUCATE 12.22:PRINT "Hit Any Key ! !!" 

310 人 $ も =INKEY も $:TF $ も =99 THEN る 10 

320 LUCATE 12.22:PRTNT SPC15) 

る 30 NEXT 


7 グ 


EE 


13-2 アナ ログ パレ ッ ト 
13-2 アナ ログ バ パレット 


( 1) パレ ッ ト レ ジス タ 

従来 の FM- 7 シリ ー ズ で は ,。 8 色 の TTL パレ ッ ト が 使わ れ て いま し た . これ は , FM77AV で 
も 8 色 モ ー ド 用 の パレ ッ ト と し て 使用 され て いま す . この TTL パレ ッ ト を 設定 する に は , メイ ン 
シス テム 1I/O レジ スタ ($FED38-$FD3F) の ビッ ト 2ー ビ ドット 0 を 操作 し ます ( 図 13-6). BASIC 
で は , COLOR 文 ま た は , PALETTE 文 に て 設定 で きま す . な お FM-7 で は , パレ ッ ト 番 号 0 に 
対し て 黒 の カラ ー コ ー ド し か 設定 で きま せん で し た が , FM77AV で は , 8 色 が 同等 の 扱い を うけ 
る よう に な っ て いま す . 


図 13-6 TTL バ パ バレット レジ スタ 


4096 色 モ ー ド の と き に は , 4096 色 か ら 4096 色 へ の マッ ピン グ が で きる アナ ログ パレ ッ ト が 使 
われ る よう に な り ま し た . この アナ ログ パレ ッ ト は , 色 の 数 が TTL パレ ッ ト の 8 色 か ら 4096 色 
に 増加 し た だ け で , 基本 的 な 考え 方 は 同じ で す . アナ ログ パレ ッ ト を 操作 する に は , メイ ン シ ス 
テム I/O レジ スタ ($FD30-$FD34) を アク セス し ます ( 図 13-7). $FD30, $FD31 の 12 ビッ ト で 
0 一 4095 の アナ ログ バレット 番号 を 指定 し ます . LC0 一 LC3 が 青 , LC4 一 LC7 が 赤 , LC8 一 し 11 
が 緑 の 色 の 輝度 に 対応 し て いま す . そし て , $FD32 一 $FD34 の 下位 4 ビッ ト で パレ ッ ト コ ー ド の 


resel e | 6 | oe | o leemlteeltesltee 
還 還 還 還 EZ723L272JI272L273II277 


B 
eo 


図 13-7 アナ ログ バ パレット レジ スタ 
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B 輝度 , R 輝度 , で 輝度 を 指定 し ます . ここ で 注意 する こと は , アナ ログ パレ ッ ト が 変化 する の 
が $FD32。$FD33。$FD34 の いずれ か に 値 が 書き 込ま れ た と きだ と いう こと で す . で すか ら ア ナ 
ログ パレ ッ ト の 設定 に は , $FD30, $FD31 を まず 設定 し て , それ か ら $FD32, $FD33, $FD34 に 
値 を セ モット する 必要 が ある の で す . それ を 逆 に する と , 思わ ぬ パ レッ ト が 変化 し て し まい ます . 
BAS1C で は , PALETTE 文 に て 容易 に パレ ッ ト コ ー ド を 設定 で きま す . 


(2 ) パレ ッ ト に よる 重ね 合わ せ 表 示 

それ で は , リス ト 13-3 を ます 実行 し て みて くだ さい . これ は 8 色 モ ー ド に お いて , パパ レッ ト を 
用 いて 画面 の 重ね 合わ せ を 実現 し た も の で す . これ は , 青 と 赤 が 重なっ た と き の パ レッ トコ ー ド 
( 紫 ) を , 青 に こす る か , 赤 に する か に よっ て , 青 と 赤 の 重ね 合わ せ 表示 の 優先 度 を 変え た も の で す . 
芝 の パレ ッ ト コ ー ド に 青 の カ ラー コー ド を 設定 する と , 青 が 手前 で 赤 が 背景 の 重ね 合わ せ 表 示 と 
な り ま す . 同様 の こと を 緑 に つい て も 行なえ ば , 8 色 モ ー ド で は 3 色 3 画面 また は ,。 4 色 2 画面 の 
征 ね 合わ せ 表 示 が 可能 と な り ま す . リス ト 13-4 が その サン プル プロ グラ ム で す . これ は , アル フ 
ォ ス や ゼビウス 等 の スク ロー ル ゲ ー ム で 活用 され て いた 手法 な の で す が , 大 き な 欠 点 が あり ます . 
それ は , た だ で さえ る 少な い 色 が さら に 減っ て し まう こと で す . 

し か し 4096 色 モ ー ド で は , 使用 で きる パレ ッ ト が 4096 個 ち も ある の で , この 手法 を 無理 な く 活 
用 で きま す . リス ト 13-5 を 実行 し て みて くだ さい . 表示 優先 度 つ き 64 色 2 画面 の 重ね 合わ せ 表 
示 を 行ない ます . そし て リス ト 13-6 の 方 は , 表示 優先 度 つ き 16 色 3 画面 の 重ね 合わ せ 表 示 の 例 
で す . 

リス ト 13-3 重ね 合わ せ 表 示 (8 色 モ ー ド ) 


100 『 来 来 来 来 来 来 玉 ※※ 炒 来 玉 来 未来 来 玉 来 来 来 氷 来 玉 求 来 求 求 来 氷 求 来 来 来 来 玉 来 玉 

110 『'*※ G ショ ク カサ ネ 了 アワ セ ヒョウ シ " テス メト 〈1) 素 

120 『'※ て し LTST 13- る ) V く . る ボ 

1 30  『! 米 玉 来 玉 来 来 来 来 来 来 氷 来 ※ 求 玉 玉 玉 来 求 来 氷 来 来 求 玉 来 求 来 来 来 来 来 求 氷 来 来 ポ 

140 SCREENG_0:MIDTH 40.20 

150 CULUR=( 1 .1) :CULUR=(2.2) :CHLUR=( る る ) | 

160 CLS:LUCATE 7?7.2:PRTNT りら レッ ト ニニ ヨル カサ ネ ア ワ も セ テス トリ":LUCATE 10.4:PRTINT 
NURMAL J":GUSUB 250 

170 GUSUB 310 

180 CULUR=( 1 ,1) :CHLUR= て 2.2) :CULUR=( る ,2) 

120 CLS:LUCATE ?.2:PRTNT "6 レッ ト = ニ ヨ ル カサ ネ ア ワ セ も テス トリ "ELOUCATE 10.4:PRINT ![ R 
ED 19 も っ 」":GUSUB 250 

200 GOUSUB 310 

210 CULUR=〈1 .1) :CULUR=〈2.2) : CHLUR=( る , 1 ) 

220 CLS:LUCATE 7?7.2:PRTNT ! の 7 や レッ ト - ニ ヨル カサ ネ ア ワ セ テ 人 ト ”:LUCATE 10.4:PRTINT "[ B 
LUE 9 セフン 」":GUSUB 250 

230 GUSUB 3 る 10 

240 GUTOU 150 

2Z50 LINE 〈200.80)-〈(350. 1 30 ) , PSET , 2.BF 

2Z60 FUR X=426 TU 450-14*x24 STEP -24 


270 LINE 〈X、60)-〈(X+15,150) , HR, 1 , BF 

2Z80 FUR T=0U TU 300:NEXT 

2Z?90 NEXT 

300 RETURN 

っ 10 CULOR 2:LUCATE 10.17:PRINT "Hit any Key !! "ECULDR 7 
3Z0 $=INKEY$:TF 人 $ も ="! THEN 320 

うぅ 30 RETURN 


2 有 > 有 ぺ ヵ u 有 Z グ ゲ 


7 ダ 


100 
110 
120 
1 30 
140 
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リス ト 13-4 重ね 合わ せ 表 示 (8 色 モ ー ド ) 


! 玉 玉 玉 来 ※ 来 来 玉 来 来 来 来 玉 来 来 来 玉 来 来 来 来 玉 来 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 氷 玉 玉 玉 玉 玉 来 求 玉 玉 玉 来 玉 ※ 
「 ※ ボ 8 ショ ク カサ ネ ア ワ リセ ヒ 上 ョ ウシ" 〈( 3 ショ ク 3 が メン う ) B く R く < G 氷 
! (て LIST 13-4 ) V く . 3 * 
6 玉 来 来 来 玉 玉 来 玉 玉 来 玉 来 来 来 来 玉 来 玉 玉 来 来 来 来 玉 求 玉 来 来 ※※ 玉 求 玉 玉 玉 玉 求 来 束 玉 玉 玉 玉 玉 求 玉 ※ 玉 
SCREENQ 0:MIDTH 40.20 


150 CULOR=〈 1 . 1 ) :CHLUR=(2.2) :CULUR=( う 3, る う ) :CULUR=(4.4):CULUR=(5.5):CULUR= 
(6.6):CULUR= ミ (て 7, 7? う 

160 CLS 

170 LUCATE 8.2:PRTINT ハタ ルッ ト ニ こ ヨ ル カサ ネ ア JE テ A ト “" 

180 LUCATE 11.3:PREINT "8 ラウ ョ ク 1 カリ メン 

190 LHCATE B、4:PRINT "[ NURMAL  MUUE 8 

200 GUSUB 440 

210 GUSUB 510 

220 CULUR=〈 1 , 1 ) :CULUR=(2、2) :CHLUR=(3、2) :CULUR=(4.4):CUHLUR=(5,4):CULUR= 
(6.4):CULUR ミ (7.4) 

2Z30 C し S 

240 LUCATE 8.2:PRTNT UP レッ ト ニ ヨ ル カサ ネプ アセ テト" 


250 LUCATE 11.3:PRINT "4 ショ ク る カカ "メン リ "| 

260 LUCATE 8.4:PRINT "[ う ウ セッ トド 」 B< く RG' 
270 GUSUB 440 

280 GUSUB 510 

290 CULUR=( 1 1 ) :CULUR=(2.2) :CULUR=(3,2) :CULUR= ミ (4.4):CULUR=(5,5) :CULUR= 
(6.2):CULUR= ミ (7.2) 

300 CLS 

310 LUCATE 8.2:PRINT JC ルッ ト こ ヨ ル カサ ネ 了 ワ セ も テ A ト "' 
320 LUCATE 11.3:PRTINT "5 ショ ク グ 2 力 " メリ" 

330 LUCATE 8.4:PRITNT "[ 9 セト" 」 B+G < RIP 
340 GUSUB 440 

350 GUSUB 510 

360 CULOR=〈 1 , 1) :CUDLUR=(2.2) :CULUR=( る 31) :CULUR ミ (4.4):CULUR=(5,5) :CULUR= 
(6.4):CULUR=(7. ら ) 

る 70 CLS 

280 LUCATE 8.2:PRTNT UP レット こ ヨ ル カサ ネ ア 了 アワセ テト" 
3?90 LUCATE 11.3:PRINT "5 ショ ク ンカ リノ 

400 LUCATE 8.4:PRINT "[ J9 ウ 9 セット " 」 B+G > RI 
410 GUSUB 440 

420 GUSUB 510 

430 GUTU 150 

440 LINE (200.80)-( 350、 1 30) 、UR 、 1 , BF 

450 LINE (250.100)-〈400.150) .UR.4.BF 

460 FUR X=474 TU 474-15*24 STEP -24 

470 し LINE 〈(X,.60)-〈X+15。170) HUR , 2 .BF 

480 FUR IT=0 TO 400:NEXT 

490 NEXT 

SOO0 RETURN 

510 LUCATE 11,.18:PRINT "H1t any Key Oi 
20 Aa$=ITNKEY$:TF AA$ も = の" THEN 520 

30 RETURN 


リス ト 13-5 64 色 2 画面 重ね 合わ せ 表 示 


HB 


る る も も る も も も も すもも る. も も も る 《 も も も も も も も 9《 も も 《《《 も も 《《 を す 《《《 9$《 る も? 《.3 3 も 《 る も もぐ 3 、 


100 
110 
1 20 
1 2Z 
1 30 


! 4096 シ ョ ク 力 サ ネ ア ワ ウ セ ヒョウ シ " テム ト 〈( @64 ショ ク 2 ガメラ う ) * 
! ( 上 19=5 2) V3. っ 「 氷 
し 表 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 玉 来 来 来 来 来 束 ※ 玉 来 来 来 来 ※ 来 玉 玉 玉 来 来 来 来 求 玉 玉 求 玉 求 玉 ※※ 米 玉 玉 来 涼 氷 ホ 


SCREEN 1:MIDTH 40,.20 


140 PALETTE3 
150 CLS:LUCATE 7,2:PRTNT "の や レッ ト = ヨル カサ ネ ア ワ も セ テス トリ "ELUCATE 10.4:PRINT "[ 
NRMAL 。 ]":GUSUB 220 


160 GUSUB 380 
170 CLS:PALETTEQ:LUCATE ?.2:PRTNT "ハタ レッ ト こ ヨ ル カサ ネ ア ワ や セ テス トリ":LUCRTE 10.4:P 
RINT "[ BANKO 19 セッ っ ]":GUSUB 410:BEEP :GUSUB 380:GUSUB 2Z20 


エエ シ シ 所 vvOvO や やわ WKT ギ ヤ TET"」|《「「hqoos|†」(t'〔'〔〔Rtsbw5v55v5 キ 5b《 ズ 《『「|l|4《 ぎ ぱ ツ ぺ ヘ @⑫Qttl、 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…- て て て ゾ ~_ て て て 
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180 GUSUB 380 

190 CLS:PALETTE3:LUCATE 7? イ ,2:PRTINT "ハバ や レット ニ ヨ ル カサ ネ ア ワ も テス ト "ELUCATE 10.4:P 
RINT "L BANK1 39 も セ っ ]":GUSUB 510:BEEP :GHSUB 380:GUSUB 220 

200 GOSUB 380 

210 GUTH 140 

220 LINE 〈100+0*8.80+0*8B)-(150+0*8B, 100+0*B) 、PSET,[Bw16.0.0]、BF 
230 LTINE 〈100+1*8.80+18)-(150+1*B,100+1*8B) ,PSET [42*16.0.0] ,BF 
240 LINE (100+2*8B.80+2*8B)-(150+2*B。100+2*wB) ,PSET [0.8x16.0].BF 
250 LTNE 〈100+3*8,80+ う 3*)-(150+ る *8 、 100+S*8) ,PSET ,[0.4*16.0]、BF 
260 LTNE 〈100+4*8.80+4*B)-(150+4*B,100+4*B) .PSET.[0.0.8w16] ,BF 
270 LINE (100+5*8,80+5*8)-(150+S*8B,100+5*w8) ,PSET ,[0.0、4*16] ,BF 
Z80 FUR X=210 TU 300-12*20 STEP -12 


2Z90 LINE 〈(X。60)〉-〈X+8、130) , DR ,[2*16.0.0],BF 

300 LINE (X+4.68)-(X+12、138) ,HR、[ 1*16.0.0].BF 

っ 10 LINE (X+8,76)-〈X+16。146) ,HR. [0.2*16.0]、BF 

っ 2Z0 LINE (X+12.84)-(X+20.154) ,UR,[0.1*16.0].BF 
330 LINE (X+16,92)-〈(X+24,162) . ロ R、[0.0.2*16],BF 
340 LINE (X+20,100)-(X+28,170) ,.HR,[0.0. 1*16],BF 
350 FUR T=0 TO 500:NEXT 

360 NEXT 

う 70 RETURN ] 

っ 80 CULUR 2:LOCATE 10.1?7:PRINT "H1t any Key !! "7:CUDLDR 7 
っ 20 人 $=TNKEY$:TF A$="! THEN る 390 

400 RETURN 


410 LUCATE 10,17:PRTINT "PALETTE SET チュ ウ !!! 

420 FUR G=O0 TH 15 

4 30 FUR R=0 TO 15 

440 FUR B=O TO 15 

450 IF (G_AND_&HOC〉) DR 〈R AND &HOC〉 ロ R 〈B AND &HOC〉 THEN PALETTE 
Z っ 6*G+16*R+B 。[(G AND &HOC〉*16.,〈R _ AND &HOC)*16,〈B AND &HOC〉*※16 」 
460 NEX「 

470 NEXT 

480 NEXT 

420 LUCATE 10.17:PRINT SPC〈20) 

っ 00 RETURN 

っ S10 LUCATE 10.17:PRINT "PALETTE SET チュ ウ !! い の 

っ 2Z0 FOR G=O TH 15 

っ うぅ 0 FUR R=O0 TO 15 

っ 540 FUR B=0 TO 15 

に に 10 IF (G AND_&HO3〉 DR 〈R AND &HO3) 0R CB AND &HO3) THEN PALETTE 
< つら 6*※G ロ +16*R+B,[(G AND &HO3)*16.〈R AND &HO3)*16,(B RND_ &HO3)*16] 
っ 60 NEXT 

570 NEXT 

っ 80 NEXT 

っ ?0 LUCATE 10,17:PRINT SPC〈20 ) 

600 RETURN 


OO 有 有 ぺぺ 有 ぺ 有 u 有 Z 有 Z 了 有 了 


リス ト 13-6 16 色 3 画面 重ね 合わ せ 表 示 


100 ! 玉 玉 玉 玉 束 ※※ 米 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※※ 玉 ※ 玉 来 玉 玉 来 ※ ポ 玉 玉 来 ※ 来 来 来 ※ 玉 来 来 玉 来 玉 来 来 来 玉 玉 来 玉 来 来 来 ※ 
110 "※ 4026 シ ョ ク カサ ネ ア ワ セ ヒョウ シ " テス ト  〈 16 ショ ク る カツ メン ) * 

120 !※* ( LIST 13-6 ) V く . 3 氷 

1 50 ! 束 ※※※※ 玉 ※ 玉 来 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 ※ 玉 束 束 束 束 玉 来 来 束 来 玉 束 ※※ 米 来 玉 来 玉 来 来 ※ 来 来 来 玲 来 来 来 来 来 求 玉 来 来 来 

140 SCREENQ 1:MTDTH 40.20 

150 PALETTE 

160 CLS:LUCRTE 7.2:PRTNT "レット ニ ヨ ル カサ ネ ア ワ セ テス ト ":LOCATE 10.4:PRTNT "[ 
NURMAL J":GOSUB 210 

170 GUSUB 370 

180 CLS:PALETTE3:LUCATE ?.2:PRTNT "の の レッ ト ニニ ヨル カサ ネ ア ワ セ テス ト ":LOCATE 10.4:P 
RINT "し 19 セ っ ] G<R く <B":GUSUB 400:BEEP : GUSUB 370:GOSUB 210 

190 GUSUB 370 ( " 

2Z00 GUTOU 150 

Z10 LINE 〈100+0*8、80+0*8)-〈150+0*B.100+0*8) ,PSET 、[ 8x16.0.0],BF 

ZZ0 LINE 〈100+1*x8B、80+1w8B)-〈150+1x8B,100+1*B) ,PSET ,[4w16.0.0],BF 


ーーーーーーー ペ ーー 


76 


230 
240 
250 
260 


Z80 
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LTNE (100+2wB、B0+2*8B)-(150+2*B,100+2w8),PSET [2*16.0.0」,BF 
LINE (て 100+3x8B.80+3*B)-(150+3*8,100+3*8) ,.PSET ,L1*16.0.0」,BF 
LINE (100+4*B、80+4*B)-(150+4*B,100+4*B) PSET [0.0.8*16」,BF 
LINE (100+S5*8B.80+S*8B)-(150+5*8 ,100+5*x8) ,PSET,[0.0.4*16」,BF 
LINE 〈100+6*x8B.80+6*8B)-(150+6*8B.100+6x8) PSET、[0.0.2*16」,BF 
LINE (100+7*B.80+7*8B)-(150+7*8B,100+7w8) ,PSET,[0.0.1*16」,BF 


290 FUR X=210 TU 300-12*20 STEP -12 

300 LINE 〈(X,60)〉-〈X+8、130) ,R,[O.8B*16.0」.BF 

310 LINE (X+4.68)-〈X+12.138) .HR,[0.4*16.0」,BF 
32Z0 LINE 〈(X+8.76)-(X+16.146) 、HR, [LO0.2*16.0」,BF 
330 LINE 〈X+12.84)-〈X+20.154),UR.[0,1*16.0」,BF 
340 FUR TI=0 TU 500:NEXT | 

350 NEXT 

360 RETURN 

370 COULDR 2:LUCATE 10.17:PRINT "Hi1t ny Key UECULUR 7 
380 A$=ITNKEY$:TF A$=" の | THEN 380 

390 RETURN 

400 LHCATE 10.17:PRINT "PALETTE SET チュ 9 05 

410 FUR G=0 TU 15 

420 FUR R=O0 TU 15 


430 FUR B=O0 TO 15 

440 IF B<>0 THEN PALETTE 256xG+16*R+B. [LO0.0.B*16」:GUTU 460 
450 IF R<>0 THEN PALETTE 256*G+16*R+B、[LO,.R*16.0] 

460 NEX「 

470 NEX「 

480 NEXT 

490 LUCATE 10.17:PRINT SPC〈20) 

500 RETURN 


ES 


いか が で し ょ うか . 表示 優先 度 つ き の 重 ね 合わ せ 表 示 の た め の パ レッ ト の 設定 方 法 を 理解 し て 
いた だ けた で し ょ うか . 要する に 重なっ た と き の 色 を , 優先 度 の 高い 色 に 設定 すれ ば いい わけ で 
す . し か し , それに し て も BASIC で の パレ ッ ト の 設定 で は , 時 間 が か か りす ぎ ま す . これ に つい 
て は , マシ ン 語 に よる パレ ッ ト の 設定 方 法 を 後ほど いろ いろ 考え て みよ うと 思い ます . 

リス ト 13-7 を 実行 し て みて くだ さい . 背景 が 緑 の 画 面 に , 上 下 に 動く 長方形 が 青 の 画 面 に , そ 
し て 左右 に 動く 長方形 が 赤 の 画面 に 描か れ て いま す . これ は BASIC だ け で つく られ て いる の で 
す が , 画面 の ちら つき も な く , BASIC だ け に し て は スム ー ズ な 動き だ と 思い ます . FM77AV の 
大 き な 可 能 性 を 示す 例 の ひと つ で は な いで し ょ うか . と に か く 4096 色 とい う 旦 冨 な アナ ログ パレ 
ッ ト を 利用 し て , グラ フィ ッ ク テ クニ ッ ク を いろ いろ と 考え て みて くだ さい . 4096 色 は , 利用 の 
し が い が あ り ま す よ . 


リス ト 13-7 パレ ッ ト に よる 重ね 含 わ せ 表 示 


ES 


100  ! 夫 玉 来 束 来 来 来 玉 玉 玉 玉 ※ 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 ポ 未 玉 玉 ボ 玉 涼 ※ 来 玉 氷 玉吉 求 束 玉 氷 

110 !* ネ ハマ レッ ト ニニ ヨル カサ ネタ アセ ヒョウ シン" SRMPLE 

120 『'※ (て LIST 13-7 ) V う . う 

k16 関す る すす る も も すもも すもも すもも すす 《 も 3 すす ?《 も も ?《 も も る? も 3 すす 《 も する?《《?《《 も 3.《? る も 3 

140 SCREENG 1:SCREEN 7:CLS:GUSUB 360 

150 LINE 〈20,20)-〈250・170)・PSET・L16・0・ 0].BF :LINE (110.60)-(165,114),PS 
ET.[32.0.0」.BF 

160 RESTURE 540 

170 FUR 【I=1 「U 3 

180 READ CL1、CL2.CL3.X1 .Y1.X2.Y2:LTNE 〈X1 、Y1) う -(X2.Y2) .PSET . [LCL 1 .C し 
2 し し く 


nuu ノ ゝ ノ サ オ る ーーmmーーーーーーーーーーーーーーmーwーwーwーwー wm ツー ツー ツー mmーmー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ー ニ ニニ ニー デー ニー で e ビ 呈 叶 ー ュ ー 
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190 FUR J=1 TU 3:READ X2.Y2:LTNE -〈X2.Y2),PSET 、[CL1 .CL2.CL3] : NEXT 
2Z00 RERD_ X1 .Y1:PATNT 〈X1.Y1).[CL1.CL2.C し る ] 
210 NEXT 


220 X1=54:Y1=100:F1=1 : X2=100 : Y2=30 :F2=1 : X3=150 : 3=50 :F3=1 : X4=34 : Y4=70 : 
F4=1 

230 SCREEN 2:IF F1>0 THEN LTNE て XX 。Y1)-ー(X1+ る .Y1+23 う ) . PSET [0.0.0],BF : し 1 
NE 〈(X1+4。Y1 う -(X1+27.Y1+23) 、PSET [0.240.0],BF :X1=X1+4 ELSE し LTNE (CX1+20。, 
Y1) う -(X1+23.。Y1+23) 、PSET [0.0.0],BF: し LTINE てく X ユ ーー4。Y イ 1 うー(X1+ す 19、Y1+23) ,. PSET, [0 
>・ 240.0],.BF : X1 =X 1 -4 

240 SCREEN 1:IF F2>0 THEN LTINE て X2.YT2)-ー(X2+23.Y2+3) ,、PSET [0.0.0].BF : し Ir 
NE 〈X2.Y2+4)-(X2 ォ 23,Y2+27) ,、PSET ,[0.0.208],BF : Y2=Y2+4 ELSE LTNE CX2,Y2+ 
2Z0)-〈X2+23.Y2+23) , PSET [0.0.0],BF : LINE CX2.Y ウ ー4)-(X2+ ォ 23 る.。Y2+165) ,。PSET , [0 
・0.208].BF : Y2=Y2-4 

250 SCREEN 1:TF F3>0 THEN LTNE て XX う 。Y る うう)-(X う る + す 23.Y る 3 る + る うる) ,。 PSET [0.0.0],BF : し LT 
NE (X う .Y3+4 う -(X3+23.Y3+27) , PSET [0.0.240]、BF : Y3=Y3+4 ELSE LTNE て X る ,Y う + 
2Z0)-(X3+23.Y3+23) ,。、PSET. [0.0.0].BF : し LINE て X う 。 YY うー こす 4 うー(X ス る +23。Y う 3+15) , PSET , [0 
・U.240 」、BF : Y く = ヤス る -4 

260 SCREEN 2:TF F4>0 THEN LTINE て XX 和 4 。 イ すう ーー(X4+ す る 。Y4+23) .、 PSET [0.0.0],BF : し TI 
NE (X4+4、Y す 4)-(X4+27.Y4+23) , PSET ,[ 0,208.0].BF : X4=X4+4 ELSE し TNE CX4+20 , 
Y94 う -(X9+23.。Y4+23) ,. PSET [0.0.0]、BF : LINE (X94ー す 4。Y4 う -(X4+19、Y4+23) . PSET , [0 
・208.0」,、BF :X4=X4-4 

2Z70 IF X]1=206 THEN F1=-1 

2Z80 IF X1=50 THEN F1=1 

290 IF Y2=142 THEN F2=-1 | 
300 IF Y2=26 THEN F2=1 

う 10 IF Y3 る =122 THEN F ス =- 1 

320 TF Y3=46 THEN F ス = 1 

3 う 30 LTF X4=226 THEN F4=ー1 

340 IF X4=30 THEN F4=1 

350 GOUT 有 230 

360 PALETTE3:RESTORE 400 

っ 70 FUR エ =1 TO 39:READ 1.A2.A3, 人 4 :PALETTE 1 ,[A2.A3. 4 ] : NEXT 

380 RETURN 

390 !* ハレ ッ ト チー 

400 DATA 496.0.240.112.752.0.240, 112,1008,0,240。 1 1 2 

410 DaATA 12Z64.0.240.112.1520.0.240, 112.509.0,240。 1 1 2 

420 DATA 765,0.240,、112.1021 、0.240 1 12, 1277,0, 240 , 1 1 2 

430 DATA 1 っ うう 、0,240.112.51 1 .0.240. 1 12.767,0.240。, 1 12 

440 DATA 1023.0.240,112.127?9.0.240, 1 12, 1535, 0、240 。 1 1 2 

450 DATA Z71.80.192.240.527,80.,192.240., 1039.80、192.,240 

460 DATR 1Z?5.80,.192.240.479.80.192.240. イ 5. 80, 192. 240 

470 DATA 12Z47,80,192.240.464.80,208, 112.720.,80.,208, 1 1 2 

480 DATA 76.80,208, 112.1232.80.208. 1 12,. 477, 80 , 208 , 1 1 2 

420 DaATA 7 う 33,80,208,112.989.80,208 , 1 12.269,224 1 44 , 1 44 

5S00 DATA っ Z う 5,224.144.144.781 .224。144.144,1037,224 、 144 , 144 

510 DATA 12 ウ う .224.144。144.256,48.48.48.512.96,96。96 

520 DATA 768.32 32 。32。1024.16。16,16.1280,64, 64 ,64 

530 !※* ナ ソ " ョ ウ エ テ \ー ク 

S40 DaTA 48.0,0,9?0,60, 109, 60. 109, 114.90.134,.90.60,100.70 

S50 DAaTA 64.0,0,165.60, 185, 60, 185.134, 165,114,165、60, 1 75,70 

560 DATA 80,0,.0,.110.114.165,114.185.134.90. 134.110.114,130, 120 


2 有 了 有 ぺぺ 有 q づ ノ へ へ 有 有 了 有 了 2/T Te 


(3 ) パレ ッ ト の 設定 方 法 

征 ね 合わ せ 表 示 の 例 で は , パレット の 設定 に か な り の 時 間 が か か っ て いま す . これ で は 実用 的 
と は いそ ませ ん . し か し , PALETTE@ に よる パレ ッ ト の 設定 は , 4096 色 を 瞬時 に 設定 し て いま 
す . で すか ら 高 速 パ レッ ト 設 定 の 何ら か の 方 法 が ある は ず で す . それ を あれ これ 考え て みた いと 
思い ます . 

アナ ログ パレ ッ ト の 設定 に は , メイ ン シ ス テム I/O レジ スタ ($FD30 一 $FD34) に 値 を 設定 すれ 
ば よい わけ で す . し か し アナ ログ パレ ッ ト は , プラ ン キ ング 期間 以外 に 書き 込む と 。 アク セス ノ 


7 ざ 
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イズ が 発生 し て し まい ます . し た が っ て アク セス する タイ ミン グ を は か る こと が 必要 で す 。 アナ 
ログ パレ ッ ト へ の 書き 込み タイ ミン グ に は , 次 の よう な 方 法 が 考え られ ます . 


① ア クセ ス ノ イ ズ の 発生 を 無視 し て , 無 条件 で パレ ッ ト を 変更 する (リス ト 13-8). 

② VSYNC 期間 中 に パレ ッ ト を 変更 する (リス ト 13-9). 

③ ディ スプ レイ ペー ジ を オフ に し て , 640 ド ッ ト 8 色 モ ー ド に 切り 換え て パレ ッ ト を 変更 する 
(リス ト 13-10). 

《④ ディ スプ レイ タイ ミン グ を チェ ッ ク し て , プラ ン キ ング 期間 中 に パレ ッ ト を 変更 する (リス 
ト 13-1 1 ) . 


① の 方 法 で は , 瞬時 に 4096 色 の パレ ッ ト 設 定 が 行 な を ます . し か し 画面 全体 に アク セス ノイ ズ 
が 発生 し て し まい ます . 

② の 方 法 だ と きれ い に パ レッ ト 設 定 が 行 な を ます が , 4096 色 の パパ レッ ト 設 定 に 約 8 秒 ほ どか か 
っ て し まい ます . それ で も BASIC で 4096 色 の パパ レット 設定 に は 1 分 以上 か か る の と 比べ れ ば ず 
っ と 高速 な の で す が , まだ まだ 不満 が 残り ます . 

③ の 方 法 が BASIC の PALETTE@ 文 と 同じ 方 法 で 。 パレット の 設定 が 瞬時 に 完了 し ます . し 
か し パレ ッ ト の 設定 中 , 瞬時 的 に 画面 が 消え る の が 不満 で す . 

④ の 方 法 は , VSYNC 期間 以外 の 水平 ブラ ン キ ング 期間 中 に も パレ ッ ト 設 定 を 行なう 方 法 で 
す . 図 13-8 の ディ スプ レイ タイ ミン グ を みて くだ さい . 


63 .5/S 


23.8/S 39 . 7/S 


EE | 
タイ ミン グ 
人 
GE 
水平 ブラ ン キ ング 期間 水平 表示 期間 
1 水平 期間 
1/60sec 
垂直 プラ ン キ ング 期間 垂直 表示 期間 
1 フレ ー ム 
1 .52mS1I0.51mSI1.91mS 
VSYNC 9 
rm 5 の 
員 図 13-8 ディ スプ レイ タイ ミン 
し ッ ト 0 1 ク 
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②⑨ の 方 法 で は , 1 フレ ー ム (1/60 秒 ) 中 の 垂直 同期 期間 (0.51m 秒 ) だ け に パレ ッ ト 設 定 を 行ない 
ます . し か し これ で は 時 間 が か か っ て し まい ます . そこ て 水平 ブラ ン キ ング 期間 中 に も パレ ッ ト 
設定 を 行 な お うと する の が ④ の 方 法 で す . と ころ が 。 水平 ブラン キン グ 期 間 は 23.8z 秒 し か あり 
ませ ん . で すか ら タ イミ ング を うま く と ら な いと 水平 表示 期間 に か か っ て し まい , アク セス ノイ 
ズ が 発生 し て し まい ます . そこ で , 垂直 同期 期間 か ある い は , ディ スプ レイ タイ ミン グ ($FD12 の 
ビッ ト 1) が オン か ら オ フ に 変化 し た 瞬間 を み は か ら っ て パレ ッ ト 設 定 を 行なう こと に し ます . し 
か も 処理 を 高速 に する た め MMR を 無効 に し て , サ ブシ ステ ム も HALT し て お きま す . こ うす る 
こと に より , 高速 で か つ ア クセ ス ノ イ ズ を 発生 きせ ず に パレ ッ ト 設 定 が 行 な を ます . この 方 法 は , 
FM77AV 付属 の デモ プロ グラ ム の 終わ り の 方 で , 4096 色 の パレ ッ ト 変 更 を し て いる 部 分 と 同じ 


00100 
00110 
00120 
001 30 
01000 
01002 
01010 
01020 
01030 
01040 
01042 
01050 
01060 
01070 
01080 
010?0 
01100 
01110 
01120 
01 1 30 
01210 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01 350 
01360 
01370 
01 380 
01 382 
01 390 
01400 
01410 
01420 
01430 
01440 
01450 
01460 


TUTRAL ERRURS 0000 
TUTaL MARNINGS 00000--00000 


5000 
5S000 
S002 
っ 003 
5004 
5005 


5009 . 


っ 00B 
S00E 
っ 5010 
501 3 
っ 015 
5018 
501B 
501D 
っ 02 1 
っ 024 
っ 027 
っ 02Zn 
5S020 
502F 
っ 032Z 
っ 034 
5038 
っ 03B 
っ 03E 
504 1 
っ 044 
っ 046 
っ 049 
504B 
5S04E 
S050 
5053 
5055 


20 


03 
0F 


5005 


502F 


5044 
5044 


5018 
501 3 
5S00E 


っ S000 
0--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S000 
PRUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


ウン ソ 


DDR=5055 


リス ト 13-8 パレ ッ ト 変 更 (1) 


し も を る る も も を る も も も も を も も を も 《 も を も る 、《 る る る る $《 ? る る 、 


し て 
し 1 


ハ ? ら レット ヘソ コ ウ (1) 束 
〈 LIST 13-8 ) 


V く 3. ぅ 素 


し も も すす. を. も も, も る も 《 る る 《 る. すす 《 る 《 る る も る 《 る 《 る る 《 る も 、 


ENTRY 
BB 

RR 

GG 
LPO00 
LPO1 
LPO02 


LP03 


LPO04 


LP05 


DPT 
DRG 
BRA 
FCB 
FCB 
FCB 
LDY 
LDA 
STA 
LDA 
STA 
LDA 
STA 
LDA 
BEQ 
STY 
LDR 
STA 
CLR 
CLR 
BRA 
LDA 
BEQ 
STY 
CLR 
LDA 
STA 
CLR 
LEAY 
DEC 
BPL 
DEC 
BPL 
DEC 
BPL 
RTS 
END 


NUGEN 
$5000 


ハ “ レ ッ ト NU, 


BLUE 
RED 
GREEN 


ハハ” レット NU. 
BLUE 


RED 
GREEN 


13-2 アナ ログ パレ ッ ト 


方 法 で す . 4096 色 も の パレ ッ ト が ある と , こん な テク ニカ ル な 方 法 も 必要 と され る の で し ょ う ね. 
な お , パレット の 変更 方 法 に つい ぃ いて は AVTV 制御 に お いて サン プル を 挙げ て あり ます . 参照 し 
て くだ さい . 


リス ト 13-9 パレ ッ ト 変 更 (2) 


00100 も も も も も る も も も も も も る も すもも.《 も する $ も る 《 も る 1 も る 3 る 、 
00110 氷 ハ ら レッ ト へ っ コウ 9 〈(2) ボ 
00120 〈 LIST 13- の 9 〉)  V る .3 い 
001 30 も で る も る も も る も も る も も も も も も も も も も も も も すす < 
01000 「 UPT NUGEN 

01002 5000 DRG $5000 

01010 5000 20 03 S005 ENTRY BRA LPO00 

01020 5002 OF BB FCB 15 

01030 5003 OF RR FCB 15 

01040 500Q4 OF GG FCB 15 

01042 5005 108E OFFF LPO00 LDY も 0FFF 

01050 5009 86 0F LDR - 村 15 

01060 500B B?7 5004 っ 1 内 GG 

01070 50O0E 86 0F LPO1 LDR 村 1 ら 

01080 5010 BZ 5003 ST 内 RR 

01090 5013 86 0F LPO02 LDR 15 

01100 5015 BZ/ 5002 っ 【 月 BB 

01110 5018 B6 5002 し PO くる LDR BB 

01120 501B 2 15 5032 BEQ LP04 

01130 5010D 10BF FD30 STY $FD30 ハ ? レ ッ ト NH. 
01210 5021 BD 505C JSR TIMING タイ ミック " MATT 
01240 5024 B6 S002 LDRA BB 

01250 5027 BZ FD32 STNA $FD32 BLUE 

01260 5028 7F FD る 3 CLR $FD る 3 RED 

01270 5020 7F FD34 CLR $ る FUD34 GREEN 
01280 5030 20 18 504a BRA LP05 

01290 5032 B6 5003 し LP04 LDRA RR 

01300 5035 27 1 3 S04a BEQ LP05 

01310 5037 10BF FD30 STTY $FD30 ハハ? レッ ト NU. 
01380 503B BD 505C JSR TIMTNG タイ = ニッ ンク" MATT 
01410 503E /F FD32 CLR ゃ FD32 BLUE 

01420 5041 B6 5003 LDa RR 

01430 5044 B/ FD る 3 ST 失 $FD く 3 RED 

01440 5047 /F FD34 し LR $FD34 GREEN 
01442 504 人 31 う F し LP05 LERT EN 

01450 504C 7 5002 DEC BB 

01460 504F 28 し 7 5018 BPL し LPO03 

01470 5051 78 5003 DEC RR 

01480 5054 28 BD 501 3 BPL し LP02 

01490 ら 5056 7 5S004  、 DEC GG 

01500 5059 2A B3 SOOE BPL LPO1 

01510 505B 39 RTS 

01520 505C B6 FUD12 TIMTNG LUDA $ る FD12 VSYTNC ? 
01530 50SF 85 01 BITA 村 $01 

01540 5061 27 F9 505C BEQ TIMING 

01550 5063 3 る 9 RTS 

01560 S000 END ENTRY 


TOTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL MARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=S5000 
PRUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


ADDR=5063 


前 


ワン 7 


00100 
00110 
00120 
001 30 
01000 
01002 
01010 
01020 
01030 
01040 
01042 
01044 
01050 
01052 
01060 
01070 
01080 
01090 
01100 
01110 
01120 
01130 
01140 
01220 
01230 
01240 
01250 
01260 
01270 
01280 
01290 
013?70 
01 380 
01390 
01400 
01402 
01410 
01420 
01430 
01440 
01450 
01460 
01470 
01480 
01482 
01490 
01500 
TUTRL 
TUTAL 


っ 5000 
S000 
っ 002 
っ 003 
5S004 
5005 
っ 007 
っ 00a 
っ 00D 
501 1 
っ 01 3 
5016 
っ 018 
501B 
501D 
っ 020 
っ 023 
5025 
っ 029 
っ 02C 
っ 02F 
っ 032 
っ 035 
っ 03? 


っ 03R 


っ 03C 
5040 
っ 04 く 
5046 
っ 049 
っ 04C 
っ 04E 
っ 05 1 
っ 053 
っ 056 
っ 0S58 
っ 05B 
っ 05D 
ュ 05F 
っ 062 
っ 065 
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46 


っ 5000 


っ 005 


っ 03? 


5S04C 
っ 04C 


っ 020 
501B 
っ 016 


ERRURS 00000--00000 


MARNTNGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGTN ADDR=S5000 
PRUGRAM END 
PRUGRaM ENTRY ADDR=5000 


ウン グ 


RaDUDR=5065 


リス ト 13-10 パレ ッ ト 変 更 (3) 


し も る る も も も を る も も も も の も も る も で も る も も も る る る ちる 


ホ 
し 、 


パレ ッ ト ヘラ コウ (くう) 
( く LIST 13-10 ) 


氷 


V3. 3 水 


し る も る る も も すす 《 る も も 《 と も を る る る 《 も も も 《《 も る を る る < 


ENTRY 
BB 

RR 

GG 
LPO00 


LPO01 
LPO02 
LPO03 


LP04 


LP05 


UPT 
URG 
BRR 
FCB 
FCB 
FCB 
LDR 
ST 
CLR 
LDY 
LDA 
っ Ta 
LDR 
っ 「 月 
LDR 
っ STR 
LDA 
BEQ 
STY 
LDR 
ST 内 
し LR 
CLR 
BRR 
LDR 
BEQ 
SN 
じ LR 
LDR 
っ 「 人 
CLR 
LERT 
DEC 
BPL 
DEC 
BPL 
UEC 
BPL 
LDR 
っ 「 朋 
し LR 
RTS 
END 


NUGEN 
$5000 
LPOO 
1 っ 

1 コ 

1 っ 

村 $70 
$FD う 7 
$ ゃ FD12 


H$0FFF 


村 15 


DISPLAY PRGE _ DISABLE 
640 DOUT MOE 


ハ “ マ レット NH. 


BLUE 
RED 
GREEN 


ハマ レッ ト NH. 
BLUE 


RED 
GREEN 


320 DUT MOUDE 
DISPLRY PAGE ENABLE 


2 有 有 ぺ ノノ 了 / 了 2 メー 


っ 000 
5000 
っ 002 
5003 
5004 
5005 


S006 
っ 5005 
500C 
5010 
5012 
5015 
501 ? 
5018 
っ 01C 
501F 
っ 02Z2 
5024 
っ 028 
っ 02B 
502C 
502E 
5031} 
5034 
5037 
5039 
っ 03C 
503E 
5042 
5043 
5046 
5048 
504B 
っ 04E 
5051 
5053 
っ 056 
5058 
っ 505B 
50SD 
っ 060 
っ 062 
っ 064 
506 7 
506A 
S06D 


506E 
っ 07 1 
507 る 
っ 5075 
5078 
っ 0 7 
507C 
っ 07F 
っ 081 
5083 
っ 086 
5087 


Z0 


5006 


5039 


5051 
5051 


501F 
っ 018 
5015 


っ 089 
っ 075 
50 7C 


5086 


13-2 アナ ログ パレ ッ ト 


リス ト 13-11 パレ ッ ト 変 更 (4) 


素 玉 玉 来 来 来 玉 来 来 玉 来 鶴来 来 来 来 涼 玉 氷 求 氷 求 氷 来 氷 氷 玉 涼 
水 ハマ レッ ト ヘコ ウー (4) 
い ( LIST 1 る 3-11 ) 
素 来 来 来 来 来 束 来 来 玉 来 来 玉 来 来 来 来 来 玉 求 求 来 ※※ 来 来 来 来 来 


ENTRY 
TIMER 
BB 
RR 
5G 


水 
LPOO 


LPO1 
LPO02 
LP03 


LP04 


LP05 


い 
TIMING 


TMO1 


TMO02 


TMO3 


UPT 
URG 
BRR 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 


JSR 
CLR 
LDY 
LDR 
っ 「 
し LDR 
ST「 朋 
LDR 
っ STR 
LDR 
BEQ 
STT 
LDR 
CLRB 
TFR 
JSR 
っ 「X 
CLR 
BRR 
LDR 
BEQ 
STY 
し LRR 
LUDB 
TFR 
JSR 
っ 「X 
CLR 
LERT 
UEC 
BPL 
UEC 
BPL 
DEC 
BPL 
LDR 
っ STR 
JSR 
JSR 
RTS 


LDR 
BIT 
BNE 
LDR 
BITTR 
BNE 
LDR 
BITTA 
BEQ 
LDR 
UE し CR 
BNE 


NUGEN 
$5000 
LPOO 
1 3 
1 っ 
15 
よら 


SUBHL T 


$FD ツ 3 


村 $OFFF 


15 
GG 
15 


SUBRDY 
SUBMUV 


$ ゃ FD12 
村 $01 
TMO4 
ゃ FD12 
村 $02 
TMO1 
$ ゃ FU12 
村 $02 
TMO2 
TTMER 


TMO3 


氷 
VS. 3 * 


SUB HALT 
MMR ん 。 コ ウ 


ハ ” レ ッ ト NH. 


プイ ニック" MAIT 
BLUE , RED 
GREEN 


ハ “ レ ッ ト NHU. 


ブイ = ニン ク " MATT 
BLUE . RED 
GREEN 


MMR 9 ウ 9 コウ 
SUB READY REG. 
SUB HALT カイ ショ 


VSTNC ? 
VSYNC 


DISPLAT TIMING ? 
DITSPLAY 


DISPLRY TIMING 2 
BLANKTING 
MRTT TIMER SET 


MRTT 


ヴ ン ヴ 
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01580 5S082 3 ぅ 92 TMO4 RTS 

01590 水 

01600 508 _B6 FDO05 SUBHLT LDA $FDO5 くく SUB HALT > ッ ゥ 

01610 508D 2B FB 508A BMI SUBhMLT 

01620 SO08F 18a 50 URCC し 村 $50 

01630 50?1 86 80 LDR 村 $80 

01640 50923 BZ FDO05 ST $FDO05 

01650 5S026 B6 FD05 LDR $FD0S 

01660 50%9 28 FB 5056 BPL ホー う 

01670 502B 39 RTS | 

01680 SO0%C F6 FC80 SUBRDY LDB $FC80 くく SUB _ READY REQG. > ッ > 
01690 5S5O?F CR 80 URB 4 も 80 

01700 5081 F?7 FC80 STB $FC80 

01710 5084 39 RTS 

01720 5505 7F FDO05 SUBMUV CLR $FD05 くく SUB HALT カイ ジ " ョ ッッ 
01730 SO8 1C RF RNDCC 村 $RF 

01740 SOA 3 RTS 

01750 5000 END ENTRY 

TUTAL ERRURS 00000--00000 

TUTAL MARNTINGS 00000--00000 


PRUGRRM BEGIN ADDR=S000 
PRUGRAM END RDDR=S50AA 
PRUGRAM ENTRY ADOR=S5000 


13-3 VRAM ダイ レク ト ア クセ ス 


FM-7 に お いて VRAM を アク セス する に は , 


① サブ プシ ステ ムコ マン ド を BIOS に よっ て サブ プ ブシ ステ ム に 送り , サブ プ モ ニタ に 実行 させ る 。. 
② サブ シス テム の ワー クエ リア に プロ グラ ム を 送り , TEST コマ ンド で その プロ グラ ム を 実行 
する . 


の ふた つの 方 法 が あり まし た . ① の 方 法 は 利用 し や すい の で す が , や 低速 で す . ② の 方 法 は , 
サブ システム の ワー クエ リア が 限ら ちら れ て いる の で 多く を 望め ませ ん し , サブ シス テム の 深い 知識 
が 必要 と され ます . この VRAM の 扱い に くさ が , Z80 ある い は 1i8086 に 習 再 し て いる 人 た ち に , 
FM-7 で プロ グラ ミン グ す る の を だ た め ら わせ て きた 点 だ と 思わ れ ま す . 

FM77AV で は , ダイ レク ト ア クセ ス に より VRAM を メイ ン CPU より 直接 アク セス で きる よ 
うに な っ て いま す . これ は , Z80 等 に な れ て いる 人 に は 大 き な 福 音 で あり , ソフ ト 開 発 者 の 層 を 厚 
くす る も の と 思い ます . 

ダイ レク ト ア クセ ス 時 , サブ CPU 空間 (64K バイ ト ) は , メイ ン CPU 空 間 の 物理 アド レス 
$10000$1FFFF の 領域 を 占有 し ます . で すか ら , MMR を この 物理 アド レス に 設定 し て , サブ 
CPU 空間 を アク セス する こと が で きま す ( 図 13-9). 

ダイ レク ト ア クセ スモ ー ド に 設定 する に は , サブ プ シ ステ ム を HALT する だ け で す . そし て 念 の 


た め MMR を 有効 に し て , MMR に アク セス し た い サ デブ CPU 空間 を 設定 し ます . また 論理 演算 回 


ンダ 


13-3 VRAM ダイ レク ト ア クセ ス 


路 が 動作 し て いる と VRAM を アク セス で きま せん の で , 
ます . それ で は , 以上 の 手順 の サン プル コー 


論理 演算 回 路 も ディ セー ブル し て お き 
ディ ング を リス ト 13-12 に 示し ます . 


メイ ン CPU 空 間 


rm = デン 


クー 


図 13-9 ダイ レク ト ア クセ ス 


サ プ CPU 空 間 


サ プ CPU 


$10000 


$1FFFF 


リス ト 13-12 ダイ レク ト ア クセ ス サ ン プ ブル 


01000 し る を る る も る も も も も も も も.《 も す .《 《 も 9《 も 9《 る 《《 《 も する す 

01010 氷 バイ レク ト 了 ク セ ん 人 サフ フフ” ル 

01020 ボ 〈 LIST 13-12 ) V3. 3 氷 

01030 し も て も. る すす も る る る する すす. も 《. も すす 《《《 する 《《 も 《《《、 

01040 UPT NUGEN 

01050 5000 URG $5000 

01060 5000 BD 504 7 ENTRY  JSR SUBHLT SUB HALT 

01070 5S003 B6 FD ヶ 3 LDR $FD ウ 3 ぅ 

01080 5006 B7 S068 ST 月 MSRSV モー ト " セレ クト REG. SRVE 
01090 5009 88 80 URR 4$ コ 0 MMR _ ユ ワウ コウ 

01100 500B BZ FD93 ST $FD3 

01110 SOOE B6 FD8D LDR $FUD8D 

01120 5011 B/ S06 ツ ST 朋 MMRSV メモ リ マネ シリ "メント REG . SRVE 
01130 5014 86 1D し DA 村 $1D 

01140 5016 B? FDG8DU ST $ ゃ FD8D MMR SET 

01150 5019 7/F D410 し LR $D410 ロン ソリ ェ エン サ " ン フン DTISRBLE 
01160 501C 86 10 LDR $10 

01170 SO01E B/ FD8D LPO1 S「 代 $ ゃ FD8D MMR SET 

01180 5021 BE DOO00 し DX 村 $DO00 

01200 5024 E6 84 LPO2 LUDB 。 XX 

01201 5026 Ca FO URB 村 $FO 

01202 5028 ヒ E? 80 STB XX 

01210 502 8C EQ0O CMPX 村 $EO000 

01220 5020 26 F5 S024 BNE LP02 

01230 5S02F 4C TNC 

01240 5030 81 1 し CMPA 村 $ 1 し 

01250 5032 26 EAR S01E BNE LPO1 

01260 5034 B6 5069 LDA MMRSV MMR LURD 

01270 5037 B/ FD8D S「 月 $FUD8D 

01280 5S038 B6 5068 LDR MSRSV MSR LURD 

01290 503D B/ FD9 の 3 STRR $ ゃ FD ツ 3 

01300 5040 BD 5059 JSR RDYREQ SUB REAOY REGO. 
01310 5043 BD 5062 JSR SUBMUV SUB HALT カイ ジョ 
01320 5046 3 る 3? ヶ RTS 

01 330 し 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ププ Oo 


01340 5047 B6 FDO05 SUBHLT LDA $FD05 くく SUB HaLT >> 

01350 504a 2B FB 5047 BNMI SUBHL T 

01360 504C 1a 50 URCC 村 $50 

01370 504E 86 0 LDA 村 $80 

01380 ら 5050 B7 FD05 STA $FD05 

01390 5053 B6 FD05 LDA $FD05 

01400 5056 2a FB 5053 BPL ホー ス う 

01410 5058 3 る 9 RTS 

01420 5059 F6 FC80 RDYREQ LDB $FC80 くく SUB READY REQ. >> 
01430 50SC CA 80 URB 寺 $80 

01440 50SE F7 FC80 STB $FC80 

01450 5061 3 る 39 RTS 

01460 5062 7F FDO05 SUBMUV CLR $FD05 くく SUB HLT カイジ ショ >> 
01470 5065 1C QF NDCC 本 $aF 

01480 5067 3 る 9 RTS 

01490 水 「 
01500 5068 0001 MSRSV RMB 1 モー ト " セレ クト REG. SaVE 
01510 65069 0001 MMRSV RMB 1 メモ リ マネ シリ メン ト REG. SaAVE 
01520 S5000 END ENTRY 


TUTAL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MARNTNGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 


PRUGRAM END RDDR=5069 
PRUGRAM ENTRY AaDDR=5000 


mm 


13-4 ハー ドウ ェ ア 描 画 機能 


FM77AV で は , 論理 演算 と 直線 補間 を 行なう ハー ドウ ェ ア 機 構 を 実装 し て いま す . それ で グラ 
フィ ッ ク の 抽 画 , 特に 直線 を きわ め て 高速 に 描く こと が で きま す . 

語 理 演算 回 路 の 使用 方 法 に は , CPU か ら の アク セス と 直線 補間 か ら の アク セス の 2 通り が あり 
ます . CPU か ら ア クセ モス する 場合 に は , 論理 演算 用 レジ スタ ($D410 一 $D41E) に コマ ンド を 書き 
込ん だ 後 ,。 ター ゲッ ト と する VRAM の アド レス を ダミ ー リ ー ド し ます . する と ダミ ー リ ー ド され 
だ VRAM に 対し て コマ ンド で 指示 され た 演算 が な され , 演算 後 の 値 が 書き 込ま れ ま す . 

直線 補間 か ら の アク セス の 場合 は , コマ ンド を 書き 込ん だ 後 , 直線 補間 を スタ ー ト させ ます . 


(1 ) 論理 演算 

員 理 演算 コマ ンド 用 レジ スタ を 図 13-10 に 示し ます . 論理 演算 回 路 で は , PSET, OR, AND. 
AOR 寺 の 議 理 演算 だ け で は な く , タイ リン グ ペ イン ト あ る い は , 色 の 比較 演算 も 行なう こと が で 
きま す . 特に タイ リン グ ペ イン ト で は , RGB それ ぞ れ に 対し て パタ ー ン を 指定 で きる た め 。 複雑 
な パタ ー ン を 描画 で きま す . 逆 に , 点 を 打ち た いと き に も この タイ リン グ ベ ペイ ント を 利用 し て 可 
本 で す . 


( 2 ) 直線 補間 
直線 補間 を 使用 する に は , まず 論理 演算 に コマ ンド を 設定 し ま す . それ か ら 直 線 補間 用 レジ ス 
タ ($D420 一 $D42B) に 必要 な デー タ を セッ ト し ます . $D42B に 値 が 書き 込ま れ だ た だ 上 間 , 直線 補間 
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/ 6 5 4 に ) 2 1 0 ビ ピット 
$D410 
ペーーーー ヘ ーーーーーー” ペーーーーーーー へ デーーーーーーーーー" 
上 コマ ンド 
000 PSET 001 禁止 010 OR 
011 AND 100 XOR 101 NOT 
110 タイ ル ベ ペイ ント 1 1 1 コン ペア 
1 演算 結果 を 無 条件 で 害 き 込 
022 色 を 比較 し イコ ー ル で 書き 込む 
1 1 ……… 色 を 比較 し NOT イ コー ル で 書き 込む 
0 ・・………… 論理 演算 を 使用 し な い 
Ne 論理 演算 を 使用 する 
/ 6 5 4 に 2 1 0 ビ ピット 
>Jx 人 kT sTgHg oe 
sn くく II く カラ ー デ ー タ を 
/ 6 O 4 づ 2 1 0 ビ ピット 
0 : 演算 する 1 : 演算 し な い 
7 6 5 4 3 2 1 0 ビッ ト 
Or ( 


し 比較 する 色 を 指定 する 


0 : 比較 する 
1 : 比較 し な い 
7 6 5 4 3 2 1 0 ビ ピット 


1__ 演算 を 行なわ な い 色 パ ンク を 指定 
常に 1" に し て お く 


$D41C 
1L | | 1 1 | | | | タイ ルウ ターン を 拓 
$ ゃ D41E $D41C…… B 
図 13-10 論理 演算 レジ スタ 


が スタ ー ト し ます . 直線 補間 が 動作 し て いる 問 に は , CPU は 別 の 仕事 を する こと が 可能 で す . し 
か し 直線 補間 が BUSY の と き に , 直線 補間 の レジ スタ や VRAM 系 の レジ スタ を 変更 し て は いけ 
ませ ん . 

直線 補間 コマ ンド 用 レジ スタ を 図 13-11 に 示し ます . アド レス オフ セッ トレ ジス タ ($D420, 
$D421) に は , VRAM の 色 バ ンク 内 の オフ セッ ト を 指定 する の で す が , オ フ セ ッ ト を 右 に 1 ビット 
シフ ト し た 値 (2 バイ ト 単 位 し な る ) を セッ ト し ます . 通常 アド レス オフ セッ トレ ジス タ に は 0 を 
設定 し て お きま す . た だ し 4096 色 モ ー ド の と き に は 色 バ ンク を 選択 する た め , $0000 また だ た は, 
$1000 を 設定 し ます . 直線 の 色 は , 論理 演算 レジ スタ の 演算 カラ ー デ ー タ で 指定 し ます . ライ ンス 
タイ ル は 。 ラ イン スタ イル パタ ー ン レジ スタ ($D422, $D423) に て 指定 し ます が , 論理 演算 レジ ス 
タ の タイ ル パ タ ー ン を 指定 し て も 可能 で す . 
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と に か く こ の 直線 補間 を 用 いる と , 和敬 く ほど 高速 に 直線 を 引く こと が で きま す . リ スト 13-13, 
リス ト 13-14 に 直線 補間 を 使用 し た サン プル プロ グラ ム を 示し ます か ら , 起 非 実行 し て 確か め 
て みて くだ さい . 


7 6 5 4 3 2 1 0 ピット 
mee| | | ee| | | | | mwwwww 
0 : BUSY 1 : READY 


7 6 5 4 3 2 1 0 ピッ ト 
DEEEEE EE 区 2 
$D420 A13 | A12 1 A11 | A10 アド レス オフ セッ ト 
っ くく > く (2 バイ ト 上 単位) 
mar[ele elelelslsls 
/ 6 5 4 3 2 1 0 ビット 


7 6 5 4 3 2 1 0 ピッ ト 


(0 て 639) 


7 6 い ) 4 に 2 1 0 ビ ピット 


(0 て 199) 


7 6 5 4 3 2 1 0 ビッ ト 


(0 て 639) 


7 6 う 4 に 2 1 0 ビ ピット 


(0 て 199) 


図 13-11 直線 補間 レジ スタ 


リス ト 13-13 直線 補間 サン プル プロ グラ ム 


RUR : +0 + す 1 + す 2 + す る + す 4 + す 5 +6 +7 +8 +@9 + +B + ヒ +TD +E +F  : [cs] 


S000 : 20 06 00 01 01 SF 00 63 BD 50 B3 B6 FD 93 8 80 : DA 
5S010 : BZFD ?3 B6 FD 80 B7 50 02 86 1D B7 FD 8D 8E D4 ::  D6 
っ 020 : 10 86 84 7 84 Be 50 03 7 01 6F 02 86 08 7 0B  : ^7 
5030 : 8E D4 20 6F 84 6F 01 C6 FF E7 02 E7 03 10 BE 50 : 9 の B 
5040 : 04 10 8F 04 10 BE 50 06 10 F 06 6F 0 10 8E 00 : C7 
っ 050 : 00 10 F 08 e6F OB BD 50 B 31 21 10 8C 02 80 26 : 8BF 


ワン ざ 
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S060 FO 10 8E 00 00 10 F 0OA BOD 50 8B 31 21 10 8C 00 FD 
5070 C8 26F2 10 8E 02 7F 86 C7 10 aF 08 7 0B BD 50 D2 
S080 AB 3 る 1 る 3F 10 8C FF FF 26 EE 10 8E 00 CZ 10 RF 0RA F7 
S090 : BD 50 AB 31 SF 10 8C FF FF 26F2 7F D4 10 B6 50 4 うる 
SO0A0 : 02 B7 FODO 8D BD 50 CS5 BD 50 CE 39 B6 04 30 85 10 78 
SOBO : 27F?9 39 86 FD 05 2B FB 1 50 86 80 B7 FD 05 B6 1 6 
SOCO : FD 05 2 FB 39 F6 FC 80 CA 80 F?7 FC 80 39 7F FD 44 
SODO : 05 1C aF 39 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 09 
SOEO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
SOFO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
[cs] : C4 05 OE 1 D1 26 Ba BF CS D2 F8 BF 8Z EB 42 42 2C 


SAVEM "L13-1 3M「。&H5000,&HS0D3. &HS000 


IE 


リス ト 13-14 直線 補間 サン プル 実行 


III 


100 ! 球 氷 来 ※ 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉 涼 来 来 来 玉 玉 玉 玉 涼 玉 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉水 来 来 来 氷 玉水 

110 『'* ナ ョ クセ ン ホカ カン シッコ ウ 氷 

120 "'※ ( LIST 13-14 ) V3. 3 氷 

122 『"※* LIST 13-13 か カ ) ヒ ウ ツリ ヨ ウ テ " 人 ボ 

] 4 " 来 来 束 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 求 玉 玉 玉 来 来 玉 涼 ※ 玉 水玉 涼 玉 未 玉 水素 玉 氷 ※※ 水 

130 CLEAR ,&H5000 :CLS:LUADM し L13-1 う NM 

140 FUR TI=1 TU /〆 

150 PUKE &HS5003, 1 

160 EXEC &H5000:EXEC &HS5000 

170 NEXT 

180 FUR IT=0 TU 1 | 

190 PUKE _&H5003, 1 : PUKE &HS004、 1 : PHKE &H5005.63:PUKE &H5007.0 
Z00 EXEC &HS5000 

2Z10 PUKE &H5003.2:PUKE &HS5004.0:PUKE &H5005.0:PUKE &H5007, ラ ウッ 
ZZ0 EXEC &HSO000 

230 PUKE _&H5003.4 :PUKE &HS004., 1 : PHKE_ &H5S005,63:PUKE _&HS007 , 1 ツウ 
240 EXEC &HS5000 

250 PUKE &H5003. 1 : PUKE _&H5004.2:PUKE &H5005,127:PUKE &H5007, 2? 
260 EXEC _&HS5000 

270 PUKE _&H5003、2:POUKE &HS004, 1 :PUKE &HS005,63:PUKE &H5007.0 
280 EXEC _&HS5000 ' 

290 PUKE &HS5003.4:PUKE &H5004 . 1 :PUHKE &H5005.63:PUKE &HS007, ウッ 
300 EXEC &HSO000 

310 NEXT 


Ii 
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VRAM の アド レス は , VRAM アド レス ジェ ネ レ ー タ に よっ て VRAM に 与え を られ ます . 
VRAM アド レス ジェ ネ レ ー タ で は , CPU アド レス , CRTC アド レス に 対し て VRAM オフ セッ 
トレ ジス タ の 値 を 加算 し て VRAM アド レス と し ます . CPU アド レス と CRTC ア ドレ ス の 両方 
に 加算 され る た め , 常に 画面 の 左上 端 の アド レス が $0000 と な り ま す . 

この VRAM オフ セッ トレ ジス タ を 使う と, 画面 を ハー ドウ ェ ア に よ ょ り 高速 に スク ロー ル さ せ 
る こと が で きま す . この VRAM オフセット レジ スタ に 1 を 書き 込む と , VRAM の $0001 番地 の 
内 容 が 画面 の 左上 端 に 表示 され ます . つま り 画 面 全体 が 左 に 8 ドッ トス クロ ー ル し だ こと に な り 
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に な り ま す . で すか ら , 0 か ら 1 ず つ ふ や し た 値 を 書き 込ん で いく と, 左 に 8 ドッ ト づ ブ つ スク ロー 
ル し て いき ます . これ を 80 ずつ ふやし て いく と , 上 へ 1 ライ ン づ ブ つ スク ロー ル す る こと に な り ま 
す . そし て 反対 に 減ら し て いけ ば , 右 ス クロ ー ル , 下 ス クロ ー ル し ます . 

まだ VRAM オフ セッ トレ ジス タ は , ふた だ たつ あぁ あり , BANK0, BANK1 それ ぞ れ に 独立 に 設定 で 
きま す . で すか ら 320 ドッ トモ ー ド で は , BANKO0 の デー タ を 上 スク ロー ル , BANK1 の デー タ 
を 右 ス クロ ー ル と いう 方 法 も 実現 可能 で す . 

VRAM オフ セッ トレ ジス タ の 設定 は , まず サブ プ シ ステ ム 1/O レジ スタ $D430 の ビッ ト 5 に よ 
っ て , VRAM の バン ク を 選択 し ます . その 後 で , $D40E, $D40F に VRAM の オフ セッ ト ア ドレ 
ス を 設定 し ます . そう する と , 選択 され た バン ク の VRAM オフ セッ トレ ジス タ に 値 が 設定 され ま 
す . だ た だし, $D430 の ビッ ト 2 が オフ の と き に は , $D40F の 下位 5 ビッ ト が 無効 と な り ま す . ま 
だ , VSYNC 期 間 に VRAM オフ セッ トレ ジス タ の 設定 を 行う と , 画面 が 乱れ ず に きれ い に ス クロ 
ae の 

リス ト 13-15 スク ロー ル サ ン プ ル 
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13-5 ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル 


それ で は , 実際 に 画面 を スク ロー ル さ せ て み ま し ょ う . リス ト 13-16, リス ト 13-15 を 実行 き 
せ て みて くだ さい . カー ソル キー に 従っ て 左右 。 上 下方 向 に スク ロー ル し ます . 

し か し , ここ で 注意 する 点 が ふた つ あ り ま す . ひと つ は , 上 まだ た は 下 ス クロ ー ル する 際 現 れる 
黒い 横線 で す . これ は , 未 表示 VRAM が 現れ て き て いる の で す . VRAM は , 640 ドッ トモ ー ド 
の と き , RGB それ ぞ れ 16K($4000 ニ 4096 メ 4= ニ 16384 バイ ト ) あ り ま す . そし て 表示 され て いる の 
は , 80X200 三 16000 バイ ト で す . で すか ら 残 り の 384 バイ ト が , 未 表示 VRAM と な っ て いる の 
で す ( 図 13-12). 一 方 320 ドッ トモ ー ド 時 に は , 各色 バン ク に 対し て 192 バイ ト の 未 表示 VRAM 
が 存在 し ます . と ころ が VRAM オフ セッ トレ ジス タ を セッ ト し た だ た だめ に , この 未 表 示 VRAM が 
現れ て き て し まっ た の で す . 本 格 的 な スク ロー ルプ ログ ラム を つく る に は , この 未 表示 VRAM を 
処理 し て や る 必要 が あり ます . 


640 ド ッ ト (80 バ イト ) 
ーーーーーーーーーーーーー の ーーーーーーーーーーーーーー へ 
$0000 


$0050 


$00A0 表示 VRAM 
80 メ 200 三 16000 バ イト 


$3E30 
$3E80 


$ ゃ 3ED0 
$ ゃ 3F20 林家 示 VRAM 


$3F70 2 


$ ゃ 3FC0 $3FFF 


13-12 未 表 示 VRAM 


また , た と えば 左 ス クロ ー ル を つづ け て いる と , だ ん だ ん 画面 が 上 に あがっ て き て し まい ます . 
つま り 640 ドッ ト (80 バイ ト ) 左 スク ロー ル す る と いう こと は , 1 ライ ン 上 スク ロー ル す る こと と 
同じ な の で す . これ も 困っ た こと で す ( 図 13-13). 

それ で , 以上 の 点 を 考慮 し て 上 下 左右 スク ロー ルプ ログ ラム を つく っ て み ま し た . リス ト 13- 
17., リ スト 13-18 で す . カー ソル キー に 従っ て , 上 下 左右 に スク ロー ル し ます . 今度 は リス ト 13 
-15 の よう な 不具 合い は な く , きれ い に 画 面 が 連続 し て スク ロー ル し ます . 

上 スク ロー ル さ せる と き に は , VRAM オフセット レジ スタ に 値 を セッ ト す る 前 に , 画面 上 部 の 
2 ライ ン を 未 表 示 VRAM の 先頭 に 送っ て や り ま す . それ か ら オ フ セ ッ トレ ジス タ に 160 加算 し 
て や る と , 画面 上 部 より 消え た 2 ライン が , そっ くり その まま 画面 下方 か ら 出 て きま す . トス ク 
ロー ル さ せる と き に は , その 逆 を し ます . 

左 ス クロ ー ル させ る と き に は , 画面 左端 の 8 ドッ ト を 1 ライ ン (@80 バイ ト 分 ) 下方 に ずら し て お 
いて か ら , スク ロー ル さ せま す . そう する と , ずら し た ドッ ト が 画面 右側 に 1 ライン あがっ て 出 
て きま す . つま り , 最初 と 同じ ライ ン の 画面 右側 に 表示 され る わけ で す . これ に よっ て , 画面 が 
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図 13-13 左右 スク ロー ル 
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図 13-14 スク ロー ルプ ログ ラム の し くみ 
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この スク ロー ルプ ブロ グラ ム で は 。, 画面 か ら 消 を えた デー タ が その まま 反対 側 の 画面 に 出 て くる の 
で す が , これ を MAP に 従っ た 別 の デー タ を セッ ト す る よう に すれ ば , ゼビウス 型 の スク ロー ル 
ゲー ム が で きま す 。 慈 非 と も 一 度 工夫 し て みて くだ さい . 


13-6 メモ リ 管 理 


FM77AV で は , MMR(Memory Management Register) と TWR(Text Window Register) 
を 採用 し て いて , 最大 256KB の メモ リ 空 間 を 管理 する こと が で きま す . 


(1 ) MMR 

FM77AV の メモ リマ ッ ピ ング 機能 で は , MMR を 介し て 64KB の CPU 空間 を , 4KB 単位 に 物 
理 ア ドレ ス に 対応 させ る こと に よっ て , 最大 256KB の メモ リ 空 間 ($00000- こ $3FFFF 番地 ) を 管 
理 す る こと が で きま す . 

メモ リマ ッ ピ ング 機能 は , 64(16 メ 4) 個 の MMR と MSR (MMR Segment Register) の 2 つの 
レジ スタ に よっ て 制御 され ます . MMR は , 16 バイ ト の レジ スタ 群 の 4 セグ メン ト に よっ て 構成 
され , 使用 され る セグ メン ト の 選択 は , MSR の 内 容 に より ます ( 図 13-15). 

MIMKR の 旧 0 バ イト 目 は , CPU 空間 の $0000-$0FEF 番地 , 第 1 バイ ト 目 が $1000-$1FFF 番 
地 。 …… の よう に , 4KB 単位 で CPU 空間 に 対応 し ます . た だ し , CPU 空間 の $FC00 一 $EFFFF の 
1KB の 空間 は , 常駐 空間 で あり , MMR の 値 に 関わ りな く 〈 常 に 物理 アド レス $3FC00 一 $3FEFFF 番 
地 に 対応 し ます . つま り , 第 15 バイ ト 目 の MMR は , CPU 空間 の $F000-$FBFF 番地 の 3KB の 
空間 に の み 対 応 す る こと に な り ま す ( 図 13-16). 

CPU か ら 出 力 さ れる 16 本 の アド レス 線 の うち , 下位 12 ビッ ト (A0 一 A11) は 直接 メモ リ へ , 上 
位 4 ビッ ト (A12 一 A15) は , MMR の 下位 4 ビッ ト に 接続 され ます . また MSR の 2 ビッ ト (S(), 
S1) は ,。 MMR の 上 位 2 ビッ ト に 接続 され , セグ メン ト の ひと つ を 決定 し ます . そし て MSR に ょ 


レジ スタ 0 
レジ スタ 1 
レジ スタ 2 


レジ スタ 15 
セグ メン ト 0 セグ メン ト 1 セグ メン ト 2 セグ メン ト 3 
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セグ メン ト の 選択 


図 13-15 MMR と MSR 
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図 13-16 メモ リマ ッ ピ ング 機能 
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図 13-17 MMR,MSR と メモ リ と の 関係 


$30000 

| キー ーー 
$31000 

4K バ イト 


っ て 決定 され る セグ メン ト 内 で ,。 CPU か ら の A12ーA15 に よっ て 選ば れる レジ スタ の 内 容 が , 
MMR の 出力 6 ビッ ト と な り ,。 メモ リ の A12-A17 の アド レス と な り ま す ( 図 13-17). 
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F-BASIC V3.3 が 起動 し た と き の MMR の 設定 値 は , 図 13-18 の 様 で す . MSR は 0 で す の 
で , セグ メン ト 0 の MMR が 選択 され て いま す . 

MMR の 設定 値 を 変更 する に は , ふたつ の 方 法 が あり ます . ひと つ は , 現在 選択 され て いる 
MMR セグ メン ト 内 の 一 部 の レジ スタ だ け を 変更 する こと で す . そし て も う ひ と つ は , MSR を 変 
更 し て MMR セグ メン ト を 変更 し て し まう こと で す . 前 者 は 。 メイ ン シ ス テム 1/O レジ スタ 
($⑬FD80-$EFD8F) に 値 を 書き 込む だ け で 可能 で す . 一 方 , MSR を 変更 する に は , $FD90 に 値 を 
設定 し ます . MSR を 変更 する と , 16 個 の MMR が すべ て 一 度 に 切り 換 わ っ て し まい ます . で す 
か ら MSR の 変更 は , 慎重 に 行なう 必要 が あり ます . 少 な く と も 現在 動作 し て いる プロ グラ ム お は よ 
び ス タッ ク 等 が , MSR の 変更 に よっ て も 同一 の アド レス に な る よう に MMR を 初期 設定 し て お 
< 必要 が あり ます . な お , MMR の 初期 設定 は MMR の 初期 値 が 不定 の た め , $FD93 の ビッ ト 7 
を オフ に し て MMR を 無効 に し て か ら 行 な うべ き で す . MMR を 無効 に する と , F-BASIC V3. 
0 と 同一 の CPU 空間 (物理 アド レス $30000ー$3FFEEF) と な り ま す . 

それ で は , MMR 設定 の サン プル と し て , 図 13-19 の よう に MMR を 初期 設定 する プロ グラ ム 
を リス ト 13-19 に 示し ます . セグ メン ト 0 に は , F-BASIC V3.3 起動 時 と 同一 の MMR,。 セグ 
メン ト 1 が グダグダ イレ クト アク セス 用 の MMR で す . そし て セグ メン ト 2 が 拡張 メモ リア クセ ス 用 , 
セグ メン ト 3 が KAM 空間 アク セス 用 の MMR と な っ て いま す . 

最後 に MMR 使用 に お ける 注意 を 述べ ます . それ は , MMR 有効 時 の CPU クロ ッ ク が 2MHz 
で は な く 1.6MHz に 落ち る と いう こと で す . 逆 に 言え 々 ば, MMR を 使用 する 必要 の な い プ ログ ラ 
ム の 実行 に あたっ て , MMR を 無効 に し て お け ば , 処理 速度 が 確実 に 20 % UP し ます . で すか ら , 
本 当 に MMR の メモ リマ ッ ピ ング か が 必要 な と きだ け に MMR を 有効 と する よう な プロ グラ ミン 
グ を お すす めし ます . 


セグ メン ト 0 セグ メン ト 1 セグ メン ト 2 セグ メン ト 3 


$3A 


図 13-18 F-BASIC V3.3 起 動 時 の MMR 
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図 13-19 MMR 初 期 設 定 
リス ト 13-19 MMR 初期 設定 

01000 玉 玉 求 求 束 来 来 来 求 来 氷 来 玉 玉 求 玉 来 氷 来 玉 玉 氷 吉 水玉 玉 玉 玉 来 玉 ポ 
01010 素 MMR INITIALTZE 氷 
01020 玉 (て LIST 13-12 ) V3. う ポ 
01030 る も る も る すもも も も する 《 す も 《《 も を も 《 も も す も も 3? も 3? 3? る 33、 
01040 OPT NUGEN 
01050 5000 URG $5000 
01060 5000 B6 FD?3 ENTRY LDR ゃ SFD? ぅ 5 
01070 5003 84 ュ F RNDA 村 も う F MMR ん コウ 
OU1080 5005 B? FD?3 っ 「 朋 $FD ウ 5 
01050 5S008 4F CLRA 
01100 5009 8E  S0ZE LDX MMRDT 
01110 SO0O0C BY FD0 LPO1 っ 「 昌 $FD?0 MMR セク "メット REG. 
01120 50OF 108E FD80 LDY 村 $FD80 
01130 5013 E6 80 LP02 LDB ・ 
01140 5015 E7 A16 っ 「B ・ ず + メモ リ マネ ソン "メン ト REG . 
01150 5017 108C FD?20 CMPY 4$FD ツ 0 
01160 SO1B 26 F6 501 3 BNE LPO02 
01170 5010 4 し TNCA 
01180 501E 81 04 CMPR 4 
01120 5020 26 EA 500C BNE LPO1 
01200 5022 /F FD?0 し LR $FD?0 
01210 5025 B6  FD?23 LDR $FD ウ ふぅ 
01220 5028 8 CO URI 村 $ じ 0 MMR _ ュ ワウ コウ 
01230 502R B7 FD ウ ふぅ っ 「 朋 $FD ウ 5 
01240 502D 3 RTS 
01250 5S02E っ 0 MMRDT FCB $30,$ ぅ 1 . $32 .$ う 3 MSR=U 
01251 5032 っ 4 FCB $ る 4 . も 35 ,$ る 36, もう 7 ( 
01260 5036 04 FC し B $04 , $ う 9,$ う も う B 
01261 5038 っ し FCB $ 3C . も 3D , も う E , も う F 
01270 5S03E 10 F じ し B $10.$1 1] ,.$12.$1 う MSR=1 
01271 5042 っ 4 FCB $34 .$35 .$ う 6 ,$ う / 
01280 5046 っ 8 FCB $ う 8 . $39 、$ う 全 る もう B 
01281 504R っ し FCB $3C .$1D,$ う E,$ う F 
01220 504E 20 FCB $20,$21 , も 22 ,$ る 2Z う MSR=Z 
01291 5052Z っ 4 FCB $34 、 や うら 5,$ う 6 , も る う 7 」 
01300 5S056 っ 8 FCB $ っ 8 , も 3? も $ う 8 . $ う B 
01301 50S58 っ し FCB $ う 3 し, る っ う D,$ う E , $ う F 
01310 SO0SE 00 FCB $00,$01 . $02 .$0 う MSR= う ぅ 
01311 5062 っ 4 FCB $34 . も 35 も う 6 も $ う 7 
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01320 5066 っ 8 “ FCB $ う 8 . $ う 9 も $ う 8 もう B 
01321 5068 うし FCB $ う CC , も う D , る 3E , $ う F 
01330 5000 END ENTRY 


TUTaL ERRURS 00000--00000 
TUTAL MRRNINGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=5000 
PRUGRRM END RDDR=506D 
PRUGRRAM ENTRY DOR=5000 


EE 


(2 ) TWR 

ウィ ンド ツウ 機能 は , 主として F-BASIC が ユー ザー プロ グラ ム テ キス ト を 管理 する の に 使わ れ 
ます . ウィ ンド ツウ 機 能 で は , TWR に よっ て CPU 空間 の $7C00-$7FFEF の ウィ ンド ウツ ウ 領域 を 
$ ぉ 00000 一 $0FEFFEF 番地 の 領域 に 256 バイ ト 単 位 に マッ ピン グ さ せま す . 

この マッ ピン グ は , ウィ ンド ウ 領 域 に 割り 当て る 物理 アド レス を , アド レス $7C00 に 対す る 256 
バイ ト 単 位 の オフ セッ ト 値 で 書き 込む こと に より 行ない ます . た と えば , ウィ ンド ウ 領 域 に 物理 
アド レス $08800 一 $08BFF 番地 を 割り 当て る に は , TWR に $0C を 書き 込み ます ($7C00 填 $0CX 
256 三 $8800). また ウィ ンド ウ 領 域内 の メモ リア ドレ ス は , $00000 一 $0FFFF 番地 内 で ルー プ し て 
いま す . ですから TWR に $82 を 書き 込ん だ 場合 の ウィ ンド ウ 領 域 と 物理 アド レス と の 対応 は , 
13-20 の よう に な り ま す . この 場合 , $7C00 番地 を アク セス する と , それ は $0OFE00 番地 が アク セ 
ス さ れ ま す . そし て $7E00 番地 を アク セス する と , $00000 番地 が アク セス され ます . 


ワ ィ ンド ウ 領 域 RAM 空 間 

Cc $7C00 $0FE00 
P 物 
3 

OFFFF 
て ゃ 7E00 $00000 ド 
レ レ 
ス ス 

$%7FFF $001FF 


図 13-20 TWR と 物理 アド レス と の 対応 


TWR に 値 を セッ ト す る に は , メイ ン シ ス テム レジ スタ $ED92 に 値 を 書き 込み ます ( 図 13- 
2Z1). F-BASIC で は , 必要 に 応じ て この TWR を 書き 換え て 処理 に 必要 な BASIC テキ スト を ウ 
ィ ン ド ウ 三 域 に うつ し だ し て , プロ グラ ム の 実行 を 行なっ て いき ます . この TWR を 利用 者 が 意 
識 す る 必要 は , 通常 な い の で す が , 何ら か の 理由 で RAM 空間 を アク セス する 必要 が ある と き に 
は , この TWR を 利用 し て 容易 に アク セス で きま す . また ウィ ンド ツウ 機能 が 有効 に な っ て いる と 
き に は , ウィ ンド ウ 領 域 (7C00-$7FFF) の メモ リマ ッ ピ ング は , MMR に 対し て 優先 し ます . 


づ 3 ざ 
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7 6 り 4 3 2 1 0 ビ ピット 


/ 6 5 4 3 2 1 0 ピット 
ses| | | | | | | | 
・ ブ ー ト RAM RO 
・ ブ プ ブート RAM RW 
・ ウ ィ ン ド ウ 無 効 
・ ウ ィ ン ド ウ 有 効 


・ MMR 無 効 
・ MMR 有 効 


一 の の 中 の 


図 13-21 TWR 


13-7 AVTV 制御 


FM77AV は 。 スー パー イン ボー ズ 機 能 と ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 と いう 2 つの AVTV 制御 機能 
を 持っ て いま す . スー パー イン ポー ズ 機 能 で は , テレ ビ / ビ デオ 画面 と パソ コン 画面 を 合成 し て 表 
示さ せる こと が で きま す . ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 で は , ビデ オデ ジ タ イ ズ カ ー ド か ら 入 力 し た ビ 
デオ 入力 信号 を , デジ タル 化し , リ アルタ イム に 表示 し な が ら VRAM に 画像 デー タ を 取り 込む こ 
と が で きま す . 

この AVTV を 制御 する た め の 4 つの 方 法 が , 用 意 さ きれ て いま す . 


① キー ボー ド (PF7 一 PF10) か ら 入 力 す る . 

②F-BASIC V3.3 の SIMPOSE 文 , SINPUT 文 を 利用 する . 

③ サブ シス テム コマ ンド の TELEVISION CONTROL, DIGITIZE を 利用 する . 
〈④ キー ボー ド エ ン コー ダ に 直接 コマ ンド を 送る . 


AVTV 制御 の ブロ ッ ク 図 を 図 13-22 に 示し ます . AVTV を 制御 し て いる の は , 最終 的 に は キ 
ー ボ ー ド エン コー ダ で す .。 し か し , この キー ボー ド エ ン コー ダ を 直接 制御 する の は , メリ ッ ト が 
な く や め た 方 が よい で し ょ う 。 サブ シス テム に AVTV 制御 の すべ て の コマ ンド が 揃っ て いる の 
で すか ら 。. 


① 


アプ リケーション プロ グラ ム ee 
F-BASIC V3.3 


図 13-22 AVTV 制 御 プ ロッ ク 図 
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13-7-1 スー パー イン ポー ズ 機 能 
スー パー イン ポー ズ 時 に は 。 次 の 4 つの 画面 の 状態 が あり , ソフ トウ ェ ア に よっ て 切り 換え る 
こと が で きま す . 


は サン 人 を ボ 


の が ジ タ ィ た あー ド 


や 
@ @ @ @ @ @ @ @⑥ @ @ @ @ @ @ 


パソ コン 画面 の み が 表 示さ れ ま す . 音声 は , パソ コン の サウ ンド 出 
力 と な り ま す . 

テレ ビ の 放映 画面 また は , VTR, VD な どの 画面 の み が 表 示さ れ ま 
す . この と き テ レビ 画面 の 輝度 を , 高 輝度 , 低 輝度 の 2 段 階 に り 
換え る こと が で きま す . 音声 は , テレ ビ 映 像 の 音声 と な り ま す . 
上 記 の パソ コン モー ド , テレ ビ モ ー ド の 画面 お よび 音声 が 合成 され 
て 出力 され ます . パソ コン 画面 の 表示 の 方 が 優先 度 が 高く , 供 明 色 
(RGB の 各 輝 度 が 0) と し て 指定 され た 色 の 部 分 に テレ ビ 画 面 が 表 
示さ れ ま す . テレ ビ 画 面 の 輝度 を 低 輝度 に する と パソ コン 画面 が 見 
や すく な り ま す . 

表示 は テレ ビ モ ー ド の 場合 と 同様 で す . し か し デジ タイ ズ モ ー ド の 
と き に は , TV 画面 を 表示 する と 同時 に , VRAM に も TV 画面 を デ 
ジタル 化し た デー タ が 書き 込み 続け られ ます . で すか ら , この モー 
ド か ら 他 の モー ド に 切り 換え る と , その 直前 の TV 画面 が VRAM 
に 残っ た 状態 と な り ま す . 


デジ タイ ズ モ ー ド は , 表示 画面 の 1 つの 状態 で す . 後述 の デジ タイ ズ 機 能 は , TV 画面 を VRAM 
に 取り 込む コマンド (命令) です. 
スー パー イン ポー ズ 機 能 の 選択 方 法 に つい て , 図 13-23 に まとめ ます . 


タダ 


人 ー 
] 証 
| 語 
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TELEVISION 
昌和 CONTROL コマ ント 


図 13-23 スー パー イン ポー ズ 機 能 制 御 
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13-7-2 ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 

ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 は , ビデ オデ ジ タ イ ズ カ ー ド と 専用 カラ ー CRT テレ ビ -15 を 使用 する こ 
と に より 実現 で きま す . この 機能 に より AV テレビ の テレ ビビ 画像 ある い は , VTR, VD な どの ビ 
デオ 画像 を デジ タイ ズ し て VRAM に 取り 込む せこ と が で きま す . 

この ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 は , キー ボー ド か ら は 指定 で きま せん . F-BASIC V3.3 で は , 
SINPUT 文 に て 指定 し ます . そ し て サブ シス テム に は , DIGITIZE コマ ンド が 用 意 さ れ て いま す . 

ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 が 指定 され る と , デジ タイ ズ モ ー ド と 同様 に VRAM に TV 画面 が 取り 
込み 続け られ ます . そし て 任意 の キー が 押さ れる と 元 の 画面 モー ド に 復帰 し , VRAM に は , キー 
が 押さ れ た 瞬間 の TV 画面 が 残り ます . な お , この と き 押 され だ た キー は , キー 入力 バッ ファ に 登 
録 さ れ な い の で キー 入力 され ませ ん . 

つま りこ の ビデ オデ ジ タ イ ズ スズ 機能 の 動作 は , デジ タイ ズ モ ー ド を 利用 し た 次 の プロ グラ ム と , 
ほ ば 等 価 で す . 


SIMPOSE 3: A$ や =INPUT$(1): SIMPOSE 0 


13-7-3 VRAM の セー プ / ロ ー ド 

ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 に より VRAM に 取り 込ま れ た 画面 デー タ を , フロ ッッ ピー ディ スク に セ 
ー プ / ロ ー ド する プロ グラ ム を 紹介 し ます . 要する に 96KB の VRAM すべ て を フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク に セー ブ / ロ ー ド すれ ば よい わけ で す の で , BASIC の SAVEM 文 , LOADM 文 を 使う こと に し 
ます . た だ し ダイ レク ト ア クセ スモ ー ド に し て MMR の 設定 が 必要 で す . リス ト 13-20 が セー プ 
用 。 リス ト 13-21 が ロー ド 用 で す . 

リス ト 13-20 を RUN し て , ファ イル 名 (ドラ イブ 番号 指定 可 ) を 入力 し ます . する と SINPUT 
文 に て ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 が 設定 され ます か ら , 任意 の 画面 で キー を 押し て くだ さい . キー を 
押し た 瞬間 の 画面 が , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー プ さ れ ま す . デー タフ ァイル は , 各色 バン ク 毎 
の 12 個 の ファ イル に 分 割 し て セー ブ プ され ます . 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , V3.0 シス テム 付 
き で は 3 画面 分 , V3.3 シス テム 付き で は 2 画面 分 が セー ブ 可 能 で す . 


リス ト 13-20 VRAM の セー プ 


NIS 


100 『! 玉 ※ 玉 来 玉 来 ※※ 来 玉 涼 玉水 玉 ※※ 玉 玉 来 玉 ※※ 来 束 来 玉 玉 玉 玉 氷 玉 玉 玉 ポポ 玉 玉 求 玉 
110 『* VRM SAVE 〈( DIGITIZE ) し 
120 『'* ( LIST 13-20 ) MS 氷 
1 2 ! 玉 来 玉 来 ※ 来 玉 玉 求 玉 玉 玉 裕 束 束 玉 玉 来 求 ※ 来 氷 氷 来 来 来 来 来 来 束 玉 玉 玉 玉 氷 水玉 
130 CLEAR .&gH4000:SCREEN 1 : し し LS 

1 32 UN ERRR GOTO 540 

140 LUCATE 5.10:LTINE INPUT "FTLE NAME = リュ F$ 
150 CLS: SINPUT 

160 GUSUB 460 

170 PUKE &HFD85.&H1D:PUKE &H5410.0 

1950 FUR Il1=O TO 1 

200 PUKE &HFD85.&H1D:PUKE &H5430.T1*&H60 
2Z10 FUR I2=0 TU 5 
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2Z20 PUKE &HFD85,&H10+T2*2:PUKE &HFD8B6.&H10+ エ 2*2 ィ 1 

230 SAVEM F$+RTGHT$〈STR$( エ 1 6+T2).2) 、&H5000.&H6F 3F 、&H5000 
240 NEXT 

250 NEXT 


260 PUKE &HFD85.&H35 :PUKE SHFD86, &H36 

270 UN ERRUR GOTO 0 

280 GUSUB 500 

2Z90 CLS:LOUCRTE 5.10:PRINT "Hit ny Key! 人 $=TNPUT も (1) 
300 GUSUB 460 

310 PUKE &HFD85,.&H10:PUKE &HS5410.0 

320 UN ERRUR GUTOU 5S540 

3 う 30 FUR Tls=O TU 1 

340 PUKE _&HFD85,&H1D:PUKE &HS54 30 , [ 1*&HoO0 

350 FUR [2=O0 TOU 5 


360 PUKE &HFD85,&H10+T2*2:PUKE &HFD86,&H10+ エ 2 ネフ ォ 1 
370 LURDM F$+TRTGHTSCSTR$ も (て エ 1 6+ エ 2 ) .2) 

380 NEX「 

390 NEXT 


400 PUKE &HFD85.&H35:PUKE &HFD86 NSH36 
410 UN ERROR GUTHU 0 

420 GUSUB 500 

430 人 も =TNPUT や (1 ) 

450 END 

4 らら 2  “! 示 丈 氷 ※ 氷 ポポ SUB HRL T 水 水玉 涼 水 

460 D=PEEK〈&HFOO5〉):TF D>127 THEN 460 
470 PUKE &HFDO5,CINT〈D〉 DR _&H80 

480 D=PEEK〈&HFDO05): エ TF D く <128 THEN 470 
490 RETURN 

4 の ウフ !※※ 氷 氷 氷 氷 氷 SUB HALT カイ シ " ヨ 米光 ※ 未 ボ 
S500 PUKE &HFC82.&HFF 

510 D=PEEK(&HFDO5〉) :PUKE &HFDO05,CINT〈D〉) AND _&HT7F 
520 D=PEEK〈&HFDO05):TF D>127 THEN 520 
530 RETURN 

540 GOSUB 500 

S50 UN ERRUR GUHTOU 0 

560 END 


リス ト 13-21 VRAM へ の ロー ド 
EN 


100 『 素 氷 玉 玉 束 玉 水玉 求 玉 玉 玉 玉 玉 求 求 玉 求 来 ※※ 玉 玉 玉 求 玉 玉 求 玉 玉 玉 玉 玉 玉 涼 玉水 玉水 丈 水 
110 『* VRAM LURD ( DIGTTTZE ) 
120 『'※* (て LTST 13-2Z] ) V ぅ . っ 涼 
1 フフ 『※ 玉 玉 玉 玉 玉 束 玉 玉 来 玉 玉 求 求 未 束 玉 来 求 氷 玉 玉 来 玉 玉 氷 玉 玉 玉 氷 玉 氷 氷 玉水 米 氷水 氷 
130 CLEARR ,&H4000:SCREENO 1:CLS 

132 UN ERRUR GUTU 540 

140 LUCRTE 5.10:LINE INPUT "FTLE NRME = リュ F$ 
300 GUSUB 460 

310 PUKE &HFD85,&H10:PUKE &H5410,0 

320 UN ERRUR GUTOU 540 

330 FUR 1=O0 TO 1 

340 PUKE &HFD8S.&H1D:PUKE &H5430, エ 1*&H60 
350 FUR IT2=0 TU 5 


360 PUKE &HFD85.&H10+T2*2:PUKE &HFOB6,&H10+ エ 2 ネフ + ォ 1] 
370 LURDM F$+RIGHT$SC で STR$ も (エネ 6+ エ [2).2) 

380 NEX「 

3?20 NEXT 


400 PUKE &HFD85,&H35 : PUKE &HFD86, &H36 
410 UN ERRUR GUTOU 0 

420 GUSUB 500 

430 も =TNPUT$ も (1 ) 

450 END 「 

4 み ユ フ "氷水 玉 ホ ポポ ホホ ー SB HL T「 水玉 玉 ※※ 玉 水 

460 D=PEEK〈(&HFDO5〉):TF D>127 THEN 460 
470 PUKE &HFDO5,.CTINT〈D〉) OUR _ &H80 

480 D=PEEK〈&HFDO05〉):TF D く 128 THEN 470 
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420 RETURN 

す 4 ウフ 『! 水 氷 ポポ ポポ ポ SUB HALT カイ シヨ 氷水 玉 氷水 

5S500 PUKE _&HFC82 、&HFF 

510 D=PEEK〈&HFD05) :PUKE &HFD05.CINT〈D) AND &HT7F 
520 D=PEEK〈&HFD05) : エ F D>127 THEN 520 

ら 530 RETURN 

S40 GUSUB 500 

SS50 UN ERRUR GOTH 0 

S60 END 


13-7-4 アナ ログ パレ ッ ト 設 定 テ クニ ッ ク 

デジ タイ ズ モ ー ド の と き , デジ タイ ズ カ ー ド に よっ て デジ タル 化 さ れ た 画面 デー タ は , アナ ロ 
グ パ レッ ト を 通っ て か ら 表 示さ れる の で , アナ ログ パレ ッ ト を 一 種 の デジ タル フィ ルター と し て 
使用 で きま す . 

だ と えば アナ ログ パレ ッ ト の 人 色 の 設定 を , 通常 の 聞 の 重み づけ で 設定 し て お け ば , 写真 の ネガ 
の よう な 映像 を リ り ア ル タ イ ム で 楽し サ こ と が で きま す . さら に VTR な ど で 輝 度 が 不足 し て いる 
よう な 画面 で も , パレ ッ ト の 輝度 を シフ ト し て や る こと に より , 見 や すい 画面 を 再生 で きま す . 
テレ ビ の クイ ズ 番 組 の よう な テク ニカ ル な 表示 も 楽し め ま す . この よう に アナ ログ パレ ッ ト の 設 
定 に 工夫 する こと で , 一 風 変 わ っ た 画面 を 楽し むこ と が で きま す . いろ いろ 工夫 し て みて くだ さき 
い . 

それ で は , 次 に パレ ッ ト 設 定 の サン プル を 示し ます . 自分 で パレ ッ ト 設 定 を 工夫 する 際 の 参考 
に し て くだ さい . リス ト 13-22 を 入力 し て リス ト 12-23 を 実行 し 表示 番号 (1 一 6) を 入力 し て く < 
だ さい . 


① 4096 色 表 示 
② 256 色 表 示 
③ 64 色 表 示 
④ 8 色 表 示 
⑤ 単色 ( 白 時 ) 表示 
⑥ ネガ 表示 
リス ト 13-22 アナ ログ パレ ッ ト 設 定 あ れこ れ 


ADR : +O +1 +2 + る +4 + す 5 +6 + ア 7 +8 +9 + +B +C +D +E +F  : [cs] 


5000 : 20 08 0002000000000000 件 FD?23BD 51 1E : 6C 
5010 : B6 50 02 4 27 21 4 27 2B 4 27 37 4 27 41 4 : Da 
S020 : 27 76 4 27 5C 4 27 03 4 27 00 BOD 51 30 BD 51 : 9 の 9B 
5030 : 39 86 CO BZ FD 23 39 86 OF BZ 50 04 BZ 50 05 BZ  : 62 
5040 : 50 06 20 22 86 0C BZ 50 04 86 OE B7 50 05 B7 50 : E3 
5S050 : 06 20 1 86 0C BZ S50 04 BZ S50 05 BZ 50 06 20 0D  : 23 
S060 : 86 08 B7 50 04 BZ 50 05 BZ 5S006 20 008E 0O00 00 : ジ 60 
5070 : BF FD 30 1F 13 BD 50 8D 30 01 8C 10 00 26F1 20 : DC 
5080 : aa 8E 00 00 CE OF FF BF FD 30 BD 50 AD 33 SF 30 : 7C 
5090 : 01 8C 10 00 26F1 20 93 8E 00 00 BF FD 30 1F 13 。 : 13 
5080 : BD 50 B2 30 01 8C 10 00 26F1 16 FF 7ZE BD 50 EZ : 28 
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SOBO 20 1F BD 50 E7 B6 50 07 B1 50 08 2C 03 B6 50 08 86 
SO0CO : B1 50 09 2C 03 Be 50 09B7 50 07 BZ 50 08 B7 50 6C 
SODO0 : 09 BOD 51 02 Be6 60 07 F6 50 08 1F.02 10 BF FD 32 9 る 
SOE0 : B6 50 09 BZ FODO 34 39 1F 30 F4 50 04 FZ7 50 0Z7 1F る 4 
SOFO : 30 57 57 57 57F4 50 05F75S5008B4 5006 BZ 5650 k4 ご 
Lcs」 : F9 BC 66 OB 12 5 BO 32 B6 5C F4 3E 57 16 aAC 10  : 2C 
ADR +0 +] +2 + る +@ +5 +6 + ア +8 + の 9 +Q TB +C +D +E +F  : [cs] 
S5100 : 09 39 B6 FD 12 84 01 26 14 B6 FD 12 84 02 26 F9 30 
5110 : B6 FD 12 84 02 2?F9F6 650 03 Ga 26 FD 39 B6 FD  : 1D 
5120 05 2B FB 18 50 86 80 B?7FD 05 B6 FD 05 2 FB 39  : 6a 
5130 : Fe6 FC 80 CA 80 F7 FC 80 39 7rF FD 05 1C aF 39 00 ED 
5140 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
5150 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S160 : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5170 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
5180 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5190 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ら 1a0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
51B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00O 
51CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
51D0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S1EO : OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S1FO : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
L cs ] BA 5D 43 GS5E4 28 76539a 3D 0A 3 AaA2 14 10 2F 4 


SRVEM し L13-22M"。&HS5000.&H5 1 3E . &HS000 


リス ト 13-23 アナ ログ パレ ッ ト 設 定 実行 


0 還 昌 まる る も も も も る も も る する も も も る 《 す る すもも も も も も も $《 も も も も る も る も も 《 も も も 《《.3.9. も . 


20 『'※ アナ ロク "ハマ レッ ト SET ジッ コウ 
30 !※* (て LIST 13-23 ) V3 . ぅ * 
うっ 2 「* LTST 1 う 3-2Z2 カ "。 ヒ ツ ヨ 9 テ " 人 * 


40 "上 "テリ オ テリ ィ シ "クイ ス " カー ト " 。 有力 ) 上 ウヨ ウ 9 テ " ス ん ポポ 

OU! 玉 玉 玉 来 玉 来 玉 束 玉 玉 玉 玉 求 来 束 来 玉 示 玉 玉 天 玉 天 玉 玉 来 氷 玉 未 求 玉 求 玉 玉 玉 玉 求 氷 氷 丈 氷 ポ 

100 CLEAR 、&HS5000:LUADM"L13-22M "ESCREEN 91 

1 30 SIMPUSE 3 

140 A$=TNPUT$〈1 ) : F $=CHR$(&HOD) OR A$=! | THEN 200 
142 =VAL〈A$):TF <1 DR >26 THEN 140 

150 PUKE &HS002.A:EXEC _&H5000 

170 GUTOU 140 

200 SIMPOSE 0:PRLETTES 

210 END 
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13-8 F-BASIC V3.0 と V3.3 の ベン チマ ー ク テス ト 


FM77AV で は , F-BASIC V3.0 と V3.3 が 動作 し ます . V3.3 に は , 4096 色 表 示 や FM 音源 等 
の 多く の 機能 拡張 が な され て いま す が , BASIC の 実行 速度 は , FM-7 より 遅く な っ て いる よう な 
気 が し ます . そこ で , V3.0 と V3.3(8 色 モ ー ド と 4096 色 モ ー ド ) で , 10 種類 の ベン チ ナマ ー ク テス 
ト を 行なっ て み ま し た . 


テス ト 1 PRINT 文 oe (リス ト 13-24-1 ) 
テス ト 2 PRINT 文 (画面 スク ロー ル ) ……(" (リス ト 13-24-2) 
テス ト 3 演 息 oe (リス ト 13-24-3) 
テス ト 4 文字 変数 操作 で [irererorereerrrrrn (リス ト 13-24-4) 
テス ト 5 LINE 文 ooo (リス ト 13-24-5) 
テス ト 6 PAINT 文 Oro (リス ト 13-24-6) 
テス ト 7 GOTO 文 … ぐ Oo (リス ト 13-24-7) 
テス ト 8 整数 変数 操作 〇 じい""ren (リス ト 13-24-8) 
テス ト 9 ラン ダム ファ イル アク セス ……… ぐ の "ii (リス ト 13-24-9) 
テス ト 10 シー ケン シャ ルフ ァイル アク セス …… (リス ト 13-24-10) 


徒 果 は , 図 13-24 に 示す と お り で す . まず 目 に つく の が , V3.3 の グラ フィ ッ ク の 驚異 的 な 高 
束 性 で す . ハー ドウ ェ ア 描 画 機能 の 効果 な の で し ょ う . FM77AV は 8 ビッ ト 機 な の で す が , フラ 
ィ イト シミ ュ レ ー タ の よう な ワイ ヤー フレ ー ム の 高速 3D 処理 が 実現 で きる の で は な いで し ょ う 
か 。 

し か し F-BASIC の 内 部 処理 は , 概して V3.0 の 方 が 高速 で す . これ に は , V3.3 が MMR を 使 . 
用 し て いる た め , CPU クロ ッ ク が 1.6MHz に 落ち て いる こ と が 最も 大 きい と 思わ れ ま す . また だ た, 
大 き な プ ログ ラム で は ,TWR 使用 の オー バー ヘッ ド も 大 きい と 思わ れ ま す . MMR, 1 WK の 使 
用 で BASIC の フリ ー エ リ ア が 非常 に 増大 し て いる の で す が , 処理 速度 の 低下 と いう デメ リッ ト 
も も た らし て いる の で す . 


V3.3 キ タイ プ A 
( 8 色 ) 
V3.3 キ タイ プ B 


図 183-24 V3.0 と V3.3 の ベン チマ ー ク シー ト 
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と ころ で 第 1 草 で も 試し た こと な の で す が , サブ モニ タ ( タ イプ A, B, C) は 。F-BASIC の バ 
ー ジ ョ ン に 無関係 に 選択 で きま す . で すか ら , V3.0 上 で タイ プ A の サブモニタ を 動作 させ る こと 
が 可能 で す . ひょっと する と , V3.3 の 高速 グラ フィ ッ ク が V3.0 で も 実現 する か も し れ ま せん . 

ます V3.0 で 起動 し ます . そし て POKE &HEFD13, 1 を 入力 し て V3.3 8 色 モ ー ド 用 サ プ モ 
ー ニ クタ ( タ イプ ん ん) を 選択 し ます . そし て 10 種類 の テス ト を 行なっ て み ま し た . 結果 は , 図 13-25 に 
示す と お り で す . V3.0 の 機動 性 と V3.3 の 高速 グラ フィ ッ ク を あわ せ も っ た BASIC と な っ て い 
ます . バイ オ テ ク ノロ ジー の 遺伝 子 組 み 替 え に よ る 品種 改良 を 連想 させ る よう な 結果 で す . で す 
か がら, V3.3 の 拡張 機能 を 必要 と し な い 場 合 に は , F-BASIC V3.0 十 サ プ モ ニタ タイ プ A で 動 
作 さ せる の が 最善 な の か も し れ ま せん . 

だ た だし, これ は V3.3 を 不要 だ と いっ て いる の で は あり ませ ん . V3.3 は , 多く の すぐ れ た 拡張 
機能 と シス テム アー キテ クチ ャ ー を と り い れ た 最新 の BASIC イン ター プリ タ で す . FM77AV を 
真 に 活か す の は , や は り V3.3 4096 色 モ ー ド だ と 思い ます . 


| | テス ト 1 


図 13-25 V3.0 キ タカ イプ A の ベン チマ ー ク テス ト 


リス ト 13-24-1 テス ト 1 


100 ! 炒 玉 玉 玉 氷 来 玉 玉 玉 氷 求 玉吉 来 来 求 玉水 玉 氷 来 
110 '* TEST PRUGRAM 1 氷 
120 "※ 〈( LIST 13-24-1] ) 水 
1 フフ 『 氷 来 来 来 来 来 玉 来 来 玉 来 玉 玉 玉 来 氷 求 来 来 玉 来 氷 
1 30 SCREENO 

140 MIDUTH 40.25:CHNSULE 0.25 
150 DEFINT A-Z 

160 「IME$="00:00:00" 

170 FUR エエ =1 TO 20000 

180 PRINT て {・ 

190 NEXT 

200 PRINT TIME$ 

210 END 


リス ト 13-24-2 テス ト 2 


100 『 炒 玉 来 来 玉 来 来 来 来 求 来 来 来 来 来 来 来 来 玉 玉 来 来 来 玉 
110 "* 。 TEST PRUGRAM 2 氷 
120 ! 氷  〈( LTST 1 る -24-2 ) 氷 
1 フフ  ! 素 氷 来 来 来 来 来 来 玉 来 来 氷 来 来 来 来 来 来 氷 求 来 来 求 来 来 
130 SCREENQO 

140 MIDTH 40.25:CHNSULE 0.,2G 
150 DEFTINT a-Z 

160 TITME$="00:00:00" 

170 FDR エ =1 TU 20000 

180 PRTINT TI 

190 NEXT 

200 PRINT TIME$ 

210 END 
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リス ト 13-24-3 テス ト 3 


0 


100 
110 
1 20 
1 2 ン 
1 30 
1 40 
150 
160 
170 
180 
190 
200 
210 
220 
230 
240 
250 
260 
270 
280 


100 
110 
1 20 
1 22 
1 30 
140 
150 


6 表 玉 玉 来 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 赤玉 涼 玉 玉 求 玉 丈 ホ ボ 


'* 。 TEST PRUGRANM うぅ 
'※ 。 ( LIST 13-24- う ) 


し 
し 1 


6 未来 来 来 来 玉 来 玉 来 間 玉 玉 玉 玉 ポ 玉 玉 玉 涼 玉 玉 求 玉 ボボ 


SCREENSO 

MIDTH 40,.25:CUNSULE 0,2Z ら っ 
DEFSNG 台 -〆 
DEFFNY〈(X)=SINKXX) 
X0=0:X1= る 3. 14159:P=3000 
TIME$="00:00:00" 
H=〈X1-X0)/2/ ド 
D=0:X=X0:Y=FNYKX) 

D=Y+D : X=X+H:Y=FNYKX) 
D=Y*4+D:X=X メ +H :Y=FNYKX) 
D=Y+D :P=Pー1 

IF P>0 THEN 210 
RNSMER=D*H/3 

PRINT TIME$ 

PRINT "ANSMER : iRNSMER 
END 


で る も も も も る も を を .《 を も も も も も る? も る を 
'x 。 TEST PRUGRAM 4 い 
ik ( し TST 13-24-4 〉)  ※ 
し を る も も を も も. を. も を る も も も も も を る も も る も る 、 
SCREENQO 

MIDTH 40.25:CUNSULE 0,25 
CLEAR 1000:DEFINT 介 -〆 


160 TIME$="00:00:00" 
170 FUR LOUUOP=1 TO 20 
1 80 XX る = 「「 


190 FUR エエ =32 TU 255 
Z00 X$=X$+CHR$ て (て) 
210 NEXT 

ZZO 1T$=X も DU も = 

?30 IF QI$=" | THEN 260 
240 QU$=LEFT$〈QT$. 1 )+QOU$ : Q1$=MTD$S(QT も ,2 LENCDT も うー-1) 
Z5U GUTU 230 

260 X も =Q0U$ 

270 NEXT 

280 PRINT 「IME$ 

2Z?90 END 


100 
110 
120 
1 フン 
1 30 
140 
150 
160 
170 
180 
190 
2Z00 
2Z10 
2Z20 
230 
240 


放 を も る る も る る も も も 《.《 る る 、 る も も 9《 る 《 も も る る 、 
'※ TEST PRUGRAM 5  * 
! ※ ( LIST 1 る -24-5 )〉) * 
6 来 玉 水素 玉 玉 玉 玉 水玉 玉 来 玉 涼 玉 玉 玉 玉水 水 涼 
SCREENQO 


MIDTH 40.25:CUNSULE 0,.25 


DEFINT 介 -〆 
TIME$="O00:O00:00" 
FUR T=O0 「U 31? 


LINE (1.0)-(319-1 . 199) .PSET, エ MUD 8 


NEX「 
FUR IT=O0 「U 1 


LINE (0, エ 1)-(319,199- エ ),PSET . エ [ MUD 8 


NEX「 
PRINT TIME$ 
END 


リス ト 13-24-4 テス ト 4 


リス ト 13-24-5 テス ト 5 
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リス ト 13-24-6 テス ト 6 


100 『! 炒 玉 玉 来 来 玉 玉 玉 求 来 来 玉 束 玉 求 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 求 氷 ボ ※ 
110 "※ TEST PRUGRAM 6 氷 
120 "※ 。 〈( LTST 1 る -24-6 ) ※ 
1 フフ  ! 素 玉 来 来 玉 玉 来 求 求 来 求 玉 求 補 玉 玉 玉 来 来 来 氷 来 氷 氷 未 
1 30 SCREENGO 

140 MIDTH 40.25:CONSHULE 0,25 
150 DEFTINT Aa-Z 

160 H=200 

170 MAX=H/2: YAXTS=H- 1 : YCENT =H/2 
180 TIME$="00:00:00" 

190 FUR TI=0 TU MAX STEP 5 


200 CUL=( エ T/5) MOUD 8 

210 LINE (エエ )-( う 19-[T,YAXTS-1) 、PSET , COL .B 
220 PAINT (160.YCENT 〉 、COL 、COL 

230 NEXT 

240 PRTINT TIME$ 

2Z50 END 


リス ト 13-24-7 テス ト 7 


1000 ! 来 玉 玉 玉 来 玉 玲 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 来 求 玉 玉 涼 ホ ボ 
110 "*※ TEST PRUGRAM 7 ホホ 
120 "** 。 〈( LIST 1 る 3-24-7 ) し 
1] フフ  ! 夫 玉 示 玉 玉 玉 来 玉 来 玉 玉 ※※※ 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 来 玉 玉 来 来 氷 
1 30 SCREENGO 

140 MIDTH 40.25:CUNSULE 0、25 
150 DEFINT R-2Z 

160 TIME$="O00:00:00" 

170 FUR エエ =1 TO 10 


GUTO 
GUTU 
GUTU 
GUTO 
GUTOU 
GUTO 


?980 
29 70 
9960 
9950 
940 
9930 


5520 
5510 
5500 


・PRINT TITME も :END 


5490 
5480 
54 70 
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リス ト 13-24-8 テス ト ら 8 


0 


100 " 米 来 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 束 玉 玉 氷 求 氷 玉 玉 玉 水玉 ボ 
110 'w TEST PRUGRAM 8 
120 "ww 。 〈 LIST 13-24-8 〉 ポ 
1 2 ! 素 来 玉 玉 率 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉水 氷 求 水玉 水 
1 30 SCREEN8O 

140 MIDTH 40.25:CUNSULE 0,25 
150 DEFTINT 則 -〆 

160 TIME$="00:00:O00" 

170 FUR =1 TU 2 

1000 1000=A1000+A8280 

1010 A1010=A1010+A8970 
1020 A1020= 人 1020+A8?60 

1030 A1030=R1030+A8950 

1040 A1040=R1040+A8940 

1050 A1050=A1050+A8930 


8950 A8950=A8950+a1030 
8960 aA8960=A8960+A1020 
8970 A8970=A8970+81010 
8980 8280=A8980+A1000 
990 AB8990=A8990+A0990 
10000 NEXT:PRINT TIME$:END 


BE の 98 


リス ト 13-24-9 テス ト 9 


ER 


1000 ! 素 米 涼 六 米 来 玉 ※※※※ 玉 玉 米 玉 玉 涼 玉 玉 米 玉 玉 玉 ポ 
110 '*w TEST PRUGRAM ボ 
120 *'* 。 〈 LIST 13-24-9 ) 
122 **w RANDUM ヵ カ " ツリ クラ し マム 人  ※ 
] る 『 素 玉 玉 来 玉 来 玉 玉 来 来 来 来 束 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 ホ ポポ 
1 30 SCREENGQO 

140 MIDTH 40.25:CUNSULE 0.2 ら 
150 DEFINT 傘 -〆 

160 TIME$="'O00:00:00" 

170 MX=200 

180 F$S="1:RANDUM" 

190 UPEN "RU 、 革 1、F や 

200 FUR =1 「U MX 

210 PUT 月 1 , 

220 NEXT 

230 CLUSE 

240 UPEN 「'R'。 革 1、F$ 

250 FUR エエ =1 TU MX 

26U GET 時 1 . エ 

270 PUT 本 1 MXー エ +1 

280 NEXT 

290 CLUSE 

200 PRINT TIME$ 

3 ぅ 10 END 


ササ ササ ササ サッ ヤヤ モヤ ヤッ ヤッ ヤヤ トイ エエ YR エエ RY エエ YE エ YY メア アイ イエ RCRKRYRYII55II5I5I5 や II5K べ KO べ OKO プ OKO め 5 〇 WKW⑮OlQOOEEEE 


どん の 


第 13 草 FM77AV の 特色 


リス ト 13-24-10 テス ト 10 
SH 


1000 ! 玉 玉 玉 米 玉 玉 氷 玉 玉 玉座 未 示 玉 玉 玉 求 求 玉 洲 玉水 水玉 ボ 
110 "'* 。 TEST PRUGRAM 10 氷 
120 !k 。 〈 LIST 13-24- ) し 
121 "※ SERTAL カカ "ウツ クラ レ マ ム ん 氷 
1 フフ 『 米 玉 来 玉 玉 玉 来 玉 玉 来 玉 玉 来 氷 玉 玉 玉 来 玉 求 玉 求 氷 未 ボボ 
1 30 SCREENqO 

140 MITDTH 40.25:CUNSULE 0.25 
150 DEFINT Rm 内 -Z 

160 TIME$='O00:O00:00" 

170 MX=4000 

180 F$='"!1:SERTIRL " 

190 UPEN 「' 品 "41.F$ 

200 FUR エエ =1 TH MX 

210 PRINT 41.USTING 「「 村 村 時 肝 村 「i エ 
220 NEXT 

230 CLUSE 

240 UPEN "T リ 41 .F$ 

250 MHILE NOUT E 有 FX1 ) 

260 TNPUT 村 ] ,[ 

270 MEND 

280 CLUSE 

290 PRINT TIME$ 

300 END 


ES 


と 1 


ユー ティ リティ 品 ラ ンダ ム テ フク ニック 第 


14 
音 


14-1 漢字 ビッ トイ メー ジ プ ブリ ント 2 


「 第 11 意 漢字 ROM」 の 章 で 紹介 し た 漢字 プリ ント プロ グラ ム に 機能 追加 し て 強力 に し た 漢 
字 ビ ッ ト イ メー ジ プ リ ント 2 を 紹介 し ます . 追加 し た 機能 は , 漢字 の 回 転 印字 , 倍角 印字 で 両方 
の 共存 も 可能 で す . 回 転 印字 の 指定 を すれ ば 漢字 の 縦 書 き 印字 が で きま す . 特に 何 も 指 定 し な け 
れ ば , 通常 の 横書き 印字 と な り ま す . 

使用 法 は 整数 型 変数 に 漢字 コー ド ま た は 機能 コー ド を 設定 し て , その 整数 型 変 数 を 引数 と し て 
USR 関数 に て サブ ルー チン コー ル し て くだ さい . 


[機能 コー ド 」 


$0000(0) …… アン グル 0( 通 常 印 字 ) 
$0001(1) …… アン グル 1(90" 左 回 転 ) 
$0002(2) …… アン グル 2(180" 左 回 転 ) 
$0003(3) …… アン グル 3(270" 左 回 転 ) 


$000D(13) …… 改行 
$000E(14) …… 倍角 印字 モー ド 設 定 
$000F(15) …… 倍角 印字 モー ド 解 除 


リス ト 14-2 に サン プル プロ グラ ム を 示し ます . リス ト 14-1 の 漢字 ビッ トイ メー ジブ プリ ント 
2 を \L14-1M” と いう ファ イル 名 で SAVEM し て か ら 実 行 し て くだ さい . 実行 結末 を 図 14-1 に 
示し ます . 


SAVEM“L14-1M”, &H5000, &H531 E, &HS000 


リス ト 14-1 漢字 ビッ トイ メー ジ プ リ ント 2 


IRIS 


S000 : 7E 51 SF 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 2E 
5010 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 019 
5020 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S030 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5040 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S050 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S060 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5070 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5080 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
S0?0 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
5S080 : 00 00 0000000000000000000000 00 00 00 00 


57 


と 9 と 


PE 
0005HS "ヨコ 【SGH? ' 0005HS ! NT エータ [MAUS 


ゴウ 。9 ?0 2Z 8989 ヨ ヨ dB ココ ヨ ヨ B ヨコ 0 【 り GO 5J@gd855%98 291 ヨ < L 5 コ J] 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 コ SG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヨ 3< ら 5 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0QSG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0JS5 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 と 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0USG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 06SG 
00 00 00 00 00 00 00.00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 08SG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 09S ら 5 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 05S ら 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0SSG5 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0ZSG5 
ゴ ヨコ 00 けり ゴコロ ヨゴ 46 39 SG {SG 38 9 コロ 』6 ヨ 39 6 {5 ヨコ 8 098 0【SG 
08 。 り 9 60 /Z 60 【G 69 Q% 08 > けり 0d 9 め Z ヶ Z06G ヨ 3G < 00Y5 
[ 5SJ 」] ゴ + ヨ + d+ コ J+ + U+ 6+ ロロ + J+ の + G+ ヶ + と + 乙 + {[+ O+ ddU 
ゴ ヨコ Sd 5 ヶ 9 いり ヶ 6』 Sg8 コ ヨ ココ 々 り J ヨコ 0 2% 80 89 9 と ぐ Y{ 【6 4 メ 9 L 53] 
= レン 08 / け 9 Z20 4 60 {65 6 Q 008 / り タゴ 9 USG% ヶ {1 ヶ 99 0 と 5 
シセ ち J) ちの 9 {[ ち 9 の 9 タコ ? も 9 50 9Z 90 {GSG Q 80 9 Z0 % ヶ 5 ヨ ヶ 0 ヨコ Z5 
6Q {5 ヨコ J O【 98 Z 0Z 6dQ 9Z ゆ の ヶ Z0 GS 0g@ 9 ZOO 4Z 60 00Z 
と 【5 6 Q⑨⑫, 08 / け 9』 コ 4 9 0 有 ら タタ ぐ ぐ 9 { ヶ 99 ?〕) ?%9% 選 ち 0JZG 
= レレ zY 20 9Z 90 {SG Q 80 9J Z20 ?% {5 ヨコ JJ O【 98 59G 0Z6 
9 0Z 6GdQ 9ZU ヶ ZOO GS 0O0@ 4 0 4Z 60 【G 69 qQ9 08 4JU 0UZG 
【0 ウゴ 9 ぴら タタ YS% 6 タタ J @6% {【 ヶ タ 89 〆Z ヶ SS ZZ0 4Z 90 【G U06ZG 
シル ノ d 80 9J 0 ? タ 2 02 【G ヨコ J O【 98 【@8 00 ?%{[ UO 9Z U ヶ 098Z 
@ ト マ と 0 SGS Z ヶ S?? 09 4/9 Z0 4Z 60 【5 6U qQ9 0@g AV タゴ 9 04Z6 
と ら びら 9 タタ J @69 {タタ B の 9 タ J 69 {ちち 89 ? タ 50 9Z90 1{GQ 9@0 09ZG 
ら J 9J Z0 ? タ 5 0O【 の 9 【8 00 9【 65 / と り ヶ 90 4 と いり ヶ ? タ < 4 選 05Z ら 
ゴ 【 20 【G 69 ?99 9 コロ ヨゴ 』6 Q ?598 / け 9 9?9【 99 Z0 コ ヨ Q 【5 0 
ロン 3J ?0 O コ 0 {5 ヨ 8 6 60 {5 649 うつ ヶ {0 9Z 40 GZ USZG 
マル マ / 30 【J 6 0 【5 @69 4 ヨコ 60 ? タ ZZ ? タ 0 【J 5 ? タ Z 0O【 OO $9 0 と C ら 
シノ 0O【 【Z { Z20 4 90 {G Q メ 00 00 ヨ 8 0Ot % ヶ 9 d コ ヨコ Z9 GS 0【ZG 
ら 9 ち ゴ 9? タゴ 99 ZZ 【S 0Z SG 6U0 qQd 0Z2 % タ % Z0 2 ? タ 0 0 00Z5 
L S コ ] ゴ + ヨ + d+ 〕J+ + け + 6+ 9g+ A+ の + らら + タタ + S+ 忌 + 【【+ O+ dQU 
【J 2dQ Z0 ヨコ 5 ? タ dd 89 29 2/% S6 6GU8B dd ヨコ ヨコ ヨ Q ロ UV ヨ 8 6 L SJ] 
らら 6 29d GO 06 ヨ 38 0{【 9 ヨコ g ヨ ココ 6 Q ヨ 30 {SG 4 dQ0O 【6 4 GQS 0 コ 4【G 
dg 【【 98 ?0 05 9 コロ 0 【5 d』 うつ ヶ 【 JJ Q ヶ {G ヨ 8 けり ヨ み ロ ヨ ヨ ォ 0 ヨ 3{G 
ゴ シ 6 コ 39 Q ヶ {G コ 3g8 0 【5 ら 5 コタ ヶ B【 JJ QO {5 dd ヨコ dO 00【5 
0 ヨコ JJ ? タ 0 0G 』 コ / ?0 05 』 6【 Q8 Z0 4Z SO0 0G 9』 90 {5G 0J【G 
と ゴ J。 Y【 Q8 OO {0 コ J 8Z QO@ Z0 4 と Z 0 05 9』4 90 【6 0d1{G 
と けり {【J 0Z 50 {SG 2 9J 4Z ココ 0 00 8 50 {GS 』 6S ヨコ 0 Z 0U【LG 
【6 ち 0 05 QA S【 92 Q <?0 G2 2% {8 り {【 %2Z 8% {8 <0 06G 06【G6 
6 / ヨ コタ {0 4/Z 2 5S0 6Z O【 00 J9 G0 {SG 9』 $0 06 08【G 
ロッ 5 コタ 0 05 2。』J5 5J 羽 6J SYS 60 05 ヨコ 3) 50 05 9』 @% 04【 
4 G O【 00 J8 ? ヶ タタ 4Z 40 SGZ QO OO J8 Z0 3 ヨ 3 30 9Z Z0O 09【G 
46 {8 ZZ 00 0 【5 00 ヨ 30 【【 00 0 【G 00 ヨ 30 ヶ 0 00 0 05【G 
に {5 00 ヨ 30 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヶ {G 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0S{G 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0ZtG 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0{{GS 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00【G5 
L 5J] ゴ + ヨ + d+ 0+ + せり + 6+ ロロ + + の + らら + タ + と + 乙 + 【+ O+ ddU 
ヨコ 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 ヨコ S {SG ョ ヨ 。 L 5 っ ] 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0305 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヨ 305 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0Q0G 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0J05 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0805 


ん ^ー/ さ 7 イズ と ダ と 古人 大 と エー で 理 外 十 


14-2 FLEX 一 F-BASI じ コン パー クタ 


リス ト 14-2 漢字 ビ ピット イメージ プ リン ト 2 実行 プロ グラ ム 


1000 『 玉 来 束 玉 氷 来 氷 来 来 来 来 ※ 来 来 玉 来 玉 来 来 求 玉 玉 来 ※ 玉 求 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 玉 氷 
1002 "※ KaANJT BITT IMAGE PRINT 2 シッ コウ 水 
1004 '* (て し LIST 14-2 ) V3 . 0/V る . 3 水 
1006 "'* し LTST 14-ー] カカ ヒ ウ ヨウ テ " ス ボ 
1008 " 表 来 玉 来 束 来 来 来 来 来 玉 来 来 求 来 求 来 束 玉 来 来 来 玉 来 求 来 来 玉 求 求 来 求 氷 玉 来 玉 


1010 CLEAR300.&HS000 

1020 LUADM"L14-1M" 

1030 DEF USR=&HS5000 

1040 K%=&H3021 

1050 FOR Js=O0 TO 10 

1060 FOUR TrT=O0 TH る 1 

1070 IF 1 MUD 4 THEN 1110 

1080 READ FU%:TF FUX=255 THEN RESTURE : GUTU 1080 
10?0 DUMMY=USR〈FU% ) 

1100 IF FU%>=14 THEN 1080 

1110 DUMMY=USR〈K%) 

1120 K%=K%+ ] 

1 1 30 IF 〈K% AND_ &H7F)=&H7F THEN K%=K%X+&HA2 
1140 NEXT 

1150 FUX%=13:DUMMY=USR(FU% ) 

1160 NEXT 

1170 DATA 0.1.2.3,14.0, 1 .2. る 15,255 


RI 


亜 吐 隔 選 責 ( 人 綴 表 淫 時 主旨 6 語っ 革 中 志 寺 台 杯 辛 ロー 穫 選 STSS 月 コ 員 5 時 呈 沙 電王 *ー も 洲 且 
裕 安 應 技 寺 忠 詳 時 人 遇 区 時 移 亜 湖 妥 生 馬 店 二 由仁 Hm2dE う mLE SS で やき 学生 琴 守 月 5 抽 コ H 田 | 
衣 詩 遺 遺 果 羽 次 尽 紛 綿 一 国 机 氏 5 雪 5 だ 者 南 呈 プー 思 E omm: FESI le 1 王 時 誠 く 本 SE 
姜 額 叶 右 他 中 基 員 里 明夫 旗 四 机 己 闘 pr 信 口 由 面 寺 丈二 3 EEE で T7 に 再 b ロ ニー if 直面 計 当 
表 営 届 影 記 表 窟 簿 桶 適 張 束 言 永 外史 調和 杯 目 還 玩 2 宮 三 四 5 打 守 ほ る 胡 キ 洋間 星団 軸 re 
ささ 3 コー た (ーー もこ 。 を ンー を ーー オー ョ ーー 上 あま コネ ペリ ーー- ョ ーー トー ネー 
区 王 欠 補 喉 画 拍 還 中 将 重 画 大 紀 率 計 ーー 笑 儲 ロ 味 思 上 司 式 Hr トーー ゴナ 7 TI ロナ H ル 奄 ま FTF 主 寺 、 呈 | 
兎 胡 媛 家 還 黄 莉 玩 謗 jpY 級 午 小 商人 太 大 ビ 寺 写 孝 互 m+ 用 HH HEK 品 SS 活写 球 n 葬 殖 HIZSTi 2 下 四 時に = お 
由 我 牛 画 亜 中 穴馬 区 下 航 びら 穫 回 光 圭 要 ヌ 回 中 だ 中 王寺 場 ぶ 本 に 5 エロ 下部 吾 昌 > 上 -g テモ 1 受 EH 
皆 絵 草 骸 話 要 中 駅 育 2 時 AR 項 瑞 問 呈 生 等 往生 言 雪 る SS EEHH 和 tp 手持 中 セ 坦 0 和 こま! s 旨 用 ゆで 
鹿 拡 提 格 評 弱 線 障 征 間 屋 特 且 怖 吾 下 所 つつ 2 上 ミ 寄 守 国府 は を 栖 北 宇 結 Y 信 前 打 C 昌 ます 。 診 品 五 守 


図 14-1 漢字 ピッ トイ メー ジ プ リ ント 2 実行 結果 


14-2 FLEX…F-BASIC コン バー タ 


FM シリ ー ズ の マシ ン 語 開発 ツー ル と いそ ば アプ ソリ ュー ト ア セン ブラ が 有名 で す が , FLEX 
も 忘れ て は な ら な いも の の ひと つ で す . FLEX に は 高 機能 の マク ロア セン プラ が 添付 され て お 
り , ア プ ソ リュ ー ト アセ ンプ ラ で は アセ ンプ ブル 不 可能 な 大 規模 プロ グラ ム も アセ ンプ ブル 可 能 で す . 

そこ で FLEX で 作成 し た マシ ン 語 ファ イル ( ヾ イナ リフ ァイル ) を F-BASIC の メモ リ 上 に ロ 
ー ド する “XLODER” と , FLEX の マシ ン 語 テキ スト ファ イル を F-BASIC の シー ケン シャ ルフ 


5? 


第 14 章 ユー ティ リティ 改 ラ ンダ ム テ クニ ッ ク 


ァイル に 変換 する “ZLODER" を 作成 し まし た . いずれ も メモ リク の 制約 か ら 必要 最小 限 の 機能 し 
か 付い て いま せん が , コン パク ト に まとめ て み ま し た . 


( 1 ) XLODER 
BASIC 部 分 を リス ト 14-3, マシ ン 語 部 分 を リス ト 14-4 に 示し ます . リス ト 14-4 を 入力 し た 
ら “L14-4M” と いう ファ イル 名 で SAVEM し て くだ さい . 


SAVEM “L14-4M"。&H1500, &H1682, &H1500 


実行 する と FLEX バイ ナリ ファ イル : ? と 入力 要求 が あり ます か ら , FLEX と 同じ 書式 で フ 
ァイル 名 を 入力 し ます ( 例 ……0.MAIN .BIN, FM77AV.SYS 等 )、 こ の と き ド ライ ブ プ 番 号 の 指定 
を し な いと ドラ イブ 1 の 方 が 選択 され ます . 指定 され た ファ イル が 存在 する と “OFFSET 
(HEX):? と 聞い て きま すか ら , ロー ド 時 の メモ リオ フ セ ッ ト を 16 進数 で 入力 し て くだ さい . 
キー だ け を 押し た と き に は , 0 が 指定 され た と 見 な され ます . 


1000 
1002 
1004 
1006 
1008 
1010 
1020 
1030 


リス ト 14-3 XLODER BASIC 部 分 


も する る も る も を も る も を を も も も も も を も を も も も も も も も も を る も も も も も も も る る る 

'k FLEX --> BASIC CHNVERTER CXLUDER〉) * 

'k 。 < て LIST 14-3 )  V3.0/V3.3 * 

し LTST 14-4 "上 ウヨ ウ テ " ス い 

る も も る も を も も ス を も も も ひも も な も も も も も も も も も も も も る を. 人 を る も も も る る 

CLEAR 100.&H1500 

ITF PEEK(&H1500) く >&H7E THEN LUADM"L 14-4M" 

DRTIVE=&H502 : ECUDE=&H50D : DFSET=&H51 1 : JUMP=&H513:LUM=&H5 15 : HIGH=&H5 


17・SNRME=&H520 


1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1 120 
1 1 30 
1 140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 


TINPUT "FLEX "イナ リー ファ イル FX や 

K1=INSTR(FX$, リリ):TF K1<2 THEN BEEP:GUTU 1040 

IF K1=2 THEN UNTT=VAL(FX も や ) ELSE UN エ T「=1 

IF K1>2 THEN K2=K1:K1=O:GUTOU 1090 
K2=INSTR(K1+1 FX$、 "りう :TF K2=0 THEN BEEP:GUTOU 1040 
FM$=MTD$ も (FX も , KK グ ーK ド ユー ) 

KK$=MTD$(FX$.K2+]1 , う ) 

IF INSTRC'BIN SYS CUM !、KK$) THEN 1130 

PRTNT "BAD FILE MUDOE"' ICHR$ て (75:GUTOU 1040 
FX$=STRING$(11 、CHR$〈0)〉) 
MID$(FX$, 1)=FM$ :MTD$S(FX$. の)=KK$ 

PUKE_ DRIVE,.UNTT 

FUR IT=0 TU 10:PUKE SNRME+ エ T, SC て MTD も (FX も エキ 1 1)):NEXT 
EXEC&H1503 

ERC=PEEK(ECUDE〉: エ F ERC THEN 1310 

TINPUT "UFFSET (HEX) "SS$:S$ も =RTGHT も (て "OO000"+S も . 4):UFS1=VRL て TSH" 


+LEFT$(S$.2)):UFS2=VRL て UIH"+RTGHTS(S$. 2) ) 


1200 POUKE ロロ FSET.UFS1 :PUKE OUFSET+1 , FSS2 

1210 EXEC&H1500 

1220 ERC=PEEK〈ECUDE):TF ERC THEN 1310 

1230 AD1=PEEK〈(LOUM)*256+PEEK て LUM+ 1 ) 

1240 AD2=PEEK〈(HIGH) 256+PEEK〈HTGH+ 1 ) 

1 250 AD3=PEEK(JUMP)w256+PEEK〈JUMP+ 1 ) 

1260 PRINT 

1270 PRINTVULUAD 了 アト ドレ スー | 5HEX も SC(RD1 う ED >2> リ 1 HEX も て D2 ) 
1280 PRTNT "ジッ コウ アト "レス | りり 5 ETF AD3=0 THEN PRINT リ ※k※ 氷 り ELSE PRINT HEX$〈 
QRD る っ) 

1 290 PRTNT"※※ ル END ※※ り CHR も (7?) 

1 300 END 

1310 ERRUR ERC 

1 320 END 


と / 


の" 

32 る ズ ( と っ 阿 の 0TdT、 琴 刺 LAO ひ 阿 NANOS、 SM > う イ YY タネ 影 44 レ ィ ン ひ 量 

1 回 て OISVd- ロ 9 を と ま ( 補 計 玉 導 Y ス /: 4/ と イィ ン と = (へ エズ ISVd、 ス 6 李 挙 
回 000E タ て EHS 000EHS 9- ヤ 【]、A ヨ AVS 


を まま う 2] AHAVS ひ 乏 4/ と イィ ン と マス ,/A9-【T、 タ 世 旧 時 ス 
人 と 29 凌 回 ス dHOOTX を まま 人 コ 症 20 9- ヤ 1T と ロタ 名 涯 叶 ス くみ G- セ [ゴン イタ 名 上 居 つ ISV 
ヨ dO]Z( Z ) 


Ru 有 q。 お あわ 8 有 HU8 わ 1 やわ uu キキ $ ゅ つう ひ j パ ゾ ITI'I ぽ ぱ 5 ぱ 〔1〔172 ぜ 2 ぱ ば !{I!{! や {や ミ テニ テニ チ 7 ブ 07020 ぼぼ 9090) ハ Wwsw シ ww シル ん ん ググ 
005【H3 289【H2 005【H3 "上 i 軸 タ ー タ {MAUS 


ら ツ 26 QOS Q6 9 0 ヶ タ J 48 ヨ ヨ 6 SG 09 。』 コ 9 0Z G9 u ぃ 6 [ 53] 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 コ 49{ 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 ヨ 39{ 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0d9{ 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 00 00 0J9{ 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 09{ 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0U9 { 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 069T 
65  : OO OO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 ec 4{ ZO : Ogg1 
ゴロ 38 %0 4 St GO0 ヨ ヨ 8 QO0 S0 』, ZJ 0Z et GSG0 dd st G0 029T{ 
シゴ < ゴ 【【 GS0 ココ タ 【 50 4 と ヨ 9Z 9@ ヶ ヨゴ 4 St GSG0 dd 9 り ヨ コ 099 { 
J8 : ?Z 005 ヨコ ゴ 4 QOQ 0Z 【 コ 9Z 99 8 SG』 9 4 』 ゴ 4{ ec 0659{ 
06 : QOS0O4gdSs 98 2Z 4Z {0 SG0 9 4Z 9 {gd 0 ZZ 099【{ 
り 9O0 : 0 {8 0O0 9Z 6 コ 』 コ 4{ ZZ の 9Z GSG 8 4t Gt GO 4 ヨコ { US9【 
26 : OS <{ G0 ヨ ヨ 4 G0 ヨ ヨ 00 00 ヨ 8 6 コ 5 ヨコ %Z Ot GO0O 0Z9 【 
8 9。 268 /9Z0 GSz 8 OS 【{【( 50 ココ 30 50 {IO 0c ヨ 30 0【9{ 
ゴビ 50 ヨコ ヨ dZ0 ? 多 09 9Z6GU dQg@OdJI 4Z 0OI GO eg ec 4 4 009【{ 
LS う ] : ヨコ + ヨ + Q+ コ + + U+ 6+ 9g+ /+ の 9+ G+ + と + 選 + 【+ O+ ddU 
ワウ の ロゴ 985 2689 05 SG dQ ム S6G9Jsss4dO%9 4qd4 メ ヨッ 9 1] L 53] 
【L 々 5S0 dd S0 GZ 4【 GSG0 2 』{ OS UM O{ S0 9』 5 GO コロ 035【 
59 : 0 ZZ GS ら 50 dd 8 0 {【 SG0 Jd ヨ 30 GO ヨ ヨ 0 GO 8g 0 コ 3 ら { 
x と : JJ 9 【O dQ@ 』0 0 4 <Q 9Z 8d dd ヨコ 0 GO dud 9Z 0d6【{ 
6 : ヨコ dQO8 6e コ 3588050 ヨ ヨ {OO0S89%{(68 992 8g0 GO 3 ヨ 3 0 コ J6【{ 
ヨ 36 : ココ 3 2 ヨコ J Q8 0O【 4Z {0 50 9 0 5Z 00 {LO d8 0 50 085 【 
>z9  : ヨ ヨ 6 ココ 9?9J @? コロ 0 GO ヨ ヨ dB ?0 00 ヨ 8 80 ?Z {Z {9 0 りら 【 
/ ゴ {OO 50 2?28 9{[ 9 と { ? タ 2Z 98Z {8 00 G0 42d<8 9{( 9 066【{ 
ゴゴ J{ 52 ヨ ヨ dB Q8 9』 コ 4 ロコ 6 ヨ 39 90 qd ヨ Z0 GO0 9 ヨ 4 コッ {0O 085【 
6 28 0 GZ2 【【 【J 0 d ヨ 【0 0 9?9』 00 GO 9 ZOO qd ヨ <8g 045【 
26  : ?【 JJ ? タ 8 qQ ヨ 00 ば CU0d2J <0 GO0 ヨ 8 6< J ヨ 3 9Z dO GO UM 096【 
【A り ゴ ロゴ 』 コ 6 Q 59 29 80 98 $?0 SGS0 ヨ 8 O{ ? タ ZS d@ ddO 0656【 
ちち  : GS0 42 ヨ d5098 @<< QOSG04 ヨ dGeg 28< コ < 98 8gJ 9Z {0 0? ら 【{ 
? り : G ら 0 9 GSG0 4 4【 9 コ 0 9 ゆり ヶ クラ 8 9gJ<< く ZZ ヶ GS Zd 0%6【 
ちく 。 : GS QO 50 ヨコ {0 60 4 00 0 4 と ヶ コ ヨ 4 9 の 9Z い 6G O【 0Z5{ 
の 252Z2 0J 1 け 9 08 9?99 0 9J 0Z G0 ヨ 8 と C ヶ % タ 2 SS6 9 の 1{ ヨコ 0 90 0【G5【 
に YA 58 2 9Z2 ココ dg {0 50 42650 99 00 50 = 9Z 9{ ヨ 4/ 005【 


巡回 べべ > dQO1X セー ヤセ 1 1 と (| 


いう う 朋 奄 所 っ 
| て の 7 と と ロン ラウ を も コーロ 9 を まき うと 届 ネ 298/[$ー6891$ う コス そ / ぐ </ と と と と 中 区 


々 ー ュ < へ と JISVd- ヨ ーー] 6 久 
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も 出力 する こと が で きま す . 続い て YFLEX テキ スト ファ イル : ? と 聞い て きま すか ら , XLODER 
と 同様 に FLEXX% の ファ イル 名 を 入力 し ます . た だ し 拡張 子 は , TXT, BAK, OUT, C に 限り ま 
す . また この と き に FILES | と 入力 する と ファ イル リス ト を 見 る こと が で きま す . 

この 他 に ライ ン ナ ン バ ー と スペ ー ス 圧縮 の 機能 も 選択 し ます . これ は コン バー ト し た ファ イル 


を アプ ソリ ュー ト ア セン プラ で アセ ンプ ブル する 場合 に 使い ます . 


956 


本 4 る. も る も す る する 3 る 《 も 《 す も も も も も も も も も も も も る も も も も も も も も も も も も る る も も る る で? 


リス ト 14-5 ZLODER BASIC 部 分 


! FLEX -> BaSIC TEXT CUNVERTER (ZLUDER〉)  * 


『 〈 LIST 14-5 ) 
? 氷 LIST 14-6 か カ \ 


V3.0 
ヒ ツ ヨ ワウ テ " ス 人 


※ ポ 
ポ 


も も る も も す 《 す も 《 す る 《 も す 《《 も も る する る も も も る も も る も も る 《 も も も も も も も も も も る も も も る も るる: 


CLEAR 300.&H3000 


IF PEEK〈&H3000〉 く >&H7E THEN LUADM"L14-6M" 
DRIVE=&H502 :ECUDE=&HS00 :FEND=&HS50E : SPFLAG=&H50F : SNAME =&HG520 


INPUT "BASTC シュ リリ ョ ク フ ァ イル : "。F$ 

ITNPUT "FLEX テキ スト ファ イル ・ ュ FX$ 

IF INSTR く "FTLES DIR DSP CAT".FX$)=0 THEN 1110 
TNPUT "リト" ラ イフ" ナン ハ "ー ・ UNTT 


IF UNIT く <O OR _ UNIT>3 THEN BEEP:GUTU 1070 


PUKE_ DRIVE.UNIT :EXEC&H3000 


PRTINT:GUTU 1050 


K1 =TNSTRCFX$、" "ゆう :TF K1 く <2 THEN BEEP :GUTU 1050 

IF K1=2 THEN UNIT=VAL て FX$) ELSE UNIT=1 

IF K1>2 THEN K2=K1 :K1=0:GUTD 1150 

K2=TNSTRCK1+1 、FX$."."):TF K2=0 THEN BEEP:GOTO 1050 


FM$=MTD$〈(FX$,K1+1 、K2-K1 -1 
KK$=MTD$(FX$,K2+ 1 , る う ) 


IF INSTRCPTXT BAK OUT C".KK$) THEN 1190 
PRINT "BAD FILE MODE":CHR$(7?) : GOTU 1050 


FX$=STRTNG$ て (1 1 ,CHR$〈(0) ) 


MTD$(FX$, 1)=FM$ : MTD$(FX$. 9) =KK$ 

・ LNUM 

・ っ PF も 

IF INSTRCPYy っ ".SP$) THEN PUKE SPFLAG, 1 ELSE PUKE SPFLAG.0 


INPUT "ライ フナ フ ハ "ーー (0:HFF 〉 
INPUT "AA ニース アッ シュ ク て 〈Y/N) 


PUKE_ DRIVE,UNIT 

FUR T=0 TU 10:PUKE SNAME+ エ , ASC( て MTD$(FX$. エ +1 . 1 ) ) : NEXT 
EXEC&H3009 

ERC=PEEK〈ECUDE) : TF ERC THEN 1420 

EXEC&H3003 

ER し =PEEK(ECUDE):TF ERC THEN 1420 


UPEN TU! 。 提 1 ,F$ 
PRTINT 旧 1 のり 
IF LNUM=O0 THEN 1350 


LN$=STR$(LNUM) :PRTNT 肝 1 、 RTGHT$C て LN$.LENCLN$)-1) :! 
LNUM=LNUM+10 

EXEC&H3006 

ER し =PEEK〈ECUDE) : エ F ERC THEN 1420 


IF PEEKCFEND〉=0 THEN 1320 
PRINT 旧 1 0 リ | 

CLUSE 革 1 

PRINT リリ 氷 玉 氷 END 素 氷 氷 り CHR$ て (て イ 
END 

CLUSE 昌 1 

ERRUR ERC 

END 


) 


2 
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リス ト 14-6 ZLODER マシ ン 語 部 分 


3000 7E る 31 2 7E 30 D4 7E 30 DF 7F 05 00 86 05 B7 05 BB 
3010 01 80D 7F 2e 37 86 0a CE 31 8C 34 42 8E 05 20 C6 4 
3020 0B A6 0 AaA1 CO 26 10 5 26F7 EC 42 B7 05 00 F7 20 
3030 05 01 7F 05 OD 35 C2 35 42 33 C8 18 4 26 DB B6 1 9 
3040 22 G42 27 05 B6 05 01 26 C8 86 3F 8C 86 35 BZ?7 05 ノ 4 
3050 OD 39 886 05 B7 05 OD 8D 13 24 10 8E 05 03 86 08 2 
3060 QA7 84 AD 92F FBFA 705 0OD 26 EC 39 8E 05 03 CC Q5 
3070 0 00 ED 84 CC 31 7C ED 02 B6 05 00 F6 05 01 ED 8/ 
3080 04 C1 11 25 03 86 01 21 4F F6 05 02 ED 06 6eE ?F F2 
3090 FB FQA 8D BE 25 1C B6 3 ぅ 1 7C B7 05 00 81 28 24 12 『4 コ 
30A0 B6 る 1 70 B7 05 01 81 21 24 08 8E 0O0 04 BF 05 0B に 】6) 
30B0 SF 39 C6 FF る 9 BE 05 0B 8C 01 00 25 OC B6 0 01 DE 
30CO 27 10 80 CE 26 EC BE 05 0B 6 89 31 7C 30 01 BF k1 コ 
30D0O 05 0B SF 39 20 00 02 30 30 33 39 00 04 33 39 00 06 
30E0 02 30 30 00 02 30 30 35 46 00 04 35 46 00 02 30 FO 
30FO 30 00 02 30 30 42 00 03 42 00 01 30 30 00 02 30 21 馬 
[ CS 」 F1 E6 EE 47 46 9 8B 1D 0 4 8C 8C 98 ZD CD 18 し 1 
ADR +O0 +1 +2 + す る +4 + ら 5 +6 + ア +B + の 9 +Q +B +C +D +E +F Lcs] 
3100 30 35 00 03 35 00 01 30 30 00 02 30 30 30 30 33 F る 
3110 30 44 30 00 08 3 ぅ 3 30 44 30 00 04 30 30 30 30 00 4 7 
る 3120 04 30 30 33 45 00 04 33 45 00 02 30 30 00 02 30 EC 
る 1 30 30 42 46 00 04 42 46 00 02 30 30 00 02 30 30 31 の 
3140 00 03 3 ぅ 31 00 01 30 30 00 02 30 30 3 る 3 30 00 04 33 91 
3150 30 00 02 30 30 00 02 30 30 37 43 00 04 37 43 00 EC 
3 る 160 02 30 30 00 02 30 30 33 31 00 04 3 る 3 31 00 02 30 し 2 
る 1 70 30 00 02 30 30 38 39 00 04 38 39 00 02 30 30 00 DA 
3180 02 30 30 41 36 00 04 41 36 00 02 30 30 00 02 30 E8 
3190 30 42 00 03 42 00 01 30 30 00 02 30 30 35 00 03 B2 
る 1 0 35 00 01 30 30 00 02 30 30 42 45 00 04 42 45 00 0A 
31B0 02 30 30 00 02 30 30 45 43 00 04 45 43 00 02 30 0a 
る 1CO 30 00 02 30 30 32 36 00 04 32 36 00 02 30 30 00 C8 
31D0 02 30 30 43 4 00 04 43 45 00 02 30 30 00 02 30 0 
31EO 30 38 44 00 04 38 44 00 02 30 30 00 02 30 30 31 21 
る 1FO 30 00 04 る 31 30 00 02 30 30 00 02 30 .30 32 37 00 C2 
「cS ] F1 28 E6 8E 3CaA/7 CD 6362 73 9F FB 04 00 ED BB DB 


SRVEM "上 L14-6M"、&gH3000.&H31 7B.&H3000 


14-3 ディ レク トリ アレ ンジ ャ ー 


ディ レク トリ の 並び は , 気 に し だ す と 随分 気 に な る も の で す . そこ で この 並び を 好き な よう に 
変更 し よう と いう の が , リス ト 14-7 に 示す プロ グラ ム で す . ディレク トリ に と っ て その ファ イル 
の 並び と いう の は , あま り 意 味 が あり ませ ん . BASIC は 先頭 か ら 検索 を 行ない ます の で , よく 使 
われ る ファ イル が 前 の 方 に あれ は 効率 が よく な りり ます. まだ アス キー 順に ファ イル が 並ん で いれ 
ば , ディ レク トリ が 見 や すく な り ま す . 

プロ グラ ム を 実行 し ドラ イブ 番号 を 入力 する と , ファ イル 一 覧 が 表示 され ます ( 図 14-2). 以下 
の コマ ンド を 入力 し ます . 


95Z 


第 14 曹 ユー ティ リティ 改 ラ ンダ ム テ クニ ッ ク 


MOVE 


PACK 


SORT 


|』 キー また は |M| キー を 押し ます . 表示 され る カー ソル に よっ て 移動 させ た い 
ファ イル の 和男 囲 , 移動 させ た い 位 置 を 選択 し ます . 選択 は キー に より ます . 
PHI キー を 押し ます . KILL され た ファ イル の あと に 残る 空き ディ レク トリ を す 
べ て 削除 し ます . 
|S| キー を 押し ます . 
に 並べ 替え ます . 
[W] キー を 押し ます . メモ リ 上 で 編集 され た 
ディ スク に 書き 込み ます . 

IR] キー を 押し ます . 最初 か ら デ ィ レ クト リ の 編集 を や り 直 す た め に , フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク か ら デ ィ レ クト リ を 読み 直し ます . 

キー を 押し ます . コマ ンド 処理 の 中 断 ま た は , プロ グラ ム の 終了 を 行い ま 
す . 


ディ レク トリ を ファ イル 名 が アス キー コー ド 順 に な る よ う 


ディ レク トリ を , 実際 に フロ ッ ピ ー 


リス ト 14-/7 ディ レク トリ アレ ンジ ャ ー 


1000 
102Z0 
1030 
1040 
1080 
1090 
1100 


1110 
1120 
1 1 30 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 


9 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 求 夫 玉 示 玉 玉吉 玉 玉 玉 玉 玉 雪 束 未 玉 玉 氷 水玉 


9 ポ 
9 


D 


て LIST 14-7Z ) 


し 
し 


PCt て Or ツ 骨 PPan9er 
V る .0 


! 玉 来 玉 来 玉 玉 来 玉 来 来 玉 来 束 来 来 玉 束 玉 玉 玉 求 氷 未 玉 氷 素 玉 玉 玉 ホ ボ 


PRINT 


CLEAR 8000.&H7O00:DEFINT -Z:DIM DS(7).DTR$ も (152 ) 
DIR$(152)=STRTING$〈( 32 , 25 ら 5 ) 
FIELD 0,32 AS D$S〈0),32 S D$〈(1 ) , 32 AS D$〈2) 、32 人 S D も (くう) 。 


32 AS D$〈(4),32 AS D$〈5) , 32 AS D$〈6〉.32 S D$ も 〈(? う 


還 較 Load 還 詞 
CULUR 4.0:MIDTH 80,.20:CONS 有 LE . , ,0 
Dr1ve 村 ? リ 5 

D$=INPUT$ も (1):TF D$ く "0 


UR D$ も > り "3 THEN 1150 


PRTINT CHR$(22) D$:DRV=VAL て (て D も ) 


1 220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1 280 
1220 
1 300 
1310 
1 320 
1330 


1 350 
1 360 
1 370 
1 380 
1 390 
1400 
1410 


5 ざ 


NE 


LUCATE 12.0:CULOR 6 

PRTNT "[CR]=Mave,[P]=Pack,[S]=Sort,[M]=Mrite.[R」=Retake'': 
N=O0 

LUCATE 63.0:CULUR 5:PRINT 
FUR SCT=4 TU 22 


衣 LUI 


DMY$=DSKT$〈DRV. 1 , SCT 〉 
FUR T=O TO 7 
DIR$CN)=D$ て 1 ) : NsN+ 1 


NEXT 
X「 


Ga0SUB 1410:ND=N 


' 軒 題 Connand 主 還 
LOCATE 63.0:CDLUR ?:PRINT CHRSC5)+"S1r?": 


CMD=INSTRC" 


PpMmSsMwRr "+CHR$ て 1 う )+CHR も (27) ,TNPUT も (て 1) )\2 


UN CMD GUTU 1560,.1720.2150.2310.1120.1720.2440 
GUTU 1310 
1340 " 


"人 する $$ SuDb 


・ じ し urSOr を 


X メ =N19:Y=N MUD 19 
LINE て て X*80.Y*10+10)-(X*B0+72、Y*※10+10+M) , XUR , CL , BF 


RETURN 


"@$$ SuDb 


・ D1spLay を $$$ 


1 420 
1 430 
1 440 
1 450 
1460 
1470 
1 480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1 540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 
1600 
1610 
1 620 
1630 
1 640 
1 650 
1660 
1670 
1680 
1690 
1 700 
1710 
1720 
17 30 
1 740 
1 750 
1 760 
1770 
1 780 
1790 
1800 
1810 
1820 
1830 
1840 
1850 
1860 
1870 
1.880 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 
1940 
1950 
1960 
1970 
1980 
1 990 
2000 
2010 
2020 
2030 
2040 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 


14-3 ディ レク トリ アレ ンジ ャ ー 


LINE(0,1)-(7 の 9.19 う に の 。。BF 
N=0:FLG=RSC て DTRS(N)) 
MHTLE FLG く <Z ら ら 
LHCaATE 10*〈N\19).N MOUD 1 ツ + ォ 1 
IF FLG=0 THEN CULUR 1:PRINTU OOOOOO ペ UE EGOTU 1510 
CULUR 7-SC(MTD$S(DITR$S(N) 、12.1 うう:「$= モ リー 
IF ASC(MTD$〈DTR$S〈N) , 13, 1 ))=255 THEN T$="1 リ 7 ELSE 1500 
IF ASC(MTD$S〈DTR$S(N) , 14.1))=255 THEN 「$= リ 2 リ 
PRINT T$ LEFTS〈DTRSCN),8): 
IN=N+] :FLG=ASC(DTRS て N〉 ) 
MEND 
RETURN 


' 還 較 Pack 証 讃 
LUCATE 63.0:CULUR 5:PRINT 
N=0 :FLG=ASC(DTIR も (CN)) 
MHTLE FLG く 255 
ITF FLG>0 THEN 1670 
NO0=N :N1=N 
MHILE ASC〈DIR$S(N1))=O:N1=N1+1 :MEND 
>。 MHTLE ASC〈(DTR も (N1 ) ) く 255 
DIR$〈NO)=DTR$〈N1 ):NO=N0+ 1 :N1=N1+1 
MEND 
FUR _ NO=NO TU N1:DIR$S〈NO)=STRTINGS て て 32 .255) :NEXT 
N=N+ 1 :FLG=RSC(DTR も (CN)) 
MEND 
GUSUB 1410:ND=N 
GUTOU 1290 


還 還 Move 還 畔 
LUCATE 63.0:CHLUR 5:PRINT 
N=0 :CL=4 :M= ア :GUSUB 1360 
I$=INPUT$〈(1) : TTF T$=CHR も (27) THEN 2120 
TF IT$=CHR$ も S〈(28) AND N+19<ND THEN GUSUB 
[$=CHR$ も (2 の) Ra 人 ND N>18 THEN GUSUB 
I$=CHR$〈30) AaND N> 0 THEN GOSUB 
IT$=CHR$〈31 ) AND _N+ 1<ND THEN GUSUB 
[ も <>CHR$ も (1 る 3) THEN 1750 
SUSUB 1360:CL=1 :GUSUB 1360 
NO=N 
[$=TNPUT$〈 1 ) : TTF T$=CHR$ も (27) THEN 2120 
TF T$=CHR$〈30) RAND N>NO THEN GUSUB 1360:N=N-1 
IF IT$ も =CHR$( る 1 ) AND _N+1<ND THEN N=N+1 :GUSUB 1360 
IF [IT$<>CHR$〈1 る うる) THEN 1830 
N1 =N 
N=NO0:CL=2:M=O0:GUSUB 1360 
T$=TNPUT$ も (1) :TF T$=CHR も (27) THEN 2120 
TF 1$=CHR$(28) AND N+T19 く <ND THEN GUSUB 
TF T$ も =CHR$ も (2 ウ 9) aaND N>18 THEN GUSUB 
IF T$=CHR$〈30) AND N> 0 THEN GUSUB 
ITF T$=CHR$〈 る 1) AND N+ 1<ND THEN GUSUB 
TIF T$<>CHR も (1 る 3) THEN 1890 
N フ =N 
IF N2<NO THEN 1990 
IF _N2>N1 THEN 2060 
GUTOU 2120 
MHILE N2<NO 

BUF$=DTR$S〈NO-1) 

FUR N=NO TU N1:DTR$(N-1)=DTR$〈N) : NEXT 

DTIR$S〈N1 )=BUF $ 

NO0=N0- 1 :N1 =N1-1 
MEND 
GUTOU 2120 
MHILE N2>N1+1 

BUF も る =DTR$ も て N1+1 ) 「 

FUR Ns=N1 TU NO STEP -1:DTIR$〈N+1)=DIR も 〈N) :NEXT 

DIR$S〈NO)=BUF$ 


けり PaCK "< 


JMOVve'「・ 


1 360 
1 360 
1 360 
1 360 


1 360 :N=N+19:GUSUB 
1 360:N=N-19:GUSUB 
1 360 :N=N- 1 :GUSUB 
1 360:N=N+ 1 :GUSUB 


1 360:N=N+19:GUSUB 
1 360 : N=N-19:GUSUB 
1 360:N=N- 1:GUSUB 
1360:N=N+ 1:GUSUB 


1 360 
1 360 
1 360 
1 360 


5 の 
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Drive 桁 O 
。SCTDMP 


N0=N0+ 1 :N1 =N1+ 1 
MEND 


GUSUB 1410 
GUTU 1290 


庄 還 Sort 主 詞 
LUCATE 63.0:CULUR 5:PREINT "SnOrt"・ 
N=O0:FLG=ASC〈DTR$〈N) ) 

MHILE FLG く 255 
BUF$=DIR$〈N) : NO0=N : N1 =N+1 : FLGO0=ASCC て DTR$〈N1 ) ) 
MHTLE FLGO く 255 

IF FLGO=0 THEN 2230 
IF ASC〈BUF$)=0 OUR BUF$>DIR$C て N1 ) THEN BUF$=DTR$〈N1 ) : NO0=N1 

N1 =N1+1:FLGO0=ASC〈DTR$〈N1 ) ) 

MEND 

IF NO>N THEN SMAP DIR$〈(N) , DITR$ も NO) 

N=N+ 1 : FLG=ASC(DTR$(N) ) 


MEND 


GUSUB 1410 
GUTU 1290 


還 是 Save 罰 顧 
LUCATE 63.0:CULUR 2:PRINT "MrF1te 


SUPe の リュ 


ITF INSTRCVYyP。TNPUT$(1))=0 THEN 2420 
LUCRTE 63.0:CULUR 5:PRTNT "Mr1te の 


N=O 
FUR 


S し CT=E4 TU 22 


FUR IsO TH ? 
LSET D$〈 エ )=DTR$(N) : N=N+ 1 
NEXT 


DSKU$ DRV, 1 .SCT 
NEXT 


GUTOU 1290 


回 昌 Exit 回 証 
CULUR ?:MIDTH 80.25:CLEAR 300 


END 


、・F ARTSR じ し 


:SCTDMF。T 。FURNAT 


・QSCDNP 


・Q ら U 
・ に KUN 。 ひ 
。 RUN 。 ふ 
・F INFO 
。F 上 DI5F 
.・FDISP。『 


nDIR 


し FAT 
・FCUFPYF 

。・FCUPYF。『 
MSET 
・HF ILES 

<HFILES。『 
:HF/SUB。『 
。・F エピ L 
・F TP し 


260 


.・ DSKKRUM 。 N 
・DSKRM。『 


・『 


LCR」=Move 。 [上 F =Pack 。 上 SG]=SoOrt 。、 上 MJ=MFL ュ it 。[R」= ニ ドモ ュ K@ 


図 14-2 ディ レク トリ アレ ンジ ャ ー フ ァイル 一 覧 


らら 1 ビッ 


14-4 FAT の 整 庁 


14-4 FAT の 整 序 


ディ レク トリ を 並べ 替え る と , FAT も きれ い に し た く な る の が 人 情 で す . この ブロ グラ ム で 
は 。 ディ レク トリ の 順に ファ イル の 格納 場所 (FAT) を 並べ 直し ます ( 図 14-8). 

プロ グラ ム を 起動 し て ドラ イブ 番号 を 入力 する と , 処理 中 の ファ イル 名 を 表示 し な が ら フ ァ イ 
ル の 格納 場所 を 並べ 直し て いき ます . すべ て の ファ イル を 並べ 直す と “Completed.” と 表示 され , 
プロ グラ ム の 実行 が 終了 し ます . 場合 に よっ て は , か な り 時 間 が か か る こと も あり ます か ら 注 意 
し て くだ さい . 


リス ト 14-8 FAT の 整 序 


0 


1000 『! 玉 玉 玉 玉 来 涼 玉 玉 玉 来 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 束 玉 玉 玉 涼 玉 玉 玉 玉 玉 束 玉 玉 ※ 
1020 『** FAT 1n し Ltne with d1rectory 素 
1030 『※ ( LIST 14-8 ) V る 3.0 
10400 ! 表 補 玉 来 来 玉 玉 ※※ 玉 ※ 束 玉 玉 数 玉 来 玉 ※ 来 玉 ※ 素 玉 玉 玉 玉 玉 求 玉 束 玉 束 ポ 
1080 MIDOTH 80.25:PRINT"++ FAT in Line':PRINT 
1090 CLEAR 10000.&H7000:DIN DR$〈(7) 、FBF$(7) ,LBF$( 了 ?) ,、FBM$S(7) .LBM$ て 7) , NMT 
$(152) 
1100 FIELD 0.5 AS DMY$.152 AS FATIU$ 
1110 FIELD 0.32 S DR$〈0)、32 AS DR$〈1).32 AS DR$S(2).32 AS DR$ く う )・ 
32 AS DR$〈(4).32 AS DR$(5) .32 AS DR$〈6〉).32 AS DR 
$〈/) 
1120 INPUT"Drive 持 "DRVS:TF DRV$=" | THEN DRV や ="1 
11 30 IF DRV$<〉>"0" AND DRV$ く > "1 り "7 THEN 1120 
1140 DRV=VALCDRV$ ) 
1150 D$=DSKI$(DRV. 1 .1):FAT$=FATTU$ 
1160 PST= 0:GUSUB 1530: TD$=TBL$ 
1 1?70 PST=14:GHSUB 1530:CND$=TBL$ 
1180 GOSUB 1630 
1190 DCN=0:CPM=O 
1 200 MHILE MID$S(TD$.DCN+ 1 , 1 ) く CHR$ く て 2 らら) 


1210 TF MID$〈TD$, DCN+1 , 1 ) =CHR$(0) THEN 1400 

1220 CPF=ASCCMTD$〈CND$,DCN+1 、1)):PRTNTU NMTS(DCNO) の ェ : 
1230 MHILE CPF く <&HCO OUR_&HFD く CFPF 

1 240 MHILE MTD$(FAT$, CPM+ 1 , 1 ) =CHR$ て 254 ) 

1 250 CPM=CPM+ 1 

1 260 ぃ MEND 

1270 IF CPF=CPM THEN 1380 

1 280 GSUSUB 1970 

1 290 CNF$=MTD$(FAT$,CPF+1 ,1) 

1 300 CNM$=MTD$(FAT$,. CPM+ 1 。」1) 

1 310 MID$〈(FAT$,、CPF+1 , 1 ) =CNMS 

1 320 MID$(FQAT$, CPM+ 1 , 1 )=CNF$ 

1 3 うろ 0 D$=DSKTI$〈DRV。 1 ,、1):LSET FATTH$S=FAT も :DSKU$ も DRV 1, 1 
1 340 SCN=CPF : GHSUB 1730:XCN=SCN 

1 350 SCN=CPM : GUSUB 1730 

1 360 MCN=SCN : MCP=CPF : GUSUB 1840 

1 3 る 70 MCN=XCN : MCP=CPM : GUHSUB 1840 

1 380 CPF=ASC て (MTD$(FAT$, CPM+ 1 , 1 ) ) : CPM=CPM+ 1 

1 390 ぃ END 

1 400 DCN=DCN+1 

1410 MEND 

1 420 BEEP 1:PRINT:PRTNT"Compteted.":BEEP 0:END 

1430 

1440 " 

1450 『" 

1460 * 

1470 *' 還 輸 Read Direrctory 衣 証 

1480 DSN=DTRN\B8+4 :DRN=DTRN MHD 8:D$=DSKT$S〈DRV. 1 .DSN ) 
1 490 DIR$=DR$S〈DRN):TD=RSC(DTR も ) 

1500 RETURN 
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づ 6 グ 


' 軒 是 Make tabte 回 還 

TBL$=STRTNG$(153、255) : DTIRN=0 : GHSUB 1480 

MHTLE TD<255 
MTD$〈(TBL$、DIRN+1 , 1 ) =MTD$〈DTR$ ,PST+ 1 、 1 ) 
DIRN=DIRN+1 :DRN=DTRN MOD 8 
IF DRN=0 THEN D$=DSKT$〈DRV, 1 , DIRN\B+ 34 ) 
DTIR$=DR$〈DRN) : TD=ASCCDTRS$S) 

MEND 

RE TURN 

@ 


' 置 軒 Maeke name tabtLe 関 還 

DTIRN=0:GUSUB 1480 

MHTLE TD<255 
NMT$S〈(DIRN)=LEFT$〈DTR$,8) 
DIRN=DIRN+ 1 :DRN=DTRN MHD 
IF DRNs0 THEN D$=DSKT$S〈DRV, 1 、DIRN\8+4 ) 
DTIR$ も =DR$〈DRN) : TD=ASC〈DTR$ も ) 

MEND 

RETURN 


' 置 置 Searech cLuster number 還 較 
PCN=INSTR(FAT$, CHR$ も (SCN ) ) 
IF _ PCN>0 THEN SCN=PCN : GUTU 1810 
PCN=TINSTR(CND$, CHR$ も (SCN ) ) 
TF PCN=O0 THEN 1800 
MHILE PCN>0 AND MID$(TD$,PCN. 1 ) =CHR$ て (0 ) 
PCN=INSTRPCN+1 , CND$ , CHR$〈( SCN ) ) 
MEND 
SCN=-PCN 
RETURN 


' 詳 時 Mrite CLuster number 関 還 
IF MCN=0 THEN 1930 
MCP も や =CHR$〈 て MCP ) 
ITF MCN<O THEN 1900 
MID$S〈(FAT$, MCN, 1 ) =MCP$ 
D ゃ =DSKT$〈DRV. 1 . 1):LSET FATTU$=FAT$ :DSKU$ DRV, 1 , 1 
GUTU 1930 | 
MID$〈(CND も , -MCN, 1 ) =MCP$ 
DTIRN=-MCN- 1 : GHSUB 1480 
MIU$S〈DIR$, 15, 1 )=MCP$S :LSET DR$〈DRN) =DIR$ : DSKU$ DRV, 1 、DSN 
RETURN 


' 軒 軒 Exchange cLuster 関 還 
FIELD 0,.128 AS FH$S, 128 AS LHS$ 
TNF = じ CPF 4+2: SNF=(CPF MOUD 4)*+1 
TNM=CPM\4+2: SNM=〈CPM MHD 4)*+1 
FUR C=O TO 7 
DU$=DSKT$ も (DRV, TNF , SNF+C ) 
FBF$〈 じ )=FH$:LBF$(C)=LH$ 
NEXT 
FUR C=O TH 7 
D ゃ =DSKT$ も (DRV, TNM , SNM+C ) 
F BM$(C)=FH$ : LBM$〈C)= し H$ 
NEXT 
FUR C=0 TH 7 
LSET FH$S=FBF$〈C):LSET LHS$=LBF$〈C ) 
DSKU$ DRV, TNM , SNM+C 


NEXT 

FUR C=O TO 7 
LSET FH$=FBM$〈(C) :LSET LH$S=LBM$〈C ) 人 
DSKU$ DRV、,TNF , SNF+C 

NEXT 

RETURN 
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14-5 WIDTH プ リセ ッ ト 


F-BASIC V3.0 で は 起動 時 の 画面 は 通常 40 字 20 行 で す が , 80 字 25 行 に な っ て いて 欲し いと 
思う こと が あり ます . ROM モー ド で は どう し よう も あり ませ ん が , DISK-BASIC な ら フ ロッ ピ 
ー デ ィ ス ク 上 の DISK-CODE を 書き 換え る こと で 実現 で きま す . 

14-3 を 見 て くだ さい . これ は シス テム ディ スク の トラ ッ ク 0, セク タ 16 の 内 容 で す . この 
$BDC8BC が WIDTH 40,20 を 実行 し て いる 部 分 で す . これ を 図 14-4 の よう に 書き 換え て し ま 
う の が , この プロ グラ ム で す ( リ スト 14-9). 


呈す 〇 +1 + フ + マ +4 + +6 + フ 7 + 日 + す 9 + 人 Q +E + ビ +D +E +F CS 〇 12 く 4567898BCDEF 


OO  E6 E6 4 33 8 56 30 O1 A6 BBO ^A7 D1 5 26 F9 35 DE すす WsSI VO 3 うー? ム Z& コ 
1O OO2 4D 7E 71 6F QQO QO_ QOO QO QO QO QO QO_ OO OO _QO 人 D M^ ロ O 


60 OO OO QO OO OO OO QO OO OO OO OO OO QO 34 40 BD さ 1 4(@ ズ 
70 Cg BC BE 72 1 BF 71 FC CC OO O2 F フ 7 71 FF B ロ 7 フ 72 や = だ 1 ネ シ 議 ブフ ロフ キ r 
BO O2 86 02 BZ7 72 OO 7F 71 FE BD 74 E6 B6 72 01 だ ぞ 6 OZ/ 画 キロ ス t マカ & 

9 の 。 63 ^A6 O ヌ 4 B1 QO3 22 5C E6 Q4 C1 OF 22 56FD 71 FB c ラ う J_ " 学 和 すま 「MG 
AO FaA CC O1 03 B7 72 02 F7 72 OO B6 72 OO 1 20 27 4E 2 キテ 名 jr 
BEO 4 る BD 74 E6 7D 72 O1 26 さ B BE 72 13 CE 6F EA C6 BEB ヒス キサ r 3 本 ホ O@ ニ 
CO 0Q7 6 84 27 1 る 3 1 FF 27 2B A6 ヨ 8 A1 CS 26 092 GR コノ / ブ 下 "  " ォ ラ 画 。 ナ & Z 
DO 2A F フ 7 F フ 7 72 1 さ 16 QQO AaAC さ O 8 2O BC 73 1 さく 26 E1 50 天才 ャ O| 目 5 & 上 
EO 7C 72 OO 20 CS 52 SS5 4E 20 22 5354 41 52 54 53 ED ir ナ RUN "STARTU 
FO 50 2O 22 QO 7F 72 13 さ BE 71 9C BD 5 BD SE BE 71 FF  F "Fr 回 . 位 / 四 [回 


こ 5 4F D ぅ 3 7 B? ツ ?B 937 C 96 EF BB ヨコ B 1D //F/Z Q? E9 ツ 6 


図 14-3 改造 前 の シス テム ディ スク の 内 容 


OS ほら 。 すす 〇 1 オビ + す ふさ + す 4 + コ + す 6 +/ + す 日 オツ + す 人 Q + す 刀 すじ +D +E +F Cs OO1 ご うさ 4 つら 67 ロウ RBCDEF 


OO _ E6 E6 4 ふ 3 8 8986 30 01 6 80 8/Z D1 ご だ ご ら F ツ うら DE すす 得 551 VO ラー ァ ム ZS 
10  QO 4D ZE Z1 6F OO OO QOQO OO_ OO _ OO _QOO_ QOO_ OO QO OO _ 欠 D M~ ロ Oo 

CO OO_ OO QOO OO OO OO OO OO OO OO OO QOO OO OO_ QOO 00 OO 

SO OO_ OO OO_ OO OO OO OO OO OO OO OO_ OO _ QOO_ OO_ QOO_ OO _ OO 

4 り 0 OOQO_ QOO OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO _ 00 

20 OO_ OO_ QOO_ OO_ OO OO_ OO OO OO_ OO OO_ OO_ OO OO CC 80 1 はじ ん コ 
6 り 0 1 ヲ 9/ じき さ FZ7 QOS OD 5AFZ OS OF ZE CB BC 34 4O BD 10  /Z 天 で ネ シ 4g ズ 
7O 6e6F SE BE 7 1 BF 7Z71 FC CC OO 0 ご F/7 /1 FF BZ/ ノビ モー 6 人 6 OoO グ 馬 - 7d ロ 2 天 ロ キレ 
8O OZ 8B6 O2 BZ 7Z2 00 7F 7Z1 FE BD 74 E6 BEB6 /Z2 01 6 0Z 較 キロ スモ も マカ)r ん を 

9O 6 る 6 O ミ ヌ 4 B1 0O3 22 5C E6 04 C1 OF 22 56FD 71 FB ヒラ J_ "ペチ "vVqg 
DO  F 全 CC 01 0 うう BZ/ 72 02FZ7 72 00 B6 72 00 81 2O0 2Z 4 2 キレ も > カ jr 
BO 43 BD /4 E6 ZD 72 0O1 2 ど 6 ふ 3B BE / ノ で 13 CE 6F EA じ 6 BE ビス キマ)F &&』 語 - ホ O@ ニ 
じ CO 0/ 6 ヨ 4 ご / 13 ロ 1 FF 27 2B 6 88 1 C コ 26 079 5A ら Z ブ mW "一 "+ ラ 画 。 ナ & Z 
DO - ご 全 F ノ F/Z 7 フジ 2 13 16 OO 6C 30 BB 2EO BC 73 13 6 E1 らら 0  * 珍 W- ャ OI| 邊 ss 称 ト 
ED し 7/E OO 2O CS SGS2 SS 4E 2O 22 5354 41 S52 84 558 ED jiFr ナ RUN "STARTU 
FO 0 2O ジン OO 7/F 272 13 BE /Z1 9C BD SA BD SE BE 71 FF  F "Fr 胃 ロ . 憶 / 自 [ 騰 ロ 


C5 OF 0OC 6 BO ?E 64 06 8BD F2 CA O9 ES 33F7 DS 39 82C 


6 マ ? 
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OOOOO 6FSE じじ し ら 50O19 LDD も こつ ひ 19 
OOOO1 6 ム 6F61 マ ノ / C3 ら 「 全 く 各 OOC さ 
OO0OO デ 。 6F6 ミ る F/ OS3OD ら 「B ひさ OD 
OOOO さ 6F66 つ 代 DECB 

OOOO4 6F67 F / O3OF ら 「 も 〇 さき OF 
QOO00OS 6F6aA /ZE CBBC り M ビ も じ BBC 
OOO0O6 6F6D さ 和 4 4 の FSHS U 
OOOOZ7 6F6F BD 6FSE りら R る 6F5 ヒ 


図 14-4 改造 後 の シ ステ ム デ ィ ス ク の 内 容 


ドラ イブ 0 に 書き 換え た い デ ィ ス ク を セッ ト し て プロ グラ ム を 起動 し ます . そし て BASIC の 


1000 
1020 
1030 
1040 
1080 
1090 
1100 


WI1DTH 文 の 妥 領 で , 文字 数 と 行 数 を 入力 し て くだ さい . 


本 4 も 《 も すもも も すす 9《 も も も する も る 《《 も も る る 《 も も すす も すもも も るい 

" 涼 MIDUTH preset し 

" (て LTST 14- の 9 ) V3.0 * 

剛 。 る る も すもも る も す すす も る する すす も すす も も も も も すもも も も る て ・ 

CLEAR 1000.&H7000:DEFTNT AaA-U 

CULUR 7.0:MITDTH 40.20 

FIELD 0,3 aS ITDO$.,160 AS DOMY$,6 AS TID1$ 
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1110 D$=DSKT$S〈0.0.15) :DT$=TD1$ :D$=DSKT$(0、0 , スウ ) 
112Z0 IF ITDO$= リ "NTV OU AND 〈DT$="821001" DR DT$="B40505") THEN VER= く る ELSE 
VER=0 
1130 IF VER=s0 THEN PRINT'Unidentified System Disk !! "EEND 
1140 * 
1150 PRINT"MIDTH preset for F-BASIC Ver る 3 る.0":PRTNT 
1160 INPUT リ "ーー-> MTDTH "。M。C 
1170 IF M<>80 AND M<>40 THEN 1160 
1180 IF C<>25 AND C<>20 THEN 1160 
1120 FIELD 0.94 AS D1$,15 AS MSET$,3 AS D2$,2 AS HOOK$ 
1200 D$=DSKIT$〈0.0.16) 
1210 LSET MSET$=CHR$S て &HCC)+CHR$S て M)+CHR$S(C)+CHR$SC&H27)+CHR$C&HC ス る )+CHR 
$(&HF 7 ) + し LHR も S て 3)+CHR も (HOD )+CHR$S(&ZHSR)+CHR$(&HF 了 7)+ 
CHR も て うるう )+CHR も (HOF ) +CHR$S(&H7E)+CHR$S て &HCB)+ す CHR も (て &HBC 
2 
1220 LSET HUUK$=CHR$〈&H6F )+CHR$ も (て &HGE ) 
1230 DSKH$ 0.0,16 
1240 PRTNT:PRINT VOUK ! 9:END 
14-6 FAT セー ブレ ー ト の 変更 


FA] は ディ スク ファ イル の 格納 状況 を 示す も の で すか ら , 頻繁 に 書き 換え られ て いま す . この 
書き 換え の 目安 と な る の が , モク タ の 書き 換え 回 数 で す . 

DISK-BASIC で は , FAT は ワー クエ リア の ドラ イブ テー ブル に 読み 込ま れ て いて , プロ グラ 
ム の セー プ な ど が 行なわ れる と デー タ を セク タ に 書き 込み な が ら メ モリ 上 の FAT に その こと を 
記 錠 し て いき ます . そ し て セク タ へ の 書き 込み 回 数 が FAT セー プレ ー ト に な る と , ドラ イブ テー 
ブル の FAT を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 戻し ます . 
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この FAT セーブ プレート は 。V3.00 で は 何と 1 回 に な っ て いま し た だ た. V3.02,。 V3.3 で は , 17 回 
と な っ て いま す . この FAT セー プレ ー ト は , RAM 上 の 次 の エリ ア に 設定 され て いま すか ら 容 支 
に 変更 可能 で す . 


$05E5(V3.0) 
$03686(V3.3) 


シス テム 起動 後に 上 記 の 値 を 書き 換え て も いい の で す が , 手間 を 省く た め シ ステ ム デ ィ ス ク の 
BASIC コー ド を 書き 換え る プロ グラ ム を 作っ て み ま し た (リス ト 14-10). プロ グラ ム を 起動 後 , 
*HOW many SECTORS EACH ?” の メッ セー ジ に 対し て 数 値 を 入力 する と , FAT セ モー フレ 

ー ト が 入力 し た 値 に 設定 され て DISK-BASIC が 起動 する よう に な り ま す . 
リス ト 14-10 FAT セー ブレ ー ト の 変更 


IE 


1000  ! 米 来 米 来 来 来 来 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 来 玉 来 求 束 氷 玉 求 玉 来 玉 玉 玉 ※ 氷 
1020 !※ FAT save rate Change 氷 
1030 『'※* 〈 LIST 14-10 ) V3.0/VS. う  ※ 
0【6 間 M ま も る. も. る も すもも も 《《 も も 9?《 も? も る も も 3 も る? も る?《《3 も すす る 、 


1080 CLEAR 1000.&H7O00:DEFTINT 日 -U 

1090 CULOR 7?7.0:MIDTH 40.25 

1100 FIELD 0.3 AS IDO$.160 AS DMY$.6 AS TD1$ 

1110 D$=DSKT$〈0.0,.15) :DT$=TD1$:D$=DSKT$(0.0, 32) : VER=O 

1 120 IF TIDO$=" よ エ AND 〈DT$="821001" OR DT$="840505") THEN VER=3 ぅ 
1130 IF IDO$=" TrTV AND DUT$=" 8 THEN VER= る 3. 3 
1140 IF VER=O THEN PRINT"Un1dent1fied System DisKk ! EGOUTO 1270 | 
1150 

1160 PRINT' 時 叶 FAT Save COuntS Chang@e 

1 1 70 PRINT:PRINTUSING "F-BASIC Ver 本. 盾 SyStem Disk'iVER 

1] 180 IF VER= る 3 る! THEN TRK=0: SCT=18:FIELD 0.104 AS D1$,1 S ゝ し $ ゃ 

1190 IF VER=3.3 THEN TRK=3: SCT=23:FTELD 0.134 RS D1$,1 内 S ゝ し ゃ 

1200 D$=DSKI$S〈O0、TRK、SCT) : SC=ASC て SC しゃ ) 


PRINT :PRINT"HOow many SectorsS each 〈 CR =PSCPD う 
TNPUT' ":SE$:TF SE$=" の 9 THEN SE=SC ELSE SE=VRL(SE ゃ ) 
IF SE<1 0UR 255<SE THEN 1210 

LSET SC ゃ =CHR$〈(SE ) 

DSKU も S 0.TRK.SCT 
PRINT:PRINT UK 
END 


14-7 万 年 カレ ンダ ー 
カレ ンダ ー 人 作成 の プロ グラ ム を 作っ て み ま し た (リス ト 14-11). 上 曜日, 月 の 印字 が 漢字 と な っ 


て いま す が , ビッ トイ メー ジ プ ブリ ント を 使用 し て いる だ た め 通 常 の プリ ンタ に 出力 で きま す ( 図 14 
こう) 


965 


1000 
1002 
1004 
1006 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1 090 
1100 
1110 
1120 
11 3C 
1140 
1 150 
1160 
1170 
1 180 
1190 
1 200 
1210 
1 220 
12 30 
1 240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1 300 
1 310 
1 320 
1 3 う 30 
1 340 
1 350 
RN 

1 360 
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リス ト 14-11 万 年 カレ ンダ ー 


を を も する る も る も を 《 も すもも する 《 も も る も も も る を も る も も を も る も る も る も 
! 氷 マユ ネン カレ ング ド ボ 
! ※ て LIST 14-11 ) V る 3 る.0/V り る. る 氷 
する. すす も を も も も する も 9 も も も る も る る る も る を も る も も を も を る も を を も る ・ 
CLEAR 500.&H5000 
MIDTH80.25 
PRTNT "ナリ ネン ノ カレ ンク リー ブ コ " キ ホソ" ウ テ " スカ ツリ 
ITNPUT 『" セイ レキ テ " ニュ ウリ ョ ク シテ ククリ "サイ 。 YEAR 
TNPUT ファ リフ ター ニニ ウチ タリ シマ スカ (Y/ND7 りり 人 る 
IF INSTRC リ "YY ッ ン "AR$ も ) THEN LP=1 ELSE LP=O 
DTIM YUUBIM〈1 る 3) 。DAY〈(1 る 3) ,。 MUUN$ も (13) . MHRK1 て 1) 
FUR MUUN=1 TH 13 
GUSUB 1590 
YUUBIM〈(MUUN)=YUUBI 
JJ=YUUB エ -〈YUUBTIM(MUUN-1)):TF JJ く OO THEN JJ=JJ+ ア 
DAY〈MUUN- 1 ) =JJ+28 
NEXT 
GUSUB 1950 
GUSUB 1650 
IF LP=O THEN OUUT$="SCRN : "ECLS ELSE HUT$="LPTO:" 
UPEN "OU 時 1. 有 HUT$ 
PRINT 寺 1.STRTING$S〈58」 リ "* り 9): 
PRTINT 寺 1.、USING'' CALENDAR 時 時 時 の :YEAR: 
PRTINT 肝 1 。) 炒 氷 玉 ※※ り 
FUR MUUN=1 TU 11 STEP 2 
FUR LC=0 TOU 9 
IF LP=1 AND LC=3 THEN EXEC&HS000: GUTU 1290 
PRTINT 肝 1 。"※ 2 
JJ=0:GUSUB 1340 
PRTNT 時 1 ," が 
JJ=1 :GUSUB 1340 
PRTINT 村 1 ." ポリ 
NEXT 
GUSUB 1470 
NEX「 
END 
IF LC=O UR LC=2 THEN PRINTH1 , SPACE$(28): :RETURN 
IF し L じ =1 AND LP=O THEN PRINT1 9 iMUUNS く て MUHUN+JJ ) : SPACE$( て (19) : :RETU 
+F し し =1 AND LP=1 THEN PRINTHH1 、CHR$S( て 14 うす リリ +MUUN も (て MUUN+ JJ ): "| 上 


・ し HR$ も (20)j::RETURN 


1 370 
1 380 
1 390 
1400 
1410 
1 420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
152Z0 
1 っ 30 
1540 
1 550 
1560 
1570 
1580 
1 590 
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IF LC し =3 THEN PRINT 持 1. "SUN MUN TUE MED THU FRT SAT "ij:RETURN 
IF L し し =4 THEN MURK1 て (JJ)=1-YUUBTM(MUUN+JJ ) 
FUR IIT=1 TU 7 


IF _MURK1(JJ〉 く =0 UR _MURK1 て JJ)>DRY て MDUUN+JJ) THEN 1450 
PRINT 村 1.USING' 旧 村 UiMORK1 て (JJ): 
MURK1( て JJ)=MURK1( て JJ)+1 
NEXT 
RETURN 

PRINT 提 1 "| "s・GUTOU 142Z0 


IF _MUUN=3 UR _MUUN=7 THEN 1500 
IF _MUUN=11 THEN 1510 

RETURN 

IF LP く <>0 THEN RETURN 

PRINT 有 Hok DESPRCE も て 76) 1 0 玉 
PRINT 革 1.STRTNG$S て (て 78。 リ りう 

PRTINT _ "HIT ANY KEY! 

R や =INKEY も $: 朋 も =INPUT$ く 1 ) 

IF LP く >0 THEN RETURN 

IF _MUUN く >11 THEN CLS:PRTNT 村 1 . STRING$(78."* け ) 
RETURN 

リ 


YY=YERAR :MZ=MUUN- う :TF MZ<0 THEN MZ=MZ+12: YY=YY- 1 


MX=MZ _ MUD 5:MY=MX_ MOUD 2:YZ=YY MUD 400 
MM= て MX プ 2) ネコ +TMYT* キ う + す (て MZ\ ら う 氷 1 う 
YUUBT=(YZ+Y の 4-ーY の \100+MM+ う ) MOUD 7 
RETURN 

@ 


ITF LP=O0 THEN RETURN 
RESTURE 1800 
FUR ADD=&HS000 TU &HS1FF :PUKE AODD.0:NEXT 


READ 


KK$:[F KK$= リ "* リ | THEN 1720 


DR=VRL て CH"+ ャ KK$ ) 
IF DA>255 THEN DD=DA:GUTU 1680 


PUKE 


RDUD,DR: DD=ADD+1 :GUTU 1680 


FUR JJ=0 TO 6 


FUR 


IT=O0 TH 11 


REAUD KK$:DA=VALC て TU&H"+KK$ も ) 
PUKE_ &H5010+JJ*24+TT。DA 
PUKE &H50C5+JJw24+TT,DR 
NEX「 


NEX「 


RETURN 


DRTR 
DRTR 
DATR 
DRTR 
DRTR 
DATR 
DRTA 
DRTRA 
DRTR 
DATRA 
DATA 
DRTR 
DRTR 
DATA 
リ 


っ 000.8E,50.08,6E. の 9F,FB,FA,00 
OE,00.50,10.01.5C,.00.00 
2 ,20.20.20.20.20.20.,20 
20,.1B,4B.9C.00,.50B9、 20.20,20 
20,20,20.20,20,1B.4B,9C 
00.5161 ,.20.20,20.20, 20. 20, 20 
2Z0.2,.0D, 0 人 ,※ 
00,FF ,FF ,⑦1 , の 1 ,9] 、 の 1 ,91 ,91 、FF ,FF , 00 
01,FF .FE,94.94、94 94.94.94、FF 、FF , 00 
じ 1.E1.23、02.06,FC、FC,06,02.23,E1 ,C1 
Z1 .23.26,.2C, 38、FF ,FF , 3C.66.C2.81 .01 
Z1 ,Z う 3,26.2C,38,FF 、FF 、 38,2C, 26.23,.21 
2Z1 、2Z う .23。55,55. の F 9F 、55, 55, 23.23,21 
01.01.11.11.11.FF。FF,11.11.11.01.01 


RESTURE 2000 
FUR JJ=} TOU 12 
REAUD MUUN$ て (JJ) 


NEXT 


14-7 万 年 カレ ンダ ー 


し あああ る る あま ある ある あま も も えさ まえ ススメ ネス メ メス エ よ エエ よ エ エメ エメ エメ ズ よ よ エメ メメ メ エ メス メメ エエ メメ テテ エメ テテ エズ 2 還 M^1 加 ココ 97^1 こ 全品 ま -7 に < 人 E ス エネ テ ・: 


1 


1 し = 還 時 に: < ぞ 
貼 本 本 本 主 四 戸 
1 2 さる 4 
5 6 7 8 9 1o 11 2 。 る 
12 13 14 15 16 17 18 9 10 
19 。 20 。 21 22 23 24 25 16 17 
26 27 2B 29 3O る 1 2 く 24 
ご 二 ー 症 時 で 生 
月 2 本 生 二 中 貼 
1 
< る 4 5 6 7 8 6 フ 7 
9 。 1O 11 12 1 さ 14 15 1 さ 14 
16 17 18 19 20 21 22 2O 21 
< ス 24 25 26 27 28 29 27 28 


図 14-5 カレ ンダ 出力 例 


| 
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14-8 マシ ン 語 デー タ 文 作成 


マン ン 語 サブ ルー チン は BASIC ブロ グラ ム と 組み 合わ せ て 使う こと が 多い も の で す が , 短い 
も の で あれ ば BASIC の DATA 文 で 持っ て お いて , プ ログ ラム で メモ リ に 書き 込む と いう こと を 
よく 行ない ます . こう する と ファ イル を ふ だ つ に 分 け な く て すむ の で 便利 な の で す が , DATA 文 
こ 変 換 す る の は 結構 面倒 で 間違い や すい 作業 で す . そこ で マシ ン 語 を BASIC の DATA 文 に 自動 
的 に 変換 する ブログ ラム を 作成 し まし た (リス ト 14-12). 

ブロ グラ ム を 起動 し て , 以下 の パラ メー タ を 入力 する と, DATA 文 を 指定 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク 上 に アス キー 形式 で 作成 し ます . マシ ン 語 サブ ルー チン を 利用 する BASIC プロ グラ ム と マー 
ジ し て 利用 し て くだ さい . 


・ マシ ン 語 ファ イル の ファ イル 名 
・ マシ ン 語 の 開始 アド レス 
・ マシ ン 語 の 終了 アド レス 
・ DATA 文 の 開始 行 番号 
・ DATA 文 の 書式 
0:1 行 16 バイ ト 
1:1 行 16 バ イト で 行 の 最後 に 合計 値 を つけ る 
2:1 行 255 文字 以内 で 詰め 込む 
・ DATA 文 で の 数 の 形式 
0 : 16 進数 
1 : 10 進数 
・DATA の 最後 を 示す 文字 (3 文字 以内 ) 
・ 出 力 フ ァイル の ファ イル 名 
リス ト 14-12 マシ ン 語 デー タ 文 作成 


1000  ! 玉 玉 玉 補 来 未来 来 玉吉 来 玉 玉 求 来 求 来 玉 玉 来 求 氷 来 来 来 玉 玉 玉 玉 玉水 水玉 玉 玉 数 玉 玉 玉 氷 東 玉 
1010 '"*※ Memory -> DaATA StatementS. COnvVerter  ※ 


1020 !*k 。 〈 し LIST 14-12 ) いる 3 る.0/V る る 氷 
0Kk16 還 呈 まあ も すす も すもも も も も も する する も る する る すす も る 9. も る る 《《 る る? を も も も も も も も も も も も も も も も する 、 
1040 * 


1050 CLEAR 1000.&H2000 

1060 CULOR 5.0:MTDTH 80.25:0UN ERRUR GUTOU 1680 

1070 PRINT" 村 村 memOry --> DATA Conversioan 村 旧 

1080 CULUR 7:PRINT 

10%90 LINEINPUT "> FLe descrfptor 。 1† neceSSsary ? ":FD$ 
1100 エ IF FUD$=" 9 THEN 1210 “ 

1110 UPEN "「T"。1.FD$ 

1 1 20 DM$=TNPUT$ も (1 , 1 ) 

1 1 30 VUL=CVI(TNPUT も (2.1)):TA=CVI(INPUT$S(2.1)):ER=TA+TVUL- 1 
1 140 CLOSE 1 

1 150 RT=PEEK〈&H45)xw256+PEEK て &H46) 

1160 RE=PEEK(&HS9D)*256+PEEK(&HG5 の E ) 


7 の) 


14-8 マシ ン 語 デー タ 文 作成 


1170 IF TA>RT UR EA<=RE THEN 11920 


1 180 BEEP :COL .6:PRINT "Hut of free area':GUTU 1080 

1 190 LUADM FD$ 

1200 " 

1210 PRINT "> Top address 〈&H'HEX$(TAD" う ) 2? "5:CX=PUHS(0)+2: INPUT HP 。T 
n$ 


1220 IF TA$> り "0 THEN TaA=VALC て CU&HU+T 合 $) 

1230 IF TaA<O UR 65535!<TA THEN BEEP:LUCATE 0.CSRLTN-1:GUTUD 1210 
1240 LOCATE CX,CSRLIN-1 :PRTNT RTGHT$S〈 く "000"+HEXS(T 代 ) 4) 

1250 " 

1260 PRTINT "> End address 〈&H'HEX$S(EAD0 う ) ? "ii:CX=PUS(0)+2:TNPUT D&HT。E 
^Q$ 

1270 IF EAR$>" 9 THEN EA=VAL て USH"+ ィ EAR ) 

1280 IF EA<O UR 65535!<EA THEN BEEP:LUCATE 0. CSRL IN-1 :GUTOU 1260 
1290 LUCaATE CX.CSRLTN-1:PRTNT RTGHT$〈"O000"+HEX$ も (ER) 、 す 4) 

1300 " 

1310 PRITNT "> 1n1t1fatL し fne number ? "5:CX=PUS〈0)-2:TNPUT りり LN$ 
1 320 IF LN$=" 9 THEN LN=10000 ELSE LN=VALCLN$) 

1330 ITF LN<O UR 63999!<LN THEN BEEP:LUCATE 0.CSRLTN-1 :GUTOU 1310 
1 340 LUCATE CX.CSRLTN-1:PRTNT LN 

1 350 * 

1360 PRINT "> Data format ? 〈 O:order 1:Check Sum 2:pack う 『":i 
1370 DF=VAL(TNPUT$S〈1)):TF DF<O OUR 2<DF THEN BEEP:GUTOU 1410 

1 380 PRTINT DF 

1390 * 

1400 PRINT "> Data type ?〈 Ohex 1:dec うり"i 

1410 DT=VAL〈TNPUT$〈1)):TIF DT<O OR 1<DT THEN BEEP:GUTOU 1370 

1420 PRINT DT 

1430 『* 

1440 LINEINPUT "> anchor data ,1f neceSsSary ? "AD$ 

1450 IF LENAD$)>3 THEN LOCATE 0,.CSRLTN-1:GUTOU 1440 

1460 " 

1470 LINEINPUT "> Output f1Le descriptor ? 5FD$ 

1480 IF FD$="! THEN LUCATE 0.CSRLTIN-1 :GUTOU 1470 

1420 PCM=TNSTR(FD$。 り に リリ) 

1500 LILF LENCFD$)-PCM>8 OUR PCM=1 THEN LUCATE 0.CSRLTIN-1 :GUTU 1470 
1510 

1520 CULUR 4:PRINT:PRINT"++ Are y0U SuUre ? リ 

1530 TF INSTRC て "リッ Y フ "+ ォ CHR も (1 う ) ,TNPUT$ も (1))=0 THEN 1050 

1540 『" 

1550 CULUR 7:PRINT 

1560 UPEN'U'、1.FD$:PRINT 用 1 

1570 MHILE TA<EA 


1 580 LN も =STR$ も (LN) :UP も =RIGHTS(LNS LENCLN$ も う -1 う +U DATAUEDLMT も = リリ" 
15?0 UN DF+1 GUSUB 1780.1890,2040 

1600 PRINT 村 1.UPS:PRINT UP$ 

1610 LN=LN+10:IF LN>64009! THEN ERRUR る っ 1 

1620 ぃ MEND 

1630 CLUSE 


1640 CULOR S5:PRINT:PRTNTUOK ! 

1650 CULUR 7:CLEAR 300.RE 

1660 END 

1670 * 

1680 CLOSE 

16?0 IF _NUT(ERR=64 AND ERL=1560〉 THEN 1740 

1700 BEEP 1:CULUR 6:PRTNT "KILL 「 CHRS〈(34) FD$ CHR$〈34) " : Sure ? リ ":BE 
EP 0 

1710 IF INSTRC"y ッ YO", TNPUT$(1))=0 THEN RESUME 1050 
本 KILL FD$:RESUME 1550 

1730 

1740 IF ERL>1550 AND ERL く 1640 THEN KILL OF$ 

1750 COLUR 7:OUN ERROR GOTO 0 

1760 

1770 

1780 IF Ta>EA THEN UP$=UP$+DLMT$S+AD$ :GUTOU 1870 
17%0 FOR =1 TO 16 

1800 MD=PEEK て TA) 

1810 IF DT THEN 1830 
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1820 
1830 
1840 
1850 
1860 
1870 
1880 
1890 
1200 
1910 
1920 
1930 
1940 
1950 
1960 
1970 
1980 
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DP$=0P$+DLMT$+RTGHT$〈!"00"+HEX$CMD) 2) :GHTO 1840 
DP$=DP$+DLMT$+RTGHT$〈" 。 "+STR$CMD) 、 う ) 
TA=TA+1 :DLMT$="、" 
IF TA>EA THEN DP$=DP$+DLMT$+AD$ : エ =16 
NEXT 
RETURN 


ITF TA>ER THEN UP$= UP$+DLMT$+AD$:GUTOU 2020 
SUM=0 
FUR エ =1 TO 16 
MDsPEEKCTA) : SUM=SUM+MD 
IF DT THEN 1950 
UP$=UPS+DLMT$+RTGHT$S て "00"+HEX$〈MD) ,2) :GOTU 1960 
UP$=UP$+DLMT$+RTGHT$ く (| りり +STR$(MD ) , る ) 
T 人 =TR+1 :DLMT も = "| 
IF 「aA>ER THEN UP$=UP$+DLMT$S+aD$ : エ =16 
NEXT 


1990 IF DT THEN 2010 
2000 UP$=UP$+TDLMT$+RTGHT$〈 く 000"+THEX$ て (SUM) . うる) :GUTU 2020 
2010 UP$= 有 UP$+TDLMT$+RTGHT$ も て" リ +STR$S(SUM) 4)・ 
2020 RETURN 
2030 
2040 IF Ta>EA THEN UP$=UP$+DLMT$+AD$ : GUT <130 
2050 MHILE LENCUP$) く <247 AND TaA<=EA 
2060 MD=PEEKC〈TA) 
2070 TF DT THEN 2090 
2080 UP$=UP$+ す DLMT$+HEX$〈 て MD ) :GHT 有 U 2100 
2090 UP$=UP$+TDLMT$+TRTGHT$S〈STR$ も SMD) ,LEN〈STRS$ も (MD ) )-1 ) 
2100 1 内 =ETR+1:DLMT$ も = リリ 
2110 TF TaA>EAR THEN UP$=UP$+TDLMT$+AD$ 
2120 MEND 
21 30 RETURN 
に に 1 ma 
14-9 圧縮 漢字 表示 


PRINT@ に よる 漢字 は 縦 16 ドッ ト と 大 きく て , 普通 の キャ ラク タ 表 示 と 混用 で きま せん . そ 
こ で 縦 方 向 を 半分 に 圧縮 し て PRINT 文 と 似 た 使い 方 で 漢字 表示 が で きる プロ グラ ム を 考え て 


み ま し た (リス ト 14-13). 
プロ グラ ム は ポジ ショ ン イ ン デ ィ ベ ペン デン ト に 作っ て あり ます の で , 
し て 実行 し て くだ さい . 


EXEC ロー ドア ドレ ス | 


漢字 コー ド を 指定 する と , その 漢字 が 圧縮 表示 され ます . 文字 列 
字 が その まま に , カタ カナ が 指定 され る と , ひら が な が , 


COLOR 文 や LOCATE 文 も 正常 に 動作 し ます . 
適当 な アド レス に ロー ド 
実行 形式 は 次 の と お り で す . 


商 還 | 


漢字 コー ド 滞 字 コー ド 


文字 列 文字 列 
に 英 数 字 が 指定 され る と 英 数 
他 の 文字 は 空白 が 表示 され ます . 


[ 例 」 


ヴ /0 


EXEC &H7000 &H3441 : &H3B7A:“ ヲ テ ガ ル ニ ” : &H493Di &H3C2Si:PRINT 


MI 
漢字 を て が る に 表示 !| 


14-10 デー タ サ ー チ ナチ ャ 


リス ト 14-13 圧縮 漢字 表示 


ADR : +O +1 +2 + る +4 +5 +6 + イ 7 +8 +9 +Q +B +C +D +E +F  : [cs] 


7000 : BD 92 CS D6 17 C1 03 27 0D C1 02 27 03 BD BC 74  :  D1 
7010 : DC 7e 80D 3F 20 2E 9E 76 Ee 842 27 28 E 01 34 04 : 20 
7020 E6 80 C1 E0 24 14 C1 A0 25 10 34 10 CO 8O ら 58 30 01 
7030 8D 00 D8 38A EC 84 35 10 20 02 86 23 8D 15 6 E4 UF 
7040 26 DE 32 61 9D D8 27 08 C6 3B BD 92 94 26 B1 3 の 9 ノ F 
7050 7E 9B 50 34 16 8E 05 a0 86 16 7 84 CE 01 50 EF BB 
7060 : 02 35 06 ED 04 9D DE 8E 01 70 C6 08 34 04 EC C1 SB 
7070 RA CO EA CO ED 81 68 E4 26F4 32 61 BDD D9 DE 8E ィ F 
7080 01 02 86 1E A7 80 B6 03 0B 1 4F 25 03 7E 9%6 6 る 01 
7090 D6 C3 C1 50 27 01 48 C6 08 3D ED 81 C3 00 OF ED ら 2 
70A0 02 F6 03 OD 54 C4 0 B6 03 0OC 3D ED 81 C3 00 07 64 
OBO ED 02 30 05 CC 00 30 ED 81 B6 01 ES C6 08 44 25 ら 61 
70CO 0A CE 00 00 EF 81 SA 26FB 20 0B 10 8E 01 70 EE EB 
70D0 1 EF 81 5 26F9 8C 01 る 3E 26 E1 C6 る 3E BOD DF 13 0F 
7O0E0 : B6 03 0B D6 C る 3 C1 650 26 01 4C 4C B7 03 0B 9?0 C る 45 
7OFO 26 14 B7 03 0B 7C 03 0C F6 03 0OC F1 03 0OD 25 06 BB 
[ cs] 9 87 18 24 BC 07 7C 2C 72 21 FD F7 30 96 6a 49 D7 
ADR +0 +1 +2 + る +4 + す 5 +6 + イ +8 + す 9 +Q +B +C +D +E +F [cs] 
7100 7QA 03 OC BU 9B 50 BOD DA 70 35 90 24 20 21 23 21 6 
7110 56 21 57 21 22 21 26 24 72 24 21 24 23 24 25 24 ヒ E/ 
7120 : 27 24 29 24 6 る 24 65 24 67 24 43 21 3C 24 22 24 3D 
1 30 2Z4 24 26 24 28 24 2 24 2B 24 2D 24 2F 24 31 24 4 
140 33 24 35 24 3/7 24 39 24 3B 24 3D 24 3F 24 41 24 FO 
7150 : 44 24 46 24 48 24 4 24 4B 24 4C 24 4D 24 4E 24 6E 
160 4F 24 52 24 55 24 58 24 5B 24 SE 24 5 ら GF 224 60 24 E6 
7170 : 61 24 e622 24 64 24 66 24 68 24 6?9 24 6 24 6B 24 5 っ 
180 6C 24 6D 24 ceF 24 73 21 2B 21 2C 00 00 00 00 00 CO 
ィ 190 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
710 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71CO 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71EO : OO0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
71F0O 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
Lcs] AE 20 4E DA EF 60D 26 F7 E8 52 9D 10 0 10 F5 1D 9 


SRVEM "し 14-13M"、&H7000,.&H718A.&H7000 


14-10 デー タ サ ー チ ャ 


この プロ グラ ム は メイ ン メ モリ 上 の デー タ を 検索 し , 指定 され た デー タ が 見 つか る と その 先頭 
アド レス を 表示 する も の で す ( リ スト 14-14). 

プロ グラ ム を 起動 し て , サー チ し だ た い デ ー タ , サー チ 開 始 ア ドレ ス , サー チ ナチ 終 了 ア ドレ ス を 順 
次 入力 し ます . サー チ デ ー タ に 文字 列 を 指定 する と き に は , ダブ ルク ォ ー テ ーション () で くく っ 
て 指定 し ます . 16 進数 デー タ を 指定 する と き に は , 必 古 な し で その まま 指定 し ます . 
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リス ト 14-14 デー タ サ ー チ ャ 


6016 凍る. も も も も すす も も も す 《 も す も 《 も すもも すもも?《.《? 9 も 3 

102 "'※ Data Searcher ボ 

110 『'※* ( LIST 14-14 ) vV る 3.0 ボ 

] 1 2 ! 未 氷 氷 玉 氷 玉 玉 玉 求 ※ 玉 玉 ※ 玉 玉 ※※ 玉 玉 求 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 素 涼 

120 CLEAR 300. る &H6000 

130 DEFFNH$S〈N)=RTGHT$〈("000"+HEX$S く て N) 4) 

140 GUSUB 380 「 

150 LINEITNPUT'OUbject data ? "iD ゃ $ 

160 IF D$=" リ 9 THEN END 

170 LINEINPUT "Start address ? "1S 人 RS 

180 IF SA$="! THEN SA=O0 ELSE SA=VAL('&H'+S 人 も ) 
190 LINETNPUT "Last addresS 7? iL 人 AS$ 

200 IF LA$=" 9 THEN LA=&HFC80 ELSE LA=VALC て UIH"+ し 人 R も ) 
210 PRINT FNHS〈SA) | =-> リリ FNH も (LA) 

220 IF SC(D$)=34 THEN GHSUB 270 ELSE GUSUB 310 
230 EXEC &H6000,D$. SaA. し LA 

240 PRINT 

250 GOTO 150 


270 0$=MITD$S(D$.2):D=TNSTR〈D$, CHR も (て 34 ) ) 
280 IF D>0 THEN D$=LEFT$S〈(D$,LEN(D も う -1) 
290 RETURN | 


310 B$=D$:D$= リ リ 
320 D$=D$+CHRS(VRLC て TIH"+LEFT も SB$,2))) 
330 B$=MTID$(B$. う ) 
340 ITF B$>" リ ! THEN 320 
350 RETURN 
@ 


370 『 

380 =&H6000:RESTURE 420:RERD D$ 

390 MHILE 0D$ も > リ /"EPUKE AVAL て UEHU+D$) =+1:RERD DS$:MEND 
400 RETURN 


420 DATA BD.?92.92.BD.28,F1.AF.8C,67.E7.8C,66.2/.S5F ,BD, ツン 
430 DATA 92.BD、9、02.AF .8C. SC,BD, の 2.92.BD. ウ 8,.02.C,8C. 5 っ 
440 DATA 25,.4B,AF.8C,50.30.8C,.4F.AD,9F,FB,FA,6D.01.26.03 
450 DATA 73.05.8C, 人 EE . BC,3D.EE,.8C, る 37,E6.8C, 36. し , 8 し, うら 6, 2 ン 
460 DaTA 25.A6.80.F .8C,20.1.C4.26.F2,33.41.58,27.08. RG 
470 DATA 80.1.CO0.27.F7.20.D0C,AE.8C.19.30.1F,1F、10.BD,aC 
480 DATA 37.BD,9C,22.20.CD,B0D.2B.47.7F,05.AC. 39. 7E, ツ 6 6 
490 DATA 00,.00.00.00,00,00,00,1 7,.00./ 
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(FM フ V 回 踏 図 ) 15 
草 


本 章 で は ハー ドウ ェ ア 回 路 図 と し て , FM77AV の 回 路 図 を 掲載 
し て いま す . 
ソフ トウ ェ ア 開 発 や ハー ドウ ェ ア 製 作 の 参考 と な れ ば 幸い で す . 
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2. イン ター フェ ー ス 


ANALOG 


CON-2-26 


1 目 較 E 紀 | 8| 傾 
レー に に 一 CN ⑦ 
|5| と 0 @1@ の 8 に ゴ |> > |G| > 
き 


ミミ oe 


の < て 
" ミ | と 
9 〇 ひ ) \ と の | 三 
に ら O に っ | の ーー ( | = 9 
Ii 受 且 22 に ヨコ E ヨ ピン に に に = 性 に レー Sd kd kN Jo 思 に | | と 


IN 
こ の 回 回 回 回 眉 回 回 回 回 回 団 還 回 隊 > 思 
sj5EEE 捉 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 軸 EEEIE 商 褒 回 回 避 避 隊 因 回 避 加 回 


に 思 の に an に 
il lal 加 | GS| 生 | 議 | 且 ト 1 | 
避 | ロ ロ ロム QI ロ II に と ゴ トコ トー トー 〇 に っ 
之 | 用 | 肥 | 受 | の の | の | 逐 | 逐 sae | >ー | sel sel se < て ーー = ce bee 5 5 上 ・ つ 0 コ 


『 へ 『 ヽ 『 へ ヽ ト ヽ 
回 回 回 回 回 選 回 回 回 回 回 回 回 回 回 罰 加 EEEIEIEIE 敵 閣 避 回 四 回 回 包 回 回 回 回 回 回 較 


ロ gl |g 
LO =< | ( ウ 3 ビー に コ 


て CM 
nskEEEEEEIRHIRRR 回 回 回 回 E3 


と コ 
|O 〇 の 〇 | CN N 
当 回 較 日 日 9 1I&las| 本 ll la| 選 & 
6 EC りき | る mkd は に pn に 1 に に に 1 に に 1 還 衝 本 に ご | コ 
ウ QiCLICL 品 | 凸 EKc】EKc】 に に 生 | 十 |⑤| 十 | 三 三 > 三 | 十 
ー | ~ 押 避 回 


〇 
FN rm 
回 回 名 回 回 EEEIEEIRIEIRREIEEE 還 mm 眉 避 避 避 回 商 四 回 回 E 回 回 症 環 回 回 四 回 回 出 加 回 


B/ 
FD01 
RFD02 
CS12X 
REGRE 
REGWE 
DCS 
DRE 
REAK 
ACKN 
ATCH 
YNC 
FWB 
BACK 
EFT 
RIGHT 
TRIG1 
TRIG2 
COM 
V 
DETECT 
KSDATA 


ON-1.15 
+5V 
IGND_ 


FWB 
BAC 
LEF 
RIGH 
TRIG 
TRIG 
CO 

ESET 

SGDA 

ON-1-18 


CON-1-14 


FTCK 
ESETB 


PRH 


34 
/ 
/ 


mlbdk に EEIEEEIEIEIEERHRIEIEIEEHE3 関 呈 回 避 EEaE 四 


レー 
〇 |O 
9 還 =| そ | 
ら |Q lO| ェ | エ | エ | 記 | らら | る 
919 1 | alela 2 と | る 
| マ <| マ 円 円 腸 門 に 
かい 


< 
回 回 回 回 回 回 選 回 回 回 回 回 回 回 回 回 


| | 巨 | | 
| | QI ン I 選 | 19|>| 8 
>| と | る ら | >| 放 品 
選 | | =1 補 の 
I ら IS| si 回 1 ら | レ | の 有 ニ ンー | 


SSIGOi ad 上 EE 回 捉 選 回 回 白 避 回 回 回 
\ デ ーーー ツ ーーー ご 


ON-2-25 
INE OUT 
VIDEO2 


CON-2.32 
IGND 


CON-2-33 


ld 


Line out 


11121314. 

壮 上 
5 | N| 1 
vlp| 2 
V 


ヴ /6 


FDC 


受光 ユニ ッ ト 


34 


さ 用 | ら に 『 こ らい ご , ンー 

Le ) > て こら て | ロコ 
回 癌 に 問 軸 同 閉 目 回 同 目 回 回 生還 朋 E 
ッ | ロ 5 Nm と 4 に 6 | ら | に 呈 | 記 | 器 | 所 | 
ME 陸 還 2REIEEEIEIEEE 還 RE 還 還 回 回 E3 


選 
| の 


ャ づ ト ヽ CY う 『 ヽ y つ | で) 
回 回 回 回 包 避 回 回 回 還 加 回 回 回 較 E 


ウ < 
へ ら | ら の | ロ | ど ン | | 甘 S|@2 ロロ | 〇 | に 518|@| = 合 | 
m | ロ に 〇 | 民 | ま | | ピ ヒ 且 | | 口 三 | | CIO | 受 
(| ロ | 選 | テ と PGIG と す に ココ: に ルー LLIOQI コ ヒヒ OO の テテ 
び ) | ><l sc L_ | >< |><l>< マン | > だ 4 KM doJ KM NSJ KA、 < | ue 
/ CO も 
⑦ と 


CNI 之 且 | 且 | の 2 L- に = ン 
SEEEIEIEIEIHERRREIEIEIEIEIEEEEJEEEE 


DB1 
DB5 
DB/ 
B1 
REGRE 


ee CN | いり の 
JEEEEIEIEIEEIRIEIEI 上 

と と 
ゃ ) 、 IO 〇 e っ の Ke/ | mm| GA | 諾 ば ) 〇 | < て 
ベ 避 ololelslelolAlslelelglSlolol=|gIS | き | さき Ola|5| ヒ |=|G|G| = | q 引 あ | 己 | に 
2 >ー ンス 中 中 中 上 選 呈 | ら | ささ | 生生 | 科 だ | 諾 ロ =| さ | 器 ご | 選 I 刀 IOI の 16 』 十 | 貼 〇 
コア LJ 品 〇 ロロ とこ ok に に に コト に こま に っ に 〇 | 品 有 | つ LuLIOI コ ICO の | 展 | の と 避 | の 
〇 と ンー 之 字 | 受 | の の | の | 用 | 用 | 之 | sg と | selsele 工 | se ピー "mm mm mm コ | 計 | 選 | 〇 
〇 


〇 ト 入っ 
Le "ICOIUOI『 こ 『 ヽ へ *4LCOIUMOIFPNI の | m 
回 回 回 回 回 軒 間 回 回 止 四 EEIEEIEERIEIRIRREIEEIEE 回 回 EEEEE 瑞 員 回 届 加 届 以 選 届 四 四 避 ド = 


ヴ Z グ Z 


第 15 章 ハー ドウ ェ ア 回 路 図 (FM77AV 回 路 図 ) 
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ヨ 。 メ イン デコ ー ダ ー ン DRAM コ ント ロー ル etc. 
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10、 メイ ン | プ リロ デコ ー ダ ー 
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11、 メ イン タイ ミン ググ ジェネレータ ノ 1 プリ ロリ デコーダ ー etC. 
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13. デコ ー ダ ー, DRAM コ ント ロー ル 
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14. メイ ン ROM ン RAM 
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15. 漢字 HOM 
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17. アナ ログ バレ ッ ト | ン F, サ ブシ ステ ムコ ント ロー ル 
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18. サブ シス テム コン トロ ー ル , メイ ン - サ ブ I ジ F etG. 


(1-E2) MDATABUS 


(4-G10) #WFD37 


(17-G10) #SRESETB 


(3-D10) #WFD05 


(6-G10) #RESETB 


(17-C10) XSREGL 
(E10)OFFCK 


(A10) #PVPGB 
(A10) #%PVPGR 


(B10) XPVPGG 
(11-F10) M320 
(19-G10) #%SW1/4 


(19-C10)SCPUE 


(35-D3) #EHSYNC 


(19-F10) BSQO 


(4 -F10) #RFDOB 


02 


MDB0 
1 
2 
4 
5 
6 
MDB6 
+5V  +5V 
10 LS/4 
121、PR 19 MDB7 
| M164 
LS04 ンー 
6 13 
レン < 
M170 
LS04 
10 


%PVPGB(E2) 
%PVPGR(E2) 
%PVPGG(E2) 
%DPAGEB(27-C2) 


%DPAGER(28-C2) 


> %DPAGEG(29-C2) 


%CANCEL(17-G2) 


> XSUBHALTREO(17-G2) 


> OFFCK(22) (22-E2) (23-E2) 

> %VPAGEB(19-A2) 
%VPAGER(19-A2) 
%APAGEG(19-B2) 

s 320/640(11-H2) (13-E2) (19-D2) 


(22-F2) (23-F2) (26-F2) 
> #SW1/40(14-E2) 


%EHSYNCO(14-E2) 


EDB0O 


EDATABUS(13-C10) 


人 05 


系 15 章 ハー ドウ ェ ア 回 路 図 (FM77AV 回 路 図 ) 


19. EXTEHNAL | プロ バッ ファ 
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0U. クロ ックス ター トン ストップ 
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321 vcc EN5b= 
本 内 計 #XEEND(19-C2) (24-D2) 
VCC っ 
0 DACK DO > XDTACK(26-E2) 
GND 
leGND CPUR CPUR(B1) 


ーーーー デ ーーー デー デーーーーー デ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ - REN (19-C2) 
ーー ニニ ーー ニー ニー で ーーー ーー テー ーー デー テーーーー 連 バ ポ ぬ l 半 ーーーーーーー ツ こ て ピー ラオ PU SD 24 62) 


ププ 7 
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3c、 下線 補間 
(26-A10) SADDRBUS 
RB22 
(E11) HOBUSY 
RB24 
\V/ 7 
ず 4: 
V/ 5 
V 4 
\V 3 
V/ 2 
(17-E10)#XSMEMWE 
(17-D10)#HOCS 
(25-G10)#%DTACK RB20 
V 9 
(17-G10) XSRESETB 
(14-G10) 16MHZ 
十 5V 
LS04 | ーー 
(12-F10) 320/640 了 ゃ に 
M54 r ェ ーー 
(19-C10) SCPUO 


プラ グ 


HOADDRBUS 


22-A2) (23-A2 
MB61VH011 (22-A2) (23-A2) 
46 
47 _ 
491 。 po|29 HODB0 
50 30 ふい 
3 1 
51 31 2 い 
4 2 
52 
5 53 還 ーー 3 
53 
剖 6 2 EE 
) 6 5 _ 5、 
se 6 
7 ウー 
。 38 
9 > HODATABUS(25-A2) 
0 
Mi50 
n2142 
551 。。 13 
56| 。 4l4 
571 」。 j5145 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
> XMSKW (25-F2) 
28 > XHOBUSY(18-G2) 
P @ (19-B2) (25-C2) 
2 う 9 HOBUSY (C1) 
回 (17-G2) (25-C2) 
) 
15 
2 
4 
5 
ーー デーブ Mie7 。 。 CK ) 6 、 \HOKANOUT (25-G2) 
CLR 
に 2 
1 
XDS(25-D2) 


3? 


第 15 章 ハー ドウ ェ ア 回 路 図 (FM77AV 回 路 図 ) 


33.。 シフ トレ ジス タ ( 青 ) 


(20-A10)GVDBUS 
LS166A 
(12-B10) #%DPAGEB 
(19-.D10)CRTLCK1 
(34-E3) ADDTBH 
(19-D10)CRTLCK2 
(34E5) ADDTBL | 
(19-D10)GSFTCK に 
(19-.D10) %DSPGSL 葬 江 
識 議 
(17-E10)#SVDOFF まま 
了 攻 基 
(19-H10) DEGT 日 
H 
G 
F 
E 
D 
C 
B 
A 
(34-E8) ADDTBH2 
(34.E10) ADDTBL2 


プラダ 


SBH (30-B2) (31-C2) 


LS166A 


> SBL (31-B2) 


SBH2 (30-A2) (31-B2) 


> SBL2 (31-B2) 


うう 
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4.、 シ フト レジ スタ ( 赤 ) 


(20-A10)GVDBUS 


LS166A 


(12-B10) #DPAGER 


(19-D10)CRTLCK1 
(34-E3)ADDTRH 
(19.D10)CRTLCK2 
(34-E5) ADDTRL 
19.D10)GSFTCK 
(19-D10) #DSPGSL 


(17-E10) %SVDOFF 
(21-A10) GVDBUS2 


(19-H10)DEGT 


(34-E8)ADDTRH2 


(34-E10)ADDTRL2 


236 


SRH (30-B2) (31-D2) 


LS166A 


SRL (31.D2) 


SRH2 (30-A2) (31-D2) 


SRL2 (31-D2) 


そう / 
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3 り 0。 シフト レジ スタ ( 縁 ) 


(20-A10)GVDBUS 


LS166A 


(12-C10)%DPAGEG 


(19-D10)CRTLCK1 
(34-F3)ADDTGH 
(19-D10)CRTLCK2 
(34-F5) ADDTGL 
(19-D10) GSFTCK 
(19-D10) DSPGSL 


(17-E10)#SVDOFF 
(21-A10)GVDBUS2 


(19-H10)DEGT 


(34-F8) ADDTGH2 


(34-F10)ADDTGL2 


人 38 


SGH (30-B2) (31-F2) 


LS166A 


SGL (31-F2) 


> SGH2 (30-A2) (31-F2) 


SGL2 (31-F2) 


3 ヴ 
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95. ITL パ レッ ト 


(27-E10)SBH2 


(28-E10) SRH2 


(29-E10)SGH2 MB15021 


(27-A10) SBH 
(28-A10)SRH 
(29-A10)SGH 
(1-E2)MDATABUS 
(22-D10) PAGE1 


(1-C10)MADDRBUS 


は -C10)%RDOE 
は -C10)%PLTREG 
は -C10)%WTOE 


(17-G10) %SRESETB 


19-G10)#PEDESTAL 


(19C10)SCPUE ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー 


19-F10)*#HSYNC ラーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーー 


19-F10) #VSYNC 


十 12V テーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、、、 


シ ど 4/ 


十 5V 


TPBH(35-C3) 
C17 
0.1A 
> TPRH(35-C3) 
> TPGH(35-C3) 
。 LS08 | 
M6 
。LS08 
6 22 
し | スー WW 
LoU/ RB7 皿 軸 ic 
」 LS08 EMI FILTER 
し | 
M6 
J6 
| C8N 1.3 
MM LO 1 
マ " マ 1 
配当 3 PT 
41G 
EMI FILTER 間 
M7 ie 
LS0/ RB7 | 1 介 目 に 6 | ぇ % HSYNC 
ョ 引 12 3 91 *VSYNC 
EMI FILTER 
放 IEMI FITER Ms 
LSU/ RB7 | L3 
中 6 VC6 
EMI FILTER 
Ye |EMI FITER 
RB7 L5 
Y に EMI FILTER 
M7 
LS04 
ーd ン 2 > VSYNC(13-E2)(18-G2) 
M38 (35-E10) 
二 5V 


プイ 7 
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37. アナ ログ パレ ッ ト 


(1.E2) MDATABUS 
(11-D10)LGCADBUS 


(4-H10) #XAPLTREG 


(27-E10)SBL2 
(27-E10)SBH2 
(27-B10) SBL 
(27-A10) SBH 


(19-C10)GSFTCK 


(28-E10)SRL2 
(28-E10) SRH2 
(28-B10) SRL 
(28-A10) SRH 


(29-E10) SGL2 
(29-E10)SGH2 
(29-B10) SGL 
(29-A10) SGH 


(4-G10) %WFD32 
(4-G10) XWFD33 


(4-G10) #%WFD34 


プイ グ 


イイ [ーー 


MDB0 
] 
まま 8 
3 
了 0 
' ] 
商  。 、 ト 肖 
議 
5 前 
MDB2 
3 
U 
1 
2 
3 


> AGDTB(35-A5) 


MB6166.55 


AGDTR(35-A5) 


> AGDTG(35-A5) 


プイ 
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38 10, HAM コ ネフ クタ 


EADDRBUS(13-A10) 
ュ EDATABUS(13-C10) 


1 EAB0 EAB1 
> pa 2 し 王 前 
ジリ 」 
性 匠 まず 邊 加計 
5 4 EDB0O LS379 重 
TI 時 回 申 折 " 
半 旨 末 導 ' チ 
rl と イーー シ 
9 8 EQ(13-E10) 業 EE(13-F10) 
%EIOS(13-F10) 本 %ERESETB(13-F10) 
ERWB(13-G10) 
EIRO(13-G10) WPRM 2.5MHz (6-A5) 
SLCT EXBUSDIR(5-E10) 
RINF 1 eee Pe 
RINF2 <】 旨 導 ーー ベ 】 PINF3 
トー 中 衣 rs ーW イ ー ジ 
人目 み 


+5V く ] 


CON 1-2 ( ル O CONNECTOR) 


プイ イ 


MADDRBUS(1-C10) ン > MDATABUS(1-E2) 
MAB0 


1 
2 
3 
4 
り 
6 
/ 
6 
9 


%IOS(3-C10) 

# RESETB(6-G10) 
# MCS20K(2-F10) 
MEMREO(7-B10) 


EB(3-B10) 


#RAS(7-G10) ic 


REFCAS(5-D10) RWB(3-C10) 


唱 旧 介 上 旧 


OB(3-B10) 


CON 1.8 (RAM CARD CONNECTOR) 


と と 6】 
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39. | プリ コネ クタ 


EDB0 


EQ(13-E10) 
#EIO0(13-F10) 
ERWB(13-G10) 
#EIRO(13-H1) 


十 12V 
十 5V 


CON 1-6(I/ONNECTOR) 


EE(13-F10) 
#ERESETB(13-F10) 


2.5MHZ(6-A5) 
ー12V 
十 5V 


EQ(13-E10) 

# EIOS(13-F10) 
ERWB(13-G10) 
#EIRO(13-H10) 
十 12V 

十 5V 


CON 1-6 (1/ONNECTOR) 


EADDRBUS(17-A10) 


eee Ne 


EE (13-F10) 
4ERESETB(13-F10) 


2.5MHZ(6-A5) 
ー12V 
填 5V 


どど 42) 


40. デジ タイ ズ コ ネ ク ダ 


( い 〇 O OCOO ヽ J 〇 の Q 〇 ① 〇 忌 COCO hh ト 5 


| 
ーー 
て こつ 


GBD0 G 
の 
半 間 還 ジ 
縛 PP 4 
靖 間 陣 「 ず 
 。 | 
伸和 
間 に の 
症 千 2 

ー12 

ー13 
立 ADDTBH(27-D2) | 一 14 
| ADDTRH(28-D2) ー15 
| ADDTGH (29-D2) ー16 
本 剖 
間 議 SFTCK(19-D10) ー18 
商 時 
間 = 時 

CON 1-9 


B 


D1 


GB 


| 
ぃ 〇 ら oo ょ = ょ 』」 の の ーー ト の ho 呈 


| | | | | 
トー = = = ェ レー 
- 〇 り NO ャ ーー て つ 


ADDTBL(27-D2) 
ADDTRL(28-D2) 
ADDTGL(29-D2) 


| | | | 
に = テー テー* 
CO て JJ 〇 ⑦ (CT 


VIDEO2(36-E6) 


| | 
いう ーー 
て こつ (の 


十 5V 


ADDTBH2(27-G2) 
ADDTRH2 (28-G2) 
ADDTGH2(29-G2) 


#DGTG1 (19-D10) 


十 12V 


CON 1-10 


| 
ーー 
て つ 


HI MALL 


DGTLCH(19-E10) | 


GBD 21 


(の 〇 の Oo ぃ ヽ J の 〇 の OO 心 OO トト 5 と" 


GVDBUS(20-A10) 
GVDBUS 2 (21-A10) 


> ADDTBL2(27-H2) 


ADDTRL2 (28-H2) 
ADDTGL2 (29-H2) 


4 DGTG2 (19-D10) 


十 12V 
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41、 コネ クダ 


プイ ざ 


CON 1.5(To/From Analog PCB) 


AGB0 の 


TPBH (30-B10) 
TPRH(30-B10) 
TPGH (30-C10) 
#SUPER(19-G10) 


XPCSYNC(19-F10) 
XEHSYNC(E3 
%EVSYNC(19-E2) 


CON 1-12(To/From FDC PCB) 


FWD1(F7) 
BACK1(F7) 
LEFT1(G7) 
R1GHT1(G7) 
TRIG11(G7) 
TRIG12(G7) 

> COM1(G7) 
% RESETB(6-G10) 
# RSGDATA(5-C10) 
ー12V 


AGDTB(31-A10) 
AGDTR(31.-C10) 
AGDTG(31-E10) 


%GSFTSEL(11-F10) 
GSFTCK(19-C10) 


XSOUCE (19-F10) 


XPCSYNCONT (19-G5) 
SOUND(6-C10) 
XRESETB(6-G10) 


FWB2(F9) 

BACK2(F9) 
LEFT2(G9) 
RIGHT2(G9) 
TRIG21(G9) 
TRIG22(G9) 
COM2(G9) 

4.9152MHz (6-A10) 

# WSGDATA(5-B10) 
%YMIRO(5-F2) (13-H2) 


CON 1.13(To/FromFDC PCB) 


MDATABUS(1-E2) 
SDATABUS(16-E2) 
MADDRBUS(1-A10) 


# RFD01(4-B10) 
#WFD02(4-C10) 


%CS18 x (4-D10) 
%JOYC(5-E10) FREGRE(5-F10) 
YMAO(5-E10) FREGWE(5-F10) 
XYMWR(5-F10) %FDCS(5-G10) 
XYMRD(5-F10) %FDRE(5-G10) 
XYMCS(5-F10) XFDWE (5-G10) 
RWB(3-C10) > *KREO(6-F2) 
1.2MHz (6-B5) KD8(6-G2) (17-G2) 
KACK (6-C5) 
ACK(18-G2) #BREAK(6-F7) 
> XEIRO(13-G2) > *KACKNG(17-B10) 
> #RD431(17-E10) % INS(17-C10) 
%WD431(17-E10) %LATCH(15-H2) 
M1 (19-D2) VSYNC(30-G10) 
M2(19-E2) 
CON 1-23(Joystick-1) CON 1.22(Joystick-2) 
1 FWD1(F3) 1 FWD2(F5) 
2 > BACK1(F3) 2 BACK2(F5) 
3 > LEFT1(F3) 3 >LEFT2(F5) 
4 > RIGHT1(F3) 4 > RIGHT2(F5) 
5 十 5V 5 十 5V 
6 TRIG11(F3) 6 TRIG21(F5) 
7 > TRIG12(F3) 7 > TRIG22(F5) 
8 COM1 (G3) 8 COM2(F5) 
9 9 


イヴ の 
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4e.。 コネ クダ 


CON 1.-14 
(To Fun) 


| 十 12V 
2 


CON 1-16 
(To Speaker) 


CON 1.32 
(From Analog PCB) 


CON 1.15 
(To FDC PCB) 


CON 1-18 
(From K/B) 


CON 1-30 
(To Analog PCB) 


CON 1.-34 
(To FDC PCB) 


十 5V 


1 
2 
3 人 十 12V 
4 


CON 1.-33 
(From Analog PCB) 


VIDEO2(34-F5) 
2 


CON 1-31 
(To/From Analog PCB) 


50 


43.。 ピン コネ クタ 


CON 1.-17 
(From P/S) 


M1、 3、 4、 5、 14、 19、 

2Z/、43、57、75、77、 
76、84、87、93、95、 
9/、102、105、109、 

111、113、119、122、 
146、147、149、154、 
159、174、177 


M12、16、 23、 31、 34、 
35、40、41、46、47、 
う 1、5Z、50、58、59、 
60、65、69、74、80、 
83、88、92、98、101、 
106、108、115、118、 
123、125、143、153、 
| 15/ 


M6、7、11、15、24、25、29、 
30、36、37、38、39、42、45、 
486、53、54、55、61、66、67、 
68、/73、81、82、89、99、107、 
114、116、 117、 124、 126、 127、 
130、 132、 133、 134、 135、 136、 
139、 140、 141、 142、 144、 145、 
151、 152Z、 155、 156、 158、 160、 
162Z、164、 166、 167、 170、 178、 
(DL1) 、179(DL2) 


C4、9 、10、 
25、27、28、 
34、35、36、 
42、43、45、 
・0.1/ 51、5Z、53、 
65、66、69、 
7/、681、83、 


14、 
29、 
3/、 
4/、 
96、 
7] 、 
86、 


10、 
33、 
39、 
49、 
60、 
/5、 
90、 


91、92Z、97、98、99、104、 
106、107、108、109、110、 


111、119 


に )/ 


GND 


十 12V 


ー12V 


そう 7 
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44、FDC VFO etC。. 


(6-A5)MADDRBUS < つ 


(6-A5)MDATABUS < っ 

FDB0 

こ 

2 

こ 

4 

に こ 

\ー 6 

7 

(6-D2) RWB MAB0 

(6-C4) %CS18X 
(6-C4) #FDWE 
(6-C4)#FDCS 
(6-C4) #FDRE 
(6-H4) #%READY 


(6-F4) 旨 NDEX 


(6-G4) XTRK00 
(6-G4) #PROTECT 
(6-H4) XREADDATA 
(6-C4)FREGWE 本 提 
(2-D10)MOTORON こ て プー 十 5V 
(C10) HEADLOAD HEADLOAD LOWSPEEDL9 
(810)STEP vecle 
FILEUNSAFE 上 - ーー 盾 
X1 
XGATE 0.1/ 
aa | 1 
二 5V 
3 
LLS74 
MDB4 2 PR _ 5 


ミニ 

3』_ M2 

CK 

ae し 
参 

(6-B7) # RESETB 1 


5 グ 


atiziwyihaurrkuJieuroritzniygrviiianiivmmtwon2iiiwrbtMie90iR208S2E2iNRRDIT92G002OIR 


4 MB433 
6 - 
ら IRECTION(6-G4 
MB887/ ) MB433 し 引 #DIRECTION(6-G4) 
防 較 CF > #WRITDATA(6-G4) 
M8 。MB433 
し 引 0= > XSTEP(6-G4) 
M8 
> STEP(F2) 
1 MB433 「 
男 記 | 開 * 和 5 #HEADLOAD(6-F4) 
M4 
> HEADLOAD(F2) 
10 MB433 
NLT 9 ゃ こ *WRITGATE(6.G4) 
%WE RB3 M8 
> DRO(2-D2) 
% RE 
1 > IRO(2-D2) 
> 【EIRO(6-D2) 
%* RAWREAD 
% MR 
4MHz(5-C2) 
100p(5 め ) 
C16 
2.2k(1 守 
nn1。 1k 
寺 5V 
150 
_ ツ _ = 
十 5V 
V = 幸 333k 


どの を 
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45、FD コ ント ロー ル 


(1.A10)FDATABUS < 


MB112T618 
NM FDBO _ 23|。 2 
Nas は 
Nm 
D3 DS1 
1 p4 
Nm ps  M23 
1 D6 DS2 
(6-A5)MADDRBUS D7 
和 A0 DS3 
Nr 呈 
A2 
5 SIDE1 
(6-C4)FREGRE RE 
(6-C4)FREGWE WE - 
(1.C10)IRO 91」jno MOTOR 
19 
(1C10)DRO = ロ ュー DRO 
Y DY2 
RDY3 FDRDY | 
RDY2 swFIL に 0 
RDY1 LOWSP 還 2 
相 RDY0 INUSE | ビ 6 
D2SNS DD に 5 
12 
間 DSNS 上 
5RDY 3 
+5V 
人 TRACK00 本 
V 
161DiRc 9 
YO C18 
STEP 。 =q 
14 MT 
(6-B7) XRESETB RST GND 上 


(3-C2) YDATABUS ベジ 
(6-C2)YMA0O 
(E10) REG07 

(6-C2) #YMWR 


(OAMWDAINBUSR ミミ ョ ーー ラニ ーー は ニー 


5 ぞ 


レレ ポポ 0 ハク ハク ハハ # DS0(6-F4) 
凡 so % DS1 (6-F4) 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーー 一 ーーー 一 ーーーーーーーーーー-ww % DS2 (6-F4) 


Ii #DS3(6-F4) 


\SIDEONE (6-H4) 


* MOTORON (6-G4) 


MOTORON(1-F2) 


2.MLS27 
58LS11 1 12 > REG07(G2) 
4 6 13。LS11 13 へ M10 
う M19 1 12 
2 M19 
4-MLS2Z/ 9 LS27/ 
SV MDB7 5 6 8 
回 ユー テー FMDB7 (3-E2) 
きい M10 ぁ 1 M10 
二 5V 
9aLS11 
10 8 > FMDB6(3-E2) 
M19 
上 5V 
3.3k 
_V _ デ 


と 69) 
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45.、 FM 音源 


(6-C2) #JOYC 
YM-2203 


(6-D2) 1.2MHz 391 ゃ M 
(6-C2) YMAO 


(6-C2) #YMCS 


(6-C2) #YMRD 
(6-C2) #YMWR J WR 


(2-G2) YDATABUS < っ 


(6-A5) MDATABUS ご 


0 4 

し 本 呈 

3D 3O D2 

4D 40 D3 

6D 60 D5 

(2-F10) FMDB6 O D6 
(2-F10)FMDB7 | | 1⑯ O 1 D7 

二 


(6-C9) #WSGDATA 


HH 


ャ ー つ 


(6-C7) # RSGDATA 


(6-B7) %RESETB 


56 


1FWD(6-A7) 
= 3 1BACK (6.A7) 
4 1LEFT (6-B7) 
> 1RIGHT (6-B7) 
1TRIG1(6-B7) 
1TRIG2(6-B7) 
> 1COM (6-B7) 
モモ 6 こ 2FWD(6.A9) 
ュー \ / 2BACK(6-A9) 
こ モ 9 こ 2LEFT (6-B9) 
ラッ 2RIGHT (6-B9) 
= 6 こ 2TRIG1(6-B9) 
RB6\/ 7 2TRIG2(6-B9) 
2COM(6-B9) 
中 7 
M36 コス 
コス 
3 ト LS0/ 
M36 =11 ト LS07 
M36 10 
13 ル ア 12 
YM-3014 
。 トー 宮 
「 C25 』』1500P 
R6 4.7/ 1.2K _ 
SOUNDS(6-E9) 
5、 M25 47 47K | C29 RA 
> AM 2N、M25 
ン > 
MB3615|C31 1.2K RE 3L 
2 了 MB3615 


10K 二 R10 


RB6 ヽ / 2 


%YMIRO(6-C9) 


シア 
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4/、 キー エン コー ダ 


(6-A5) SDATABUS < 


MB88551 
RO E0 35 
1 較 | ー 
2 E12 
3 E13 4o 
4 E14 ロ 
E16 
(6-D2) # WD431 Fal54 
(B10)%OE 6 E20 = 
E21 で 
E32 
E33 
E34 
M21 
R8 
ee 9 E44| 
1 
と 11 yi 
(6-D2) # RD431 呈 he de 12 時 
2G 6 E47 
14 
の 15 Bi 39 
(5-C10)KDATABUS LS05。 2 。 E5| + 
(6-D4)KACK 人 A/ lE15 隔 
M16 2 
(5-E10) %LATCH = E17 E8 上 ー 
(5-F10) ACK TE18 E9 45 
(6-B9) 4.9152MHz pg EX E10 
(6-B7) # RESETB RESET E11| 
(5-C10)STROB 51 っ 7 [ 
RB2 ヽ / 8 ] 
(6-E4)VSYNC ツ テ E35 
(5-F10) RTCBUSY HE43 
RDB0 9 
ん EE 了 
」 34 
ee 9 。 軸 ] 
E51 
10 
GNDI 
71 
(5-E2) RTCDATABUS 3 防 上 
(6-B4) * RFD01 
(6-D4) *KACKNG 
上 5V 
3.3K 
_V_ 


6 ざ 


%CAPS(6-F7) 


# KANA(6-F7) 


M16 


XR07(. く がく が ム が くく く YYm ュ ーー KBDS(6 D24) 

tu バシ シシ ニニ シシ ポ ャ ウ b※ シ セル ル レン ハル ハツ クレ QUー ーー ーーーーーーーーーー※%KREO(6-D4) 
ャ モト トニ トニ ト ニ ト ニ ニ ト セト も ト ト シト ヘ b シ レ U kb ポ vv ニ ニニ ペッ 一 一 ーーーーーーーー※#%BREAK(6-D4) 
tー サ p シ シ トニ トニ も ニセ ニセ ニセ トニ ト ッ S モ セコ b セ リ リ m リ i. 一 一 ーーー 一 ーーーーーーー※ LATCHSEND (5-D2) 
t ャ シモ セト ニ ト ト ニ ト ト トニ トト セ SS や = ニニ  ____---- ーー 一 ーーーーー 一 一 ※ ACKSEND(5-E2) 
uー ト トト トト ニセ トニ トニ トニ ト ッ レッ ポーー ーー____---_-- ーー 一 ーーーーーーーーーーーー※ み %OE(B2) 


し ー。。 。 (t{i 有 .#。_ ぎ ン 8 ン 88 有 有 RB2V3 さこ IiyYM(6.E9) 
6 う 0 M1 (6-E2) 
Re2| 25 LS04 
M2(6-E2 
LS04 M26 誠 
1 8 RTCCS (5-G2) 


KACKS(5-C2) 
ADDRWR(5-G2) 
RTCRD(5-F2) 
RTCWR(5-F2) 


MDAIABUS(6-A5) 


1A3 
1AZ 1Y2 
1A1 


SDAIABUS(6-A5) 


っ の 
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46. らら ゅ ピピ コネクタ, HTC 


(6-D9)SDATA 


(1-E10)4MHz 
(4.D10) KACKS 
(A10) SOUT 


(6-E7) KDETECT 


(6-E7) KSDATA 
(4.B10)LATCHSEND 
(6-D2) #WD431 


(6-D2) #RD431 


(4-B10)ACKSEND 


(4-G2) RTCDATABUS < こっ 


(4-D10) RTCWR 
(4.D10)RTCRD 
(4-D10)ADDRWR 


(4-C10) RTCCS 


(6-B7) #RESETB 


人 60 


ADDRWRITE 
TEST 
STOP 


SOUT (C2) 


3 > STROB(4-E2) 
LS04 ii 
3 > ン ッ KDATABUS(4.D2) 
M26 
上 5V 
yL ATCH(4.E2) (6-D4) 
ACK(4-E2) (6.D2) 
T5V 
R3 
WI RTCBUSY (4-F2) 
ツ 1S2473 
437 
ユイ +3V (6-D7) 
C5 
0.1/ D2 


67 
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49. コネ クタ 


CON-3-12 (MAIN) 


CON-3-11(FDUNIT) 


HINC 


〇 りう 
ト り う 


CO ICO INhNO NRNO NO IRO NO 1 ヒー ニコニ に ヒー ヒー 1 ヒー トー 
COINOINO IRO IROI ト RODO エー ョ エー ルー ョ ルー ュー 


34 


6 グ 


ご > MDATABUS(1-A2)(2-H2)(3-C2)(4-F10) 
ぐ > SDATABUS(4-A2)(4-G10) 
く > MADDRBUS (1-A2)(2-C2) 


こさ 
We 
の 
ーー 


2 トー ョ ン 

トー ミン 
の 

葉 間 

加 ーー ョ ン 
rr の 
ーー テン 

16 

RFD01(4.G2) 
Fe % WFD02(1.H2) 
22 > CS18X(1.C2) 
% JOYC(3-A2) FREGRE(2.D2) 
YMAO(2-G2)(3-B2) > FREGWE (1.-F2)(2-D2) 
% YMWR(2-H2)(3.C2) %FDCS(1.C2) 
%YMRD (3.B2) XFDRE(1.C2) 
XYMCS(3-B2) %FDWE (1.C2) 
RWB(1-C2) %KREO(4-B10) 

> 1.2MHz (3-B2) KD8 (4-B10) 

NC KACK (4-E2) 
ACK(5-F10) | 40 % BREAK (4.B10) 
%XEIRO(1-D10) ・#KACKNG (4-G2) 
% RD431(4.D2)(5.D2) | 44 > INS(G7) 

% WD431(4.B2)(5.D2) |46 %LATCH(5-E10) 
47 M1(4.C10) |48 | VSYNC(4-F2) 

| 49 | M2 (4-C10) 


%HEADLOAD(1.B10) 
% DS3 (2-C10) 
%INDEX(1-D2) 

4 DS0(2-B10) 

% DS1 (2-B10) 

# DS2 (2-C10) 

% MOTORON (2-D10) 
%DIRECTION(1-A10) 
#STEP(1-B10) 
%WRITDATA(1-A10) 
%WRITGATE (1-C10) 


> ATRKO0(1-.D2) 


#PROTECT (1.D2) 
# READDATA(1-E2) 
#SIDEONE (2-C10) 
# READY (1.D2) 


CON-3-13(JOYSTICK) 


1FWD(3-A10) 

1BACK(3-A10) 
1LEFT(3-A10) 
1RIGHT (3-B10) 
1TRIG1(3-B10) 
1TRIG2(3-B10) 


NhO う コキ ェ エー ニョ エキ ェ エー キトー エー ェ ー 


h ト OhO IRO IF エエ デー ョ キー ョ トー トー ロー N う 
OoOl RIFDOIO つ 81OIO の OR IN IO の 


> 2FWD (3-C10) 
2BACK (3-C10) 


2LEFT (3-C10) 

2RIGHT (3-C10) 
2TRIG1(3-C10) 
2TRIG2(3-C10) 


> 1COM (3-B10) 2COM (3-D10) 
% RESETBME2H2 4.9152MHz (4-E2) 
* RSGDATA(3-G2) \ WSGDAIA (3-E2) 
ー12V # YMIRO(3-G10) 
C32 
la 10/ ーー 
1) 
CON-3-27(BATTERY) CON-3-29 (AMP) 
> 十 3V(5-G10) SDATA (5-B2) 
十 12V 
CON-3-26 (ANALOG) 
十 5V SOUNDS(3-F10) 
> KDETECT (5-C2) 
> KSDAIA(5-D2) KEYBUZ(4-C10) 
IYM (4-C10) 
CON-3-28(LED) 
十 5V 
#CAPS (4-A10) 
*KANA(4A10) 
XINS(D4) 


6 
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50. ピン Of ICO 


6 ダ 


mmmss 


十 5V 


M1, M2, M3, 
M4, M5, M7, 
_M8, M9, M10 
M12, M13, M15 
M16, M17, M18 
M19, M24, M26. 
M36, 


M11, M39, M40, 


M38, 


GND 


em ュー 


M30, M31, M33, 
M34, M35, M37, 


C1,C2, C3,C4,C6 
M28 M25 0 一 C7, C8,C21, C24, C26 AT 


C28, C30, 
11 


人 65 
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51、 リノ A ム コンバータ 


(4-A5) AGDTB LS298 


| ト ASmL + 
(4-C3)TPBH B2 


| cx 


(4.C5) %GSFTSEL 
(4-A5) AGDTR 


(4-C3)TPRH 


(4-A5) AGDTG 


(4-C3) TPGH 


(4-C3) #SUPER 
(4-C5) %SOUCE 


(4-C5) GSFTCK 


(2-D11)S0UND21 シーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーー 
TR2 
(4G8) IYM. 1 了 


R6 生 560 68 


人 66 


0045」 AG6UT 
2 M12 
っ 3 AVCC 
AVCC 
| | | 14 
| | 15 
まま 
ーーー cx 
十 
學 C41 
100/ 十 5V 
寺 
12| PR 19 TR1 
CLR 
| - 


2 M10 


J 


LS/74 5V 


AOUT 


B(4-E8) 


ン ーー > R(4-D8) 
/ ハ 
3 し ne 


R67 
へ D7 470/ 
2 ーー G(4-E8 ) 
/ ハ 
ON St 
YS(4-D8) 
1.2K - 
同 >LSOUND OUT 
(4-A8) 
Rs 1.2K - _ 
“ > RSOUNDOUT 
(4-B8) 
YM(4-C8) 


人 6/ 
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5 と 、 アナログ スイ ッ チ etC. 


100 
C8 
4.7K 
(3.A11) 十 11V ( 
し R11 R12 R15 R40 
51K 560 - 470 
4// 
C1815 2 
Y C10 TR3 
1 8)VIDEOIN た TR12 C1815 
RS 22K 330 > 33K 330 
100 > R9 R10 R14 R16 
十 12V 
MB84053B 
R19 12 14 
47 ん ル 33K 6 
3.3 K 上 13 
(4-D3) XPCSYNC 9 2 ( 
C11 R20 
R19 科 12k 33K 
10K 
、 2 15 
(4.B8) RTVIN YU 
R21 R23 ] 
10K 100K 十 12V 還 還 還 
(4-A8)LTVIN = 
R22 > R27 3 Z1 o い 
半 
1K C1815 
- | 10 
(4-D5) # PCSYNCONT TR4 ー 
R24 R25 十 12V 7 
10K 
R26 
10K 
(4-B8) SOUTGND 
C12 十 12V 
了 4/ ん 
R33 
5.6K 
1K ed 
(4-F8) SOUNDS ン 
“ R28 C13 
22K 4 ん 
(4-D5) SOUND シー 2 L R34 
R29 C14 5.6K 
12K R30 半 枯 
(4-F8) KEYBUZ ( 2 
C1815 
(4-D5) #RESETB TR5 
R32 
10K 


6@ 


十 12V 


C1815 
TR8 


R42 
470 十 12V 


C1815 

TR9 
R41 R43 
10K 470 


+12V 12V 
R36 
SAK TR7 


12V 
C1815 | 
12V 
R44 二 ?0 
C1815 


十 12V 


C1815 
R49 
4.7K 
= R35 
330 


75 


R45 


1K 
R47 
1K 
R48 


VIDEO1(3-C1) 


VIDEO02(4.G5) 


pe VIDEOOUT(4-C8) 


SOUND 21(1.H2) 


LINEOUT (4-F10) 


> VR1 (4-G3) 


VR2(4-F3) 


VR3(4-F3) 


> SPOUT (4-F5) 


6 ヴ の 
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539、 ら SYNC セパ バレ ー タ 


十 12V 


101/2w) 15(1/2W) 


R58 


RD11FB3 は RD10FB3 
へ D1 *100/ 八 C2 


C32 


R/0 


(2-B11) VIDEO} 


820P 
C28 
18 16 HA11423 


(C10)VCOH 


1K < 
R602 


1K 
R03 


SN 75157 


人 / ひ 


ーー ド T1V の AT) 


470 - 
、 VCOH(E2) 
R59 1 K 
R60 
C35 
390P 15K 
14 |15 KR64 
CX CX 
6 LS123 
B M5 
11。 oM \ EHSYNC(4-D3) 
CLR 
り 3 
C37 議 39K C38 ょ 10K 
0.033 R66 lx 生 R67 
LS74 To 14 hs5 s | 
PR CX  RX CX  RX 


/7 
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54.、 コネ クダ 


人 / グ 


CON-2-5 


ぇ SUPER(1-G1) 


4 PCSYNC(2-C1) 
#%EHSYNC(3-E11) 
4 EVSYNC(3-G11) 


ト う 


CO 1 OO ! OO NO う 1 ト NO N う N う トー 


VR3(2-E11) 


VR2(2-E11) 


VR1(2-E11) 


AGDTB(1-A1) 
AGDTR(1-C1) 
AGDTG(1-E1) 


間  。 シノ 


13 > TPBH(1.B1) 1 
15 TPRH(1-C1) 1 
> TPGH(1-E1) 


上 
回 
回 
回 


> GSFTEL(1-B1) 


GSFTCK(1-G1) 


* SOUCE(1.G1) 


XPCSYNCONT(2-E1) 


SOUND(2-G1) 
* RESETB( 2-H1) 


SPOUT (2-F11) 


VIDEO 2(2-B11) 


て ) 
〈 〇 つ ! 
ト N う 
ト う 
- 


LTVIN(2-D1) 
LSOUNDOUT(1-G11) 


SOUTGND(2-E1) 


RTVIN(2-D1) 
RSOUND OUT(1-G11) 


十 
(の 
< ご 


R68 
1.2K 


VIDEO IN(2-B1 ) 
> VIDEO OUT(2-C11) 


YM(1-G11) 


R (1.C11) 
YS (1-F11) 


G (1-E11) 


B (1.A11) 


NO NO う ーー = テー に ) ーー ビー っ ーー = つ 


CON2-26 CON2-25 


SOUNDS(2-F1) 
LINEOUT(2-D11) 
KEY BUZ(2-G1) 


IYM(1-H1) 


人 / づ 
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00. ピン コネ クダ 


CON 2-30 


M6、14、15、16、17 


M5、 


7 、 


9 、11、13 


0.1z C43、49、50、51 
52、53、54、 


十 5V 


十 12V 


> GND 


ー12V 


プ / プ 


A. メイ ン シ ス テム 1 プロ アド レス マッ プ 


プリ ンタ 
STRB 

デー タ を 
送る た め 
の スト ロ 
ー プ ( 負 
パル ス ) 


SLCTIN 
0 : セレ 
クト 


レク 


オー デイ オカ セッ ト 
ライ ンプ ブリ ンタ 


割り 込み (IRQ) の 
マス ク 


拡張 ステ ー タ ス 


サ プ イ ンタ フェ ー ス 


Pe 
・ あ り 


人 / ひ 


IRO リク エ 
スト 


ホル イト 
ネー ブル 


回 D7/ D D4 D3 D2 DI DO 
D7/ D D4 D3 DZ DI DO 、 
ステ ー タ ス レジ スタ 


b D5 
b D5 
DSR SYNDET FE OE PE TX 上 RXRDY TXRDY 

0: 1 IESYNC|1 [フレ | 1: オ ー| |: パリ | |: トラ | 1: レ シ | |: トラ 

| : 0 | キャ ラク | 一 ム エ ラ ー | バー ラン | ティ エラ ー | ンス ミッ | 一 バレ ディ | ンス ミッ 


ク 検出 エラ ー タ エ ン プ ト デ ー タ 
テイ バッ ファ 


エン プティ 
W モー ドコ マン ド デ ー タ (リセ ッ ト 後 有効 ) 
SCS ESD EP PE L2 LI 0 0 
SYNC キ | SYNC 検 | パ リティ | パリ ティ | キャ ラク タ 長 
ャ ラク タ | 出 0 ディ 
セー ブル | 0 
0: ダ ブル | 0 : 内 部 | 0 : 奇 1 : イ ネ 
ー ブ プル 
非同期 モー ド 同上 同上 
コマ ンド デー タ 
EH IR RTS ER SBRK RXE DTR | TXEN 
ハン トモ | 内 部 リセ | リク エス | エラ ー リ | ブレー ク | 受信 イネ | ター ミナ | 送信 イネ 
ー ド ッ ト ト ツ ウ セ | セット 送出 ー ブ プル | ルレ ディ | 一 ブル 
ンド 
I・SYNC|]1: リ セ | 1:RTS| 1 : エラ | 1:TXD|0 : デ ィ | | :DTRI 0O : ディ 
キャ ラク ッ ト 0 グラ グ し” | セー ブル ^0" | セー ブル 
タ サ ー チ クリ ア 1 イネ |: イネ 
ー ブ プル ー フ ブル 


PSG デー タ ( ラ イト デー タ : レジ スタ アド レス ) 


DI 


人 /6 


A. メイ ン シ ス テム 1 プ O ア ドレ スマ ッ プ 


FDOF | バン クレ ジス タ | R_ ROM モー ド 
し は 
l 


イニ シ エ ー タ ROM 


ディ セー ブル レジ スタ 


「St 


320/640 
切り 換え 


サブ モー ドス テー タス 
レジ スタ 


5 
中 ls 


FDI3 | サブ プ バ ンク レジ スタ 


昌 


コン トロ ー ル レジ スタ 
“0 


3]21119 
19]0|0|9| ハ イイ ン ビ ピー ダン ス 
90910 デー タリ ー ド 
19|9| 10] デー タラ イト 。 
10|0| | | レジ スタ アド レス ラッ チー 
10| 910] ステ ー タ スレ ジス タリ ー ド 

| 0 |0 | | ジョ イィ ステ ィ ッ ク ポ ー ト リー ド 
に 押 木 上 


38382 お 5908888BG2OBBB8B | 0 | 0 | 9 | 9 


W ライ ト デ ー タ , レジ スタ アド レス 
D7/ D6 D5 D4 D3 D 


〆 DI D0 
リー ド デ ー タ ,。 ステ ー タ ス 
D7 De D5 D4 D3 D2 DI D0 


| FDI6 | 


人 // 


付 録 


タイ プ | ノッ ト フ 還 クエ スト 
0 デー クリ アウ ンド “ 

マー ク 

1 デリ ー|1: セット 1: ロ スト |1: セッ ト 
テッ ドア ド 


FDI8 320KB フ ロッ ピー ステ ー タ スレ ジス タ (type 1) 
ノッ トレ [|W プ ロ テ | ヘッ ドロ | シー クエ | CRC エ ラ | トラック | イン デ ッ | ビジー 
デイ クト 二 ド 2 っ 0 ク ス 
1: ノ ブッ | 1 : プロ 
トレ ディ | テクト | |: オン | 1: エ ラー | 1: エ ラー| 1: 00 | 1 : オ ン |1: ビ ジー 
ステ ー タ スレ ジス タ (type 2, 3) 
レコ ー ド | レコー ド ロス ト デ | デー タリ 
レス マー ク 


TYPE 2 


W コマ ンド レジ スタ 

TYPE 1 | Restore 0000 IVIO 
lseek _ 、 lo iv 
lstee 、  、 |oiuiv 
lstepout 。 louuiv 
Read IO00m xE00 
Write (デリ ー テ ッ ド アド レス マー ク ) IO0Im xE00 
Read Address II00 01I00 


TYPE 3 


lstegm 。  、 louiv 
Write( デ ー タ マー ク ) IOIm xE0OI 
Read Track IIO0 0IOx 


TvpE4[foroem  、 、 、 [iou sa 


V・ Verify, U: Up Date, m : multiple Record 
E : 30 msec dela, | ・ interrupt 


FDI9 トラ ッ ク レジ スタ 
FDIA 


JA 


FDIC |R 


0 : サ イ 


FDID 


の ン 
0 : オ フ 


・ オ ン 


FDIF 


/ ざ ぐ 


HAN 


A. メイ ン シ ス テム 1 プア ドレ スマ ッ プ 


と り 
HUUGU 邊 


アド レス 内 容 
FD20 | 漢字 ROM 


FD2ZI| 
F D2Z2 
FD2Z3 
FD30 


アナ ログ 
パレ ッ ト 番 号 


|- で ーー TsiTemlewlwn 
FD3I 
還 間 間 EC 


0 : Low で 15 : High 
BL3 BL2 BLI BLO 


0 : Low~ で っ 15: High 
RL3 RL2 RL RL0 


0 :Lowe で 15: High 
GL3 GLZ GLI GLO 


「St 


Blue レベ ル 
レジ スタ 


F D32Z 


美 


の 
ー キ 


Red レ ベル 
レジ スタ 


FD33 


Green レ ベル 


FD34 


本 日 本 


FD35 


FD37 


< \ 
【 
9 る 


FD38 パレ ッ ト レ ジス タ 


FD39 


FD3A 


FD3B 


FD3C 


FD3D 


FD3E 


FD3F 


DIG 


人 / ヴ の 


アド レス 
FD80 


FDSI 


F D82 


F D83 


FD864 


F DS85 


FD86 


FDS87 


FD88 


FD89 


F DS8A 


FD6B 


FD8C 


FDSD 


F DSE 


FD8F 


FD30 


F D32 


] mn* 
雪 


FD33 


4。1// 


[ 


メモ リ ・ マ ネー ジ メ 
ント ・ レ ジス タ 
(MMR) 


MMR セグ メン ト 


ウィ イン ドウ ・ オ フ セ 
ッ ト ・ レ ジス タ 


R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 


R/W 


6 


9 


2 


A. メイ ン シ ス テム 1 プ O ア ドレ スマ ッ プ 


FDE0 マウ ス W | コントロール レジ スタ 2 の ビッ ト 0= テ 0 の と き 
イン タフ ェ ー ス コン トロ ー ル レジ スタ 3 へ の 書き 込み 
(MB8873) コン トロ ー ル レジ スタ 2 の ビッ ト 0= ニ | の と き 
(オプション) コン トロ ー ル レジ スタ 1 へ の 書き 込み 


ステ ー タ スレ ジス タ 


タイ マ 3 タイ マ 2 タイ マ | 
割り 込み | 割り 込み | 割り 込み 


コン トロ ー ル レジ スタ 2 


出力 許可 | 割り 込み カウ ント | クロック | レジ スタ 
0 :1I6 |0O:C 0 : レジ 

動作 モー ド 1: 8 ビ | 1:E スタ 3 

ッ ト 1 : レジ 

スタ | 


R/W タイ マ 1 カウ ンタ (I6 ビ ピッ ト or8 ビ ピット ) 


R/W タイ マ 2 カ ウン タ (I6 ビ ピット or8 ビ ッ ト ) 
R/W タイ マ 3 カウンタ (I6 ビ ピット or8 ビ ピット ) 


ステ ー タ スレ ジス タ 


| 割 ぁ 
引 ヒ | 
ー の 弄 
ee | 
革 潤 
引 ト 


未 使 用 |SW3 ( 拡 |SW2 SW | カウ ント デー タ 
張 ) 
0 :OFF| 0 :OFF| 0 :OFF Q3 Q2 QI Q0 


| 1 ON 1 ON 1 : ON 


W | コント ロー ルレ ジス タ 


未 使 用 (通常 は “0” を 書き 込む ) 


プ 8/ 


付 録 


ビ ーッ ト 構 成 
アド レス 内 容 R/W 7 6 5 4 3 2 1 0 
FDE9 MIDI W あ き PIT 割 込 |IUSART 割 込 
は 人 6 
FDEA (オプ ショ ン ) 受信 デー タ 
記 D7 D6 D5 D4 D3 D2 DIl D0 


D7 D6 DS5 D4 D3 DZ DI DO 


そ 
訂 
ml 
h 
さ ゞ 


FDEB ステ ー タ スレ ジス タ 
(ij8251A) DSR 端 子 | SYNDET FE OE PE ly.4 コ RXRDY 」 TXRDY 
0U・H |: データ 
1: し | : 検 田 | 1: 検 田 |1: 検 由 | 1: 検 田 | 1: あ き | OK 1: あき 
モー ドコ マン ドレ ジス タ ( リ セッ ト 後 有効 : 同期 モー ド ) 
SCS 
Syhc キャラ | SYNDET IEP パ リティ IPE パ リティ キャ ラク タ 長 
8 に = 。 ・ デ イィ イセ 
0: タ フル 0 : Even 0: プル 
| 」 . イ ネー 
1: シン クル | 1: 検 田 | 1:O0dd | ・ ブ プル L2 画 0 U 


モー ドコ マン ドレ ジス タ ( リ セッ ト 後 有効 : 非同期 モー ド ) 
スト ッ プ ピッ ト |IEP パ リティ |PE パ リティ キャ ラク タ 長 ボー レー トク ロッ ク 


0:Even 0: イセ 


ー ブ プ ブル 
・ イ ネー 
ら Z っ | 1: Odd | ・ ブ プル LZ し | BZ BI 
コマ ンド レジ スタ 
上 H IR RTS ER SBRK RX 上 DTR TXE 
ーー ディ セ ウイ セレ 
Sync 内 部 上 エフ 0・- ブ プル co プル 
三 0 ブル =0 | '・ ブ ル 


サー チ | ロ に リセット | 1 RTS に リセ yk| 1 に TXD | イネ ー| 1:DTR |」 イネ ー 
「 


FDEC PIT R/W Counter 
(8253) D7 D6 D5 D4 D3 D2 DI DO 
FDED Counter 2 
FDEE Counter 3 

Control Word 
く 〈OPN レジ スタ アド レス > 


| アド レス | 内 窒 。 | 7 | 6 | 5 | 4 | 3 | 2 | 1 | 0 


ー イネ ー プ ブル レジ スタ 


FDEF 


っ 
上 


6 グ 


0:Prossed 1:Not 


ポー ト A “17 1 
デー タレ ジス タ ( 入 力 ) | ( 未 使用 ) | ( 未 使用 ) 


ポー ト B "0 ジ J2 JI J2 J2 JI JI 
6 COM COM | トリガ 2 | トリガ | | トリ ガ 2 | トリ ガ | 

| 出 カ 出力 相当 相当 相当 相当 

( 未 使用 ) 出力 出力 出力 出力 


デー タレ ジス タ ( 出 力 ) 


B. サフ シス テム 1 プリ ロリ アド レス マッ プ 


D400 デア デー グ 


Eo 
アク ノリ ッ ジ 

D403 フ ザ ー 

D404 メイ ン CPU へ の 

アテ ンション IRQ 


D408 CRT の ON-OFF 


と り 
て へ 
本 沿革 


2 


OFF 
OFF 
VRAM アク セス フラ グ 還 半 | SET 


( SET ニア クセス) 
アク ノリ ッ ジ 


D409 


の 
て 


D40A BUSY フ ラグ 


づつ J 
「T1 
ア 
1 ぷ / 
< 


BUSY 
rsS{ BUSY 
D40D 1 シ ザ サート モー ド ON 
OFF 


D40E スク リー ン RAM の 
オフ セッ ト ア ドレ ス (High) 


D40F スク リー ン RAM の 


オフ セッ ト ア ドレ ス ( Low ) | 0 


日 回 回 


B. サブ プ シ ステ ム 1 プ 0 アド レス マッ プ 


還 間 昌 間 間 間 
L 7 | pe | p5 | p4 | p3 | pz | p! | po 


ビ ッ ト 構 成 
アド レス 内 容 R/W 7 6 5 4 J 2 ] 0 


D410 論理 演算 R/W コマ ンド レジ スタ 


omemewr 
| 


DO 


0 :DIS |MBITI MBITZ 


3 NE 


SI ド DZ D 


ロジ カル カラ ー 


D412 


D413 


回 
* 
こ J 
g 
C う 
* 
IS) 


コン ペア レジ スタ 0 


D41I4 コン ペア レジ スタ | 


コン ペア レジ スタ 2 


D416 コン ベア レジ スタ 3 


D417 


コン ベア レジ スタ 4 


D418 コン ベア レジ スタ 5 


コン ベア レジ スタ 6 


D41A コン ペア レジ スタ 7 


>J 
NN 


D41IB R/W 


D41C タイ ル ベ ペイ ント レジ スタ B 


BIT 7 


タイ ル ベ ペイ ント レジ スタ RH 


BIT/ 


D41IE タイ ル ベ ペイ ント レジ スタ G 


BIT 7 


キ 
交 


6 ダ ぞ 


NN 


B. サブ シス テム 1 プ O ア ドレ スマ ッ プ 


構 成 
K) 
レス ォ フ ャ ッ ト レタ スク (1 
人 
II ー ン レジ スタ 
P1I2 


ライ ンス タイ ルル パター ン レ ジス タ 


ビビ ビ ト 1 で 


アド トレ ス 
D420 0 


 D422 


P7 P6 P5 P4 P3 P2 PI P0 

X 座標 始点 レジ スタ (HH) 
X9 X8 

D425 X 座標 始点 レジ スタ (し L) 
X7 X6 X5 X4 X3 X2 XI X0 


D426 Y 座標 始点 レジ スタ (日 ) 


Y8 


Y 座標 始点 レジ スタ (し ) 
Y7 Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 YI YO 


X 座標 終点 レジ スタ (H) 


D42Z7 


D428 ' 
X9 X8 

X 座標 終点 レジ スタ (L) 
X7 X6 _X5 X4 X3 X2 X| X0 


D42A Y 座標 終点 レジ スタ (H) 


Y 座標 終点 レジ スタ (し) 
Y6 Y5 Y4 Y3 


中 接 補 間 
0:BUSY 


D42ZB 


補間 BUSY プ NML ン 
バン クレ ジス タ 


READY 


に 生 に T ビ ト 
ST 1 
= で 
CO 


切り 換え 
CG サ ブシ ステ ム 
バン クレ ジス タ 


ピット]ce ン 
サ プ モ ニタ ROM 


と /。9) 


人 


民 


じ . F-BASIC V3.0 メモ リマ ッ プ 


アド レス 

6E00 て 71D5 
71D6 て 7313 
7314< て 732F 
7330^>733B 
733C 735C 
735D^ ン 736E 
736F て 7385 
7386^>73A0 
73Al<>7564 
7422^ ン 

74CE< ン > 

7565 て 75AG 
75A4<>75C8 
75C9 ン 7712 
75FB< て > 

762C^ ン 

7713C78BD 
78BE<>7923 
792Z4>79F8 
79F9- て 7B56 
7B57 て 7CI4 
7CI5 て 7C3C 
7C3D<>7C3F 
7C40 て 7C42 
7C43- て 7C54 
7C55^>7C57 
7C58 7C5A 
7C5B て 7C7| 
7C7Z<>7CE5 
7CE67D4D 
7D4E て 7DA6 
7DA7 て 7E00 
7DA8< て 

7E01< て 7E03 
7E04- て 7EAF 
7EB0 て 7FFF 
8000^ こ 80ZF 
8030^>804D 
804E<>8059 


66 


QO 


DISK BASIC イニ シャ ライ ズ 処 理 
の ンス) 

DISK コマ ンド 予約 語 テ ー ブ ル 
DISK コマ ンド ジャ ンプ テー ブル 
DISK 関数 予約 語 テ ー ブ ル 

DISK 関数 ジャ ンプ テー ブル 
DISK コマ ンド 分 岐 ル ー チ ン 
DISK 関数 分 岐 ル ー チ ン 

DISKINI 文 エ ント リ 

EAT イニ シャ ライ スズ 処理 

セク タ READ/WRITE 処理 
DSK0$ 文 エン トリ 

DSKI$ 文 エン トリ 

DISK ファ イル KILL 処理 

EAT 書き 込み 

ディ レク トリ サー チ 

DISK ファ イル オー プン 処理 
DISK ファ イル クロ ー ズ 処理 
DISK ファ イル | バイ ト 出 力 処 理 
DISK ファ イル | バイ ト 入 力 処理 
FILES 処理 


計 
時 


MKS$ 文 エン トリ 
MKD$ 文 エン トリ 


PUT 文 エ ント リ 

GET 文 エ ント リ 

DISK エラ ー 処 理 

初期 設定 処理 , デー タ 

払 張 コマ ンド 予約 語 テ ー ブ ル 
払 張 コ マン ドジ ャ ンプ テー ブル 


C.F-BASIC V3.0 メ モリ マッ プ 


アド レス 
805A て 8070 拡張 コマ ンド 分 岐 ル ー チ ン 
807| て 8074 拡張 関数 予約 語 テ ー ブ ル 
8075 て 8076 拡張 関数 ジャ ンプ テー ブル 
8077 て 808D 拡張 関数 分 岐 ル ー チ ン 
808E て 8447 CHAIN 文 エ ント リ 
8448 て 848A ERASE 文 エ ント リ 
848B て 8596 BASIC コー ルド スタ ー ト 処理 
8597^ ン 859E ブロ ッ ク 転 送 ル ー チ ン 
859F て 85A6 3 バイ ト デ ー タ 転送 ルー チン 
85A7 て 8815 BASIC イニ シャ ライ ズル ー チ ン , デー タ 
8816 て 886B 標準 関数 ジャ ンプ テー ブル 
886C て 888F 2 項 演算 優先 順位 テー ブル , ジ ャ ンプ テー ブル 
8890 て 8A2B 標準 コマ ンド 及び 2 項 演算 予約 語 テ ー ブ ル 
8A2C て 8AD9 標準 関数 予約 語 テ ー ブ ル 
8ADA>8B7 | 標準 コマ ンド ジャ ンプ テー ブル 
8B72- て 8D22 ・ 予 約 語 テー ブル の 対応 デー タ 
8D23 て 8D56 予約 語 | 文字 目 の 見 出し テー ブル 
8D57 て 8D60 メッ セー ジ (Ready) 文字 列 
8D6I て 8D68 メッ セー ジ (Break) 文 字 列 
8D69 て 8D92 スタ ッ ク 上 の ネス ティ ング 情報 検索 
8D93 て 8DA9 ブロ ッ ク 転 送 ル ー チ ン 
8DAA で 8DD0 メモ リフ ル チ ェ ッ ク 
8DDI て 8E87 ェ ラ ー 処 理 エ ント リ 
8E88 て 8F3I テキ スト エディ タ エン トリ 
8F32 て 8FBB NEW 文 エ ント リ 
8FBC て 8FCF RESTORE 文 エ ント リ 
8FD0 て 8FD6 END 文 エ ント リ 
8FD7< ン 8FD8 Break 処理 
8FD9 て 9001 STOP 文 エ ント リ 
9002 て 9011 CONT 文 エ ント リ 
9012 て 902C RUN 文 エ ント リ 
902D て 9038 GO 文 エ ント リ 
9039 て 9054 GOSUB 文 エ ント リ 
9055 て 9070 GOTO 文 エ ント リ 
9071 て 909F RETURN 文 エ ント リ 
90A0 て 90A2 DATA 文 エ ント リ 
90A3 て 90FO REM, , ELSE 文 エ ント リ 
90FI て 9133 IF 文 エ ント リ 
9134 て 9139 ON( 式 ), ON ERROR の 分 岐 
913A て 9194 ON( 式 ) GOT0/GOSUB 文 エ ント リ 


計 
叶 


十 
中 


nH 


人 ざ 


_N 


アド レス 

9195 て 91IEC 
9IED て 924D 
924E て 9287 
9288 て 92A4 
928C て 
928F て 
92A5 て 92BD 
92BE て 94C4 
939E て 
93B0 て 
93BB て 
93CD て 

_ 946B て 
94A8 
94AD て 
94B2 ン 
94B7 て 
94BC て 
94C5 て 94CD 
94CE て 950E 
950F て 972B 
9547 て 
9570 て 
95C7- ン 
95E6 て 
966E て 
972C て 9751 
9752 て 980C 
980D て 98AD 
98AE て 9929 
922A て 9932 
9933 て 9946 
9947 て 995| 
9952 て 996E 
996F て 9978 
9979- て 99C9 
99CA て 9A25 . 
9A26- ン 9A2F 
9A30 て 9A39 
9A3A->9A4F 


LET 文 エ ント リ 
単項 式 の 評価 
NOT 文 エ ント リ 
多項式 の 評価 
右 カ ッ コ の 処理 
左 カ ッ コ の 処理 
減算 (一 ) エ ント リ 
数 値 式 の 評価 

べ キ 乗 (A) 

論理 演算 


計 
史 


\M 
の 


除算 (/) 


ワ 


R 
V 


くつ 


m | < > 
の | ツ 
| 
人 ハ 


DIM 文 エ ント リ 
変数 名 テー ブル 登録 


] 


対 
品 
1 
四 
| | で 
| | 
で | 中 
深 |N 
洗 


つ 


KK < 


茎 | 怪 
難 | 吾 
対 | 汐 
難 | 英 
5 + 
N 
ご 
山 
tf 


変数 型 識別 子 の 作成 
配列 変数 テー ブル 検索 
配列 変数 テー ブル 登録 
FRE 関数 エン トリ 
STR$ 関 数 エン トリ 

カベ ー ジ コレ クシ ョ ン 処 理 
文字 列 代 入 処 理 

LEN 関数 エン トリ 
CHR$ 関 数 エン トリ 

ASC 関数 エン トリ 
LEFT$ 関 数 エン トリ 
RIGHT$ 関 数 エン トリ 
MID$ 関 数 エン トリ 

VAL 関数 エン トリ 

PEEK 関数 エン トリ 
POKE 文 エ ント リ 

行 番号 定数 の 評価 


ゴ 


アド レス 
9A50 て 9A/E 


C.F-BASIC V3.0 メ モリ マッ プ 


TAB( n ) 関数 エン トリ 


計 
時 


FC9ABZ 
B3 て 9BB4 
B47< て > 


(の 
CO 
JJ 
『「TI 


(の 
CO 
COD 


5 て 9BDA 
9BDB て 9CZA 
9C2B< て 9CD3 
9CD4 て 9D58 


LPRINT 文 エ ント リ 

PRINT 文 エ ント リ 

改行 処理 

PRINT 文中 の カン マ (, ) の 処理 
PRINT 文中 の セミ コロ ン ( : ) の 処理 
SPC( n ) 関 数 エン トリ 


( 〇 |〈 〇 | 〈 ぐ 〇 
CO アア 
〇 ) 
Co 


PRINT@ 文 エン トリ 
INSTR 関数 エン トリ 


9D59- て 9D /A 
9D7B て 9DCO 
9DCI て 9EZB 


STRING$ 関 数 エン トリ 
SPACE$ 関 数 エン トリ 
MID$ 関 数 エン トリ 


9E2C>9E 7/D 
9E2D<9E7/D 
9E7E て 9E93 
9E94- て 9EA4 


HEX$ 関 数 エン トリ 
OCT$ 関 数 エン トリ 
& 定 数 エン トリ 
&O 定数 エン トリ 


9EA5- て 9ECB 
9ECC て 9F 7Z 
9F 73^>9F 75 


H 定数 エン トリ 
LIST 出力 処理 
DEFSTR 文 エ ント リ 


9F 76^ ン 9F 78 
9F 79< て 9F 7B 


DEFINT 文 エ ント リ 
DEFSNG 文 エ ント リ 


9F 7C- て >9F BB 
9F BC て 9FE6 
9FE7C て AO0I3 
A01IACAOIE 


DEFDBL 文 エ ント リ 


AO0IB て 
AO0IF て AZ0Z 


A058^ ン 
A07F て 
A203^>A4SE 
AZC7^ ン 
A36D^ ン 
A36E^ ン 
A43F >A445 
A446^>A7OE 
A70F て A7/38 
A739^ ン と A743 
A744^CA783 
A784->A7/DS 


PRINT USING 文 (! ) の 処理 
PRINT USING 文 (&) の 処理 
PRINT USING 文 エ ント リ 


WEND 文 の サー チ 
PRINT USING の パッ チ 


ON ERROR GOTO 文 エ ント リ 
ERROR 文 エ ント リ 


SWAP 文 エン トリ 


ぞ 


OO 
( 〇 


kh 


アド レス 

A7D9-CA7DE 
A/DF CA829 
A8ZA^>A95| 
A952Z^ ン A968 
A969^>A99F 
A9A0^ ン CA9C9 
A9CA^CABF3 
ABF4^< ン AD53 
ACZF ^ ン 
AC95^ ン 
ACC4^ ン 
ACFB< ン 
ADS54< ン ADDB 
AD8 | て > 
ADDC<CAED | 
ADF0<> 
AE69^ ン 
AE8C< ン > 
AEDZ<-CB08C 
AFII> 

AF 1A^< ン 
AF97< ン > 
BUUA^> 
BU68^ ン 
BU8D<-B0A9 
BUAACB3BD 
BOEE< ン 
BIDF て 
BZ34< ン 
B3BE >B3D4 
B3D5C て B460 
B461<CB47| 
B472- ン B608 
B609- て BAED 
BAEE<> ン BAF6 


O | の | ロ ロ | 
OO |||> 
(の | 1O) | 本 
心 | | 〇 の) | ょ 』 
(12 1401 46 
COO |」 |」 軌 1 
8| 思 | 
ROSEIN SS 


gs) 
CO 
「TI 
(1 
( 
COO 
CO 
TI 
( リ 


NN 
( 〇 
〇 つ 


計 
の 


FN 関数 エン トリ 
VARPTR 関数 エン トリ 
DEF USR 文 エ ント リ 
USR 関数 エン トリ 


G コマ ンド 処理 
M コマ ンド 処理 
D コマ ンド 処理 
R コマ ンド 処理 


HARDC 文 エ ント リ 
HARDC0 処理 
HARDCI 処理 
HARDC2 処理 
ANPORT 文 エ ント リ 
実数 減算 ルー チン 
実数 加算 ルー チン 
実数 の 正規 化 処理 
実数 の 丸め 処理 
実数 の 切り 捨て 処理 
LOG 演算 用 デー タ 
LOG 関数 エン トリ 
実数 乗算 ルー チン 
指数 部 演算 ルー チン 
実数 除算 ルー チン 
SGN 関数 エン トリ 
ABS 関数 エン トリ 
FIX 関数 エン トリ 
INT 関数 エン トリ 
「IN( 行 番号 ) 」 の 出力 
SOR 関数 エン トリ 
べき 乗 (A) エ ント リ 
EXP 演算 用 デー タ 
EXP 関数 エン トリ 
多項式 演算 処理 
RANDOMIZE 文 エ ント リ 


アド レス 
BBFE て BC4B 
BC4C て BC73 
BC74 て BCCC 
BC7C て 
BC85 て 
BCCI て 
BCCD て BCDF 
BCD3 
BCD5<> 
BCE0 て BD28 
BCEE て 
BCFF て 
BD29 て BD3E 
BD3F て BD4C 
BD4D て BD72 
BD73 て BEOB ` 
BE0C て BE32 
BE33 て BE49 
BE4A て BE5F 
BE60 て BE65 
BE66 て BEB0 
BEBI CBED3 
BED4 て BEF4 
BEF5 て BF47 
BF48 て BFDC 
BFDD て BFF2 
BFF3 て CI68 
CI69 て C287 
C288 て C5EI 
C490 て 
C528 て 
C5E2- て C63C 
C63D て C6EC 
C67A て 
C680 て 
C6DB て 
C6ED て C72F 
C730 て C75F 
C760 て C76E 
| C76F て C77A 
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RND 関数 エン トリ 

RND 演算 用 デー タ 

CINT 関数 エン トリ 

単 精度 デー タ の 整数 化 
倍 精度 デー タ の 整数 化 
型 変換 ルー チン 

CDBL 関数 エン トリ 
整数 デー タ の 倍 精度 化 
単 精度 デー タ の 倍 精 度 化 
CSNG 関数 エン トリ 

倍 精度 デー タ の 単 精度 化 
整数 ジータ の 単 精度 化 
整数 / 実 数 の チェ ッ ク 処 理 
減算 (一 ) エ ント リ 
加算 (+]) エ ント リ 

乗算 (*) エ ント リ 
整数 除算 (\) エ ント リ 


半 
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数 値 比較 ( く , = ニ ,>) エ ント リ 
COS 関数 エン トリ 

SIN 関数 エン トリ 

TAN 関数 エン トリ 

三角 関数 演算 用 デー タ 

ATN 関数 エン トリ 

LINE INPUT 文 エ ント リ 


READ 文 エ ント リ 

テキ スト 逆 翻 訳 ル ー チ ン 
テキ スト 翻訳 ルー チン 
小文字 一 大 文字 変換 

行 番号 定数 の 評価 
標準 関数 の 分 岐 処理 
BASIC メイ ン ル ー プ 

ダイ レク トモ ー ド エン トリ 
各 コ マン ド へ の 分 岐 処理 
暗黙 END 処理 

省略 形 キ ー ワ ー ド テー ブル 
リン ク ポ イン タ 付 け 替 え 処 理 
テキ スト 読み 込み ルー チン 


ぞ 


い 〇 
ト ュ 


アド レス 

C77B て C7C9 
C7CA て C7F0 
C7FI て C813 
C814 て C87A 
C87B て C8FF 
C8BC 
C8F0 て C911 
C912 て C922 
C923 て C929 
C92A て C946 
C947 て C952 
C953 て C9D7 
C9D8 て C9E7 
C9E8 て C9F9 
C9FA て CA0I 
CA02 て CA05 
CA06 て CA8C 
CAI8 ン 
CA73 
CA8D て CAB5 
CAB6 て CAE3 
CAE4 て CAE5 
CAE6 て CBB4 
CB02_ 

CBIE て 
CB36 
CB57_ 
CBB5 て CD00 
CD0I て CE03 
CD3E_ 
CD58 て 
CD88_ 
CDA6 
CDC6 ン 
CE04 て CE72 
CE73 て CEA7 
CEA8 て CF21 
CEDC_ 
CEDF_ 
CF22 て DO2F 
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COLOR 文 エ ント リ 

COLOR= ミ (パレット, カラー) 文 エ ント リ 
CONSOLE 文 エ ント リ 

WIDTH 文 エ ント リ 

コン ソー ル イニ シャ ライ ズ 処 理 
LOCATE 文 エ ント リ 


POS 関数 エン トリ 

LPOS 関数 エン トリ 
FIRO 割 込 処理 

行 番号 評価 . サ ー チ ルー チン 
カセ ッ ト 処 理 ジ ャ ンプ テー ブル 
カセ ッ ト EOF 処理 

カセ ッ ト LOF 処理 

カセ ッ ト オ ー プ ン 処 理 
^0" モ ー ド の オー プン 処理 
~1” モ ー ド の オー プン 処理 
カセ ッ ト | ブロッ ク 入 力 処 理 
カセ ッ ト ク ロー ズ 処 理 
LOAD ? エン トリ 


カセ ッ ト | ブロ ッ ク 出 力 処 理 
ヘッ ダブ ロッ ク 読 み 込み 処理 


LIST 文 エ ント リ 
SAVE 文 エ ント リ 
プロ テク ト 暗 号 化 処理 


プロ テク ト 復 号 化 処理 


~1? モ ー ド の オー プン 処理 
^0" モ ー ド の オー プン 処理 


アド レス 
CF29 ン 
CF3I ン 
D027 ン 
D030 て DII9 
D06B 
D072 ン 
D08E て 
DIIA て DIIC 
DIID て DI5B 
DI5C て D197 
DI98 て DIAC 
DIAD て D25B 
D25C て D2B4 
D2B5 て D2FB 
D2FC て D3A4 
D3IIC 
D315 て 
D319 て 
D3A5 て D3B3 
D3B4 て D3CI 
D3C2 て D4BA 
D407 
D444 ン 
D448 
D464 
D475 ン 
D484 ン 
D498- 
D4BB て D50D 
D50E て D517 
D518 て D52C 
D52D て D607 
_D5D6ー 
D5E3 ン 
D5EC ン 
D608 て D60C 
D60D て D614 
D615 て D616 
D617 て D677 
D64A て 
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LOAD 文 エ ント リ 
1 パイ ト 入 力 処理 
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2 バイ ト 入 力 処理 


EOF 関数 エン トリ 

LOF 関数 エン トリ 
INPUT$ 関 数 エン トリ 
COM クロ ー ズ 処理 
COM オー プン 処理 
COM | バイ ト 出 力 処 理 
COM | バイ ト 入 力 負 理 
IRO 割 込 処理 

KEY IRO 処理 

TIMER IRO 処理 
拡張 IRO 処理 

COM EOF 処理 

COM LOF 処理 

BASIC プロ グラ ム 割 込 制御 処理 
ON COM 文 エ ント リ 


COM OFF 処理 

COM ON 処理 

COM STOP 処理 

割込み イニ シャ ライ ズ 

TERM モー ド の PF キー 割 込 処理 

TERM モー ド の PF キー 割 込 ジ ャ ンプ テー ブル 
TERM モー ド の オプ ショ ン 転 送 処理 


エス ケー プシ ー ケ ンス 処理 
TERM オペ ラン ド 既 定 値 デ ー タ 
TERM ジャ ンプ テー ブル 

プリ ンタ クロ ー ス 処理 

プリ ンタ 1 バイト 出力 処理 
改行 処理 


ど 。 


( 〇 の 
ぐい 


アド レス 

D659 て 
D678 て D6D7 
D6D8 て D757 
D730 て 
D758 て D78B 
D76F て 
D772 て 
D78C て D793 
D794 て D7F6 
D7E3 て 
D7F7 て D8AB 
D8AC て D99D 
D90F て 
D92F て 
D93D て 
D944 
D94A て 
D99E て D9A3 
D9A4 て 
D9A5 て D9D8 
D9D9 て DA7F 
D9DE て 
D9F4 て 
DA6D て 
DA80 て DAA5 
DAA6 て DADE 
DADF て DBOC 
DB0D て DBIE 
DBIF て DB24 
DB25 て 
DB26 て DB27 
DB28 て DB29 
DB2A て DB53 
DB38 て 
DB3F て 
DB44~ 
DB49~ 
DB54 て DB93 
DB59 て 
DB6D~ 


計 
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Abort 処理 

カセ ッ ト | ブロッ ク 入 力 処 理 

カセ ッ ト | パイ ト 入 力 ( カ セッ ト テ ー プ より ) 
MOTOR 文 エ ント リ 

MOTOR ON 処理 

MOTOR OFF 処理 

カセ ッ ト ギャ ッ プ 出力 処理 

カセ ッ ト | ブロッ ク 出 力 処 理 

カセ ッ ト 1 バイト 出力 (カセ ッ ト テ ー プ へ ) 
一 行 入力 処理 (スク リー ン エ ディ ッ ト 時 ) 


CRT | ブロ ッ ク 出 力 処 理 
フィ ー ル ド 設 定 処理 
CRT イレ ー ズ 処理 

行 番号 出力 

AUTO 編集 処理 
CRT オー プン 処理 
CRT クロ ー ズ 処理 

プリ ンタ オー プン 処理 

CRT | バイ ト 出 力 処 理 

カー ソル X, Y 座標 の 読み 取り 
サブ プシ ステ ム 関 係 BIOS の RCB 設定 
カー ソル X, Y 座標 設定 


ファ イル か ら の | 行 入力 処理 
カー ソル 消去 / 表 示 処 理 

キー ボー ド 処 理 ジ ャ ンプ テー ブル 
キー ボー ド オー プン 処理 
キー ボー ド クロ ー ズ 処理 
BEEP ON の RCB デー タ 
BEEP OFF の RCB デー タ 
BEEP 文 エ ント リ 

BEEP 処理 (一 定時 間 ) 

BEEPI 処理 (BEEP ON) 
BEEP0 処理 (BEEP OFF) 
BELL(CHR$(7)) 出力 

キー ボー ド | 文字 入力 処理 
Break チェ ッ ク ルー チン 
INKEY ルー チン 


アド レス 

DB84 て 
DB94 て DB97 
DB98 て DC24 
DBD5 て 
DBFB て 
DCI5 て DC70 
DC35 て 
DC43 て 
DC5| て 
DC56 て 
DC71 て DCA5 
DCA6 て DCA9 
DCAA て DCCE 
DCCF て DCDA 
DCDB て DCEE 
DCEF て DCF9 
DCFA て DDA7 
DDA8 て DE32 
DE33 て DF53 
DEE2- ン 
DEF9 ン 
DF30 て 
DF54 て DF77 
DF78 て DFA5 
DFA6 て DFAB 
DFAC て E013 
E014 て E035 
E036 て E063 
E064 て EI19 
EIIA て E1I5B 
EI5C て E181 
E182 て EI8F 
EI90 て EIE3 
EIE4 て EIF7 
EIF8 て E232 
E233 て E23E 
E23F て E248 
E249 て E24E 
E24F て E290 
E272 


INKEY$ 文 エン トリ 
KEY 文 エ ント リ 
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KEY LIST 文 エ ント リ 

コン ソー ル 設 定 ル ー チ ン 
PF キー 読み 込み / 表 示 処 理 
KEY(n)ON/OFF/STOP 処理 
KEY(n)ON 文 エ ント リ 
KEY(n)OFF 文 エ ント リ 


KEY(n)STOP 文 エ ント リ 
PF キー 割込み 設定 ルー チン 
PF キー 定義 ルー チン 

ON 文 エ ント リ 

ON KEY 文 エ ント リ 

ON INTERVAL 文 エ ント リ 
ON TIME 文 エ ント リ 

ON PEN 文 エ ント リ 
CONNECT 文 エ ント リ 
SYMBOL 文 エ ント リ 
GCURSOR 文 エ ント リ 

ァ ン クシ ョ ン チェ ッ ク 
グラ フィ ッ ク 座 標 設定 処理 


\J 


Xe 
人 


小 
員 


グラ フィ ッ ク 座 標 評価 
PAINT 境界 色 設 定 

POINT 関数 エン トリ 
PSET 文 エ ント リ 
PRESET 文 エ ント リ 
キャ ラク タ 座 標 の チェ ッ ク 
X, Y 座標 の 評価 

LINE 文 エ ント リ 

TIME 関数 エン トリ 
TIME$ 関数 エン トリ 
DATE$ 関数 エン トリ 
DATE 関数 エン トリ 

TIME 関数 エン トリ 
TIME$ 関数 エン トリ 
TIME ON 文 エ ント リ 
TIME OFF 文 エ ント リ 
TIME STOP 文 エ ント リ 
TIME( 割 込み ) 文 エン トリ 
タイ マ 割 込み 時 刻 設定 


の 


ひび] 


寺 
ah 


アド レス 
EZ91 CEZCE 
EZCF て EZE8 
| EZDA> 
EZE9->E34C 
E34D< て CE3B9 
E3BA^E40A 
E40BCE43C 
E43D<E447 
E448->E44D 
| E44E て E452 
E453^ ン E4BA 
E4BB<E4C7 
E4C8->E5IF 
| ES52Z0CE543 
E544^->E55| 
E55Z^ ン と E 7/EE 
E6A3^ ン 
E /A3^ ン > 
E/EF >E809 
E80A^>EAF5 
| EAF6- て EB4A 
EB4B<>EBS8D 
EB8E<CEB90 
EB91<>EB93 
EB94^>EB99 
EB9A^CEBB9 
EBBA^CEBF5 
EBCF < ン 
EBES5^ ン > 
EBF6- て EC04 
EC05^ て ECIS3 
ECI4<- ン ECIA 
ECIB< て EC26 
ECZ7^ ン EC28 
| ECZ9- て EC71| 
EC/7Z- ン F 143 
ED35^ ン 
ED 72^ ン > 
EE3A^ ン 
EEDA^ ン > 


計 
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DATE$ 文 エン トリ 
設定 日 付 , 時 刻 の エラ ー チ ェ ッ ク 


日 付 , 時 刻 の 設定 処理 
TIMER 読み 込み 

INTERVAL 文 エ ント リ 
INTERVAL ON 文 エ ント リ 
INTERVAL OFF 文 エ ント リ 
INTERVAL STOP 文 エ ント リ 
0 時 割込み イネ ー ブ ル 

0 時 割込み 設定 

カラ ー チ ェ ッ ク 設 定 
PAINT 文 エ ント リ 

CIRCLE 用 三角 関数 デー タ 
CIRCLE X, Y 座 標 評価 
CIRCLE 文 エ ント リ 

CIRCLE 演算 ルー チン 
CIRCLE 開始 / 終 了 位 置 設定 
GET 文 エ ント リ 


SCREEN 関数 エン トリ 
SCREEN 文 エン トリ 
BUBINI 文 エ ント リ 
BUBW 文 エン トリ 
BUBR 文 エ ント リ 


PSG レジ スタ 設定 処理 

PSG 初期 化 処理 

PLAY コマ ンド 設定 

PLAY コマ ンド 初期 化 処理 
TIMER 割込み イネ ー ブ プル 
TIMER 割込み マス ク 

BEEP OFF RCB デー タ 
PLAY 文 初期 化 処理 

PLAY 文 エ ント リ 

MML コマ ンド 解析 ルー チン 
PLAY 文 割込み 処理 | 
音 の 長 さ 計算 

MML コマ ンド *T? 処 理 


アド レス 

EEE5> 
EEF0> 
EEFC て ン 
EEFE- ン 
EF12 ン 
EF19 て ン 
EF31 て 
EF44 ン 
EF5C 
EFAI> 
EFC9 
FI44 ン FI59 
FI5A て F175 
FI76 て FI7C 
FI7D 
FBA5 て FBAE 
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MML コマ ンド “し L" 処 理 

MML コマ ンド “0" 処 理 

MML コマ ンド “V" 処 理 

MML コマ ンド “S” 処 理 

オシ レー タ 書 き 込 み 

オシ レー タ 読 み 込 み 

MML コマ ンド “P”^R 処理 
MML コマ ンド “A” で て“G" 処理 
MML コマ ンド ^N" 処 理 

MML コマ ンド ~M" 処 理 
音程 の 設定 

PLAY コマ ンド 相対 アド レス デー タ 
音程 デー タ 

BIOS の バー ジョ ン 

BIOS エン トリ 

BASIC の バー ジョ ン 
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D. F-BASIC V3.3 メモ リマ ッ プ 


アド レス 
9146- て 9161| DISK コマ ンド 予約 語 テ ー ブ ル 
9162 て 916D DISK コマ ンド ジャ ンプ テー ブル 
9I16E て 918E DISK 関数 予約 語 テ ー ブ ル 
918F て 91A0O DISK 関数 ジャ ンプ テー ブル 
91IAl て 91B7 DISK コマ ンド 分 岐 ル ー チ ン 
9IB8 て 91ID2 DISK 関数 分 岐 ル ー チ ン 
9IED て 922B 常駐 部 ジャ ンプ テー ブル 
922C て 95F8 非常 駐 部 フッ ク テ ー ブ ル 
922C ン BASIC コー ルド スタ ー ト 処理 フッ ク 
923E て CHAIN 文 フ ッ ク 
9250 て ERASE 文 フ ッ ク 
9256-> カセ ッ ト | ブロ ッ ク 入 力 処 理 フ ッ ク 
925C> カセ ッ ト | ブロック 出力 処理 フッ ク 
9262 て MOTOR OFF 処理 フッ ク 
9268 ン MOTOR 文 フ ッ ク 
926E て MOTOR ON 処理 フッ ク 
929E<> ROLL 文 フ ッ ク 
92A4< ン DEF KANJI 文 フ ッ ク 
92B0> KANJI 文 フ ッ ク 
92B6 ン SCREEN 文 フ ッ ク 
92D4 ン LINE 文 フ ッ ク 
92DA て PAINT 文 フ ッ ク 
92E0<> POINT 関数 フッ ク 
92E6 PRESET 文 フ ッ ク 
92EC て > PSET 文 フ ッ ク 
92F8 ン CIRCLE 文 フ ッ ク 
9309 て GET 文 フ ッ ク 
930F て > PUT 文 フ ッ ク 
9315 て CONNECT 文 フ ッ ク 
931B ン SYMBOL 文 フ ッ ク 
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倍 精度 SQR 関数 フッ ク 
精度 SIN 関数 フッ ク 
倍 精 度 COS 関数 フッ ク 
倍 精度 TAN 関数 フッ ク 
倍 精 度 ATAN 関数 フッ ク 


) 
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アド レス 
93C/^ ン 
93DF < ン 
93EO の 
93EB^ ン 
93F 1 < て 


MON 文 フ ッ ク 

DISK ファ イル オー プン 処理 フッ ク 
DISK エラ ー 処 理 フ ッ ク 

DISK ファ イル 1 バイ ト 出 力 処理 フッ ク 
DISK ファ イル クロ ー ズ 処理 フッ ク 
93F7 ン DISK ファ イル | バイト 入力 処理 フッ ク 
9403 て FILES 文 フッ ク 

941B> ン GET 文 フ ッ ク 

9421 ン PUT 文 フ ッ ク 

9432 て STICK 文 フ ッ ク 

9438 て STRIG 文 フ ッ ク 

943E て JOY STICK イニ シャ ライ ズ 処 理 フッ ク 
9444 て KILL 文 フ ッ ク 

944A て ン DSKINI 文 フ ッ ク 

9450 て DSK0$ 文 フ ッ ク 

9456- て NAME 文 フ ッ ク 

945C ン FIELD 文 フ ッ ク 

9462 て > LSET 文 フ ッ ク 

9468 て RSET 文 フ ッ ク 

946E DSKF 文 フ ッ ク 

9474 て CVI 文 フ ッ ク 

947A~> CVS 文 フッ ク 

9480 て CVD 文 フ ッ ク 

9486 て MKI$ 文 フ ッ ク 

948C て > MKS$ 文 フ ッ ク 

9492 て MKD$ 文 フ ッ ク 

9498 て > LOC 文 フ ッ ク 

949E< ン DSKI$ 文 フ ッ ク 

94A5< ン セク タ READ/WRITE 処理 フッ ク 
94B3^ ン > FAT 更新 フッ ク 

94EB て INPUT 文 フ ッ ク 

94F1< ン LINE INPUT 文 フ ッ ク 

94F7^ ン READ 文 フ ッ ク 

94FD ン RENUM 文 フ ッ ク 

9509 て SEARCH 文 フ ッ ク 

950F て CALL 文 フ ッ ク 

9515- ン TALK 文 フ ッ ク | 

951B< ン リン ク ポ イン タ 付 け 替 え 処 理 フ ッ ク 
952D て > 行 番号 サー チル ー チ ン フ ッ ク 
9539-> PALETTE 文 フ ッ ク 


計 
" の 


の 


〇 


ホ 


人 


アド レス 
954A て > SIMPOSE 文 フ ッ ク 
9550 て SIMPOSE 関数 フッ ク 


9556 て WIDTH 文 フ ッ ク 
9562- ン > COLOR 文 フ ッ ク 
9568-> ン SINPUT 文 フ ッ ク 
9574 て CLOCK 文 フ ッ ク 
957A て > DATE$ 関 数 フッ ク 
9580 て DATE 関数 フッ ク 
9586 て TIME 関数 フッ ク 
958C て TIME$ 関 数 フッ ク 
9598 て INTERVAL 文 フ ッ ク 


| 959E て > TIMER 読み 込み 処理 フッ ク 


S 


saw 
sr 


962B^ こ 9658 初期 設定 処理 デー タ 


9693 て 96AE 


9845 て 989A 標準 関数 ジャ ンプ テー ブル 
389B^ ン 98BE 
98BF て 9A5A 標準 コマ ンド 及び 2 項 演算 予約 語 テ ー ブ ル 
9B09 て 9BA0O 昧 準 コ マン ドジ ャ ンプ テー ブル 

93BAI < て 9D51 中 間 言語 ・ 予 約 語 テー ブル の 対応 デー タ 


言語 ・ 予 


2 項 演算 優先 順位 テー ブ プル. ジャ ンプ テー ブル 


の 


アド レス 
A089^AUS8F 
A090^ ン AU093 
A094^ ン と A0CC 
AUCD<C て AODO 
A0DI<- と AOE7 
AOE8^ ン AOFA 
AOFB<CAIIZ 
AII3<CAIIE 
AlIF CAISD 
Al3E< ン AI6E 
AI6F て AIA4 
AIAS^CAIA/ 
AIA8^ こ AIFS 
AlIF6^-CAZ39 
AZ3A^ こ AZ3F 
AZ40^ ン AZ9C 
AZ9D^ て と AZF 3 
AZF4^ ン AS353 
A354^ と A394 
A395^ ン AS3B | 
A399^ ン > 
A39C^ ン 
A3BZ^ こ と A3CA 
A3CB^ ン A51 7/ 
A4B3^ ン > 
A501< ン 
AS50C< ン 
AS IE< ン 
ASBE < ン 
ASFB< ン > 
A600^ ン 
A605^ ン 
A60A^ ン > 
A60F ^ ン 
A618^CA6Z0 
A6Z1 CA66I 
A662Z^ と ASAC 
A69A^ ン > 
A6BF > 
A74A^ ン 
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END 文 エ ント リ 

Break 処理 
STOP 文 エ ント リ 

STOP ON 文 エ ント リ 
STOP OFF 文 エ ント リ 
CONT 文 エ ント リ 
RUN 文 エ ント リ 

GO 文 エ ント リ 

GOSUB 文 エ ント リ 
GOTO 文 エ ント リ 
RETURN 文 エ ント リ 
DATA 文 エ ント リ 

REM,。 ,ELSE 文 エ ント リ 
IF 文 エ ント リ 

ON( 式 ), ON ERROR の 分 岐 
ON( 式 )GOT0/GOSUB 文 エ ント リ 
LET 文 エ ント リ 
単項 式 の 評価 

NOT 文 エ ント リ 
多項式 の 評価 

右 カ ッ コ の 処理 

左 カ ッ コ の 処理 

減算 (一 ) エ ント リ 
数 値 式 の 評価 

べ キ 乗 () 

論理 演算 


半 
ピ 呈 


いい 
4 


除算 び ) 


DIM 文 エ ント リ 
数 名 テー ブル 登録 
数 サー チル ー チ ン 
単純 変数 テー ブル 検索 


っ 2 


り | デ | コ 


誠 
対 
疾 
1 

\J 
こ 
R 

交 


の 
る 
(4 


っ ひ 


ト ぃ 


アド レス 
A757- ン 
A7DF 
A83D て 
A8AD て A920 
A921CA9EA 
A9EB>AA8A 
AA8B>AB05 
AB06 て ABOE 
ABOF て AB22 
AB23 て AB2D 
AB2E て AB4A 
AB4B て AB54 
AB55 て ABA5 
ABA6CACIE 
ACIF て AC28 
AC29 て AC32 
AC33 て AC48 
AC49 て AC78 
AC79 て ACB6 
ACB7 て AE30 
ACBD て 
ADB4 て 
ADDA 
ADEF て 
AE31 て AE68 
AE69 て AEBC 
AEBD て AF92 
AF93 て B03D 
B03E て B05F 
BO60 て BO7C 
B07D て BOE7 
BOE8CBOE8 
BOE9 て BI39 
BI3A て BI4F 
BI50 て BI60 
BI6I て BI87 
BI88 て B238 
B239 て B23B 
B23C て B23E 
B23F て B241 


計 
史 


トコ 


〇 


N) 


ン 


配列 変数 テー ブル 検索 
配列 変数 テー ブル 登録 
配列 変数 テー ブル アド レス 計算 
FRE 関数 エン トリ 
STR$ 関 数 エン トリ 
ガベージ コレ クシ ョ ン 処 理 
文字 列 代 入 処 理 

LEN 関数 エン トリ 

CHR$ 関数 エン トリ 

ASC 関数 エン トリ 

LEFT$ 関数 エン トリ 
RIGHT$ 関数 エン トリ 

MID$ 関数 エン トリ 

VAL 関数 エン トリ 

PEEK 関数 エン トリ 

POKE 関数 エン トリ 

行 番号 定数 の 評価 
TAB(n) 関数 エン トリ 
LPRINT 文 エ ント リ 

PRINT 文 エ ント リ 

WRITE 文 エ ント リ 

改行 処理 

PRINT 文中 の カン マ (, ) の 処理 
PRINT 文中 の セミ コロ ン ( : ) の 処理 
SPC( n ) 関数 エン トリ 
文字 列 出 カ 

PRINT@ 文 エン トリ 

INSTR 関数 エン トリ 
STRING$ 関数 エン トリ 
SPACE$ 関数 エン トリ 

MID$ 関数 エン トリ 

HEX$ 関数 エン トリ 

OCT$ 関数 エン トリ 

& 定数 エン トリ 

&O 定数 エン トリ 

&H 定数 エン トリ 

LIST 出力 処理 

DEFSTR 文 エ ント リ 

DEFINT 文 エ ント リ 
DEFSNG 文 エ ント リ 


アド レス 

B242 て B281 
B282 て B2AI 
B2A2 て B2FO 
B2FI て B2F5 
B2F2^ ン 
B2F6 て B4D8 
B32F て 
B356 て 
B4D9 て B757 
B5AE て 
B659 て 
B65A< ン 
B758 て B7DD 
B7DE て B807 
B808 て B812 
B813 て B856 
B857 て B8AC 
B8AD て B8B8 
B8B9 て B90C 
B90D て BA82 
BA83 て BA99 
BA9A て BAD0 
BADI て BAFE 
BAFF て BBA4 
BB39 て 
BBA5 て DD33 
BBB4 て 
BBBD^ ン 
BC3A て 
BCAD< ン 
BD0B て 
BD34 て と BD50 
BD51 て C079 
BDAD 
BE9E て 
BEF0 
C07A て CO8E 
CO08F て CIIA 
CIIB て CI2B 
CI2C て C2DC 


計 
史 
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DEFDBL 文 エ ント リ 

DELETE 文 エ ント リ 

AUTO 文 エ ント リ 

TRON 文 エ ント リ 

TROFF 文 エ ント リ 

PRINT USING 文 (/) の 処理 

PRINT USING 文 (&) の 処理 

PRINT USING 文 エ ント リ 

FOR 文 エ ント リ 

NEXT 文 エ ント リ 

WEND 文 の サー チ 

NEXT 文 の サー チ 

テキ スト ポイ ンタ の アド レス 変換 ルー チン 

ON ERROR GOTO 文 エ ント リ 

ERROR 文 エ ント リ 

RESUME 文 エ ント リ 

SWAP 文 エ ント リ 

DEF 文 エ ント リ 

DEF FN 文 エ ント リ 

FN 関数 エン トリ 

VARPTR 関数 エン トリ 

DEF USR 文 エ ント リ 

USR 関数 エン トリ 

WHILE 文 エ ント リ 

WEND 文 エ ント リ 

ANPORT 文 エ ント リ 

実数 減算 ルー チン 

実数 加算 ルー チン 

実数 の 正規 化 処理 
数 の 丸め 処理 

実数 の 切り 捨て 処理 

LOG 演算 用 デー タ 

LOG 関数 エン トリ 

実数 乗算 ルー チン 

指数 部 演算 ルー チン 

実数 除算 ルー チン 

SGN 関数 エン トリ 

ABS 関数 エン トリ 

FIX 関数 エン トリ 

INT 関数 エン トリ 


っ ひ 


いう 


アド レス 

C2DD- て C7BF 
C7C0 て C8FC 
C8FD て C921 
C922 て C997 
C998 て C9EA 
C9EB て CA03 
CA04 て CA5I 
CA52- ン CA79 
CA7A- ン CAD7 
CA82- ン 
CA8B て 
CACC て 
CAD8 て CAEA 
CADE ン 
CAE0 て 
CAEB て CB33 
CAF9 ン 
CBOA て 
CB34 て CB49 
CB4A- て CB57 
CB58 て CB7D 
CB7E て CCI6 
CCI7 て CC3D 
CC3E て CC54 
CC55 て CC6A 
CC6B て CC9D 
CC9E て CDOB 
CDOC て CE2E 
CE2FCCE9E 
CE9F て CEFC 
CEFD て DOIF 
D020 て D36F 
D221 ン 
D2B9… 
D370 て D3D2 
D3D3 て D4C5 
D4IF ン 
D425 て 
D4B0 て 
D4C6 て D526 


さ 


ぞ 


計 
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「IN( 行 番号 )」 の 出力 
SQR 関数 エン トリ 

EXP 演算 用 デー タ 

EXP 関数 エン トリ 
多項式 演算 処理 
RANDOMIZE 文 エ ント リ 
RND 関数 エン トリ 

RND 演算 用 デー タ 

CINT 関数 エン トリ 

単 精度 デー タ の 整数 化 
倍 精度 デー タ の 整数 化 
型 変 換 ル ー チ ン 

CDBL 関数 エン トリ 
整数 デー タ の 倍 精 度 化 
単 精度 デー タ の 倍 精 度 化 
CSNG 関数 エン トリ 

倍 精度 デー タ の 単 精度 化 
整数 ジータ の 単 精度 化 
整数 / 実 数 の チェ ッ ク 処 理 
減算 (一 ) エ ント リ 
加算 ( 二 ) エ ント リ 
乗算 Cx) エン トリ 

整数 除算 (\) エ ント リ 
MOD エン トリ 

数 値 比較 ( く , = ニ , >) エ ント リ 
COS 関数 エン トリ 

SIN 関数 エン トリ 

TAN 関数 エン トリ 

三角 関数 演算 用 デー タ 
ATN 関数 エン トリ 

テキ スト 逆 翻 訳 ル ー チ ン 
テキ スト 翻 訳 ル ー チ ン 
小文字 一 大 文字 変換 

行 番号 定数 の 評価 
標準 関数 の 分 岐 処理 
BASIM メイ ン ル ー プ 

ダイ レク トモ ー ド エン トリ 
各 コ マン ド へ の 分 岐 処理 
暗黙 END 処理 

省略 形 キ ー ワ ー ド テー ブル 


| 


アド レス 

D527 て D535 
D536 て D541 
D542 て D5A7 
D5A8 て D663 
D628 て 
D65E て 
D664 て D6D6 
D6D7 て D6E9 
D6EA て D6F0 
D6FI て D70D 
D70E て D722 
D723 て D732 
D733 て D744 
D745 て D74B 
D74C て D74E 
D74F て D7CO 
D761 て 
D7A7 て 
D7CI て D7E3 
D7E4 て D80D 
D80E て D80F 
D810 て D8D8 
D829 て 
D843 て 
D859 て 
D875 て 
D8D9 て DAIC 
DAID て DB9A 
DA5A て 
DA74 て 
DAB9 ン 
DADD て 
DB04 て 
DB9B て DC4E 
DC4F て DC83 
DC84 て DCF5 
DCB7 ン 
DCBA て 
DCF6 て DE6F 
DCFD て 
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計 
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テキ スト 読み 込み ルー チン 
EXEC 文 エ ント リ 

CLEAR 文 エ ント リ 

CONSOLE 文 エ ント リ 

コン ソー ルイ ニシ ャ ライ ズ 処 理 


LOCATE 文 エ ント リ 

UNLIST 文 エ ント リ 

CSRLIN 文 エ ント リ 

POS 関数 エン トリ 

LPOS 関数 エン トリ 

行 番号 評価 ., サ ー チ ルー チン 
カセ ッ ト 処 理 ジ ャ ンプ テー ブル 
カセ ッ ト EOF 処理 

カセ ッ ト LOF 処理 

カセ ッ ト オ ー プ ン 処 理 
*0? モ ー ド の オー プン 処理 
*1? モ ー ド の オー プン 処理 
カセ ッ ト | ブロッ ク 入 力 処 理 
カセ ッ ト ク ロー ズ 処 理 
LOAD ? 文 エ ント リ 


カセ ッ ト | パイ ト 出 力 ( バ ッ フ ァ へ ) 
カセ ッ ト | ブロ ッ ク 出 力 処 理 
ヘッ ダブ ロッ ク 読 み 込み 処理 


プロ テク ト 暗 号 化 処 理 


プロ テク ト 復 号 化 処理 
プロ テク トチ ェ ッ ク 
SAVEM 文 エ ント リ 

CLOSE 文 エ ント リ 

OPEN 文 エ ント リ 

*1? モ ー ド の オー プン 処理 
*0? モ ー ド の オー プン 処理 
RUN 文 エ ント リ 

MERGE 文 エ ント リ 


9) 


〇 
〇 ] 


アド レス 

DD05 て 
DE6I て 
DE70 て DFA8 
DE9D て 
DF09 て 
DF23 て 
DFA9 て DFAB 
DFAC て DFEF 
DFF0 て E02B 
E02C て E040 
E041 て EOF | 
EOF2 て EI54 
EI58 て EIA0 
EIAA て EIB8 
EIB9 て EIC2 
EIC3 て E2A9 
E210 て 
E241 て 
E245- ン 
E261 て 
E272- ン 
E281 て 
E287 
E2AA て E307 
E308 て E315 
E316 て E323 
E324 て E47D 
E47E て E482 
E483 て E489 
E48A て E4B0 
E4BI て E4C7 
E4C8 て E592 
E593 て E657 
E658 て E736 
E69E て 
E6BE 
E6CB 
E6D2 て 
E6DC 
E737 て E754 


計 
Ei 


〇 1 
くつ 
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LOAD 文 エ ント リ 

1 バイ ト 入 力 処 理 

LOADM 文 エ ント リ 

2 バイト 入力 処理 

| パ バイト 入力 ルー チン 

| バイト 出 力 ル ー チ ン 

EOF 関数 エン トリ 

LOF 関数 エン トリ 

INPUT$ 関 数 エン トリ 

COM クロ ー ズ 処理 
COM オー プン 処理 
COMI バイ ト 出 力 処 理 

COMI バイ ト 入 力 処 理 

COM EOF 処理 

COM LOF 処理 

BASIC プロ グラ ム 割 込 制御 処理 
ON COM 文 エ ント リ 
COM 文 エ ント リ 

COMMON 文 エ ント リ 

COM OFF 処理 

COM ON 処理 

COM STOP 処 理 
割込み イニ シャ ライ ズ 

TERM モー ド の PF キー 割 込 処理 
TERM モー ド の PF キー 割 込 ジ ャ ンプ テー ブル 
TERM モー ド の オプ ショ ン 軒 送 処理 
TERM 文 エ ント リ 

TERM オペ ラン ド 既 定 値 デ ー タ 
プリ ンタ クロ ー ズ 処理 

改行 処理 

プリ ンタ の レデ ィ チ ェ ッ ク 
Abort 処理 

一 行 入 力 処理 (スク リー ン エ ディ ッ ト 時 ) 
EDIT 文 エ ント リ 

CRT | ブロ ッ ク 出 力 処 理 

フィ ー ル ド 設 定 処理 

CRT イレ ー ズ スズ 処理 

行 番号 出力 

AUTO 編集 処理 

プリ ンタ オー プン 処理 


5 
了 


アド レス 

E755- て E75A 
E75B て E75B 
E75C て E805 
E764 
E77A< ン 
E7F3 ン 
E806 て E82E 
E82F て E867 
E868 て E879 
E87A て E87F 
E880 て E88D 
E88E て E8A4 
E8A5 て E8D4 
E8AA 
E8B9 
E8C5 て 
E8D5 て E8DA 
E8DB て E98C 
E94E ン 
E973 
E98D て E9E8 
E9AD て 
E9BB< て > 
E9C7- ン 
E9CE 
E9E9 て EAID 
EAIE て EA21 
EA22- て EA46 
EA47 て EA52 
EA53->EA66 
EA67 て EA75 
EA76 て EA7B 
EA7C て EA97 
EA98 て EC05 
EBBI< ン 
EC06 て EC0B 
EC0C て EC73 
EC74 て EC8E 
EC8F て 
ECAB< ン 
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CRT オー プン 処理 
CRT クロ ー ズ 処理 

CRT | バイ ト 出 力 処理 

カー ソル X,Y 座標 の 読み 取り 
サブ シス テム 関係 BIOS の RCB 設定 
カー ソル X, Y 座標 設定 

CLS 文 エ ント リ 

ファ イル か ら の | 行 入力 処理 
キー ボー ド 処 理 ジ ャ ンプ テー ブル 
キー ボー ド オ ー プ ン 処 理 

キー ボー ドク ロー スズ ス 処 理 

キー バッ ファ カウ ンタ 読み 込み 
キー ボー ド | 文字 入力 処理 
Break チェ ッッ クルー チン 

INKEY ルー チン 

INKEY$ 文 エ ント リ 

KEY 文 エ ント リ 

KEY LIST 文 エ ント リ 

コン ソー ル 設 定 ル ー チ ン 

PF キー 読み 込み / 表 示 処 理 
KEY(n)ON/OFF/STOP 処理 
KEY(n)ON 文 エ ント リ 
KEY(n)OFF 文 エ ント リ 
KEY(n)STOP 文 エ ント リ 

PF キー 割込み 設定 ルー チン 
PF キー 定義 ルー チン 

ON 文 エ ント リ 

ON KEY 文 エ ント リ 

ON INTERVAL 文 エ ント リ 

ON TIME 文 エ ント リ 

ON PEN 文 エ ント リ 

BUBINI 文 エ ント リ 
KILL 文 エ ント リ 

テキ スト 削除 

テキ スト ポイ ンタ アド レス 変換 ルー チン 
FM 音源 音色 初期 設定 処理 

0 時 割込み 処理 ルー チン 

うる う 年 チェ ッ ク 

ブレ ー ク 割込み 処理 


アテ ンション 割込み 処理 


| 革 
の | 


っ 


〇 
ON 


付 録 


アド レス 
ED09 
EDDD 
F03E て BIOS RCB イン ター フェ ー ス エン トリ 
F041 BIOS レジ スタ イン ター フェ ー ス エン トリ 
F044 BIOS の バー ジョ ン 
FB9D BASIC の バー ジョ ン 


拡張 IRO 処理 


サオ 
叶 


E. OUOPNBIOS メ モリ マッ プ 


アド レス 
$EDF5- て $EE0D 
-$EEOE て $EE27 
$EE28- て $EE5B 
$EE5C て $EE67 


TIMER-A, TIMER-B 割り 込み 処理 


計 
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ステ ー タ スレ ジス タタ 読み込み 

$EE68 て $EE8C SSG レジ スタ | バイ ト デ ー タ 書き 込み 
$EE8D て $EEA3 SSG レジ スタ 2 バイ ト デ ー タ 書き 込み 
$EEA4 て $EEC3 SSG レジ スタ | バイト デー タ 読 み 込み 
$EEC4 て $EED2 
$EED3- て >$EEE2 SSG 周波 数 デー タ 書き込み 

$EEE3 て $EEF6 SSG 音量 デー タ 書 きき 込み 

$EEF7- て >$EF39 FM 音源 レジ スタ | バイ ト デ ー タ 書き 込み 
$EF3A て $EF52 1 チャン ネル の KEY ON プ OFF 設定 
$EF53^ と $EF6| 全 チ ャ ン ネ ル の スロ ッ ト KEY OFF 

$EF62 て $EF9C 音色 デー タ 書 き 込 み 

$EF9D- て $EFB7 音階 デー タ 書 き 込 み 

$EFB8 て $EFE7 トー タル レベ ル 書 きき 込み 

$EFE8 て $F020 音色 デー タ 転 送 

$F021 て $F03E 


H 


な ) 


〇 


の) 


F. BIOS(V3. 


アド レス 

$F03E て $F040 
$F041 て $F043 
$F044 て $F04A 
$F04B て $F085 
$F086 て $FOAD 
$FOAE て $F0C6 
$F0C7 て $F112 
$FI13 て $F14A 
$FI4B て $FI5C 
$FI5D て $F17C 
$FI7D て $FIA7 
$FIA8 て $FIAE 
$FIAF て $FIBB 
$FIBC て $FIC8 
$FIC9 て $F2B5 
$F2B6 て $F393 
$F394 て 
$F397 て $F39C 
$F39D て $F3E8 
$F3E9 て $F3FE 
$F3FF て $F42E 
$F42F て $F480 
$F481 て $F4E6 
$F4E7 て $F5A8 
$F5A9 て $F5C5 
$F5C6 て $F622 」 
$F623 て $F695 
$F696 て > 
$F699 て $F79B 
$F79C て $F841 
$F842 て $F919 
$F9IA て $F9A6 


F. BIOS(V3.3) メ モリ マッ プ 


3) メ モリ マッ プ 


RCB イン ター フェ ー ス エン トリ 

レン スタ イン クタ クー フェ エー ス エン トリ 

BIOS の パー ジョ ン , リリ ー ス 年 月 日 

割り 込み 処理 

RCB イン ター フェ ー ス メイ ン ル ー チ ン 
モー ド セ レ クト レジ スタ ($FD93) セ ッ ト サ プルー チン 
RCB イン ター フェ ー ス エン トリ アド レス テー ブル 
レジ スタ イン ター フェ ー ス メイ ン ル ー チ ン 
レジ スタ イン ター フェ ー ス エン トリ アド レス テー ブル 
ACHROT 処理 ルー チン 

AKEYIN 処理 ルー チン 

APRTOT 処理 ルー チン 

PRTCHK 処理 ルー チン 

MOTOR 処理 ルー チン 

CTBWRT 処理 ルー チン 

CTBRED 処理 ルー チン 

BEEPON 処理 ルー チン 

BEEPOFF 処理 ルー チン 

LPOUT 処理 ルー チン 

LPCHK 処理 ルー チン 

KANJIR 処理 ルー チン 

漢字 ROM アド レス 計算 サブ ルー チン 
SUBIN, SUBOUT 処理 ルー チン 

INPUT 処理 ルー チン 

INPUTC 処理 ルー チン 

OUTPUT 処理 ルー チン 

KEYIN 処理 ルー チン 

DWRITE 処理 ルー チン 

DREAD 処理 ルー チン 

RESTORE, SEEKT5 処理 ルー チン 

SETMOD 処理 ルー チン 

BIINIT 処理 ルー チン 


計 
史 


9) 


〇 


ツ 


エ 
部 


. サフ モニ タ RHOM1 メ モリ マッ プ 


アド レス 
$D800 て $D835 ジャ ンプ テー ブル 
$D836 て $D9C8 直線 の クリ ッ ピ ング 処理 サブ ルー チン 
$D9C9 て $DA04 | (4 バイ ト )=(2 バイ ト )X メ (2 バイ ト ) 乗 算 サ ブ プルー チン 
$DA05- て $DA34 (2 バイ ト )=(4 バイ ト ) ゞ (2 バイ ト ) 除 算 サ ブル ー チ ン 
$DA35- て $DA86 BOX FULL の クリ ッ ピ ング 処理 サブ ルー チン 
$DA87 て $DAA7 4 ビッ ト エ リア コー ド 算 出 サ ブ プルー チ ン 
$DAA8 て $DAC0 ライ ンス タイ ル の ROTATE 処理 サブ ルー チン 
$DACI て $DC6E GRAPHIC CURSOR コマ ンド 処理 
$DC6F て $DD2C SET VIEWPORT CO0RDINATE コマ ンド 処理 
$DD2D て $DD41 ビ ピュー ポート 座 標 初期 設定 サブ ルー チン 
$DD42 て $DDDB TILE BOX コマ ンド 処理 
$DDDC て $DEIF INKEY コマ ンド 処理 
$DE20 て $DE5F DEFINE STRING OF PF コマ ンド 処理 
$DE60 て $DE7B GET STRING OF PF コマ ンド 処理 
$DE7C て $DE9A INTERRUPT CONTROL コマ ンド 処理 
$DE9B て $DEC2 SET TIMER コマ ンド 処理 
$DEC3 て $DEE0 READ TIMER コマ ンド 処理 
$DEEI て $DFA3 SPECIAL コマ ンド 処理 


半 
叶 


H. サブモニタ HOM ど メモ リマ ヤップ 


アド レス 
$D800 て $D820 
$D821 て $D8B2 
$D8B3 て $D9D3 
$D9D4 て $DA29 
$DA2A て $DB58 
$DB59 て $DC00 
$DC0I て $DDB3 
$DDB4 て $DE73 
$DE74- て $DE96 
$DE97- て $DEA9 


ジャ ンプ テー ブル 

CHANGE COLOR コマ ンド 処理 

GET BLOCKI コマ ンド 処理 

GET BLOCK2 コマ ンド 処理 

PUT BLOCKI コマ ンド 処理 

PUT BLOCK2 コマ ンド 処理 

GRAPHIC CURSOR コマ ンド 処理 

SET RTC コマ ンド 処理 

READ RTC コマ ンド 処理 

DIGITIZE コマ ンド 処理 

$DEAA$DFII TELEVISION CONTROL コマ ンド 処理 

$DFI2 て $DF7A KEYBOARD CONTROL コマ ンド 処理 

$DF7B て $DF88 キー ボー ド エ ン コー ダ ヘ デー タ 送 信 サ ブル ー チ ン 
$DF89 て $DF93 キー ボー ド エ ン コー ダ か ら デ ー タ 受信 サブ ルー チン 
$DF94 て $DF9D KEYBOARD CONTROL コマ ンド パラ メー タチ ェ ッ ク 
$DF9E て $DFA6 RTC の 年 デー タ 人 作成 サブ ルー チン 


計 
居 
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I. サブ シス テム 変数 一 覧 


. サブ シス テム 変数 一 覧 


タイ プ A 大 き さ 
項目 あん 内 
ISYSSP スタ ッ ク の 初期 設定 値 $p000 | 一 | 2 


..ABRT アボ ポート フラ グ ($FF : IRO 発生 $00 : 通常 $D002 
..CONT 共有 RAM 継続 フラ グ 保 存 用 ワー ク $D003 
.CURTM カー ソル リバ ー ス 表示 用 カウ ンタ $D005 
.CURIT カー ソル イン ター バル カウ ンタ $sp006 | 一 
.CURST カー ソル 状態 フラ グ ($FF : オン $00 : オフ ) $D007 
.OFST VARAM オフ セッ ト 値 (アク ティ ブ ペ ー ジ 用 ) $D008 2 
.CSCTL コン ソー ル 制 御 フラ グ $D00A 
PUTCFG PUT 継続 フラ グ $D00B 
CSLCDS 単色 表示 モー ド フ ラグ $D00C 
.TABSET TAB 位置 設定 テー ブル $D00D 


現在 の アト リピ ュー トコ ー ド $D017 
、CLEX キャ ラク タ 表 示 時 の ベー スイ メー ジ $D0I8 


計 
史 


..ACL 

.。LNCD | 行 の 文字 数 $DOID 2 
soor 
sooa 


.DNL 画 
上 や 
画 1 維 
. BPY 
. BPX 


の フ の 

ア 

行 只 
$D02D 
$D0ZE 
.BPAD キャ ラク タバ ッ フ ァ 上 の バッ ファ ポイ ンタ アド レス $DO2F 2 
.BAAD アト リピ ビュ ー ト バッ ファ 上 の パッ ファ ポイ ンタ アド レス $D031 2 
.BVAD VRAM 上 の バッ ファ ポイ ンタ アド レス $D033 2 


INIT イニ シャ ルモード フラ グ ($00 : 初期 化 ) $D035 | ーー 
. MDRG カー ソル の ある ウィ ンド ウ 画 面 情報 $D036 


3 
ーー > 、 os ーー ヽ リル く ゃ ロ ーー アプ 
GTTOPC た ッ フ ァ 上 の カー ソル の ある ウィ ンド ウ 先 頭 フ $D039 $D050 2 


$D03B $D052 2 


キャ ラク タバ ッ ア ァ 上 の カー ソル の ある ウィ ンド ウ 終 了 ア 


GTBTMC ドレ ス 


っ / 


トム 


人 


タイ プ A さ 
タイ ラ 6 バ 各 


ゴ フ | き ー ソ ル ヽ M 
GTTOPA アト リピ ビ ピュー トバ パ バッファ 上 の カー ソル の ある ウィ ンド ウ 先 $D03D $D054 2 


* 


綱 ア ドレ ス 


アト リピ ビュ ー ト バ * ー ソ ル ンド ウ 終 
| Grarwa | アト リピ ュー トペ ッ フ ァ よ の カー ソル の ある ウィ ンド ウ 導 | sooar | spom 


rw | zzY 還 wl 


.CVAD VRAM 上 の カー ソル アド レス $D047 | $DO5E 
.CVTOP 消去 エリ ア の 開始 行 , 終了 行 $D049 | $DO7D 


EXFONT "| キャ ラク タフ ォ ン ト 拡 張 デー タ 保 存 用 ワー ク D04B 
.FNTFG キャ ラク タフ ォ ン ト 選 択 ($00 : カタ カナ $FF : ひら が な ) ーー 


もう 


も 6 | の | の | 人 2 | 全 | 近 | 婦人 | 婦 | の | 婦人 の の | 人 介 | 銀 も うみ 
つつ | ワウ | ワウ ワ | ワ | ピピ | ピロ | の | の | ワウ | ワウ | ロ つ | ウ 」 ワ 
つど | らら | どど | どの | どの | どど | どら | のど | どど | ら [| の つの | の 
oo lo lol dd ボコ |- コ | ココ | の | の | の O 〇 | ① い | 
の | の | 一 | 工人 | ウロ | の OI の 1 の 1 の | の 〇 つど 1 mm IO ワ 


も う 


| SBKCTL バンク レジ スタ 保 存 用 ワー ク 
HKFLG キャ ラク タ 表 示 時 の 表示 色 , 背景 色 D061 
HKBLUE | キャ ラク タ 表 示 時 の フッ クア ドレ ス ( 青 ) b063 


. BAKVO VRAM オフ セッ ト 値 (イン アク ティ ブ ペー ジ 用 ) 


HKRED キャ ラク タ 表 示 時 の フッ クア ドレ ス ( 赤 ) $D09A 
| HKGREE キャ ラク タ 表 示 時 の フッ クア ドレ ス ( 緑 ) $D09D 


王 に 


C..FNT キャ ラク タタ フォント ロー ド バ ッ ファ 


.。 BCL グラ フィ ッ ク 背 景色 

VIEWX | ビ ピュー ポー ト 左 端 (X 座標 ) 
VIEWYI ビュ ー ポ ー ト 上 端 (Y 座標 ) 
VIEWX2 ビュ ー ポ ー ト 右端 (X 座標 ) 
VIEWY2 ビュ ー ポ ー ト 下端 (Y 座標 ) 


LINE の 開始 X 
LINE の 開始 
LINE の 終了 X 座標 $D075 


LXI 
LYI 
LXZ 
LYZ 
.GCL 


| .BOXX2 BOX の 終了 X 座標 $DO6D 
.BOXY2 BOX の 終了 Y 座 標 $D06F 


PASTTP ペイ ント 用 ワー クエ リア 開始 アド レス D094 | ーー 
KLOCK キー 入力 禁止 フラ グ ($FF : 禁止 $00 : 許可 ) $D096 


ーー ヾ 、 N ・ < 、 ーー 上 e = ヽ VN ぃ 
キー パッ ファ フラ グ FF : パッ ファ モー ド $00: フン バッ | spn97 | spoos 


D098 | $DO04 
$D099 | $DO005 2 


で もう 


KBFFLG 


ファ モー ド ) 


KCOUNT キー 入力 数 


も うみ 


6 | の | の | 銀 || 全 
つつ | の ウ | ウ | ワウ [ピロ 
つら | どら | どら | らら | 
(| 〇 IO IoIO loo 
OO | つつ | 1 の | 


KHEAD キー 入力 バッ ファ 読み 取り 用 ボ ポイ ンタ 


グ 


ひい 1 
ト ぃ 


I. サブ シス テム 変数 一 覧 


| タイ プ A 大 き さ 
m4 タイプ | 上 符 
書き 込 * イ ・ 2 


) 
へ 
! 
て う 


INDBSV PF キー 表示 時 の 育 景 $D0A2 
.$TC タイ マー 制御 レジ スタ $D0A6 
.$TII 割り 込み 時 刻 レ ジス タ $DOAB 


.$T2 タイ マー カウ ンタ $DOAF 


.$T2D タイ マー カウ ンタ 再 設定 値 レ ジス タ $DOB3 


Z 


ら | らら 1 ゞ 

| つべ 

て C つ C つ 

串 | 吾 さ 
9 9 


っ 7/? 


付 録 


J り 。 エ ラー メッ セー ジ 一 覧 
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1) F-BASIC 関係 


NEXT without FOR NEXT に 対す る FOR 文 が な い 、. 


Syntax error コマ ンド また は , 文 の 書き 方 に 調 り が ある . 
RETURN without GOSUB GOSUB に よっ て 呼び 出さ れ て いな い の に RETURN 文 に 
Out of data READ 文 に よっ て 読み 込む べき デー タ が な い . 

関数 や ステ ー ト メン ト の 呼び 方 に 誤り が ある . 


整数 値 ま た は 実数 値 が , 許さ れる 範囲 を 越え て いる . 
また は 代入 され る 数 値 が 大 きす ぎる . 


Out of memory メモ リ が 足り な く な っ た . 


日 H 
| MI 
ズ | 


0Z 
03 


会 っ た . 


lllegal function call 


Overflow 


07 


Undefined line number 指定 され た 行 番号 が 定義 され て いな い . 
配列 の 添字 が 指定 され た 範囲 内 に な い . 


SuUbscript out of range 


Duplicate definition 
Division by zero 除算 の 分 母 が 0 で ある 。 

lllegal direct 直接 モー ド で 使え な い ス テー トメ ント を 用 いた . 

Type mismatch 変数 また は 定数 の 型 が 合わ な い . 

Out of string space 文字 領域 が 足り な く な っ た . 

String too long 文字 定数 また は 文字 変数 が 256 文字 を 越え た . 

Can't continue CONT コマ ンド に よる プロ グラ ム の 続行 が で き な い . 

Undefined user function 定義 され て いな い 関 数 を 参照 し て いる . 

RESUME without error エラ ー が 起き て いな い の に RESUME 文 を 実行 し よう と し た . 
エラ ー メ ッ セ ー ジ の 定義 され て いな い エ ラー を 出 そ う と し た . 
Missing operand 必要 な オペ ラン ド が 抜け て いる . 

FOR without NEXT FOR て NEXT の 対応 が 正しく な い . 

WHILE without WEND WHILE 文 に 対応 する WEND 文 が な い 、. 

WEND without WHILE WEND 文 に 対応 する WHILE 文 が な い . 

Not supported 用 意 さ きれ て いな い 命 令 を 使 お うと し た . 

Bad file number オー プン され て いな い フ ァイル 番号 を 使用 し た . 

Bad file mode ファ イル を オー ブン し た モー ド と 指定 し た モー ド が 違っ て いる . 
Device |/0 error 使用 し た デバ イス に 入出 力 エラ ー が 発生 し た . 
ファ イル の すべ て の デー タ を 読ん だ 後に , INPUT を 実行 し た . 
ファ イル ディ スク リプ ブタ の 記述 に 誤り が ある . 


アス キー 形式 の プロ グラ ム フ ァ イル 中 に , 直接 ステ ー ト メン ト が 
あっ た . | 


1Z 
13 
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Z0 
Z| 
ZZ 
〆3 
4 
ZO 
Z8 
50 
。 9| 
5Z 


Unprintable error。 


9』 
C り う 


中 


94 
9 
O 


Input past end 


Bad file descriptor 


Direct statement in file 


7 ダ 


いひ] 


了 . エラ フラー メッ セー ジ 一 覧 


File not open ファ イル が オー プン され て いな い . 
Bad data in file ファ イル 上 の デー タ の 形式 が 正しく な い . 


Device in use 使用 中 の デバ イス に 対し て , 再度 オー プン し よう と し た . 
Device unavailable 0 デバ イス が 入出 力 可 能 な 状態 に な い . 

Protected program 保護 され て いる ブロ グラ ム に , 書き 込み 修正 を 行か なお うと し た . 
File not found 指定 され た ファ イル が 見 つか ら な い . 

File_ already exists 指定 され た ファ イル 名 は すでに 存在 し て いる 。. 


Directory full ディ レク トリ 領域 が いっ ぱい で ある . 


Too many open disk files 確保 され て いる ファ イル の 個数 を 越え て オー プン し よう と し た . 
Disk full ディ スク が いっ ぱい で ある . 
Field overflow フィ ー ル ド の 長 さ が 256 バイ ト を 越え て いる . 


FIELD 文 で 宣言 され た 文字 変数 以外 の 変数 に LSET, RSET を 用 い 
で て 代 太 し よう と し た 


Bad record number 指定 され た レコ ー ド 番号 は 存在 し な い . 
Bad file structure ファ イル の 構成 に 謀 り が ある . 

Drive not ready 指定 され た ドラ イブ は Ready 状態 に な い . 
Disk write protected Disk が 書き 込み 保護 され て いる 。. 


り 7 


Z 


5 


C う 


6 


6 


日 H 
こ 」 OI ト S | | 
53 | 


String not fielded 


70 
7| 


こ J 
PO 
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(2) BIOS 関係 
a) BIOS シス テム エラ ー 


エラー 


2 Device Unavailable エフ ー 


b) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 関 係 エ ラー 


ラー 
ハー ド エ ラ ー( シ ー ク エラ ー, ロス ト デ ー タ , レ コー ド ノ ッ ト フ ァ ウ ンド ) 

E 

E 


りら 75 


=E 


オー ティ オカ セッ トリ ー ド エラ ー 


d) サブ プ シ ステ ム エ ラ ー 
エラ ー 番 号 


コン ソー ル 座 標 エ ラー 


複数 バイ ト の オー ダシ ー ケ ンス に お いて 必要 な デー タ が な い . 


グラ フィ ッ ク 座 標 エ ラー 


び ) 


I 
の 〇 


使用 で き な い ファ ンク ショ ンコ ー ド また は は, 未定 義 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド を 使用 し た . 
文字 数 より 多い , また は 少な い . 

67 色 指 定数 が 規定 数 より 多い , また は 少な い . 

E 


(2) サブ シス テム 関係 


エラ ー コ ー ド (16 進 ) 


計 
半 


で う 


INIT コマ ンド の パラ メー タ に 誤り が あり ます . 
コン ソー ル 座 標 値 に 誤り が あり ます . 

オー ダシ ー ケ ンス に 誤り が あり ます . 

グラ フィ ッ ク 座 標 値 に 誤り が あり ます . 


( 


イ 


CO | O う 」 OO) | OO) 
「TI 


ファ ンク ショ ンコ ー ド に 詩 り が あり ます . 


座標 数 に 誤り が あり ます . 
42 文字 数 に 誤り が あり ます . 


色 数 に 調 り が あり ます . 
PF キー 番号 に 誤り が あり ます . 


コマ ンド , パラメータ に 諾 り が あり ます . 


(CT 


よら - 
し う 


コマ ンド コー ド に 謀 り が あり ます . 
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ひい] 


K. キャ ラク タコ ー ド 表 


K. キャ ラク タコ ー ド 表 


NPBHRRBBBRRHI 
slslkEkE ド トド トド ドド トド 
HRCNNIGRD 
BBBEBEHEBEEEBID 
BRBHBBBBHEREBEHI 
上 kisEE ト FE 上 トド EEEE 
回 間 PHPBEBBBEHER 
Ll Q』」 | の 〇 と | ココ | ロ | 乙 || 口 の 

BEBEEEEHEEME 避 
エ |<| | ヒヒ | 〇 | 々 | コ | の | ヒ 上 ヒ | し 上 | 衝 | コ || の | る 

の | の | 品 | 山 | 同 | ママ | ロ | ロロ | エコ | エ | 〇 | 〇 | の 


ー ド 表 ( か な モー ド ) 


BEQHHEUMHIHEE 
BRBGBDGBDBGBP 
BRGBBEEH ロ HEPHPHDE 
EL 上 ドド トド ト に に トト 
EmF エ トル 上 トト エト オト 
BBBEEEBPEBBBID 
BBBBBEBEHEEEEEEHI 
EEEBEEHEEEBEHBPHEE 
トド ト トピ トド ト トト に 上 F ド トト 
BPEBBEHPEOHHBHB 
BBBEEEEBEEHEEHPR 


ャ ラク タコ ー ド 表 ( ひ ら が な 


い 、 


っ 7 


MM 


っ 7 ざ 


09 |51l57|45|52|54|59|55|49|4F|so|eo|7g 
| 09 |71|177 72174|179|175|e69|6eFl70|40ol5B| op 


キー 配列 た キー コー ド 


(1) FM-7 互 換 モ ー ド (9 ピッ トコ ー ド ) 
① 英 数 モー ド 


|_ |_ |_|_| | wwaylavy 
BREAK 1011102110311041105 106110711081109110A 


oc 
0C 
11|oB 
1110B 
1B|21|22|23|24|25|2e|27|2s|29| |3p|7E|7c| os 
1BI3113213313413513613713813913012DI5EI5C| 08 


41|53|44|46|47|48|4A|4B|4c|2B|2Al7p| 90p 
CTRL 161173164166167168I6AI6BI6CI3BI3AI5D 
5A| 58|43|56|42|4E|4p|3clsElsFlsr 
SHIFT /7Al/8163176162 6DI2CI2E|I2FI221 SHIFT 
20 | 20 20 


CAP 20 20 20 か な 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の | PF 7 | て | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


② CAP モ ー ド 

tRNA 
BREAK 106 | 107 | 108 | 109|10A 
1B|21|122|123|24|125|26l27|2sl29 3D|7E|7C| 08 
1B|31|132133|134135|136|37|38l39|130|2pl5El5c| os 


99 |71|77|e5|72|74 60|7B 
09 51157145152 014015B 0D 


2Al2FI2B|2D 
2AlI2FI2BI|2D 
3713813913p 
3/13813913D 
34135|136|2C 
3413513612C 
31132133 

3113213310D 


30 |zEl0 
30 2E 


61|73|64|eele7 2|2Al7p| 0p 
CTRL |141153144146 


20 か な 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の ン | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


L. キー 配列 と キー コー ド 


③ か な モー ド 


|_ | |_I_| | LIM 
BREAK 1011102110311041105 106110711081109110A 


1B| | |AZ7IA9IAAIAB| Ac| Ap| AE|IAe|_ | |_ | os 

1BIC/ICCIB1IB3IB41B51ID41D5ID6IDCICD1ICE 08 

99 | | |As | A2 

09 1CO1C31B2 C51C61D/ DF 0D 
A3 0D 

cTRL |cilc4lBclcAlB7|lBalcFlc9|ps|pAlB9|p 

AF|_ | | |_ |_ |_IA4|A1|A5 
SHIFT C2IBBIBFICBI BA D31C8ID91D2 SHIFT 


20 


CAP 20 | 20 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド (CAP の ON ノ OFF に は 無関係 ) 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の ン | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


④ グラ フ モ ー ド 


oc 
'0C 


“ 
| 
1110B 


1BlF9|FAlFBlFclF2|F3|F4|F5|FelF7|sclsBlF1| 08 
1BIF9IFAIFBIFCIF2IF3IF4IF5IF6IF7I8SCI8SBjF1 08 
o9 |FplFslE4|E5|sclsp|FolEs|Ee| sp| sAlEp| 
09 FDIF8IE4 9CI9DIFOIE8 SD1 98A 0D 
96|EelE7|9El9F|EA|EglsElse|l94|Ec| 0p 
CTRL 96 上 / 9FIEAIEBI SEI891941IEC 
80|s1| s2|ss| s4| ss5l selsz|ssls7 
SHIFT 8018118218318418518618718819/ SHIFT 


98| 91|99 
98191199 
E1lE2|E3lgF 
E1IE2IE3IEF 
93| sF|92 
9318FI92 
9A| 90| 9B 
9A19019BIOD 


20 


CAP IGRAPH 20 20 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , [| SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド (CAP の ON/OFF に 無関係 ) 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . | 
SHIFT 時 の | PF 7 | て | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


っ 7 グ 


⑤ コン トロ ー ル モー ド 
AVTVIAVTVIAVTVIAVTV 
BREAK | 


IIIIIIIIIIII 

ll 

Lew laselzloelwlsle| | |p 

_ er lllelelsls| | | ww 
sel _ | | | 


( 注 ) 
| CTRL |+| SHIFT |+[0| は オー トリ ピー ト OFF 
| CTRL |+[ SHIFT |+ [1| は オー トリ ピー ト ON 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


(2) FM-16/ 準 拠 モ ー ド (9 ピッ トコ ー ド ) 


① 英 数 モー ド 
疫 悦 
| IL |_I1_| 1 emem に だ に ー 
BREAK| |101|102|103|104|105| |ioelio7|1oglio9|iOA 
113|115 


1B|21122|123|24|25|26|27|28|29 3D|7E|7C| 08 
1B|31132133134|135|36|37|138|39|30|2D|5El5c| 08s 


09 |51157 52154159155|49|4F 
09 |71177 72174|179|75169|16F|70|4015B 


130 |136| 134 
110 1116| 114 
138 |137| 3 
118 |11/| 119 
2A|2F|2|zp 
2AI2FI2BI2D 


4115314414614714814AI4BI4C 
CTRL 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の ン | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


っ グ ひ 


CAP モ ー ド 
所 EET 
1121111 
Me 133 as 
1131115 


1B|21122123124125|26|27|28|29| 13p|7E|7C| 98 
1B|I3113213313413513613713813913012DISE 5C| 08 
09 |71|77165|172174179|75|69|6FI70|60|7B 
09 51157145152154159155!4914FI5014015B 0D 
61|73164166|67|68| 6AI6B| 6ClI2B]2AI7D| ?? 
CTRL |14115314414614714814AlI4BI4C13BI3AISD 
7A|78163|76|62|6EI6DI3CI3E|3FI5F 
SHIFT 5AlI5814315614214EI4DI2CI2EI2FI221 SHIFT | 


12D 


12E 
CAP|6RAPH| 10E 


10D 20 | か な | 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


③ か な モー ド 


_ |AVTVIAvVlATVIAVV 
106110711081109110AI 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド (CAP の ON ノ OFF に は 無関係 ) 
空 折 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の | PF 7 | て [PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


L. キー 配列 と キー コー ド 


130 |136| 134 
110 1116| 114 
138 |137| 139 
118 1117| 119 
2A| 2F|2B|2D 
2AI2FI2BI2D 
37|38|39|3p 
3713813913D 


|31|32|33 
31132|331op 
30 |2EIOD 
| 30 2E 


130 |136| 134 
110 |116| 114 
138 |137| 139 
| 118 111/| 119 
2A| 2F|2B|2p 
2AI2FI2BI2D 
37|3sls9|sp 
3/13813913D 
34|35|3elzc 
1 3413513612CI 
31|32|33 
311321331opl 
| 30 |zglop 
30 2E 


34135136|2C 
3413513612CI 


の ら グ 7 


っ ググ 


④ グラ フ モ ー ド 


問 賠 剛 賠 間 


1BlF9|FA 
1BIF9IFA 
09 |FplFslE4|E5|9c|plFolEsl Es|sp|sA 
09 FDIF8SIE41IE519CI9DIFOIE8 SD| 8A 0D 
95|96|Ee|E7|9E|9F|EA| EmlsEl99|94|Ec| 0p 
CTRL 195196 E / 9FIEAIEBI8SEI891941EC 
80|81|82| 83| 84| 85| ae|s7|ssls7 
SHIFT 8S0181182183184185186187188197 SHIFT 
上 証 末 3 


132 |131 
1121111 
133 |135 
1131115 


_ |AVlATVIAVTVIAVTV 
10611071108|109110A 


12E 12D 


CAP GRAPH 夫 誠 


10E | 10D 20 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 コー ド , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 コ ー ド (CAP の ON/OFF に 無関係 ) 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


⑤⑥ コン トロ ー ル モー ド 


anamfemian] | 
" 


較 較 月間 且 肝 騰 本 開 開 后 閑 順 末 


( 注 ) 
[ CTRL |+[ SHIFT |+[0| は オー トリ ピー ト OFF 
| CTRL |+[ SHIFT |+ [1]| は オー トリ ピー ト ON 
空白 に つい て は 未定 義 の た め コ ー ド を 出力 し ませ ん . 
SHIFT 時 の | PF 7 | て | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


130 |136| 134 
110 1116| 114 
138 |137| 139 
118 111/| 119 
98|91199 
98191199 
E1IE2IE3IEF 
E1IE2IE3IEF 
9318F|92 
9318FI92 
9A|90|9B 
9A19019BIOD 


L. キー 配列 と キー コー ド 


(3) スキ ャ ンコ ー ド (MAKE ノ BREAK CODE) 
Dc DFlEOIE1| |E2IE3|E4|E5 
5C 5 6 1 62163164165 
81l82l83|84|s5|se|87|88|89|8Al8B|8c|8pl8E| 8F 
01102103104 0610710810910AIOBIOCIOD 0F 
90 |91|92|93|94|95|96|97|98|99|9Al9lsc 
10 11112113114|15|I16117|18119|11AI1BI1C 9D 
p2 |9El9F|Ao|A1|A2|A3|A44|A5|A6|A7|A8|A9| 1D 
5 2 1E|I1FI20121122123124125126127128129 


p3 |AAlAglAc|Ap|AEIAFlBolB1lB2lB3lB4| p4 
5 3 2AI2BI2CI2DI2EI2FI30|131132133134 5 4 
D6 7 B5 


BelB7|Bsl9 
3613/138139 
BA|BBlBclBp 
3Al3BI3CI3D 
BE|BFlcolc 
3EI3FI40141 
Cc2 |c3|C4 

42143|44|c5 
ce |c7|45 
4 6 47| 


D DS 


5 6 5 7 5 8 3 5 5A 


( 注 ) 上 段 は BREAK CODE 
下段 は MAKE CODE 
SHIFT 時 の | PF 7 | て | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 


(4) キー 配列 


(PC) (SI1) (SI2) TV) 


# あ |$ う 196 ぇ |1& お | * や | ( ゅ | ) ょ | を ー 
明山 国 田 回 還 田 四 加 回国 国 較 回 記 国 還 還 国 
い 6 骨 「 
還 義 関内 問 閉 団 開国 前 回 回 回 較 靖 国 国 国 国 国 


+ |* |(.」 
CTRL | A ち 1S と |D し IF は H く | J ま L り 1 : れ | : け | ] む 


CAP IGRAPH か な 


つ く 、』1》。 川 ダマ ルー 
SHIFT な に に に に に は 博 壇 計 SHIFT 国 国 国 攻 


( 注 ) 単独 押下 時 : 下段 の 文字 , | SHIFT | 押下 時 : 上 段 の 文字 
SHIFT 時 の | PF 7 | て | PF10 | は AV テレ ビ に 使用 
7 び は 画面 を パソ コン モー ド に し ます . 
出井 画面 を スー パー イン ポー ズ ( 高 輝度 ) に し ます . 
0 の 画面 を スー パー イン ポー ズ ( ハ ー フ トー ン ) に し ます . 
CO 画面 を テレ ビ モ ー ド に し ます . 


9 と ん 


付 録 


M. じじ PU68609 命 令 


Addressing Modes 
| Direct 同朋 四則 
Hen Forme CCOEEH に ECC Description NE 
| 13A| 3 AMEGS ーー 旧 朋 上 | 
HHHHHHHRHHHE 018-6 昌 HH 
ADCB |IC9| 2 1 2 F9 人 旧 則 時 上 
に ll 章 
ADDB |ICB DB| 4 | 2 IEB|I4 土 |2 二 IFB| 5 | 3 B+MーB Ms 0 
ADDD |C3 2 士 |F3 D+M:M 十 | >D 、 場 義 陳 り 本 0 


ANDA |84 94 A4 3 2 十 AAM->A 喘 隊 | 人 の 
ANDOCC| | 信 LIHTI 
ASLA 48 8」11111 
ASLB 58 ・ 才 語 着衣 Ni 敵 上 り 
ASL 2 十 | 78 8 |」1 11 1 1 
ASRA 47 8 
ASRB 57 8 
ーー 8 INNWNWWBNEHBEmmnit 
誠 間 | 85| 212 Bit Test A (M 人 AA) 
srs les| | ll4| | 后 和 結 凍 引 | | | 章 机 MA 人 80 
OLR CLRA 4F 0 っ A 
CLRB 5F 0-B 
MIIHNNHNWIIEHB 0 一 M 
CMP 


Compare M from A 
[ 
! |! 
|【|) 


Compare M from B 
Compare M:M 十 | from D 
COMB 53 : 
COM 本 絹 距 只 馬 eo 
ーー 3C に 二 ー 0 Wait for Interrupt 還 画 の 
時 ee | Decimal AdjustA 。 A 
DEC DECA ーー デー! うう A 
DECB 5A ー「~B 
DEC 0A 時 記 YY 
EOR に 68|1212198 Re 
に C8| 2Z| 2 二 etlrt 上 日 IMGS 


AS PO PO 
心 O) 〇 ) う 


こ J 
CO PO 『O 


(T 
と ー コ 
こ J 
て う 
い e <) 
ーー 
<ー タ 


Compare M:M 十 | from S 


(TI 
どこ 
こ J 
C う 
e … 
ーー 
ペー ヶ 


Compare M :M 十 | from U 


こ J 
心 O) 


Compare M:M 十 | from X 
Compare M:M 二 | from Y 


EXG RI,R2 IIE|8|12| RIOR22 0 
。 | 上 NNNEHHE 3 人 
INCB 5C B+ ilB 
INC 6C 2 士 | 7C M+|1 つ M 
IJMP _ | | | | oOEl3|2leEl3+|2+I7E|4|13| | | |EASOPC 
FIP3CIEiDE3EI asseeas leslele 
LD MA 」 
ル 旧 ym | 
3 | 3 M:M+1 っ D 1 1110 
4 | 4 M:M 二 |…S (1!|0 
3 | 3 M:M+ 1 っ つ U 1 1110 
3 | 3 M:M 二 1 一 X (11 10 
4 | 4 M:M 二 | 一 Y 11 | 0 
ー 日 日 | 日 日 | [ 四 
の 
\ 
| \ 
M  : メ モリ の こと つっ : 数 値 の 転送 方 向 を 表わす Rz : 転送 先 に な る レジ スタ を 表わす 
M 二 |: メモ リ で アド レス が 1 だ け 大 きい ポイ へ : 論理 積 を 表わす EXG 命 令 で は , 同時 に 転送 元 に も な る 
ント の こと V : 論理 和 を 表わす フラ グ の 変化 に つい て の 記号 
IMM : メモ リ 上 で 命令 コー ド (OP) の 次 に 並 X ・x の 人 否定 を 表わす @ : 変化 し な い 
ぶ |6 進 値 を 指す  : 排他 的 論理 和 を 表わす ! : 実行 結果 に より 変化 する 
十 ・ 加 算 を 表わす Ri : 転送 元 に な る レジ スタ を 表わす 0 : 実行 し た 結果 . リセ ッ ト さ れる 
ー : 減算 を 表わす EXG 命 令 で は , 同 時 に 転送 先 に も な る | : 実行 し た 結果 . セッ ト さ れる 


っ グ ぞ 


M . CPU6809 命 令 表 


陳 こ で 生 Modes 癌 前 剛 還 開 
SE - | Indexed | 
Instruction Forms |Op| Opl 一 |# [Op 本 |Op 2 Description IHIN|ZIVIC 
悦 =ーーーーーーーーーーー 


還 較 Ei 旧 昌明 BB 
LSLB 
LSL 6 十 |2 十 |78| 7 
、 LULH :mmrre 
CSRB ElIIIIEI ME 
LSR 6 十 |2Z 士 | 74 
IMUL _。 | | | | 1 ll | AxBD(Unsigned) lewleltlel9| 
還 還 は HHLLLLkkL 障 則 | 同軸 
NEGB 50 8!1 | 1 | は |) 
NEG 2 6 士 |2 二 |70| 7 | 3 811111111 
INOP | | | | | lil | iz|2|IINooperaion 。 ntjlwlewlelele 
呈 有 iiiiiUlll 前 昌 
ORB CAI 2 DA 十 |Z 士 |FA BVM->B 
ORCC CCVIMM…CC 
ーー 
PSHU | 36 |5 十 * Push Registers on U Stack 


PULS | 35 15 十 * Pull Registers from S Stack 
PULU | 37 15 二 * Pull 呈 from U Stack 
HH 日 
11 
6+|2+|79|7| 3 4 | 1 [ 
RORA , | 1 
ROR 軸 問 ビー ー 計 3 b? 6 


2 
ペー ヶ 


画 田 MaiHB 
員 に ーー 


SBC SBCA ーー 日 還 円 5 叶 議 A-M-C~A 8 
SBCB |C2 着 を 4 | 2 十 |F2 キー 8 
SEX 


ISEX_ | | | 還 右 還 画 加 ーー 


ST 5 HH 1 
1 2 1E714 土 |2 十 |F71 5 1 3 り 
5 | 21EDI5 二 |2 十 IFD| 6 | 3 1 | 0 
6 1016 十 |3 二 1101 7 | 4 1 | 0 
5 | 2 IEFI5 十 |2 十 [|FF| 6 | 3 N 
半 5 士 |2 士 IBF| 6 | 3 0 
I0|7| 4 0 
SUB 80 90 2 1AO0I4 十 |2 十 |BO| 5 | 
3 詳 2 |E0|4 十 |2 土 |F0| 5 3 
中 詳 2 1A316 十 |2 二 |B3| 7 | 3 日 
SWI Software Interrupt | 


3F | 19 

10 | 20 8 Software Interrupt 2 
3F 

| | 20 Software 3 
3F 


人 二 二 二 ー トド 半 15 ロロ ロロ 


RI,R2 |IF | RI つ R22 0 


TSTA 還 守 暗 ーー ーー A ロビ に 
TSTB Test B 11 
TST 6 寸 |2+|7D| 7 Test M 9 |!|* 


|. イン デック ス ・ ア ドレ ッ シ ン グ の 一 (サイ クル 数 ), お よび # 4. PSH, PUL 命令 は , 5 サイ クル の ほか に プッ シュ また は プル 
の 値 は 。 ベー ス に な る 値 の み を 示し て あり , その 形態 に より する バイ ト 数 1 ご と に | サイ クル 加算 され ます . 
必要 数 だ け 加 算 さ きれ ま す . し た が っ て , 一 お よび 半 の 値 は , 5. (6) ブラ ンチ し な いと き は 5 サイ クル , する と き は 6 サイ ク 
n*“ の 形 で 示し て いま す . ル 必 要 で す . 
2. Ri, Rz は 次 の 2 和 群 の 中 で , 同一 ビッ ト の レジ スタ に 随 り ペア 6. SWI 命 令 は , |。」 F フ ラグ を セッ ト し ます . SWI2, SWI3 命令 
で 指定 で きま す . は , 同 フ ラグ を 操作 し ませ ん . 
く 8 ビッ ト ・ レ ジス タ > A, B, CC, DP( ダ イレ クト ・ ペ ー ジ ・ レ 7. CCR の 値 は AND, OR の 実行 結果 と し て 決ま り ま す . 
ジス タ ) 8. H フ ラグ の 値 は 定義 され て いま せん . 
< く (16 ビット ・ レ ジス タ > X, Y, U, S, D, PC 9. 近似 値 算定 の た め AccB 側 の D7 の 値 が 入り ます . 


3. "EA と ある の は 実効 アド レス の こと で す . 


ウ ア の ) 


付 録 


Addressing 
PP 
meー 
ーー Forms Op Description IHINIZIVIC 
24 一 ーー C=0 
1 中 5(6) Long Branch 
C=0 
BCS 25| 3 |21Branch C=Il 
LBCS Me 5(6)| 4 | Long Branch 
Z | Branch Z=0 
二 【 4 | Long Branch 
/ ノ = テ D 
2C| 3 | 2 1 Branch Zero 
0 10 5(6)| 4 | Long Branch Zero 
2C 
BGT BGT ZE| 3 | 2 | Branch > Zero 
| LBGT |1I0I5(6)| 4 | Long Branch > Zero 
2ZE 
BHI BHI ZZ| 3 Branch Highter 
LBHI m 5(6) Long Branch Highter 
Z | Branch Highter 
Or Same 
LBHS W 5(6)| 4 | Long Branch Highter 
Or Same 
2F| 3 Branch 人 Zero 
10 |5(6) Long Branch ミ Zero 
2ZF 
BLO BLO 25| 3 | 2 
LBLO 5(6)| 4 
Z | Branch Lower 
Or Same 
LBLS 5(6)| 4 | Long Branch Lower 
Or Same 
BLT ZD| 3 Branch ぐ Zero 
LBLT 四 5(6) Long Branch < Zero 
[ 2B| 3 | Z | Branch Minus 
' De 10 j5(6)| 4 | Long Branch Minus 
2B 
BNE BNE 26| 3 | Z | Branch Z キ 0 
LBNE の 5(6)| 4 | Long Branch 
Z キ 0 
BPL ZA| 3 | 2 | Branch Plus 
LBPL | 1015(6)| 4 | Long Branch Plus 
イプ パ 
BRA 中 Branch Always 
LBRA Long Branch Always 
Z | Branch Never 
We 4 | Long Branch Never 
BSR / | Z | Branch to Subroutine 
HECK 0 3 | 3 | Long Branch to 
SUbrOutine 
28 Z | Branch V=0 
5 4 | Long Branch 
V= テ 0 
29| 3 | 2 | Branch V=Il 
1 5(6)| 4 | Long Branoh 
V 三 | 


5 アン の) 


Branch Lower 
Long Branch Lower 


PSH, PUL 命令 
ポス ト ・ バ イト と アド レス 操作 


PSH, PUL 命令 の ポス ト ・ バ イト は 次 の 図 の 
と お り で す . ベー ス と な る スタ ッ ク ・ ポ イン タ 
に よっ て 一 部 異な る 部 分 が ある の で 注意 が 必要 
で す . SP を ベー ス に する と き は US が スタ ッ ク 
の 対象 と な り , US を ベー ス に する と き は SP が 
スタ ッ ク に 出し 入れ され ます . 


bl 
elsulylxleelslAlee 


PC = Program Counter 
S/U = Hardware/User Stack Pointer 


Y ニ Y Index Register 
入 人 ニ UIndex Redaister 
DP =Direct Page Register 
B =BAococumulator 
A =A Accumulator 


CC = Condition Code Redgister 


TFR, EXG 命 令 の ボ ポスト ・ バ イト 
_TFR, EXG 命令 で 使用 され る ポス ト ・ バ イト 
は 次 の 図 の と お り で す . EXG 命 令 で は 転送 元 ・ 
先 の 区 別 な く , どちら を 先 に 書い て も 同じ で す . 


b / b6 b5 b4 b3 pbZ DI b0 


SOURCE (RI) DESTINATION (R2) 


Code Register 
0000 D (A:B) 
0001 X Index 
0010 Y Index 
001l U Stack Pointer 
0100 S Stack Pointer 
010| Program Counter 
1000 A Accumulator 
100| B Accumulator 
1010 Condition Code 
101| Direct Page 
Code Register 


N. 音色 デー ター 覧 


FM 音源 カー ド 付 属 デ ー タ ー FM-77AV イ ニシ エー ターROM 


| We Wa 民 | We |e| ee le wear 
ンク ar ター シ |25ah ez [alcwu azzot 
ピコ | し ー み ラー ザ |6 | キタ 3 スー | ターpicilesl2 ラ ッ zs 
EZ3 | トー ブ | ファート zaz ッ シ meleu| ラット ッ タップ 
ジー | プラス |*| ラ ラリ ネッ ト |g ッ テン ol に yoez2le9| ョ ーーrO 
14 アン ピュ ラン ス | 14 グラ ンプ リ サウ ンド エフ ェクト 2 
15 | パイ プ オ レガ ン 2 55 サウ ンド エフ ェクト 3 
ロッ プ 56 サウ ンド エフ ェクト 4 
PP277IPZ2ZZIF コ PTZPZ と 人 
512 ラリ ネッ ト | 22 マジ 55 オー の な ライ ブ 
50 アロ ッ ケン | 2 ション 5 みあ タン 1|49 25 ニッ | 9 2 シト oy 


/ 


0 
1 


の 
で 
| 
回 
の 
WV 
SS 
部 
ご 
\J 
回 
MM 
(て 
思い 
へ 
IO 
回 
の 
> 
人 
の 
JI 
に 


ーー つ 


SC ケ 


々 ー と 号 量 NO ター エズ ベー レル AVZ/Md @ 


療 閉 


6 と 


「N 


L 


中 一 々 ー 有 記号 


の スク 


震 填 


/6 


路 一 々 ー 諾 号 量 "N 


@ FM 音源 カー ド 付 属 音色 デー タ 


っ 2 グ 


と と 6 


D. ブロ グラ ム の 入力 に あたっ て 


まず マシ ン 語 プロ グラ ム の 人 入力 方 法 の 説明 に 先立っ て , BASIC プロ グラ ム の 入力 方 法 に つい 
て の 注意 点 を あげ ます . 


① BASIC プロ グラ ム に は , F-BASIC V3.0 の み で 動作 する も の , V3.3 の み で 動作 する も の , あ 
る い は V3.0/V3.3 の 両方 で 動作 する も の が あり ます . これ ら の 区 別 は , プロ グラ ム の 先頭 の コ 
メン ト の 中 で 明記 し て あり ます . 

② BASIC プロ グラ ム に は , マシ ン 語 サブ ルーチン を 必要 と する も の が あり ます . これ も ブロ グラ 
ム 先 頭 の コメ ント に 明記 し て あり ます の で , 必要 な マシ ン 語 サブ ルー チン を フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク に セー プ ブ し て お く 必 要 が あり ます . (例え ば “LIST1-1 ガ ヒ ツ ヨ ウ デス .” と いう コメ ント が 
あれ ば , リス ト 1-1 を 入力 し て “L1-1M” と いう ファ イル に セー ブ し て お くく 必要 が あり ます . 

③ プロ グラ ム の リス ト は , 編集 上 の 都合 で 1 行 70 文字 で 印字 され て いま す . 実際 に プロ グラ ム を 
入力 され る 場合 に は , その 点 に 注意 し て 1 行 80 文字 又は 1 行 40 文字 に 直し て 入力 し て くだ さき 


ML 


6 騰 呈 上. も す る. る も. も すす も る も 9 る すす 《.《. も .《 6.9.《 る る 《 も る 《 る 39 989 で 


11 !※ JHYSTIC TEST 素 

12 '"w 。。 て LIST 5-10 ) V3.0ZV3.3  * po 

13 "* 。 。 LIST 5-9 か E939 ん * SF 

1 4 『 来 来 来 来 来 京 ※ 玉 来 玉 来 玉 来 玉 来 来 束 来 来 玉 来 玉 ※ 来 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 二 が 人 E 0 

20 MIDTH 80.25:LUADM "L5-9M" | 」 

20 EXEC&HS5000 人 ーーー ニー の RW!eie8YRb rasaigteiessiiSSE マン ン 語 サフ ルー チン を ロー ド し て いま す 
40 人 $= リ . .. .... 2 まま as ご 20 0 の りり の 


ググ 。 に の "りり 。、。 ノリ ン ほ 。 “ 

50 EXEC&HS003 

60 IT=PEEK〈&HS006) 

70 LUCATE 36,12 

80 PRINT MID$〈(A$. TB+1.8B) 

20 LUCRTE 36,14 

100 IF PEEK〈&HS5007〉 THEN PRINTPUTREIG(1 う の i 
110 ITF PEEK〈&HS008〉 THEN PRINTPUTRTIG(2 う の: 
120 PRINT" ー 

130 GUTOU 50 


っ 2 


0O. プ ログ ラム の 入力 に あ だ っ て 


ラシン 語 プ ログ ラム の リス ト に は , チェ ッ ク サ ム つ き メ モリ ダン プ と アプ ソリ ュー ト ア セン プ 
ラ に よる アセ ンプ ブル リス ト の 2 つの 形式 で 示し て あり ます . チェ ッ ク サ ム つ き メ モリ ダン プ を も 
と に マシ ン 語 プロ グラ ム を 入力 する に は , 次 の 方 法 で 行ない ます . 


① モニ タ の M コマ ンド に て メモ リ ダ ン プ の 内 容 を 入力 し ます . その 時 に は チェ ッ ク サ ム を 入力 
する 必要 は あり ませ ん . 

② 入力 し た マシ ン 語 プロ グラ ム を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー ブ し ます . セー ブ の 方 法 は , メモ リ 
ダン プ の 溢 に 明記 し て あり ます . 

③ 後述 の チェ ッ ク サ ム プ ログ ラム を 起動 し て , ファ イル 名 , 先頭 アド レス 16 進 4 桁 ), 終了 アド 
レス (16 進 4 桁 ) を 入力 し ます . チェ ッ ク サ ム つ き メ モリ ダン プ が 表示 きれ ま すか ら , 本 文中 の 
メモ リ ダ ン プ と 比較 し て みて くだ さい . その 時 に は , チェ ッ ク サ ム を 比較 する こと に よっ て 人 入 
カミ ス を 簡単 に 発見 する こと が で きま す . 

④ 入力 ミス が あっ た 場合 に は , モニ タ の M コマ ンド に て 誤り の 部 分 を 入力 し 直し て , ② の 項目 か 
ら 作 業 を や り 直 し ます . 

⑤ マシ ン 語 プロ グラ ム に は , F-BASIC V3.0 の み で 動作 する も の , V3.3 の み で 動作 する も の , 
ぁ あるいは V3.0/V3.3 の どちら で も 動作 する も の が あり ます . 本 文中 の 記述 を 十分 に 確認 し て 
プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい 。 


の 


マシ ン 語 デー タ 部 分 


AA 
トキ さく H 四 璧 


縦 ェ ッ ク サ ム 


SAVEM "し 9-1M".&H5000.&HS01E,8HSO00O0 oon セー ブフ の 方 法 


ii 


つう ひら 


付 


っ 36 


1000 
1010 
1020 
1030 
1032 
1040 
1050 
1070 
1080 
10?0 


も る も する も する る 《 も も す も す すす も も る も も する?《 も する も も する. 


) ※※ 
9 


MEMURY DUMP 素 
( CHKSUM ) V3.0/V る 3. る 玉 


も する? を も すす る も も る も も も る も も る る る も も る? すもも る る る も も る ・ 
CLEAR ., &H4000 


DIM CSUM(175:CLS:MTDTH 80,.25 

INPUT "FITLE NAME = ー ュ FTLN$ 

INPUT "START ADDRESS = "iSTADR$ : STX=VALC'"&H"+STADRS) 
TINPUT “END RUUDRESS = "1iERDR$:ENX=VALC て T&EH"+EAOR$ ) 


IF STX>&H6AFF THEN FOUR 


[=STX-&H2000 TU ENX-&H2000+256 : PUKE エ .0:NE 


XT:LURDM FILN$S.&HEO00 ELSE FOUR T=STX TU ENX+256:PUKE TL,.O0:NEXT:LUADM FI 


LN$ 


1100 FUR STADR=STX TU ENX STEP 256 


1110 CULUR 6:PRINT “" RUDR +O +] + サ 2 + す 3 +@ + ロ +T6 + ア +8 +49 + 人 8 +B + 
C +D +E +F  : [cs]" 

1120 FUR エ T=0 TU 17:CSUM〈 エ )=0:NEXT 

1130 FUR ADR=STADR TU STADR+240 STEP 16 

1140 CULUR S:PRINT | PiREGHT$S("0000"+HEX$S て ADR う 14 う 250 に : 

1 150 CSUM(16)=O0:CULUR 7 

1160 FUR IsO0 TO 15 

1 162 IF _aDR>&H6AFF THEN DD=PEEK〈ADR-&H2000+ エ ) ELSE DD=PEEK 
(ADR+[ ) 

1170 PRINT_ RIGHTS て "00"+THEX$S(DD う . 2179: 

1180 CSUMC 16)=(CSUM( て 16)+DD) MOUD 256 

1190 CSUM( エ ) う =(CSUM( エ )+DD) MOUD 256 

1200 NEXT 
_ 1210 CULUR 5:PRINT “" "5RTIGHT も ("00"+HEX$ て CSUM く 16)) .2) 

1220 CSUM(17 う =(CSUM( 17)+CSUM(16) ) MHD 256 

1230 NEXT 

1240 PRINT | PiSTRING$ て 61 りー リ ) 

1250 PRINT "Lcs] _・・FUR エ T=0 TU 15:PRTNT RIGHT$( "00"+HEX$(CSUM( 
TO) う 2 7 Pi ENEXT:PRINT " "RIGHTS で "00"+HEX$(CSUM( 17) ) .2) 

1260 PRINT 

1261 PRINT:CULUR 2:PRINT SPC(20):" く < くく HH1t Any Key !!| > う >>0:A$=TNP 


UT$〈1 ) : PRTNT : PRTNT 


1270 NEXT 


12Z80 CULUR 7:END 


0O0. プロ グラ ム の 入力 に あ だ っ て 


マシ ン 語 プロ グラ ム の アセ ンプ ブル リス ト は , 富士 通 の アブ ソリ ュー ト ア セン ブラ に よっ て 作成 


され て いま す . 


アプ ソリ ュー ト ア セン プラ に より ソー スプ ログ ラム を 入力 され る 方 は , プロ グラ ム 先 頭 部 分 の 
OPT NOGEN? の 指定 を と っ て アセ ンプ ブル し 直し て くだ な さい. 
モニ タ の M コマ ンド に て マシ ン 語 プロ グラ ム を 入力 する 場合 に は , 次 の 点 に 注意 し て 入力 し て 


くだ さい . 


① アセ ンプ ブル リス ト の アド レス を 確認 し な が ら , マシ ン 語 プロ グラ ム の オプ ジェ クト コー ド 部 分 
の み を 入力 し ます . 相対 プラ ンチ 命令 に は , プラ ンチ 先 の アド レス も 表示 され て いま す の で , 
その 部 分 は 入力 し な いよ うに 注意 する 必要 が あり ます . 

② 複数 の デー タ が , ^,” (カン マ ) で 区 切っ て 続 し て 定義 され て いる 場合 に は 最初 の デー タ の み が 
オプ ジェ クコ ー ド 部 分 に 表示 され て いて , 他 の デー タ は 表示 され ませ ん . また RMB 擬似 命令 
で は , 確保 する バイ ト 数 が オブ ジェ クト コー ド 部 分 に 表示 され ます . で すか ら デ ー タ 定義 擬似 


命令 に 関し て は , ソー スリ スト を 参照 し て 正しい 値 を 


設定 し 直さ な けれ ば な り ま せん . 


③ 入力 し 終っ た ら , モ ニタ の D コマ ンド に て 十分 チェ ッ ク し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー プ ブ し ま 


す . 


PAGE 001 (860626, 103841 ) 


V3.0/V3.3 の どちら で も 
動作 する こと を 示し ます 


01000 
01020 
01030 
01040 


アド レス 


炒 来 来 来 束 来 来 来 来 来 束 来 来 玉 来 来 玉 ※※※ 玉 求 玉 玉 米 玉 玉水 玉 来 来 玉 来 来 玉 玉 ボボ 


01050 
01060 
01080 
01050 
01100 
01110 
01120 
01130 
01140 
01150 
01170 
01180 
01190 
01200 
01210 5S000 

TUTRL ERRURS 00000--00000 


オプ ジェ ク トコ ー ド 
: FBFNA 


501F 


TUTAL MARNTNGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=S000 
PRUGRAM END RADDR=S01E 
PROUGRAM ENTRY ADDR=5000 


* LPUUT サ 9 し っ 27 ルフ 7 ログ" ラ 。/ : * 
水 (て し LTST ツー1 ) V3.0/V3. 3 に 
し るる. を も る も る も も も 《 る 、 も る も も 《 も る る で る る る る る 《 る る 《 も る する る 、 も る る る る 《 も 
PT NOUGEN ti ババ トバ ーー ドー ドド ト …ー ソー スリ スト の 入力 時 
ORG $5000 に は 入力 不要 
BIODS EQU $FBFA 
涼 
ENTRY LDX RCB 
JMP LBTIOS」 
し 
RCB FCB 14.0 
FUB DRTR_S 
FDB DRTA_E-DRTR_S 


DATA_LS FCC *FM-TeChKnOw 7aV 
FCB $OD, $0a 

DATA_LE EQU 水 

交 
END _ ENTRY 


っ 


く A> 
AO 前 RON RS00eeeesss 73.82.91.92.94 
作 DIMMS3A オ ーッ ク 邊 20eisokeoses 298,302.304 
作 2 eee 73.215,216.217 
ATTENTION 信 号 | … の 馬 Qi 80 
< く 日 > 
介 要 民有 人 0 MOOD 909088e8ee 72.81 
剛 馬 情 且 DNS oN0OG ge 72.81 
朋 NNIN 0 SEPeibeede 72 
妥 0OE RUMORS 34.178.214 
BREAK キ ーー 割り 込み 上 ー ビ パード < 150 
BUSY 信 人 号 …… 和 ュ ー ヨ い 〔 つ 〔v ド < トッ < トト < トト っ いい いく てく 80 
く C ッ > 
GANOEBL 信 六 0 80 
| CAP ILED 0080808 RiS2( の 3 107,119.121.122.123 
DBR 151 
CN 00000000 eeesioes 72.160 
CNRVU ER 全音 SSO あ 3002RReeae esas 72.160 
く D> 

_ DEFINE STRING OF PF……… ド ドド … 92.96 
1 半音 0 か イイ セン 96,339,341 
MRA RS see ee 72.176.177 
的 WI IN NUMe2eee5eesss 72.176.177 
了 MWTSO 0 73.262 
く F > 
RAS ド クウ ei 206 
RA ooo 0 169,172.361.364 
FAT セー プレ ー ト 人 必 … ド ドド ドド < トト トト トッ くく くく いくこ くく 364 
00000 が 50 RB 168,178.179.180.185 
RDC レッ スク 0 178 
FIRQ( 割 り 込 み ) ………… バ 68,113,127, 149,154,155 
FIRQ 割 り 込 み フ ラグ で 〇 の ーー ドド ーーー 150 
RIN NN 90885 eSGa802oS3 953 
FM16 が 準拠 モー ド の 上 パ ドド ドド ーー 12( 
FM 音源 レジ スタ の ドド トド ーー 247 ,252 
FNOSET トド ーー トート ドー ドド トド トト < トト トト ここ ・ こ 5928 73.262 
FRQOSET ーー ドド ドド ドド に に ピトー 73.262 
F=BASIOCO オ ー ダ で つの で の の や の の 298.302 
1 0 0 め グン トーーY CPPPYV PPP ス Y て レポ や ドア テ ド と キシ と と で キャ エム ドット イア か と キキ 248 


っ 2 ざ 


引 


く H> 
科 肉 尼 放 全 ONNOMR8RUMBOUB40N0GDMSR20 eee 89.97 
問 有 MGOUPY 6006008N ROGER 72.215 
く 1> 
代用 00006000N0000000200davey eee 34 .169,170.171 
MKIRMICUCGU OM00098GNNS3SSE0S6eR2RDDo 107 
Ne 208 72.91.93 
NE MNO 88080 72.91.93 
| INS |LED あき az 19.85.107.119.121 
INTERRUPT _ CONTROL の の 92 , 96,128 
陸 了 80008 6 34.169.170.175 
Oi 
68,149.151.154.178.180,184,244,248,256 
IRQ 割り込み フラ グ 李 …… ド ドド に ーー 150 
隊 (0 和 上 0 83 Ba 22 
くり > 
SO UI Neeiataoyuee 120 
く K> 
NN NR 32003 72.265.268 
KEYBOARD CONTROL ………| 72.96,121.122,124 
NN 90882 72.91.93.117 
際 有 EMIUN MeiBaesseiS6eeiieae 73.262 
KU ONOOO0CMOOORSRSSN0UB2GSBeeoe 73.262 
くし > 
陸 NN BS 92.95.96 
癌 NIR の GSed は 92.95.96 
人 eeSeeeede 72.215,216 
| 関 1 の 72.215.216.217 
く M> 
IN 243.256.260 
MR 80 BOB 12.52.77.320.324.334 
WOOO 08000SRNMSGGSROS SR 72.160 
トチ ャ リー スト カツ 334 
く N> 
IN の 307 
NMI 半 | り 0Se 88.149.150.154.155 


く 〇 > 

OPNBIOS 上 ① い ロ バ ムトー ドド ドド ドー 71.72.77.79,262 
OUTPUT …  ( の ii 72.91.93 
く ロ > 

PF キー 定義 テー ブル SID SIe5SGahgeIe See 86,87,127 
PE キー 割り 込み ii 89,90,127,147,152 
PRTCHK … 層 ーー ドド ドド 73.215,216 
PSG レ ジス ター ドー ドー ドド ドド に 230 
く R> 

RAM 空 問 0 ドド one 11 .13 52,336,338 
RAM モ ーー ド ドド 14 
RCB イ ンタ ー フ ラフ ェ ー ス に に に に に に 71.78 
READY RDO 上 …①tー ド ジー 90 
READ_ RTOC 上 …… ド に に に の 92.96.140 
READ TIMER "で の で に に つつ やや ので の 92.96,140 
REDSSG ……ー ド ドド ドド に に に に 73.262 
REDSTR ーー ドド ドド ドド に に 73.262 
RESET ベ クタ トル ドド 34 
RESTORE …① 上 ie 72.176,177 
ROM モー ド oo 14 
RS-232C 着 りり 込ん 147 
RT 119.140,143 
RxRDY 制 9 込み 151 
くら > 

SCREEN ーー ドド ドド に 72.215,.216 
SEEKT5 ーー ドド ドド に 72.176,177 
SELOAR ーー 73.262 
SELECT DISPLAY MODE …0… の (imitt… 28,30,92 ,95 
SET RTOC ドド ドド 92.96,143 
SET TIMER で ee 92.96,143 
SLOW ク ロック ドド ドド に ・206 
SPECIAL コ マセ ンド に で に に に に に に に に に つの 102,107 
SSGCLR ーー ドド ドド 73.262 
SUBIN …………… 0 72.91.92 
SUBOUT it 72.91.92.98 
SWI2 割 り 込 み "で "ペー ツ ツ 88,149,150,154,155 
SWIS り の eee 88,149,150,154,155 
SWI 割 り 込み …①i 信 セ つ カ カ パーズ て …… ド ーッ 88.149.150,154,155 
く T > 

TELEVISION CONTROL ……Gi ペ …… 96 , 339 
TEST ュ コッ ャ ンド ドド ドド に の 96.98 
TRSPRM 上 上 (ーー ドド 73.83.262 
TTLSET eo 73.262 
TWR で ーー ドド ドド に に に 11.334,338 


索 引 


く V> 
VOLSET 上 ドド ドド に T の 26628Gb 73.262 
VSYNOC 上 上 バロー ベト ハ ベ バード ーー…ー… 85 23 319.330 
く W> 
WRTRM ti( 人 ドド に 73.262 
WRTPRM 上 上 t 和 ぬ ニ ーー ドド に に 73.262 
WRTSSG ーー ドド ドド 73 
く X> 
メラ マラ メー ター ドー ドー ドド ドー ドド に 296,298 
XON ドド ドド ドド ドド 296,298 
XOFEF ーー ドド に に に に 296,298 
く Y > 
YAMAUCHIE 上 …( の ili( 字 (に ビ で に つつ ドー 人 92839S128N 98.107 
く 0> 
0 時 割り re 9() 
く 4 > 
4096 負 (モデ ドリ) mm 11 , 85,221,309,313,343 
く あ > 
アク ティ ブ VRAM コ 叶 ドド 30.31 
アク ティ ブ プペ ー ジ の ee の MC 29.85,309 
アウ ンション 割り 込み の な 68059 お 99 ed85i8SGD4 150.152 
アト リピ ビュ ー ト バッ ファ trmt 86,87,102,104,105 
アナ ログ パレ ッ ト … ド ドド に に に の 313.318,343 
アル ゴリ ズム に 0 ドド 246.256 
くい > 
イニ シェ エー タ ROM …… パ (it… 11 .23.83,178,254 
イン ター バル タイ マー 割り 込み …… で で rroin 90.134 
くう > 
ウィ ンド ウ 領 載 の 13.16,17,22,338 
裏 RAM 139: 8!288HR 8878585S5SG 13.21.36.58.178,196 
く ズ えッ > 
II アーズ スプ アー ツン ズ の 01033 の 2 74 
エン ベロ ーママ ヒ ーー ドド ドド ドド トッ トト に に て に し にし に し し し し に し 230) 
く お > 
オシ レー ター ドド ドド 230 


っ 2 ヴ 


索 引 


オフ セッ ト ア ドレ スレ ジス ター 99,330.331 
オペ レー タ oo 245 
= 加 の 22 OCPLPYOPPK チイ PPP 73,251 
音響 カプ ラ en の ee SS SS eee eee 305 
音色 (デー タ ) ………t… ド ババ 23,73,83,244,254.257.260 
本 科 9082MB00 RSEBSASORBSEGE 244, 248.257 
プク 0 の 080ee20meeseee seaees 73,233, 234 
オー ト リ ピー ト 99 60 8 人 69588: な 8 121.122 
く か > 

外字 (フォ ント ) 0024eOST が SS SS 283, 286 
拡張 RAM 空 間 38128 885SCeH8HSiS SS な Pe 11.20 
拡張 コマ ン ド テ ー プ ブル 520080II8H8GYG2 SSPSSSRSO8 SS.888e 86,109 
| か な |LED 60 お 8 107,119,121.122.124 
ガー ジコ レク シン ヨン 六 孤 陸 < 41.42.50 
交 宇 ROOM 71, 265, 271 
漢字 SYMBOL 060 生ま ああ 95 光二 まあ か なの の きき See 26 / 
漢字 ア MM 0 の 000 RBROESGGSOeens 265, 271 
漢字 パタ ング が 0 お SS の Se 265: 276 
くき > 

キャ ラク タ ROM 3022 いあ 党 8 25, 26,28 
ラク ク コー ドク ペ ウツ eo 85,86.102 
共有 メモ リ (RAM) …-22,25,26,33.86.87.89.90.97 
0 や PP 73.262 
ピリ マツ アルト た ザ ド サド ケチ で で ヤ す シド アザ デキ ドド PS 73,262 
キー 入力 バッ ファ ……85,86,107,113,114,115,127 
キー の 先行 入力 人 303808288S58e8R2876 We 9168283908 語 あお 888 の e 115 
20 coo ーー 107.119 
キーボー ドド り 和光 衣 記 Se 151 
くく > 

クラ スタ (番号 ) 955982S383YS232DHRXSS の SN 168,171.172 
く こ > 

ポン シン ヨン 0 246 


コン ソー ル RAM( バ ッ フ ァ ) …:19,25,26,86,87、218 


くさ > 
イド (9 167.,177 
が 02S 11.19.325 
サ プ ノ ンク レジ スタ 9900 滞 1 の ge082 あ 2 83830 SS ee 865 
ツモ キダ グ ROOM Oo 25,26,86,87.126 
くし > 


シ リ ンダ (番号 ) 88880:82888288: お 0 電 2 の な 168 


っ タ ひ 


くす > 

キャ シコ ロー ドモ リド 114,120.123 
2 こ 9089200DOSK eS6sSESSe68 3822 な は be 175,199 
グー ドウ NIS 295 
ステ デ ウ ピ シグ レレ ョ NE 陸 Wo 181,199.214 
トド ツン に MNO 295.297 
KU 2 グラ アイ ルス ンク リック 信和 和 NN 55 
レレ 5 生け 2 人 27 ンド ドン 246 
の ニー イ NE スス 0 訴 OO 119.339.340 
くせ > 

セン クタ (馬上 胃 0 167,168.188 
セク タ ア ドレ ス AE s 168 
ンク ダラ クル ョ クン 人 175.199 
っ 半 革 :61iPM CCO た アイ ドサ を 295, 298.305 
く た > 

タイ マー 割り 込み ……ー バ ーー… 89.90.127.151 
グ が 4 レレ クト アク セク We 19.104.324 
単純 変数 領域 2058 10193 208.SSe あ 68 30 4() 46 
ター ミナ ル ( モ ー ド ) いま くも ミス で で バア サチ 291, 296,302 
くち > 

0 0 の グル た 158 
中 間 言 語 ( コ ー ド ) ーー トド トト ーー 12.44,55,243 
二 革 と 親和 H は ント 94.326 
くつ > 

通信 制御 フッ ファ トト t バ ーー トー いい に トト トト < トト ーー ッッ トッ こ 296 
く て > 

デイ スプ レイ VRAM コー ド ドミ すす と と すす で すす すす すす ます 31 
ポス アレ イイ グイ クル ク 了 和 000 319 
ディ スプ レイ ペー ジー 29,30,85,309,319 
2 パグ NUKI 169,171.357 
た 2 ドク イン ドウ 0 11.18,21.52 
ドド 人 0 12.16,39.40 
ナン クイ クス JJ,119.339.340 
デー タ 伝 送 吉 度 …… レ ー ピ レニ ョ オー ト ー レ ー ニ ドド ドド ーーー 294.296 
く と > 

トラ ッ ク ( 番 号 ) 1 選 ………ー バ ーー ドー・……ー…ー 167,177.198 
く の > 

ノイ ズ ( ジ ェ ネ レー タ ) …… の et… 230, 231 , 232, 242 
く は > 

配列 変数 領域 ……(… 必 ニー ドー…ー 39,40,48.52 


> マリ ティ (チェ ッ ク ) 上 に に に に に に に PT 294,297 
ラマ レッ トレ ジ ツ タ 1 生 83 き 8 の 8 8205830882 池 56e、 和 990 8 313 
ノバ ンク レジ スタ 0 あな お ee(82088I き CSS が 963Ee18C678: 85,311 
半 二 重 通 信 8 0G81920 93858 和 19088 は 380R079 205 298., 306 
ノー ドウ ェ ア ス クロ ー ル 1…… ド ドド に em の 99. 107 ,329 
ハー ドウ ェ ア 捕 画 機能 2 お 18293.Sezaog6 326 
Ns ド コ CCCCCF で ミミ ドミ ドミ で ミミ ミミ エエ ミエ ミミ エミ ミエ ミエル 53,72,215 
く ひ > 

ピ ジ 一 制御 の (が 72838 の の 全 0(608h8280899 が 3 あの 83528 296., 208 
非常 駐 モ ジュ ー ル きま 08885 あ 7882 ああ 287 な の: SC 16., 52 
標準 鐘 問 SS 0882088828I58265 才 8230SS3 14.21.52 
く へ > 

へ ヘッ ド (番号 ) 683 まお 623819 和 6889 人 He:8859GS33SERK82BIOIGC8ei6 168 
ペー ジ 切 り 半 え る ドド ドド ドド ドド oe 29.309.306 
くば は > 

ホス ト ( コ ンピュータ ) …ー ド ドド ドド に に に の 302 
ボー レー トビ ーー ドド に に に 294 . 296,300 
くま > 

マウ ス セ ツ ト ooosoeeoooe 134,135 
マル チ ペ ー ジ 2 じき に 28: 信和 に 29: 30,33 
くみ > 

ミ キサ ー 2 03937 0386H2 あ (919 230 
未定 義 命 令 人 988 人 05898S32828597858E828389 55,56,60 
未 表 示 VRAM 882: 88G2 あ 380808 っ 8 331 
くも > 

文字 領域 0132 あ 285SG8 光 90288228828 8 提 8 8297 の な 40 . 41 、 50 
モジ ュ レー タ 3 246 
モデ ムー ドド ドド ドド に 291. 293.305,307 
くめ > 

メ ッ セ ー ジ テー プル と チト す で で で サテ で で で で すす で で で すす アデ 19, 21 
メ モ リモ ー ド 1833838:88928B288 22288:28.88 き に 者 C8BCeS き Pe 33 
く よ > 

予約 時 刻 割 り 込 ーーー 147 
くり > 

リン ク ポイ ンタ 1… の oo 42.43,59 
くれ > 

レジ スタ イ ン ター フェ ーー スト (トド ドド に に に に 


71,73, 74, 76,768,62,215,217 


索 引 


くろ > 

論理 演算 回 路上 …… oo 324 ,326,327 
くわ > 

割り 込み 許可 …ーー ド ドド ドド に に に に いい 147 
宣 | り 込み 桂 目 で 147 
守 | り 込み フッ ク テ ー ブ ルド ドド に ET T 86 
割り 込み ベク トル テー ブル oromeererrtrnt 86,87,154 
守り 込み 保 廊 … バ ーー ドド に に 147 
宣 | り 込み マネ クタ 層 ひ … ド ドド ドド oo 149.151 


りら / 


画 メ ズ メディア ・ サ ービス の お 知ら せ 


本 書 で は , 次 の よう な 方 々 の た な め に メデ ィ ア ・ サ ービス を 行なっ て いま す . 
と し ど し 御 利用 くだ さい . 


o 忙 し く て ブロ グラ ム を 打ち 込む 時 間 が も っ た いな い 人 

S より 理解 を 深め ,、 テク ニッ ク 向 上 を 目指 す た め に ソー スプ ログ ラム の 
改造 に チャ レン ジ し た だ た い 人 

oS だ た くさ ん ブロ グラ ム の 詰まっ た メデ ィ ア を 持っ て いる こと に 幸せ を 感 
じ る 人 


@ 対応 機種 
FM-7/NEW7 グ 77 グ AV 


@ メ ディ イア 
5 イン チ 2D ン 2 枚 組 3.5 イ ンチ 2D/ 2 枚 組 


_ 人 価 格 


相方 と も 3, 900 円 


@ 申し 込み 方 法 
巻末 に と じ こ ん で ある 「 郵 便 振替 用 紙 」 の 空 層 に, 


FM メデ ィ ア サー ビス (メデ ィ ア タイ プ ) 


と 明記 し , 代金 3.900 円 を 添え て お 近く の 郵便 局 に お 申し 込み くだ さい 、. 


っ タグ 
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ご 注意 

(1) 本 書 は 著作 権 上 の 保護 を 受け て いま す . 本 書 の 一 部 ある い は 全 
部 に つい て (ソフ トウ ェ ア 及 び プ ログ ラム を 含む ), 株 式 会 社 ビ 
ー・ エ ヌメ ヌ ・ エ ヌ か ら 文 書 に よる 許諾 を 得 ず に , いか な る 方 法 に 
お いて も 無断 で 複写 , 複製 する こと は 禁じ し られ て いま す . 

(2) 本 書 に つい て の 電話 に よる お 問 合 わ せ に は 一 切 応 しら ちら れ ませ ん . 
質問 等 が ご ざい まし た ら 往 復 は が き 又 は 切手 ・ 返 信用 封筒 を 同 
封 の 上 , 弊社 まで お 送り 下さ る よう お 願い いた し ます . 
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